プロローグ　『始まりの余熱』
　――これは本気でヤバい。




　固い地べたの感触を顔面に味わい、彼は自分がうつ伏せに倒れたのだと気付いた。

　全身に力が入らず、手先の感覚はすでにない。

　ただ、喉をかきむしりたくなるほどの熱が体の真ん中を支配している。







　――熱い、熱い、熱い、熱い、熱い、熱い、熱い。







　叫び声を上げようと口を開いた瞬間、こぼれ出たのは絶叫ではなく血塊だ。

　せき込み、喉からこみ上げる命の源を思うさまに吐き出す。ごぼごぼと、口の端を血泡が浮かぶほどの吐血。ぼんやりとした視界に、真っ赤に染まった地面が見える。







　――ああ、これ全部、俺の血かよ。







　倒れる体が浸るほどの出血。人間の血の量は全体の約８％、そのうちの三分の一が流れ出すと命に関わるという話だが――これはもう、全部出ているんじゃなかろうか。

　口からの吐血は打ち止めだが、体を焼き尽くすような『熱』の原因はいまだに活動中。かろうじて動いた手が腹部に向かい、そこにあり得ない感触を得て、納得がいく。







　――なんだ、腹が破けてんのかよ。







　どうりで熱いと感じるわけだ。『痛み』を『熱』と錯覚しているらしい。

　鋭い裂傷は胴体をほぼ真っ二つに通り抜けて、腰の皮一枚で繋がっている状態だ。

　つまるところ、どうやら人生の『詰み』というやつに直面したようだ。




　理解した瞬間に急速に意識が遠のいていく。

　さっきまでのた打ち回るのを強要していた『熱』すらどこかへ消え去り、不快な血の感触も内臓に触れる手の感覚も、全ては遠ざかる意識の付き添いとして連れていかれる。




　置いてけぼりにされるのは、『魂』の同行を拒否された肉体だけだ。

　その肉体を、消える意識からの最後の働きかけで少しだけ動かす。首を、上に向けて。




　眼前、鮮血の絨毯を敷き詰めた床を、黒い靴が波紋を生みながら踏みつける。

　誰かがいるのだ。そしてその誰かがおそらく、自分を殺したのだろう。




　不思議と、その相手の顔を拝んでやろうという気にはならなかった。

　自分を殺すような相手、そんな相手にすら傍観を決め込むほど日和見主義だった記憶はないのだが、心はその相手の素姓など欠片も興味を払っていない。




　ただ願ったのは――彼女が無事でありますように、ということだけだった。




「――バル？」




　鈴の音のような声が聞こえた気がする。

　どこが耳でどこが鼻かもわからない状態だから、空耳の可能性の方が高い。

　それなのに、記憶を頼りに再現したのだとしても、その声はひどく心地よく感情を揺さぶる。




　だから――、







「――っ！」




　短い悲鳴が上がって、血の絨毯が新たな参加者を歓迎する。

　倒れ込んだ体はすぐ傍らに、そしてそこにはだらしなく伸びた自分の腕があった。

　力なく落ちたその白い手と、血まみれの自分の手が絡む。




　全ては偶然だったのだろう。




　かすかに動いた指先が、自分の手を握り返したような気がした。




「……っていろ」




　遠ざかる意識の首根っこを引っ掴み、無理やりに振り向かせて時間を稼ぐ。

　『痛み』も『熱』も全ては遠く、無駄な足掻きの負け犬の遠吠えだ。







　だが、それでも――、







「俺が、必ず――」







　――お前を、救ってみせる。










　次の瞬間に彼――ナツキ・スバルは命を落とした。
第一章１　　『ギザ十は使えない』
　――これは本気でマズイことになった。







　一文無しで途方に暮れながら、彼の心中はそんな一言で埋め尽くされていた。

　一文無しというのは正確ではない。財布はポケットの中に入っているし、やや小銭が多くてお札が少ない点を除けば全財力には違いない。

　地元から一番近いショッピングモールまで出て、本屋で買い物して昼飯を食べてくるぐらいの余裕は持てる懐具合。にも関わらず、一文無しと表現するしかない。

　なにせ、




「やっぱ、貨幣価値とかって全然違うんだよな……」




　手の中の十円玉――希少な『ギザ十』を指で弾いて、少年は長いため息をこぼした。

　これといった特徴のない少年だ。短い黒髪に、高くも低くもない平均的な身長。体格は鍛えているのかやや筋肉質で、安物のグレーのジャージと相まってスポーツマン風ではある。

　三白眼の鋭い目だけが印象的だが、今はその目尻も力なく落ちていて覇気がない。




　群衆に紛れれば一瞬で見失いそうなほど凡庸な見た目だ。

　が、そんな彼を見る人々の視線には『珍奇』なものでも見るような不可解な色が濃い。




　当然といえば当然の話――なにせ少年を眺める彼らの中には、ひとりとして『黒髪』のものも『ジャージ姿』のものもいない。

　彼らの頭髪は金髪や白髪、茶髪を始めとして緑髪から青髪まで様々で、さらに格好は鎧やら踊子風の衣装やら黒一色のローブやら『それ』らしすぎる。




　無遠慮な視線の波にさらされて、少年は腕を組みながら納得するしかない。




「つまり、これはあれだな」




　指を鳴らし、自分の方を見る人々に鳴らした指を向けながら、




「――異世界召喚もの、ということらしい」




　目の前を、巨大なトカゲ風の生き物に引かれた馬車的な乗り物が横切っていった。










※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　菜月(なつき)昴(すばる)は平成日本生まれのゆとり教育世代出身である。




　彼の人生は十七年、その全てを語り尽くすにはそれこそ十七年の時間を必要とする。

　それらを割愛し、彼の現在の立場を簡単に説明するのならば『高校三年生にしてひきこもり』となる。

　詳細に説明するなら、『受験を間近に控えた時期なのに、親の期待もなにもかもうっちゃって自分の殻に閉じこもったどうしようもないクズ』といったところだ。




　ひきこもった理由は特にない。

　普通の平日、たまたま「今日は起きるのが面倒だ」となんとなく思い、サボりを実行に移したことが切っ掛けではあった。

　そのままずるずると自主休校が増え、気付けば立派に親を泣かせるひきこもり。

　日がな一日怠惰をむさぼり、コミュニケーション皆無のネットに沈み続け――、




「その結果が異世界召喚か……もはや自分で言ってて意味わかんねぇな」




　改めて状況を再確認して、スバルはもう何度目になるかわからないため息をついた。




　先ほどまで好奇の視線を浴びていた通りから場所を移し、今は少し薄暗い路地裏に腰を下ろしている。

　地面は舗装されていて、現代日本と比較すれば雑な仕事だが悪くはない。




「現状が異世界ファンタジーと仮定して、文明はお決まりの中世風ってとこか？　見たとこ機械類はなしで、建材も石材か木材でほぼ統一……」




　路地裏に腰を下ろすまでに見た光景を思い返し、脳内の情報を整理していく。

　日頃から妄想にふける時間はたっぷりあったおかげで、『異世界召喚』された際の心構えは上々だ。




　まずは冷静にその時代の文明、現代日本との衣食住の差異。物理現象の違いや、生息している『人型生物』とのコンタクトが可能かどうか見極める必要がある。




「よし、いいぞ俺。伊達に妄想してねぇぜ。文明レベルの確認はまぁよし、とりあえず金は通用しない。ついでに店主と会話できたし意思の疎通も問題ない」




　召喚されたと気付いて、スバルが最初に行ったのが『八百屋？』との交渉だった。店先に並んでいた『リンゴ？』を買おうとして、日本円を拒否されたのだ。

　そのときに見た限りでは、この世界での通貨は金貨、銀貨、銅貨などらしい。貨幣自体が価値を持つ世界観の理解しやすさは、異世界ファンタジーらしいといえばらしい。




「まぁ、混じりもんとか粗悪品。五百ウォン硬貨みたいなの出てきて衰退するだろけど」




　持ち歩くには重たすぎるしなぁ、と内心で呟き、再び通りをトカゲが引く馬車が通過。砂埃が盛大に舞っているが、行き交う人々は慣れているのか無頓着だ。




「それでも車に比べれば数は少ないか。……そういや、今のとこ犬とか猫も見てねぇな」




　『馬車？』を引かせていた巨大なトカゲは、馬より一回りは大きかっただろうか。細身な分だけ全体的な質量は変わらなそうだが、爬虫類があれだけ大きいと違和感がスゴイ。




「一般的……なんだろうな。トカゲも、人間の見た目も」




　そして確認を最後に回した部分、この世界における人間の特殊な見た目だ。




　髪の色がカラフルなのは認める。染めれば基本的に何色の髪でもあり得るし、異世界ファンタジーな時点でそこは納得済みだ。

　問題視しているのは別の部分、たとえば『獣耳』だ。




　ざっと見渡した限り、『イヌミミ』と『ネコミミ』は発見した。『バニー』もいれば、変わり種だと『リザードマン』っぽいのもチラッといたような気がする。

　かと思えばスバルと変わらない見た目の人間もいるのだから、これらの結論は――、




「ジャンルは異世界ファンタジー。文明は典型的な中世風。亜人ありありで、たぶん戦争とか冒険もありあり。動物に若干の違いはあるけど、役割的に変化なし――ってとこか」




　それだけ整理して、スバルはため息とは違う長い息を吐く。




　自分の置かれた状況を口にしてみて、そのご都合主義的な展開に眉が寄る。

　妄想設定通りの展開なら、自分はこれから現代知識を駆使して『俺ＴＵＥＥ』を実行するはずだが、用意していた知識が使える世界観とは微妙に違う。




「過去の戦国時代に飛ばされた場合のシミュレーションは完璧だったんだけどな……戦国時代に飛ばされてたら、俺は信長に天下とらしてたぜ」




　異世界ファンタジーだと、使える知識はせいぜい黒色火薬の配合率ぐらいか。

　それもこの世界の文明レベルによっては意味がない。異世界ファンタジーにつきものの『魔法』が存在する場合、それこそ火薬なんて花火程度の扱いだろう。




「まぁ、魔法が万能なもんじゃないってのもある種のお約束か。もしも科学の発展とかに貢献できるチャンスがあるなら頑張るとして……さしあたっての問題は」




　異世界召喚された原因も、目的もさっぱりわからないという点だ。




　召喚される前のことはよく覚えている。久々に家から出て、コンビニで夜食のカップラーメンを買って帰る途中だった。自転車の気分じゃなかったので徒歩で。

　そしてその途中、ふと夜空を見上げて『今夜は満月一歩手前だな』と思ったことまで覚えている。

　それから視線を下げてまばたきをしたら、いつの間にか昼だった。




　夜から一瞬で昼だ。

　異常事態が起きたのはすぐにわかった。それしかわからなかったが。

　今でこそ落ち着いているが、その直後の慌てぶりときたら子々孫々まで語り継がれるべきヘタレぶりである。




「まぁ、長男の俺が消息不明なら子々孫々もクソもないけど」




　呟きながら、改めてスバルは自分の所有物を確認。

　異世界ファンタジーの現状では初期装備が想像以上に重要だ。今はどれだけ細い糸であっても繋がっている事実が大事。




　まずケータイ（電池切れそう）、財布（レンタルビデオ屋の会員証多数）、コンビニで買ったカップラーメン（とんこつ醤油味）、同じくスナック菓子（コーンポタージュ味）、愛着しているグレーのジャージ（未洗濯）、使い古したスニーカー（二年もの）、以上だ。




「終わったな……なんで俺はピストルのひとつでも持ってねぇんだ。どーしろと」




　役立つのは腹の足しになりそうなお菓子ぐらいか。小腹を救って終了だが。




「事態は絶望的。そしてやっぱり原因は不明。鏡くぐった覚えも池に落ちた記憶もないし、何より召喚ものなら俺を召喚した美少女どこだよ」




　いわばメインヒロインの不在。二次元の世界からすればあり得ない職務怠慢だ。

　召喚しておいて無目的で放置されたとあっては、やり捨てされたようなものである。

　実際、現状確認すら終わったスバルは現実逃避すらできずにうなだれるしかない。




「マジで勘弁してくれよ。俺にどうしろっつーんだよ」




　弱音、泣き言がこぼれて早くも折れそうだ。帰りたい、とひたすら思う。

　妄想は妄想のままでよかった。異世界召喚なんてものは頭の中で無双して俺ＴＵＥＥするのが楽しいんであって、本当に放り込まれたら尻ごみ以外の何ができる。




「とにかく当面は生きるのが目的だが……コミュレベル１の俺でやってけるのか？」




　まともに誰かと会話するなど、家族を除けばコンビニの店員ぐらいしかいない。そんな生活を一年近く続けてきたのだ。距離の測り方なんてとうに忘れている。




「チャットなら喋るのと変わらないスピードでタイプできんのに……」




　指をわきわきさせながら今後を不安がるスバル。

　と、その表情が変わる。理由は音だ。

　ふいに路地裏に響いた足音――見れば路地の入口、三人ほどの男が道を塞ぐように立っていた。
第一章２　　『調子に乗るな、と神は言った』
　男たちの侮蔑と嘲弄まじりの視線、それを受けながらスバルもまた彼らを値踏みしていた。

　見た目はおそらく二十代半ばくらい。薄汚い身なりと、内面のいやしさがそのまま顔に表れたような雰囲気。亜人ではないようだが、善人でもありえない。




「やべぇ、強制イベント発生だ」




　薄笑いを浮かべる男たちに対し、スバルは顔を拭って慌てて立ち上がる。

　明らかに物盗り――しかも、世界設定的に物だけじゃなく命まで盗られる可能性がある。

　ミッション１『物盗りを撃退せよ』の発生だ。クリア条件は敵の全滅。敗北条件はスバルの死亡、といったところである。




　背中を悪寒が駆け抜けるのを、スバルは自分の頬を叩いて無視する。

　開き直るのが現状の最善、まごまごしていては命がヤバい。決断力、それには自信がある。




「それに異世界召喚だぜ。俺無双パターンからすれば、ひょっとしたら俺はこの世界じゃメチャクチャ強いかもわかんねぇ。なんか重力が元の世界の十分の一とか……そう考えたら体が軽い気がしてきた！　いけるかもわかんねぇ！」




「なーんか、ぶつぶつ言ってるよ、アイツ」




「状況がわかってないんだろ。教えてやればいいんじゃないか」




　気分の盛り上がるスバルに対し、男たちの反応はやや冷たい。

　が、スバルはそんな彼らの態度にめげずに胸を張り、




「おっと、調子づいてられんのも今のうちだぜ。言っとくが、俺みたいなタイプはこうやって路地裏でチンピラに絡まれたパターンの妄想も日常茶飯事だ。バッタバッタなぎ倒して、明日の俺の糧にしてやんよ、経験値どもめ」




「なに言ってんのかわかんねえけど、俺らを馬鹿にしてんのはわかった。ぶち殺す」




「そりゃ……こっちのセリフだ！」




　言い切って、男たちが動くより先にスバルの先制攻撃が入った。

　懐に飛び込んで渾身の右ストレート。先頭の男の鼻面を見事に直撃し、当たった相手の前歯が理由で拳骨から血が出る。




　――初めて人殴った！　しかも、思ったより殴った方も痛い！




　シミュレーションに余念はなかったが、実践するのは初めてだ。

　殴られた男は地面に倒れて動かない。そのまま感情に任せて、スバルは驚いている別の男にも躍りかかった。




「食らえ！　風呂上りストレッチが可能としたハイキック！」




「ぐはっ！」




　弧を描く足先が男の側頭部を打ち抜き、壁に叩きつけて二人目を悶絶させる。

　思いのほか好調な戦いぶりに、スバルの中で『俺無双』が確信に変わりつつあった。




「やっぱこの世界だと俺は強い設定か！　アドレナリンだばだばでこれは勝つる――っ」




　勇んで振り向き、最後の男を叩きのめそうとスバルは身をかがめた。

　が、その最後の男の手の中にきらりと光るナイフを見つけた瞬間、かがめた体が沈み、




「すみません俺が全面的に悪かったです許してください命だけは――！」




　土下座。それは相手に対して降伏を示す、最大にして最低の和の心だ。

　さっきまで盛り上がっていた気分もどこへやら、全身の血の気が引く音を聞きながらスバルは必死で温情にすがるために頭を地面にこすりつける。




　だって刃物は無理。刺されたら終わりだし、ナイフ持ち相手のスキルとかないし。




　気付けば一撃食らわして倒したはずの二人も復活している。それぞれ鼻血の垂れる顔を押さえていたり、くらくらする頭を振ったりしているが、それ以外は元気そうだ。




「あれ！？　俺無双の攻撃でダメージ小ってどゆこと！？　召喚もののお約束は！？」




「なにわけわかんねえこと言ってやがる！　よくもやってくれやがったな！」




　土下座する顔面を上から踏みつけられ、額で地面を削って血が流れた。

　そのまま顔を蹴りつけられ、必死で丸まる体に次々と攻撃が加えられる。




　――やべぇ、すげぇ痛ぇ。死ぬかもしんない、いやマジで。




　先に攻撃された形の彼らには容赦がなく、おまけに元の世界と違ってチンピラが命を取らない保障はない。このままなぶり殺しにされる可能性も十分にある。

　いっそ玉砕覚悟で暴れるか。ダメージを受ける前ならそれもありだったが、重傷一歩手前の今では一矢報いれるかも微妙だ。かといってこのまま死ぬのも無理。




「動くんじゃねえよ、ボケ！」




「あたたたたた！　痛い痛い痛い！！」




　立ち上がろうとするが、思い切り掌を踏みにじられて悲鳴しか出ない。

　唾を飛ばしてがなる男が怒りで顔を真っ赤にし、持ったナイフを逆手に持ちかえるのが見えた。




「動けないようにしてから身ぐるみ剥いでやるよ。ふざけた真似しやがって……」




「か、金目の物が目的ならぶっちゃけ無駄だぜ。なにせ俺は一文無し……！」




「なら珍しい着物でも履物でもなんでもいーんだよ。路地裏で大ネズミの餌になれ」




　あ、この世界にもネズミっているんだ。雑魚モンスターっぽい名前で。




　振り下ろされそうなナイフを見て、そんな現実逃避がぽつりと思い浮かぶ。

　走馬灯とかは特に見えない。世界がゆっくりに見える現象もなし。

　ぷつりと糸が切れるように終わる――そのときだ。




「ちょっとどけどけどけ！　そこの奴ら、ホントに邪魔！」




　切羽詰まった声を上げて、誰かが路地裏に駆け込んできた。

　ギョッと顔を上げる男たちにならい、スバルも動かない体で視線だけ持ち上げる。

　その視界を少女が横切っていく。




　セミロングの金髪を揺らす、小柄な少女だ。

　意思の強そうな瞳に、イタズラっぽく覗く八重歯。小生意気そうな顔立ちだが、年相応として見れば可愛げもあるかもしれない。

　着古した汚い格好の少女は、今まさに強盗殺人が行われる現場に出くわしたのだ。




　見計らったようなタイミングに、消えかけた希望がスバルの中でガッツポーズを決める。

　これだ、この展開を待っていた。流れ的にこの子が義侠心溢れる性格で、今にも消えそうなスバルのか細い命の火を助けてくれるような流れに――。




「なんかスゴイ現場だけど、ゴメンな！　アタシ忙しいんだ！　強く生きてくれ！」




「って、ええ！？　マジで！？」




　だがしかし、そんな希望は儚く砕け散った。

　目が合った少女はスバルに申し訳なさそうに手を上げ、走る勢いを殺さないまま細い路地を駆け抜ける。男たちの後ろを素通りし、行き止まりのはずの奥へ。

　そのまま袋小路に立てかけてあった板を蹴り、身軽に壁のとっかかりを掴むとあれよという間に建物の上へと消えた。




　少女の姿が見えなくなり、自然と場に沈黙が落ちる。

　まさに台風のように一過していった少女。唖然としたのはこの場にいた全員に共通だが、我に返ったスバルの状況が変わっていないのも事実。




「今ので毒気が抜かれて気が変わってたりしませんかね！？」




「むしろ水差されて気分を害したぜ。楽に逝けると思うなよ？」




　ぎらつくナイフ男の目がマジなので、今度こそ終わったなとスバルは思う。

　いまだに手は男の踵の下で、立ち上がろうにもワンテンポ遅れる。

　自然、諦めが胸中を支配した。




　終わる、のだろうか。何もしていないのにこんなところで。

　確かにまともな人生を歩んできたとは言い難いが、それでもこんな終わり方を迎えるのは酷すぎる。俺が何をしたのかと問えば、お前は何もしなかったと返ってきそうな無為な終焉。

　痛み、ではない。

　それ以外のなにかで涙が溢れそうになる。

　終わるのが恐いとか、死ぬのが嫌だとか、そんなレベルの話じゃない。

　ただ、何もない空っぽのままで終わってしまうのが耐えられなかった。




「――そこまでよ、悪党」




　その声は雑踏の喧騒も、男たちの野卑な罵声も、スバル自身の荒い呼吸も、なにもかもをねじ伏せて路地裏に響いた。
第一章３　　『はじめてのまほう』
　時が止まる、というのはこういうことだろうか。

　路地の入口、さっきまでの男たちと同じようにひとりの少女が立っている。




　美しい少女だった。

　腰まで届く長い銀色の髪をひとつにまとめ、理知的な瞳が射抜くようにこちらを見据える。柔らかな面差しには美しさと幼さが同居し、どことなく感じさせる高貴さが危うげな魅力すら生み出していた。

　身長は百六十センチほど。紺色を基調とした服装は華美な装飾などなく、シンプルさが逆にその存在感を際立たせる。ゆいいつ目立つのは、彼女の羽織っている白いコートに入った『鷹に近い鳥』の紋章を象った刺繍か。その荘厳さすら、少女の美しさの添え物にすぎない。




「それ以上の狼藉は見過ごせないわ。――そこまでよ」




　再び彼女の口から言葉が紡がれ、総身を震えるような感動が走った。

　銀鈴のような声音は鼓膜を心地よく叩き、紡がれる言葉には他者の心を震わせる力がある。

　スバルは自分の置かれた状況すら忘れて、ただひたすら彼女の存在感に打ちのめされた。




　そしてそれは男たちも同じだ。

　彼女の敵意を真っ向から向けられ、先ほどまで血気に逸っていた表情はどこへやら。

　ナイフを持った男も顔を青ざめさせ、袋小路を後ずさる。




「待て待て待て！　待ってくれ！　な、なんだかわからねえが、こいつは見逃す！　だから俺たちのことは勘弁して……」




「潔くて助かるわ。今ならまだ取り返しがつくから、私から盗った物を返して」




「だから悪かったって……へ？　盗った物？」




「お願い。あれは大切なものなの。あれ以外のものなら諦めもつくけど、あれだけは絶対にダメ。――今なら、命まで取ろうとは思わないわ」




　懇願の気配すら漂わせていた言葉の最後、そこだけが明確に怒りをはらんでいた。

　少女の視線は鋭く、差し伸べるように向けられた掌は何も掴んでいない。

　しかし、そこに言葉にし難い何かが集まり始めるのを、この場の誰もが感じ取る。




「ちょ、待って！　……あの、話が食い違ってると思うんだがっ」




「……なに？」




　男たちが足蹴にしているスバルを指差し、




「ええっと、この男を助けにきたわけじゃないんで？」




「……変な格好した人ね。仲間割れの途中？　三対一なんて感心しないけど……私に関係があるのか聞かれたら、無関係と答えるしかないわ」




　話をはぐらかされているとでも思ったのか、少女の口調には苛立ちがまじる。

　その態度に焦りを覚えたのか、男たちは慌てた素振りで弁明。




「ちょ、ま、待ってくれ！　こいつが目的じゃないなら、俺らは別口だ！　盗まれたとかって話ならたぶん、さっきの女だろ！」




「あ、ああ、そうだ。さっきの！　壁蹴って屋根伝いに逃げてった！！」




「奥だ奥！　その向こう！　あの勢いなら通りをもう三つは抜けてる！」




　男たちの続けざまの言い訳に、少女の視線がスバルと絡まる。

　男たちの言葉が真実かどうかを問うてくる視線に、嘘を禁じられ思わずスバルも頷いてしまった。

　それを見届けて、少女は「うう」と不承不承、納得の頷きを作り、




「嘘じゃ、ないみたい。それじゃ、盗った人は路地の向こう……？　急がないと」




　こちらに背を向けて、少女の足が路地の外に向かう。

　男たちの露骨な安堵。そしてスバルは千載一遇のチャンスを棒に振ったと、空気に呑まれた自分の馬鹿さ加減を呪う。

　だが、




「それはそれとして、見逃せる状況じゃないのよ」




　振り返りざまにこちらに掌を向けた少女――その掌から、飛礫《つぶて》が立ち尽くす男たち目掛けて放たれていた。

　球速はメジャー級で、コースはバリバリのビーンボール。

　硬球が肉を打つのに似た音が三つ鳴り、男たちが苦鳴を上げて吹っ飛ばされる。




　男たちに命中し、スバルの傍らに甲高い音を立てて落ちたのは氷塊だ。

　拳大の大きさの氷の塊――季節感や物理現象を無視して生じた物体は、その役目を果たした途端に大気に食まれるようにして霧散する。




「――魔法」




　とっさに口からこぼれたのは、今の現象を説明するのにもっとも適した単語だ。

　詠唱もなにも聞こえなかったが、今の氷は少女の掌から生まれて打ち出されていた。

　こうして目の前で実際にその情景を見て、初めてわかったことがある。

　それは、




「思ったより、幻想的な感じじゃないな……がっかりなリアル感だ」




　光が散ったりだとか、エネルギーがはっちゃけたりとか、そういうイメージだったのに。

　実際には無骨な氷が急に生じて、急に消える。情緒もクソもありはしない。




「やって……くれやがったな」




　スバルの感想はさて置き、そのリアルな一撃を受けた側のダメージは甚大だ。

　足をふらつかせて男が二人立ち上がる。ひとりは打ちどころが悪かったのか昏倒しているものの、残りの二人は流血こそしているが健在。ナイフ男とは別の男も、その手には錆びの浮いた鉈のような獲物を握って臨戦態勢だ。




「こうなりゃ相手が魔法使いだろうがなんだろうが、知ったことかよ。二人で囲んでぶっ殺してやる……二対一で、勝てっと思ってんのか、ああ！」




　片手で曲がった鼻を押さえながら、ナイフの男が怒声を張り上げる。

　その罵声に対して少女は怯んだ様子もなく、




「そうね。二対一は厳しいかもしれないわね」




「じゃ、二対二なら対等な条件かな？」




　少女の声を引き継ぐようにして、中性的な高い声が新たに路地の空気を震わせた。

　驚きながらスバルは視線をさまよわせる。同様の反応は男たちにも見られた。路地の入口にも、当然路地の中にも、その声を発した人物らしき姿はない。

　戸惑い、困惑するスバルたち。その三人に見せつけるように、少女が左手を伸ばす。

　上に向けられた掌、その白い指先の上に『それ』はいた。




「あんまり期待を込めて見られると、なんだね。照れちゃう」




　そう言ってはにかむように顔を洗ったのは、掌に乗るサイズの直立する猫だった。

　毛並みは灰色で耳は垂れ、スバルの常識で言うならばアメリカンショートヘアという種類の猫が一番近い。鼻の色がピンク色で、妙に尻尾が長いのを除けば。

　その奇妙な猫の姿を見て、ナイフ男がその顔に戦慄を浮かべて叫ぶ。




「――精霊使いか！」




「ご名答。今すぐ引き下がるなら追わない。すぐ決断して。急いでるの」




　少女の言い分に口惜しげに舌を打ち、男たちは昏倒する仲間を担ぐと路地の外へ向かう。

　スバルをまたぎ、隣を抜けるときに少女をちらりと振り返り、




「覚えてろよ、クソガキ。次にこのあたりをうろつくときはせいぜい気をつけろ」




「この子に何かしたら末代まで祟るよ？　その場合、君が末代なんだけど」




　恫喝は精一杯の矜持だったのだろうが、それへの返答は軽い口調ながら苛烈だった。

　手乗り猫はへらへらとした態度だが、男たちはそれまででもっとも顔色を青くして、今度こそ無言で雑踏の方へと駆けていく。

　それきり彼らの姿が見えなくなると、この路地に残るのは少女たちとスバルだけだ。




「――動かないで」




　体の痛みも忘れて体を起こし、とにかくお礼の言葉を。

　そんなことを考えていたスバルに対し、少女は情を感じさせない冷たい声で言った。




　彼女の瞳には警戒の色が濃い。スバルが男たちと別口だとは理解していても、その存在が善性であるとは欠片も思っていない、そんな目だ。




　それはそれとして、こちらを見る彼女の紫紺の瞳は魅入られるように美しい。

　美少女慣れしていないスバルはそれだけで、思わず顔を赤くして目をそらしてしまう。

　そんなスバルの仕草に少女は警戒の眼差しのまま不敵に笑い、




「やましいことがあるから目をそらす。私の目に狂いはないみたいね」




「どうかな。今のは男の子的な反応であって、邪悪な感じはゼロだったけど」




「パックは黙ってて。――あなた、私から徽章を盗んだ相手に心当たりがあるでしょ？」




　小猫を黙らせて少女はスバルに問いを投げる。近年まれに見るドヤ顔だ。しかし、




「期待されてるとこ悪いけど、全然知らない」




「嘘っ！？」




　そのドヤ顔が崩れると、その下から少女の素の表情がちらりと覗く。

　先ほどまでの凛々しい態度もどこへやら、慌てふためく彼女は掌の猫と向き合い、




「ど、どうしよう。まさか本当にただの時間の無駄……？」




「その状態も刻々と進行中だけどね。急いだ方がいいと思うよ。逃げ足がすんごい速かったから、きっと風の加護があるよ、犯人」




「なんでそんなに他人事なの、パックは」




「手出し口出し無用って言ったのそっちなのに。それと、あの子はどうする？」




　思い出したように話題の焦点が戻ってきてスバルは苦笑。

　あ、とその存在と状態にようやく思い至ったような少女。そんな彼女にスバルは虚勢を張って立ち上がり、




「助けてもらっただけで十分だ。急いでるんだろ？　早く行った方がいい」




　――なんなら手伝うけど、どうするお嬢さん？

　なんて髪をかきあげて歯を光らせながら言う算段だったのだが、




「あれれ？」




「あー、無理して立ち上がんない方がー、って遅かったね」




　頭が重くて体がふらつき、支えようと伸ばした手が壁を掴めずに空を切る。

　結果、さっきまで寝ていた地面にセカンドキスを捧げる羽目に。

　受け身ゼロ。鼻面から落ちて、鋭い痛みに意識を持っていかれるスバル。




「――で、どうするの？」




「関係ないでしょ。死ぬほどじゃないもの、放っておくわよ」




　遠ざかり始める意識の彼方で、そんな二人（ひとりと一匹）の会話がわずかに聞こえる。

　さすがは異世界ファンタジー、人情味に関してもシビアな見解を持っていらっしゃる。




　このまま路地裏に捨て置かれるのか、というネガティブな思考と。

　まぁ、死ぬところだったのが命あるだけ恩の字だわな、というポジティブな思考と。

　そんな消極的な両結論を得ながら、スバルの意識は段々、段々と遠くへ――。




「ホントに？」




「本当に！」




　ぷつりと意識が途切れる瞬間に、赤い顔をして振り返る銀髪の少女が見えた。




「――絶対の絶対、助けたりしないからっ」




　――怒った顔も、すんげぇ可愛いな、異世界ファンタジー。




　そんな感想を最後に、今度こそスバルの意識は闇に落ちた。
第一章４　　『膝枕の恩返し』
　眠りから目覚める感覚は、水面から顔を出す感覚に似ているとスバルは思う。

　瞼を開ければ傾いた陽光が瞳を焼き、眩しさに顔をしかめながら目をこする。寝起きはいい方で、一度目が覚めればすぐに意識が覚醒するのがスバルの体質だった。




「あ、目が覚めた？」




　声は真上、寝ているスバルの頭上から聞こえた。

　その声に顔を向けて、スバルは自分が地べたに寝転がり、何か柔らかいものに寄りかかりながらまどろんでいた事実に気付く。




「まだ動かないで。頭も打ってるから、安心できないの」




　こちらの身を案じる声は優しく、さらに頭の下には尋常でない至福の感触。

　スバルは自分が意識を失う寸前の出来事を思い返し、今、自分が男の子的にもの凄く恵まれた展開にいるのではという推測に即座に辿り着いた。




　――すわ、これぞまさに美少女の膝枕か！！




　天恵に従い、スバルは寝返りを打つ素振りでその太ももの感触を堪能しにかかる。

　円運動で頬が至高の感触に辿り着き、想像以上にモッフモフの感触が顔全体を押し返した。

　――なんか美少女って思ったより毛深いんだな、と思う。




「って、そんなわけあるか――！」




「起きて良かったですわですわ（裏声）」




　突っ込みを入れながら上を向き、今度こそ覚醒した視力が世界を正しく映し出す。

　スバルの眼前、逆さの視界の中にもの凄いでかい猫の顔があった。

　猫はやたらと愛嬌のある顔で微笑みっぽい表情を作り、




「せめて覚醒までの瞬間を幸せに過ごさせてあげようという粋な計らいだよ（裏声）」




「とりあえず、その不快な裏声はやめてくれ」




　人間大の猫に膝枕されるという尋常でないシチュエーションで、スバルは何とかそれだけを注文。あとはせっかくなので、モッフモフの感触を頬で楽しむことにする。




「モッフモフ……モッフモフやぁ。なんてもんを生み出してしもうたんやぁ、神よ」




「いやぁ、こんなに喜ばれるとボクもわざわざ巨大化した甲斐があるよ。ね？」




　照れた仕草で頭を掻きながら、同意を求めるように片目をつむる巨大猫。その視線の先に立つのは、路地の入口で不満げに腕を組む銀髪の少女だ。

　意識を失う直前、スバルの記憶と眼に鮮烈に焼きついた少女に間違いない。




「ということは、お前はさっきのミニマムサイズ猫？」




「ふふふ、大きさ自由で持ち運びに便利。さらにユーモアあふれるトークで退屈な日常を彩ったりしちゃう。ひとりに一匹！　生活のお共に。詳しくは精霊議会に問い合わせてみてね」







　器用に指を鳴らしてセールストークをかます猫。いまいち要領を得ない内容だったが、たぶんそういう芸風なのだろうとスバルは納得。

　それから話題の焦点を歩み寄ってくる少女に移す。




「なんか、けっきょく目が覚めるまでいてもらって……」




「勘違いしないで。聞きたいことがあるから仕方なく残ったの。それがなかったらあなたのことなんて置き去りにしたわ。そう、してたの。だから勘違いしないこと」




　念を押すように何度も言われれば、スバルもさすがにそれ以上は突っ込めない。

　強い語調で美少女が迫るように言ってくるのだ。コミュレベル１な上に異性コミュレベルも１のスバルにとって、内容無視して頷くしかないほどの息苦しさ。




「だから私があなたの体の傷に治癒魔法をかけたのも、目覚めるまでパックの腹枕を堪能させてたのも、全部が全部、自分の都合のため。だから、その分に応えてもらうわ」




「なんか恩着せがましい感じを演出しつつも一周回って普通の要求だな」




　情けは人のためならず、を地でいくような論法だ。

　そんなスバルの返答に対し、少女は厳しい顔つきのままで首を横に振って、




「そんなことない、一方的よ。――それで、あなたは私の盗まれた徽章に心当たりがあるわね？」




　おずおずと条件を受け入れたスバルに、少女はどことなく声をひそめて問いかけた。

　その問いの内容にスバルは首を傾げざるを得ない。

　正直、それとまったく同じ質問を、意識を失う寸前にも行った気がしてならないのだが。




「俺が意識のない短い間に、強く頭を打ったりとかした？」




「君が意識なかったのはせいぜい五分だけど、ボクの知るかぎりそんなことはなかったね」




「じゃデジャブか？　あるいは俺の隠された異能が目覚めて、ほんの少しだけ先の未来の出来事を実体験しておくことができるようになったとか？」




　能力名は『一昨日きやがれ』でどうだろうか。

　質問に対して的確な答えを用意しておく、という意味では役立ちそうな気もする。あるいは試験前などに立ち返って気になる引っかけ問題対策も可能。夢が広がる。




「あ、俺、ひきこもりだった！」




「こっちの意図を無視して暴走しないでくれる？　それで、質問の答え」




「えーっと、それでしたらあの……心当たりとか、ないかなぁなんて」




　徽章、というといわゆる弁護士や検事、自衛官などが身分を証明するためにつけるバッジに当たるものだろう。

　残念ながら、スバルはこの小一時間ほどの時間でそれっぽいものを見た記憶は皆無だ。

　自宅に帰れれば子どもの頃に集めたオモチャのバッジが山ほどあるだろうが、帰る手段がわからない上にそれを差し出したら氷塊の餌食にされるだけだろう。




　よって、スバルには彼女の求めているだろう期待に応えることはできない。

　しかし、少女はそんなスバルの答えに対して落胆した様子もなく頷き、




「そう。それじゃ仕方ないわ。でも、あなたには何も知らないという情報をもらうことができたわけだから、ちゃんとケガを治した対価は貰っているわね」




　と、詐欺師もびっくりな論法で自分の丸損を表明したのだった。

　あっけにとられるスバルを置き去りに、少女は吹っ切るように大きく手を叩き、




「じゃあ、もう行くわね。悪いけど急いでるの。ケガは一通り治ってるはずだし、脅したから連中ももう関わってこないと思うけど、こんな時間に人気のない路地にひとりで入るなんて自殺志願者と一緒だから。あ、これは心配じゃなくて忠告よ。次に同じような現場に出くわしても、私があなたを助けるメリットがないから助けなんて期待されても困るから」




　早口でメチャクチャ言いまくしたてて、押し黙るスバルの沈黙を肯定と受け止めたのか、少女は「よし」と満足そうに呟いて身をひるがえす。

　長い銀髪が彼女の仕草に合わせて揺れ動き、薄暗い路地の中ですら幻想的にきらめいた。




　ふいに体重を預けていた感触が消失し、スバルは慌てて落ちかける身を立て直す。

　振り返ると、さっきまでそこにいたはずの巨大な猫の肥満体はなく、その姿は初見の掌サイズに戻っていた。猫はふよふよと、風に漂う風船のように浮遊して少女の背中へ向かう。




「ゴメンね。素直じゃないんだよ、うちの子。変に思わないであげて」




　笑いを含んだ口調でフォローして、猫は少女の肩にやわらかに着地する。少女の手がその感触を確かめるように猫の背を一度撫で、その姿は銀髪の中にもぐるように消えた。




　その颯爽とした背中を見送りながら、スバルは今の猫の言葉をひたすらに反芻する。

　――素直じゃないらしい、あの少女の言動と行動の意図を。




　物盗りにあったらしい彼女は、大切な物を盗んだ相手を追いかけていた。

　その途中で暴行を受ける無関係のスバルを見つけて、盗んだ犯人を追う時間を削ってまで助けてくれたのだ。

　その上、迷惑千万にも倒れたスバルを治療して、目を覚ますまで見張りとして立ち、聞いたはずの質問を繰り返してそれを代価とし、スバルに負い目を感じさせないようにした。




　素直じゃないとかいうレベルの問題じゃない。

　こんなに面倒くさい配慮ばかりを好んで実行する人物を、スバルは初めて見た。




　少女にとって、スバルと関わって得た収穫は完全にゼロだ。

　逃走犯を見失った上に、スバルの治療で時間まで取られたことを考えると、収支でいえばブッちぎってマイナスもいいところだろう。

　少女にはスバルを責める権利があったし、スバルはどんな罵声も受ける義務があった。




　しかし結果、少女はスバルを責めなかったし、謝罪の言葉も聞かなかった。

　なぜなら少女にとって、スバルを助けたのは全て自分本位の目論見通りの結果なのだから。




「そんな生き方、メチャクチャ損するじゃねぇか」




　言いながら立ち上がり、スバルは砂埃で汚れた己のジャージを叩く。

　愛用のジャージは汚れこそ目立つものの、ほつれたりのダメージはほとんどない。それに何より、あれだけ蹴られ打たれた体の痛みが完全に消えている。

　肩を回し、足腰を動かして健在ぶりを確認し、改めて魔法の非常識さを実感した。

　そしてこれだけの恩を売っておいて、二束三文でよしとした少女の規格外さも。




「――おい、待ってくれよ！」




　路地の入口、大通りへ繋がる場所で首をめぐらす少女、その背中に声をかける。

　長い銀髪を手で撫でて、わずらわしげに彼女は振り返り、




「なに？　話ならもう終わったわ。もう私とあなたは無関係の他人です。ほんの一瞬だけ人生が交わっただけの、赤の他人」




「そんな心にくる言い方すんなよ！？　それにそっちは終わったつもりでも、こっちは全然まだまだ丸っきし終わったなんて思ってない」




　冷めた視線の少女に縋るように駆け寄るスバル。

　なんか振られた男が女に追い縋ってるみたいだな、なんて心の片隅で思いつつも、両手を広げて彼女の進路を阻み、




「大切なもんなんだろ？　俺にも手伝わせてくれ」




「でも、あなたは何も……」




「確かに、盗んだ奴の名前も素姓も性癖もわからねぇけど、少なくとも姿かたちぐらいはわかる！　八重歯が目立つ金髪のプリティーガール！　身長は君より低くて胸も小さかったし、歳も二つ三つ下だと思うけどそんな感じでリアリー！？」




　てんぱると早口でテンション上がってしまうのがスバルの悪い癖だった。

　今回もその癖が存分に発揮されて、はっきり言って自分で自分の発言にドン引きである。

　――性癖とか胸とかいらん情報入れすぎだろ。おまけにプリティーガールとかリアリーとか俺は自分で何人設定なんだ。英語なんて中一で投げ出したくせに。




　中一の夏、初めての夏休みの最中に英語の教科書をなくし、以来スバルは外来語との関わりを一方的に断ってきた。プチ鎖国である。

　そんな自分がどの面下げて日常会話で小粋に英語など――。




　緊張と後悔で長ったらしい回顧録に入りそうになるスバル。

　冷や汗で背中ぐしょぐしょ。脇汗と手汗で腕まわりがヤバい。動悸息切れと目眩に貧血、鼻づまりと偏頭痛で四面楚歌。

　そのセルフ絶体絶命状態から彼を救ったのは、




「――変な人」




　口元に手を当てて、珍獣でも見るように小首を傾けた少女の声だった。

　彼女はスバルを値踏みするように見据えて、




「言っておくけど、なんのお礼もできません。こう見えて無一文なので」




「丸ごと持ってかれたからね」




「安心しろ。俺も無一文みたいなもんだ」




「安心できる要素が何もないね」




　ちょくちょく入る合いの手を意識的に無視して、スバルはドンと自分の胸を叩いた。




「それにお礼なんていらない。そもそも、俺が礼をしたいから手伝いたいんだ」




「お礼をされるようなことしてない。傷のことなら、ちゃんと代価は貰ってるから」




　あくまで頑なな姿勢を崩さない少女。

　そんな彼女の頑固な態度にスバルは苦笑して、「それなら」と前置きし、




「俺も俺のために君を手伝う。俺の目的はそう、だな。そう、善行を積むことだ！」




「善行？」




「そう、それを積むと死んだあとに天国に行ける。そこでは夢のくっちゃね自堕落ライフが俺を待っているらしい。だからそのために、俺に君を手伝わせてくれ」




　自分でも何を言っているやらわけがわからないが、言いたいことは言い切った。

　やり切った顔のスバルに少女は思案顔。しかし、そんな彼女の頬を肩に乗る灰色猫がその肉球でつつき、




「邪気は感じないし、素直に受け入れておいた方がいいと思うよ？　まったくの手がかりなしで探すなんて、王都の広さからしたら無謀としか言いようがないし」




「でも……私は」




「意地を張るのも可愛いと思うけど、意地を張って目標を見失うのは馬鹿馬鹿しいと思うよ。ボクはボクの娘が馬鹿な子だと思いたくないなぁ」




　肩をすくめて挑発的にたしなめる小猫に少女の眉尻が上がる。

　それから彼女は数秒、「あうー」「ううん」「でもっ」と変に色っぽく悩んだ挙句、




「――本当に、なんのお礼もできないからね」




　そう言って、スバルの差し出した手を取ってくれたのだった。
第一章５　　『君の名前は』
　異世界で初めて友好的な相手との交流。

　そんな心温まるやり取りを経て、彼女の手伝いを申し出てから約三十分。




「――ちょっとどういうことなの」




　捜査は順調に滞っていた。




　問い詰めてくる少女の視線は冷たく、その不満げな眼差しを浴びるスバルにひとつの新しい発見をもたらしていた。即ち――、




「こんなに冷たい目で見られてるのに、ゾクゾクしている……だと。まさか、そんな馬鹿な。俺が、この俺が……Ｍだっただと……？」




「エムだかなんだかわからないけど、すごーくくだらないこと言ってるのはわかる」




　腕を組み、少女は呆れた態度を隠そうともしないでため息をこぼす。

　散々な評価もいいところだが、そこはこの三十分間のスバルの功績を正しく評価した結果と言えるだろう。




　スバル自ら申し出て、彼女の探し物を捜索する道行は始まったわけだが、いくつかの問題点が浮上したことで捜査は非常に難航している。




　まず、土地勘がない。

　これに関しては正味、異世界召喚されたばかりなので許してほしいとしか言いようがないが、このあたりの地理に疎いという少女にとっても痛手でしかない。

　二人して相手が道を知ってると思って、十分ほど路地裏をさまよって時間を無駄にしたのは今となっては笑い話だ。笑えないけど。




　そして第二に、字がちんぷんかんぷんだった。

　会話が通じるので油断していたが、改めて周囲を見回すとそこかしこに手書きの象形文字のようなものが存在している。

　最初は気付かなかったが、看板などにも描かれていることから、『巷で流行りの魔除けの呪い』とかでない限り、アレがこの世界における文字なのだろう。おかげで看板で店を区別することもできなければ、案内板を見て道を尋ねることもできやしない。

　つまり、召喚物のお約束『なぜか通じる言葉と読める文字！』は前者しか適用されなかったらしい。

　前者も適用されなければ野垂れ死ぬしかないことを考えれば、少しはマシな状況といえるのかもしれないが、




「それにしたって難易度無意味に爆上げしすぎだろ……」




　至れり尽くせりのチート物語開幕どころか、あちこち不備が見つかる杜撰な前準備ぶり。

　そして何よりも少女の不興を買った致命的な問題、それは――、




「そもそも、さっきから私の後ろに隠れてばっかりで、全然役に立ってないけど」




「だって初対面の人と話すとか、ちょっと恐いし……」




「子どもじゃないんだから……」




　頭痛でも感じたように形のいい眉を寄せ、いっそ憐れむような声で彼女は言う。

　スバル自身も懸念していた通り、そもそも初対面の相手に物事を尋ねるというハードルが異常に高かった。この一年で果てしないコミュ障坂を全力で駆け昇っていたスバルだ。まるで母親に連れられるシャイな幼子のように、ひっついて黙っているだけの体たらく。




　さすがに少女の落胆にも物申したいところだが、自分の不甲斐なさが身にしみていてついつい言葉が出てこない。

　と、それまで彼女の肩の上で沈黙を守っていた小猫が尻尾を振りながら、




「安心しなよ。……彼、悪気だけはまったくない」




「より残念よ。いっそ妨害工作だっていう方が納得いくのに。……ただ役に立たないだけの善意って、悪意より扱い難いのね」




「勉強になったねぇ」




　他人事のような猫の態度に少女は吐息。

　それから改めて通りに視線を送り、「それにしても」と前置きして、




「やっぱり、かなり厳しいかも」




　そう、小さく弱音を口にした。

　場所は先ほどの路地裏からも、その路地と繋がっていた大通りからも移動して、商店などの喧騒から遠い貧民街へと変わっている。

　消極的ではあるものの、聞き込みを続けた成果がこの大まかな追跡だった。




「盗品をさばくならスラムか貧民街って話だったけど……」




「場所と相手の姿かたちはわかってるんだし、あとは警察……じゃなくて衛兵とかに任せるんじゃ駄目なのか？　人海戦術が使えれば一発だぞ」




　二本ほど離れた通りの店主から聞いた、スラム街へ繋がる細い路地。

　日が傾きかけているのもあるが、通りを一本隔てただけの空間にも関わらず、光源以外のものが原因で雰囲気は薄暗い。

　湿った空気とすえた臭いが漂ってきていて、スバルは思わず顔をしかめる。




「空気と雰囲気と、たぶん住んでる人間の性格も悪い。人呼んだ方が確実だ」




「ダメよ」




　決してビビったりとかイモひいたりとかしたわけでなく、自分の力量と少女の身の安全を慎重に判断した上での提案だったのだが、それはぴしゃりと切って捨てられる。

　その断言ぶりに目を白黒させるスバルに、少女は少しだけ申し訳なさそうに、




「ごめんなさい。でも、ダメなの。こんな小さな盗難なんかに衛兵が動いてくれるとは思えないし……そもそも、衛兵には頼れない事情があるから」




　きゅっと唇を結び、彼女は「理由は言えないけど」と縋るようにスバルを見た。

　事情を聞かれたくないのだろうな、とその視線にスバルは手を上げて応じる。もともと、他人の懐を詮索するような野暮な性格ではないし、深く関わるのも面倒なだけだ。

　人間関係に積極さを持てるぐらいなら、そもそもひきこもりになどなっていない。




「さて、それじゃどうする？」




　事情は聞かないながらも、スバルは今後の方針を彼女へ問う。

　理由を追及しないのと、彼女への協力を打ち切るかどうかは別の話だ。少女の事情は知らないが、自分が恩知らずになるのは御免なのだから。




　てっきりスバルは協力してくれないとでも思っていたのか、少女はそんなこちらの提案に小さく眉を上げて驚いている。その肩の上で猫が軽くステップを踏み、




「ね？　言ったでしょ。悪気はまったくないんだって」




　相変わらずとぼけた様子で、ひどく楽しげに肉球でスバルを指差した。

　しかし、それから猫はふいにその表情を真剣なものに引き締め、




「でも、判断は慎重にね。――そろそろ夜になるから、ボクは手を貸せなくなる。暴漢ぐらいが相手なら心配はしないけど……慎重さも必要だよ」




「そう、よね。……うん、考える。考えるけど」




　小猫の提案に少女の答えは煮え切らない。

　彼女が答えに悩む間に、スバルはふと湧いた疑問を猫へと向ける。




「今の話だと、なに？　お前って夜だと出てこれないの？」




「出てこれないっていうか、ボクはこんな可愛い見た目だけど精霊だからね。常に顕現してるだけでもけっこうマナを消費しちゃうんだよ。だから夜は完全に依り代に戻って、マナを蓄えるのに集中するんだ。まあ、平均的には九時から五時が理想かな」




「九時五時とか公務員みてぇだな……精霊の雇用形態も案外シビア……！」




　ナチュラルに精霊や依り代といった専門用語が飛び交っているが、そこはアニメ・ゲームに毒された現代オタクの読解力でどうとでも紐解く。




　ともあれ、目の前の小猫――もといパックは夜間の活動は契約外とのことだ。その見た目から頼りになるようにはまるで見えないが、路地裏でのチンピラ共のビビりっぷりからして、パック本人はともかく、『精霊』という存在が相当な力を持つのは事実なのだろう。

　魔法で氷塊を生み出す少女、彼女より恐れられたような存在だ。その尋常でない牧歌的な雰囲気に反して、『人肉を食らい、血の香りを好む！』みたいな習性があるのかもしれない。




「そう考えるとにわかに恐ろしいな。言っとくが、俺は筋張ってておいしくないと思うぜ！？」




「ある程度ぼんやり心が読めるから言うんだけど……君はかなりバカだな」




　オブラートに包もうとして包み切れなかった感じで言い、それからパックはやたらとふさふさした眉あたりを寄せるように顔をしかめ、




「そういえば、まだ名前も聞いてないね。自己紹介とかしてないんじゃないかな」




「そういや、そうだな。んじゃ、俺の方から」




　こほんと咳払いして、スバルはその場で一回転、指を天に向けてポーズを決める。




「俺の名前はナツキ・スバル！　右も左もわからない上に天衣無縫の無一文！　ヨロシク！」




「それだけ聞くともう絶体絶命だよね。うん、そしてボクはパック。よろしく」




　友好的に差し出した手に、パックが体ごと飛び込んできてダイナミック握手。片方は手で片方は全身なので、傍目から見るとスバルがパックを握り潰しているように見える。

　巨体のときと変わらぬモフモフ感に癒されながら、それからスバルの視線は傍らの少女へ。彼女はひとりと一匹のやり取りを白けた目で見ながら、




「なんでその不必要に馴れ馴れしい態度を普通の場面に分けられないの？」




「てんぱってるのと縋れそうな糸見つけて焦ってんだよ！　クソ、絶対逃がさないぜ、この出会い……生きるために依存してやる……っ」




「すごーくしょうもない決意。……そもそも、今、あなたがどういう名目で私たちと同行してるのか自分で覚えてる？」




「もちろん。探し物転じて探し人のためだな。そしてその尋ね人の特徴を知っているのは俺ただひとり……お払い箱にされてたまるか、絶対に口を割らないぜ……！」




「聞き込み中に後ろでぼそぼそ『金髪で……歯が、あ、やっぱいいです』とか言ってたから大まかな特徴は割れてるけどね」




「俺のお馬鹿さんめっ！！」




　頭を抱えてその場にかがみこむスバル。

　持ち札見せながらポーカーしたようなものだ。それで交渉とは片腹が痛い。

　せっかくこの世界で初の友好的な接触だというのに、縋るべき糸が切れそうで逸る焦燥感にやきもきさせられる。が、そんなスバルの葛藤を見ながらパックが苦笑して、




「ま、お互いに事情はあるよね、事情は。スバル――の方の事情はあとで聞くとして、こっちの話を先に片付けちゃおう。それにしても、珍しい名前だ。いい響きだね」




「そうね、このあたりだとまず聞かない名前。そういえば髪と瞳の色も、服装もずいぶんと珍しいけど……どこから？」




「テンプレ的な答えだと、たぶん、東のちっさい国からだな！」




　異世界ネタなら使い古されたパターン。世界の東側に存在するジパング的な隠れ里。

　他国との国交がほぼない国で、そこから流れ着いたと聞けば大抵の人が納得してくれるという魔法のようなお約束。

　しかし、




「ルグニカは大陸図で見て一番東の国だから……この国より東なんてないけど」




「嘘、マジで！？　ここが東の果て！？　じゃあ、憧れのジパング！？」




「自分のいる場所もわかってなくて、無一文で、人と会話が恐くてできない。……なんか色んな角度からこの人の将来が心配になってきた」




　慌てふためくスバルに対して、少女はそわそわ落ち着かない目をし始める。

　素直じゃないわりに、だいぶ世話焼きっぽさが端々からにじみ出る少女だ。あまりに無防備なスバルの様子に気が気でないのだろう。

　その二人の懊悩を微笑ましげに見守るパック。彼はその頬のヒゲを肉球で弾き、




「とりあえず、そのあたりはおいおい詰めよう。今はとにかく奥へ……といっても、ボクが顕現できるのはあと一時間もない。決断を求めるよ」




「――行くわよ。どの道、今を逃す気なんてない。手の届かないところへ持っていかれてからじゃ遅いんだから」




　パックの求めにそう応じて、それから少女はスバルに向き直る。




「じゃあ、行くけど……この先の路地からは今まで以上に警戒して。暗くなるからよからぬことを考える連中もいるだろうし、もともと荒事慣れしてる人たちが住んでるところだから。恐いようならここで待ってるか、さっきまでと一緒で私の後ろについてきて」




「ここで待ってるとか言い出したら俺どんだけチキンだよ！　行くよ！　背後霊のように！」




「前に出る選択肢はないのね……その方がこっちも余計な気をつかわなくていいけど」




　もう何度目になるかわからない少女のため息。

　出会ってから、その表情を曇らせてばかりだなとスバルは思う。思い返せばまだ、少女の笑顔ひとつ見ていない。怒った顔でアレだ。笑うと最高に可愛いだろうに。




「アルミ缶の上にあるミカン！！」




「……急にどうしたの？」




「おかしい。効かない、なぜ……ハッ！　しまった！　この世界ってアルミ缶ないか！　えーとえーと、じゃあ、ストーブがすっ飛ぶ……ストーブもないか！」




「急に言動に異常をきたしてる……『呪い』の影響とかじゃないでしょうね」




「いや自発的なものだよ。やたらと一生懸命ではある。無意味な方向に」




　スバルの悪戦苦闘の根本を察したのか、パックはわりと好意的な解釈だ。一方でスバルがバグったようにしか見えない少女には不信感を植えつけただけの結果だが。

　元の世界限定のダジャレが多すぎることを嘆きながら、スバルは必死で頭を回す。目の前の事情に集中し過ぎて大局を見失う、これもスバルの悪い癖だった。




「足が痙攣したから家にけえれん（帰れん）とかどうだ」




　ようやっと現代知識に依存しないパターンが出たが、それに対する少女の反応は顔を背けるというすげないもの。

　視線は路地に向いていて、これ以上は付き合っていられないという現れだろうか。

　笑顔を見たい、という刹那的な欲求に従った結果は不発に終わった。




「――気は済んだ、スバル？」




　結果と過程のダメさに自己嫌悪ＭＡＸのスバルを少女が呼ぶ。

　初めて名前を呼ばれたことと、異性に呼び捨てにされたことに少しドギマギしつつ、




「お、おおう。ぜ、ぜぜん余裕。マジ余裕。超いけるわ、楽勝ッスよ」




「どうしてそんなに動揺してるの……恐いのはわかるけど、まだ入ってもいないんだから。そんなに恐いなら待ってればいいのに」




　見当違いの心配をしながら、少女は短い吐息でスバルへの配慮を今度こそ打ち切る。

　路地の中へと歩を進めるその背中に続きながら、ふとスバルは彼女が目的を果たしたあとでも、自分を見捨てるつもりがないことに気付く。

　『ここで待っていて』というのは、探し物が見つかったあとに戻ってくる意思があるということだ。変に打算的な嘘がつけない性格であるのは、この小一時間でわかっている。




「やべぇ。俺、超かっこ悪ぃ」




　手伝うとか申し出て、実際にはクソの役にも立たず、挙句の果てには少女に目的を遂げたあとの身柄の心配までさせている。ヒモもいいところだ。




　頬を叩き、スバルは痛みで無理やりに意識を覚醒させて前を向く。

　弱音泣き言はいまだに尽きない。なんの庇護もなく異世界に落ちれば、誰もがこうして路頭に迷う。そのことを悪いことだとはまだ思えない。しかし、




「おんぶにだっこはかっちょ悪い。せめて、後ろ歩くぐらい自分でやれよ、俺」




　依存するなりに二本の足で立つ。

　――覚醒したわりには、やたらと目標の小さいスバルだった。




「そういえば、なんだけどさ」




　斜め後ろから声をかけると、少女はその銀髪の隙間からちらりと視線だけ向けてくる。

　流し目すら色っぽくて気後れしながら、その白い横顔にスバルは問いを投げた。




「けっきょく、飼い猫の名前は聞いたけど、君の名前は聞いてないなと思ったり」




　茶目っ気まじりの問いかけに、少女は視線を前に戻してしばし沈黙。

　その態度に「すわ、失敗したか！？」と内心で焦る。さっきの場面で喋らなかったということは、名前は言いたくないと暗に言っていたのかもしれない。

　人の心も女心も読めないコミュ障、それがまだ遺憾なく発揮されたか――。




「――サテラ」




「お？」




　ふいの少女の呟きに、葛藤にまみれていたスバルは驚く。

　少女は振り返ることもなく、そんなスバルに無感情にもう一度だけ、




「サテラとでも呼ぶといいわ」




　名乗っておきながら、そうと呼ぶのを拒絶するような態度だった。

　できれば呼びやすい家名を教えてほしかったスバルは、はっきりとそう呼ぶこともできずに押し黙る。とりあえずは二人称で呼ぶことでよしとしよう、とヘタレな納得。

　そんな二人のやり取りの背景で、銀髪に埋もれるパックがふと一言、




「――趣味が悪いよ」




　とだけ呟いたのは、スバルはおろか少女にすら届かなかった。
第一章６　　『始まりの終わり』
　探索フェイズは貧民街に入り、相変わらずの難航の兆しを見せる――かと思いきや、ここにきて意外な展開でスバルが役立つこととなっていた。




「なぜか不自然なほど周囲が優しい。どうしたことだ……まさかこのタイミングでモテ期きたか！？　幼稚園児以来の！」




　小さい頃はそれはそれはスバルは可愛らしい容貌で、髪が長かったこともあってよく女の子に間違えられたものだ。――転じて、十余年も経つとこうなるわけだから笑えない話。




「たぶん、って頭につける推測の話になるけど……」




「聞こう！　このモテ期に科学的……いや、ファンタジーだから魔法的か！　魔法的根拠があるなら聞いてみたい」




「期待と違う答えだと思うけど、たぶん身なりが原因ね。薄汚れてて血の跡も残ってるし、ここの人たちも苦労してそうだから、見るに見かねてじゃないかしら」




「疑問が氷解して納得いきましたよチキショウ！」




　なるほどどうりでみんながやたらと好意的。

　中には「これでも食べて強く生きなよ」と小さなドライフルーツみたいなのを差し出す老婆もいたほどだ。試しにビビりつつ口に含むと、固い感触の中にわずかな甘み。そして強烈に流れ出してくる異臭。内側から鼻がやられる感覚に悶絶する。




「ふおおおお！　思いやりかと思ったら毒だった！　毒だった！　なんか全身が燃えるように熱い！　ヤバい！　死ぬかもしんない！　あるいは脱いで社会的に死ぬかもしんない！」




「なんか貰ってると思ったらボッコの実ね、これ。食べると体の中のマナを刺激して、傷の治りとか早めるの。効果は個人差あって、だいたいは気休めなんだけど……」




　発熱と発汗で呼吸の荒いスバルを見て、サテラは「ううん」と唇に指を当てた。




「見た感じだと、スバルってかなりマナの循環性が高いみたい。過剰摂取すると死ぬかも」




「食べる前に言ってほしかったかなぁなんて！　どうすりゃいい！？」




「そうね……パック」




　呼びかけに応じて銀髪の中からパックが出てくる。その動きはひどくのろまで、さっきまでの快活さがほとんど見られない。端的に言うと、もの凄く眠そうな仕草だ。

　ほとんど会話も聞いていなかったのか、パックはその大きな眼を手で擦りながら、




「にゃーに？　もうボクそろそろ限界なんだけど……」




「寝る前にお腹ふくらませていきなさい。ほら、目の前に夜食があるから」




　言い方に棘があるのを感じつつ、スバルはパックの黒瞳が自分を見たのに気付く。と、その眠たげな目が好物を目の前にしたように爛々と輝き、




「食べていいの？」




「い、痛くしないでね」




　まさか頭から齧られたりしないだろうな、と思いつつもしなを作って返す。

　パックは「あいあい」と曖昧な返事で応じて、サテラの肩の上でその小さな体をしっかり伸ばし、




「じゃ、いっただっきまーす」




　直後、スバルは自分の体の中で暴れ回っていた、得体の知れないものがごっそりと抜け落ちる感覚を味わった。

　どこから、とは口にしづらい感触。しいて言えば全身の毛穴から根こそぎ中身を抜き取られたような違和感があった。




「ごちそうさまでした」




　礼儀をわきまえ、手を合わせてくるパック。その仕草に「お粗末さまでした」とでも返そうとして、スバルはふいに今度は悪寒が全身にのしかかるのを感じた。

　熱い、の次は寒いだ。しかも、肌寒いという感じではなく、体の芯からくる感じの寒さ。

　思わず自分の肩を抱いてしまうスバルの様子に、サテラは咎めるようにパックを見た。




「パック」




「ごめんごめん、久しぶりだから加減間違えちゃった。でも、スバルのゲートは変な感じがするね。使い込んでる様子がないのに素直。だからちょっと吸いすぎちゃった」




　てへ、と照れたように頭を叩くパックだが、吸われた側としては笑えないスバル。

　またも聞き慣れないマナやらゲートやらといった単語が出てきたが、




「たぶんＭＰみたいなもんだろ……それがアスピルされたから辛いわけだ」




　ここでも発揮される理解力の高いゲーム脳。

　問題はＭＰがこの世界だとどれだけ重要視されているかによる。ＭＰ回復アイテムの値段がバカ高い設定なら、かなりの問題行動だともいえるが、




「ごめんなさい。あとでちゃんと言っておくから」




「反省してるよ。でも後悔はしてない。おいしかったです」




　どこぞの漫画の主人公みたいなパックの態度と、それを軽く叱るだけでとどめるサテラの様子からして、さほど重大な問題でもないらしい。

　となると、いつまでも恨みがましく寒がってるのもカッコ悪いわけで。




「気にすることねぇよ、熱くて死にそうなのは終わったわけだし。それより、俺の功績でわかった犯人の行方を追おう。俺の功績でわかった犯人の」




「役に立ったのが嬉しいのはわかるけど、そこ二回言うのはすごーく格好悪い」




　話題を変えようと思ったのに、手柄自慢する小者みたいになってしまった。

　見直しかけて損した、という顔のサテラと苦笑いするスバル。二人が改めて貧民街の奥へ向かおうかと気持ちを切り替えたときのことだ。




「ごめん、ボクもう限界だ」




　そう言って、サテラの肩の上のパックが彼女の首に弱々しくもたれかかる。

　その灰色の毛並みはやや光を帯び、今にも消えてしまいそうに儚く淡く震えていた。




「なんか死にそうな消え方するんだな」




「けっこう無理してるからね。マナ使って実体化してるから、消えるときは霧散するよボク。――ごめん、宝珠お願い」




「わかった。無理させてごめんね、パック。ゆっくり休んで」




　サテラの懐から取り出されたのは、掌に乗るサイズの緑色の結晶だ。宝石、というのともどことなく雰囲気が違い、スバルの知識だとクリスタルというのが一番近い。

　パックは肩から腕を伝ってそのクリスタルに辿り着き、小さな体でその結晶を抱きしめるとサテラを振り返る。




「わかってると思うけど、くれぐれも無茶はしないように。いざとなったらオドを使ってボクを現界させるんだよ」




「わかってます。子どもじゃないんだから、自分の領分くらい弁えてるもの」




「どうかな。ボクの娘はそのあたり、けっこう怪しいからね。頼んだよ、スバル」




　慈悲の成分が濃い微笑みを作り、不満げなサテラからスバルの方へ視線を移す。

　親と子どものやり取りみたいだな、と思いながら二人を見ていたスバルは、水を向けられてドンと胸を叩き、




「オーライ、任せろ。俺のビビりセンサーに期待してなよ。危険が危ないデンジャー！　と思ったら即引き返すぜ」




「なんか半分くらい何言ってるのかわかんないけど、お願いね。

――それじゃあ、おやすみなさい。気をつけて」




　最後にまたサテラを見て、今度こそパックの姿が世界から消失する。

　彼の言の通り、その像が光の欠片となって霧散して消えていくのだ。この現象は元の世界では絶対に起こり得ない光景だけに、自然とスバルの総身に震えるものが走る。

　そしてパックがいなくなると、サテラは掌の上のクリスタルを大切そうに撫でて、しっかりと己の懐の中に仕舞い込んだ。

　話の流れ的に、今はパックの大元の精神体みたいなものがあの中にいるのだろう。




「二人きりになるけど……変なことは考えないでね。魔法は使えるんだから」




　そんなスバルの内心を知らず、ただ己の胸の内を覗き込まれていたと思ったのかサテラの警戒を帯びた発言。スバルはそんな彼女の態度に思わず手を掲げて首を振り、




「そんなバカな！　女の子と二人きりなんて小学生以来のシチュエーションだ。とてもじゃないけど何もできねぇよ。これまでの俺の人間力を見てなかったのか？」




「なんかすごーくしょうもないのにすごーく説得力がある。……いいわ、進みましょう。ただしパックの警戒がないから今まで以上に慎重に」




　胸を張るスバルに毒気を抜かれたのか、サテラはローブのヒモを締め直すと前に出る。彼女は変わらずの立ち位置で首だけ振り返り、




「私が前衛で、スバルは後ろの警戒。何かあったらすぐに私を呼んで。自分で何かしようとか思っちゃダメよ。別にあなたを傷つけたいわけじゃないけど……弱いんだし」




「その前置きしちゃうから憎めねぇんだよなぁ……」




　突き放すように、冷たいイメージを維持したいなら「弱いんだし」の前の部分は不要だ。

　そこの部分の本音が隠せないあたり、やはり彼女は根が甘い。とろけそうなほど。




　物言いたげな顔のサテラを促して、二人きりになっての捜索を始める。

　といっても、やることは特に変わらない。貧民街の住人を見つけては尋ね人の特徴を話し、心当たりがないか聞いて回るだけ。

　聞き役はスバルが担当し、回数をこなした分だけそれなりに役割にも慣れが出てくる。




「ひょっとして、フェルトの奴かもしれないな。金髪のはしっこい小娘だろ？」




　その有力情報にぶつかったのは、聞き込みを始めてから十四番目の男。馴れ馴れしくもスバルが「よう、兄弟、景気はどうよ？」などと声をかけた相手だった。

　身なりの汚いスバルの様子に兄弟はいたく同情した顔で、




「もしフェルトの奴なら、盗んだもんは今頃は盗品蔵の中のはずだ。札付けてその蔵に預けて、あとでまとめて蔵主が余所の市場でさばいてくんのさ」




「変なシステムだな……その蔵主って奴がまとめて持ち逃げしたらどーすんの？」




「それをしないと信用されてるから蔵主なんだよ。ただまぁ、盗まれたもんだって言っても『はいそうですか』とは返してくれんだろうけどな。うまく交渉して買い取りな」




　盗まれた方が間抜けなんだから、と好意的ながらもそこだけは当たり前のように、貧民街のルールを押しつけて男は笑った。

　盗品蔵の場所は彼から聞き出せたので、ほどなく盗られた品と再会は叶いそうだ。

　ただし、別の問題が浮上してくる。即ち、二人して無一文の事実が。




「買い取りって言ってもな、どうする？　こっちに弱味がある以上、かなり吹っかけられるってイベント的な臭いがするけど」




「盗まれた物を返してもらうだけなのに、どうしてお金払わなきゃいけないのかしら……」




　問題が資金の方へ傾くと、にわかに困った顔をし出したのはサテラだ。

　思わず漏れた彼女の呟きは正論に違いないが、それが通じるような輩が相手でないのもまた事実。穏便に事を、しかも確実に済ませるには男のアドバイスに従うのが賢明だろう。

　とはいえ、




「その盗まれた徽章って見るからに高そうな感じなのか？　吹っかけられるにしても相場がわかんないからアレだけど」




「……真ん中に小さいけど、宝石が入ってるの。私もお金でどのくらいの価値になるのかはわからないけど、安くないのは確かだと思う」




「宝石かぁ……そら厄介だ」




　知識のない輩であっても、一発で高価な代物とわかる便利アイテムが宝石。

　イミテーションを作り出す技術はこの世界にはなさそうなので、宝石に見える物体はほぼ全て宝石で間違いあるまい。となれば、付けられる金額も自ずと高価になると知れる。

　安堵する要素が何もないのがわかる一方で、スバルはサテラの発言の違和感も気にかかる。自分の持ち物であるはずの徽章、その価値がわからないと彼女は言ったのだ。

　貰い物である可能性なども十分にあるが、多少、引っかかりを覚えなくもない。




「とりあえず、盗品蔵ってとこに行ってみてから考えよう。こっちの交渉次第じゃマシな値段で譲ってもらえるかもしれねぇし……」




　最悪の場合、スバルにとっては痛手になるかもしれないが手段はある。

　言葉尻を濁したこちらにサテラは眉を寄せるが、スバルは「なんでもない」と手を振るだけでその当惑に応じる。







　資金繰りをどうするか、考えあぐねて歩くことおよそ十分。

　――盗品蔵、と呼ばれているらしき建物の前に着き、二人は顔を見合わせていた。




「なんか思った以上にでかいな」




「小屋でなく蔵、と言った意味がわかるわね。……この中にあるのが全部、名前の通りに盗んだ物ばっかりなら救えないわ」




　もちろん、定期的に売り払っているのだから盗品まみれということはないだろうが。

　内心でそう思うスバルの眼前、盗品蔵はその野卑な名称に似合わぬ見た目で二人の来訪を待ち構えている。

　建物の大きさはスバルの知識でいうと、おおよそコンビニの面積にあたるだろうか。ちなみに建物でなく、駐車場まで含めてのコンビニの面積だ。

　平屋ではあるものの、ゆうに車が二十台は止められそうな広さだ。周囲にはこれまでの通りに並んでいた民家（小さく汚い廃墟や、掘っ立て小屋のような建物）は見当たらず、高い防壁を背中にして、文字通り貧民街の最奥地に居を構えている。




「あの高い壁っていうのは……」




「王都の防壁でしょうね。いつの間にか端っこまできてたみたい」




　サテラの物言いにスバルはぼんやりと、自分が今いる王都の地図を思う。

　おそらく、四方をこの手の高い壁に覆われた真四角の地形なのだ。その内側、中心か最北のどちらかに城があり、そこから離れた位置にこの貧民街が位置する。

　捜索が始まって二、三時間が経過している実感があるので、王都の広さはそれなりのもののようだ。もっとも、明確な仕切りのない日本と比較するとその広さは比べる対象が見当たらないものだが。




「さて、噂通りなら中にたぶん盗品をまとめてる蔵主ってのがいると思うけど……こちらの立場としてはどんな感じで？」




「正直にいくわよ。盗まれたものがあるから、中を探して見つけたら返してって」




　その正論は通らないと何度も主張したのだが、サテラは聞く耳を持ってくれない。

　基本的に根がまっすぐなのだろう。曲がったことを是として、それも手段のひとつと自分を納得させることが簡単にはできないのだ。

　そんな彼女だからこそ、自分の利にもならないのにスバルを助けてくれたともいえるのだが。




「あー、わかった。じゃあ、ここは俺に任せてくれ」




　こじれる可能性があまりにも高いものだから、仕方なくスバルは自分から申し出る。

　最後の手段――出番があんまり早くて切り札っぽくないが、切るタイミングを見失って事態がややこしくなるのも問題だ。こういう決断にはスバルは迷わない。




　一方、その申し出にきょとんとした顔をするのはサテラの方だった。

　彼女はどことなく自信ありげなスバルをうさんくさそうな目で見て、




「わかった。スバルに任せてみる」




「そりゃ簡単に頷けないのはわかるよ。ここまでの俺が君の信頼を勝ち取れるような行動してないのは自分でわかってるから。でも、考えがあるから信じてみてって……えええええ！？」




「な、なんでそんなに驚いてるの？」




「だって今の流れは完全に一回はもめるパターンだろ！？　『あなたみたいな対人能力ゼロの穀潰しに任せる？　へそで茶が湧いて鼻が大爆笑よ、犬の方がマシだわ』ぐらいの発言されるの覚悟の上だったぜ！？」




「そんなひどいこと私言わないわよっ」




　被害妄想を垂れ流すスバルにサテラはご立腹だ。しかし、彼女は一度咳払いするとそのアメジストの双眸でスバルを真っ直ぐ見据え、




「確かに今のところ、スバルはなんの役にも立ってないし、見直せるような行動も発言もなんにもないけど……」




「我ながらなんたる評価。反論なんにもできないけどね！」




「でも、考えなしだとは思わないし、嘘をつくような人間とも思えない」




　自虐ネタに入ろうとする首根っこを言葉で掴み、「だから」とサテラは息を継いで、




「スバルを信じてみる。……うまくいったら儲けものぐらいの気持ちで」




「そこは後半を本音じゃなくて、『私のために頑張って』ぐらい言った方がやる気出るぜ？」




「そんな無理してなんて言えないもの。でも、頑張って」




　あらゆる意味で、嘘がつけない少女なのだ。

　スバルは破顔して彼女の求めへの答えとし、盗品蔵の入口へと向かう。

　足取りは決して軽くないが、背中は期待とかすかな信頼によって押されている気分。手柄のひとつでも持って帰らねば、本格的に役立たずで終わってしまう。




　歩くスバルは手の中――これまで一度も話題に上がらなかったビニール袋を見る。

　そこには現代世界から持ち込んできた所持品たちが仕舞われている。スバルにとっては財産と呼べるゆいいつの物たち。その中のいずれかならば、物々交換が成立するかもしれない。

　徽章の価値がどれほどかはわからないが、この世界において携帯電話以上の希少価値があるということはまずないだろう。

　スバルにとっては痛手になってしまうが、財産のいくつかを材料にすれば交渉の成立自体は不可能ではない。

　それが彼女に告げなかった、スバルにとっての最終手段。もとよりこの世界にあっては役に立たない類のカードだ。使うチャンスがあるなら迷わず切る、それが正しい。




「えーっと、どなたかご在宅ですかー？」




　扉の前に立ち、とりあえず木造のそれをノックする。思った以上に低い音がこもって響くが、中からのリアクションは返ってこない。

　不安に思いながら取っ手に手をかけると、鍵の存在など最初からないかのようにあっさりと扉は開いた。

　光源のまったくない室内は、夜の闇の中では完全に手探り状態だ。盗品が集められている場所というわりには、見張りも立たせていない無防備さはどうしたことだろうか。




「トイレ休憩って可能性もあるけど……あのー、誰かいませんかー？」




　頭だけ突っ込んで中をうかがうが、月明かりも届かない屋内の様子は完全の暗闇。よどんだ空気と据えた臭いの出迎えを受けながら、意を決してスバルの足は中へ踏み込む。

　と、中の捜索の前に後ろのサテラに振り返り、




「下手に二人して入って泥棒扱いもなんだから、君は外にいてくれるか？」




「大丈夫？　私が中に入った方がいいんじゃ……」




「こんだけ声かけしてるんだから、いきなり切りかかられるってことはないだろ。外から戻ってきた蔵主に誤解される方が厄介だし、頼まれてお願い」




　頭を下げるスバルにサテラは少し黙考し、それから自分のローブの中に手を差し込む。次に彼女が取り出したのは白い鉱石だ。

　彼女はその鉱石をスバルの前に差し出し、




「せめて明かりは持っておいて。誰もいなくても、誰かいても呼ぶのよ」




「わかってる。慎重に、だろ。……これ、どうすれば光るの？」




「ラグマイトの使い方も知らないの？　すごーく物知らずよね、スバルって」




　呆れと笑みを含んだ口調で言って、彼女は手の中の鉱石を軽く壁にぶつける。

　と、途端に白い鉱石が淡い光を放ち始めた。光力は弱く、せいぜいが数メートル範囲をぼんやり照らす程度だが、足下や手元の危険を確かめるには十分な光だ。




「今はほとんどマナを使った魔法灯に取って代わられてるけど、こっちの方が手軽だし私は重宝してるの。消えたらおんなじようにすればまた光るから」




「なるほど……便利な仕組みだな。んじゃ、ちょっと中を見てくる」




　淡く光るラグマイト片手に、スバルは恐る恐る中へと足を踏み入れる。背中に「無理しないでよ」とサテラの声を聞いて、彼女に片手を挙げて応じながら。




　ぼんやりと確保された視界の中、入口をくぐったスバルの目の前にあったのは小さなカウンターだ。もともとは盗品蔵は酒場かなにかの建物だったのかもしれない。カウンターの向こうに割れた木箱が置いてあり、蔵主か誰かがそこに腰掛けていたのだろうと推測できる。

　受付の役割を果たしていたらしいカウンター、その上には商品だろうか――いくつかの小箱や壺、刀剣の類が無造作に並べられていた。

　知識的な意味でも物理的な意味でも明るくないので、その価値はうかがい知れないが、素人目からしてもさほど価値のあるようには見えない。




「当然だけど、値が張りそうなものほど奥だろうな」




　並んだ盗品には木札が一緒に置かれており、刃物で削ったらしき文字が刻まれている。この場所を聞いた男の話なら、これが盗品を提供した盗人の名前になるのだろう。この木札を回収してまとめて衛兵に突き出せば、それだけで一網打尽にできそうな話だが。




「偽名って概念がどれぐらいあるかわからないけどな。それにこういう場合、国の暗部は腐敗してて、こういう後ろ暗い連中とは通じてるってのが筋だし」




　流れた盗品の行き着く先も疑わしいものだ。

　小説や漫画ならば読み飛ばすような嫌な想像をしながら、スバルの足はさらに建物の奥へ。

　相変わらず人気はないが、奥へ行くほど置かれた盗品のサイズや価値が増しているのが乏しい光源の中でもわかる。

　宝石のついた徽章となると、最奥の方にあるのは間違いあるまい。

　そう考えて、無意識に逸る足取り。――そんなときだ。




「ん？」




　ふいに靴裏に生じた違和感にスバルは立ち止まる。

　何か固いものを踏んだ、というような違和感ではない。むしろそれとは逆で、踏んだ地面から引っ張られるような――粘着質な何かを感じたのだ。




　足を持ち上げ、スニーカーの裏に指先で触れると、そこにはべったりと液体が付着していた。妙に粘っこいそれは指先で軽く伸び、本能的な不快感を刺激する。




「なんだ、これ」




　指を鼻に近付けて臭いを嗅ぐが、そもそも屋内の空気がよどんでいるせいでいまいち感じ取ることができない。ただ、当たり前だが舌で味わうような勇気も存在しない。

　嫌な感触のそれを壁になすりつけて、スバルは生じる不快感に促されるように光を前へ。進もうとしていた先に、その原因がある。




「……あ？」




　思わず間抜けな声が出て、スバルはようやく『それ』を認識した。

　淡い光の範囲、最初に見えたのは地面にだらしなく転がる『腕』だ。指先が何かを求めるように開かれたそれは、不思議なことに肘から上が存在しない。

　その繋がる先を求めるように光を動かし、さらに奥に投げ出された足が見つかる。幸いにも足はちゃんと胴体に通じており、胴体には他のあるべきパーツも付属していた。




　――首を大きく切り裂かれ、片腕を失った大柄な老人の死体が。




「ひ」




　その死体に気付いた瞬間、スバルの口からは意味のない空気が漏れていた。

　このとき、スバルの脳裏を支配したのは恐怖でも絶望でも驚愕でもない。圧倒的なまでの空白がスバルの脳を支配し、その中から『思考』の全てを奪い取っていた。




　『逃げる』『とどまる』といった選択肢が浮かぶ余地もない空白。

　ただ棒立ちになり、目の前の事態を脳が吸収し切るまで訪れる無為の空白。

　そしてそれはスバルの運命に、致命的な結果をもたらした。




「――ああ、見つけてしまったのね。それじゃ仕方ない。ええ、仕方ないのよ」




　女、の声だったと思う。

　低く冷淡で、どことなく楽しげな女の声がした気がした。




「ぐあ――っ！」




　振り返る暇はなかった。

　声がした方に顔を向けようとした瞬間、スバルの体はふいの衝撃に吹き飛ばされる。




　背中から壁に叩きつけられ、ラグマイトも手から弾かれて視界が闇に染まる。

　だが、スバルの意識はそんなことには向いていない。彼の意識を支配したのは、




「ぐぅぅぅ……あ、熱ッ」




　――全身を支配する、圧倒的な『熱』だった。




　――これは本気でヤバい。




　固い地べたの感触を顔面に味わい、スバルは自分がうつ伏せに倒れていると気付いた。

　全身に力が入らず、手先の感覚はすでにない。

　ただ、喉をかきむしりたくなるほどの熱が体の真ん中を支配している。




　――熱い、熱い、熱い、熱い、熱い、熱い、熱い。




　叫び声を上げようと口を開いた瞬間、こぼれ出たのは絶叫ではなく血塊だ。

　せき込み、喉からこみ上げる命の源を思うさまに吐き出す。ごぼごぼと、口の端を血泡が浮かぶほどの吐血。ぼんやりとした視界に、真っ赤に染まった地面が見える。




　――ああ、これ全部、俺の血かよ。




　倒れる体が浸るほどの出血。人間の血の量は全体の約８％、そのうちの三分の一が流れ出すと命に関わるという話だが――これはもう、全部出ているんじゃなかろうか。

　口からの吐血は打ち止めだが、体を焼き尽くすような『熱』の原因はいまだに活動中。かろうじて動いた手が腹部に向かい、そこにあり得ない感触を得て、納得がいく。




　――なんだ、腹が破けてんのかよ。




　どうりで熱いと感じるわけだ。『痛み』と『熱』を錯覚しているらしい。

　鋭い裂傷は胴体をほぼ真っ二つに通り抜けて、腰の皮一枚で繋がっている状態だ。

　つまるところ、どうやら人生の『詰み』というやつに直面したようだ。




　理解した瞬間に急速に意識が遠のいていく。

　さっきまでのた打ち回るのを強要していた『熱』すらどこかへ消え去り、不快な血の感触も内臓に触れる手の感覚も、全ては遠ざかる意識の付き添いとして連れていかれる。




　置いてけぼりにされるのは、『魂』の同行を拒否された肉体だけだ。

　その肉体を、消える意識からの最後の働きかけで少しだけ動かす。首を、上に向けて。




　眼前、鮮血の絨毯を敷き詰めた床を、黒い靴が波紋を生みながら踏みつける。

　誰かがいるのだ。そしてその誰かがおそらく、自分を殺したのだろう。




　不思議と、その相手の顔を拝んでやろうという気にはならなかった。

　自分を殺すような相手、そんな相手にすら傍観を決め込むほど日和見主義だった記憶はないのだが、心はその相手の素姓など欠片も興味を払っていない。




　ただ願ったのは――彼女が無事でありますように、ということだけだった。




「――バル？」




　鈴の音のような声が聞こえた気がする。

　どこが耳でどこが鼻かもわからない状態だから、空耳の可能性の方が高い。

　それなのに、記憶を頼りに再現したのだとしても、その声はひどく心地よく感情を揺さぶる。




　だから――、




「――っ！」




　短い悲鳴が上がって、血の絨毯が新たな参加者を歓迎する。

　倒れ込んだ体はすぐ傍らに、そしてそこにはだらしなく伸びた自分の腕があった。

　力なく落ちたその白い手と、血まみれの自分の手が絡む。




　全ては偶然だったのだろう。




　かすかに動いた指先が、自分の手を握り返したような気がした。




「……っていろ」




　遠ざかる意識の首根っこを引っ掴み、無理やりに振り向かせて時間を稼ぐ。

　『痛み』も『熱』も全ては遠く、無駄な足掻きの負け犬の遠吠えだ。




　だが、それでも――、




「俺が、必ず――」




　――お前を、救ってみせる。




　次の瞬間にナツキ・スバルは命を落とした。
第一章７　　『不可解な再会』
「――どうしたよ、兄ちゃん。急に呆けた面して」




「は――？」




　厳つい顔立ちの中年にそう声をかけられ、思わず間抜けた反応が出てしまう。

　こちらの応答に中年は皺の目立つ眉間をさらに寄せて、




「だーかーら、けっきょくどーすんだよ。リンガ、買うのか買わないのか」




「は――？」




「リンガだよ！　食いたいんだろ？　自分でそう言って話しかけてきといて、急に目がイッちまうんだからビビったぜ。……で、どーすんだよ」




　筋骨隆々のスカーフェイスが、その掌にちょこんと可愛らしい赤い果実を乗せている。

　突き出されてくるリンゴに酷似した果物、それと中年の顔を見比べて、




「あー、実は俺、不倶戴天の一文無し」




「……んだよ、じゃあ、ただの冷やかしじゃねーか。なら行った行った！　こっちゃ商売してんだ。冷やかしに付き合ってられん」




　おざなりに手振りでその場からどかされて、素直にそそくさと移動する。

　彼――ナツキ・スバルはあたりを見回しながら、




「え？　え？　――どゆこと？」




　疑問と当惑に、誰へ向けたものでもない問いを吐き出すのが精いっぱいだった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　大通りは相変わらず人でごった返しており、たまにトカゲの馬車が通りかかる以外では常に道幅いっぱいに歩行者が広がっている。

　まだ日差しの高い時間だ。気温は暑いというほどでもないが、目の前を通り過ぎる人型の狼――人狼とでも呼ぶべきか、そんな人物の毛皮を見ると「さぞや暑いだろうな」という感想がぼんやりと脳裏をかすめる。

　かすめるのだが、




「そんなお上りさんみたいな感想かましてる場合じゃねぇぞ。えっと、なんだ！？」




　頭を抱えて腰をツイスト。その場で渾身の苦悩のポーズを披露するスバルに、周囲から格好の物珍しさもあって視線が集中する。

　その視線は身に覚えの強いものだ。つい数時間前、あちらこちらから無遠慮にぶつけられ続けていた類のものと同種――というか、まったく同じ。




「そう、数時間前……の、はずなんだが」




　言いながら周囲を見回し、極めつけの空を見上げてスバルは首を傾げる。

　日が高い、のだ。少なくとも、スバルの認識ではさっきまで日没だったはずなのに。




　この感覚もスバルにとっては初めてではない。

　異世界――この世界に連れ込まれたときも、彼は夜と昼の逆転劇を体感している。それだけに衝撃は最初ほどではないのだが、明確にそのときとは違う条件がある。




「腹の傷……ねぇな」




　ジャージの裾をまくって、その下の腹部を確認しての呟きだ。

　大型の刃物と思しき凶器に切り裂かれ、血と内臓を思いっきりぶちまけたはずの傷跡がそこには存在しない。当然、縫った跡もなければ服に血が付いている形跡もない。

　それどころか、愛用のジャージには土埃や泥による汚れも見当たらなかった。

　手の中のコンビニ袋は健在で、ズボンのポッケにはそれぞれ携帯電話と財布が収まっている状況なのも変わらない。あらゆる意味で万全の初期状態。

　――頭がおかしくなりそうだった。




「異世界召喚ってだけで俺のキャパ超えてんのに、どうすんだよ、この状態……」




　傷の回復に関してはサテラの前例があるので、傷口がないことにも納得はいく。

　が、先ほど盗品蔵でスバルが負った傷は明らかに致命傷。意識が落ちた瞬間に確実に死を感じたほどのものだ。

　あれほどの傷が治るというのなら、この世界の魔法は死者蘇生すら可能にするとしか思えない。




「命の価値がだいぶ薄れるが……いや、それ以前に誰が？」




　記憶の混濁が多少見られるのを意識して、スバルは意識を失う寸前のことを懸命に思い出す。

　そう、腹を切り裂かれて殺されかけたのだ。女の声、がしていたと思う。

　盗品蔵の中で死体を見つけて、あの死体の人物を殺したと思しき相手にスバル自身も襲われた。そして死に瀕する状況下で――。




「そうだ、サテラ！」




　銀髪の少女がスバルの身を案じて、盗品蔵の中に入ってきてしまったのだ。

　その前後の自分の行いを思い出し、今さらになってスバルの胸中を後悔が覆い尽くす。

　スバルは彼女にはっきりと言われていたのだ。

　自分で何とかしようとしてはいけない、何かあれば彼女を呼ぶように、と。




　あの言葉にはスバルの心配をしている以上の意味があったのだ。あれには正しく、危機的状況にあるとサテラに伝える意味も込められていた。

　にも関わらず、スバルはあの場で声を上げるだけの指示すら怠った。

　結果、スバル自身も襲撃者から逃れることができず、サテラをあの惨劇の場に呼び込むことになったのだ。




　暗闇の中、自分の血が作り出す泉に溺れながら、スバルは銀髪の少女が襲撃者によって断ち切られるのを確かに見てしまった。

　血の海に同じように倒れ込み、スバルより先に動かなくなってしまった彼女を――。




「サテラを頼むって……言われたんじゃねぇのかよ、俺」




　消える寸前、スバルを見てそう告げたパックの姿を思い出す。

　決して軽い言葉ではなかった。スバル自身が重く受け止めなかっただけで、あの小さな猫が懸念した通りの事態は二人を待ち受けていたのだ。

　そしてスバルは再三の忠告にも関わらず、その機を単なる見落としによって逃した。

　その結果が今の状況だ。

　わけのわからないまま通りへ放り出され、見知った相手の安否もわからず、指針すら見失って途方に暮れている。




「バカか……いや、バカだ俺は。うなだれてる暇なんざどこにあんだよ。とにかく、サテラとパックを探さないと……」




　二人とも、死んでいるかもしれない――そんな残酷な想像をスバルは頭を振って追い払う。

　なんの取り柄もなくて、欠片も役に立たない、言ってみれば単なる排泄物製造機であるところの自分ですら助かっている。

　それならば、あの魔法が使えてお人好しの世話焼きで、素直じゃないけどやたら真っ直ぐな性根の美少女と、飄々と掴みどころがない変わり者の精霊が死んだとは思えない。

　いや、死んでいてほしくないのだ。




「とにかく、今は……」




　――盗品蔵に向かおう、とスバルは判断する。

　あの場所が意識の終着点ならば、スバルの行動のヒントはあそこにある気がする。

　思い立ったが即行動だ。ここでもスバルの決断力の速さが光る。元の世界では「今日は学校いくのやめよう」と諦めの決断に用いられることがもっぱらだったが、今のスバルにとっては迷いを断ち切るという意味で大きな意味を持つ。

　だが、スバルのそんな勢い込んだ決断は――、




「よお、兄ちゃん。少し俺らと遊んでいこうや」




　路地を塞ぐように立ちはだかる、三人の男によって邪魔される憂き目をみせた。




※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※




「おいおい、呆けた面してどうしたよ」




「状況がわかってないんだろ。教えてやったらいいんじゃないか」




　恫喝に対して無反応のスバルを見て、男たちは嘲笑するように唇の端を歪める。

　そんな彼らの態度を、まるで滑稽な芝居でも見せられているような心境でスバルは見ていた。




　男の数は三人。その身なりはお世辞にも整っているとはいえず、顔立ちは育ちと性格の野卑さがそのまま浮き彫りになったような典型的なチンピラ面。

　荒事慣れしているのか傷の浮かぶ顔や肌、そして暴力を是とするわかりやすい雰囲気。

　その全てに対し、スバルはどうしようもない見覚えがあった。なにせ彼らは、




「お前ら……ひょっとして、俺の知らないところで頭でも打った？」




　つい数時間前に、スバルがサテラやパックと出会うきっかけを作った輩だったのだから。




　モブ的な立ち位置には間違いないだろうが、この異世界が三次元世界である以上は使い回しキャラということもないだろう。ならば似た顔の別人か、と言われると、




「似た顔の別人が三人揃って追い剥ぎ紛いをやってるって、あるかぁ？」




　似た顔がひとりならともかく、三人。それも同じ顔でパーティを組んでる、という状況は考えにくい。となると彼らはスバルの記憶と同一の面子であり、




「頭打ったか……もしくはさっそくやられた復讐か。異世界でもそのあたりは変わらねぇんだな。仲間連れてこないあたりはまだ良心的か？」




　現実世界だとひとり倒すと、倒された奴が仲間を連れて復讐しにくる。最終的にはどれだけ倒してもあとからあとから敵がわき、わけのわからん強敵を相手にする羽目になってゲームオーバーという流れが多々ある。

　そういう負の連鎖を繰り返すパターンに比べれば、他力でなく自力でくる彼らの精神力はそこそこ評価されるべきだろう。

　どちらにせよ、あの展開で復讐相手をスバルにするのはお門違いと言わざるを得ないが。




「まぁ、弱いとこ狙いたくなる気持ちはわかるから、悪いとは言わねぇよ俺は。でも、ちょっとタイミングが悪いというか……」




「なに言ってんだ、アイツ。頭おかしいんじゃねえのか」




　ここは穏便に話し合いで、と解決の方法を探るスバルを男たちが嘲弄する。

　その態度にさすがのスバルもカチンとくるものがあった。穏便に済ませよう、というのはあくまで状況的に急いでいるからであって、本来のスバルはかなり短気な人間だ。

　それでも、事態の深刻さを思えば些細な侮蔑――そう堪える心構えでいたのだが、




「いいさ、兄ちゃん。とりあえず持ち物全部置いてけ。それで勘弁してやっから」




「ああ、はいはい。持ち物全部ね。急いでっから、それでいいや、ホント」




「あと犬の真似な！　四つん這いで犬の真似して、助けてくださいーって鳴けよ」




「調子乗んなや、コラァ――ッ！！」




　あまりに調子こいた発言が飛び出したせいで、早くも堪忍袋の緒が千切れる。

　突然にぶち切れたスバルの動きに男たちが動揺。その呆然とする男たちの中、スバルは二番目に位置する男に狙いをつけた。

　以前、ナイフによってスバルの猛攻をまんまと退けた男だ。当然、そのすぐナイフを持ち出す短絡的さは健在だろう。よって、




「まずお前からだ！　命を大切にしない奴は大嫌いだ！　死ね！！」




　渾身の掌底が男の顎を跳ね上げる。そのままがら空きの胴体に左の拳を打ち込み、壁に叩きつけて男を撃沈。

　とっさの事態に反応が遅い他の男に対し、スバルはまずひとりの足を払って転倒させる。その隙に最後の男に狙いを定めると、相手の下半身目掛けて体ごと突っ込んだ。

　胴タックルの要領で男を担ぎ上げ、そのまま壁へと全霊で激突。衝撃で呻く男に蹴りでトドメを刺し、振り返ると転んでいた男が立ち上がるところだった。




「っづ……てめえ」




「さあ、タイマンだ。ナイフも鉈も先に沈んでるが、お前はどうするよ」




　アドレナリンだばだば状態で強気のスバルに、男はどこか気圧されたように表情を変える。実質、先ほどの騒ぎのときはサテラの魔法で昏倒していた男だ。

　ゆいいつ獲物を確認していない相手であったが、今の反応から致命的な武器の持ち合わせはないとスバルは判断する。




「サシの殴り合いなら、俺も簡単に土下座してはやんねぇぞ」




「っざっけんな、クソが。ああ！　なめんじゃねえよ、ガキが！！」




　差し出した手を振っての挑発に、唾を飛ばしてまんまと男が乗っかる。

　掴みかかってくる男を迎え撃つ正拳。狙い違わずそれは男の胸を打ったが、男は勢いに任せてスバルに飛びかかり、その体を壁際へと押しやろうとしてくる。だが、




「超絶、甘ぇ！」




　肩を掴む男の両手首を握りしめて、スバルは男の腕力をそれを上回る腕力で引き剥がす。

　男の顔に明らかな動揺が走るのを見て、スバルはその目つきの悪い顔を凶悪に歪め、




「ひきこもりだからってなめんな。日々、木刀振って無意味に鍛えた俺の握力は七十キロオーバーだ。ベンチプレスも八十キロまでならいけんだぞ」




　身内だけの集まりで、リンゴを握り潰して場の空気を微妙にしたのは黒歴史。

　日々、肉体だけは鍛えるのをやめなかったひきこもり生活だ。同じような体格の相手との力比べであるならば、よほどのことがない限り負けない基礎体力がスバルにはあった。




　手首を握り潰される感覚に男が絶叫し、掴む力がゆるんだ瞬間にスバルの膝が男を打つ。腹を打たれてくの字に折れるチンピラ。その背後にスバルは素早く回り込み、




「死んでも恨むな。いっぺんやってみたかった、地べた上の裏投げっ！」




　相手の腰に手を回し、後ろに倒れ込むような勢いの中でその身をブン投げる。

　プロレスのバックドロップに近い投げだが、途中で手放すあたりが悪質な技だ。男はなすすべなく壁に頭からぶつかり、地面に落ちて身じろぎひとつしなくなる。

　男二人の沈黙を確認し、スバルは最後に一番最初に仕留めたナイフ男の下へ。

　比較的ダメージの少ないナイフ男は悶絶しながらも、スバルの接近にとっさに懐のナイフを抜こうとする。抜こうとしたのでスバルは容赦なく顔面を蹴った。轟沈。




「――し、楽勝！　この世に悪の栄えた試しなし！」




　ガッツポーズを決めて、ひとりその場で勝利を祝うナツキ・スバル。

　日々、目的もなく鍛えていたのが無駄でないとわかって一安心だ。ともあれ、




「状況はなんにも変わってねぇけどな。とにかく、邪魔は入ったが盗品蔵に行かないと」




　男たち三人が死んではいないことだけ確認し、スバルはそそくさと路地をあとにする。

　通りから無傷で出てきたスバルを見て、微妙に「おお」とか通行人から予想外っぽい声が聞こえたのが気にかかるが、追い剥ぎっぽい事態を見たなら通報しろと声高らかに言いたい。

　もちろん、人見知りのスバルはそんなことできるはずもなく、小走りにそこから逃げ去ったのだったが。
第一章８　　『苦い酒の味』
　路地裏でのリベンジマッチを果たし、スバルが貧民街の最奥――盗品蔵の威容の前に立ったのは、すでに日も大きく傾いた夕刻になってのことだった。




「や、やっと見つけた。……手間取っちまったぜ、チキショウ」




　額の汗を袖で拭いながら、ようやく辿り着いた目的地の前でへたり込む。

　なんだかんだ走り回り、ここにくるまでにゆうに二時間近くが経過している。ポケットの中の携帯電話で経過時間だけは確認できた。間違いなく二時間。




「行ったばっかなんだから余裕だと思ったんだけどなぁ……」




　やはり案内板の文字が読めないのが、スバルにとって大きな障害となったのは事実だ。

　似たような通りが多く立ち並ぶ王都において、土地勘のないスバルは地名や店名の表記にも頼ることができない。

　結果、記憶を再現しながら道を総当たりするしかなかったわけだが、




「ところどころでサテラとかパックと会話してたもんな。そりゃ道もうろ覚えだっつの」




　貧民街に入ってからはさらにその傾向は顕著だ。

　特に数時間前と違い、誰かが丁寧にジャージをクリーニングしてくれたおかげで、住民からの反応も冷たいわ余所余所しいわで非協力的も甚だしい。

　排他的な雰囲気に陽気に飛び込むなど、スバルの対人スキルでできるはずもなく、ここへきてもスバルは孤立無援だった。




　なので、とりあえずここまで辿り着いた自分を褒めてあげたい。

　そんなわけで、頑張った自分へのご褒美。




「ついに開けるぜ、コーンポタージュ味。そもそも、俺はこれが食いたくてコンビニまで行ったんだっつの。こいつが異世界召喚の原因と言っても過言じゃねぇぜ、罪深い」




　言い訳を様々に口にしながら、スバルはそのお菓子の袋の口を開ける。

　ふんわりと甘い匂いが解き放たれ、鼻孔を幸せな感覚に支配された。袋から菓子を取り出し、それを震える指先から舌へと投じる。――至福、それが味覚を蹂躙した。




「うめぇ……超うめぇ……！　考えてみたらなんにも食ってなかった。超うめぇ」




　もっしゃもっしゃ菓子を食いながら、これまでの道程を思い返す。

　リンゴっぽい果物を食べ損ねたときから小腹は減っていたのだ。あれから約六時間、よく耐えたもんである。




　そうして空腹を誤魔化す一方で、スバルは自分の感情を誤魔化し切れないことにも気付いていた。

　心臓が高鳴り、拍動の速さは尋常ではない。さっきの路地裏での興奮状態とは比較にならない勢いで、全身を血が巡る感覚を感じ取ることができた。

　手足が重く、唾液は菓子とは無関係に乾いている。頭を殴られたような鋭い痛みが、甲高い耳鳴りとともに何度も何度も走り回っていた。




　――この盗品蔵の中に、スバルの求めている答えがあるのだ。




　思わず息を呑み込んで、スバルの脳裏を思い出したくない光景が過る。

　血の海となった室内、腕のない老人の死体。腹を切り裂かれて死に瀕する自分と、その自分のせいで巻き込んだサテラの力の抜けた肢体。




「ビビんな、ビビんな、ビビんなよ、俺。バカか……いや、バカだ、俺は。ここまできて答えを見ないでなんて帰れるかよ」




　そもそも、帰る場所なんてどこにもないのだから。

　意を決して前を向き、歩き出そうとして膝が笑うのにスバルは気付いた。

　がくがくと震えて言うことを聞かない下半身。その膝がしらに拳を打ち込んで、無理やりに震えを落ち着かせると、今度こそ深呼吸してスバルは進む。




　橙色の日差しの中、盗品蔵の扉は無言でスバルの来訪を拒絶しているようだった。

　そんな自分の弱気による錯覚を押さえ込み、スバルは戸に向かって拳を向けて、




「誰か、いますか」




　儚い希望だと思いながらも、その木造の扉を軽くノックした。

　意外と鈍い音が中にも外にも響いたはずだ。が、返ってくるのは居た堪れなくなるほどの無音と無言。

　その静けさがどうにも恐ろしく、スバルは無駄だと知りながら扉を激しく叩く。




「誰か……誰かいるだろ！　頼むよ、返事してくれ……頼む」




　ここで死んだなんて、絶望的な結果は見たくない。

　認めたくない現実を否定したくて、スバルは戸が軋むほどに拳をぶつける。

　スバルの激情を受け止めきれず、徐々に戸の角度が傾ぎ、古い蝶つがいが変形し始めた。

　――そんな頃になってだ。




「――やっかましいわぁ！！　合図と合言葉も知らんで、扉をぶっ壊す気か！！」




　目の前の扉が勢いよく開いて、へたり込むように体重を預けていたスバルが吹っ飛ぶ。

　盗品蔵の入口から五メートル近く後ろに飛ばされ、地面を無様に転がったスバルは目を白黒させて顔を上げた。

　その驚愕に見開いた瞳の中に、入口で顔を真っ赤にさせた老人がスバルを睨んでいる。




　大柄で、禿頭の老人だ。

　元は白かったのかもしれない上着は、埃と長年の汗やらなにやらで茶色く変色し、見るからに不衛生な有様だ。ほんのり漂う香ばしい異臭は、アレが原因かもしれない。

　その衣服の下には筋肉質な肉体が詰まっていて、その年齢を感じさせる見た目に反して弱々しさの一切を思わせない強靭さが見え隠れする。

　つまるところ、体のでかいハゲの超元気そうなジジイが立っていた。




「なんじゃお前！　見覚えのない面ぶら下げて、何しにきたんじゃ！　どうやってここを知った、どうやってここに辿り着いた！　誰の紹介じゃ！」




　すさまじい勢いでジジイは距離を詰め、その巨大な掌でスバルを締め上げる。

　足が軽々と浮かされる感覚を味わい、スバルは自分が調子に乗っていたと身の程をわきまえた。さっきの事例は特別だ。やっぱり自分は凡庸の凡俗の凡骨だった。

　よほどのことがない限り負けない基礎体力も、よほどの相手が相手ではこれだ。

　身長が二メートル近いジジイに担がれて、すっかり抵抗の気力もなく、




「――お近づきの印に、おひとつどうぞ」




　憤怒の感情一色の顔に向かって、コーンポタージュ味の菓子をひと欠片――投げ込むのが精いっぱいだった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　互いに猛烈な悪印象だっただろう出会いのあと、スバルは盗品蔵の中に招き入れられていた。

　入口から入ってすぐのカウンター、そこに備えつけられた来客用の固定椅子に座り、居心地悪く尻の位置を直す。

　椅子の座る部分がささくれだっているせいで、いちいち尻に鋭い刺激があるのだ。肛門が暴発寸前のギリギリなら、間違いなく引き金になりかねない危うさである。




「なんじゃさっきからもじもじしおって……キンタマの位置がそんなに気になるか」




「別にチンポジ気にしてるわけじゃねぇよ。ってか、菓子袋返せ。全部やるとは言ってねぇ」




　カウンターの向こう、本来なら店主の定位置となる場所に立つのは大柄の老人だ。

　彼はその筋骨隆々な体からすると、遠近感狂ったのかと思うほど小さな袋を持ち上げ、




「なんじゃケチ臭い。こんなうまいもんをひとり占めなんぞ、地獄に落ちるぞい」




「そんなうまい他人のものを勝手に食うジジイは地獄に落ちないのか。自分のこと棚に上げて文句言うのは団塊世代の悪い癖だぞ」




「またわからん言葉使いおって。これだから若い奴は……うまうま」




「食うなっつの！！」




　身を乗り出して腕を伸ばし、どうにか老人の腕から菓子袋を奪い取る。が、すでに中身の大半は老人の腹の中に収められたあとだ。

　ほんの数個しか残っていない中を検めて、スバルは肩を落とす。




「ああ……貴重なコーンポタージュが。もう二度と味わえないかもしんないのに」




「なんじゃ、そんな貴重な食い物だったか。まあ、確かに見たこともない食い物じゃしな。なんじゃったら残りは複製魔法でも依頼したらどうじゃ」




「複製魔法？」




「ひとつの物を二つに増やす魔法じゃな。生き物なんかだと真似できるのはガワだけじゃが、食い物あたりなら複製できるんじゃないかの」




　禿頭を撫でながらの老人の言葉に、魔法の便利さをさらに思い知るスバル。

　あらゆる意味で万能なんだな、と感心する気持ちもありつつ、スバルの視線はさりげなく室内をぐるりとひとめぐりしていた。




　夕刻の盗品蔵――そこに、スバルが味わった惨劇の跡は一切感じられない。

　相変わらず統一感がゼロの品々が所狭しと並び、蔵の中の広いスペースを無造作に覆い尽くしている。

　そんなスバルの視線に気付いたのか、目の前の老人は意味ありげに目を細めて、




「なんじゃ小僧――盗品に、興味があるのか？」




　と、こちらの核心を突いてきた。




　大柄の老人――ロムと名乗った人物（ロム爺と呼ぶがいいと言っていた）との交渉は、怒声に対して差し出した金色のお菓子（この場合は比喩でなくそのままの意味で）によって思いのほかスムーズに進んだ。

　口に放り込まれた未知の味にロム爺が夢中になり、結果的にスバルの身は速やかかつ安全に解放されたというわけだ。

　その後は用事があって訪れたこと、貧民街の中年に話を聞いてきたこと、それらを伝えてロム爺に納得してもらい、こうして互いにカウンターについている。




　カウンターの向こう、ロム爺はそのたくましい腕を台の上に乗せて、薄汚れたグラスに酒を注ぎながら小さく笑い、




「ま、ここにくる奴の目的なんぞ二つにひとつ。盗品を持ち込むか、盗品自体に用があるか――そのどっちかじゃからの」




「確かに、目的の一個はそれだ」




「一個、か。さて、んじゃ別の用件もあるってことじゃの？」




　スバルの条件付きの肯定にロム爺の片眉が上がる。スバルは頷き、それから躊躇いがちに、馬鹿にされるのを覚悟で問いを作った。それは、




「馬鹿げた話なんだが……爺さん、最近、死んだことないか？」




　首と右腕をぶった切られて。

　その言葉を付け足すのはやめておいた。見たところ、首にも肩にも継ぎ目はない。

　スバルの問いと視線を受け、ロム爺はしばしその灰色がかった双眸を見開き、それからふと時間が動き出したように破顔した。




「がははは、何を言い出すかと思えば。確かに死にかけのジジイなのは認めるが、あいにくと死んだ経験はまだないな。この歳になればもう遠い話じゃないと思うがの」




　痛快なジョークでも聞いたように笑いながら、ロム爺は「飲むか？」とグラスをスバルの方にも勧める。つんと鼻を突くアルコール臭を手振りで遠慮して、スバルは「悪い」と言葉少なに今の発言を詫びる。

　詫びはしたが、スバルの中で違和感は膨らむばかりだった。




　今、こうして言葉を交わしているロム爺だが――スバルは彼の死体を見たのだ。

　この場所で、暗闇の中、片腕と喉を刃物で切られて、物言わぬ躯と化したこの老人を。

　しかし、目に焼きついたその光景を否定するように、ロム爺はスバルの目の前で大柄な体を窮屈そうにカウンターの中に押し込めている。

　グラスを傾ける赤ら顔には確かに血の気が通い、大量の出血で病的に青白くなっていた死相とは明確な違いを生んでいた。




　ロム爺は間違いなく生きている。そして、それは逆にスバルにも言えることだ。

　振り返ってみれば、ロム爺と同じくスバルも死んでいるのが当たり前の傷を負った。にも関わらず、そんな痕跡も残らない体でこうしてこの場を訪れている。

　白昼夢でも見たのではないかと、スバルは自分の頭の中身が信用できなくなってきていた。




「あの感覚の全部が、夢だってのか……？　だったらどっからどこまでが夢で、俺はどうしてこんな世界にいるんだよ」




　焦燥感が忘れさせていた泣き言が、腰を落ち着かせる場所を得て再びこみ上げてきていた。

　あの自責の念が、焼けるような致命傷の痛みが、ほんのわずかに触れた少女の温もりが、全てが夢幻の中の名残に過ぎないのなら、どうして自分はここにいるのだろうか。

　どうせなら、異世界召喚から全てが夢だと言われた方がマシだ。

　異世界召喚後、体感したことが夢だと言われるよりよっぽど納得がいったに決まってる。




「ロム爺さん、ここで銀髪の女の子を見てないか？」




「銀髪……？　いや、見とらんな。そんな目立つ見た目なら忘れんし。いくら儂の頭にガタがきてたっての」




　がはは、とロム爺は豪気に笑い飛ばすが、それを受けるスバルの表情は優れない。

　その態度に真剣さを感じ取ったのか、ロム爺はぴたりと笑いを止めると、




「飲め」




　ずい、と再びスバルの前にグラスが突き出されていた。

　空のグラスに酒瓶を傾け、なみなみと琥珀色の液体が注ぎ込まれる。それを黙って見守るスバルに対し、ロム爺はもう一度「飲め」と短く言った。




「悪ぃけど、そんな気分じゃねぇよ。それに酒飲んで悪ぶるほどガキじゃねえんだ」




「阿呆が。酒飲んで悪ぶれんのをガキと言うんじゃ。グイッと飲んで、腹の内側を燃やしてみろ。熱さに耐え切れなくなって、色んなもんが吐き出てくる」




　「だから飲め」とロム爺は三度、グラスをスバルの方に押しやってくる。

　その強硬な態度に気圧されるようにグラスを手に取り、琥珀色の液体に鼻を近づける。濃厚なアルコール臭が鼻孔を鋭く叩き、思わずむせそうになってスバルは渋い顔。

　だが、そんな否定のスタンスを作る一方で、ロム爺の言葉に従ってしまいたい衝動にも駆られていた。

　酒に逃げる、なんてのは格好悪い大人の代表格だと、そんな風に思っていたにも関わらずだ。




「ええい……ままよ！」




　グラスを傾けて、酒を一気に喉に向かって流し込む。

　度数がどれほどの酒だったのかわからないが、飲み干した直後に全身が発火したように熱くなるのをスバルは感じた。

　酒の通り道が火傷したように絶叫し、勢いのままにグラスをカウンターに叩きつける。




「っぷはぁ！　があ！　マズイ！　熱い！　クソマズイ！　んああ、マズイ！」




「何回も言うな、罰当たりが！　酒の味がわからん奴は人生の楽しみ方の半分がわからん愚か者じゃぞ」




　こみ上げる熱を吐き出すスバルに、ロム爺は怒鳴りながら同じく酒を口にする。豪快に、グラスに注がずに酒瓶をひっくり返してラッパ飲みだ。

　スバルが飲んだ量のゆうに三倍以上を喉に通して、荒っぽいげっぷをして老人は笑う。




「じゃが、いい飲みっぷりじゃった！　ちったぁ吐き出せそうな気がするか？」




「……ああ！　ちっとだけな！　爺さん、もう一個の目的の方を果たすぜ」




　笑いかけてくる老人から顔を背けて、スバルはこぼれた酒を袖で拭いながら蔵の奥を指差す。そちらにはそこらに転がる粗悪品と違い、値の張る盗品が置かれているはずだ。

　ロム爺の顔が真剣味を帯びる。それを見ながら、スバルもまたはっきりと、







「宝石が埋め込まれた徽章を探してる。――それを譲ってもらいたい」




　己の目的を言葉にして告げた。




　当初の目的――サテラの安否の確認とは別に、ここへ訪れた本来の理由だ。

　サテラが盗まれたという宝石入りの徽章。理由こそ教わってはいないが、彼女にとっては危険を冒してでも取り戻す必要のある一品。

　貧民街に持ち込まれた盗品ならば、必ずここを通ると聞いてきたのだ。

　せめて徽章が実在してくれれば、スバルは自分の見た白昼夢を肯定できる。

　そんな縋るような思いを込めたスバルの要求に対し、ロム爺はしかし難しい顔をして、




「宝石の入った徽章……いや、悪いがそんな品物は持ち込まれておらんぞ」




「……本当にか？　よく思い出せよ。ボケてんじゃねぇのか、ガタがきて」




「酒が入って今が絶好調じゃ。この状況で出てこんのなら、知らんとしか言えん。が」




　最後の望みを断ち切られそうになるスバルに、ロム爺は意味ありげにニヤリと笑い、




「今日は大口の持ち込みがある、と前もって聞いとる。――宝石入りの徽章とやらなら、十分にその可能性があるじゃろうな」




「持ち込むのはひょっとして……フェルトって子か？」




「なんじゃ、盗った相手の名前までわかっとるのか」




　拍子抜けしたようなロム爺の言葉に、スバルは思わずガッツポーズをとる。

　ぷっつりと切れたかと思った線がここへきて繋がった。

　徽章を盗んだと思われる少女、フェルトの名前がここで出たのだ。ならば当然、徽章を盗まれたサテラという少女の実在を証明することもできる。

　少なくとも、あの銀髪の少女がスバルの妄想が生んだ都合のいいイベントキャラクターという可能性は薄れたと言っていいだろう。




「俺の銀髪ヒロイン好きが反映されたのかと思って焦ったぜ……」




「妙な安心しとるとこ悪いが、持ち込まれてきたもんをお前さんが買い取れるかどうかはまた別の話じゃぞ？　宝石付きの徽章となれば、それなりの値でさばけるだろうしの」




「ハッ！　いくら足下見たって無駄だぜ。なにせ俺は一文無し！」




「話にならんじゃろうが！」




　いざ交渉で値を釣り上げようとでも思っていたのか、肩すかしを食ったようにロム爺が怒鳴る。が、スバルはそんなロム爺に対して立てた指を左右に振り、




「ちっちっち。確かに俺は金はない。だ・け・ど！　世の中、物を手に入れる手段はお金だけじゃない。物々交換って手段があんだろ？」




　口を閉じるロム爺から反論はない。続きを促す沈黙に頷きで応じて、スバルはズボンのポケットをまさぐった。そして、抜き出すその手が握るのは、




「――なんじゃこれ。初めて見るの」




「これぞ、万物の時間を切り取り凍結させる魔器『ケータイ』だ！」




　コンパクトなサイズの白い携帯電話。初めて見るその姿に目を白黒させるロム爺に対し、スバルは素早く操作を入力し――直後、薄暗い店内を白光が切り裂いた。

　パシャリ、と効果音が鳴り響き、光を向けられたロム爺が大げさに驚いてカウンターの向こうに転げる。そのリアクションの大きさにスバルが思わず笑うと、




「なんじゃ今のは！　殺す気か！　怪しげな真似しおって、あまりジジイを舐めるでない」




「まあ待てまあ待て。深呼吸して落ち着いて、そんでこれを見てみろ」




　酒とは違う原因で顔を赤くするロム爺に、スバルはずいと携帯の画面を押し付ける。

　胡乱げな目でロム爺は下がり、その小さな画面に目を凝らして――その目を見開いた。

　そこに映っているのは、今しがた撮影したロム爺の顔だ。携帯電話のカメラ機能、それを使っての撮影。当然、そんな技術はこの世界には存在しまい。

　スバルの予想通り、ロム爺は食い入るように画面を見据えながら、




「これは……儂の顔、じゃな。どういうことじゃ？」




「言ったろ？　時間を切り取って凍結させるって。この道具でさっきのロム爺さんの時間を切り取って、この中に閉じ込めたんだ」




　言いながらカメラの向きを変えて自分を撮影。

　結果を知りたがるロム爺に再度画面を見せると、今度はピースサインを決めるスバルの顔が画面に表示されている。




「こんな感じで時間を切り取れるわけだ。こんな無駄遣いじゃなくて、本当はもっと記念になるような絵を残すのに使われるんだけどさ」




「なるほど……確かに、これは……ううむ」




　顎に手を当てて、ロム爺は考え込むように携帯を覗き込んでいる。

　その予想以上の食いつきに、スバルは交渉における手ごたえを感じ取った。

　そんなスバルの確信を後押しするように、ロム爺は携帯電話を手に取って眺めながら、




「初めて見るが……これが話に聞く、『魔法器』というやつかの」




「魔法器？」




　聞き慣れない単語の出現にスバルが首を傾げる。ロム爺は「うむ」と頷き、




「魔法使いのようにゲートが開いていないものでも、魔法を使えるようにできるという道具のことじゃ。とはいえ希少品じゃから、儂も見たのは初めてじゃがの」




　ロム爺は感心したように呻き、しげしげと舐めるように見ていた携帯をカウンターへ。

　それから改めてスバルに向き直ると、




「こいつの価値は確かに計り知れん。儂も長いことこの商売しとるが……魔法器を扱うのは初めてじゃからの。じゃが……これまでにない値がつくのは間違いない」




　魔法器を初めて見たことと、それを商売品として扱えることに興奮があるのだろう。ロム爺はわずかに声を震わせながら、「それだけに」と前置きし、




「物々交換にこれを出すのは、少しお前さんに損が大きすぎる。その探しとる徽章の価値はわからんが、この魔法器以上ということはあるまい。単純に金額だけで比べるなら、この魔法器自体を売りに出した方がよっぽど得じゃぞ？」




　貧民街の奥で、盗品を取りまとめてさばく裏稼業。そんな稼業の元締めをしている人物とは思えないロム爺の忠告だ。

　それはスバルにとって、魅力的な忠告であることは間違いない。

　この世界におけるスバルの価値は何もない。

　魔法も使えなければ、飛び抜けた強さがあるわけでもない。知識も皆無な上に字すら読むことができず、さらに最悪なのは無一文であるという事実。

　そんな最悪の八方ふさがりを、この携帯電話を売ることができれば少なからず打開することができるのだ。少なくとも、金銭面での心配は当面なくなるだろう。

　明日の食事にも当たり前のように困る未来が見えているだけに、それはスバルにとって喉から手が出るほどに欲しいもので、コーラを飲んだらげっぷが出るのと同じくらい当然に選ぶべき選択だ。だが、




「ああ、それでいい。この魔法器は、フェルトって子が持ち込む徽章と交換する」




「なんでそこまでする？　この魔法器より値が張るのか？　それとも、金に代えられん価値があるとでも言うのか？」




　意固地なスバルの態度にロム爺は呆れ気味だ。徽章の価値を問い質す一方で、後者の言葉には嘲弄めいた感情すら見え隠れする。

　こんな場所で暮らす彼のことだ。金より大事な物の存在など、概念的にはわかっていても実際にそれと認めることは容易くはできないのだろう。

　そんな価値観があることを認めながら、スバルは「いいや」と首を横に振り、




「ぶっちゃけ、俺はその現物を見たこともない。金に換えても正直、この魔法器より高いってことはないだろうし、俺は丸損間違いなしだぜ」




「そこまでわかっとるなら、なんでそんなことする？」




「決まってんだろ。――俺は損がしてぇんだよ」




　ロム爺が三度、目を白黒させるのをスバルは痛快な気持ちで見届ける。

　そうだ、それが答えだ。

　明日の食事に困ったとしても、未来がお先真っ暗なものになったとしても、バスタブを札束で満たすような展開が遠ざかったとしても、損をするだけの価値がある。




「俺は恩返しがしたい。貸し借りはきっちり返す。そうでなきゃ気持ちよく寝られねぇ。俺は神経質なんだよ、現代っ子だから。――だから、大損してでも徽章を手に入れる」




「ふむ……今のを聞くに、つまり徽章はもともとお前さんのもんじゃないんじゃな？」




「俺を助けてくれた銀髪美少女の持ちもんだ。なんでか知らないけど大切なもんなんだと」




「その恩人は？　一緒じゃないのか？」




「目下、捜索中！　っていうか、ひょっとしたら助けてもらったのも、その美少女の存在自体も俺の夢が見せた妄想かもしんない！」




　グッと拳を握りしめて、先ほど否定した不安を口に出して笑い飛ばす。

　ここまで状況が繋がったのだ。サテラ、あの少女が存在しないなんてことはあり得ない。

　徽章を手に入れて、きっともう一度、あの少女に出会おう。




　そんな決意を固めるスバルを見下ろしながら、ロム爺は心の底から珍妙なものを見るような目で、




「――お前さん、相当なバカじゃのぉ」




　と、あらゆる感情を吹っ切って、ただ楽しげに笑ったのだった。
第一章９　　『切り札の切り方』
　――交渉は成立、携帯電話を手にしたロム爺はそれを確約してくれた。ただ、




「儂が面倒みてやれるのはフェルトと交渉する場を用意することまで。その先、この魔法器と徽章の交換に関してはお前さんが交渉せいよ」




「ふんだくられるのをあらかじめ了解しての交渉だぜ？　ロム爺さんも、こいつの価値は保障してくれんだろ。ならきっと楽勝さ」




　気楽なスバルの様子にロム爺は何か言いたげに顔をしかめる。

　油断するなとか、交渉を甘く見るな、とかそういう類の忠言だったのだろうと思う。

　が、飲み干した酒で赤ら顔になり始めているスバルに説教は無駄だと感じたのか、




「ま、実際、その通りじゃろ。もうちっと意地が悪い奴が相手なら、魔法器と追加で足下見られかねんが……フェルトもそこまで性根が曲がっとるわけでなし」




「でえじょーぶでえじょーぶ。それよか、ロム爺さん。もっとマシなメシとかないのかよ。クソまずくて残飯食ってる気分だぞ」




「人の夕飯に手ぇつけといて、勝手なこと言いよる。お前、どんどんふてぶてしくなるの」




　粗末な皿に乗ったペースト状の豆、そんな感じのものを口に運びながらスバルはぶーたれる。

　最初の酒への嫌悪感もどこへやら。今は空になるグラスにロム爺が酒を注ぐのをいいことに、その豆をつまみにちびちびと酒をすすっている。




「つか、そんなでっかい図体してんのにこんだけで足りんの？　霞食って生きてるわけじゃなし、まさか酒さえあれば飯はいらないとか言い出す類？」




「巨人族の燃費の良さを知らんのか。その戦闘力に反して食う飯の量は少ない。戦乱が多かった頃は各地でならしたもんじゃぞ」




　スバルの素朴な疑問に応じるロム爺の顔は厳しい。

　彼はグラスに注いだ酒瓶をそのまま己の口に運び、直接に酒をあおりながら、




「それ故にだいぶ数を減らした。王都でも、他の巨人族を見たことはないしの」




「食わねぇのに強ぇのか、そらスゲーな。かっちょいい。……吐きそう」




「お前、儂が憂い顔で語っとるのにその態度はないじゃろ」




　他人の不幸自慢ほど聞いていて萎える話はない。

　耳を塞いで話の腰を折るスバルに、ロム爺も聞かせるのを断念して豆を食らう。

　二人してマズイ豆を肴に、無言で酒を傾ける時間が続いた。




　独特の符丁で盗品蔵の戸が叩かれたのは、日差しもだいぶ傾く時刻になってからだ。

　うつらうつらとし始めていたスバルが顔を上げると、音に反応したロム爺の巨体が身軽に扉の方へと向かう。

　ロム爺の巨躯と比較するとやたら小さく見える扉。そこに耳を押し当て、ロム爺は神妙な顔つきで戸の向こうをうかがい、




「大ネズミに」




「毒」




「スケルトンに」




「落とし穴」




「我らが貴きドラゴン様に」




「クソったれ」




　短い問いに間髪入れずに差し込まれる返答。

　それが合図と合言葉、なのだろう。満足げに戸の鍵を外すロム爺。その背中を見ながら、スバルは品のない合言葉だと内心で暴言。そして、




「――待たせちまったな、ロム爺。意外としつっこい相手でさ。完全にまくのに時間かかっちまった」




　親しげに、己の戦果を誇るように、ひとりの少女がロム爺の隣を抜けて蔵に入ってくる。

　金色の髪をセミロングにした少女だ。兎のように赤い瞳、口の端から覗く悪戯な八重歯。小柄な体を動きやすそうな、言葉を選ばなければボロい服に包んでいる。




　一瞬ではあったが、路地裏で出くわした少女に間違いない。

　見覚えのある少女の出現に思わず立ち上がるスバル。がた、と音を立てて自分を見るスバルに気付き、少女はそれまでの笑みを消して胡乱な顔つきを浮かべた。




「あ？　誰だよ。おい、ロム爺。アタシは大口持ち込むから誰も入れとくなって言ったろ？」




「お前さんの気持ちはわかるがの、あの小僧っ子はお前――フェルトに用があってここにおるんじゃ。ま、無関係ってわけでもない」




　ロム爺の答えにますます顔を不審にしかめる少女――フェルト。

　心なしか胸のあたりに手を当てる様子を見るに、盗んだ戦利品はそこにあるのだろう。

　スバルの無言の視線を受けて、フェルトは落ち着かない様子でロム爺を振り返り、




「なんだよ、あの兄ちゃん。――まさか、アタシを売ったんじゃないだろな」




「そんな義理に反する真似はせん。それにお前さんにとっても悪い話じゃないと思うが」




　片目をつむり、ロム爺は「のう？」と同意を求めてくる。

　ウィンクするジジイという貴重な気持ち悪さを体験し、スバルは小さく頷いて肯定。

　それからいまだに警戒心の消えないフェルトに言葉を選びつつ、




「とりあえず、落ち着こう。俺は君に悪意はなくて……おろろろろろろろろろろ」




　――選びつつ、こみ上げてきた吐き気に負けて全部口から出た。




「「ぎゃあああああああああああああああ――！！」」




　突然ゲロったスバルの醜態に二人の悲鳴が上がる。

　当のスバルはその場に膝をつき、胃を絞るような苦痛のままに腹の中身全部出し。

　酒の琥珀色とペースト豆の色が混ざり合って、最悪の作品が生み出される。




「なにがアタシにとって悪い話じゃないだ！　最悪じゃねえか！！」




「最悪は儂の方じゃ！　盗み食いされた晩飯と酒が！　酒なんかたっかい！　たっかいんじゃぞ！？」




「うるせぇ！　叫ぶな！　頭痛ぇのにガンガン響くわ！　気持ち悪っ！　マジ気持ちおろろろろろろろろ」




「「ぎゃあああああああああああああああ――！！」」




　再び押し寄せる波にスバルの惰弱な精神が屈し、二人の悲鳴が尾を引いて響く。

　――スバルが胃の中身を出し切り、スバルが出し切った汚物を掃除して、スバルが生んだよどんだ空気を換気し終わり、ロム爺がスバルに『飲酒禁止』を言い渡すまで、その騒ぎは延々と貧民街の夕闇を切り裂き続けた。

　――夜が更ける。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「――それじゃ、気を取り直して交渉といこう！」




　手を叩き、白けた場の空気を切り替えるようにスバルは言った。

　場所は盗品蔵のカウンター側から移し、蔵の奥側に用意された小さなテーブル席だ。カウンター側にはいまだにさっきの騒ぎの名残（臭いや痕跡）が残っており、その場所での交渉を頑なにフェルトが拒否したのが原因である。

　同じテーブルにつき、ロム爺が出したミルクの入ったグラスを傾けるフェルト。

　彼女の赤い瞳からは警戒心は消えておらず、今やそこには少なくない不信感と不快感も上乗せされている。出鼻から先が思いやられる。




「そんな恐い顔しないでスマイルスマイル。可愛い顔が台無しだゾ？」




「んな媚び媚びすんなよ、兄ちゃん。それにアタシはアンタの持ってきた話が、金になるのかならねーのかにしか興味がない。余計なことしないで本題に入っていーぜ？」




　頬に指を当てて精いっぱいの親しみを演出したが、フェルトの反応は冷たくすげない。

　この世界においても、ことごとく空振るスバルのコミュ能力。世界を超えてなお、スバルを孤立させる『絶対ぼっちの力』。




「なにもかも置き去りにしてきたはずなのに、あいつだけは俺を手放してくれない、か。ふふふ、因果なもんだよ。そう思わないか？」




「おい、ロム爺。このミルク、水入れて薄めてねーだろーな。マズイぞ」




「どいつもこいつも人が好意で出してやっとるもんをマズイマズイと……」




　自分の世界に浸るスバルを無視して、それなりに楽しげなフェルトとロム爺。

　スバルは咳払いして改めて二人の視線を自分に集め、




「んじゃま、交渉といこう。えーっと、フェルト。――徽章は持ってるな？」




「……ああ、持ってるぜ」




　単刀直入に切り込んでみせるスバルに、短く応じるフェルトも素直な肯定。

　彼女は懐に手を入れると、そこから抜き出したものをテーブルの上に静かに置いた。




　――スバルの求め続けた徽章。それは竜を象った意匠が特徴的なバッジだった。

　大きさは元の世界のワッペン程度。材質はいまいち判断できないが、高価そうな金属が使われて見える。スバルの知識でいうところ、翼竜を正面から象ったデザインをしていて、徽章の中央――竜の口が赤い宝石をくわえるような絵を描いていた。




　徽章の中心、赤い宝石はぼんやりと淡く輝いており、その灯に思わずスバルは言葉を見失ってしまう。

　徽章を値踏みするロム爺も黙り込んで「ううむ」と難しげにうなるのみだ。




「さあ――」




　その沈黙を破ったのは、徽章を握るフェルトだった。

　彼女は前置きの一言で二人が我に返るのを見届けて、テーブルの上の徽章をこちらに押し出し、




「今度はそっちのカードを見せなよ。徽章はこんだけの出来で、しかもアタシはそれなりに苦労させてもらった。それに見合うカードだと、お互いに嬉しいよな？」




「悪い笑顔でこっち試してみてるとこ悪いが、俺の出せるカードは一枚だけだ。なにせ、俺はたいそう立派な一文無し！」




　相変わらず『無一文』と聞いた途端にみんな嫌な顔するなぁ、と思うスバル。

　そんな胸中の感情はさておき、宣言通りに切れる最強のカードを切る。

　叩きつけるようにテーブルに置かれた携帯電話を見て、こちらの予想通りに困惑顔を浮かべるフェルト。

　ロム爺のときと同じ反応に気を良くしつつ、スバルは携帯電話のカメラ機能を起動。




「ＮＡＴＵＫＩフラッシュ！！」




「うわ、まぶしっ！」




　ピカッと光り、機械的なシャッター音が鳴ると画像が切り取られる。

　スバルのマナー違反な撮影にフェルトは文句を言いたげな顔をしたが、その口が開くより前に携帯の画面を彼女に突きつける。

　そこに表示された自分の姿に、少女の赤い双眸が大きく見開かれる。




「これって……」




「そう、フェルトだとも！　これは時間を切り取って映像を残す魔法器だ。俺の出せるカードはこいつだけ。その徽章と、こいつとで物々交換を申し込む」




　初手から最大のカードを切って、勢いのままに交渉をこちら優位に進める。

　スバルの取った手段は交渉の定石のひとつだ。場合によっては交渉の趨勢をそれだけで決めてしまえる強力な手段。

　もっとも、それはこれ以上に強力なカードはないと暗に宣言するも同然であり、実質スバルは口頭でそれをやらかしてしまっているわけだが、




「なるほど、そりゃスゲーな。で、ロム爺。この魔法器は売ったらどんなもんよ」




　画面を覗き見て、ふんふんと頷いたフェルトのその後の反応はもの凄い淡泊だった。

　目を輝かせるでもなく、携帯電話を手に取るでもない。その効果に対する興味より、彼女の興味は携帯電話自体の高価さにしか向いていなかった。




「男のロマンってのは異世界でも男にしか理解できないもんか！　そうなのか！？」




「ぴーぴー騒ぐなよ、みっともない。ドンと構えてな、自信あんだろ。それで、そこんとこどーなんだよ、ロム爺」




　蓮っ葉な態度というべきか、妙に男らしい態度と言うべきか、フェルトの自若さは揺るぎない。

　見た感じ自分より二つ三つ年下の彼女に対し、スバルは思わず身を傾けて「姐御」と慕ってしまいそうだ。

　男らしさとは遠いスバルの懐中はさて置き、フェルトは隣に立つロム爺に携帯電話の価値を問う。

　彼女は心底、大した興味なさげに携帯の側面に指を滑らせながら、




「アタシとしては魔法器？　みてーなもんがこの宝石付きの徽章より高いなら万々歳だ。そこらへん、見る目は疑っちゃいねーしさ」




「ま、数字でいくらになるかは想像がつかん。儂も魔法器をさばいた経験はないしの。ただまあ、かなりの上物の徽章じゃが魔法器には劣る。――つまるところ、この交渉はお前さんにとってかなり利がある。ってのが儂の結論じゃな」




「そっかそっか、ならま、いいんじゃねーかな」




　ロム爺の太鼓判に気を良くした様子のフェルト。

　やや予定と違う反応ではあるものの、大まかな目的は果たせそうでスバルも満悦。

　しかし、それじゃ早速と手を伸ばしかけたスバルを「待った」とフェルトが制止する。




「カードの切り合いは互いに終了。だけど、アタシの吹っかけはまだ終わらねーぜ？」




「……自分から吹っかけるって宣言されるのゾッとしねぇな。ってか、これ以上に釣り上げようって言われても無理だぜ。なにせ俺は天下無双の一文無し」




「アタシもそこまで悪じゃねーよ。爺さんがこんだけ言ってくれんだ。徽章の価値よりこっちのが上、それは認める。――アンタが切れるカードがないってのは嘘だろけど」




　椅子に座るスバルを、立ち上がって見下すフェルト。

　その赤い双眸は嗜虐的な感情に濡れていて、スバルは内心を見透かされたことに冷や汗を浮かべるしかない。

　交渉のカードとして、最大の効果を持つだろう携帯電話は切った。

　が、スバルの手元にはまだいくつか、この世界には流通していないだろう財貨が残されている。

　財布の中の硬貨や各会員証など、交渉次第ではいくらかの金に換えられるはずだ。いざとなればジャージやスニーカーも、技術提供という意味で換金が考えられなくもない。

　携帯電話はあくまで最大のカードであり、まだ見せ札はいくつか残している。もっとも、それらは本格的に今後のこの世界での生活を支える初期投資になり得るものなので、よほどのことがない限りは切ることのできない札だ。




　――もしも携帯電話で足りないと言われれば、切らざるを得ないカードではあったが。




「安心しなよ、言ったろ？　アンタからこれ以上、巻き上げるつもりはない。アタシはこいつが金に代わればそれで満足さ」




「べべべ別に？　動揺？　とかしてねぇし？　ってか、マジちょっと意味わっかんねし。俺が俺が俺が切れるカードは切ったし？　ビビる必要とかどこにもおろろろろ」




「必要以上に自分に負担かけて折れんなよ！　吐くな！　ご破算にすんぞ！」




　自分で自分にかけたプレッシャーで吐きかけるが、口の中まで巻き戻ったリバースを再び胃へとリバース。

　飲み込んでガッツポーズのスバルに、心底嫌そうな顔でフェルトは後ずさり、




「表に出なかったからいいんだけどさー。持ってきたのが魔法器じゃなけりゃ、今のとこで表に蹴り出してるぜ、絶対」




「それ言い出したら最初に儂が殴り倒して終わりにしとったろーがな」




　がははは、とそれこそ男らしく笑い合う二人。

　胃液で喉を焼かれる痛みを堪えながら、スバルは「おえ」と前置きして、




「で、吹っかけが終わらねぇってのはどういう意味よ？」




「ん？　ああ、簡単な話。アタシの交渉相手は兄さんだけじゃないってこと」




　疑問符を浮かべるスバル。その疑問に答えるようにフェルトは「だから」と指を立て、




「そもそも、アタシがこの徽章をギッてきたのは頼まれたからなんだよ。これ一個で、聖金貨十枚と引き換えるって話でな」




「盗みの依頼が先約かよ！　金貨十枚って、相場がイマイチわかんねぇけど……」




　ちらりとロム爺を見ると、彼はスバルの意を汲んだように頷いてみせ、




「この徽章だと、儂ならうまく流して金貨四、五枚。叩かれて三枚の可能性もある」




「なら、単純に買い取り価格は倍ってことか」




「いや、聖金貨と言ったじゃろ？　市場に流れとる金貨と違って、聖金貨は素材が希少な聖金を使っておるから、価値的には金貨二十枚近くある」




「四倍強かよ！？」




「なにを驚いとる。お前さんが持ってきた魔法器なら、最低でも聖金貨で二十枚。場合によってはもっと出す好事家もおるじゃろ。話にならんぞ」




　イマイチ物価がわかりにくい世界だが、最上と思っていた金貨の上の貨幣が飛び出し、さらにそれで二十枚ともなれば驚きの一言だ。

　思わず、登録者が十人に満たない自分の携帯電話が神器のようにも見えてくる。

　あんまり使い込んでいないから見た目もきれい。友達がいなくてよかった。




「そんな自分の心の慰めはいいとして、こっちのが高値がつくってんなら、盗みの依頼人にはなんて断るんだよ」




「だから、吹っかけるって言ってんだよ」




　フェルトはその小生意気な顔つきを、さらに悪そうな笑顔に歪めて、




「兄さんがこんなバカ高いもんを出したんだ。徽章が欲しいなら、あっちもそれなりの報酬を追加してくるかもしれねーだろ？」




「……つまり、アレか？　聖金貨で向こうが二十枚以上出してきた場合は」




「兄さんはアタシに残りのカードも切って上乗せしなきゃ、勝負は成立しねーな」




　悪そうな、を訂正して悪一直線の顔でフェルトが爽やかに言い切る。

　スバルはここへきて雲行きが怪しくなったのを感じながら、




「んで、その依頼人ってのはどこで、いつ落ち合う予定なんだよ。その交渉のテーブルには一緒につかせてもらえるんだろうな？」




「もちろん。一方的に兄さんが不利になるだけじゃ、アタシの儲けも減るかもわかんねーしな。それと、交渉場所なら心配すんなよ。――ここさ」




　テーブルの端を指で叩いて、フェルトは背もたれに身を預けながらロム爺を見上げる。

　下から逆さの視線を向けられ、ロム爺はいかにも嫌そうな顔をしながら、




「お前、また儂に断りもせんで勝手なことを……」




「だってよー、ロム爺がいりゃ、大抵の相手から暴力って選択肢消せっからさ。この見た目とケンカなんか、考えただけでする気なくなるし」




　同意を求めてくるフェルトに、スバルもロム爺を一瞥してから「うんうん」と肯定。

　二メートル近い筋骨隆々のハゲジジイだ。実際、七十キロ近い体重のスバルが軽々と片手で持ち上げられた実績もあり、見せ筋という可能性はかなり薄い。

　マジメに殴り合いになったら、話にならんだろうなとスバルは結論している。




　一方でロム爺はそんな二人の評価に悪い気はしないらしく、




「仕方ないのぅ。儂がおらんとなんにもできんのか。まったく、嘆かわしい。ミルクのお代わりいるか？　少しなら甘いもんもあるが」




　孫を猫可愛がりするバカなお爺ちゃんみたいな感じになっていた。

　上機嫌のロム爺になみなみとミルクを注がれているフェルト。彼女を見ながらスバルは「しかし」と呆れたため息をこぼし、




「最初からここにその相手を呼んでるってことは、俺のことがなくても値段交渉する気は満々だったのか」




「そらそーだろ。どんだけ苦労したと思ってんだ、これ盗るのに。それにアタシみたいなか弱いのがひとりで相手して、踏み倒されたりしたらどーする。浮かばれねーだろ？」




「か弱い、ねぇ……」




　華奢で小柄なフェルトの外見、そこから判断すれば決して間違った形容ではないが。

　その精神のたくましさと図太さをこうも味わうと、彼女を「か弱い」と形容するにはかなりの抵抗があった。

　さらに思い返せば、彼女はその徽章を盗む苦労の過程で一度、人生終焉のピンチにあったスバルのことを見捨てているのだ。

　どこが精神的に脆いのか、と思い返してムカムカし始める。




「って言うか、お前ってば俺のことひょっとして覚えてないか？」




「？　どっかで会ったか？　っつっても、相当に印象強い出会い方してねーとアタシも暇じゃねーから覚えてねーよ。そもそも、兄さんってかなり地味な見た目してるからな」




　「髪の色と服装しか目立たねー」とフェルトはけらけら笑う。

　その態度に嘘が感じられず、外見の凡庸さをディスられたのも合わせてスバルは愕然。

　異世界では人情は完全に廃れ切っているのかもしれない。強盗殺人の現場をさらっと忘れる精神性がその証拠だ。




　その一方で、何の得にもならない状況でスバルを助けるサテラがいたり、ゲロ吐いてもスバルを追い出さないロム爺もいるのだからわからない。

　異世界でもやっぱり個人差があるのだろう。悪いところだけ見て評価、実にいくない。




「ま、フェルトの残念な記憶力はいいや。で、その待ち合わせ相手はいつくんだ？」




「なんか癪に障る言い方しやがんなー。アタシが日没までに仕事終わらせるって言ったら、日没後にここでって言ってたし……日も沈んだからそろそろ」




　「くるんじゃね？」という会話がフラグになったのかもしれない。

　扉を鋭く、二度叩く音がふいに蔵の中に響き渡った。

　三人が顔を見合わせ、ロム爺が「符丁は？」とフェルトに問うと、




「あ、教えてねーや。たぶんアタシの客だし、見てくるわ」




　跳ねるように立ち上がり、フェルトの姿が入口の方へ。

　勝手知ったる他人の家、という感じのフェルトの振舞いに、スバルは「いいのか？」という意味を込めてロム爺に肩をすくめてみせる。




「ま、知らん仲じゃないしの。付き合いも短くない……用心棒紛いの真似ぐらいしてやるとするか」




　心なしかうきうきと、頼られるのが嬉しいお爺ちゃんが蔵の奥から棍棒を持ち出す。

　長さは竹刀程度で、材質はたぶん木材。だが、先端からはちらほらと棘が突き出していて、見るからに殴られたら致命傷食らいそうな一品だ。




「釘バットっつーかなんつーか、やっぱ異世界でも棍棒って標準装備なんだな……」




　五十ゴールドとひのきの棒を渡されるのが、わりとＲＰＧのスタンダード。

　見た目的にも期待を裏切ってないな、とロム爺の装備を斜めから評価していると、フェルトが変に愛想よく笑いながら戻ってくる。




「やっぱアタシの客だったよ。こっちだ、座るかい？」




　暗にスバルにどけと手振りで指示して、彼女の愛想は背後の相手に向けられる。

　それが交渉相手か、と心持ち緊張しつつ相手をうかがい、スバルは少し驚いた。

　フェルトが招き入れたその人物が、見目麗しい女性だったからだ。




　身長の高い女性だ。スバルと同じぐらいの背丈に、年齢は二十台前半くらい。

　顔立ちは目尻の垂れたおっとりした雰囲気の美人で、病的に白い肌が薄暗い蔵の中でもはっきりと目立つ。

　黒い外套を羽織っているが、前は開けているのでその内側の肌にぴったり張り付いた同色の装束が目につく。細身ながらも出るとこの出たナイスバディだ。

　そしてスバルと同じく、この世界では珍しいとされる黒い髪の持ち主。背を越して腰まで届く長い髪を編むように束ねて、指先でその先端を弄んでいる。




　どことなく妖艶な雰囲気の大人のお姉さんだ。

　スバルにとって縁がない上に、経験値もかなり少ない稀有なキャラである。

　端的に言えば、超ドギマギせざるを得ない。




　精神的に優位をとられて、思わず席をフェルトに譲ってしまうスバル。

　空いた席にフェルトが腰掛け、その左隣に棍棒を携えるロム爺、右隣に緊張が隠せないスバルが立った。

　わりと物々しい出迎えを受けた女性だが、彼女はそれを気にした様子もなく小首を傾け、




「部外者が多い気がするのだけれど」




「踏み倒されたら困るかんな。アタシら弱者なりの知恵だよ。んで、スバル飲み物」




　手振りでこき使ってくるフェルトに、反論すら浮かばず場に呑まれたまま従う。

　比較的汚れていないグラスを選び、ミルクを注いでから二人の前へ。

　給仕するスバルに女性は小さく「ありがとう」と礼を言い、それから値踏みするようにこちらを眺めて、




「そちらのご老体はわかるのだけれど、こちらのお兄さんは？」




　立ち振舞いと雰囲気から、場馴れしていない感を読み取ったのだろう。

　純粋に疑問に思う女性の言葉に、フェルトはさっそく本題に入ろうというのか悪い笑みを作り、




「この兄さんはアンタのライバル。アタシのもうひとりの交渉相手さ」




　と、宣言通りの吹っかけを始めたのだった。
第一章１０　『失言の代償』
「なるほど、事情は飲み込めたわ」




　グラスを傾けて、薄い唇の上の白い跡を舌で舐める女性。

　エルザ、と名乗った彼女の仕草はひとつひとつが艶っぽく、フェルトが状況説明をする間も、たびたび投げかけられる流し目にドギマギしっ放しのスバルだ。




「ま、そんなわけで値段の釣り上げ交渉ってわけだ。別にアタシはどっちが徽章を持ってくんでも構わねーし、高い方に高く売りつけるさ」




「いい性格だわ、嫌いじゃない。――それで、そちらのお兄さんはいくら付けたの？」




　聖金貨十枚、それがあちらの提示した金額だ。

　それと張り合うのだから当然、それ以上の金額を出したと向こうも思っている。

　ここでもひよった態度はマイナスだろうと決断し、スバルは三度、携帯の撮影機能を発動。焚かれたフラッシュが蔵を切り裂き、エルザの姿を画面に切り取る。




　スバルの行動に眉をかすかに寄せつつも、それ以上のリアクションのないエルザ。

　その彼女に携帯の画面を見せつけて、




「俺が出すのはこの魔法器だ。たぶん、世界に一個しかないレアアイテム。そこの筋肉爺さんの話じゃ、聖金貨で二十枚は下らないってお墨付きだぜ」




「魔法器……」




　画面に映る自分の姿を眺めて、エルザは眼前の携帯を前に納得の頷きを作る。

　スバルの手段が物々交換で、しかもそれがハッタリでないことは伝わったのだろう。彼女は懐から小さな革袋――おそらく、そこに報酬の聖金貨が入っているのだろう。

　それをテーブルの上に置く。金属同士が擦れ合い、重厚感のある音が袋越しに届く。

　猫のように目の瞳孔が細まるフェルトと、それをたしなめるロム爺。その傍らで相手のアクションを待つスバルに対し、エルザはテーブルの上でその白い指を組んだ。




「実は私も、依頼主からある程度、余分なお金を渡されているの。もしもあなたが渋るようであれば、少しの上乗せも考える意味でね」




「依頼主……ってことは、エルザさんもフェルトと一緒で徽章を受け取るように頼まれただけってことか？」




「そうなるわね。欲しがってるのは依頼主の方。……あなた、ひょっとしてご同業？」




　魔法器と引き換えに徽章を欲しがるスバル、そんな彼にエルザは疑問を抱いたらしい。

　ご同業、と聞かれてもそもそもエルザの職業がわかりにくい。

　頼まれて受け取りにきてるくらいだから、宅配業者みたいなもんだろうか。どちらにせよ、




「俺と同業ってことは、無職ってことになるぜ！」




「で、その無職のお兄さんは飛び出るような値段をつけた。アンタの飼い主はどんぐらいの値段が付けられるんだい？」




　フェルトの挑発めいた口ぶりに、エルザは黙って袋の口を開ける。

　逆さになった革袋から吐き出されるのは、眩い白銀の輝きを放つ聖金貨だ。

　重なり合う金属音にフェルトが瞳を輝かせ、ロム爺すらもかすかに喉を鳴らす。対するスバルは輝きよりも、その枚数を数える方に意識がいっていた。

　その数は間違いがなければ――、




「二十枚、ジャスト」




「私が雇い主から渡されている聖金貨はそれが全て。上はそれで払い切れるとあなたを値踏みしていたようだけど……少し厳しいかしら」




　問いかけはフェルトの背後、ロム爺に向けられていた。

　ロム爺は聖金貨の枚数を数えると、不安げな顔をしているスバルを見下ろして笑う。




「そんな幼子みたいな顔するもんでない。男がみっともないったらないじゃろ。……確かに聖金貨二十枚、法外な報酬じゃ。じゃが、儂は聖金貨二十枚は下らんと言ったはず」




　でかくてごつごつした掌が、乱暴にスバルの短い黒髪を掻き回す。

　酔いが残ってる上でシェイクされて、気分最悪に傾くスバルだが、




「儂の見立てじゃ、この交渉はスバルに傾く。お前さんと雇い主には悪いが、この金貨は袋に戻して帰ることじゃな」




　無骨な掌で聖金貨を押し返すロム爺の言葉に、最悪の気分は一気に最高潮へ切り替わる。

　フェルトは異存なしと手を万歳し、エルザもまたさほど気落ちした様子もなく肩をすくめた。思わず立ち上がってガッツポーズしたスバルのリアクションがちょっと浮いたほど。




「なんだよ！　いいだろ、別に！　嬉しかったんだよ！　ある意味じゃ、こっちで初めての目的達成だっつの！　ガッツポーズくらい、なあ！？」




「別になんにも言ってねーのにはしゃぎすぎだよ、兄さん。アタシは儲かればそんでいーし」




「私の雇い主も、別にそれが手元になくても構いはしないはずだから。そこまで食い下がる必要はないの」




　赤面するスバルをからかうフェルトに対し、腰を上げたエルザは淡々としている。

　交渉敗北の負け台詞を期待していたわけではないが、依頼を果たせなかったわりにそれを気にした風でもないのが気にかかった。




「あー、悪いな、エルザさん。たぶん、怒られたりしちまうよな」




「仕方のない話よ。私に落ち度があるならともかく、この場合は雇い主が支出を少なく済まそうなんて考えたのが悪いのだし」




「聖金貨二十枚持たせて少ないじゃ、ちょっち浮かばれんのぅ」




「ま、アタシの運気が絶好調すぎたんだな！　こりゃアタシの時代が到来したか？」




　エルザに同情的な男性陣に反して、フェルトの態度は空気を読まないこと甚だしい。

　ともあれ、これでスバルを悩ませていた交渉も成立したとみていいだろう。

　それはとりもなおさず、この世界で初めてスバルを助けた恩人、サテラへの義理立てが成りそうだという希望の一歩でもあった。




　本来であれば、サテラから徽章を盗んだフェルトや、それを依頼したエルザのことをサテラに告げるべきなのだろうが、実質的な損害はサテラの精神力とスバルの携帯のみ。

　ほんの少ししか話していないが、彼女らを豚箱へブチ込む強靭な精神はスバルにはなかった。

　日和見主義、ここに極まれりである。




「それじゃ、交渉は残念な結果だったけれど、私はこれで失礼するわね」




　立ち上がるエルザを皆で見送る。

　最後に残ったミルクを飲み干して、またもエロい舌動作でそれを舐め取ったエルザは、ふと思い出したようにスバルを見据えた。

　その黒瞳がまるで締めつけるように、スバルの胸の内に絡みつく。




「――そういえば、あなたはその徽章を手に入れて、どうするの？」




　どこか低い、感情の凍えた問いかけだった。

　その響きは甘くスバルの鼓膜を脅迫し、偽証を禁じるように彼に届いた。




「……ああ、元の持ち主に返すんだよ」




　言ってしまってから、スバルは自分の明らかな失言に気付いた。

　盗んだ少女と、その盗みを依頼した人物の目の前で、盗まれたものを盗まれた相手に返すと宣言したのだ。

　それは敵対宣言にも等しい宣告であり、




「――なんだ、関係者なのね」







　――エルザの冷たい殺意を実行に移させるのに、十分な意味を持っていた。







「う――！？」




　横合いからの突然の衝撃。

　腰あたりを打った威力に体が横滑りし、スバルは受け身も取れずに地面を無様に転がった。

　痛みと衝撃、回る視界の中で、とっさに地面を叩いて顔を上げると、自分の腰には抱きつくようにフェルトがしがみついていた。




「なにを――」




「バカか！？　避けろよ、死ぬ気か！？」




　しやがる、という罵声はそれを上回る怒声によってかき消された。

　驚きを浮かべるスバル、そんな低い姿勢からの視界に、こちらを向いて立つエルザが見える。




「あら、避けられたわね」




　と、不思議そうな顔で首を傾けるエルザ。

　その彼女の手には、不釣り合いな凶器が鈍い輝きを放ちながら握られている。




　――ククリナイフ、というスバルの知識がその凶器に該当するだろうか。

　刃渡り三十センチ近いナイフ、その刀身はくの字に折れており、俗に内反りとされる刀剣の一種だ。先端の重みで斧のように、獲物を断ち切る武器と聞いたことがあった。




　その刃を振りかざし、エルザは先ほどまでと変わらない微笑みを浮かべている。

　体勢からして、一度はその刃が振り切られたのだろう。だとすれば、その軌道上にいたスバルを助けたのは、飛びつくようにして守ってくれたフェルトということだ。




　一瞬の、しかも意識の外の攻防で自分の命が左右された事実に、スバルの脳を遅すぎる恐怖が駆け巡った。

　警鐘が鳴り響き、心臓が早鐘のように血液を送り出す。全身が心臓になったような鼓動の音を聞きながら、スバルは体を支える腕の震えを止めることができない。




　そんなスバルの醜態を余所に、事態はそれでも動き続ける。




「おおおおおおおお――ッ！！」




　雄叫びを上げて、凶刃を振るったエルザに飛びかかったのはロム爺だ。

　彼は交渉の間も手放さなかった棍棒を振りかざし、その棘つきの凶器でエルザの頭蓋を叩き割りにかかる。

　振り下ろされる棍棒の速度は尋常ではない。

　重さ十キロは下るまい鈍器を小枝のように振るうのは、まさしく巨人族の膂力あっての離れ業だ。




　棍棒が蔵の地面を直撃し、衝撃で建物全体が揺れるような錯覚を覚える。

　弾けた床の木材と、散らばっていた盗品類がその余波で吹き飛び、へたり込むスバルの眼前で常識の枠を超えた戦闘が始まった。




「巨人族と殺し合うのは初めてよ」




「抜かせ、小娘。――挽肉にして、大ネズミの餌にしてやるわ！」




　横殴りに振られる棍棒の一撃は、確かにロム爺の宣言通りの威力を備えている。

　あの凶器に速度と威力が乗れば、下手な防御など紙の盾以下の性能しか持つまい。足場の少ない室内で、逃げ場を塞ぐように棍棒を打たれればそれだけで致死の脅威だ。




　しかし、一方でそれと向かい合うエルザの技量も異常の領域にあった。

　片手にぶら下げたククリナイフを揺らしながら、その致死の暴風の中に彼女の黒影は滑るように回り込む。

　巻き込まれれば殴殺を免れない凶器を前にして、それこそ本当の意味の紙一重で、彼女は身をかわしながらロム爺を翻弄しているのだ。




　マズイ、と本能的にスバルは思った。

　このままではヤバい、と何かが決定的な警鐘を鳴らしている。




「ヤバい……」




「大丈夫だ。ロム爺がやられるはずがねー！　アタシが物心ついてからずっと、ロム爺がケンカで負けるとこなんか見たことねーんだから！」




　唇を震わせて不安を口にするしかできないスバルに、フェルトは自分を鼓舞するような勢いで信頼を叫ぶ。

　彼女の言葉には月日が積み重ねた、覆し得ない信頼があった。

　軽口を叩き合いながらも、互いを尊重し合っていた二人の関係はその短くない月日が生み出したものなのだろう。

　だが、信頼を叫ぶ彼女と違いスバルは悲観的だ。

　これは彼女が今までに見てきた『ケンカ』ではない。『殺し合い』だ。




「――食らえい！」




　スバルの不安が形になる前に、戦闘の方に変化が生じた。

　ロム爺が雄叫び、テーブルを蹴り上げる。さっきまで交渉の舞台となっていた木造のテーブルは粉々に砕け散り、木屑をまき散らしてエルザの前面を覆い尽くす。

　破損した木材のカーテンだ。




　その向こう側目掛け、ロム爺の棍棒が渾身の力を込めて放たれた。

　上段から手加減抜きで打ち込まれる一撃は、それだけで乗用車すら叩き潰しかねない威力が込められていた。だが、




「――ロム爺！」




　悲痛なフェルトの叫びが、彼女の喉から発せられていた。

　そしてその叫びの結果をスバルは見た。




　くるくると、回転しながら吹き飛ぶのは棍棒を握りしめたままのロム爺の右腕だ。

　太くたくましいその腕が、肩口から切断されて宙を舞い、血をまき散らしながら壁に叩きつけられる。

　部屋中にぶちまけられた血の雨を、スバルもフェルトも頭から浴びた。だが、その鮮血に意識を向けている暇はない。




「せめて、相打ちに――ッ」




　右腕を肩から断たれて、ホースから水を流すように血をこぼすロム爺。

　彼はその巨体を前に飛ばし、傷口を押さえることもせずに残った腕でエルザを狙う。

　粉砕されたテーブルが床に落ち、その向こうでエルザは刃を振り切った体勢だ。




　ククリナイフの刃がひるがえるより、ロム爺の巨躯がその細身を押し潰す方が早い。

　そんな儚い、ロム爺の命懸けの吶喊は、




「言い忘れていたけれど――ミルク、ごちそうさまでした」




　エルザの反対の手に握られていた、割れたグラスの一閃によって阻まれていた。
第一章１１　『遅すぎる抗い』
　グラスの鋭利な先端には血の滴が浮かび、それは元を辿ればロム爺の喉に行き着く。

　腕を失い、喉を切り裂かれたロム爺は血の泡を大量に口から吹きこぼし、その灰色の目から光を失って地面に倒れた。

　痙攣する体にはすでに力はなく、その身から命が失われたことに疑いはない。




　倒れ込んだ巨体に対し、エルザはまるで敬意でも払うように優雅に一礼する。

　まだかすかに震えるロム爺の足下、そこに最後の凶器となったグラスを置き、




「お返しするわ。もう必要ないから」




　酷薄に言って、手の中のククリナイフを旋回。

　刀身を赤く染める血を払い、その先端を改めてエルザは二人に向ける。




　その場にへたり込むスバルは言葉もない。

　ただただ、たった今、目の前で行われた残酷なまでの殺戮に意識を奪われていた。

　ほんの数分前まで、言葉を交わしていた相手が死んだのだ。それも事故や病によって奪われたのではなく、明確な他者の悪意によって。




「――あら、あなたの方が勇気があるのね」




　動けないスバルは、エルザのその感心したような声を聞いて顔を上げた。

　手足に意思の伝わらないスバル。そんな呆然自失の彼の前に、震える膝を鼓舞するように叩いて立ち上がるフェルトの姿があった。

　足を真っ直ぐに伸ばし、彼女は血を浴びた己の金髪を後ろに撫でつける。




「よくも、やってくれやがったな……」




　背後のスバルにはその表情は見えない。

　しかし、彼女の絞るようなその怨嗟は、涙声では決してなかった。




「余計に手向かうと痛い思いをするかもしれないわよ」




「反撃しなくても殺す気だろーが、クソサディストめ」




「動かれると手元が狂うかもしれないの。私、刃物の扱いが下手だから」




　手の中のナイフを器用に回転させ、ナマス切りの予行演習をしてみせるエルザ。

　対するフェルトの両手は無手で、勝ち目などあるはずもない。




　声を出すべきだと、スバルの脳は結論を出していた。

　声を出し、エルザの注意をこちらに引きつけ、フェルトの逃走の時間を稼ぐべきだと。

　せめて彼女が誰かを呼ぶ時間を、あるいは彼女だけでも逃がす時間を作らなければ。




　彼我の戦力差を乏しい経験値で分析し、その結論をスバルは得ていた。

　にも関わらず、その喉は凍りついたように音を発さない。

　手足には闘志は伝わらず、ただカタカタと怖気づいたように震えているばかりだ。




「……悪かったな、巻き込んで」




「……お、おれは」




　動けないスバルにフェルトが投げかけたのは、小さくか細い謝罪の言葉だった。

　それを聞いたスバルは弾かれたように顔を上げ、本来ならば出さなければいけなかった叫びも忘れて、まるで許しを乞うような泣き言の走りだけを口にする。




　そして、そんなスバルの感傷をフェルトは永遠に置き去りにして駆け出した。




　踏み込みの音は高く、飛び出す身は羽のように軽い。

　フェルトが走り出す――次の瞬間、蔵の中をまさしく突風が吹き荒れた。




　疾走の直後、スバルの目にはフェルトの姿が消えたようにしか見えなかった。

　スバルの視界から消え、次にフェルトの姿が出現したのはエルザのすぐ側、フェルトの速度に目を見開くエルザの横っ腹に、その細い足がめり込んでいた。




　一撃を入れて、フェルトの体は跳ねるように飛び退き、再び風にトップスピードを乗せる。

　空間の限られた蔵の中にあって、壁すらも大地として扱う彼女の動きは変則的ですさまじい。さしものエルザもその曲芸じみた技に驚きを禁じ得ず、




「風の加護。ああ、素敵。世界に愛されているのね、あなた。――嫉ましい」




　恍惚をはらんだ微笑が一転、どす黒い憎悪を瞳に宿し、エルザの腕がしなってうなる。

　ただそれだけで、




「――あ」




　――空中で肩から撫で切りにされたフェルトが、受け身も取れずに地面をもんどりうって転がっていく。




　傷口は左肩から右の脇まで抜けており、その深さは骨を断って内臓にまで達している。

　仰向けに倒れる体からは、拍動に合わせて噴水のように血が噴き出し、痛みと斬撃のショックで意識がすでにないのだろう、ピクリとも彼女は動かない。

　そのまま数秒で血は勢いを失い、それは彼女の生命の終わりをも無言で明示していた。




　体は動かない。

　倒れるフェルトの側にいって、その傷口を塞いでやりたい。

　それがあまりにも遅すぎるというのなら、せめてその開いた瞼を閉じさせてやりたい。

　それすらも体は拒絶し、ただただ血液を痛みとともに全身に送り出すだけの無為な機関と化している。




「お爺さんと女の子は倒れ、なのにあなたは動かない。諦めてしまったの？」




　いっそ憐れむような声音で言って、エルザは呆然自失のスバルをつまらなそうに見る。

　近づいて、ナイフを一閃するだけで全てが終わる。そんな結果が見えているからだろう、彼女の仕草には欠片の緊張もなく、いっそ欠伸を噛み殺すような態度すら垣間見えた。




　そんなエルザの態度に、堪え切れない怒りを感じる。

　出会って間もない、ほんの小一時間程度の絆でしかない。

　だが、それなりに会話して、それなりに心情をぶつけた相手だ。それをあっさりと殺しておいて、なんら呵責を得ていないその態度が許せない。

　そして何より、唾棄すべき相手を前にして、二人を見殺しにした自分が何より許せない。




　遅すぎる怒りが、スバルの手足に動く原動力をもたらしていた。

　震える四肢を地につき、獣のような姿勢でどうにかこうにか立ち上がるシークエンスに入る。体の震えは怒りと恐怖のどちらが理由か、あるいはどちらもか。




「ああ、やっと立つのね。遅いし、つまらないけど、悪くはない」




　ククリナイフを構えるエルザに向かって、牙をむいたスバルが全身全霊で襲いかかった。

　飛びかかり、ただ限界を超えて振るわれる腕力で叩き伏せる。

　その吶喊は、




「でも全然ダメ」




　鼻面を叩き潰すような彼女の肘打ちによって、真正面から返り討ちにされていた。

　身を回し、最小限の動きで肘を叩きつけ、のけ反るスバルの身を長い足が弧を描いて直撃、その体を軽々と背後へと吹っ飛ばす。

　散らばっていた陶器類の棚へ激突し、破片をばらまきながらスバルは転倒。




　たった一瞬のその攻防だけで、鼻と前歯がおしゃかにされた。蹴りの直撃を受けた脇腹も尋常でなく痛み、骨の何本かは持っていかれた感覚がある。

　それでも拳を地面に叩きつけ、間髪入れずに立ち上がる。脳内麻薬が全身を駆け廻り、かつてない痛みをそれと認識させない。

　興奮状態の荒い息に任せるままに、スバルは再び考えなしの特攻――返り討ち。




　振り乱した腕はエルザに届かず、しなる腕が峰を返したナイフでスバルの肩を砕く。

　苦鳴が上がるのをわずらわしいとでもいうように、顎を真下から蹴り上げられて強制的に叫びが中断、折れた前歯がこぼれ落ち、くずおれるスバルをエルザが見下ろす。




「てんでダメ。見たまま素人で動きは雑。加護もなければ技術もなく、せめて知恵が絞れるかと思えばそれもなし。いったい、どうして挑むのかしら」




「うるぜえな……意地があんだよ……ごんだげ、やられっだらなぁ」




　鼻が折れているせいで、罵声ひとつまともに紡ぐことができない。

　今のカウンターで腕がやられて、左肩から先がぷらぷらとしている。痛みは感じないが耳鳴りが酷い。憤怒と戻ってきた吐き気を思うさまに口からこぼして、ふらふらと立ち上がる。

　その姿は満身創痍。勝算はゼロで、一矢報いれる可能性すら万にひとつ。

　光明の欠片も見えない状態で、それでも立ち上がるスバルにエルザは小さく吐息し、




「飛び抜けた気骨だけは認めてあげる。それがもっと早くできていれば、この子たちも少しは違ったかもしれないけれど」




　片手に下げたナイフで、切り捨てられた二人の死体を示してみせるエルザ。

　その先端の動きにつられて二人の死体に目をやり、スバルは突如として生じた違和に眉を寄せた。




　何故だろうか、この光景に、見覚えがあるような気がする。




　血の海となった盗品蔵。片腕を失い、首を断たれて倒れる巨体。そして灯の消えた薄暗い室内に、鈍く輝く赤銅の刃――。

　スバルの脳裏を、電撃的にある考えが過った。それは――、




「終わりにしましょう。天使に会わせてあげるわ」




　赤い唇を舌で舐めて、蠱惑的な微笑みが闇に溶ける。

　影に沈んだとしか思えないような歩法に、脅威を見失うスバルの喉が呻きを上げた。




「ど、どごだ……！？」




　せわしなく周囲に視線を走らせ、音に気配に神経を尖らせて出方をうかがう。

　その様子はまさに、猛獣に狩られるのを待つだけの弱者の醜態に他ならない。エルザからすれば興醒めするほど、無防備にまな板の上で寝そべる鯉のようなものだっただろう。

　故に、影から抜け出すように現れた彼女の斬撃は鮮やかなほどまっすぐで、




「な――！？」




　狙いを腹だと断定していたスバルに、間一髪の回避を間に合わせていた。




　短く後ろに飛び、身を引きながら腹を引っ込め、横薙ぎの刃をかすらせるにとどめる。腹の皮が薄く裂かれ、鋭い痛みが走るのを、歯を噛みしめて根性で我慢。




「っっっっっるるるぁぁぁぁ！！」




　そして渾身の回し蹴りが、エルザの顔面を真横から打ち抜いていた。

　腰をひねっての会心の一発、すさまじい足応えに『一矢報いてやった』という確かな実感が胸中を駆け巡る。そして、




「ああ、今のはとても、感じたわ」




　エルザが腰から引き抜いた二本目のククリナイフが、スバルの胴体を七割ほどかっさばいて血と内臓をぶちまけていた。




「――あ？」




　一歩、二歩、よたよたとよろめきながら歩き、肩から壁にぶつかり、滑るように崩れ落ちる。見下ろす眼下、腹部からはとめどなく血が溢れ出し、腹圧に耐えかねて中身がこぼれ落ちそうになっている。

　震える片腕でその中身を腹に戻そうとするが、こみ上げてくる血塊に遮られ叶わない。




「驚いた？　すれ違いざまにお腹を開いたのよ。これだけは私、得意なの」




　笑いながら言って、エルザが血の海を水音を滴らせて歩き渡る。

　彼女は言葉もなく苦鳴だけを吐き出すスバルの側にくると、どす黒い血の中にこぼれる臓腑を愛おしげにうっとりと見つめて、




「ああ、やっぱり――あなたの腸は、とてもきれいな色をしていると思ったの」




　この女は、異常だ。頭がおかしい。

　脳内麻薬すら誤魔化し切れない激痛に視界がかすみ、いつしかスバルの体は床に横倒しになっていた。

　その体勢のまま、震える腕がゆっくりと伸び、目の前のエルザの足を弱々しく掴む。




「ぁぅ……うぁ」




「痛い？　苦しい？　辛い？　悲しい？　死んじゃいたい？」




　足首を掴まれたまま、エルザはその膝を折るとスバルと視線を合わせる。

　その瞳は恍惚としていて、今まさにひとりの人間の命を刈り取ろうとしていることに、何の感慨も抱いていない。いや、感慨を抱いてはいる。

　これ以上ない、幸福としてだ。




「でも簡単にはダメ」




　嫣然と微笑み、彼女はしゃがんだままでその凶刃を振った。

　そして、それがスバルが見た最後の光景だ。




　斬撃が鮮やかに走り、スバルの顔を掠めるように横断する。その結果は、




「――――――――――――――っががあああぁ！？」




　両の瞼を切り裂かれて、永遠に光を失うというものだった。




　地に倒れ伏したまま、スバルは深々と切られた双眸に手で触れる。

　血と涙が混ざり合い、絶叫を上げる口からはとめどなく吐血を繰り返し、腹の中身はそれこそ血と臓物とが全てこぼれ落ちたような欠落感に襲われている。




　生きているのが不思議な状態。生きているのが地獄の状態。

　そんな己の姿を、見ることすらできない、いつ死ぬのかわからない瀕死の状態。




「ゆっくり、ゆっくり、ゆっくり、ゆっくり、ゆっくり、悶えて」




　なぶるように、ねぶるように、悼むように、愛しむように、慈しむように、エルザの声が終わっていくスバルの鼓膜をゆるやかに叩いている。




　痛みが、苦しみが、怒りが、悲しみが、ただただ漆黒の恐怖に塗り潰される。

　視界の利かない世界で、いつ命の灯火が消えるのかわからない世界で、スバルの空虚となった心を支配するのは、ひたすらに襲いくる死への恐怖のみだった。




　いつ死ぬ？　いつ死ぬ？　まだ生きているのか？　死んでいるんじゃないのか？

　なにが生を定義する？　こんな虫以下の状態を生きていると呼べるのか？　生死を掌でもてあそばれている今を生きていると呼べるのか？

　生死ってなんだ？　死ぬってどうして恐いんだ？　生きるのは必要か？　否か？

　恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い恐い。




　とめどなく押し寄せてくる、絶対的な死への本能からの拒絶。

　それがもはや終わりに手をかけたスバルの脳を埋め尽くし、鎖された視界が真っ白に染まり、




　――あ、死んだ。




　そんな感慨を最期に、ナツキ・スバルの命はあっけなく潰えた。
第一章１２　『再会の魔女』
「――兄ちゃん、ボーっとしてんなよ。リンガ、食うのか？」




　意識が覚醒した瞬間、スバルの目の前にあったのは赤く熟した果実だった。

　リンゴそっくりなそれを見て、ふとそれは知恵の果実などとも呼ばれているよな、と益体もない思考が走る。

　食べることで、楽園から追放されるような禁断の果実。

　もしも齧りついたのなら、このわけのわからない状況から救い出してくれるのだろうか。




「おい、兄ちゃん？」




　中年が眉をひそめて、何のリアクションも起こさないスバルに声をかけてくる。

　それをどこか判然としない意識の縁で見やり、それからスバルは飛び跳ねるように顔を上げた。周囲に視線をめぐらせる。




　昼下がりの通り、場所は露天商の前だ。

　八百屋のような店構えの中には、あちらこちらに色とりどりの野菜や果実が並べられている。そのどれもに見覚えがあるようで些細な違いがある。

　通りはむせ返るような人ごみでごった返していて、元の世界ではあり得ない髪の色や文字通りあり得ない人種が当然のように行き交っていた。




　その何もかもが静かな喧騒に満たされていて、スバルは自分の頭を掻き毟る。

　動く左腕が腹部に触れて、そこに何の異常もない肉の感触を感じ取り、内臓がこぼれたような形跡も、双眸を切り裂かれたような痕跡も、何もないのを確認した。




「もう、わけわっかんねぇ……」




　それだけ呟き、スバルはこみ上げてきた吐き気と目眩に翻弄され、膝から崩れ落ちた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「水だ。飲めるか？」




　差し出された陶器を受け取って、スバルはそこに注がれた水をちびちびと舐める。

　水はきんきんに冷えていて、舌先から乾いた口内にしみるように広がり、陰鬱に沈んでいた気持ちにもいくらかの安堵を与えてくれた。




「ああ、うめぇ。ありがとう。――おやっさん、超いい人だな」




「よせやい。店先でぱったり倒れられてみろ。うちの商品食って倒れられたみたいで笑い話にもならん。日陰で落ち着くまで休んでろよ」




　照れるでもなくそう言って、スカーフェイスの店主は店内の方へ戻っていく。

　その背中を地べたに座ったまま見送り、スバルは通りの端で店の壁に背を預けながら深く息を吐いた。

　目眩を起こし、倒れかけたスバルを助けてくれたのは、そろそろ見慣れた八百屋の店主だった。

　その無骨な見た目に似合わず、彼はスバルの様子を熱中症だと判断すると、テキパキと濡れたタオルや飲み水を用意し、こうして日陰の休息所まで運んでくれたというわけだ。

　誰でも見た目で判断してはならないものだ。筋骨隆々のハゲジジイが好々爺である場合もあれば、色気たっぷりのお姉さんが快楽殺人者であったりもするのだから。




「腹と目、やられたはずなんだがなぁ……」




　呟き、瞼に触れてきっちり光を感じているのを改めて確認する。

　腹の傷ももちろんないし、砕かれたはずの左肩も健在だ。またもやケガの一切を治療されて、こだわりでもあるのか八百屋の店先に放置されたらしい。




「それにしても……あれは……参ったな」




　瞼から手を離し、離れた手を眼前へ持ってくる。

　その指先はなににも触れていないにも関わらず、細かな震えを発していた。それは指先から次第に腕へと伝わり、しまいには全身を襲う悪寒と化してスバルを締めつける。

　思い出しただけで歯の根が噛み合わず、スバルは立てた膝の間に頭を入れて、喧騒すら置き去りに迫ってくる恐怖に体を震わせた。




　おぞましく、得体の知れない、どうしようもなく理不尽な、絶望の体現だ。

　あれほどの殺気にさらされたことなどなければ、あれほど痛みを伴う暴力を振るわれた経験もなく、あれほど肉体を破壊された記憶などあるはずもない。




　知人と自分の命を奪われて、こうして縮こまっていることしかできないほど、スバルの心はあの恐怖に壊し尽されていた。

　あの常軌を逸した存在と向き合うことなど、考えることすら拒絶する。




「考えんな考えんな、馬鹿馬鹿しい。どうにもならねぇよ、どうにもできねぇよ。死ぬんだ、あんなの。死ぬしかねぇじゃねぇか、あんなの。命拾っただけめっけもんだろ？」




　誰にともなく同意を求め、スバルは必死で許しを乞う。

　脳裏を、惨殺されたロム爺が、撫で切りにされたフェルトの最期がフィードバックする。

　その後に続くのは切られ、砕かれ、開かれ、光を奪われた痛みと恐怖の記憶だ。




　吐き気と濁り切った負感情がこみ上げるのを感じて、とっさにスバルは持っていた陶器の水を頭から被る。

　大した量ではなかったが、それでも頭全体に冷や水を浴びせるには十分な量だった。

　前髪から滴る水を手で払い、スバルは何度も顔を叩いて気持ちを切り替えようとする。




「切り替えろ、そーだ、パーっとな。簡単な話だ。あんな場所のことなんか忘れちまえ。それよりもやることも考えることも山ほどあるはずだぜ、俺。たとえば異世界、生きていく方法を考えなきゃならん。悩んでる間に面倒事が起きて、そんでそこを……」




　――助けてもらって、その恩を返したくて、死ぬような思いまでして。




「だから、そうじゃねぇって、言ってんのに」




　考えないようにしようとしても、銀髪の少女はスバルの記憶で輝き続ける。

　もともと、この世界でスバルの身に起きた出来事の大半は彼女を切っ掛けとしている。だから彼女を意識から外して、この世界のことを語ることはスバルにはできない。

　だが、彼女を思い返せば、それは巡り巡って最終的にはあの苦痛と絶望の記憶に辿り着く。




　思考は負の螺旋を繰り返し続けていた。

　震えは止まず、堂々巡りを続ける陰鬱な思考は光明さえ見出せない。

　なにをどうすれば前に進めるのか、立ち止まったままでいないで済むのか、その糸口すらも今のスバルには掴めないでいた。




「兄ちゃん、そろそろ気分はどうだ？　ちょっとはマシになったか？」




　店先から顔だけを覗かせて、スカーフェイスが面倒見もよくそう聞いてくる。

　悪ぶっていたわりに、自然な気遣いをしてしまうあたりに人の好さが滲み出ている。そんな彼の好意に甘えっぱなしではいけないと、スバルはとにかくここを離れようと思う。




「ああ、なんとか少し落ち着いたと思う。迷惑掛けてすんませんでした」




　どうにかこうにか無様にならないように立ち上がり、空になった陶器を店主へ返す。受け取った店主は何か物言いたげな顔をしたが、それ以上は追及もしてこない。




「礼はいずれ必ず」




「いらんよ。それなら金のあるときに、うちのリンガでも買いにきてくれ」




　神妙な顔のスバルの肩を軽く小突いて、店主は手を掲げると店に戻っていった。

　そんなサバサバした態度に好感を抱きつつ、スバルは深呼吸をして通りに踏み出す。人通りはスバルが体育座りでいじけている間も変わらず動き続け、露天商の立ち並ぶ大通りの賑わいに陰りは見られない。




「……盗品蔵に」




　行くべきなのだろう、とは漠然と思う。

　思いはするが、その方向に足が向くことはない。そちらへ行くということは、あの恐怖に向き合うということだ。

　まかり間違って再び、『エルザ』と遭遇することがあれば、そのときこそスバルは拾った命をドブに捨てることとなるだろう。

　異世界に召喚されて、何ひとつやり遂げることなく、ただ朽ち果てるだけの終わりだ。




「はっ。それは、このまま逃げられてもおんなじことか」




　自嘲の言葉と笑みが浮かび、スバルはポケットに手を入れて歩き出そうとする。

　盗品蔵とは反対の方向だ。それがスバルの出した結論。

　なにもかも投げ出し、諦観の海に沈んで、受けた恩義も忘れて見て見ぬふりをする。

　ここにくる前だってそうやってきた。もともと、事無かれ主義なのだ。貸し借りだなんて人との接点、面倒くさいと思って生きてきたはずだ。

　それがどうして今さら――。




「え……？」




　顔を上げて、逃避の一歩を踏み出す瞬間、スバルの口から困惑の声が漏れていた。

　見開く視界の中、行き交う人波が立ち止まるスバルを避けるように通り過ぎる。爬虫類の肌を持つ長身がいて、スバルの腰ほどまでの背丈の獣人がいて、桃色の髪をした若い踊り子がいて、六本もの剣をぶら下げた剣士がいて、







　――白いローブを羽織り、銀髪を揺らして歩く少女がそこにいた。







　少女は立ち止まるスバルを一瞥して、その体が触れないように身をずらして隣を通り過ぎる。

　ひとつに束ねた長い銀髪が揺れ、風にまじる花の芳香のような匂いが鼻孔をくすぐる。アメジストの意思の強そうな瞳はすでにスバルを見ておらず、ただ真っ直ぐに自分の進むべき道を見据えているような鋭さを秘めていた。




　その凛とした佇まいに変わりなく、その震えるような美貌に陰りなく、求め続けた彼女の存在がスバルの目の前を通り過ぎようとしていた。




「ま――」




　とっさに声が出ず、喉の奥で音を詰まらせて行き過ぎる背中に追いすがる。

　すいすいと、人波を縫うように歩き抜ける少女。逃げる銀髪を戸惑いと困惑、混乱の意識の中で追いかけながら、スバルは泣きそうな声で呼びかける。




「ちょ、待って……待ってくれ……っ。頼む、待って……」




　一瞬、こちらを見た彼女の瞳は他人を見るかのように冷たかった。

　ほんの数時間、彼女にしてみれば行きずりの相手だ。最低限の警告すら守らず、自らの身を危険にさらした憎むべき相手でもあったかもしれない。

　そう思われているかもしれなくても、スバルは彼女の背中を追いかける。

　どんな風に思われているかわからない。ならばせめて、どう思っているのか言ってほしい。

　想像するしかない想いに傷つけられるくらいなら、痛みを伴う現実に傷つけられた方がずっとマシだ。




「待ってくれ。――サテラ！」




　彼女を引き止めて、どんな言葉を交わしたいのか。

　己の中で明確な答えが出た瞬間、スバルは彼女の名前を思い出したように叫んでいた。




　その叫びは通りの喧騒を正しく切り裂き、遠ざかろうとしていた背中にまで届く。

　ぴたり、と足を止める銀髪の少女。

　その立ち止まった少女に人込みをかき分けて歩み寄り、彼女の細い肩に手を触れる。




「無視、しないでくれ。いなくなったのは本当に俺が悪かった。でも、俺もわけがわからなかったんだ。あのあとも盗品蔵まで探しにいったし、それでも会えなくて……」




　肩に触れられたサテラが驚きを顔に浮かべる。

　振り返った彼女に対し、口を開けば飛び出したのは言い訳の言葉ばかりだった。早口で、傷つけられるのを恐れるような自己弁護。

　それは彼女のスバルを見る、あまりに透徹した眼差しが原因だったのかもしれない。




　しかし、そんな眼差しを向けられながらも、スバルは焦燥感とは別に安堵感も得ていた。

　一見したところ、サテラの体には目立った外傷は見当たらない。スバルと同じで、あの盗品蔵での一件のあと、彼女もまた何者かの治療を受けたということなのか。あるいは自分で治したのかもしれないが、何より重要なのは、




「ごめん、自分のことばっかだ。……でも、無事でよかった」




　二人、またこうして出会えたことが何より嬉しかった。

　そうと思えば、次に気にかかるのは彼女の同行者――パックの安否だ。特にスバルは彼に対し、謝罪しなければならないことが多すぎる。

　男と男の約束を守れなかったのだ。それは責められて然るべき罪だった。




「あなた……」




　早口のスバルが口を閉ざすと、それと入れ替わりに唇を震わせるサテラ。

　数時間ぶり、なのにもうずっと聞いていなかったような気がする銀鈴のような声音。

　彼女の姿が目の前にあって、こうして触れてまでいるというのに、ようやっと彼女を捕まえることができたような、そんな場違いな実感がスバルを満たす。だが、




「どういうつもり――？」




　安堵感を受け入れるスバルに彼女が向けたのは、眦をつり上げた怒りの形相だった。

　白い頬をわずかに紅潮させ、サテラは小さく身をよじると肩に触れるスバルの手を振り払う。一歩下がって間を開け、こちらを見上げる瞳には強い敵意が光っていた。




　思いのほか厳しい反応を返されて、スバルは息を呑んで黙り込む。

　だが、考えてみれば当たり前の話だ。彼女からすればどの面を下げてというところだろう。

　どんな罵声を浴びせられようとも、甘んじて受ける。




　そんなスバルの覚悟は――、




「誰だか知らないけど、人を『嫉妬の魔女』の名前で呼んで、どういうつもりなの！？」




　放たれた想像の外からの怒声によって、粉々に打ち砕かれていた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　予想外の怒りの言葉をぶつけられて、スバルは時が止まったような錯覚を得ていた。

　雑踏から音が消えている。聞こえるのは自身の高い心臓の鼓動と、肩を怒らせる銀髪の少女の呼吸だけだ。

　それ以外の一切の音が消えたような錯覚――否、錯覚ではない。




「なん、だ？」




　呟き、ぎこちなく首をめぐらせてスバルは気付く。

　周囲、露天商と通行人に満ち溢れるこの大通りにおいて、今や誰もが二人を注視していた。

　そこには色濃い動揺が浮かび上がり、誰もが身じろぎを禁じられたように押し黙っている。

　まるで、スバルとサテラの二人の会話が、この場所の全てを支配しているように。




「どういうつもりって聞いてるのよ。だんまりはやめなさい」




　しかし、サテラはそんなスバルの困惑による逡巡を許さない。

　厳しい口調でこちらを弾劾し、しかし身に覚えのない糾弾に反論もままならない。

　スバルと彼女とで、問題としている点が食い違っている。




「もう一回、聞くわ。――どうして私を、『嫉妬の魔女』の名で呼ぶの？」




「いや、だって。そう呼べって……」




「誰に言われたのか知らないけど、タチの悪い趣向すぎる。乗る方も乗る方よ。――禁忌の象徴、『嫉妬の魔女』。口にするのも憚られる、そんな名前を呼び名に選ぶなんて」




　嫌悪感も露わに、サテラ――銀髪の少女はスバルを混乱の海へ突き落とす。

　彼女の言に頷くのは、周囲を取り巻いている群衆の全てだ。それはとりもなおさず、彼女の言葉の正しさを証明しており、それがますますスバルの心を戸惑いに押し込める。




　なにを言われているのかわからない。

　スバルはただ、彼女の名前を呼んだだけのこと。

　にも関わらず、彼女はそのことを弾劾し、そして周囲もそれが正しいと肯定する。

　なにが間違っているのかもわからないまま、ただ間違っているとだけ叱責されるのだ。反省のしようも、態度の改めようもない。




「――用がないなら行くわ。私も暇じゃないの」




　うなだれるだけのスバルに断ち切るように言って、銀髪をひるがえらせ颯爽と少女が歩き出す。その背中に声をかけようとして、とっさに名前を呼びかけた喉が凍る。

　名前で呼べば二度目の過ちだ。だが、それなら彼女をなんと呼べば。




　その躊躇がスバルの判断を鈍らせた。

　故に、彼は目の前で起きた出来事を、指をくわえて見過ごすことになる。




「――――っ！」




　小さく息を呑む声がしたのは、スバルの身長より頭ひとつ高い位置――露天商の屋台、その幌立ての屋根の上からだった。

　跳躍。小柄な体が重力に引かれて軽やかに落ち、着地と同時に風に乗って加速する。

　疾風は薄汚れた服を着て、金色の髪をなびかせていた。人込みを神がかり的な体捌きですり抜けると、スッと伸びた腕が鷹の刺繍の入ったローブの中へ侵入する。




　接触は一瞬、しかし、風にとってはその二秒の邂逅で十分だった。

　風がローブをはためかせ、身をよじる少女から跳ねるように飛びずさる。




「まさか――！」




　銀髪の少女が驚愕の声を上げ、己のローブの内に手を入れる。

　そこに目的のものが見つからず、見開く彼女の目が追うのは急速に遠ざかる風の行方。

　その風の手に握られた竜を象った徽章、そして後ろ姿を見てとっさにスバルは叫ぶ。




「フェルト！？」




　呼びかけに風が戸惑うように揺れる。が、その速度はゆるまずに一気に大通りから細い路地へと飛び込んでいく。

　すさまじい早業。そして、それを成し遂げた風との刹那の邂逅。ほんの一瞬だけしか見えなかったが、あの姿はおそらく――。




「やられたっ。このための足止め……あなたもグル！？」




　めまぐるしく動く状況に対応できず、棒立ちのスバルに悔しげに少女がうなる。

　とっさに彼女はこちらに掌を向けかけたが、すぐに思い直したように走り出し、風の消えた路地へとその身を躍らせていった。




「おい、待て！　誤解だ！　俺は……っ」




　その見当違いの誤解を解こうと、スバルもまた路地へと二人の影を追う。

　走りながら、スバルの胸中は不可思議への疑問でいっぱいになっていた。

　詰め込まれる情報量が多すぎて、焦る頭では処理し切れない。それでなくても、今日は二度も死ぬような目にあって混乱しているのだ。




「誰かもっと、俺に優しくしろよ！　何のための異世界召喚だよ！」




　理不尽に対して暴言を吐き、薄暗い路地をふらつきながら駆け抜ける。

　持久力には自信がない。が、短距離での速度ならば二人にも引けをとらない。すぐにその背中に追いついて、この疑問を晴らしてやる。

　そんな心づもりで走っていたのだが、




「しまった……壁かよ！」




　吐き捨てるスバルの眼前、待ち構えるのは行き止まりの袋小路だ。

　そこにスバルが追った二人の姿はない。記憶が確かならば、フェルトの身軽さは壁を楽々とよじ登るほどだ。サテラもまた、魔法を使えば壁のひとつや二つ乗り越えることはわけないだろう。




「よじ登ってもいいが……追いつけるとも思えねぇ」




　何より、距離が開けばスバルはずっと走り続けていられない。

　筋力系の基礎体力は部屋の中で鍛えられても、有酸素運動は室内では無理だ。スタミナ不足はスバルの深刻な弱点であり、ここでもその決断の足を引く。




「ここがダメなら、盗品蔵か？　サテラもフェルトも生きてるなら……ロム爺も」




　先回りして、ロム爺との合流を急ぐべきだと判断する。

　とにかくまずは袋小路を出て、貧民街へ向かうのが優先。そうしてスバルは振り返り、




「……嘘だろ、オイ」




　振り返った視線の先、路地の入口を塞ぐ人影の存在に気付いた。

　三人、身なりは薄汚く、粗暴な性質がそのまま顔に出たような荒々しい雰囲気。もはやその姿かたちを口にするのも煩わしいほど、スバルの前に立ちはだかる障害。




　路地裏を狩り場とするチンピラ三人組と、この日、三度目のエンカウントが発生した。
第一章１３　『終わりと始まり』
「いい加減にしろよ！　性懲りもないにもほどがあんだろうが！」




　見飽きた三つのがん首に向かって、スバルは地面を踏み鳴らして苛立ちをぶつける。

　三度目の邂逅、その全部が路地裏で三対一の状態だ。一度目、二度目とあれだけ徒労でしかない結果を迎えながら、それでもスバルを獲物にする彼らの執念深さには驚嘆する。

　状況が状況でなければ、拍手のひとつでもしてやったかもしれないが、




「今はお前らに構ってる暇がない。落ち着いたら相手してやるから、そこを通せ」




　焦燥感もあるが、一度は三対一で勝利している分、スバルの方には余裕がある。多少、強めに恫喝しておけば隙も見えるだろう、そんな思惑だった。だが、




「通せ、だってよ。どーするよ」




「その態度が気に入らねえな。命令すんのがどっち側か、わかってねえよ」




「三対一で無様に負けておいて、どの面下げて大口叩くんだ、お前ら……負け犬でももうちょっと申し訳なさそうに遠吠えするわ」




　今の状況だと、正直なところスバル自身も負け犬気分は拭えない。

　つまるところ、この場は負け犬だの敗残兵だのがこそこそと集まった寄り合い所か。




「ネガティブシンキングがすぎる！　俺はもうちょっと上を見るキャラだったはず！」




「ダメだ、完全に頭おかしいぜ。珍しい格好だからって狙ったけど外したんじゃねえか」




　スバルの大きい独り言に、男たちは苛立ちを隠さずに話し合う。鉈と素手は微妙にスバルへの興味を失い出しているが、最大の脅威であるナイフ男の視線は鋭い。

　その目はスバルの財布としての価値は見限ったようだが、それ以外の暗い感情でひどく残酷に揺らめいていた。




　その視線にスバルは胸中で「ヤバいな」と呟く。

　二度の戦いを経て、男たちの中で一番厄介なのはナイフ男だとスバルは結論している。獲物の殺傷力もそうなら、その性質の面でも彼が一番『キレやすい』。

　もみ合いになるどころか、接近するのすら避けるのが上策だろう。




「わかった。抵抗しない。なにが要求なのか言ってくれ」




　両手を挙げて、敵意がないことをアピールしつつスバルは彼らにそう応じた。

　さっきまでの強気な外交と打って変わって、相手の要求を呑むスタンスの弱腰外交だ。

　ナイフ男の琴線に触れないことと、今はこの場を脱することが優先と考えたが故の判断。多少の損失は仕方ないと割り切って、とにかくこの場を逃れようと考える。




　――まぁ、復讐目的だと下手したら袋叩きにされる可能性もあるけど。

　もしも話の流れがそうなりかけたら、刺される前に一発入れて離脱しよう。大通りまで逃げ込めば奴らも派手な真似はできないだろうし。




　内心で虎視眈々と保身の案を練るスバルに、男たちの態度は軟化する。

　素直に要求に応じる構えを取ったスバルの臆病さを嘲笑うように、




「んだよ、最初っからビビってんならそーしろってんだよ、アホ」

「クソが。イモひくぐらいならでかい口叩くんじゃねえ」

「いいじゃねーの。なーんにもしないし、いうこと聞くんだろ？　腰抜け」




　カチンとくるワードがいくつか飛び出すが、スバルは「ハハハ」と乾いた愛想笑いでどうにか受け流す。

　心の内で懲りない三人組を『トン・チン・カン』と名付け、ひそかに溜飲を下げながら、




「で、このアホでクソの腰抜けにいったい何をお求めでしょうか？」




「とりあえず身ぐるみ全部置いてけ。その珍しい着物と履物も全部だ。パンツだけは履いたままでいーぜ？　俺らも悪魔じゃねえからな！」




　へりくだったスバルに情け容赦のない嘲弄がぶつけられる。

　『悪魔』の概念がこの世界にもあるんだな、と的外れな感想を抱く反面、彼らの発言にスバルは強い違和感を覚えていた。




　身ぐるみ全部と着物と履物、これらの要求は確か――。




「お前らって、やっぱり俺の知らないところで頭とか強く打ったろ？」




　最初の遭遇のとき、奴らが求めてきた内容とまったく同じなのだから。

　頭を打ったか、でなければ自分たちの発言も顧みる記憶力がない残念な輩か、あるいは使い過ぎているテンプレ台詞なので誰に言ったかまでは覚えていない札付きのどれかだろう。

　上から下にいくほど救えないが、自分たちを叩きのめしたスバルに対する態度の不可解さを考慮すると、最後の可能性が一番高いというのがまた救えない。




「フェルトといい、なんか記憶力残念な奴らが多すぎるな……」




「無駄口叩くんじゃねーよ。言う通りにする気がないのか？　それとも言う通りにやれる頭がないのか？」




「頭とかお前らに言われたら終わりだな……」




　最後の呟きだけは口の中だけにとどめて、スバルはとりあえず言う通りにするスタンスを見せる。

　さすがに服と靴は勘弁してもらうよう交渉するか、あるいは近づいてきた奴らをいっぺんにどうにかしてしまおうかと考えながら、手の中のビニール袋に手を入れて――、




「あれ――？」




　異世界へきてから最大級の、違和感にその眉を寄せていた。




「なん、で？」




　呻くように呟き、スバルは白いビニール袋の中をゆっくりと確認する。

　とんこつ醤油味のカップラーメンが入っていて、ズボンに入れておくのがわずらわしかった携帯と財布も一緒に入っている。そして、個人的な嗜好にもっとも合致する金色のお菓子。

　そう、金色のお菓子――コーンポタージュ味のスナック菓子だ。




　この世界へ放り込まれて以来、初めて口にした食べ物であり、盗品蔵でロム爺の憤激を和らげるのに大いに役立った外交手段であり、その結果として中身のなくなったはずのもの。

　――その菓子が、中身をいっぱいにした状態でコンビニ袋の中に詰まっている。




「食べたはず、だ。ちょっぴしか残ってなかった、絶対に」




　袋の中身は三分の一ほどまで減らされたはずだ。

　そのはずの菓子の中身が元に戻っている。袋には開けた形跡も見当たらない。どう考えても異常だ。




　傷の治りは説明ができた。サテラの魔法という前例があったからだ。故に盗品蔵での二度の惨劇の結果も、何者かの治療という形でスバルは己の中に決着を見ていた。




　――だが、仮に超級の回復魔法の使い手が存在したとして、無くなったはずのものを復元することまで可能なのだろうか。




「そうだ、複製魔法……」




　ロム爺がぽつりとこぼしていたことを思い出す。

　複製魔法――そこにある存在を、外側だけとはいえ複製することが可能な魔法。その魔法を使えばこの状況を再現することも。




「袋の口はどーする。まさか糊付けまで直せるのが回復魔法なんて言うんじゃねぇだろうな」




　現実的な考えだとは思えない。

　そしてこの機械文明の発展を犠牲に、魔法系の文明が発達したと思しき世界において、この菓子袋の口を糊付けするという概念が理解できるとも思えない。




　思考は八方ふさがりだ。だが、塞がった思考の中で、スバルはこの現象は回復魔法ではないと半ば結論していた。結論していながら発展を見せないのは、他に思い当たった可能性というものがあまりにも常識外れで、あり得ないと理性が否定していたからだ。




「おいコラ、てめえ、何をしてやがる」




「あ？」




　ふいにすぐ近くで声をかけられて、スバルは呆気にとられた声を出していた。

　男のひとり――徒手空拳の三番手『カン』と内心で呼んでいた男だ。いつの間にかすぐ側に寄ってきていた彼の姿にスバルは眉根を寄せ、




「なんだよ、近づいてきて。言っとくけど、手伝ってもらわなくても服ぐらい脱げる」




「誰もそんな手伝いしてやろうなんてしてねえ！　お前がふらふらとこっちにきたんだろが！」




　怒鳴りつけられて初めて、スバルは自分の姿が路地の奥から通り側まできていたことに気付いた。

　思考の海に沈むうちに、無意識に移動していたらしい。しかし、男たちにはそんなスバルの呆けた態度が敵対行動にしか思えなかったらしい。




「言う通りにしねえなら、少し痛めつけてやろうか？」




「っつか、もう面倒くせーよ。こっちでやってやろーぜ」




　男たちが短絡的な行動に出ようとし始めるのを見て、スバルはしばし思考に没頭するのを取り止める。

　今、この場で必要なことは――、




「そーら、取ってこーい！！」




「なっ！？」




　手の中のビニール袋を振り上げて、遠く路地の奥まで放り投げる。

　放物線を描き、飛んでいくビニール袋は暗がりの方へとまっしぐらだ。当然、それを獲物と目論んでいた男たちの視線もそちらにつられる。




　その隙を見て、男たちの脇を掻い潜ってスバルは猛ダッシュ。

　何度も結論した通り、この場は男たちから逃れることが最優先。それから盗品蔵へ赴いて、浮上した疑惑への答えを得なくてはならない。




　馬鹿馬鹿しい考えだとは自分でも思う。

　治療魔法の使い手が、複製魔法だか復元魔法だかも極めた超人レベルの使い手で、たまたま盗品蔵の惨状に出くわし、持ち前の慈愛の精神から無償でスバルたちを治療し、スバルだけを八百屋の前で解放して、ハードボイルド一直線にそこから名乗りもせずに立ち去った。

　そんな荒唐無稽な四方山話を聞かされる方が、まだそれなりに納得できる。




「いや、それも納得には程遠いけど」




　整合性はまだそちらの方が取れるのだ。

　少なくとも、今さっき脳裏を過ぎった根拠皆無な愚考に比べれば。




　相反する二つの思考を持ったまま、スバルは路地裏の汚れた地面を駆け抜ける。

　大通りへ出て、でかい声を出しながら走り回れば奴らも追いかけてくるわけにもいくまい。ビニール袋の中身は惜しいが、直前に抜き取っておいたので中に残っているのは菓子袋と重石代りの小銭が少々――被害としては軽微。




　そう結論して足を踏み出し、スバルはふいにその一歩が大きく狙いをずらしたのに焦った。

　ぐらりと体が揺れて、前に出したはずの足でたたらを踏む。が、今度は膝から力が抜けてその場に跪いてしまう。

　前のめりに手をついて、このタイミングで転ぶなんて馬鹿かと己を叱咤。しかし、




「あれ、おかしいな……」




　立ち上がるために力を込めようとして、地に立てた腕がガクガクと震える。とてもではないが体を持ち上げられない。それ以前に、手に持っていたものも落としている始末だ。




「だから素直に言うこと聞けってったんだよ、バーカ」




　嘲りの声が真後ろから聞こえて、スバルはどうにか首をそちらへ傾ける。

　後ろ、スバルのすぐ側に立っているのは二番目に立っていたから『チン』ともっとも屈辱的な渾名を付けていた男だ。

　彼はその粗野な態度のままに、口の端を歪ませてスバルを指差す。

　その指した先を視線で追って、スバルは自分が倒れた理由を把握した。




　――倒れるスバルの背中、腰あたりにナイフが突き刺さっているのだ。




「ごぁっ……がっ……」




　意識した瞬間、堪え難い激痛が走ってスバルの喉を塞いだ。

　極々純粋で原始的な、鋭い痛みにのた打ち回る自由すら奪われる。




　――刺された！　刺された刺された刺された刺された刺された刺された。




　他の二人と違い、ナイフを持ったチンだけは意識がビニール袋に向かわなかった。彼だけはあの時点で、物の価値よりスバルを痛めつける方に魅力を感じていたということだろう。

　やはりトンとカンの二人より、優先すべきはチンへの対処であった。

　それを怠った報いがこれだ。この数時間で、もはや何度も味わった類の激痛。しかし、何度味わったとしても、これに慣れることは永遠にあり得ない。




「おい、刺しちまったのか」




「仕方ねえだろ。表に逃げられてみろ。面倒どころの話じゃねえ」




「あーあ、こりゃダメだ。腹の中身が傷付いてっから死ぬな。……着物もびちゃびちゃだ」




　人をひとり刺しておいて、他に考えることはないのかと激痛の端で文句を垂れる。

　別のことに思考を割いていないと、意識が持っていかれかねない痛み。そしてトンの言葉を鑑みるに、一度意識を失えばもう戻ってこれない類の傷だ。




　まだ意識のあるうちに対処しなくてはならない。

　そう決断し、全身に残された力をかき集めて、遠吠え一回分の力を寄せ集める。それを舌に乗せて、いざ咆哮しようとし、




「はーい、何かされる前に二本目！」




　二本目のナイフが無慈悲にも、背中のど真ん中へと突き立てられていた。




「――――――ぉぅぐ」




　発しようとしていた叫びが、手足の先にまで走る電撃のような痺れにキャンセル。

　もはや衝撃は痛みを堪えることや、叫びを発するといった行動を許す次元にはとどまっていない。スバルに残された選択肢はもう、何もなかった。




　背中の傷が肺に達したのだろう。

　掠れるような荒い息を繰り返しても、肺が膨らまずに呼吸が苦しくなっていく。酸素不足はスバルの活動に多大な影響を及ぼし、思考は今にも途切れそうなほど弱々しい。




　手足の感覚は消え、自分がうつ伏せなのか仰向けなのかもわからない。

　今回は目は切られていないはずなのに、視界は真っ暗で何も見えなかった。




　――今回って、なんだよ。




　馬鹿馬鹿しいと切り捨てたはずの考えに、縋っている自分がいるのが哀れだった。

　その哀れな考えに縋るのなら、いっそとことん縋ってやろうとも思う。




　――死ぬことから意識をそらせ。死ぬ前に、世界を把握しろ。




　目は死んでいる。手足も終わっている。残っているのは鼻と耳ぐらいだ。ならばその両方を最大限まで駆使する。どんな残り香でもいいし、罵声を聞かされるのでも構わない。路地の泥の臭い。こみ上げてくる血の鉄臭い香り。今、鼻が死んだ。死んだ。耳も残りわずかしか活動できそうにない。




「……にか、金目……でも持っ……」




「……った！　衛兵が……つけ……る！」




「…………げろ！　ヤバい！　……ったらシャレになら……！！」




　拾えたのはそんなごくわずかの会話だけ。拾えたのはいいが、それをどういう意味か理解するための脳がすでに死んでいる。死んでいるから聞いただけ。聞いたそれを覚えておけるかはわからない。覚えておくってなんだろう。おぼえておいてどうしたいんだろう。どうしたいってなんだろう。なんだろうって――。




　何よりも先に死んだ脳に従うように、他の機能も次々と息絶えて、最後には抜けるような掠れた音を吐いて、ナツキ・スバルは三度、命を落とした。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　意識が覚醒したとき、スバルは闇の中にいた。

　それが己が生んだ闇であることに気付き、そっと閉じた瞼を押し開く――と、眩い日差しが瞳を焼く痛みに、スバルは小さく呻いて掌でひさしを作った。




「兄ちゃん、リンガは？」




　聞き慣れた声色が、目の前でスバルにそう問いかけてきている。

　耳は正常。大通りの喧騒は相変わらずうるさいほどで、あの路地裏の残酷なほどの静寂とはかけ離れていた。

　距離にしてみれば通りを一本、横に折れただけの違いでしかないのに。




「その通りを一本、曲がるのもできねぇとは情けねぇな」




　自嘲の呟きを聞きつけて、しかし己への返答でないことに白い傷跡の目立つ八百屋の主人は不機嫌そうに顔をしかめる。

　とっつき難そうな風貌だが、実は意外と世話焼きな人物であることをスバルは実体験から知っていた。もっとも、主人はそのことを覚えていないのだろうと思う。

　そんな風に思いながら、スバルは改めてそのスカーフェイスに向き直り、




「俺の顔を見るのって、何回目？」




「何回もなにも新顔だろ、兄ちゃん。その目立つ格好なら忘れないぜ？」




「今日って何月何日でしたっけ？」




「タンムズの月、十四日目だ」




「ありがとう。――なるほど、タンムズの月か」




　聞いてもわからない。

　そもそもこの異世界で、暦はどんな感じで記録されているものなのだろうか。一応、何月何日で話が通る以上、太陽暦的なものの存在があるのだろうとは考えられる。

　一般常識なのだろうが、問いかけるのも憚られる話だ。特に、今も熱心に商売に情熱を傾けている八百屋の店主などには。




　押し黙るスバルに辛抱強く付き合っていた店主だが、さすがに果実一個買うのにここまで手間取る客の相手はしていられないと思ったのだろう。

　ずいと掌に乗せたリンガとやらを差し出し、何度目かの決断を催促する。




「で、兄ちゃん、リンガは？」




　強面を精いっぱい、笑みの形にしての営業スマイルだ。

　白い傷跡がひきつって、愛想笑いのはずなのに子どもに好まれない形になっているのが見ていて笑えない。

　そんな彼への返答を、スバルは腰に手を当てて胸を張り、




「悪いけど、天壌無窮の一文無し！」




「とっとと失せろ――！」




　思わずのけ反るほどの怒声を浴びせられ、ほうほうの体でスバルは逃げる。

　もうしばらくはあの店には寄れないな、と二つの意味で思いながら。
第一章１４　『四度目の正直』
「財布、ある。ケータイ、ある。コンポタとカップ麺も無問題。ジャージとスニーカーに綻びなし。そして当然……」




　ジャージの裾をめくり、首を後ろに向けてえっちらおっちらと背中を確認。

　腰のあたりと背中の真ん中、そのどちらにも傷跡は見当たらず、二本のナイフが生えているという非常事態も起こっていなかった。




「ふぅ、よかったぜ。背中の傷とかマジで剣士の恥だかんな。一応は剣道部に籍を置いていた人間として、人の道は踏み外しても剣士の道は踏み外せねぇ」




　ぼやきながらぺたぺたと無事な背中を触って回る。肩のあたりに一本だけ長い毛が生えているのを見つけて、悪戦苦闘の果てにそれを引っこ抜き、やっと一息。




「つまりこれはアレだな、信じ難い話だけど……」




　吐いた息で抜いた毛を吹き飛ばし、空いた手で顎に触れながら通りを見渡す。

　場所は通りを変えておらず、八百屋の前から少し離れただけの露店の隅っこだ。怪しげな壺だの皿だのを並べる胡散臭い店主に迷惑そうに見られながらも、腕を組んで壁に寄りかかるスバルは態度を改めない。




　日差しは高く、風は柔らかだ。大通りは人だかりで賑わっていて、そこをたまにトカゲの引くトカゲ馬車が通過する。そろそろスバルも砂埃に慣れ始め、軽く手で顔の前を仰ぐ程度のリアクションがせいぜいだ。

　体からは負傷の気配すら跡形もなく消え、腹に収めたはずのコンポタは何度だって味わえるお得な状態。そして触れる顎の感触は引っかかるものがないつるりとしたもので、




「俺としたことが、自分の特技を忘れるとは情けねぇ話だ」




　己の顎の無精ひげの伸び具合で、時間経過をある程度把握できるという職人技。一定の男性ホルモンを持つ存在にしか許されない特権を応用した自分の荒業に、惚れ惚れするような自信を抱いていたスバルは確信する。




　――己の顎の無精ひげが、コンビニに行く前に剃った直後と変化がないことに。




「つまり、アレだな」




　顎に触れていた手を前に向けて、露店の店主含めてこちらを見ていた群衆に見えるように指を鳴らし、




「――死ぬたびに初期状態に戻ってる、ってことらしい」




　馬鹿馬鹿しいと決めつけていた、そんな考えを結論とすることにした。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「死に戻りか……なんつーか、まさに『負けて死ね』って能力だな」




　元ネタの場合は『負かした上で巻き戻す』といった感じの能力だが、負けて戻ってくるパターンからすると文章的には今の自分の状態の方が相応しい気がする。




「もっとまともに言うと……『時間遡行』ってやつになんのか、これ」




　限定的ではあるものの、いわゆる『タイムトラベル』を実行していると考えられる。つまるところ、今のスバルは夢の『タイムトラベラー』というやつなのだと。




　正直、つい十数分前までは可能性として浮上はしていたものの、条件の厳しさから敬遠していた答えでもある。

　まだ、流離いの超人的ヒーラーが通りかかった、という展開の方がクリアする条件が少ないように感じていたためだ。

　もっとも、あり得ないとしていた条件というのも、




「時間系の魔法なんて最強パターンだから、序盤から俺が持ってるのおかしいし、そもそも時間遡行って夢ではあるけど実現は無理だろ。常識的に考えて」




　言ってから、そもそも『異世界召喚もの』のどこが常識的なんだろうと首をひねる。

　そう考えてしまえば、さっきまで頑なに否定していた気持ちも萎えようというものだ。




「おまけに『死に戻り』してたって考えると、どうにもこれまでの不自然さの辻褄がきっちりかっちり合っちまうんだよな……」




　一度目の死は、つまるところサテラと二人で盗品蔵に入ったときのことだ。

　無防備な腹を切り裂かれ、大声を出して危険を報せることもできずに、むざむざサテラを巻き添えにしてしまった言い訳無用の最悪の展開。




　そして二度目の死は、ロム爺とフェルトが殺され、その後の抵抗もむなしくエルザに惨殺されたときだろう。一度目の『死に戻り』の際には日の高さの違いは日にちの違いだと思い込んでいたが、事実としては『同じ日のあの時点』に戻っていたというわけだ。




　三度目の死はまさについさっき、ほんの十数分前に体感したばかり。

　まさしく、犬死というのにこれ以上ふさわしい死に方はあるまい。

　まさか最序盤の雑魚キャラに殺されようとは。選択肢一個ごとにＢＡＤＥＮＤイベントを仕込む、出来の悪いＡＤＶのような後味の悪さだった。




「っていうか、俺はほんの半日程度の間に三回も死んだってことか……」




　人生が普通に考えれば一回だけのことを思うと、たった半日で三回も死ねるというのはあらゆる意味で常識を覆したといえる。

　十七年間、わりと平凡に生きてきたつもりだったのだが、これまでに十七年間×三百六十五日×三回もデッドオアアライブを掻い潜って生きてきたのだと思うと少し感慨深い。




「あるいは絶望的に生きるのが下手糞だな」




　ぬるま湯の元の世界の空気から抜けられていないせいで、こちらの世界の即死イベントの連発に体がついていけていないのだ。

　危険だとわかり切っている場所にひょいひょいと誘い込まれてしまっているのも、ぽんぽん死んでいる一因ではあるだろう。




「一回目と二回目の因果関係からすると……俺はたぶん二回、エルザにやられてるな」




　一回目、盗品蔵の暗闇に潜んでいたのはエルザだったのだろう。

　倒れていた大柄の老人の死体はロム爺で正しかったわけだ。あの場でスバルの失言と無関係に、ロム爺が殺害される展開の想像がつかないが。




「フェルトはあのとき蔵の中に……そこまでは確認できなかったか」




　当然、フェルトの交渉にロム爺は付き合ったはずだ。

　となると、ロム爺が殺害される経緯には彼女の関わり合いは欠かせない。二回目のやり取りと符合させると、フェルトが欲を掻いたせいで交渉が決裂した可能性が高い気がする。




「無用の挑発でもかまして、口封じされたのかも」




　負けん気の強そうなフェルトならやりかねない話だ。

　その口封じが済まされてしまったところに、スバルとサテラがタイミング悪くも到着というのが一回目のあらましだろうか。




「二回目はもっと単純だな。その口封じの場面に俺が居合わせただけだ」




　そう考えると、スバルたちが殺されたあとにサテラは蔵を訪れたのだろうか。

　彼女の魔法の技能は知っているが、詠唱の時間をあの殺人鬼が与えてくれるかはかなり際どい気がする。十中八九、サテラの方が分が悪い。




「つか、二回も同じ相手に殺されてんだ。単純に考えて、エルザは出会ったら死亡確定の地雷キャラってことでＦＡだろ。それに……」




　対策を講じる必要がどこにある、と胸中で冷めた自分の声をスバルは聞いた。

　そう、エルザと遭遇した場合のことなど考える必要がどこにあるというのか。




　彼女と遭遇する可能性があるのは、端的に言って『盗品蔵』のみだ。

　そしてそこに赴く理由は『サテラの徽章』であり、サテラの徽章を取り戻すという目的は『彼女に助けられた恩を返す』という理由に則する。

　しかし、『死に戻り』によって召喚直後の時間まで巻き戻ったスバルにとって、その恩義の行方は文字通り時間の彼方へ消え去っているのだ。




　三度目の状況で、接触したサテラの冷徹な反応がそれを物語っている。

　彼女はスバルを知らなかった。それはとりもなおさず、この時間軸のサテラとスバルに何の関係もない証左であり、返すべき恩義の消失を意味する。

　ならば徽章のことなど綺麗さっぱり忘れ去って、あの脅威と再び遭遇するというＢＡＤＥＮＤフラグを回避すべきだ。




　どうして『死に戻り』などという状況が用意されたのかはわからないが、せっかく先の展開を知れる技能があるのだ。避けられる地雷は避けて通る、それが正しい。

　タイムトラベルものにつきものの展開だ。そうでなくては意味がない。




「幸い、ケータイが金になることはわかってるしな。ロム爺に頼らなくても、適当に信用できそうな店を見っけて売っ払えば軍資金は作れるだろ」




　聖金貨二十枚以上、というのがどの程度の金額かわかり難いが、適当な宿に何泊かできるぐらいの金額ではあると思う。あとはそこで牙をとぎつつ、ガブリとやる日を待つだけだ。




「まぁ、何をガブリとやるのかってのはまだノープランだけど」




　これといって突出した知識もなければ、拘り抜いた趣味があるでもない。あらゆる情報に対して広く浅く、それが現代人のスタンス。スバルも漏れなくそのひとり。




「これはケータイ売り払ったら、その金がなくならないうちにどっかの店に下働きとして雇ってもらうとかしかねぇな……」




　就労経験のない自分でやっていけるか甚だ不安だが、少しくらいブラックな労働環境でも刀傷沙汰よりはマシだろう。半日に三回死ぬような目には遭わないで済むはず。




「そうなりゃ話は簡単だ。とっとと行動しないと日が暮れちまう。なあ、オッサン」




「さっきからブツブツ言ってると思ったらなんだネ、急に。なあ、とか言われても知らないヨ、ワタシは」




　隣で露天商をやってる主人が、同意を求めるスバルに迷惑そうな顔で答える。

　頭にターバン巻いて、壺だか皿だかを売ってる露天商だ。スバルが隣でぼそぼそとやってるのと無関係に、客が寄りつくような店構えには見えない。




「俺もこうやって持ち物売ったらいいのかな……でも、この残念な壺とかと一緒の感じで売って儲かんのかなぁ。どう思うよ、オッサン」




「他人の売り物見ながら残念とか言わないでヨ！　なんなの、チミ！」




「いずれ富豪として名を上げる男だよ。ケータイ成金とでも呼んでくれ。……それって巻いてると頭とか痒くなんない？　なんで巻いてんの？　ハゲてんの？」




「意味わからない上に失礼極まりないヨ！　どっか行ってよ、商売にならないじゃない！」




　微妙に女言葉っぽい主人の態度はかなり冷たい。

　行きずりの他人に接する人間の心なんて、どの世界でも一緒だよなぁと内心でため息。




「でもさ、自分が切羽詰まってても人のこと助けちまうお人好しもいんだよ」




　大切なものが盗まれたあとで、それを盗んだ相手を追いかけてる途中で。

　無関係の役立たずを助けて、そんな奴を時間をかけて治療して、それのお礼も貰わないで立ち去ろうとして。

　役立たずの自己満足に付き合って、ひどい最期を迎えてしまうお人好しが。




「三回も繰り返してみると、色々とわかってくることもある。いや、それでわかってこなかったらだいぶ頭可哀想だけど、俺の頭はそこまでじゃない」




「なにを言い出したのヨ、今度は」




「たぶん、パターンがあんだよ。運命って言い換えてもいいな。――何度やり直しても、この展開は必ず起こるって運命が。たとえば……」




　一回目でも二回目でも、三回目でも、サテラはフェルトに徽章を盗まれる。

　一回目と二回目はいずれも、盗品蔵でロム爺が殺される事態が起きていた。おそらくは一回目の盗品蔵でもフェルトは殺されていたのだろう。

　ならば、二回目も盗品蔵の現場に到着しただろうサテラはどうなった。

　足手まといの役立たずはいないが、あのエルザに勝ち得たのだろうか。




「それはわからない。わからねぇまんまだ。だけど、わかることもある」




　このまま四回目の今回も事態を放置しておけば、間違いなくフェルトとロム爺は殺されるだろう。そして、サテラとエルザは一戦を交えることになる。

　あの二人が死ぬからなんだというのか。盗品をまとめて裏で売りさばく小悪党と、盗んだ品物を悪びれもせずに高値で売りつけようとする剛腹な小娘だ。

　二人まとめて犯罪者、いなくなって清々するというものだろうに。




「あー、やっぱ俺って現代っ子ってことなんだろうなぁ。こんな気持ち、パソコンの前じゃすっげぇバカにしてたくせによぉ」




　同情とか慈悲とか馬鹿馬鹿しいと、そう振舞っていたはずだ。

　少なくとも、スバル自身はそれを偽ってきたと思ってはいない。自分は情が薄い人間だと思っているし、現代人は誰もがそんな感情が希薄なものだ。

　だからどんな事態に陥ったとしても、さほどの情動もなく淡々と受け止めると思い込んできた。知人が何人か死ぬなど、その範疇を出ていない。




「なのに、嫌なんだよ。気持ち悪ぃんだ。善人とは程遠いよ、二人とも。――でも、いっぺん知り合った奴らが殺されるって知ってて、見過ごすのは無理だな」




　けっきょくは、そう振舞っていただけという話なのだろう。

　全てはバーチャル感覚でのお話。実際にそれがリアルな重みを伴えば、容易く宗旨替えしてしまう程度の薄っぺらさでしかない。

　別に拘ってる宗旨でもないから、引き剥がれたところでダメージないけど。




「それにやっぱサテラ……ってか、あの子も見捨てられねぇし」




　名前を呼び掛けて、それが偽名なのだろうなとスバルは思う。

　思い返せば一度目の世界で、彼女はその名前をあまり口にしたがってはいなかった。その上での三度目の世界のやり取りだ。嫌でも痛感するというもの。

　ようするに信頼が足りなかったということだろう。好感度不足だったため、名前獲得イベントの成否処理で失敗判定を食らったということだ。




「んだらば、今度は名前くらい、ちゃーんと教えてもらえるように頑張りますか」




　その場で屈伸して、スバルは「うーん！」と体を大きく伸ばす。

　「ちゃーんちゃーちゃちゃっちゃっちゃっちゃ！」とラジオ体操を始めるスバルに、露天商の主人はもはや言葉もない様子だ。

　そんな絶句する彼の前でラジオ体操第二をやり切って、いい汗をかいたスバルは店主に振り返ると、シュタッと手を挙げ、




「男にはやらなきゃならねぇときがある。――そうだろ、オッサン」




「そうネそうネそうヨその通りヨ、だからとっとと行ってヨ」




　わりと決め顔でビシッとしたつもりが、反応の悪さに頬がひきつりそうになる。

　おざなりの手振りで背中を押されて、スバルはすたこらと長い長い思考に沈んだ露天商からひとっ走り離れた。

　しばし人込みをかき分け、二百メートルほど走ったろうか。




「さて……」




　立ち止まったスバルは短い前髪をかき上げるアクション。

　無駄に爽やかさを演出しつつ、右へ左へ視線を走らせ、自然な動きで壁に手を当てて寄りかかり、瞑目しながら再び髪を撫でる。して、




「偽サテラって、どこに行ったら会えっかな」




　と、かなり先行き不安な発言で見切り発車が始まった。
第一章１５　『その男、《剣聖》につき』
　考えてみると、偽サテラとの接触はかなり偶然に頼った部分が多い。

　一度目、三度目が彼女と遭遇したパターンだが、関連はどちらもこの最初の大通り（ターバンの店主から商い通りという呼び名らしいと聞いた）から離れていないという点のみ。

　せめて時間を確認する癖があればよかったのだが、わざわざ偽サテラと出会えたタイミングを記録してるようなストーカー紛いな行為はしていない。

　結果、三回目のときのパターンを思い返すのが一番早いのだが、




「あのとき、俺って八百屋の横でどんぐらいネガってたんかなぁ」




　目眩を起こしてへたり込んで、体育座りしていた時間がどれほどだったか。

　ほんの数分な気もするし、小一時間ほどウジウジしていたような気もする。どちらが答えだったにせよ、こちらの答えもやはり『わからない』としか言いようがない。




「適当にうろついて、商い通りを探し回ってみるか……美少女レーダーに期待して」




　あるいは銀髪美少女センサー。

　元の世界だと発動しようもない技能だが、こちらの世界ならきっと有用。

　頭の前で両手の指を立てて、「みょんみょん」と言いながら奇異の視線を浴びるスバル。なんとなく感じるものがあったような気がして、しばし誘われるままに行軍を続行。




　次第に周囲が見覚えのあるような雰囲気になり始め、「案外、俺のセンサーの感度も捨てたもんじゃなくね！？」とか思い出して、ふと気付く。




　――どうもいつの間にか、通りから外れて細い路地に入っているらしい。




「ここって、最初に偽サテラとかと会った場所か……？」




　似たような路地だ、イマイチ自信はない。

　貧民街の通路も雰囲気的にはさほど差がない上に、出会いの路地はそれこそ一回目の世界で通過して以来、二度目の来訪は叶っていないのだ。

　二回目のときは明らかに違う路地で、三回目のときも思い返せば違った袋小路だったと思う。偽サテラがフェルトに徽章を盗まれるのが既定路線だったとしても、その後にフェルトが逃げ込む路地の場所はかなり状況に左右されるらしい。

　一回目と二回目は同じだったかもしれないが、三回目はスバルが関わったためにそのあたりの運命が微妙にずれたのだろう。




　そこまで考えて、はたとスバルは自分の考えの浅はかさに気付く。

　見覚えのある路地に入れば、偽サテラやフェルトと遭遇できるかもしれない。

　しかし、それはある意味、別の再会をも意味するのである。つまるところ、




「もういい加減、見飽きたぜ、トン・チン・カン」




　げんなりして振り返るスバルの正面、路地を塞ぐ毎度の三人が立っていた。

　風貌も服装も人相も全部一緒。その目的も一緒なら装備も一緒だろう、進歩なしだ。同じところで足踏みしてるのだから当たり前だが。




「偽サテラとフェルトにはなかなか会えねぇってのに」




　偽サテラやフェルトに会えないのは、彼女らの行動がかなりスバル以外のランダム要素の影響を受けるからだろう。

　逆に毎度毎度、トンチンカンとスバルが遭遇するのは、トンチンカンが最初からスバルを標的に定めているからということらしい。

　だから毎回、違う路地に入ろうと場所を変えようと、彼らとはエンカウントするのだ。




「全ッ然、心ときめかない推測が成り立ったところで、どうしたいのよ、お前ら」




「さっきっからブツブツと、何を言ってんだ、あいつ」




「状況がわかってないんだろ。教えてやったらいいんじゃないか？」




　トンとチンの会話もテンプレートをなぞったもので、さらにスバルの気分を沈ませる。が、げんなりする反面、舐めてかかってはいけないと思う気持ちがあるのも事実だ。

　トンチンカンとの遭遇はクリア条件としては緩めだが、それでも百パーセント突破が可能かというとそういうわけでもない。事実、三度目の死因は彼らなわけで。




　一回目のように偽サテラが助けてくれるか、二回目のように自力の奇襲かで突破できるとは思うが、それも万全ではない。

　二回目のときはやたらとうまくいったが、今回もそう行くとは限らない。この先に高い確率ででかいイベントが控えている以上、手傷を負うのは避けたいのが本音だ。




「かといって、交渉手段の荷物を渡して逃げるのも違うしな」




　二回目のときのように、こちらに何の損失もでないで切り抜けられるのが理想。

　さらに一回目のときのような時間経過が起こらないのが最善だ。

　どうにか彼らを避けることができないものかと、スバルは腕を組んで頭をひねる。




　一方、そんなスバルの態度に無視されているとでも思ったのか、優位のはずのトンチンカンの表情は険悪に染まるばかりだ。

　せめて武器を抜かれる前に、スタンスを決める必要がある。

　トンチンカンの堪忍袋の脆さを嘆きつつも、スバルは「やっぱ奇襲かなぁ」と結論に至りかけ――ふと、三回目の死の瞬間を思い出した。




　あの状況下で、死に瀕していた状況下で、スバルは音だけは拾い続けていたはずだ。

　そのときに、トンチンカンが最後に話していた内容はなんだったろうか。先に死んだ脳が理解していなかったが、今ならば理解できるはず。

　――確か、そう。




「衛兵さーーーーーーーーん！！！」




　予備動作なしの救命信号に、虚を突かれたトンチンカンが思わず飛び上がる。

　路地裏の静寂を打ち砕き、大通りの喧騒にまで間違いなく割り込んだろう声量。剣道で鳴らした阿呆のような神経は、大声を出すことへの羞恥心をスバルからとうに奪い去っている。

　助けを求めるために声を出すことなど、プライドに些かの傷もつかない。




「誰かーーーー！　男の人呼んでーーーーーーーー！！！」




「てめ……っ。ふざけんなよ！？　ここで普通、いきなり大声出すか！？」




「状況的にこっちの命令きかなきゃ痛い目見る流れだろうが！　要求も聞かずにこれとかやんねーぞ、普通は！」




「黙れ！！　なにが普通だ！　常識外れも横道抜け道外道悪道ＡＬＬ正道！　お前らの相手なんぞしてられっか！　こっちゃ金銀美少女とキャッキャウフフに全力傾けてんだ！」




　地面を踏み鳴らし、逆上するトンチンカン目掛けて上から怒鳴りつける。

　開き直った風を装って口撃するスバルだが、その内心は表に出ないだけでかなり焦燥感が募りまくっている。助けを求める、という行動は三回目の世界の最期の瞬間に起因する、かなり危うげな記憶の上に成り立つ思いつきだ。




　意識が闇に落ちる寸前、トンチンカンの誰かが「衛兵」と「逃げる」という単語を口にしていたという、そんな些細な取っ掛かりを頼ったしょぼい作戦。




　叫びは大通りまで間違いなく届いたはずだが、そちらからのアクションは見られない。もともと、そこまで期待度の高い思いつきでもなかった。

　二回目の世界でトンチンカンを撃退したとき、表通りの連中はスバルが追い剥ぎにあっているのを知っていながら見過ごした雰囲気もあったし。




「やっぱ、失敗か……」




「おどかしやがって……ほんの少しばかりだが、ビビっちまったじゃねえか」

「ほんの少しだけな！」

「ほんのちょびっとだけだけどな！」




　息の合った連携で、自分たちの小者ぶりを否定する小者ぶり。

　スバルの初撃に持っていかれたペースを取り戻そうとするかのように、男たちは一度、深呼吸をして気を落ち着かせ、各々が獲物を手に握り始める。




　ナイフ、錆びた鉈。そして、




「ひとりだけ無手ってなんなの。武器買うお金がなかったの？」




「うるっせえな！　俺は武器ない方が強いんだよ！　あんま舐めた口きいてっと、本気で殴り殺すぞクソがッ！」




「そんなお前に二回目の世界のＶＴＲがあったら見せてやりたい」




　綺麗な裏投げを思い返し、我がことながら惚れ惚れする心境。その反面、「かなりヤバい」を胸中で連呼してしまう程度には状況は悪い。

　すでに武器が抜かれてしまった以上、突破がかなり厳しくなってしまった。

　無傷損害なしでの突破どころか、五体満足が約束できない状況に陥った感もある。




「勘弁してくれよ。……痛いのはごめんだ」




　三度死んだからわかる話だが、死ぬというのは何度やっても慣れるものではない。

　ましてやスバルの死因は今のところ、全て刃物による激痛の中でのものだ。鋭い痛みはいつだって新鮮で、神経を削り取るように終わらせる感覚はいつでもセンセーショナルだ。

　そんな死に方は二度とごめんだし、何より――。




「今まで『死に戻り』してたからって、今回もできるとは限らねぇ……」




　回数制限付きでないとどうして言える。

　体のどこかに数字が刻まれている形跡はないが、仏の顔も三度までともいう。後者が採用された場合、スバルのコンティニュー回数はすでに打ち止めだ。ここでむざむざと犬死することがあれば、それでスバルの異世界生活はＢＡＤＥＮＤを迎える。




「……つまり、傷を負ってでも逃げるのが正解ってことか」




　殺傷力が高いのは当然、信頼と実績のナイフ。鉈は意外と錆が強く、ビニール袋を盾に防げれば打撲で済みそうな気配。そしてステゴロは安定のスルー。




　歩み寄ってくるトンチンカンを見ながら、スバルは即行で腹を決める。

　チンにのみ警戒を払って、その間を抜ける秒読みを頭の中で開始。




　――三、二、やっぱちょっと待って、三、二……。







「――そこまでだ」







　その声は唐突に、しかし明確に、路地裏のひりつくような緊迫感を切り裂いた。

　凛とした声色には欠片も躊躇もなく、一切の容赦も含まれていない。聞く者にただ圧倒的な存在感だけを叩きつけ、その意思を伝わせるソレは天性のものだ。




　スバルが顔を上げ、トンチンカンが振り返る――その先、ひとりの青年が立っている。




　まず何よりも目を惹くのは、燃え上がる炎のように赤い頭髪。

　その下には真っ直ぐで、勇猛以外の譬えようがないほどに輝く青い双眸がある。異常なまでに整った顔立ちもその凛々しさを後押しし、それらを一瞥しただけで彼が一角の人物であると存在が知らしめていた。

　すらりと細い長身を、仕立てのいい黒い服に包み、その腰にシンプルな装飾――ただし、尋常でない威圧感を放つ騎士剣を下げている。




「たとえどんな事情があろうと、それ以上、彼への狼藉は認めない。そこまでだ」




　言いながら、青年は悠々とトンチンカンの隣を抜けて、彼らとスバルの間に割って入る。そのあまりに堂々とした行為に、スバルも男たちも声を上げられない。

　だが、トンチンカンとスバルでは沈黙を選んだ理由が違うらしい。

　スバルが黙ったのは驚きと、これまでにない展開を固唾を呑んで見守っていたというのが理由だが、その顔から血の気を失い始めるトンチンカンは違う。




「ま、まさか……」




　紫色になりつつある唇を震わせて、チンが青年を指差した。




「燃える赤髪に空色の瞳……それと、鞘に竜爪の刻まれた騎士剣」




　確認するように各所を指差し、最後に息を呑んで、




「ラインハルト……『剣聖』ラインハルトか！？」




「自己紹介の必要はなさそうだ。……もっとも、その二つ名は僕にはまだ重すぎる」




　ラインハルトと呼ばれた青年は自嘲げに呟き、しかし眼光を決してゆるめない。

　視線に射抜かれた男たちは気圧されるように後ろへ一歩。逃げるタイミングを見計らうようにそれぞれが顔を見合わせる。が、




「逃げるのならこの場は見逃す。そのまま通りへ向かうといい。もしも強硬手段に出るというのなら、相手になる」




　腰に下げた剣の柄に手を当てて、彼は後ろに立つスバルを示すように顎をしゃくり、




「その場合は三対二だ。数の上ではそちらが有利。僕の微力がどれほど彼の救いになるかはわからないが、騎士として抗わせてもらう」




「じょ、冗談っ！　わりに合わねーよ！」




　うそぶくラインハルトにトンチンカンは慌てふためき、獲物を隠す配慮すら忘れて蜘蛛の子を散らすように大通りへと逃げ去っていく。

　初回のときには残せた捨て台詞すら残せない慌てぶり。それだけで、この目の前に立つ青年の規格外さが知れるというものだ。




「お互い無事でよかった。ケガはないかい？」




　男たちが完全に消えたのを見計らって、青年が微笑を浮かべて振り返った。

　途端、路地裏を席巻していた威圧感が消失。それすらも意識的に青年がやっていたことだと体感して、スバルはもはや絶句するしかない。何より、




「あんだけのことしてこの爽やかさ……イケメンってレベルじゃねぇぞ」




　顔と声と佇まいと行動、今のところ全てが高水準でイケメン判定をクリアしている。これで性格と家柄までよかったら、裏で何か悪事を働いてないと釣り合いが取れないレベルだ。

　ともあれ、そんな嫉妬心丸出しの心境はさて置き、助けてもらった事実は事実。

　スバルはその場に膝をつき、「へへー」と平伏して、




「このたびは命を救っていただき、心からお礼申し上げる。このナツキ・スバル、その御心の清廉さに感服いたしますれば……」




「そんなに堅く考えなくても構わないよ。向こうも三対二になって、優位性を確保できなくなってのことだ。僕がひとりならこうはいかなかった」




「いや、あのビビりようからしたら三対一どころか十対一でも逃げてそうだったけど……なんだ、このイケメン。本気で身も心もイケメンか。俺ルートのフラグが立つわ！」




　わりと泣ける系シナリオなのでハンカチ必須。

　そんな戯言を口にしつつ、スバルは改めてラインハルトの姿を観察。

　見れば見るほど神に選ばれたとしか思えない造形の美男子だが、その格好を見るにどうも衛兵という感じではない。大通りで見かけた多数の一般人と、素材の良ささえ除けば大差のない様子に思えた。




「えーっと、ラインハルトさん……でいいんスか？」




「呼び捨てで構わないよ、スバル」




「さらっと距離縮めてくるな……えっと、改めてありがとう、ラインハルト。俺の叫びを聞きつけてくれたのはお前だけだぜ、マジ寂しい」




　あれだけ人の数がいて、聞こえたのが彼ひとりということはないだろう。人心の寂れっぷりを嘆くスバルに、ラインハルトはかすかに目を伏せ、




「あまり言いたくはないけど、仕方のない面もある。多くの人にとって、連中のような輩と反目するのはリスクが大きい。その点、衛兵を呼んだ君の判断は正しかったよ」




「その言い方だと、ラインハルトって衛兵なの？　そうは見えないけど」




「よく言われるよ。まあ、今日は非番だから制服を着ていないのも理由だろうけど」




　苦笑いしながら両手を広げるラインハルトに、スバルは内心で反論。

　彼が衛兵に見えない最大の要因は、そんな泥臭い感じのイメージとかけ離れた雰囲気が為せる技だ。プラスアルファすることがあるとすれば、




「『剣聖』とか呼ばれてた気がするが……」




「家が少しだけ特殊でね。かけられた期待の重さに潰れそうな日々だよ」




　肩をすくめてみせる気軽さに、どうやらユーモアも持ち合わせているらしい。

　もはや心身共にイケメンであること疑いの余地なし。存在イケメンのラインハルトに驚嘆を隠せないスバルだが、彼はそんなスバルをジッと見下ろし、




「珍しい髪と服装、それに名前だと思ったけど……スバルはどこから？　王都ルグニカにはどんな理由できたんだい？」




「どこからかって言われると答えづらいんだよな。東の小国って設定はダメ出し食らったから……も、もっと東とかってのはどうだー」




　我ながら安直な答えだと自省の限りだ。が、それに対するラインハルトの反応は意外にも顕著なものだった。




「ルグニカより東……まさか、大瀑布の向こうって冗談かい？」




「大瀑布？」




　聞き慣れない単語に首をひねるスバル。

　瀑布、というと滝か何かだったと思うが、このあたりの地理情報にはかなり疎い。そもそも王都の広さすらまだ把握していない状況だ。スバルにとってこのルグニカという王都の活動範囲は、商い通りと路地裏と貧民街で完結している。

　自宅、自室、コンビニで完結していた元の世界と変わらないレベルだ。




「そう考えると異世界でも同じ場所でばっかひきこもってんのか、もはや天性のもんだぞこれは……持ってるな、俺」




「誤魔化してるってわけでもなさそうだけど、そこはいいか。とにかく、王都の人間じゃないのは確かみたいだけど、何か理由があってきたんだろう？　今のルグニカは平時よりややこしい状態にある。僕でよければ手伝うけど」




「いやいや、休日なんだろ？　それ返上してまで俺の手伝いなんてすることねぇよ。さっきので十分……だけど、ついでに聞きたいことはある」




　ラインハルトの申し出に首を振ってから、スバルはふと思い出したように指を立てる。ラインハルトは「なんでも聞いて」と気軽に頷いた。




「世情には疎い方だから答えられるかはわからないけどね」




「んにゃ、聞きたいってのは人探しだから平気平気。ってなわけで聞きたいんだけど、このあたりで白いローブ着た銀髪の女の子って見てない？」




　何度かの大通りの観察の結果、偽サテラの格好はかなり目立つ類のものだ。頭髪の色はスバルの黒髪同様に見かけないし、鷹っぽい刺繍の入ったローブも同じく。思い返せば白いローブはそれなりに高価そうでもあった気がする。宝石の入った徽章を持っていたことからすれば、その素姓も自然と高い位にあるのだろうと察せるが。




「白いローブに、銀髪……」




「付け加えると超絶美少女。で、猫……は別に見せびらかしてるわけじゃないか。情報的にはそんなもんなんだけど、心当たりとかってない？」




　猫型の精霊を連れている、まで合致すれば偽サテラであることは疑いようもないが、通常は銀髪に埋もれているはずだからそれは高望みだ。

　美少女情報を付け加えて思ったが、超美形のラインハルトと彼女が並んだらそれはそれは絵になりそうである。勝手に考えて変な嫉妬心が芽生えたほど。




「……その子を見つけて、どうするんだい？」




「落し物、この場合は探し物か？　それを届けてあげたいだけだよ」




　もっとも、それはまだスバルの手の中にはないし、ひょっとしたらまだなくしてすらいないのかもしれないのだが。

　スバルの答えにラインハルトはその空色の瞳を細め、しばし黙考してから、




「ううん、すまない。ちょっと心当たりはないな。もしよければ探すのを手伝うけど」




「そこまで面倒はかけられねぇよ。大丈夫、あとはどうとでも探すさ」




　手伝いを申し出るラインハルトに手を挙げ、スバルはとりあえず大通りから回ることに決める。うまくいけば三回目のように通りで見かけることもあるだろう。

　なんなら盗まれるその場で、フェルトを捕まえて徽章奪取を阻止してもいい。

　後々のことを考えると、それが手っ取り早いような気もしてきて、なおのこと急がなくてはいけないと気持ちが逸る。




「問題はフェルトのはしっこさをどう捕まえるかだな……こう、反復横とび的な動きで道を塞いで、ゾーンディフェンス」




「珍しい動きだね。どんな意味があるんだい？」




「相手にプレッシャーをかけつつ、ボールを奪うためのディフェンスアクションだよ。こう見えてもディフェンスには定評があるんだぜ。あと、ボール回しに何ら影響を与えない位置で参加してるように振舞う能力とかな」




　ドッジボールでもライン際に立ち止まり、内野だか外野だかわからないような参加の仕方をするのがスバル。ボールに当たらずに試合終了も珍しくない。




「ともあれ、何はなくとも商い通りだな、まずは」




「行くのかい？」




「ああ、行く。ラインハルトには世話になった。この礼はいずれ。……衛兵の詰所とか行けば会えるのかな？」




「そうだね、名前を出してもらえればわかると思う。もしくは今日みたいな非番の日は、王都をうろうろしてるから」




「わざわざ男を探して町をうろつき回る趣味はねぇなぁ……乙女ゲーじゃあるまいし」




　軽口で応じてシュタッと手を掲げると、ラインハルトは「気をつけて」と最後まで爽やかに見送りの言葉を向けてきた。

　その言葉に背中を押されるように、スバルは無傷の損害ゼロで路地裏からの脱出を果たしたのだった。




　――その背中を青い双眸が、値踏みするように見ていることには気付かずに。
第一章１６　『貧民街の交渉』
　商い通りに戻り、スバルはさっそく問題の偽サテラ探しに精を出していた。

　とはいえ、できることは目を皿のようにして人波を睨みつけるだけ。三回目の世界で彼女と遭遇したのは、起点となる八百屋からそう離れていない場所だったはずなので、とりあえずのところはそのあたりを釣り場としてポジショニングしている。

　若干、視界に入る八百屋の主人の顔つきが険しいのが気にかかるが。




「今回は出会いがちょっと良くなかったかんな。……でも、実は心の優しい人だって俺は知ってるぜ。知ってるぜ！」




　サムズアップして険しい顔に笑顔を向けると、主人は「嫌なものを見た」とでも言いたそうな顔つきでついに視線をそらした。

　どことなく寂しい気持ちで親指を引っ込めて、スバルは改めて通りを見やる。

　相変わらず商い通りは人種問わずの大人数でイモ洗い状態だ。

　多種多様なファンタジー世界の住人たち。ついにはその中に『獣人』とでも言うべきか、ものっそい毛がふわふわの二足歩行する犬みたいな種族を見つけてスバルのテンションはＭＡＸだ。もふもふしたい、超したい。




「なんだあのラブリーさは……生まれながらの勝ち組だぜ、もはや。ラインハルトとか偽サテラとかといい、罪深い」




　背丈が小さくてよちよち歩いているので、それがまた小動物的な愛らしさを発揮している。存在メルヘン罪で捕まってもおかしくないレベルである。




「くっ……鎮まれ、俺の右腕……モフモフしてる場合じゃねぇ、本題を忘れたのか！？」




　その白い毛に伸びそうになる腕をどうにか制して、遠ざかる背中を未練たらたらで見送ってから、どうにか視線を元のポジションへ。

　しかし、こうして商い通りの見張りを始めて十分以上が経過しようとしているが、それらしい姿が通る気配もない。携帯電話で時間を確認すると、すでにこの世界のやり直しからは小一時間ほどが経過しようとしていた。




「なんかイマイチ時間感覚が微妙だけど、記憶だとそろそろ盗難は起きてねぇとおかしい気がするんだが……」




　自分で言っていて、ふと嫌な予感が脳裏をかすめた。

　ひょっとすると、という悪寒は一度感じてしまえば逃げ場がない。スバルは頭を掻き、「あー！」とか「うー！」とか叫んでから、仕方なく足を目の前の店に向けた。




「なあ、おっちゃん」




「なんだ、一文無し」




　正面、八百屋の主人は再び顔を見せたスバルに嫌な顔を隠さずに言った。

　事実とはいえひどい言われようだと苦笑しながら、スバルはめげずに、




「一文無しは事実だから否定しねぇんだけどさ……おっちゃん、ちょっと聞きたいんだけど、ひょっとしてこのへんでスリ騒ぎとかなかった？」




「なにも買わずに質問とかいい度胸してんな、お前。……それに、そんな騒ぎなんざ悪いが珍しくもなんともない」




「マジで！？」




　八百屋の店主の意地悪い答えに、スバルは思わず驚きの声を上げる。が、思い当たる点がないでもない。そもそも、盗品蔵なんかは王都の各所から盗まれた盗品が集まる場所だ。あの広い蔵をそれなりに埋め尽くすレベルで盗難がある、治安のレベルは推して知るべしである。




「こりゃ完全に情報が断たれたかぁ……？」




「――が、さっきの騒ぎは珍しかったから覚えてるぞ。通りで二、三発、魔法がぶっ放されたからな。見ろ」




　身を乗り出し、店主が指差すのは左へ四つほど進んだ先にある露店の方角だ。つられてそちらに視線を向けると、




「おお、スゲーな」




「氷柱が矢みたいに飛んで刺さった跡だ。すぐに消えちまったがな」




　露店のすぐ脇、細い路地に繋がる入口の壁に穴が穿たれている。

　その数は四つで、大きさはいずれも五百円玉程度の大きさだろうか。石材の壁に穴を開けるほどだから、その威力と速度は当たったときのことを考えると背筋が凍る。




「氷の飛礫ぶつけんのとはわけが違うじゃねぇか……今回は過激なのかな、偽サテラ」




　下手な接触の仕方をすると、アレを食らう羽目になるのはスバル自身かもしれない。そう考えると思わず、額にぶわっと冷や汗が浮くのを感じる。




「しかしこうなると出遅れたな、今回も」




　そんな恐い想像はさて置き、額の汗を拭いながらスバルは呟く。

　あの魔法の跡はおそらく偽サテラで間違いあるまい。彼女絡みの盗難事件となれば、フェルトによる徽章奪取と断定していいだろう。

　そうなると、こちらから偽サテラと合流する手段は失われたことになる。

　少なくとも、スバルの経験では彼女と確実に合流する方法はない。

　故に優先するべきなのは、




「徽章を持ったフェルトとの合流、だな。できれば盗品蔵にフェルトが入る前に捕まえて、ケータイと徽章を交換しちまいたいけど」




　二回も惨殺されている場所だけに、盗品蔵には近づきたくないのが本音だ。

　厳密に言えば近づきたくないのは、エルザが盗品蔵に関わった際なのだが。




「遅く行きすぎても一回目の二の舞。かといってロム爺と合流してフェルトを待つと、二回目をそっくりそのまま踏襲する羽目になるし……」




　やはり肝になるのはフェルトの居場所だ。

　現在、彼女は追跡してくる偽サテラを撒くために躍起になって走り回っているはず。もちろん走りっ放しということはないだろうから、どこかしらで捕まえられるとは思うのだが、王都の地理に常人よりも疎いスバルには難易度の高い話だ。




「『死に戻り』なら、いっそ今回は調べ回るために『捨て回』にするか……？」




　有効的な手段にも思えるが、スバルはその案を首を振って即座に却下。

　まず、三回死んだ経験を踏まえた上で、戻るために死ぬという決断を下せるとは思えない。死ぬのは三度とも文字通りに死ぬほど辛かった。味わわなくて済むのなら、人生の最期に畳の上で味わうのを最後にしておきたいほど。

　付け加えれば、やはり『死に戻り』の有効範囲がわからない不安がある。捨て回にして残機ゼロなど、笑い話にもなりはしない。




「けっきょくは、生ある限りは精いっぱいに足掻くしかない。当たり前だけどな」




　腰をひねってグラインドし、その場で大きく屈伸して準備体操。

　店の前でラジオ体操されて迷惑そうな主人に、スバルは温まった体で軽くジョッギングを行いながら手を挙げた。




「んじゃま、世話になったな、おっちゃん。今度こそ行くわ。次はきっと、リンガ買わせてもらうよ」




「ああ、買うならお客様だ。それなら歓迎だ。働けよ、無一文」




「ういうい。――次はホント、金持ってこられるのを祈ってるよ」




　おざなりに見送られてスバルは走り出す。

　向かう先は貧民街――ただし、盗品蔵とは別の方角だ。盗品蔵に向かった場合のＢＡＤフラグはさっきの考察通り。ならば、他の線から攻めることにしよう。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「フェルトの奴のねぐらか。そんなら、そこの通りを二本奥へ行った先だ」




「ありがとよ。助かったよ、兄弟」




「気にすんなよ、兄弟。――その、なんだ、強く生きろよ？」




　そう言って、苦笑いしながら軋む戸の向こうに中年の顔が消える。

　終始、そのひきつった笑みから同情の色が消えることがなかったのを思い返し、スバルは己の作戦が通じていることにそっと拳を握った。




　泥まみれの埃まみれで、貧民街の住人から見ても酷い風体の状態で。




「初回と二回目の貧民街経験から割り出した策だったんだけど……効果覿面だな」




　言いながら、スバルは乾いた泥でカピカピになったジャージの袖を払う。

　貧民街に辿り着き、フェルトの行き先を突き止める過程でスバルが思いついた妙案が、このみすぼらしい姿の演出であった。




　一回目の世界で、偽サテラと貧民街を回ったとき、トンチンカンにズタボロにされたスバルに対して、住人たちの対応はそれなりの同情的で協力的だった。

　二回目、さしたるダメージもない状態での冷たくすげない反応とは雲泥の差である。それを思い返して、今回は多少、オーバーなくらい見た目ではっちゃけてみた。




「ま、なんの動物のかわかんねぇウンコとか踏んだけどな」




　危うくその上で転がらなくてよかった、と戦々恐々したところだ。

　スニーカーの被害だけで済んで、名誉も命拾いしたというところだろう。

　残念ながらスバルがそう思っているだけで、その汚泥にまみれた格好には名誉もなにも残っちゃいなかったのだが。




「今ので四件目の情報だけど……今のとこ、三つは一致してんな」




　スバルに同情し、提供された情報は全部で四つ。今のところ、フェルトの所在を示す意見は三つほどが一致している。住民が結託してスバルをはめようとしているわけでないのなら、それらの情報はおおむね正しいとみて問題あるまい。

　外れの一件も、かなり残念なくらい耳の遠い老婆の意見だから、こちらを騙そうという意図はきっとなかったに違いない。メイビー。




「これで寝床というかねぐらは掴めたと思うが……問題は戻ってくるか、だな」




　フェルトの普段の住処の情報は掴んだが、逃走を図っている現状、逃げ込んでくるかはかなり五分五分だ。追跡者に居場所が割れるのを恐れる場合、むしろ自分のねぐらは避ける傾向にあるかもしれない。――その場合、運がないとしかいいようがないが。




「考えてもしょうがない。答えが出ないことは悩まない、オーライ」




　迷っても仕方ないことは迷わない。スバルの決断力がここでも光る。

　固まった泥を叩き落としながら、スバルは小走りに貧民街の奥へと向かう。最初、ここへきたときは聞き込みどころか、偽サテラの後ろから出られもしなかったのに成長したものである。自分で自分を褒めたい気分だ。




「頑張った自分へのご褒美……またコンポタでも開けるか、っと」




　ビニール袋に手を突っ込み、中身を漁っている最中に通りに差し掛かる。と、その向こうからふいに出てきた人影とぶつかりそうになった。

　慌てて身をかわして、細い通りに背中からぶつかる。思わず「うぐ！」と息が詰まる。そんなスバルを見て、ぶつかりかけた相手はおっとりとした仕草で、




「あら、ごめんなさい。大丈夫かしら？」




「だいじょびだいじょび。こう見えても俺って丈夫なのが取りぇぇぇっ！」




　見栄を張ろうと顔を上げて、相手を確認したスバルの語尾がすっぽ抜ける。そんな甲高いスバルの声を聞いて、黒髪の女性は小さく「ふふ」と笑う。




「楽しい子ね。それで本当に大丈夫？」




　耳にかかる髪をかき上げる。ただそれだけの仕草がどこか艶めかしく、相変わらず挙動の一個一個がやたらとエロいとスバルは内心で思う。

　仕草がエロい艶っぽい美人のお姉さん――絶対に再会したくなかった相手だ。




　二度にわたってスバルの腸をぶちまけた相手――エルザが立っている。




「――そんなに恐がらなくても、何もしないのだけれど」




「こわ、恐がってとか、恐がってとかねぇですよ？　なにを根拠にそんな俺をビビり君認定ッスか？　マジ超ビビるんですけどー、そういうの凹むわー、ビビるんですけどー」




「臭い……」




　虚勢を張るスバルを無視して、エルザはその双眸を嫣然と細める。

　「臭い？」と首をひねるスバルに、彼女はその形の良い鼻を小さく鳴らして、




「恐がってるとき、その人からは恐がってる臭いがするものよ。あなたは今、恐がっている。……それから、怒ってもいるわね。私に対して」




　いっそ楽しげにこちらの内心を暴露して、上目で見上げてくるエルザ。

　そんな彼女に無言の愛想笑いで応じながら、スバルは早鐘の鼓動を殺そうと呼吸を深くしていた。




　彼女の言は事実だ。

　スバルは彼女が恐い。今、この世で恐い人間はぶっちぎりで目の前の女だ。

　そして、この世で一番憎たらしい人間も目の前の女だ。

　殴り倒せるものなら殴り倒したいと本気で思うし、それ以前に今すぐにこの場から逃げ出したくてたまらない。

　二度も殺された相手だ。心底から震え上がる、そんなスバルを誰が笑えよう。




　押し黙るスバルに対して、エルザの瞳が蛇のように細められる。その視線に射竦められながらも、しかし目をそらすような弱気だけはさらさない。

　彼女はそんなスバルの虚勢に唇を舌で湿らせ、




「……少し気にかかるのだけれど、いいわ。今は騒ぎを起こすわけにいかないから」




「お、穏当じゃない発言だな。あんましビビらせると美人が台無しですぜ？」




「あら、お上手。――敵意が隠せればもっと上出来よ」




　伸びてきた指がこちらの額を軽く押し、それだけで硬直していた体が解放される。

　息を吐き、肩を上下させるスバルに、エルザは触れた指を唇に当てて、




「それじゃ、失礼するわ。また会えそうな気がするわね」




「次は明るくて人がいっぱいいる場所だと、俺もリラックスできるよ」




　そんな皮肉を言うのが精いっぱいだ。

　エルザは悩ましげな微笑だけを残し、黒い外套を翻して路地の闇に溶ける。文字通りに消えた彼女を見送って、スバルはドッと疲れを感じながら壁に身をもたれた。




「よそ……予想外の再会だったな、いやマジに。盗品蔵の前はこのあたりをうろついてやがったのか……」




　予期せぬエンカウントに心がへし折られそうになった。

　心の準備という意味では、偽サテラ以上の衝撃をスバルに与えた存在だ。できる限り、彼女と会うのは今回が最後であるのを祈りたい。




「フェルトのねぐらってこの奥だと思うんだが……まさか、すでにエルザが暴れたあとって可能性はないよな……？」




　人の腹をかっさばいて快感に浸る変態だ。

　待ち合わせまでの暇つぶしに、ちょちょっと二、三人刻んでいてもおかしくない。ましてや場所が貧民街の奥地ともなると、嫌な想像を駆り立てられてやまなかった。




「だ、大丈夫だろ、たぶん。血の臭いも返り血も見えなかったし、メイビー」




　生ごみと腐臭で血の臭いはわからないし、暗くて血痕なんて見極める余裕は持てなかったけれど、きっとなかったと思う。思いたい。




　駆け出す勇気はしばらく持てず、そろりそろりと忍び足で進軍を再開。

　虫の羽音や中身の入った酒瓶に「ひ」とか「わひゃ」とか言いつつの捜索。




　やがて小汚いボロ屋に行き着いたのは、エルザとの遭遇から五分後のことだ。




「情報じゃこれだと思うんだが……これ、人の住処か？」




　扉と思しき木の板の前に立って、スバルは思わず首をひねる。

　目の前のボロ屋の大きさは、おおよそ工事現場などの仮設トイレ二つ分といったところだろうか。立って半畳寝て一畳を地で行く感じだ。




「それこそねぐらっつーんだから、間違いじゃねぇと思うけどよ……」




　それでも、あんな小さい女の子がここで暮らしているのかと思うと不憫に感じる。金にがめつい上昇志向も仕方ない、と許せるような気がしてきた。




「こんなとこで小さい体をよりちっちゃくして生きてるんだ。そりゃ性根がねじくり曲がってしまっても仕方がない。ああ、仕方ない。可哀想に。ああ、可哀想」




「言いすぎだろ、胸糞わりーな。人の寝床見て、どんだけだよ、兄ちゃん」




　と、可哀想＋仕方ないの同情モードに入っていた背中、声をかけられて振り返る。

　視線の先、じと目でスバルを睨みつけるのは金髪の小柄な少女――フェルトだ。

　格好、姿勢にはこれまでと違いがない。若干、いつも通りの小汚い格好がさらに薄汚れて見えるのは、よほど今回の逃走劇が熾烈を極めたということだろうか。




「なんでますます気の毒そーな顔すんだよ。薄汚い小娘だって舐めてんのか？」




「それとは別の感傷なんだけど……とりま、会えてなにより」




　不快感を隠そうともしない少女に、スバルは思わず安堵に肩を落とす。

　探していたフェルトの発見、それは素直に喜ばしいことだ。エルザとのニアミスがあってどうなることかと思わされたが、蓋を開けてみれば幸先はいいといえる。




　スバルの呟きに対して、彼女は「なんだ、客か」と鼻を鳴らした。

　彼女は油断ない姿勢でそのままこちらを見つめ、




「ここまできたってことは、アタシに用があんだろ？　……格好からして、ここの住人じゃなさそーだしな」




「お。俺を同類項扱いしないとは、見る目があんな」




「ここの連中でももうちょっと身綺麗にしてるっつーの。そんな汚してざーとらしすぎんだ。正直、うちの連中より小汚ぇよ今のアンタ。アタシ以上にな」




　相変わらず、口の減らない小娘だなーとさっきの同情を早くも返上したくなる。が、彼女はそんな青筋立てるスバルの内心は無視して、「で？」と身を引き、




「用件は？　盗みの依頼なら前金出せよ。相手の質次第じゃ、追加貰うけどな」




「盗みの委託て……あこぎな商売してんな。手癖の悪さが自慢か」




「生きる手段の問題さ。これがなけりゃ、体でも売るしかねー。で、どーすんだ。それとも他の用事か？　場合によっちゃ……」




　指を小刻みに動かし、手先の器用さをアピールしたフェルト。

　その掌に、ふいに魔法のように小さなナイフが浮かび上がる。場合によっては、それを自衛の手段にするという戒めだろう。

　実際、彼女とやり合う羽目になれば、刃物を持っている時点で勝ち目がない。足の速さで見失って、知らない間に『路地裏で刺殺ＢＡＤ２』のルート回収だ。







「俺の用件はひとつ。――お前が盗んだ徽章を、こちらで買い取りたい」
第一章１７　『盗品蔵の交渉』
　事ここに至って、余計な回り道は印象を悪くするだけだとスバルは判断。

　近くをエルザが徘徊している危険も含めて、この商談を即行でまとめてしまいたい。その意図に反して、フェルトの警戒レベルは一段階上がってしまう。

　彼女は徽章を仕舞っていると思しき胸元を手で押さえると、




「なんで、アタシが徽章をギッたって知ってんだ？　依頼人以外にゃ漏らしてねーはずだし、盗んだのはついさっきだ。小耳にはさむにゃ耳がでかすぎんじゃねーか？」




「言われてみりゃその通りだ焦りすぎだよ俺マジ迂闊！」




「……もうちょい腹の中隠さねーと交渉とかできねーぜ？　兄さん、ちょっと突かれたぐらいでボロ出しすぎだよ」




　うっかり失言に頭を抱えるスバルに毒気の抜かれた顔のフェルト。

　彼女はしゃがみ込むスバルに膝を曲げて視線を合わせ、「それで？」と前置きして、




「徽章を買い取る、っつーのはどーいうことだ？　もともと、これを頼んできた姉さんとアンタは別口だろ？　商売敵かなにか？」




「商売敵っていやぁ商売敵と言えなくもない、かもわからないこと山の如し？」




「わかんねーよ。ま、そこんとこはどーでもいいんだけど」




　どう言いくるめるかと頭を悩ませるこちらに対し、彼女はあっけらかんと笑う。その懐から取り出されるのは竜を象った徽章だ。

　フェルトの手の中で、その赤い宝玉を光らせる徽章。彼女はそれを見せびらかすようにしてスバルの前にぶら下げ、




「アタシとしては買い取り価格が高い方に売りつけるだけだ。依頼反故で向こうの姉さんが怒る可能性はじゅーぶんあるけどな」




「そのキレ方が半端じゃない可能性もあるんですがー。いや、それはこっちの話だけど」




　わざわざ交渉が難儀になるような話はさて置き、スバルは改めて咳払いしてから真剣な顔を作り、




「んじゃ、交渉には乗っかってくれるってこったな？」




「儲かる可能性のある話ならなんだって聞くさ。たりめーだろ？」




「たくましいこった。……こっちにゃ聖金貨で二十枚以上の価値があるものを用意してる。その条件で、お前の徽章を買い取りたい」




　ぴくん、とフェルトの白い耳が動き、その赤い瞳の瞳孔が猫のように細くなる。表情は動かなかったものの、尻尾をバタバタ振っているのが見え見えでむしろ微笑ましい。

　彼女はその疑似ポーカーフェイスのまま腕を組み、




「へー、なるほど。けっこーな値段付けてくれんじゃん。アタシの苦労も報われるよ。……でも、アンタの商売敵もそんぐらいの値段できてるぜ？」




「嘘こけ、聖金貨十枚の取引きだろ。欲かくと死ぬぞ、いやマジに」




　実際、一回目の死因はそんな感じと予想される。死因：強欲だ。

　正確な数字まで当てられては誤魔化せないと思ったのだろう。フェルトはスバルの言葉に軽く目を見開いたあと、仕方なさげに頭を掻き、




「んだよ、そこまで知ってんのかよ。……そーだよ、聖金貨十枚だ。といっても、交渉相手が出たと知れたらもっと出すかもしんねーけどな？」




　「そっちは嘘じゃねーぜ？」と唇の端をつり上げる推定十四、五歳。

　すれてんなぁ、とそのふてぶてしさに一定の感心をしつつ、スバルはこのまま優位の状況で交渉を進めようと意気込む。




「素直にこっちで手ぇ打っておけ、って言っても聞かないんだろうな」




「たりめーよ。ってか、そもそもアンタのさっきの話も眉唾だ。アタシの耳は聞き間違えちゃいねー。アンタは聖金貨二十枚じゃなく、その価値があるものって言った。手札が一方的に知れてんのは不公平じゃねーかな、交渉としては」




「交渉までにどんだけ手札を用意できるかってとこに器量が現れるもんだと思うが……こっちの手札を切らなきゃ判断つかねぇのも事実だしな」




　ごねられて時間が経過するのも避けたい。

　スバルは結論して、その懐から交渉のキーアイテムである携帯電話を取り出す。

　小型の機械の出現に、フェルトはほんのわずかに眉をひそめるだけだ。相変わらず、金銭に直結していないと薄い反応しかしない子である。




「それが聖金貨二十枚か？　アタシにゃ手鏡かなんかにしか見えねーが」




「これは巷で大流行の『魔法器』ってやつだ。時間を切り取り、凍結させる。さあ、受けて見るがいい――ＮＡＴＵＫＩフラッシュ８連射！！」




　連続シャッター機能をオンにして、機械的な撮影音と光が連発。

　白光が裏路地を切り裂き、まともに光を浴びるフェルトが音と輝きに「うわぉう！」と女の子らしからぬ悲鳴で反応。

　前回よりまともなリアクションに気を良くしつつ、スバルは文句言いたげな顔を浮かべる少女に画面を突きつける。赤い双眸が驚きに見開かれる。




「これがこの『魔法器』の力だ。こうして精巧な絵を残すことができる。さらにＰＲさせてもらうと世界に一個だけの貴重品。さあ、どうよ」




　ドヤァ、と鼻を長くして見下ろすスバルに、フェルトは「ふむふむ」と鼻を鳴らす。しげしげと手の中の携帯電話を眺め、一通り見回してから納得の頷きを作り、




「……嘘、じゃなさそーだな。でも、これがアタシか？　きれいに世界を切り取るって言うんなら、アタシはもっと美人だと思うぞ」




「素材はよさそうな気がするけど、こんだけ飾り付けが酷いと何とも言えねぇな。……身綺麗にして、ちゃんとしたおべべとか着せたら化けそうなヨ・カ・ン」




「上から目線なのと語尾が腹立つ……なんかぜってー見せたくねー」




　いらぬ反感を買ったところだが、フェルトの様子は好感触そうだ。

　もっとも、そんなこちらの思惑に簡単には乗らないのが、この貧民街の住人のたくましさの所以でもある。

　ドヤ顔のスバルにフェルトは意地悪く笑い、




「ただし、物珍しさは認めるけどどんだけの金になるかは微妙だぜ？　言っとくが、交渉相手の意見を丸呑みして、これが聖金貨二十枚だなんて甘い蜜を信じてやるほど頭が空っぽってわけじゃねーんだ」




「……それはまぁ、当然だろな。俺としては脳みそスポンジでも全然構わねぇんだけど、第三者の意見は必要ですことよ実際」




　ペースと勢いで持っていければ幸いだったが、そうもいかないだろうというのは予測の範囲内。問題は『善意の第三者』を誰にするか、なのだが。




「この貧民街の奥に、盗品蔵って場所がある。名前のまんまの場所なんだけど、そこにいる偏屈爺さんに聞くのが手っ取り早いだろーさ。物を見る目は公平だぜ？　それなりに場数も踏んでっから、『魔法器』見ても判断つくだろーし」




「やっぱ、そうくるよなぁ……」




　そして、フェルトがそう提案してくるだろうことも予想されたことだった。

　彼女からすれば盗品蔵はエルザとの待ち合わせ場所でもあり、荒事になった場合に頼れるボディーガードジジイのいる拠点でもある。

　『魔法器』というカードの鑑定眼も含めれば、その選択肢以外はあり得ない。のだが、盗品蔵に到着する前に決着しておきたいのがスバルの心からの本音であった。




「そのジジイに見てもらうのはまったく反対しねぇんだけど……」




「会ったこともない相手をいきなりジジイ扱いとか、会って後悔するかもしんねーぞ？　意外とおっかねーんだよ、礼儀知らずには」




「そのわりには口悪い小娘にミルク出してやったりとか甲斐甲斐しいような……」




　これは明らかに余談だが、やっぱり孫可愛がりみたいな気分があるんだろーなと予想。

　ともあれ、問題は相手でなく場所である。




「呼び出せたりしねぇかな、外に。ほら、なんなら俺のケータイ使っていいから」




「って押し出されてもわけわかんねーよ」




「ですよねー。メモリにも家族とその他しか入ってねぇし」




　あとは寂しいメモリ数の水増しに、警察署・消防署・救急車・時報・天気予報などのラインナップが並ぶ。思わず『ドヤァ』となってしまうボッチぶりだ。




「なにを問題にしてんのかわかんねーけど、急ぐならとっとと盗品蔵に行こーぜ。ホントはちょいちょいやりたいこともあったんだけど」




「やりたいことって？」




「いや、意外と持ち主が根性入ってて、逃げ切るの大変だから妨害工作。ちょっと金渡せば喜んで周りの連中がやってくれっからさー」




「よし行こうすぐ行こうパッと行こうちゃちゃっと行こう」




　歩き出すフェルトの肩を後ろから押して、強引に盗品蔵への道を急ぐ。

　「なんだよー」と頬を膨らませる彼女を急がせながら、スバルは無駄な被害が減らせたことに自分で自分にＧＪ。

　徽章を追いかける偽サテラの邪魔など、小銭目当てで貧乏くじ引くにも程がある。氷塊ぶつけられて悶えるくらいなら、空腹抱えて家で寝てる方がマシだろう。




「ただし、ちゃっと見てもらってスパッと終わらせてバシッと出るかんな」




「兄さん、なんでそんな焦ってんだよ。汗ダラダラだぜ、強く生きろよ」




「貧民街だとみんなそれ言うんだけどなんか合言葉なの！？」




　強く生きろ、じゃなくて強かに生きろ、に言い直した方がいいと思う。

　そんな思惑も置き去りに、四度目の世界で三度目の盗品蔵へ。




　――すぐに出る。もうダッシュで出る。置き去りにしてでも出る。




　胸中をそんな決意で燃え上がらせて、スバルは強く目の前の背を押した。




「いてーっつの」




「痛い！」




　蹴られた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「大ネズミに」




「ホウ酸団子ってどこで売ってんの？　毒」




「スケルトンに」




「意外と掘るのって労力いるよな。落とし穴」




「我らが貴きドラゴン様に」




「ファンタジー世界だから実際いるんだろうけど、マジ直接対面したらなんにもできないこと請け合い。でもロマンだから会いたいのも事実。そんな曖昧な自分の心に嘘をつくこともできなくて、ところがそんな自分がやっぱり嫌いじゃない。クソったれな気分」




「余計な枕詞つけんと合言葉も言えんのか！　余計に腹立たしいわ！」




　扉が内側から蹴破られるように開かれるが、それを予期していたスバルは素早く後方に飛びのいてノーダメージ。

　悔しげに喉をうならせるのは、入口の高さに身長が噛み合っていない巨人――こちらも見慣れたハゲ頭のロム爺だ。顔を真っ赤にして、血圧が高そうな有様。




「あんま頭に血ぃ上らせてると血管切れるぜ。現代医学でもかなり危険」




「体に悪いとわかっとるなら怒らせるんじゃないわ！　なんじゃお前！　今日は人払いしなきゃならんから入れんぞ！　入れんぞ！　ざまー見さらせ！」




　大人げなく地面を踏み鳴らすロム爺。だが、そんな彼のしてやったり顔を覆したのは、




「あー、悪い。コイツもアタシの客なんだ。入れてやってよ、ロム爺」




　スバルの背後に隠れていたフェルトだった。

　彼女はがっくりと肩を落とすロム爺を同情的な目で見て、それからしらっとした顔で口笛など吹いているスバルを横目に、




「アンタ、かなり性格悪いな。控えめに言って最悪だ」




「なんかからかいたくなる性格なんだよな。いじられてこそ光るタイプというか……Ｍだと発覚したはずなのに、俺はやっぱりＳっ気もあったのか……攻守万能だな！？」




「知らねーし知らなくてよさそーだから深く聞かねー。上がるぞ、ロム爺」




　うなだれるロム爺の横を抜けて、フェルトが当たり前のように盗品蔵へ。

　説明を求める視線を無視され、ロム爺は困惑顔をスバルに向けた。そんな皺だらけの顔にスバルはうんうんと頷きかけて、




「マイペースな奴はこれだから困る。俺らみたいな一般人は置き去りだぜ、なあ？」




「言葉の定義付けからやり直したいとこじゃの……とっとと入れ」




　なにもかもを諦めたように投げやりに、ロム爺は巨体を小さくして中へ戻る。その背中に続いて、埃っぽい盗品蔵の空気に歓迎されながらスバルも中へ。

　ちらりと警戒しながら視線を中に送るが、幸いにもエルザや偽サテラが先に待ち構えているというような事態は起きていないようだ。

　呑気にカウンターの上に腰掛けて、フェルトは他人の住居で自分の家よろしくミルクを勝手に傾けている。視線に気付き、




「なんだよ。冷えてんのはこれ一本だ。やんねーぞ」




「ふてぶてしすぎて神経ぶれねぇな、お前。俺は酒でいいよ、爺さん」




「お前さんも相当図々しいな！　分けん！　分けんからな！」




　のしのしと床を軋ませて巨体が走り、カウンターの向こうの酒蔵らしき木箱を視線から守ろうとする。憐れみさえ誘う動揺に、スバルは「冗談だよ」と小さく笑い、




「なるほど、酒はそこか。場所さえわかればこっちのもんだぜ……」




「本音が漏れとるぞ！　盗品蔵の主から酒を盗もうなぞ、極悪の下をいくな！？」




「そんな……照れる。それに盗むときは自力じゃやらねぇよ。フェルトに依頼する」




「ゴメンな、ロム爺。依頼されたら断れねーわ」




「味方おらんのか、ここって儂の家じゃなかったかの！？」




　そろそろ本気で血管が気にかかるので、ロム爺いじりはここまでとする。

　興が乗り始めていたらしきフェルトは不満げだったが、スバルは愛想笑いだけで彼女に応じてカウンターへ。

　固定椅子に座ると、時間も惜しいとばかりにさっそく本題へと入る。




「さて、爺さん。横道それたけど、本題に入りたい」




「だいーぶ脇道走ったのは自爆な気がしてならんが……なんじゃい」




「頼みたいのは鑑定、って感じになるかな。俺の持ってきた『魔法器』に値段をつけて、それをフェルトに対して保障してもらいたい」




　話が商談ともなれば、ロム爺の灰色がかった瞳が真剣味を帯びる。

　彼は確認するようにフェルトを見やり、彼女の肯定の頷きを見ると視線を戻した。

　その瞳が鑑定品を求めているのが伝わり、スバルも懐から携帯電話を取り出す。メタリックな見た目がまずその興味を惹き、大きすぎる手の中にあってはまさしく玩具のような機器を繊細な指触りが確かめるように撫でた。




「これが魔法器。さしもの儂も見るのは初めてじゃが……」




「たぶん世界に一個しかない。あと、わりとデリケートな機械だから扱いには注意。ぶっ壊されるとマジで死ななきゃいけないレベル」




　やり直し的な意味で。

　しげしげと外装を確かめるロム爺が、折り畳み式のケータイをゆるやかに開く。起動音がして最初の驚きを誘い、さらに待ち受け画面が二発目の驚きを誘発。




「この絵は……」




「タイミング的にちょうどいいかと思ってな。効果のほどを見せつける意味で、フェルトちゃんの一日――を待ち受けにしてみた」




　待ち受け画像は先ほど撮影したフェルトの画像の中の一枚だ。

　一番可愛く撮れたと思えるものをチョイスしたので、画質の良さもあってそれなりに見れる絵になっていると思う。

　ロム爺はその画像とすぐ脇でミルクをすするフェルトを見比べ、




「これは驚いた。こんだけ精巧な絵を描けるもんはおらんじゃろうな」




「時間を切り取って、そこに封じ込める魔法器さ。人の手によるもんじゃ、到底できない綺麗さだろ？　なんなら爺さんも撮影するけど」




「興味はあるが、おっかない感じもするのぅ。命とか取られんか？」




「やっぱどの時代のどの世界でも、写真見て思うのはそういう迷信なんだな……」




　大正以前みたいなリアクションのロム爺。その傍らで寿命関連の話題に耳を尖らせるフェルト。彼女らを安心させるように「撮影されても八十まで普通に生きる」と答えて、そのカメラ機能でロム爺を撮影。

　出来上がった画像を見て、「ううむ」とうなるロム爺。

　目の前でこれを見せられれば、ケータイの性能実験としては十分だろう。もともと、このケータイに対するロム爺の好感触は、実体験から保障されたものなのだし。




「これは確かに恐れ入ったわい。もしも儂が取り扱うなら、聖金貨で十五……いや、二十枚は下らずにさばいてみせる。それだけの価値はある」




　売人としての職人魂が刺激されたのか、やたらと瞳を輝かせるロム爺。

　盗品を売りさばく職人、という甚だ誇りに思うべきか微妙な職業ではあるものの、その太鼓判は素直に心強い。

　スバルはフェルトに顔を向け、思わずわき上がるドヤ顔で鼻を鳴らし、




「とまぁ、俺の手札はこんな感じだ。宣言通り、聖金貨で二十枚以上の品物。これでお前の徽章との物々交換を申し込みたい」




「その顔、ちょいちょい挟むけどムカつくなぁ」




　こちらの思惑通りに事が進むのが面白くないのか、フェルトは不満げな顔つきだ。が、それでも自分の懐が温かくなる事情には代えられないのだろう。

　彼女の視線はロム爺の掌の携帯電話に向き、




「ま、それが金になるって保障がついたのは素直に嬉しいさ。聖金貨二十枚ってのも疑わないで済みそーだし。アンタの手札は了解した」




「だろ！？　んじゃ、交渉成立ってことで。うまく売るのはそっちのやりようだ。ガンバ！　それじゃ俺は急ぐんで、ここらで失礼させてもらおうかと……」




　そそくさとフェルトに歩み寄り、「ん」と手を出して徽章を求める。

　しかし、その掌は上からやんわりと取り下げられた。

　眉を寄せるスバルに、至近まで顔を近づけてフェルトは、




「ちょっと待て。なんでそんなに急いでんだ？」




「急いでるとか、そんなこと別にねぇですよ？　あ、あとあんま顔、近付けんな」




「なんだよ。女の子の顔が近いと照れちゃうタチか？」




「いやお前、何日か風呂とか入ってねぇだろ。目に沁みる刺激臭がする」




　顎を真下からブン殴られる。

　のけ反って、舌を噛んだ激痛にスバルは涙目。




「女相手に容赦ねーな！？」




「お前もちょっとした軽口に容赦ねぇな！？　早くも流血沙汰だよ！」




　わりと盛大に口の中を切って、鉄の味に嫌な感覚が呼び起こされるスバル。

　フェルトは顔を赤くして、自分の肩にかかる金髪を顔の前に持ってきながら、




「そんな臭うかな……」




「照れ隠しの口先、って言ってやりたいけど。俺って自分に嘘はつけないっ」




　涙目のまま顔を背けて、その場に膝から崩れ落ちて女々しい泣き姿のアクション。その芸の細かさにフェルトは怒りを通り越し、軽く指で額を支えながら深呼吸。




「わかった、ちょっと待て。話を戻そう。落ち着いて、冷静にな」




「話を戻す、か。そうだな。とりあえず、寝床の環境を整えるところから始めるのがいいと思うぜ。あそことかちょっと生ゴミ多いから、寝てるだけで臭いが染みつく……」




「アタシの臭いの話から離れて、もうひとつ戻ってみよーぜ！？」




「……お前、も……足が、出るの、早いよ……」




　照れ隠しに出た前蹴りが、位置的にしゃがんでいたスバルの顎をクリーンヒット。舌こそ噛まなかったものの、二度目の衝撃に止まってすらいなかった血が再出血。




「血ってあんま飲み込んでると、すっげぇ気持ち悪くなんだぞ……」




「それに懲りたらもっと真剣にアタシとの対話に応じろよ。んで、話を戻しに戻した上でもう一回聞くけど、なんでそんなに急ぐんだよ」




　表情から怒りの感情を消して、努めて冷静な顔つきで問いかけてくるフェルト。

　空気を読んで無言のロム爺に助けを求めるも叶わず、スバルは仕方なく肩をすくめて、




「人生ってのは有限なんだ。一秒一秒を大切に、無駄を極力省くことで……」




「あー、はいはい。そーゆーのはいいんで。つかさ……」




　語尾を濁らせて誤魔化そうとするスバルをフェルトが流す。

　彼女はその赤い瞳を細めると、淡々とした態度でついに核心を突いた。




「そもそも、なんで兄さんはこの徽章を欲しがんだよ？」
第一章１８　『盗品蔵の攻防』
　うぐ、と思わず息が詰まったのを見られて、スバルは己の失策を悟る。

　ここでこそ、さっきまでのような軽口が発動すべきだったというのに、弱味をわざわざ見せるような真似はコミュ能力の低さの賜物だ。




　交渉事において、弱味を握られるほど優位性を失うものはない。

　結果、スバルの選んだ沈黙にフェルトはほんのわずかに口の端をゆるめた。




「アタシに依頼してきた姉さんも話したがらなかったけど、兄ちゃんもそーだな？」




「……そもそも、盗み自体がいかがわしい話なんだから、後ろ暗い理由があるのは誰でも一緒だと思うんですがー」




「でも、特にアンタは後ろ暗いわけだ。ま、落ち着いて考えてみりゃー、盗みを依頼された品物を横からかすめ取ろうってんだしな」




　獲物をなぶる猫のような残酷さで、フェルトはスバルの至らなさを攻め立てる。

　彼女は嗜虐的な笑みを浮かべたまま、押し黙るスバルを突き放し、




「この徽章は、なんだ？　実はこいつには、この見た目以上の価値があるんだ。だから欲しがるんだろ？　それはつまり、魔法器以上の金になる価値ってことだ」




「待て、フェルト。お前、その考えはマジに危ないぞ。話の流れ的に何を言い出すのかだいたい予想がつくのがゲーム脳でアレだけど……それはマジにやめとけ」




　フェルトの守銭奴ゲージが上がるのを見て、スバルは冷や汗を浮かべながらも制止する。このままだと、彼女の釣り上げは限度を知らずに上がるだろう。

　そうなった場合、交渉が長引き、待ち構えているのはＢＡＤＥＮＤの運命だ。




「聖金貨二十枚以上、その価値で手ぇ打っとけ！　それ以上は欲しがるな！　エル……お前に依頼した奴だって、聖金貨二十枚が限度だ！　それ以上は出してこない！」




「なんでアンタがそれを知ってんだよ」




「あ……」




「語るに落ちてるぜ。――関係者だってな」




　『死に戻り』があるから知っているだけだ、と言い張れればどれほど楽か。

　だが、実際にその説明をしたとしても、信じてもらえる要素がない。




　疑いの目を深めるフェルトにとって、もはやスバルの言葉は対案なくして信じられる価値はないのだろう。

　こうなってはいっそ、力ずくで彼女から徽章を奪い取るしかないが、




「それには、こっちの筋肉ジジイが邪魔だ……」




「いいようにやられとるのぅ、小僧っ子。年下の小娘に情けない」




「あんたの手ほどきの所為だろ、これ。手強すぎて泣きそうだ」




　暴力沙汰に持ち込めば、ロム爺に叩き伏せられるのがオチだ。

　仮に奪い取るのに成功したとしても、かけっこでフェルトに勝てると思えない。長距離走になった時点で、スバルの戦闘力は学年でも下から数えた方が早いのだ。

　それ以外の能力で学年トップ３をいくつも持っていても、長距離走のブービーっぷりでＡ判定を逃すのが通例、そのレベル。




「フェルト、頼む……」




「お願いされてもダメだ。アンタを交渉相手としては認めるよ。でも、相手方の意見も聞かなきゃフェアじゃねーだろ？　これの価値を話して、相応の対価を用意するなら話は別だけど」




　問い詰める瞳には微塵の容赦も慈悲もない。

　少女の双眸はスバルの態度から、真実を掴み取ろうと懸命な様子だ。だが、事実としてスバルを監視していても徽章の価値は知れない。

　スバルが徽章を欲する理由はエルザのそれと違い、ただの恩義に関わるものだ。

　それ以上は宝石のはめられた徽章、といった外観の内容しかわからず、フェルトの知識と大きな差はない。




　故に、スバルはフェルトの求める答えを差し出すことはできないのだ。




「俺がそれを欲しがるのは……元の持ち主に返したいからだ」




「――は？」




　だからポロリと、本音をこぼすのがスバルの持てる誠意の全てだった。




「俺はそれを持ち主に返したい。だから徽章を欲しがってる。それだけだ」




　目を見開くフェルトに対して、スバルは顔を上げて同じ言葉を告げる。

　紅の双眸が敵意をはらんで威嚇してくるが、スバルはそれを受け止めた上で押し黙っているしかできない。

　悪ふざけをする余裕もなく、誠意を込めて膝をつき、頭を下げるだけだ。




「……フェルト。どうもこの小僧、嘘をついてるようには見えんが」




「ロム爺までほだされんなよ。冗談に決まってんだろ？　持ち主に返す？　大金まで払って盗んだ相手から買い戻してかよ？　馬鹿馬鹿しい。衛兵のひとりでも連れてきて、アタシをとっ捕まえちまえばそれで済む話じゃねーか」




　それはできない相談だ。

　偽サテラはこの件に、衛兵が関わることを是としていない。

　故に、協力を申し出るラインハルトの好意すら断ったのだ。




　それが彼女の不利益につながるのであれば、スバルにはそれをすることはできない。

　それだけがスバルにできる誠意であり、命を救われた恩義への答えなのだ。




「つくならもっとマシな嘘をつけよ。真剣なふりしても騙されねーよ。そうじゃなきゃ、アタシは……そうさ。アタシは騙されない」




「フェルト……」




　なにかを振り切るように、フェルトは絞るような掠れた声を出す。

　気遣わしげなロム爺は彼女の胸中を知っているのか、その表情は痛ましげだ。




　ただ、その頑なな態度がフェルトの心変わりを固く禁じているのがわかる。

　つまり交渉は、失敗に終わったということだ。




「――誰だ」




　ロム爺がその表情を変えて、盗品蔵の入口を睨んだのはそのときだ。




　膝をつき、頭を下げていたスバルは交渉が決裂したショックで呆然としていた。

　それ故に、今一歩、思考がその答えに達するのが遅れる。




　鋭いノックの音が何度か続き、沈黙にロム爺が振り返る。

　その視線を受けて頷いたのはフェルトだ。彼女は自分を指差し、




「アタシの客かもしれねー。まだ早い気がするけど」




　言いながら扉の方へ向かい、まだ怒気の冷めやらない顔のまま戸に手をかける。

　その背中を見つめていて、スバルは急速に込み上げてきた焦燥感に気付く。




　盗品蔵、ノック、フェルトの客――それらが符合し、導き出される答えはひとつ。




「――開けるな！　殺されるぞ！！」




　予定より早い。窓からわずかに差し込む日の光はまだやや高く、橙色に染まり始めてこそいるが日没というには輝きが強すぎる。

　一回目の世界でも、二回目の世界でも、絶望は日没のあとにやってきた。




　まだ時間はあると、高を括っていたわけではない。

　そんなわけではなかったが、まだ早すぎる。




　――まだ何ひとつ、世界を変える条件を満たしていないというのに。




　そんなスバルの悲壮感に満ちた叫びもむなしく、制止の声は戸を開けるフェルトの動きを躊躇させることはできなかった。

　扉が開かれて、夕焼け色の光が盗品蔵の薄闇をぼんやりと淡く振り払う。




　そして、




「――殺すとか、そんなおっかないこと、いきなりしないわよ」




　仏頂面で唇を尖らせて、銀髪の少女が蔵の中へと足を踏み入れていた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「よかった、いてくれて。……今度は逃がさないから」




　踏み込んできた銀髪の少女――偽サテラの姿に、フェルトが声もなく後ずさる。

　下がる彼女の表情は悔しげで、忌々しさに唇を歪めながら、




「ホントに、しつっこい女だな、アンタ」




「盗人猛々しいとはこのことね。神妙にすれば、痛い思いはしなくて済むわ」




　歯ぎしりしそうなフェルトに対し、偽サテラの声の温度はひどく冷たい。

　実際、部屋の気温が急速に下がり始めているのを感じ取り、スバルは変わりつつある室内の雰囲気に思わず身震いを堪えられなかった。




　――どうして、ここに偽サテラが！？




　時刻はまだ夕方に差し掛かった頃合いで、スバルの体験からいえばまだ貧民街の入口にすら辿り着けていないぐらいの時間のはずだ。

　そこから聞き込みを始めて、さらに二時間近く。それでようやく盗品蔵へ到着するのが一回目のルートだったというのに。




「ってことはアレか。俺がいなければこんだけ早く辿り着くってことか」




　路地裏でのスバルの治療イベントがなければ、彼女は自力でここまで辿り着くのだ。それもこれだけの速さで。

　時空を超えて自分の役立たずぶりが証明され、なんとも言えない気分になる。




　そんなむなしさを覚えるスバルを置き去りに、事態は刻々と進行している。

　後ずさるフェルトはすでに部屋の中央から奥側へと移動し、偽サテラは自然な動きで扉への道を塞ぎながら掌をこちらへ向ける。

　かすかに空気がひび割れる音が鳴るのは、彼女の掌を起点に魔法が展開しているのが原因だ。得意魔法が氷系統なのか、宙に氷柱が生み出されるに従って室温が低下していく。




「私からの要求はひとつ。――徽章を返して。あれは大切なものなの」




　宙を浮く氷柱の数は六本。先端が丸く潰されていて、威力は鋭さより重さを重視している。が、命中すれば飛礫と比較にならない打撃があるのは間違いない。

　自然、その標的に自分が入っていることに冷や汗をかきつつ、スバルは下手を打たないように無言で彼女たちのやり取りを眺めているしかない。




「……ロム爺」




「動けん。厄介事を厄介な相手ごと持ち込んでくれたもんじゃな、フェルト」




　静かな呼びかけに、しかし巨体を緊張させるロム爺は首を横に振って答える。

　その手の中にはいつの間にか、見知った棍棒が出現していたが、それを握りしめる豪腕はどこか頼りない。迷うように、戸惑うように、握り手を開いては閉じてを繰り返していた。




「ケンカやる前から負けなんて認めんのかよ？」




「ただの魔法使い相手なら儂も引いたりせんがな……この相手はマズイ」




　挑発的なフェルトをたしなめるロム爺。

　彼はその灰色の瞳をわずかに細めて、氷柱を展開する偽サテラを見やる。

　彼女を見下ろす双眸――そこに浮かぶのは強い警戒と、それを上回る畏敬だった。




「お嬢ちゃん。……あんた、エルフじゃろう」




　唇を震わせてのロム爺の問いかけ、スバルは思わず顔を上げて反応してしまう。

　エルフ、というのはこの手のファンタジーもので欠かせない種族のひとつだ。

　耳が長く、長命で、そして美しい。




　ロム爺の問いに偽サテラはしばし瞑目、それから小さく吐息して、




「正しくは違う。――私がエルフなのは、半分だけだから」




　痛みを告白するような口ぶりに、スバルは痛ましさを感じて眉をひそめる。

　だが、彼女の告白に大きく反応したのは残りの二人だ。

　特にフェルトの反応は顕著なもので、彼女は大きく身じろぎしながら下がり、




「ハーフエルフ……それも、銀髪！？　まさか……」




「他人の空似よ！　……私だって、迷惑してる」




　スバルにはわからないやり取りだったが、それがどれほど偽サテラにとって不本意なやり取りなのかはいくらか伝わってくる。

　事情のわからない否定を受けて、しかしフェルトの表情は和らがない。




　それどころか、彼女はこの場において黙り込んでいるスバルの方を見ると、その赤い双眸に厳しい敵意を浮かべて睨みつけてきた。

　当惑に顔を強張らせるスバルに、フェルトは自嘲気味に笑うと、




「兄ちゃん。さてはまんまとアタシをはめたな？」




「なに？」




「持ち主に返す、とか言いやがるから怪しいとは思ってたんだ。路地の連中に横入りさせなかったのも作戦だろ？　グルだったんじゃねーか」




　怨嗟すら込められた追及に、スバルは誤解が生じていると気付く。

　が、その一方で、偽サテラがこの短時間でここまで辿り着けた事情に関する考察もまた一部出来上がる。

　やはり本来、偽サテラがこの時間にここに到着することはあり得ないのだ。そう、本来ならばフェルトに雇われた貧民街の面々の邪魔があり、到着が遅れるはずなのだ。

　それが今回はスバルの邪魔によって発生せず、偽サテラがこのタイミングでここに登場することになった。




　因果関係的にはスバルの影響の大きい話であり、フェルトの怒りも見当違いというほどではない。実際、状況はスバルの望む方へ傾きつつあるのだ。




　このまま決定打がフェルトとロム爺の手になければ、徽章は武力交渉によって偽サテラの手元に戻らざるを得ない。

　本音を言えば徽章を取り戻し、彼女に手渡すのはスバル自身でありたいところだが、結果的に彼女の手に戻るのならば贅沢は言えない。

　この流れのまま押し切られれば次善の策と言えるだろう。しかし、




「……？　どういうこと？　あなたたち、仲間なんじゃないの？」




　フェルトとスバルの仲違いを見て、偽サテラがそれに反応してしまう。

　困惑している偽サテラに、フェルトは鼻で笑うような態度で「ハッ」と息を吐き、




「小芝居すんなよ。追い詰められてんのはこっちだ。堂々と徽章を取り返して、アタシの間抜けさでも笑うといいじゃねーか」




「卑屈すぎんだろ、それ。形勢ちょっと不利なぐらいで大げさな」




「この状況に持ち込んどいてそれ言うかよ。あーあ、クソ。騙された！」




　金髪を掻き回し、悔しげにうなり声を上げるフェルト。

　その乙女っぽさ皆無の態度を見ながら、さらに眉間の皺を深める偽サテラ。

　彼女らの微妙にすれ違ったやり取りを見やりながら、スバルは手を叩いて間に入り、




「まあまあ、ややこしくなるからもういいじゃねぇか。フェルトは徽章を返してやれよ。そんでサテ……君は早くこっから出ていく。もう盗られたりしないようにな」




「なんで親身になってくれてるのかわからなくて釈然としないんだけど」




「納得いかねーのはアタシも一緒だよ。兄さん、アンタ、何なんだよ？」




　うまく取り成してうやむやにする作戦は見事に失敗。

　逆に渦中の二人の注目を一身に集めて、集中砲火を浴びる裏目に出た。

　説明の難しさに助けを求めてロム爺を見るが、彼は太い腕を組んで、




「魔法でなく、精霊術が相手じゃ。滅多なことでは動けんよ」




　と、こちらの意図とは違う考えでもって援軍を拒んできた。

　さりげなく新単語が出現していたのも気にかかるが、女性陣二人からの視線に鋭さにも耐えがたい。

　どうにかうまく逃げ道を――と、ちらりと扉を見たときだ。







　――滑るように黒い影がそっと、銀髪の少女の背後へと忍び寄っていた。







「――パック！　防げ！！」




　嫣然とした微笑みが室内の影を通り抜け、銀色のきらめきが白い首にのたくるような動きで飛びかかる。

　刹那のあと、見開くスバルの目の前で少女の首がはね飛ばされて吹き飛ぶ――それが本来ならば、起こり得た未来だっただろう。




　――快音。

　それは鋼が骨を断つ音ではなく、鋼がガラスを割るような響きでもって鼓膜を震わせた。




　わずかに身を伏せる偽サテラの後頭部、そこに淡く青に輝く魔法陣が展開。

　それが叩きつけられる刃を正面から受け止め、凶刃からその白いうなじを完全に守り通していた。




「パック……っ」




「間一髪だったね、まさに」




　身を前に飛ばして振り返る偽サテラ。

　彼女の動きに遅れて従う長い銀髪、その肩口から覗くのは灰色の体毛の小動物だ。

　ピンクの鼻を得意げにふふんと鳴らし、パックはその黒い瞳でちらりとスバルを見ると、




「なかなかどうして、紙一重のタイミングだったね。助かったよ」




「助かったのはこっちだ。あんがとよ」




　親指を立てるような仕草に対して、こちらも弱々しいサムズアップ。

　日没前の偽サテラの出現――それはとりもなおさず、彼女の心強いバックアップの勤務時間中であるということでもある。

　とっさに声に出たとはいえ、予想以上のパフォーマンスで彼女の身は守られた。




　そして、まんまと奇襲を防がれた形になった襲撃者は、




「――精霊、精霊ね。ふふふ、素敵。精霊はまだ、殺したことがなかったから」




　ククリナイフを顔の前に持ち上げて、恍惚を浮かべるのは見慣れた殺人鬼――エルザだった。

　その唐突な出現に警戒するスバルと偽サテラ。しかし、彼女に対してアクションを起こしたのはどちらでもなかった。




「おい、どーいうことだよ！」




　叫び、前に踏み出して怒声を張り上げるのはフェルトだ。

　彼女はエルザに指を突きつけて、自分の持つ徽章を懐から取り出すと、




「徽章を買い取るのがアンタの仕事だったはずだ。ここを血の海にしようってんなら、話が違うじゃねーか！」




「盗んだ徽章を、買い取るのがお仕事。持ち主まで持ってこられては商談なんてとてもとても。だから予定を変更することにしたのよ」




　怒りに顔を赤くしていたフェルトが、その殺意に濡れた瞳に見つめられて思わず下がる。そんなフェルトの恐怖を、エルザは愛おしげに見下して、




「この場にいる、関係者は皆殺し。徽章はその上で回収することにするわ」




　慈母の微笑みのまま、酷薄に告げて彼女は首を傾け、




「――あなたは仕事をまっとうできなかった。切り捨てられても仕方がない」




「――――ッ」




　フェルトの表情が苦痛に歪んだのは、恐怖ではない別の感情に見えた。

　それがいかなる彼女の琴線に触れたのかはわからない。わからなかったが、




「てめぇ、ふざけんなよ――！！」




　実力差も忘れて怒鳴りかかるくらい、スバルを怒らせる原因にはなった。




　驚いたようにスバルを見るエルザ。フェルトやロム爺、偽サテラも例外ではない。だが一番驚いているのは誰でもない。スバル自身だった。

　自分でも、なんでこんなに怒り狂っているのか原因がわからない。

　わからないから、込み上げてくる感情に任せて、全部吐き出すことにした。




「こんな小さいガキ、いじめて楽しんでんじゃねぇよ！　腸大好きのサディスティック女が！！　そもそも出現が唐突すぎんだよ、外でタイミング待ってたのか！？　うまくいくかもとかぬか喜びさせやがって、超恐いんだよマジ会いたくねぇんだよ！　俺がどんだけ痛くて泣きそうな思いしたと思ってやがんだ！　刃物でブッスリやられるたんびに小金貰ってたら今頃俺は億万長者だ！　それは言い過ぎた！」




「……なにを言ってるの、あなた」




「テンションと怒りゲージＭＡＸでなにが言いてぇのか自分でもわかんなくなってきてんだよ！　そんなお日柄ですが皆様いかがお過ごしでしょうかチャンネルはそのままでどうぞ！」




　意味不明なスバルの怒声に、エルザが珍しく呆れたような小さく吐息。

　そんな彼女の態度に微妙に傷付きつつ、スバルは唾を飛ばした勢いのままに、




「時間稼ぎ終了――やっちまえ、パック！！」




「見事な無様さだったね。――ご期待に応えるよ」




　地面を踏み鳴らすスバルに飄々とした声が応じて、エルザが顔を上げる。

　立ち尽くす彼女の周囲、全方位を囲むのは先端を尖らせた氷柱――それが二十本以上。




「まだ自己紹介もしてなかったね、お嬢さん。ボクの名前はパック。――名前だけでも覚えて逝ってね」




　直後、全方位からの氷柱による砲撃がエルザの全身に叩きつけられていた。
第一章１９　『精霊術師の戦い』
　氷柱同士の容赦ない交差、それは室内に白い霧を巻き上げ、黒の外套の影を低温の嵐の中に覆い隠す。

　氷柱の射出速度は路地で見た速度をゆうに超え、スバルの常識からすればメジャー級を上回ってゲームでしか見れない球速を叩き出していたように思う。

　先端の鋭いそれは容易く人体を貫き、透明な弾頭を鮮血で赤く染め上げるだろう。

　それが実に二十本だ。命中すればその死は免れまい。なのに、




「やりおったか！？」




「はい、ここでダメなフラグ一丁入りました――！！」




　ここまで沈黙を守っていたくせに、肝心なタイミングで口を挟んだ禿頭。

　それに対するスバルの叫びに呼応するように、




「――備えはしておくものね。重くて嫌いだったけれど、着てきて正解」




　白煙を切り裂くようにして、黒髪を躍らせるエルザが飛び出していた。




　ククリナイフを振りかぶり、身軽にステップを踏むその体に負傷は見えない。羽織っていた黒の外套を脱ぎ棄て、その下の肌にフィットした黒装束だけになっている以外、先ほどまでと違いは見られない。




「まさか、コート自体が重くて、脱ぐことで身軽になる感じの展開！？」




「それも面白いのだけれど、事実はもっと単純なこと。――私の外套は一度だけ、魔を払う術式で編まれていたの。命拾いしてしまったわね」




　スバルの懸念に丁寧に応じて、低い姿勢からエルザが刃を正面へ。

　そこに立つのは大技を放ったばかりの偽サテラだ。

　刃は真っ直ぐに、重みのある先端を少女の胸へと突き込もうとする。思わず声を上げそうになるスバル。それが形になる前に、




「精霊術の使い手を舐めないこと。敵に回すと、恐いんだから」




　多重展開された氷の盾が、エルザの刃を易々と食い止めていた。

　胸の前で手を合わせる偽サテラ。氷の盾は彼女の手によるものだろう。そして、一撃を止められたエルザは即座にバク転で後ろへ回避。

　それを追うように地面に突き立つのは、ややサイズを小さくした氷柱の連撃。

　そちらの追撃は銀髪の真横、指揮者のように腕を振るうパックによるものだ。




「攻撃と防御の役割分担――実質、二対一の状況だ」




「アレが精霊使いの厄介なところじゃ。片方が攻撃して、片方が防御。場合によっちゃ片方が簡単な魔法で時間を稼いで、もう片方が大技をぶっ放す……なんてのもできる。『精霊使いに出会ったら、武器と財布を投げて逃げろ』ってのが戦場のお約束じゃな」




　感嘆するスバルの横で、棍棒を握りしめるロム爺が重々しく呟く。

　その言い分に素直に頷く。なるほど、一対一の状況下であのアドバンテージならば優位性は絶対的なものだ。そうそう崩せるものではない。




「ところで、爺さんはなにをしようとしてんだ？」




「機を見て、エルフの娘に助太刀をな。まだ向こうの方が話がわかりそうじゃ」




「待て待て待て待て待て待て待て！　やめとけーって！　絶対、足引っ張るだけだから！　右腕と首を切られてやられんのがオチだ、ジッとしてよう！」




「具体的な負け予想するでないわ！　なんでか本当に切られた気がしてくるんじゃ！」




　実際、二度ほど切られたところを見ているので真実味のある発言。

　別次元でバッサリやられたのが伝わるのか、腕と首を押さえるロム爺はわりと本気で嫌がっていた。

　そんなやり取りの最中にも、戦闘は続行している。

　軽口でロム爺をいさめた反面、事実として割り込む隙の見出せない戦闘が。




　――無数の氷塊が次々と生み出され、室内を縦横無尽に乱舞している。

　大きさは様々で、大きいものは頭ほどもあり、小さいものでも拳大のサイズ。そのいずれもが全力投球と大差ない速度で飛び回るのだから、その危険度は推して知るべしだ。

　が、そんな氷の暴力の中に身を置きながら、魔を払う外套を失ったエルザの身のこなしは尋常の域には存在していなかった。




　身を回し、地を這うように身を伏せ、ときには壁すら足場にして重力を無視した回避行動をとる。それでも避け切れないと判断すれば、しなる刃が氷を砕き、白い結晶を粉砕して霧散させる。物量を圧倒的な技量で補う、すさまじい技術だ。




「戦い慣れしてるなぁ、女の子なのに」




　その神業、と表現するしかないセンスに、攻撃するパックすら感嘆する。

　その呟きに、戦いの渦中にありながらもエルザは唇をほころばせた。




「あら。女の子扱いされるなんてずいぶんと久しぶりなのだけれど」




「ボクから見れば大抵の相手は赤ん坊みたいなものだからね。それにしても、不憫なくらい強いもんだね、君は」




「精霊に褒められるなんて、恐れ多いことだわ」




　賛辞を素直に喜びつつ、うなる刃が取り巻く氷塊を打ち払う。

　発射された氷の数はすでに百に近いはずだが、最初の包囲網を除いてはエルザの身に直接届いたものはひとつとしてない。

　物量によって攻勢はパックが押しているが、決定打に欠けるのは事実だった。




「このままだとＭＰ切れして負けるんじゃねぇか？」




　攻守が入れ替わる展開を思い描き、スバルは長期戦になる不利を訴える。

　しかし、そんな不安に首を横に振るのはロム爺だ。




「えむぴーとやらがなにかはわからんが、精霊使いの戦いでマナが切れる心配はいらん」




「マナが切れる心配がないっつーのは……」




「魔法使いと違って、精霊使いが使うのは己の中でなく、外にあるマナじゃからな。世界が枯渇しない限り、精霊使いに弾切れは存在せん」




「ガソリン無制限でエンジン吹かし放題か。なんたるチート」




　スバルの答えは一切理解できなかったようで、ロム爺は首をひねる。

　その角度のまま老体は「ただ」と前置きして、




「精霊がいつまで顕現できるか、はまた話が別じゃ。精霊抜きじゃと、一気に形勢が傾くかもしれんぞ」




「うげ、そういやそうだ。……そろそろ五時とか回るか！？」




　最初の世界でパックが眠ったのは、日没から少し立った頃だったはずだ。

　夕刻の戦闘開始からそれほど時間は経過していないが、これだけ魔法戦をやらかせば溜め込んでいたマナとやらも盛大に使っているのではあるまいか。

　そんなスバルの不安は、




「あ、マズイ。ちょっと眠くなってきた。むしろ、今ちょっと寝ながら戦ってた」




「ちょっとパック！　しっかりやってよっ」




「……はっ！　寝てない！　寝てないよ！　ボク、全然寝てないよ！」




「なんかすげぇ小声で不安になるやり取りしてねぇ！？」




　的中してしまったらしい。

　パックがだいぶうつらうつらとしてきたのか、小猫を肩に乗せる少女の表情からも焦りの色がうかがえる。




「楽しく、なってきたのに。心ここに非ずなんて、つれないわ」




「もてるオスの辛いところだね。女の子の方が寝かせてくれないんだから。でもほら、夜更かしするとお肌に悪いからさ」




　軽く膝をたわめて、エルザが跳躍の構えを取る。

　それに先んじて、彼女の視線の先でパックが器用にウィンクして言った。




「そろそろ幕引きといこうか。同じ演目も、見飽きたでしょ？」




「――足が」




　踏み出そうとした瞬間、エルザがその場につんのめるようにして手を着いた。

　彼女の信じられないミスにスバルが驚く眼前、その足下に転倒の答えがある。




　エルザの足下、その右足が凍結した床に縫い付けられているのだ。

　砕かれた氷塊がわずかに降り積もり、彼女の足を絡め取る楔の役割を果たしている。




「無目的にばらまいてたわけじゃ、にゃいんだよ？」




「……してやられたってことかしら？」




「年季の違いだと思って、素直に賞賛してくれていいとも。オヤスミ」




　胸を張り、少女の肩の上でパックの小さな体が小刻みに揺れる。

　まるで必殺技でも放つかのようなポージング、両手が前に突き出され、そこからこれまでで最大級の魔力が集中――照射されるのがスバルにも見えた。




　魔法力はもはや氷の形をまとわず、ただ純粋な破壊のエネルギーとして発射された。




　青白い光が射線上の全てを凍てつかせ、盗品蔵を一挙に白く染め上げる。

　エネルギーは直線上、エルザを通過して盗品蔵の入口にぶち当たり、立てつけの悪い扉を弾き飛ばして、凍結の余波を外にまで及ぼす規格外ぶりだ。




　極光の通り過ぎたあとには氷結だけが残り、盗品も家財もカウンターも、みんなまとめて根こそぎ凍土の中へと放り込まれている。

　もちろん、直撃を受ければ人間すらも氷像となるのは免れない。




　ただし――、




「嘘、だろ……」




「嘘じゃないわよ。ああ、素敵。死んじゃうかと思ったわ」




　直撃を受けていれば、の話だ。




「……女の子なんだから、そういうのはボク、感心しないなぁ」




　奥の手をかわされた形になったパックだが、その言葉には言葉面以上の怒りなどは含まれていない。純粋に、行為自体に不満を抱いている口調だ。




　――血が滴り、凍結した床の上をほのかに湯気が立つのがスバルにも見えた。




　血の発生源はエルザの右足だ。氷結魔法の射線上からわずかに離れ、素足で立つ彼女の右足からはおびただしい出血が見られる。

　それは当然だろう。なにせ、彼女の右足の底は、ばっさり削がれているのだから。




「早まって切り落とすところだったのだけれど、危ういところだったわ」




「それだけでも相当、痛いだろうに」




「ええ、そうね。痛いわ。素敵。生きてるって感じがするもの。それに……」




　気遣わしげなパックの言葉に恍惚の眼差しで頷き、エルザはその出血する足を持ち上げると、躊躇なくすぐ傍らの氷塊に足裏を押し付ける。

　大気がひび割れるような音が鳴り、「うううぅん」と艶めかしい声をエルザが奏で、直後に振るわれるククリナイフが氷塊の表面を撫で切る。




　それだけで、足裏に氷塊の一部を張りつけた乱暴な止血は完了だ。




「ちょっと動きづらいけど、十分よ」




　硬質な足音を響かせて、氷の靴を履いたエルザがいっそう愉しげに笑う。

　自傷すらいとわない戦闘中毒ぶりにもはやスバルは言葉も出ないが、さらに深刻なのは彼女と相対している偽サテラたちの方だった。




「パック、いける？」




「ごめん、スゴイ眠い。ちょっと舐めてかかってた。マナ切れで消えちゃう」




　少女の呟きに答えるパック、その声から初めて余裕が消えていた。

　銀髪の横、肩の上の小猫――その姿が淡くぼんやりと輝き、今にも消えそうなほど儚げにうつろっている。時間切れ、ということだ。




「あとはこっちでどうにかするから、今は休んで。ありがとね」




「君になにかあれば、ボクは盟約に従う。――いざとなったら、オドを絞り出してでもボクを呼び出すんだよ」




　慈しむ偽サテラの声に押されるように、パックの体がふいに霧状と化して消える。

　その離脱を悔やんだのは室内の全員がそうだったが、中でも一際そのことに肩を落としたのは、




「――ああ、いなくなってしまうの。それはひどく、残念なことだわ」




　まさしく、命の取り合いを演じていたエルザだったろう。

　ククリナイフを構え直し、エルザは高い靴音を鳴らして偽サテラへ向かう。

　向かい合う偽サテラの周囲、それに呼応するように氷柱が次々と生み出されるが、手数はパックが放ったものに比べればだいぶ減っている。

　機動力が削られたエルザが相手だとしても、勝算は五分五分へ引き戻されただろう。




「そろそろ、ただ見てるだけってわけにはいかんな」




　状況を不利と見たのか、棍棒を握りしめ、重い腰を上げたのはロム爺だ。

　彼は無言のスバルの視線を受けると肩をすくめて、




「加勢なしの勝算はもうわからん。なら黙って見とるのも機を逃すだけじゃ。……わかっとるじゃろ、フェルト」




「わかってるっつーの。逃げるにせよ、そろそろ動かねーといけねーってな」




　最初のエルザの恫喝からここまで、一言も口を利いていなかったフェルト。

　彼女は戦闘準備を整えたらしきロム爺の隣に並ぶと、ふとスバルの方を見た。




「さっきはなんだ……ちょっと、救われた」




「――あ？」




「ちょっとだけだけどな。っつか、ガキとか言うんじゃねーよ。アタシはこれでも十五だ。兄ちゃんとほとんど変わんねーだろ」




「……俺は今年で十八だ。車に乗れれば結婚もできる」




「見えねー！　顔がガキすぎ。もうちょっと人生刻んどけよ、面に」




　ひきこもりな上に、これまで人生で大した起伏もなく生きて参りました。

　だからといって、今の状況は起伏の富みっぷりが半端なさすぎる気もするが。




　覚悟を決めた二人が戦局を見守るのを、スバルはただ見ているしかない。

　おそらく、この場でもっとも戦闘力がないのが自分なのだ。欠けているのが戦闘力だけならまだしも、




「足が震えて動きゃしねぇ。……覚悟も足りてねぇときたもんだ」




　参加資格以前の問題で、スバルはこの戦闘には関わり合いになれない。

　ロム爺は腕力で、フェルトは脚力で、そして偽サテラはその魔法力で戦いに臨むことができる。だが、エルザの異常性はそれら全てを凌駕して余りあるものだ。

　現に――、




「押され始めたの」




　ロム爺の端的な感想が全てだ。

　氷の弾幕が途切れることなく撃ち続けられているが、それら全てがエルザの剣舞の前に打ち砕かれて届かない。

　踊るように飛びかかるエルザの斬撃は、攻撃を中断しての氷の盾が防ぎ、続く連撃は足下を凍らせる滑走によって紙一重の神回避。

　距離が離れれば再び弾幕によって攻防が入れ換わるが、そんな手が何度も通じるような相手ではあり得ない。




　次にあの牙が彼女に迫れば、スバルは再び見たくない光景を目にするだろう。




「行くぞ――ッ！」




　スバルと同じ想像をしたのだろう、雄叫びを上げてロム爺が戦線に参加する。

　振り上げた棍棒が豪風をまとって振り抜かれ、屈んで避けるエルザの後ろ髪をわずかに巻き添えにして戦端が広がる。




「あら、ダンスに横入りなんて無粋じゃないのかしら」




「そんなに踊りたければ最高のダンスを躍らせてやるわ！　そら、きりきり舞え！」




　棘付きの棍棒を突き出し、線から点への攻撃範囲の変更。

　奇をてらったとっさの攻撃はエルザの喉元を目指して進み、その結果にロム爺の喉が凍る。




「なん、じゃそらぁぁ！！」




「あなたが力持ちだから、こんなこともできたのよ」




　突き出された棍棒の先端、そこに軽くつま先を乗せたエルザの姿がある。

　微妙な力関係に神がかり的なバランス感覚があって、初めて成立する軽業だ。その絶妙な均衡が崩れるより前に、エルザの刃が真横に振られる。

　位置はロム爺のこめかみの高さ、直撃はそのまま頭部が吹っ飛ぶ勢い。




「させっかーっ！」




　カインッ、と横一文字の斬撃を叩いたのは投擲された小型のナイフだ。

　真下からの衝撃に刃の動きはわずかに乱れ、刀身の腹が高速のまま巨体の頭部を打つ。鋼が骨を打撃する鈍い音が響き、ロム爺の体は弾かれるように横倒しになった。




「悪い子」




「――ぁぅ」




　身軽に着地して、視線だけで振り返るエルザがフェルトを見た。

　ロム爺を致命の刃から救ったのは、フェルトが持っていた小型のナイフだ。本来は腕を狙ったのだろうが、とっさのことで狙いが甘かったらしい。

　むしろ、今回の場合はそれがかろうじてロム爺の命を救ったともいえるが。




「覚悟も戦う力もない。ならばせめて部屋の隅で、小さくなっているべきだったのに」




　踏み込みの音は高く、エルザの黒影は一瞬で滑るようにフェルトの眼前へ。

　ロム爺は頭部を打たれて気絶し、偽サテラは距離を取っていたのが裏目に出て間合いが遠い。そしてフェルトは蛇に睨まれた蛙状態で動けず、




「はいだらぁぁぁぁぁぁーーっ！！」




　とっさにその小柄な体を抱きかかえて飛べたのは、すぐ傍らで縮こまっていたビビりがひとりだけだった。
第一章２０　『役者は揃った』
　腰あたりに飛びついて、軽い体を抱き寄せながら地面を転がる。

　床にぶつかる寸前に、鋼が後頭部の髪を焦がしていったような気がして総毛立つ。も、腕の中の重みを理由に無理やり気のせいにして、転がるままに距離を取った。

　膝立ちの状態で振り返ると、驚いた顔をして立ち尽くしているエルザ。彼女から一本取ってやったような気がして、してやったりとひきつる笑みで勝ち誇る。




　そのスバルの笑みにエルザは動きかけたが、背後から氷柱の連射に防御へ移行。偽サテラの援護に感謝しつつ、スバルは己の胸の中を見下ろし、




「大丈夫か！？　必死だったんだから、変なとこ触ってても大目に見ろよ！？」




「それ言わなきゃ素直に感謝したってのに。――っつか、どうして」




「知らねぇよ！　体が動いたんだよ！　マジ奇跡！　メイクミラクル！　しいて言うならお前は知んねぇだろうけど、これで貸し借りはなしだかんな！　かんな！」




　フェルトを解放し、スバルは拳を握りしめて自分の行動にどうにかＧＪ。

　二回目の世界で、エルザの凶行から助けてくれたフェルト。その借りを彼女に返すことができた。この世界では意味のない記憶で、けっきょくはスバルもフェルトも彼女の凶刃の前に倒れることになってしまったのだが。




　――それでも、受けた恩義は消えてなくならない。そして動けたのならば、このあとにしなくてはならないことも決まっている。




「よし、どうにか動く。いっぺん死にかけて逆に覚悟決まったか。空元気でも元気、蛮勇も勇気。やる、やるとき、やらねば、やるべし、やったらんかい！」




「お、おい、兄ちゃん……」




「よく聞け、リッスンミー。いいか、フェルト。俺は今から、討ち死にしたロム爺とおんなじ感じで時間を稼ぐ。どうにか隙の一個でも作ってみせっから、その間にお前は逃げろ。わき目も振らずに入口から全力疾走。エスケープだ、いいか？」




「――！　よくねーよ！　なんだそりゃ、アタシにケツまくって逃げろってのか！？」




　赤い双眸が睨むように見上げてくるのを、スバルは顔を近づけて受けて立つ。

　一瞬、こちらの気概にフェルトが怯んだような顔をするのを見逃さず、




「そうだ、ケツまくって尻尾巻いて逃げちまえ。本当なら俺がそれやりてぇんだぜ。こんな暴力空間、一秒だって長居したくねぇよ」




　その金髪を力任せに撫でつけて、スバルは「でも」と息継ぎし、




「お前は十五で、俺は十八。たぶん、お前が一番年下ってことになる。したら、お前が生きる確率が一番高いとこを選ぶのが当たり前だ。当たり前なんだよ」




「な、んだよそれ……ふざけんな、さっきまでぶるってた癖に」




「さっきはさっき！　今は今！　今、ぶるってねぇからそれでよし！　っつか、思い出して動けなくなる前にやるんだよ。っつーわけで、とっとと逃げろや」




　まだ反論したがる額を押して黙らせ、スバルは屈伸しながら立ち上がる。と、足下に転がっているのはロム爺の手を離れた棍棒だ。

　えっちらおっちら持ち上げると、やたら重いが振れないこともない。




「一発、牽制ぶちかましてやれるな。……無駄にでかい素振り用の竹刀、毎日振ってて正解だったぜ。まさかこのときのためだったのか、やるな俺」




　自画自賛して棍棒を振り、スバルは息を殺してタイミングを見計らう。

　背後で息を詰めたフェルトはまだなにか言いたげだったが、彼女の躊躇に付き合っている暇がない。時間がたてばたつほど、全員の生存確率は減っていくだろう。




　正面、氷塊と踊るエルザの動きによどみはない。もともと、隙があるかどうかなんて実戦経験の皆無なスバルにはわかるようなものでもない。

　意識がこっちから外れたと確信できるタイミングで、声も上げずに奇襲をぶちかますのが選択肢としては最良だろう。




　故に、一際大きな氷柱を切って落とし、エルザの視界が完全にこちらを死角に入れた瞬間、スバルは呼吸すら忘れて棍棒を振り下ろしていた。




「――ふし！」




　火事場の馬鹿力が出たのか、振られる棍棒の速度は予想以上の加速度。

　直撃すれば人間の頭部をスイカのように割り砕いたろう一撃はしかし、




「狙いは上々。でも、殺気が出過ぎてて見え見えなのが残念」




「殺気か！　それの制御方法は知らねぇや！」




　真後ろからの打撃に対し、エルザは刃の峰で棍棒を叩き、軌道をそらして回避を実行。奇襲失敗の負け惜しみを口にしながら、しかしスバルは牙を剥き、




「今だ！　いけよ、フェルト――！！」




「――――ッ！！」




　スバルの叫びに弾かれるように、フェルトの矮躯が風に乗って駆け出す。

　速度は一歩目からトップスピードだ。まさしく目にもとまらぬ速さで室内を駆け抜け、氷柱の障害も凍結した床も踏破し、少女の体は出口を目指す。




「行かせると思う？」




　それを真横から阻むのは、エルザが懐から抜き放った投げナイフだ。

　先ほどのフェルトの妨害の意趣返しか、シンプルな装飾のそれは真っ直ぐに、逃走するフェルトの背中を狙い撃っている。が、




「行かせてほしいなってのが願いだ！！」




　真横にあったテーブルを蹴り上げて、スバルはそのナイフの進路を阻んだ。

　反射的な行動は結果に結びつき、ナイフは跳ねたボロ机に突き立つことで役目を果たせない。内心で自分のミラクルぶりに思わず喝采。して、




「すげぇ！　でも思いのほかつま先が痛……ぶふがるっ！？」




　長い足に側頭部を蹴り飛ばされて、自己賛美の言葉が中断、壁に激突させられる。

　肩口からぶつかっておかげで頭は無事だが、予想外の威力に思考が停止。遅れてやってきた痛みと、口の中を再び盛大に切って血の味のリフレイン。




「珍しく、少しだけ腹立たしいと思ったわ」




「むかっ腹上等！　ははーん、ざ・ま・あ・み・さ・ら・せ！　まんまとひとり、逃がしてやったぜ！　この調子で、レッツエンジョイ負け犬気分！」




　立ち上がって気丈に振舞い、エルザの注意を惹くように挑発＋煽りまくり。

　性格的に大した効果は見込めない作戦だが、彼女はスバルの意を汲んだように微笑みを深く刻み、逃げるフェルトを完全に意識から外した。




「いいわ、乗ってあげましょう。その代わり、ダンスの退屈はさせないでね」




「言っとくが、俺と踊るなら覚悟しろよ。教養ねぇからバンバン足踏むぜ」




　好きなあの子と繋げなかった、フォークダンスを思い出して若干の精神ダメージ。

　口の中に溜まる血を吐き捨てて、手放していなかった棍棒を握り直す。

　そう何度もチャンスのある武器ではない。それこそ、ロム爺と同じ運用など考えず、接近してくるエルザを迎え撃つのみに心血を注ぐのみ。




「こっちの相手も、忘れないでよねっ！」




　正面からの相対、それを背後から急襲する氷の飛礫。

　後ろを振り返りもせずに刃を振るい、それをことごとく打ち落とすエルザ。その人知を超えた超感覚に、さしものスバルも軽口を続けられない。




「そのお遊びもそろそろ見飽きたのだけれど……まだ私を楽しませられそう？」




　問いかけは低く、微笑は血の色をしていた。

　背筋にゾッと寒気が走るような笑みを見て、スバルはちらりと偽サテラとアイコンタクト。視線に応じる彼女に軽く顎を引いて、




「秘められた真の力とかがあるなら、今のうちに出しといた方がいいと思うぜ」




「……切り札はあるけど、使うと私以外は誰も残らないわよ」




「まだやれる！　まだやれるよ！　カード切るの早いって！　なんでそこで諦めちゃうの！　こっからこっから、まだまだイーブンだよ！　ファイト俺！」




　手足をばたつかせて健在ぶりをアピールし、偽サテラが全てを諦めるのを必死で阻止。そんなスバルの必死の形相に、戦いの最中だというのに少女はほんのわずか唇をゆるめ、




「やらないわよ。まだこんなに一生懸命、あなたが頑張ってるのに。足掻いて足掻いて足掻き抜くの。――親のすねをかじるのは最後の手段なんだから」




　仕方なさそうに、そう語る少女の表情を見て、スバルの中でなにかが灯る。

　らしくない感傷だと、今の自分の中に込み上げる感情を顧みてそう思う。




　らしくない、まったくもって、本当にこんなのは自分らしくないのだ。

　いつだって周りに無関心で、あらゆる事柄に影響を与えず、どんな問題が立ちはだかろうとマジメにぶつかることを選ばず、ただ漫然と雲かなにかのようにうつろう。

　誰かに期待することも、逆に期待されることも、全部全てなにもかも、どうでもよかったはずなのに。




　――今、期待してしまっている。期待したから、失望してしまっている。




　張り詰めたような顔で、思いつめたような顔で、ずっとなにかを探し求める彼女の横顔を見せられていたから、そんな彼女の微笑む顔が見てみたいと思っていたのに。




　諦めてしまいそうな、受け入れてしまいそうな、そんな弱々しい表情の変化が、初めて得た彼女の『笑み』だなんてとても許せない。




「ノーカウントだ……」




「――え？」




「さっきの俺の言葉はなし！　全部なし！　マジ燃えてきた、バーニング！！　やってやるぜ、クソだらぁ！　切り札なんざ、絶対に切らせねぇ！！」




　指を突きつけて、偽サテラとエルザの両方に宣言する。

　足を踏み鳴らし、唾を飛ばして、感情のままに吠えたける。




「んな面すんじゃねぇよ、美人が台無し！　そんでもって、そんな面させてんじゃねぇよ、空気読めや、サディスティック・オブ・ジ・イヤーが！　美人が台無しアゲイン！」




「……元気が有り余っているようね」




「今回は一回も流血沙汰してないかんね！　でも、今宵の棍棒『虎鉄』はお前の血に飢えてるぜ？　ふん！　ふん！」




　その場で棍棒をバットのようにフルスイング。

　重さに引っ張られておたおたとふらつくスバルに、エルザはククリナイフを向けて、




「おふざけはもうけっこうよ。踊りを始めましょう。ちゃんとついてきてね」




「お前の方こそ、早々に沈むんじゃねぇぜ。右投げ左打ち、舐めんなよ」




　軽く身を前に傾けるエルザに、ホームラン予告のように棍棒を突きつける。

　そんな余計なアクションのせいで、飛び込んでくるエルザへの最初の対処が遅れる。慌てて棍棒を構え直し、飛んでくる細身を迎え撃つアクション。




　豪風は横殴りにエルザに襲いかかり、その側頭部を吹き飛ばしにかかる。

　容赦ゼロのフルスイングは惨劇覚悟の渾身の一発、直撃すれば一部挽肉になってもおかしくない威力だが、




「そんな慈悲ってて勝てる相手か！」




　状況の切迫さがスバルに手加減の心を忘れさせる。

　致死性の高い打撃に対し、しかしエルザは慣れた動きでさらに姿勢を低くし、それこそ地を舐めるような移動でこれを回避してきた。




「蜘蛛女が――！」




「糸に絡め取られたのは間違いないけれどね」




　伸び上がってくる刃が見えて、とっさに体を後ろへ倒す。が、追ってくる刃の攻撃範囲からはまるで逃れられていない。

　瞬きすら忘れそうになる刹那の瞬間、スバルの脳裏をよぎったのは自分が初めて二本の足で畳みの上に立ち、両親が「この子は天才かもしれない」と手を叩いた記憶。




「走馬灯な上に今の状況顧みると申し訳なくなることこの上ない思い出――！！」




　思い出を原動力に恥辱が膝を跳ね上げる。

　狙いも付けずに放たれたそれが、真正面に滑り込んできていたエルザの胴体を打つ。

　「ふぅっ」と艶めかしい苦鳴が聞こえて、刃の進路がわずかにぶれた。そこへ、




「氷の盾――ナイスカバー！！」




「狙ったところに作るのは得意じゃないの。――危うく、氷の彫像ができるところだったわ」




「俺じゃなくてエルザのだよね！？」




　顔面付近に出現した氷塊が刃を妨げ、お礼を言いながら飛びずさるスバルに偽サテラが額を拭う仕草をしつつ述懐。

　直後のスバルの言葉に彼女は返答を濁し、氷の弾幕がエルザへの牽制を再開する。




「羽虫がそろそろ目障りになってきたわ。――落とし所かしら」




「おうおう、虫けら舐めんなよ。刺されてかぶれても知らねぇぞ！」




「安全地帯からものすごーく、えらっそうね」




　弾幕避けに集中するエルザ、その集中を乱してやろうと挑発するスバル。

　本来ならば弾幕に紛れてエルザの背中を狙いたいのだが、うっかり攻撃に混ざろうとするとフレンドリーファイアしそうでなかなか踏み出せない。

　偽サテラの援護が、スバルが攻撃に移った際に薄いのもそれが原因だろう。

　いわゆる、即席チームならではのチームワークのなさである。




「しかし、そんな二人も共に試練を乗り越えることで互いの絆を深めていく。いつしか信頼は愛情へと変わり、燃え上がる二人は誰にも止められない……」




「ぼそぼそ小声でなに言ってるかわからないけど、すごーくくだらないのだけ伝わる」




「女を前にして、別の女のことを考えるなんて、野暮なことこの上ないのだけれど」




「まさかの二人からのブーイング！！」




　連撃の最中にもどこか余裕のあるエルザ。

　氷塊を弾くその動きを目で追い、たまに割り込んで一撃離脱を繰り返しながらスバルは思考することをやめない。




　じり貧の状況に変化はなく、エルザがその気になれば、スバルもまたロム爺のようにあっさりと撃沈されるのは火を見るより明らかだ。

　こうしていくらか『打ち合えて』いるように見えるのは、彼女側が圧倒的力量でもってこちらを侮っているからにすぎない。＋スバルのビビり思考があと一歩、致命的な範囲への侵攻を躊躇わせているのも要因のひとつだ。

　もしもスバルが勇猛果敢など素人なら、一太刀でこの均衡は終わっていたろう。




　とはいえ、そんな小心っぷりが有効に働くのもそう続きはしない。

　次第に斬撃の苛烈さは増し、スバルの緊急回避も間に合わずに切り傷が増える。

　二の腕、ふくらはぎ、脇の下、かろうじてうなじと浅い傷が増え始め、灰色のジャージにも止まらない出血で血痕が目立ち始めていく。




「切れるの痛ぇ！　超痛ぇ！　こんなにしょぼい傷で泣きそうになるわ！」




「――やっぱり駄目かも」




「あ、ごめん！　嘘！　今のなし！　だから諦め気味に切り札切ろうとするのやめて！　まだやれるよ！　全然マジマジ超余裕ッス！」




　手を振って偽サテラにかっこつけ、その直後に回し蹴り。

　これまでの棍棒パターンから一転、奇をてらうのが目的の格闘技だ。が、




「はい、掴んだ」




「げ」




　蹴り足がゆうゆうと避けられ、おまけに通り過ぎる前に軽く掴まれる。振り上げるククリナイフはスバルの上がった足の付け根を狙っており、勢いはばっさりと足を切り落として余りある速度と鋭さ。

　大腿部切断による出血と痛みのショック死――ＢＡＤＥＮＤ４の文字が見える。




「ぬおおお！　燃え上がれ俺の中のなにかーーー！！」




　とっさに利き手が掴む棍棒をガードに回すが、重いのと片足立ちのハンディキャップで間に合わない。

　声にならない偽サテラの悲鳴が走り、斬撃が容赦なくスバルの足に到達。

　激痛と鮮血の予感に文字通りに血を吐く絶叫を上げ――、




「――そこまでだ」




　屋根を貫き、盗品蔵の中央に燃え上がる炎が降臨する。

　焔はすさまじい鬼気でもって室内を席巻し、エルザの蛮行すらもその動きを止めた。




　足が解放され、たたらを踏んで下がったスバルは思わず尻もちをつく。

　そして眼前、もうもうと埃と噴煙をたなびかせる中に、真っ赤な輝きを見た。




「危ないところだったようだけど、間に合ってなによりだ。さあ――」




「お、お前は……」




　炎が揺らぎ、足を前に踏み出す。

　向かう先は大きく飛びずさったエルザ。彼女はククリナイフを握り直すと、その表情から初めて余裕を消して、正面の存在に相対する。

　その圧倒的な威圧感の前に、もはや戦いを余興として楽しむ余裕などあるはずもない。




　スバルも、偽サテラも、エルザすらも表情を凍らせる威容。

　室内の視線を一身に集めて、なお欠片も揺らがないその端正な面持ち。

　ただひたすらに純粋な、『正義感』を空色の瞳に映した青年が、かすかに微笑み。




「舞台の幕を引くとしようか――！」




　紅の髪をかき上げて、イケメンが高らかにそう謳った。
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　風に乗った体は戦場を駆け抜け、入口を通り抜けた瞬間に絶望から解放されたのをフェルトは感じ取っていた。

　背後、振り返る余裕のない世界では、今もなお戦いが続いている。




　大気が凍てつく乾いた音が鳴り、そして塊が鋼に砕かれる音が飛び散り、鈍器が空気を殴り割いて、時たま「ひょえっ」やら「ふわっ」やら無様な回避声が響く。




　戦いは続いているのだ。

　フェルトが逃げ去り、なにもかもを置き去りにしてきたとしても。




「なにを考えてんだ、アタシは。逃げれてラッキーじゃねーか。そーだろ？」




　あの場にいれば、自分が命を落としていたことは明白だ。

　ロム爺すら一撃で打ち倒した女を相手に、フェルトが報いれるチャンスなど微塵も存在しないだろう。それは銀髪のハーフエルフも同じことで、精霊の援護をなくした彼女が太刀打ちできる相手であるはずもない。

　スバルなど、もっとわかりやすくダメダメだ。

　見た目明らかに素人で、場馴れしている気配も欠片もない。手指が綺麗で武器なんて握った試しもなさそうな上に、綺麗な黒髪と肌は傷付いた経験もないのだろう。




　つまり箱入りだ。戦いに出るなんて考える必要もない身分だ。

　バカ高い魔法器を持ってきたのだって、そう考えれば辻褄が合うのだ。

　いい気味だと思えばいい。世間知らずがちょっとばかりの義侠心で、身の程知らずの真似をしでかしたのだと、その無謀さをせせら笑ってやればいい。




「そーさ、逃げよう。もうこの町にはいられねー。あんなおっかねー奴がいるんだ。目を付けられて逃げられなくなる前に、とっとと、早く……」




　貧民街の道の中でも、ここを根城にしている人間しか知らないルートを選べばいい。細く小さく、それこそけもの道のような有様だが、逃走路としてはもってこいだ。

　小柄ではしっこい自分をここで捕まえられる相手などいるはずもない。自分の命を第一に考えるなら、それが最善の手立てだ。

　今頃は死んでいるかもしれないスバルだって、かっこつけて自分を逃がしたのだから、逃げ切ってもらった方が浮かばれるに決まってる。

　決まってるのに、




「――誰か、誰かいねーのかよ！」




　細い道を選べばいいと脳が訴えていたのに、フェルトの足が駆け抜けるのは大通りへ繋がる貧民街の本道だ。切羽詰まった顔をして、息を切らすフェルトの視線は定まらない。

　ボロ屋を睨み、壁を駆け上がり、塀の上で立ち尽くして、彼女は唾を吐き捨てる。




　誰か、ではダメなのだ。

　あの殺人者――エルザに対抗できる力を持った誰かでなくてはならない。

　誰でもいいのならば、今まで駆け抜けた道のりにも人影はあった。だが、フェルトはこの土地で決して好かれている存在ではない。

　ましてや厄介事を抱えている彼女を受け入れる相手など、この場所ではロム爺以外にはいるはずもなかった。




　そのロム爺が、このまま放置しておけば殺されてしまう。

　フェルトを逃がそうとしたスバルもまた、今頃は命の危険にさらされている。

　おかしな感情だった。意味がわからなくて、フェルトは涙目になりそうな自分の瞼を必死で擦る。

　ロム爺ならいざ知らず、あんな出会ったばかりの少年が死んだところで何が悪い。育ちのよさそうな格好で、バカみたいな発言が多くて、考えなしもいいところだ。

　でも、彼はエルザの言葉に泣きそうだったフェルトの代わりに怒ってくれたし、今もこうして彼女を生かすために捨石にすらなってくれている。




　わけのわからない感覚だ。しかし、フェルトの心はそれがあるから走るのを求める。

　少年の行動に、何かを感じてしまった自分がいるのだ。それがあるから、それが熱を求めてやまないから、叫び出したい激情を抱えたままフェルトは走った。




　そして、通りをいくつも駆け抜けた先で彼女は――、




「――お願い、助けて」




「わかった。助けるよ」




　赤い炎のような青年と出会い、運命を揺るがした。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「……ラインハルト、か？」




「そうだよ、スバル。さっきぶりだね。遅れてすまない」




　腰砕けになったままのスバルに、首だけで振り返る長身――ラインハルトが申し訳なさそうに薄く微笑む。

　屋根を貫いて、おおよそ五メートル近い落下をしたにも関わらず、軽く足を踏み出す姿には一切の影響が感じられない。埃を払う一動作にすら洗練されたものを感じ、スバルは路地裏でのトンチンカンとの相対とは一味違う、彼の本質の一端に触れた。




　ラインハルトは油断ない仕草で前を見て、自身に敵意をぶつけてくる黒衣の麗人を見やる。ふと、その青い瞳が何かを思い出すように細められ、




「黒髪に黒い装束。そしてくの字に折れた北国特有の刀剣――それだけ特徴があれば見間違えたりはしない。君は『腸狩り』だね」




「なんだその超物騒な異名……」




「その殺し方の特徴的なところからついた異名だよ。危険人物として、王都でも名前が上がっている有名人だ。ただの傭兵という話ではあるけど」




　スバルの呟きに律儀に応じて、ラインハルトは透き通る青い双眸でエルザを見据える。その視線にエルザは身じろぎし、




「ラインハルト――そう、騎士の中の騎士。『剣聖』の家系、ね。すごいわ、こんなに楽しい相手ばかりだなんて。雇い主には感謝しなくてはいけないわね」




「色々と聞き出したいこともある。投降をお勧めしますが」




「血の滴るような最高のステーキを前に、飢えた肉食獣が我慢できるとでも？」




　薄い唇を赤い下で艶めかしく舐めて、エルザが恍惚の表情でラインハルトを見る。

　彼はその視線を受けて「ですよね」と困った仕草で頬を掻き、




「仕方ない。スバル、少し離れていて。できればあの老人を安全圏へ。そのあとはあの方の側にいてくれると助かる」




「かしこまり。……化け物みてぇな女だから、油断しないでな？」




「幸いなことに、怪物狩りは僕の専売特許でもあるんだ」




　頼もしく言い残して、ラインハルトは気負う様子もなく歩き出す。

　腰に下げた剣には手も触れず、無手のままの前進だ。

　その余裕綽々な態度にスバルは思わず息を呑んだが、それ以上に仰天する羽目になったのは直後に戦端が開かれてからだ。




「――しっ」




　鋭い呼気を放ち、エルザが手にしたククリナイフを首目掛けて一閃。

　走る銀色はスバル相手の手加減を失い、空気すら殺し尽してラインハルトの細い首に襲いかかる。対するラインハルトは完全な無防備。防御に剣を抜くどころか、回避行動すら取ろうとしない。

　そのまま刃が振り抜かれ、スバルはラインハルトの首が吹っ飛ぶ幻影を見た。血飛沫が噴き出し、漫画のように遅れてラインハルトの首が落ちる。

　そんな光景を幻視したのだ。だが――、




「女性相手に、あまり乱暴はしたくないんですが……」




　心なしか声のトーンを落として、紳士的にラインハルトは前置き。そして、




「失礼」




　踏み込みで床が破裂し、衝撃波が発生するほどの蹴りがエルザを吹き飛ばしていた。




　爆風の余波がスバルにまで襲いかかり、風にあおられてスバルは絶句する。

　なんの変哲もない前蹴りに見えたものが、その威力の余波だけで家屋を揺るがす風を生んだのだ。直撃を受けたエルザの体は木の葉のように飛び、壁を足場に勢いを殺し、転がるように地面に降り立った彼女の顔にも驚愕が張り付いている。




「いやいやいやマジかよ……なんじゃ、そら」




　規格外、という言葉をこれまでにも何度も利用してきたが、スバルは今ここで初めてそれらの定義が完全に間違っていたと確信する。

　規格外という言葉はまさしく、この目の前のイケメンのためにあるのだ。

　彼に比較すれば風のように走ることも、棍棒を小枝のように振るうことも、尋常の域を超えた戦闘センスも、圧倒的物量を誇る魔法力も、その全てがかすむ。




「噂通り……いえ、噂以上の存在なのね、あなたは」




「ご期待に添えるかどうか」




「その腰の剣は使わないのかしら。伝説の切れ味、味わってみたいのだけれど」




　エルザは無謀にもラインハルトの剣を指差し、本気の彼との対面を望む。

　しかしラインハルトは彼女の希望に首を横に振り、




「この剣は抜くべきとき以外は抜けないようになっている。鞘から刀身が出ていないということは、そのときではないということです」




「安く見られてしまったものだわ」




「僕個人としては困らされる判断ですよ。ですから――」




　ついと視線をそらし、ラインハルトは盗品蔵の中を見渡す。と、彼は壁際に立てかけてあった、今は床に倒れた盗品の中からおんぼろの両手剣を発掘。

　柄を足で跳ね上げて、回転するそれを易々と掴むと、確かめるように軽く振り、




「こちらでお相手させてもらいます。ご不満ですか？」




「――いいえ。ああ、素敵。素敵だわ。楽しませてちょうだい、ね！」




　獲物を握ったラインハルトに対し、先制するのは身を横に回したエルザだ。

　直後、彼女の回転する体から投げナイフが射出される。その数はなんと一度に四本。フェルトを狙ったときはこれもまた手を抜いていたのだ。

　高低差のある刃は速度こそ偽サテラの氷塊に劣るが、弾道の違いが回避行動の妨害を生んでいる。即ち、ナイフを防ぐには弾くしかないが、




「当然、生じた隙には乗じさせてもらうわ」




　バネ仕掛けの人形のように、エルザの体が大きく跳躍。天井を足場にするように逆さまになり、膝を伸ばす再跳躍でラインハルト目掛けて飛びかかった。




　ナイフを弾いても、後続のエルザを迎え撃たなくてはならない二段構えだ。

　四つとひとつの緩急をつけた攻撃、これに対してラインハルトは剣を正面に構え、




「すまないが――飛び道具は僕には届かない」




　呟きの直後、スバルの目は物理法則が狂うのを確かに見届けた。

　直線上にラインハルトの身を置いていた投げナイフ――それがふいに軌道を変え、彼の体をそれて無人の壁へと狙いを外したのだ。

　特殊な魔法を使ったようにも見えなければ、目にも止まらぬ速度で剣を振るったというわけでも当然ない。それはエルザの初撃を無防備に受けたはずの展開と同じく、理不尽を目にしたような不可思議な光景だった。




「矢避けの加護――！」




「生まれながらに与えられたものでね……不公平とは思わないでほしい」




　ナイフは牽制の役目すら果たさず、続く交差は真っ向からの一騎打ちと化す。

　斬撃に跳躍の速度を乗せるエルザ、それを受けて立つラインハルトは剣を真下から上へと振り抜く構えだ。

　刹那の攻防にも関わらず、スバルにはその光景がゆっくりと捉えることができた。




　それはラインハルトの動き、それ全てが洗練されたもので、一連の動作に神々しさすら付加する魔技じみた技量を垣間見たからかもしれない。

　彼の手の中にあっては、場末の蔵の中から盗まれた粗悪品の刃ですら、まるで伝承に語り継がれる名剣のような輝きを放ってみせる。




　まさしく、その剣に込められた性能を余すところなく絞り出す剣技。

　刃は狙い通りにククリナイフの刃元に命中――鋼同士の衝突にも関わらず、そのあり得ない切断力でもってエルザの手から刀身を舐めるように奪い去っていた。




　地に手をついて身を回し、手の中の獲物の末路にエルザは言葉もない。

　刀身だけが切り落とされたナイフには柄だけが残り、そして切り落とされた刀身は、




「武器を失ったのなら、投降をお勧めします」




　振った刃を下に払い、振り返るラインハルトの片手が掴み取っていた。

　掴んだ刀身を手首のひねりで投じて、鋭い音で壁に突き立つのをラインハルトは見もしない。ごくり、とエルザの喉が息を呑む音がスバルにも聞こえた。




「尋常じゃ、ねぇな。俺も茶化す気力もわかねぇよ」




　絞るように感想を漏らして、スバルはいそいそと戦場から距離を置く。

　そのまま倒れているロム爺の側に近寄り、巨体を引きずってどうにか壁際へ。




「ロム爺、ロム爺。おい、ハゲ、コラ、生きてんのか？」




「うぅ……誰が……ハゲ……」




「あんたに決まってんだろ、他にいるか。俺はハゲとデブにならないことだけが人生の目標なんだぞ。あんたは俺にとって反面教師その一だ」




　弱々しいながらも返答をする額を叩いて、スバルは安堵の吐息をこぼす。

　頭部に深刻なダメージがあった以外、この老人は問題ないだろう。ちょっと記憶は残念なことになるかもしれないが、命があるなら些細な問題だ。




「その人、大丈夫そうなの？」




　と、肩の荷を下ろすスバルに駆け寄ってきた偽サテラが声をかけてくる。

　彼女は長い銀髪を背中に流し、昏倒するロム爺のケガの具合を確かめて、「これは治療しないと」と呟き、淡く青い輝きを掌にまとい始めた。




「おいおい、言っとくけどこの爺さん。お前の徽章を盗んだ一味だぜ？」




「だからよ。無事に治ってもらって、その恩を逆手に情報を聞き出すの。命の恩人相手なら嘘なんてきっとつかないわ。これも私のための行為よ」




　いちいちそうやって言い訳しないと、自分の行為を正当化できないのだろうか。

　ほとほと遠回しな彼女に苦笑しつつ、スバルは戦局の方に視線を送る。




　膝を屈したままのエルザの表情は見えないが、ラインハルトは彼女から戦意を奪ったと判断したのだろうか。ボロ剣を持つ手を下げたまま、無防備にエルザに歩み寄る。

　技量差に自信があってこその行動だろうが、慢心が生むのは常に最悪の結果だ。スバルの中でなにがしかの警鐘が鳴り、エルザの身が跳ねるように動く直前、




「二本目があるぞ、ラインハルト！」




　腰から引き抜かれた二本目のククリナイフが、のけ反るラインハルトの赤い前髪をわずかに切り捨てる。

　奇襲を回避されたエルザはその黒瞳をスバルに向けて、




「よくわかったわね」




「実体験があったんでな！」




　中指を立てて自慢にならない自慢、エルザはそれを戯言と判断したのか聞き捨てて、




「ただし、牙は二本だけではないの。……仕切り直しに付き合っていただける？」




「全ての武器を切り落とせば、満足してもらえるかな」




「牙がなくなれば爪で。爪がなくなれば歯で。歯がなくなれば骨で。骨がなくなるのならば命で。――それが戦闘狂というものよ」




「それなら、その看板を折らせてもらうとするよ」




　腰から三本目のナイフを抜き、二刀流を構えるエルザが再び跳躍する。

　刃と刃が交錯し、鋼同士の激突に火花が飛び散った。受けられた刃を起点に、もう片方の刃がエルザの腕から放たれる。

　しなる刃はラインハルトの首を狙うが、それは跳ね上がる長い足に腕を蹴られて届かない。弾かれる勢いのままに下がるエルザ。彼女はその勢いすら利用して壁に足を伸ばし、反動を利用して天井へ。そして天井を蹴り、また別の壁へ。




　蜘蛛女、とスバルが彼女を罵倒した通り、彼女は部屋の重力を無視した機動でラインハルトの攻撃を集中させない。

　一撃離脱の戦法が縦横無尽に襲いくるのを、ラインハルトはその場から一歩も動かずに迎撃に徹することで防ぎ続ける。だが、切りがない。




「まさかラインハルトですら、決め手に欠けるってんじゃねぇだろうな……」




　エルザの技量の人外ぶりは、もはやナイフ一本だけのときとは段違い。

　ボスキャラの第二形態みたいなものだ。生態が違うレベルの変化である。

　それを迎え撃つラインハルトも、見せつけた加護（それが何なのかイマイチわかっていないが）の強力さと戦闘力もあって同じく人外の領域。

　まさしく天上人同士の激突に違いない。ただしそれでも、ラインハルトの方が実力的には上ではないか、という楽観じみた考えがスバルにはあるのだが。




「……こっちに、気を遣ってるのよ、彼は」




　スバルの疑問に応じるように、ロム爺を治療する偽サテラが呟く。

　「え？」と声を上げるスバルを横目で見て、彼女は気まずげに唇を噛み、




「私が精霊術を使ってるから、彼は本気が出せないの。せめて、この人の治療が終わるまでは……」




「どういう因果関係？」




「ラインハルトが本当に戦うつもりになれば、大気中のマナは私にそっぽ向くもの。――そろそろ治療が終わる。合図したら、彼に声をかけて」




「あ、ああ」




　イマイチ要領を得ない説明だったが、頼まれたスバルは戸惑いつつもそれを了承。

　青い輝きはロム爺の頭部に浮いていた打撲と、小さな出血のあった傷を癒し続けている。次第に血の跡や傷口が消えてゆき、感嘆するスバルの前で偽サテラが深い息を吐いた。

　布で傷跡を拭ったあとには、ロム爺の意識を奪った一撃の痕跡はどこにもない。

　その見事さに「ほぅ」と吐息するスバル、その肩を少女が叩き、




「お願い」




「お任され。――ラインハルト！　よくわからんが、やっちまえ！」




　防戦一方だったラインハルトに対し、スバルが治療完了の報を投げ込む。

　ちらりと視線だけで振り返るラインハルト。彼はこちらを見て、スバルと視線を合わせるとかすかに顎を引いて応え、




「――なにを見せてくれるの？」




「アストレア家の剣撃を――」




　跳ねるエルザの問いかけに、ラインハルトが短く厳かに応じた。







　――直後、盗品蔵の中の空間が引き歪むような感覚をスバルは得た。
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「は？」




　視界に入る大気が歪み、心なしか部屋の明るさが一段階失われたように思える。

　それどころか氷結魔法の連続で低下していた気温がさらに下がり、思わず起きた身震いにスバルは己の肩を抱いた。

　そして、




「え、あれ、おい」




「ごめんなさい……ちょっと、肩を貸して」




　寄りかかってくる銀髪の少女を、スバルはわたわたと慌てながら支える。

　華奢な体はひどく熱く、スバルは自分の鼓動がこれまでと違う原因で跳ねるのを自覚。しかし彼女の表情を見て、そんな感慨も一瞬で吹き飛ぶ。

　小刻みに浅い息を繰り返し、苦しげな彼女はまるで高熱を発した病人だ。




「どうした、急に体調でも悪く……」




「違うの。マナが……わかるでしょ？」




　――さっぱりわからん。




　腕を組んで断言してやりたいところだったが、そんな雰囲気でもない。

　なにより、スバルの言葉を封じたのは肩にかかる重さではなく、変貌した室内の雰囲気――その根源に当たる存在だ。




　部屋の中央で、ラインハルトが両手剣を低い姿勢で構える。

　いや、構え自体は戦いが始まってからずっと取っていたはずだ。そのはずなのだが、スバルはその光景を『初めて剣を構えた』と呼ぶのにふさわしいと肌で感じていた。




　――そう、『剣聖』ラインハルトは今、初めてその剣を構えたのだ。




「『腸狩り』エルザ・グランヒルテ」




「――『剣聖』の家系、ラインハルト・ヴァン・アストレア」




　すさまじい剣気が室内を押し包み、向かい合う二人の戦意が大気を震わせる。

　唇を舐めて名乗り上げを行うエルザに、ラインハルトもまた厳かに頷いてそれに応じた。




　このほとんど廃墟と化した場所で、黒衣の殺人者と軽装の英雄が向き合い、打ち合う鋼は血に濡れた短刀と錆すら浮いた古びた両手剣――にも関わらず、スバルは息を呑む。




　互いに名乗りを上げて、これから一騎打ちに臨もうとする二人。

　その姿がまるで、英雄譚の一節のように輝かしいものにすら思えたからだ。




「――――ッ」




　息を詰める叫び、それはエルザのものか、ラインハルトのものか、それとも果たしてスバルのものだったのか定かではない。

　だが、その結果だけは三人のいずれもが見た。




　極光が屋根を失った盗品蔵を引き裂き、空間ごと真っ二つに切り裂いた。

　世界がずれたとしか思えない光景、放たれた極光は一瞬の間、室内を白く塗り潰していたが、光が晴れた直後に世界が激変する。




　ずれた空間が元に戻ろうと収束を始め、大気が歪曲するほどの威力の余波が部屋の中を暴風となって荒れ狂う。

　逆巻く風が盗品を、家財を、廃材を巻き込んで暴れ回り、その二次災害からスバルは必死で偽サテラとロム爺の巨体を守り切る。




「ぬわぁぁぁぁぁ！！　なんじゃ、こらぁぁぁぁ！？」




　この暴波の意味はわからない。わからないが原因はわかる。

　たったひと振り、全力で剣を振るった――それだけでこの有様だ。




　声を上げて、痛みと風を耐えしのぐ。やがて、暴威はその威力を弱め、吹き散らされた廃材や盗品が床に落ちる音、家屋が軋む鈍い音などが連鎖して終焉を告げる。

　頭に落ちてきた掛け軸のような残骸を放り捨て、スバルは体を張って守った二人が無事なのを確認。無意識的にカバーが足りなかったのか、多少ロム爺がミルクやらなんやらで汚れている気がするが、そこは勘弁してもらおう。




「なにが化け物狩りは自分の領分だ。お前のが十分、化け物じゃねぇか！」




「そう言われると、さすがに僕も傷付くよ、スバル」




　苦笑しながら破壊の原因、ラインハルトが振り返って言った。

　暴風に燃えるような赤い頭髪は乱れ、さすがの涼しい顔にも汗が浮かんでいる。そして彼の手の中の両手剣は――、




「無理をさせてしまったね。ゆっくり、おやすみ」




　手の中で崩壊していく両手剣、その粗末な作りではラインハルトの一撃に耐えることができなかったのだ。

　鋼の刃が朽ちるほどの一撃、そしてそれをまともに受けたエルザは、




「肉片ひとつも残ってねぇな……スプラッタ感が失せて逆にいいのか」




　世界ごと切り裂くような斬撃のあとには、本当の意味で何も残っていない。

　破壊は盗品蔵の入口付近をカウンター席ごと吹き飛ばし、その余波は蔵の前の広場にも及んでいる。吹き荒れた暴風は建材を軒並み崩壊させ、今にも建物が崩れそうだ。

　エルザの立ち尽くしていたはずの場所は、当然のようにその斬撃の範囲内。黒衣の長身の姿はその中のどこにもなく、ラインハルトの圧倒的さにコメントも浮かばない。




「でもこれで……」




　緊張にかちこちに固まった体を伸ばし、スバルは大きく息を吐いた。

　そしてどうにも実感を得ていなかった事実を確かめるように、隣の存在を思う。




　こちらに肩を預ける銀色の少女――彼女はまだ少し浅い呼吸を繰り返しながらも、スバルの視線に気付くと紫紺の瞳をこちらに合わせた。




「無事に、終わったの？」




「ああ、ホントの意味でどうにかな」




　弱々しい問いかけに答えて、スバルは立ち上がろうとする彼女を支える。その際、膝上に乗っていたロム爺の頭が落ちたが、そんなのは瑣末なことだった。




　立ち上がった彼女は己の銀髪を梳き、まだ頼りなげな足でスバルの庇護を離れる。

　自分の手を離れる偽サテラ、スバルはそんな彼女をしげしげと眺めて、




「じろじろと、どうしたの？　すごーく失礼だと思うけど」




「手足はもちろん、首もちゃんとついてるよな」




「……当たり前でしょ？　恐いこと言わないでくれる？」




　スバルの感想は彼女には意味がわからなかったのだろう。

　じと目でこちらを睨んでくる彼女にスバルは親指を立てて歯を光らせ、




「そうだな、当たり前だよな。もちろん、俺の手足もついてるし、背中にナイフが生えてもいなけりゃ、腹にでかい風穴が開いてたりもしないぜ！」




「生えてたり開いてたりした時期があるみたいな言い方するわね」




　あったのです。その節は本当にご迷惑をおかけしました。

　スバルが役立たずなせいで、偽サテラも命を吹っ飛ばしたり、ロム爺も腕と首が飛んだり、フェルトもばっさりやられたりと散々なものだったが。




「そういや、ラインハルト。まだ礼を言ってなかった。マジ助かった。さっきの路地のことといい、俺の心の叫びが聞こえたのかよ、友よ」




「それができたなら僕も胸を張るんだけどね、友達くん」




　肩をすくめるラインハルトは心苦しげな顔で、顎の動きで一方を示す。

　彼の仕草に従ってそちらを見ると、




「お」




　そこにいた人物の姿を見て、スバルは自分の口が思わぬ綻びを得たのを感じた。

　盗品蔵の、今はもはやなくなってしまった入口。そこにかろうじて残る柱の陰、そこからおずおずとこちらを見ているのは、八重歯の目立つ金髪の少女だ。




「彼女が必死で路地を走り回っていたんだ。そして僕に助けを求めた。僕がここにこれたのは彼女のおかげだよ。その後は騎士の務めを果たしただけさ」




「騎士の務めって、ボロボロの廃屋を平たくすること？」




「それって意地悪過ぎやしないかい、スバル」




　痛いところを突かれた、と胸を押さえるラインハルト。

　これほどの惨状を生み出しておきながら、その変わらぬ親しみやすさはどこか空恐ろしくもある。つまり、イケメンマジイケメン。




「あの子は……」




　偽サテラもまた、おぼつかない足取りの中でフェルトの姿に気付いた。

　スバルはそんな彼女の視界からフェルトを守るように回り込み、




「タンマタンマ。あいつがラインハルトを呼んでくんなきゃ、俺たちはきっと全滅してたんだぜ？　ここは俺の顔に免じて、氷の彫像の刑は見送ってくれよ」




「そんな乱暴しないわよっ。というか、あなたの顔に免じてって……」




　疲れたように眉間をもむ偽サテラ。

　そんな仕草のひとつすら、どこかスバルには喜ばしいものに感じられる。

　こうして互いの生きている状態で、それなりの友好関係の上で軽口が叩いていられるのだ。かなり語弊がある感じだが、まさしくスバルの望み通りの展開である。




「あとは俺のネゴシエーション次第か……そこが一番、信用できねぇ！」




「さっきからどうしたの？　わたわたして、すごーくみっともないけど」




　ぐさりとくる一言、スバルもまた胸を押さえてラインハルトと同じリアクション。もっとも、そこにはひょうきんさがあるだけで、彼のような凛々しさは微塵もない。




　そんなこちらのやり取りを見て、ラインハルトは小さく嫌味なく笑う。それから彼は黙してこちらをうかがうフェルトの方へ、片手を挙げて迎えにいった。

　颯爽とした後ろ姿には嫉妬心すら浮かばず、スバルは肩を落とすしかない。これが持てるものと持たざるものの違いか。




　警戒しつつも、助けに応じてくれたことへの恩義を感じているのか、歩み寄ってくるラインハルトからフェルトは逃げようとはしない。

　そんな二人を若干、微笑ましいような感じでスバルは見守り、




「――スバル！」




　ふいにこちらを振り向いたラインハルトの叫びに、窮地を脱していなかったことを悟る。




「――――ッ！！」




　廃材が跳ね上げられ、その下から黒い影が出現する。

　影は黒髪を躍らせて、血を滴らせながらも力強く足を踏み出し、加速を得る。

　ひしゃげたククリナイフを握りしめ、無言で疾走するのは流血するエルザだ。




「てめぇ――ッ！」




　あの苛烈な斬撃を掻い潜り、命を拾った殺人者の目には漆黒が宿っている。

　それはこれまでの相対でもっとも、スバルの背筋に氷を差し込む殺気を放っていた。




　接触までのわずかな数秒、その間にスバルの思考はめまぐるしく回転する。

　ひしゃげたナイフ。一瞬の邂逅。おそらくはたった一発に賭けている。ラインハルトも駆けよってくるが間に合わない。一撃だけしのげば、ラインハルトがどうにかする。偽サテラは振り返る余裕もない。狙いはどっちが。俺は三度目、彼女を守る。

　守る守る守る守る守る守る守る守る守る守る守る守る守るるるるるる！！




「狙いは腹狙いは腹狙いは腹ぁぁぁぁぁぁぁっ！！」




　偽サテラを突き飛ばすように庇い、腕の中に残っていた棍棒を引き上げ、とっさに腹の上をガード――衝撃。




　横薙ぎの一発の威力は斬撃というより、重厚な鈍器による打撃に近かった。

　土手っ腹への衝撃で地から足が離れ、世界が百八十度回転する感覚を、血を吐きながらスバルは味わった。




　ぐるぐると視界が回る。実際に吹き飛ぶ体が回転しているのだ。

　どれだけ飛ばされたのかもわからないまま、受け身も取れずに壁に激突させられる。




「この子はまた邪魔を――」




　ぶっ飛んだスバルを見ながら、エルザが悔しげに舌を鳴らす。

　それから彼女は立ち尽くす偽サテラに目を向けるが、




「そこまでだ、エルザ！」




　駆け戻るラインハルトを前に、戦闘続行の無意味さを悟る。

　エルザは手の中、スバルへの最後の一撃で完全に歪んだククリナイフをラインハルトへ投擲。矢避けの加護によってそれは当たることはなかったが、




「いずれ、この場にいる全員の腹を切り開いてあげる。それまではせいぜい、腸を可愛がっておいて」




　廃材を足場に、エルザが跳躍する時間を稼ぐには十分だった。

　屋根を踏み、身軽に建物を飛び越える細身を追うのは骨が折れる。この場において、これ以上の戦闘を望まないラインハルトはあえて、その背を追うことをしなかった。

　遠ざかる背中を見送って、ラインハルトは銀髪の少女に駆け寄る。




「ご無事ですか――」




「私のことはどうでもいいでしょう！？　それより……」




　端正な顔に焦燥感を走らせるラインハルト、彼の言を振り払い、偽サテラはふらつく足を叱咤して壁際――逆さまに倒れているスバルの側へ向かう。




「ちょっと大丈夫！？　無茶しすぎよっ」




「お、ぉぉお……ら、楽勝楽勝。あそこってば無茶する場面だべ？　動けんの俺しかいねぇし、あいつがとっさに狙う場所もこっそり当てがあったし」




　心配そうに顔を寄せてくる偽サテラに手を掲げ、スバルは一撃をもらった腹を軽く撫でる。尋常でない打撲傷に、服をめくった下が真紫になっているのが見えた。

　「うええ」とその見た目の悪さに舌を出し、それからスバルは逆さまの体をひっくり返した勢いで立ち上がり、




「今度はもう、完璧にいなくなったよな？」




「すまない、スバル。さっきのは僕の油断だ。君がいなければ危ないところだった。彼女を傷つけられていたら僕は……」




「タンマタンマタンマタンマ！　そっから先は言及無用だ。こんだけ色々ともったいぶったんだから、そこの部分を他人に委ねちゃ俺が報われん」




　謝罪を口にしかけるラインハルトを制止して、押し黙る彼にスバルは笑みを向ける。それからゆっくりとした動きで振り向き、自分を見上げる銀髪の少女と視線を合わせた。




　彼女は身じろぎし、それから立ち上がる。二人の間の距離は二歩分、手を伸ばせば届く位置だ。ずいぶんと遠回りしたものだと、ここまでの道のりを感慨深く思い出す。




　突如、瞑目して黙り込んだスバルに少女は物言いたげな顔をする。

　しかし、彼女がその口を開くより先に、スバルが指を天に突きつける方が早かった。

　左手を腰に当て、右手を天に向けて伸ばし、驚く周りの視線を完全に意識から除外して、スバルは高らかに声を上げる。




「俺の名前はナツキ・スバル！　色々と言いたいことも聞きたいことも山ほどあるのはわかっちゃいるが、それらはとりあえずうっちゃってまず聞こう！」




「な、なによ……」




「俺ってば、今まさに君を凶刃から守り抜いた命の恩人！　ここまでオーケー！？」




「おーけー？」




「よろしいですかの意。ってなわけで、オーケー！？」




　ＯとＫを上半身の動きで表現するスバルに、銀髪の少女はひきつりながらも、「お、おーけー」と応じる。

　そんな彼女の態度にスバルはうんうんと頷き、畳みかけるように続ける。




「命の恩人、レスキュー俺。そしてそれに助けられたヒロインお前、そんなら相応の礼があってもいいんじゃないか？　ないか！？」




「……わかってるわよ。私にできることなら、って条件付きだけど」




「なぁらぁ、俺の願いはオンリーワン、ただ一個だけだ」




　指を一本だけ立てて突きつけ、くどいくらいにそれを強調。そのあとに指をわきわきと動かすアクションを付け加えて少女の不安を誘い、喉を鳴らして悲愴な顔で頷く彼女にスバルは好色な笑みを向ける。




「そう、俺の願いは――」




「うん」




　歯を光らせて、指を鳴らして、親指を立てて決め顔を作り、







「君の名前を教えてほしい」







　呆気にとられたような顔で、少女の紫紺の瞳が見開かれた。

　しばしの無言が周囲を支配し、決め顔を維持するスバルは静寂の中でかすかに震える。

　外した感が半端ない羞恥となって込み上げてくるが、こういう状況で周りがリアクションする前にイモを引くのは最悪のパターンだ。

　故に黙り、スバルは彼女からのアクションを待つ。




　氷塊でも氷柱でも冷凍ビームでもなんでもこい。やっぱ冷凍ビームは勘弁な。




「ふふっ」




　そんなスバルの極限状態すぎる高速思考は、ささやかに届いた笑声に打ち消された。

　口元に手を当てて、白い頬を紅潮させ、銀髪を揺らしながら少女が笑っている。




　それは諦めた笑みでもなく、儚げな微笑でもなく、覚悟を決めた悲愴なものでもない。ただ純粋に、楽しいから笑った。それだけの微笑みだ。




「――エミリア」




「え……」




　笑い声に続いて伝えられた単語に、スバルは小さな吐息だけを漏らす。

　彼女はそんなスバルの反応に姿勢を正し、唇に指を当てながら悪戯っぽく笑い、




「私の名前はエミリア。ただのエミリアよ。ありがとう、スバル」




　「私を助けてくれて」と彼女は手を差し出した。

　その差し出された白い手を見下ろし、おずおずとその手に触れる。指が細く、掌が小さく、華奢でとても温かい、血の通う女の子の手だった。




　――助けてくれてありがとう。

　そう言いたいのは彼女だけではない、スバルの方だった。スバルの方が先に彼女に恩を受けていたのだ。だからこれは、それがようやく返せただけのこと。




　通算して三回、刃傷沙汰で命を落として辿り着いた結末。

　あれだけ傷付いて、あれだけ嘆いて、あれだけ痛い思いをして、あれだけ命懸けで戦い抜いて、その報酬が彼女の名前と笑顔ひとつ。

　ああ、なんと――。




「ああ、まったく、わりに合わねぇ」




　言いながらスバルもまた笑い、固く少女――エミリアの手を握り返したのだった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――と、ここで終わっていればいい話で終われたのだが。




「それにしてもスバル、よく無事だったね」




　一通り、エミリアとのやり取りを終えたタイミングを待っていたのだろう。

　強制的にお黙り、とされていたラインハルトがスバルの無事を言葉少なに驚く。彼ほどの使い手から見ても、エルザの最後の一撃はそれだけのものだったということか。




　スバルは痛む腹部を軽く押さえて、それから床に転がる棍棒を指差す。

　棘付きの棍棒はその太くたくましい見た目通り、立派な盾として働いてくれた。本来の用途とは違うものの、そこは納得してほしい。




「そいつでとっさにガードしたかんな。それがなきゃ、今頃は胴体真っ二つだ」




「そうだね。これがなければ――」




　ＢＡＤＥＮＤ４は回避できなかった、とあっけらかんとスバルは笑う。それに追従するように笑いながら、ラインハルトは何気なく落ちていた棍棒を拾い、




「あれ」




　その手の中で、棍棒は滑らかな切断面をさらして鈍い音を立てて落ちた。

　ど真ん中で二つに切り落とされ、その役目を完全に終えている。




　ゆっくりと、ラインハルトがスバルの方を切なげな目で見た。

　スバルもその視線に従って、嫌な予感を感じつつもジャージの裾をまくる。胴体は先ほどと同じ、真紫の打撲で超変色状態だが、そこに変化が生まれた。




　――ふいに、横一線に赤い筋が引かれたのだ。




「あ、やばい、これ、俺にも先が読めた」




　鋭い痛みが先鋒として訪れる。

　そして次の瞬間――スバルの腹部が横一文字に裂け、大量に鮮血が噴出。




「――ちょ、スバル！？」




　すぐ近くで、エミリアの切羽詰まった声が聞こえる。

　ああ、やっと本当の名前が聞けたっていうのに、下手したらまた終わりか。

　――たとえそうであったとしても、俺はまたここへくるだろう。




　視界が大きく傾く。体が倒れ込んだのかもしれない。

　ラインハルトが焦りを浮かべ、すぐ近くで顔を覗き込んでくるエミリアがその整った面に悲痛な表情を象っている。




　――ああ、焦ってたりしててもマジ可愛いな、異世界ファンタジー。







　そんないつかと同じような感想を最後に、激痛とショックがスバルの意識を波濤の如く押し流していった。
第一章幕間　『お月さまが見てる』
　淡く輝く青い光――癒しを司る、水の波動を遠目に見ながら、ラインハルトは周囲には気付かれないほどささやかな吐息をこぼした。

　端正な横顔には憂いが浮かび、戦いの名残がかすかに装いには残っている。廃墟を前に佇むその姿を切り取れば、ただそれだけで名画の一枚が完成しそうな立ち振舞いだ。




　しかし、客観視すれば華やかな一方、彼の主観においては己の至らなさに関して言葉を尽くしてもなお足りない無念があった。

　今なお、懸命にエミリアの治療が行われているスバル。その彼の負傷も、元はといえばラインハルトの慢心が生んだ隙に乗じられたものだ。

　スバルは負うべきではない傷を負い、そしてエミリアにはかけるべきではない負担をかけてしまっている。




　その上、自分の体質は処置を行うエミリアの側にいるのがマイナスに働く。

　こうして遠目に見守っているのが最善、その判断をどこか冷静に行っている自分がいるのがわかってしまい、なおさらそれが彼の自責の念を強めていた。




「――よし、これで大丈夫」




　瞑目し、己を責めるラインハルトの鼓膜に銀鈴のような声が届く。

　額を拭うような仕草をして、壁に寄りかからせたスバルの前髪を軽く払い、その顔に赤みが差しているのを確認。立ち上がるエミリアは「うん」と納得の頷きで振り返り、




「治療は完了。――どうにか、峠は越えたでしょ」




「それはなによりです。その上でエミリア様……」




　満足げなエミリアに足早に歩み寄り、ラインハルトはその足下に膝をついて頭を垂れる。所作ひとつひとつによどみのない、完璧に礼式に則った姿勢だ。




「此度は自分の至らなさにより、エミリア様に多大な心労をおかけいたしました。この失態に対する罰はいかようにもお受けいたします」




　立てた膝の前には腰に預けていた剣を置き、ラインハルトは己の失態を謝罪する。

　騎士として、己のできる最大の謝意の示し方だ。この上でいかな沙汰が下されようと、甘んじて受け入れる覚悟がラインハルトにはあった。

　しかし、そんな彼の謝罪に対して、それを向けられたエミリアは、




「そういうところ、よくわからないのよね、あなたたちって」




「は？」




「危ういところに助けにきてくれて、こうしてどうにか全員が無事に片付けられた。それなのに、その間の苦労や痛みの責任まで全部抱え込もうとするんだもの」




　立てた指を振って、どこか少し不満げに銀髪の少女は唇を尖らせる。

　それから立てた指をふと、安らかな寝顔を浮かべているスバルの方に向けて、




「あの子の方がよっぽど素直じゃない。助けてやったんだからお礼を寄こせ、って言ってきたぐらいなんだから。全然、欲張りじゃないお礼だったけどね」




　名前を教えてほしい、とスバルがかっこつけて言っていたのはラインハルトも見ていた。思い出し笑いを浮かべるエミリアに、思わずラインハルトの唇も綻びかける。

　「だから」と、そんなラインハルトにエミリアはふっとその紫紺の瞳を細めて、




「助けてくれてありがとう。――私があなたに言うのはそれだけ。罪が見当たらないから罰も与えようがない。納得できないなら、次に活かしてくれればいいから」




「――わかりました。そのお言葉、ありがたく」




　さらに深く頭を垂れ、敬意を表してからラインハルトは立ち上がる。

　互いに向き合えば、ラインハルトの方がはるかに上背があり、エミリアを見下ろすような形になる。にも関わらず、先ほど感じさせられた大きさはなんなのか。

　器の差なのだろう、とラインハルトは己の狭量さを推し量る。

　その反面で、やはりエミリアも『選ばれている』だけの人物なのだと再確認した。




「ところで、今日はずいぶんと軽装だけど……」




　押し黙るラインハルトを見ながら、ふと気付いたようにエミリアが呟く。

　彼女の目はラインハルトの装い――今日は非番で、王都を気ままに散策するために選んだ黒を基調とした衣装で固めている。騎士としての格好しか見ていない彼女からすれば、なるほど違和感があるだろうと納得。




「今日は久しぶりの休日でして。普段の近衛の制服は着ていないんです。甲冑は城内に置いてありますし、騎士としての自分は今日はこの剣ぐらいしか」




　外していた剣を腰に差し直し、その爪痕が目立つ宝剣をエミリアの視線にさらす。

　と、彼女は少しだけ驚いたように目をまたたかせ、




「休日、なのにどうしてこんな騒ぎに巻き込まれたの？」




「それは少しだけ複雑なのですが……そこの、スバルの導きですね」




　今は意識がここにない少年、彼との出会いがラインハルトをここへ導いたのだ。

　順を追って説明すれば、ラインハルトがスバルと初めて邂逅した路地裏、あそこでのスバルとの問答にまで物語はさかのぼる。

　あのとき、スバルは『銀髪で白いローブを着た女性を探している』とラインハルトに漏らしていた。あの時点で、ラインハルトの知識に該当する人物はひとりしかいない。

　その人物への接触を求めるスバル。彼の動向を探るうちに、ラインハルトもまた、貧民街へと足を踏み入れることとなり、




「途中で彼女と出会い、今に至るというところです」




「そう、あの子に」




　話題に名前が上がったことで、エミリアの視線が広場の隅――そこで、いまだに意識の戻らない老人を看護している少女へと向かう。

　金髪の少女はその視線を受けて振り返り、気まずげにその瞳を伏せた。




「エミリア様、彼女とは……」




「ラインハルト。色々と力になってもらってありがとう。助けてもらって感謝してる。でもその上でお願い。ここから先のことに、口出ししないで」




　強い口調で言い切られ、それ以上の言及をラインハルトは諦める。

　沈黙を肯定と受け取り、歩き出すエミリアは金髪の少女の下へ。少女もまた、その歩みに対して覚悟を決めたように向き直る。




「そのお爺さんは、あなたの家族？」




　腰を折り、しゃがんでいる少女に視線を合わせてエミリアは問う。

　問いかけに少女は唖然とした顔を作った。おそらく、彼女の予想したどんな言葉とも違う言葉をかけられたからだろう。

　二人の事情を知らないラインハルトであっても、彼女たちの間にあるのが友好的な親交の積み重ねでないのはうかがい知れる。




　出鼻をくじかれた形になった少女は気を取り直すように頬を掻き、すぐ傍らに寝ている老人の頭を照れ隠しするようにぺしぺし叩き、




「そ、そーみたいなもんだ。ロム爺はアタシにとって、たったひとりの……うん、じーちゃんみてーなもんだな」




「そう。私の家族もひとりだけ。肝心なときに眠りこけてるし、起きてるときには絶対にそんなことは言えないけど」




「アタシだって、起きてるロム爺にこんなこと言えねーよ」




　心なしか、老人への打撃の威力がぺしぺしからびしびしへと上がっている。無意識なのだろう。速度も加速、白い禿頭が赤くなり始めている。

　それから彼女はエミリアを見上げ、その赤い双眸に弱々しい光を灯し、




「もっと、すげーきつくくるかと思ってた」




「そう、ね。さっきまでのままなら、そうだったかもしれないけど。毒気抜かれちゃったのかもね。だから少しだけど、あの子の顔に免じてあげる」




　仕方ない、と苦笑してエミリアは肩をすくめる。

　そんな彼女の仕草と、眠るスバルを指差されて金髪の少女はしばし顔を伏せ、それから「ごめん」と小さく謝罪を口にした。




「命を助けてもらったんだ。恩知らずな真似はできねー。盗ったもんは返す」




　言って、少女は腰を上げると視線を路地の方へと向ける。

　彼女はエミリアに「いいか？」と一言、声をかけてから、




「戻ってきたとき、アンタらがやられてねーとも限らねーかんな。……別の場所に隠してきたんだけど、取りにいっても平気か？」




「用心深いこと。……嫌いじゃないけど。ここで待ってるわ」




「……いーのかよ？　口から出まかせで逃げ出すかもしんないぜ？」




「逃げてもいいけど、アレが追いかけてくるわよ？」




　アレ、とエミリアに指名されて、ラインハルトは背筋を正す。

　金髪の少女はその直立になにを思ったのか、「うえぇ」と心の底から嫌そうな声を出して、「すぐに戻る」と路地の方へと駆けていった。




「あの子が戻ってきて、全部取り返せたら……やっと戻れるわね」




「詳しくはお聞きしませんが、身辺にはご注意を。――帰りは部隊のものを付けますので、同行させてください」




「そこまで世話には……といっても、ここまで迷惑をかけたら同じことよね。お願いします」




　了承を得て、ラインハルトは「心得ました」と返答。それからエミリアの視線を辿り、安らかな寝顔をさらしているスバルに辿り着く。さて、と前置きし、




「彼――スバルとは、どういうご関係ですか？」




「行きずり」




　間髪入れずにそう答えられて、ラインハルトは思わず鼻白む。

　たじろぐラインハルトの様子がよほどおかしかったのか、エミリアはその唇を綻ばせ、




「だって、本当に行きずりとしか言いようがないの。スバルと会った覚えはないわ。ここで、ついさっき会ったのが初めてのはずなんだけど……」




「ですが、彼はあなたを探していました。渡したいものがあると。事実、こうしてこの場にいることですし、それに……」




　「体を張って、あなたを守りました」と、言いかけてラインハルトは口ごもる。

　声高にそう主張することは、どこか彼の行動自体の気高さを貶めるようにも思える。そんな風に思われたくてやった行いではないはずだ。

　それに、言われなくてもエミリアはそんなことはわかっているだろう。

　現に彼女はラインハルトの口にしなかった部分を引き継ぎ、




「だから不思議なのよね。……今はちょっと、あの変態が関わってるんじゃないかって疑ってるんだけど」




「ロズワール辺境伯のことを、あまり悪く言われませんよう。あの方は立派な方です。多少、変わり者であることは事実ですが……」




「変態で通じた時点で、ラインハルトの認識もわかるんだけど」




「……失礼しました。ロズワール伯にはご内密に」




　ウィンクして謝意を表明すると、エミリアは「はいはい」と曖昧に返答。

　それからラインハルトは改めてスバルのことに水を向け、




「彼の身柄はどうしましょうか。自分に預けていただけるなら、当家の方で客人として扱いますが」




「……いえ、こっちで連れ帰るわ。その方がはっきりするし、仮に変態の関係者じゃないにせよ、私を助けてくれたことに変わりはないから」




　「心遣いはありがとう」と結ばれて、ラインハルトは目礼で応じる。

　それで大体の話し合いは終了だ。このあとはエミリアに部下を付け、無事に邸宅まで送り届ける。その間にラインハルトはこの場所の事後処理に当たらなくてはならない。




　崩壊してしまった盗品蔵を見やり、ラインハルトは被害の大きさに瞑目する。

　相変わらず、自制の足りない自分が恨めしい。ほんの少し、力加減を誤っただけでこの有様だ。下手を打てば一帯ごと消しかねない力、自重自戒の一言である。




「ここはどういう扱いになるの？」




「付近はしばらく立入禁止にして、しばらくは彼女――『腸狩り』の手配書を出します。もとから後ろ暗い噂の絶えない人物なので、無駄骨になる可能性の方が高いですが」




「あの女の子や、お爺さんは？」




「……事情はわかりかねますが、彼女やあのご老体のやっていたことは自分の職務上、見逃すことはできない部類であると考えます。ですが」




　間を開けて息継ぎ、ラインハルトは小さく肩をすくめて、




「自分は今日は非番でして。付け加えて、被害者が被害を訴えない場合、証拠不十分でこれも難しい。はは。いえまったく、事情はわかりかねますが」




「ふふっ。悪い騎士様ね」




「恐れ多くも、これが騎士の中の騎士なんて呼ばれている男の本性ですよ」




　そう話をしている間に、路地の方から人の気配がやってくるのをラインハルトは察知。歩幅や呼吸の間隔から、相手があの少女であるのが見ずともわかる。

　姿を見せた八重歯の少女、彼女は待っていたこちらを決まり悪げな顔で見て、




「ちゃんと取ってきたぞ」




「よしよし、ちゃんと戻ってきてくれて嬉しいわ。私もこのお兄さんをけしかけるのは、すごーく気が咎めるし」




「騎士の中の騎士、そんな奴と追っかけっこなんて正気じゃねー。アタシより足が速い奴を初めて見たぜ、びっくりした」




　見上げてくる視線に微笑みで応じ、ラインハルトは一歩下がって二人を見守る。エミリアに歩み寄る少女は懐を探りながら、




「んじゃ、返す。――大事なもんなら、今度から盗られねーように隠せよ」




「あなたにその忠告されるのって変な気分ね。……できれば、私だけじゃなくもうこんなことはやめてほしいけど」




「そりゃ無理な話だ。言っとくが、アタシは今回だってアンタが命の恩人だから返すって考えてるだけ。悪いことしたとは思ってねーし、やめる気もねーよ」




　エミリアの願いをすげなく断って、少女はその表情に強かな笑みを浮かべる。

　彼女の年齢でするには痛ましさすら感じる横顔だ。そんな彼女の主義主張を聞きながら、ラインハルトはしかし無言でこれを受け入れる。

　職務上、決して見逃すべき状況でないのはわかっている。が、他に彼女たちにどんな生き方ができるというのか。対案も出さずに正論だけ振りかざすのは都合がよすぎる。




　そう考えられる程度には、ラインハルトは王都を見てきたつもりだ。

　それはエミリアにも察せられたのだろう。少しだけ儚げに目を伏せると、そのことについて彼女は言及せずに手を出し、




「わかった。……強情ね」




「なにもしねーで食い物がわいてくるならやらねーかもな。そんじゃ、ほらよ」




　取り出したそれを掌に乗せ、少女はエミリアに盗品と思しきものを返す。

　一瞬、赤いきらめきがラインハルトの瞳を過った。その眩い光は見覚えのあるもので、刹那の間だけ目を細めるラインハルトは記憶の海を探る。

　そして思い当たる記憶を見つけ出し、




「――え」




「ラインハルト……？」




　徽章を握る少女の手を、横合いから掴み取っていた。




　驚きを瞳に浮かべるのは当事者二人だ。彼女たちは揃ってラインハルトを見上げ、そして彼の表情に浮かぶ真剣な眼差しを前に口ごもる。




「い、痛いっつの……放して……」




　いやいやと、首を振るような弱々しい仕草で抵抗する少女。

　だが、彼女の手を握るラインハルトの握力は弱まる気配がない。本気になれば鋼すらひしゃげさせるラインハルトの力だ。加減がされているとはいえ、華奢な少女が振り解けるような拘束では決してない。




「なんてことだ……」




　震える呟き。それはラインハルトの口から紡がれたものだ。

　その言葉に反応したのはエミリアだった。彼女はその紫紺の瞳に動揺を浮かべ、




「ラインハルト、待って。確かにおとがめなしで済ませるには難しい話なのはわかってる。でも、この子は徽章の価値は知らなかったのよ。そして盗られた私自身はそれを問題にはしてない。――盗られた私にも落ち度があることだから。だから」




「違います、エミリア様。僕が問題にしているのは、そんなことじゃない」




　強い口調で上から言われ、エミリアは困惑した顔で押し黙る。

　そんな彼女への無礼な態度も忘れて、ラインハルトは自分が腕を掴む少女を見た。その紅の双眸と同じ頭髪の色を持つ青年を見上げ、少女の瞳が不安に揺れる。




「……君の名前は」




「ふぇ、フェルト……だ」




「家名は？　年齢はいくつだい？」




「こ、孤児だぜ？　家名なんて大層なもんは持っちゃいねーよ。年は……たぶん、十五ぐらいって話だ。誕生日がわかんねーから。っつか、放せよ！」




　話している間にいくらか調子を取り戻し、乱暴な口調で少女は暴れる。が、巧みな力加減で少女を抑制し、ラインハルトはエミリアを見つめると、




「エミリア様、先ほどのお約束は守れなくなりました。――彼女の身柄は自分が預からせていただきます」




「……理由を聞いても？　徽章盗難での罰というなら」




「それも決して小さくない罪ですが……今、こうして目の前の光景を見過ごすことの罪深さと比べれば些細なことに過ぎません」




　戸惑いと無理解に眉をひそめるエミリア。

　そんな彼女の困惑を、ラインハルトは仕方のないことと受け止める。なにせ彼女には見慣れた状況でしかないのだ。気付け、という方が酷なのだろう。




「ついてきてもらいたい。すまないが、拒否権は与えられない」




「ふざけ……助けたからってあんまり調子に……っ？」




　ラインハルトの言葉に口汚く応戦しようとして、ふいに少女の体勢が崩れる。

　言葉尻も怪しく肩の力が抜け、少女は最後に恨めしげにラインハルトを睨み、




「地獄、落ちろ……ちくしょう」




　憎まれ口を叩ききって、がくりと頭を下げた。

　意識を失った少女の体を支え、自然な流れで横抱きにして持ち上げるラインハルト。彼の手慣れた動作にエミリアは、




「また騎士様らしくないやり方……あんまり手酷くやると、ゲートに後遺症が残るわよ」




「幸い、生まれてからの付き合いなので加減は心得ております。――エミリア様、また近いうちに呼び出しがあるかと思われます。ご理解を」




　意識のない少女の手から徽章を優しく奪い、エミリアに対して差し出す。

　竜を象った徽章はまさしく、『親竜王国ルグニカ』の象徴そのものだ。ラインハルトの手の中で、うっすら鈍い光を放っている赤い宝珠――それがエミリアの手に渡ると同時に、持ち主の下へ戻ったのを喜ぶかのように眩く輝く。




「スバルのことを、どうかよろしくお願いします」




　徽章を受け取り、無言で自分を見つめてくるエミリアにラインハルトは一礼。

　腕の中、軽い少女の重みを感じながら、ふと手で彼女の額にかかる金髪をよける。あどけない白い顔立ちは、気を張る必要のない無意識であれば年相応に愛らしい。

　衣服を着替え、路地の垢を落とせば、さぞや輝くことだろう。




　強い風が吹き、ラインハルトの赤い前髪が踊る。

　その隙間から空を見上げ、すでに夕闇に沈んだ王都の上空――月が浮かんでいる。

　うっすらと青白く輝く満月、その美しさはどこか妖しげな魅力をはらんでおり、




「落ち着いて月を見れるのは、今日が最後かもしれないな――」




　ラインハルトの囁きは、彼らを見下ろす月だけにしか届かなかった。
第二章１　　『見知らぬ天井、終わりのない廊下』
　スバルにとって、寝起きの悪い目覚めとは縁の遠いものだった。

　瞼を開ければ目に飛び込んでくるのは、人工的な印象の白い輝きだ。知らない天井、そこに備えつけられた結晶が、いかなる原理でか淡い輝きを放って室内を照らし出している。

　寝起きのよさには定評があり、一度目が覚めればすぐに意識が覚醒するのがスバルの体質だった。




「……枕の感触が違ぇな」




　寝返りを打って、頭の下の感触が普段と違うことに気付く。

　さらにそのふかふかした寝心地も、寝慣れた万年床の布団ではあり得ない。畳まなすぎて布団の下の床が変色しているほどだというのに。




「おまけに超いい匂い。くんかくんか……お日様の香りがする！　まあ、アレって本当は日差しで焼け死んだダニの臭いなんだけど」




　人生で知りたくなかった知識で上位三指に入りそうな内容。

　ある意味死臭を思う存分に堪能して、スバルはようよう体を起こす。と、半身を起して見回したそこは、一目で上流階級とわかる一室だ。

　寝ている寝台はスバルが五人ほど寝ても余裕がありそうで、寝台を中心に部屋の大きさは二十畳はありそうだ。

　二十畳ワンルームの賃貸なら、スペースの無駄遣いも甚だしい。が、




「豪邸のお約束パターンからすれば、んなのはありえないっと」




　意識は完全に覚醒し、寝台から下りたスバルは軽く身を回して体調確認。

　まずは肩や手足の各種関節、もも上げとスクワットによる心肺及び持久力のチェックを行い、早くも息も絶え絶えになりながら服をまくり、




「お腹の傷……なーし。打撲はもちろん、切腹痕もなしか。縫い目もなしとは、この世界の外科は優秀だな。傷とか残ったらオヨメいけなくなっちゃう」




　炊事に洗濯、裁縫はもちろん各種家事機能はＡＬＬ未収得。

　頑丈さとなんでもよく食べます、といった点がＰＲ内容。さあ、そんなスバルを嫁にもらってくれるお大臣はいらっしゃるのか。




「俺なら絶対にごめんだな。……にしても」




　部屋の中は先ほどの感想通り、ベッドが置かれている以外には窓際に観葉植物が置かれ、壁には調度品と絵画を飾った程度の簡素なものだ。

　この世界にあるのかは不明だが、時計――のようなものは見当たらないし、カレンダーの存在も確認できない。




「問題はどんだけ意識なかったかだけど……うん、五時間くらいかなー」




　自分の顎に触って、無精ヒゲの感触でおおよその経過時間を計る。

　時計なしでもかなり正確に時間を確認できる裏技だ。無精ヒゲ時計の感触からすると、最後の確認からおおよそ五、六時間。つまり、異世界召喚されて最初の一日が終わりを迎えた頃になる。

　そこまで考えて、スバルは改めて己の腹に触れて、




「とにかくなんにせよ……今回は『死に戻り』は回避できたってことか？」




　起きてから今まで、出しかねていた結論を口にして、ようやく目をそらせない現実と向き合う覚悟を決めたのだった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　意識を消失する寸前、それまでの経緯を指折り思い出す。




「一回無様に死んで、二回目も果敢に死んで、三回目はわりと完璧な犬死を演じて、四回目は死闘観戦の果てに流れ弾で死亡――的な展開だったけど、命拾ったみたいでよかったよかった。これで死んだらモブ一直線だな俺」




　死因の全部が全部、そんな感じなのはご愛嬌。

　ともあれ、広すぎて落ち着かない部屋の寝台――整えられたシーツと掛け布団を盛大にくしゃらせ、その上にあぐらをかきながらスバルは黙考。

　『死に戻り』を回避した以上、ここがリスタート現場と異なるのは間違いない。万分の一ぐらいの確率で、いつも再スタートしてる八百屋の店主の実家という可能性も存在するが、現状考えられるのは、




「ラインハルトの家か、エミリアたんの家かってとこだな」




　スバルに好意的であり、こんな豪邸を所持していそうな印象があるのはこの二人だけだった。

　おそらくは後者ではないかと、己の願望まじりでスバルは考える。

　腹の傷の治療――これはおそらく、エミリアの魔法によるものだろう。あの場で即行で治療が行われなければ、スバルのＤＥＡＤＥＮＤは避け難かったと思うし、なにより女の子の手ずからヒーリングされたと信じたい男心。




「別にあのイケメンがヒーリングもできるイケメンでもいいんだが……夢ぐらい見たっていいじゃない。異世界なんだしぃ」




　シーツをつんつん指でつついて、女々しい仕草で端的に感想。

　それからスバルは体を弾ませ、ベッドのスプリングを利用して床に降り立つ。とりあえず、ここがどこなのか確定させたいところだ。




「となると、新たな冒険の始まりだな。……いかん、いかんぞ、俺！　わくわく以前に面倒くさいと感じるなんて、お前はあのひきこもりの時代に戻るつもりなのかよ！？　あんな、ただご飯食べてゲームしてアニメ見て寝たい時間に寝てスレとか覗いて書き込みしてるような……戻りてぇ」




　別に異世界召喚されたい願望とかあったわけじゃないし。

　そもそも、ひきこもり生活に対する不満があったわけでもない。ただ退屈に過ぎゆく日々を無為に思ったことはないし、眠りたいだけ眠れるなんてニート生活万歳そのものだ。




「そりゃ少しは親に悪いとか思ってたけど……ある意味じゃ放任というか黙認されてたようなもんだしなぁ」




　普通に筋トレして、食卓でご飯を食べて、当たり前のように外出して小遣いもせびる。学校に行かない以外は支障のない生活なので、正しくはスバルはひきこもりというよりは不登校児というべきだろう。




「なんと衝撃の事実。こうして異世界で自分を振り返る機会がなかったら、ひょっとしたら俺は一生、自分がひきこもりじゃないって気付かなかったかもしれないな……まさか、俺はそのためにここに……？」




　今後は自称に気をつけることにしよう、と固く心に決める。安易に自分をひきこもり認定して、『世界ひきこもり検定協会』とかに怒られたくない。




「やっぱ協会員も全員がひきこもりなんだろうな……あれ、だとするとみんないったいどうやって連携を……」




　謎が謎を呼ぶ思考の堂々巡り。首をひねり、スバルは「どうでもいいや」と長々とした考えの結論を放り投げて、忍び足で扉の方へと向かう。

　理想としては時間を潰している間に、スバルの様子を見にきた誰かとエンカウント――事情説明があって現状把握、が望ましかったのだが。




「あるいは目が覚めると、『起きた？』なんて枕元で看病してた女の子が聞いてくる展開だな。っていうか、普通はそれだろ。召喚しといて召喚した美少女が側にいないといい、ちょっと不備が目立ちすぎるぞこの召喚もの……」




　評価すべき点は、とりあえず異世界ファンタジーのお約束として、出会う人物のみんながみんな美形であるところは押さえているところか。

　ともあれ、名前のある人物で顔見知りはたったの五人。トンチンカンは見るからにモブだし、ひとりはしわくちゃのジジイもいいところだが。




「フェルトは磨けば光りそうな感じがしたし、エミリアたんとラインハルトは言うに及ばず、だな。エルザは……うぉう、指先震えてきたノーカン！」




　トラウマゲージが溜まるので評価規格外という結論に。

　見た目だけなら美人だったのは認めるが、殺傷依存症とあっては「そこがギャップ萌えだよな！」と前向きな結論にはいけない、さすがに。




「んじゃ、結論を見たとこで、先延ばし展開に別れを告げて旅立ちを始めるとするか……新しいこと始めるのって、超ドキドキ！」




　さりげなく小声で言いながら、慎重にドアノブを回して扉を開ける。

　外、ひんやりとした空気が部屋に忍び込み、ふっと素足が床の冷たさに「ふわぅ」と過剰反応してしまう。




　部屋の外に出ると、広がっていたのは暖色系の塗装で統一された長い廊下だ。左右、どちらにも長々と道が続いていて、途中途中に同じような扉が点在しているのが見える。おそらくはどの扉もスバルの寝ていた部屋と同様の造り――二十畳クラスがこれだけあるとなると、想像以上の豪邸ということになりそうだ。思わず、持ち主を想像してスバルは喉を鳴らす。




「うわぁ、としか言いようがねぇな。超広いっつか広大。そんで、こんだけ広い感じだってのに……人の気配が全然しねぇぞ」




　素足で廊下――つるつると磨き上げられた材質（学校の床に似てる）をぺたぺたと歩きながら、スバルはその静けさに思わず眉を寄せる。

　人の気配、は比喩表現だが、この場合は生活音というべきか、そういったものがこの廊下にあっては一切スバルに届いてこないのだ。




「さっきの部屋もそうだけど、静かすぎんな……騒ぐのが心咎める程度に」




　本来なら、大声を上げながら「誰かいませんかー！」ぐらいやるのがスバルの性格なのだが、現在の状況ではそれをやるのも危ぶまれる。

　なにせスバルは現時点で、自分の現状を欠片も把握できていないのだ。




　先ほどは当たり前のように自分に好意的な人物の屋敷と判断したが、ひょっとすると意識を喪失したあとでエルザが十万からなる大軍団を編成して逆襲しにきた可能性もなくはない。

　もしそうだった場合、スバルを捕えたのはエルザ側であり、屋敷は一気にお人好しの大富豪の家から殺し屋集団の隠れ家へクラスチェンジだ。




「やっぱ向こうからのアクションを待つべきだったか。今からでも部屋に戻って、膝を抱えてガクガク震えながら神様にお祈りでも捧げるべかー」




　廊下にも飾られている調度品を眺めながら、スバルは鼻歌まじりに敗走の算段を始める。

　飾られた絵は部屋の中のものは風景画っぽかったが、廊下に飾られているのは一風変わった抽象画が多い。幾何学的な模様を見ながら、「うーん、この筆のタッチがなんとも」とか知ったかぶりしつつ、




「ま、そんな弱気な発想でフラグ逃しはいかんよ、俺。もっと前向きにやっていこうって決めたじゃん、誓ったじゃん。決めた記憶ないし誓った相手もいねぇけど、そこは脳内補正しつつ」




　戻る選択肢は消して、スバルはとりあえず人探しを目標に歩き出す。

　右か左、さほど迷わずに右を選択。何かの漫画で以前、『左は罠が多いぜ、へへへ』的な会話を見た覚えがあったからだ。

　落ち着いて考えると、どの部屋から出るかで右か左の区別はきれいさっぱり変更になるのだが、しばらく歩いてから気付いたのでそっと蓋をした。




「つっても、似たようなドアが続くな……相変わらず人気ねぇし」




　突き当たりにも辿り着かないし、五つほど扉を進んでスバルは困惑。

　いくら広いにも限度があるだろう。時間にすれば一、二分で音を上げるなと言われるかもしれないが、その間に移動した距離はゆうに三百メートル。

　普通に考えて、三百メートルも突き当たりが見えないまま続く廊下というものが存在するだろうか。

　いくらなんでもおかしい、と頭を掻きむしり、スバルは何気なく振り返る。最悪、元の部屋に戻るのもやむなしという判断が――、




「あれ？」




　素っ頓狂な声を出して、スバルはさらなる困惑に首の角度を深める。

　背後、先ほどまで歩いてきた道のり――その廊下の突き当たりが見えないのは同じ条件だとして問題は、




「この絵って……最初に出発した部屋の前で見なかったか……？」




　「このタッチが」とかふざけていた覚えがあるので間違いない。

　まったく同じ作品を飾っている、という可能性もあるが、ひとつの通路に似たような部屋を並べて、同じ絵を飾るというのは趣味が悪すぎる。




「つまり、もっと端的に考えると……ループしてるな」




　おそらくは廊下をある程度移動したところで、マップの反対側にふわっと転移している感じだ。もしくは異世界ファンタジーのお約束を覆して、スバルに気付かれないぐらいさりげなく稼働してる動く床仕掛け。




「床の仕掛けパターンだと、一気に時代考証が狂うな。……しかし、これといい『死に戻り』といい、ループものに縁がある話だな、オイ」




　誰にともなくそう突っ込んで、スバルは手近な部屋の扉を開ける。と、中は二十畳の広さに寝台を置いただけの簡素ルーム。

　即ち、スバルが最初に寝かされていた部屋そのものだ。




「つまるところ、移動しても無駄だから大人しくしてろって意味か？」




　目覚めたスバルが勝手な行動をとらないように、こうして行き先に制限をかけたということか。手間やら魔力やらの無駄遣い全開な気がするが、力の差を見せつけて抵抗する気力を奪う目論見もあるのかもしれない。




「ま、確かに普通に考えたら抵抗する気力もなくすわな。こんだけ不思議空間作られて、びっくらこかないわけがない。普通に考えたら」




　「んー」と体を伸ばし、屈伸に伸脚。壁に手をついてしっかりとアキレス腱をほぐし、筋肉を温めて調子を整える。




「俺もいつもならこんなの無理だヒャッホーイってな感じでベッドに突撃。誰かくるまで惰眠貪りｉｎｇ系まっしぐらなんだが……」




　廊下の真ん中にしゃがみ込み、クラウチングスタートの姿勢を取る。

　ゲットセット、レディ――。




「さすがに半日も寝てたら、もう全然眠くねぇんだよ！！」




　別にかっこよくない啖呵を切って、スバルが全力で走り出す。




　速度はフェルト以下で、ぶっちゃけロム爺以下。

　持続力は低く、百メートルは残念ながら七十メートル地点で息切れする残念スタミナ。だが、この一瞬を駆け抜けるには十分すぎる。




　走る、走る、走る。――ひたすらに、繰り返し続ける前へ。

　廊下の突き当たりは依然見えず、走っても走っても同じ光景が舞い戻る。それは徒労を意味し、スバルの必死さを嘲笑う結果。

　だが、スバルは走ることをやめない。

　愚直に、ひたすらに真っ直ぐに、それを続けることだけが凡庸な男にできるゆいいつのことなのだと、そう態度で示すかのように。




　もはや廊下に人気がないであるとか、余所様のお屋敷であるとか、半日前にお腹切られたばっかりだとか、そろそろ小用がしたいとかどうでもいい。




「いや、最後はよくない！　よくないぞ！　やべぇ、気付いたら尿意が猛烈に込み上げてきた！　大きいのと小さいのが同時にやってくる！」




　きゅぅっとスバルの男の子の部分が苦鳴を上げ始め、さっきまでの颯爽としたフォームはどこへやら。駆け抜ける姿勢は微妙に内股を作りつつ、上体が揺れていちいちしなを作る女走りへ進化を遂げる。




　が、そんなスバルの走り方など些細な違いと、世界は彼の努力を嘲弄することをやめようとはしない。

　その悪意にも似た繰り返しに、ついにはスバルの足の速度も鈍る。

　肩を大きく揺らして荒い呼吸。額に汗すら浮かぶ孤独な戦い、その中で何ひとつ得ることが叶わず、スバルはその場に膝を屈する。そして――、




「もう、ここで、するしかない」




　全てを投げ出して、己の下腹部を守る着衣に手をかける。

　人としての尊厳は失われるかもしれない。するべき場所で排泄もできないなんて、下手をすれば犬や猫以下の躾のなってなさだ。

　だが、そんな罵倒も甘んじて受けよう。それでスバルの心は折れない。




「それに、新たな性癖に気付いた俺にとって、そんな罵倒もひょっとしたら快感なのかもしれないのだから――」




　異世界召喚されて以来、初めての爽やかな笑顔で言い切って、スバルはその場に腰を下ろす。せめて廊下の端に寄ったのが、彼に残されていたほんのわずかな理性の兆しだった。

　――と。




「ナツキ・スバル、出ます――あれ？」




　いざ踏ん張ろう、とそう考えたスバルの眼前、変化が生まれる。

　先ほどまで、駆けても駆けても繰り返されていた光景。その代わり映えしない廊下の姿が、スバルの視界の中でふいにぐにゃりと歪んだ。




　紙をぐしゃりと握りしめ、すぐに引き延ばし直したような世界の変貌。

　皺が伸び切ったあとの光景、それを確かめるようにスバルは瞬きし、思わず引っ込んでしまった尿意を堪えながら立ち上がる。




「なんかよくわかんねぇけど……結果オーライか？」




　見れば、廊下の突き当たりが見える世界がそこに訪れていた。

　スバルの正面には何度も見た抽象画が存在し、その絵の目の前には寝かされていた部屋がある。

　初期位置に戻されたことには違いないが、その後のループからは脱したらしい。攻略条件はわかり難かったが、




「ズバリ、勝因は尿意か。これは複雑なフラグ。普通に挑んでたらまず気付かない条件だぜ……考えた奴、鬼がかってんな」




　『鬼がかる』は神懸かるの別バージョンみたいな造語である。

　スバル考案、というよりは今思いついたのを言ってみただけだが。




「さて、せっかくループから逃れたわけだし、部屋戻って寝るか……」




　頭を掻きながら、最初の扉を振り返る。と、心なしか廊下の空気にひんやりと冷たい感覚がまじる。別に言葉にされたわけではないが、そこに込められた気持ちはわりとストレートに伝わる。顰蹙を買ったらしい。




「戻れ戻れと念じてた奴が、思惑を超えてきた上で全部放り投げる。――あると思います。……わかったよ！　行くよ！」




　姿の見えないループの原因とやらに、怒声を投げてスバルは歩き出す。

　目論見を根本から折ってやるのもありだったが、それではイベントが進まない上に、そもそもいまだに尿意は継続中だ。




「つまり、尊厳を守るために俺は進むしかない。――奴さんも、かなりわかってやがるぜ。俺がそう、退けないってな！」




　決め顔で断言。そう、スバルは戦う。尿意のために。




　廊下はそのループこそ終えたものの、代わりと言わんばかりに妙な雰囲気に包まれている。独特なその感覚が、スバルはどこかエミリアが魔法を発動しようとしていた際の感覚に似ていると感じていた。




　ど素人の勘で頼りないが、つまりこの廊下には魔力が満ちている。

　移動ループを実現した際と違い、それを隠そうともしないこの状況。術者はかなりの自信家だろう。罠を張っている場所を用意し、「さあ、罠がありますよ」と主張しても問題ないと胸を張れる程度には。




「闇雲に進んでも危険。かといって、慎重さは度が過ぎれば臆病も同然。そしてなにより、俺には時間制限があるんだ……」




　今は波が遠ざかっているが、この波がいずれさらなる高波となって戻ってくるのは周知の事実。

　息を呑み、額の汗を拭って、スバルは覚悟を決めて最初の一歩を踏み出す。

　目の前の扉、そのドアノブをひねり、




「ループしまくりのあとの罠満載の廊下。こういう典型的なダンジョンイベントって、意外と最初のドアがゴールだったりするよな」




　そんな思いつきに等しい発想で扉を開き――、




「……なんて、心の底から腹の立つ奴なのかしら」




　見覚えのない書庫の中、こちらを見つめる巻き毛の少女の恨み節を受けた。
第二章２　　『禁書庫の番人と双子のメイド』
　そこはまさしく、『書庫』と呼ぶしかない部屋だった。

　広いスペースは二十畳ワンルームの倍ほどもあり、壁際を始めとして至るところに書棚が設置されている。どの書棚にも本がみっちりと詰められていて、蔵書数はどれほどになるのか想像するのも難しい。




「本って意外と場所とるし重いから数持つのも困るよな。うちの場合なんか家族揃って漫画大好きだから、あんまり本を増やしすぎて二階の床抜けたことあるしさー」




　なんの前触れもなく床が落ちて、二部屋改装の大惨事。幸い、怪我人は出なかったし、その後は漫画保管用の倉庫にしまってあるので問題はない。

　そんな本に関するエピソードを持つスバルから見ても、この部屋の蔵書数は床を抜いた我が家を上回っている。もちろん、屋敷の造り自体がスバルの自宅より頑健なのは間違いないだろうが。




「こんだけ本があれば一冊ぐらい俺の読める本が……ってのは高望みか」




　パッと見渡した感じ、日本語で書かれた背表紙は見当たらない。アルファベットも見当たらず、あるのは商い通りの看板などで見かけた象形文字っぽい文字が大半だ。やはり、アレがこの世界の公用文字なのだろう。

　この世界で生きていくのなら、その習得は必須となりそうだ。語学の授業を中学で投げ出したスバルにとって、それは早くも苦難を感じさせる。

　来たる難事に対してため息をこぼすスバル。すると、




「他人の書架をずけずけ眺めて、おまけにため息。……ひょっとしてケンカ売ってるのかしら？　だったら買うのよ？」




「初対面の相手と準備なしに話せるほどコミュ能力なくてさぁ。ちょっぴり助走入れるくらい許してくれよ、メンゴ。ってなわけで、テイクツー」




　じと目で睨んでくる少女に手を挙げて、スバルは一度部屋の外へ。

　それから扉を開けて再度入室し、変わらず中央で佇む少女を見ながら、




「おっと、人発見。初めまして、こんにちは。ちょっとお話しようぜ？」




「ベティーを馬鹿にしてるのはわかったのよ。書架への不法侵入といい、お仕置きされても仕方ないと思わないかしら？」




　出会いを再演出するスバルに、少女は愛らしく酷薄に笑った。




　この表現も異世界で何度目か――美しい少女だった。

　年齢はフェルトよりさらに幼く、おそらくは十一、二歳といったところ。豪奢でフリルを多用された藍色のドレスを着用し、その過剰装飾がやたらと似合う愛らしい顔立ちをしている。

　髪の色はクリーム色というのが一番近く、淡いその輝きを長く伸ばし、ロールした巻き毛にしているのが特徴だ。かなりドリルっている。

　可憐、とその言葉が具現化したような容貌の少女だ。微笑めば誰もが頬をゆるめずにはいられない可愛らしさ。

　それが今、つんと澄まし顔でスバルの前に立っている。




「つんつんしてると可愛い顔が台無しだぜ？　ほーら、スマイルスマーイル」




「ベティーが可愛いのなんて当たり前なのよ。それよりも、お前をどうするかの方が問題なのかしら」




「どうするとか穏やかじゃねぇな。そっちの思惑無視したのは悪かったよぉ。俺ってこういうので無意識に正解一発で引いちゃうタイプなんだわ。ＧＭからしたら用意したイベント全部踏んでほしいとこだろうけど」




　四つ選択肢があって、総当たりしかヒントがない場合の展開で一発正解を引き当てる才能。人はそれを『空気が読めない』ともいう。

　過去、そうして無意識的にスバルが潰してきたイベントは多い。

　さっきの幻影廊下のことも、その中のひとつに書き加えられることだろう。




「他人の家の廊下で用を足そうとしたり、マナ感知型の罠をたくさん用意した廊下を渡りもしないでここにきたり……一言で最悪なのよ」




「ＲＰＧとかでも一切、寄り道しねぇタイプよ、俺。おかげで二週目はサブイベント回収で忙しい忙しい」




　ギャルゲーだと逆に攻略ヒロイン一途なので、ＣＧ回収はわりと楽だったりするのだが。寄り道多い系だとＣＧ観賞が穴だらけになるが。




　そんなとりとめのない思考は一度さて置き、スバルは「さて」と気を取り直すように言ってから改めて少女を見る。

　先ほどからの発言を見るに、どうやら彼女が廊下をループする仕掛けを施した下手人でいいらしい。その後、廊下にはスバルの尿意を妨げる様々なサプライズイベントも仕掛けてあったようだ。全部、未然に防いだが。




「しっかし、自分の力を見せびらかしたいってのはわかるけど、そのために人の生理現象邪魔しようってのは笑えねぇぜ？　危うく、社会的に俺が死ぬところだったんだ。考えただけで身震いするぜ」




「今になって思うと、同じところグルグルさせてればよかったのよ。そうすれば少なくとも、ベティーの屈辱は半分こで済んだかしら」




「そうだぜ、ベティー。ま、ここまで踏み込んだ以上はリアルラックも含めて俺の方が上手だったってこと。マジ半端なく苦しゅうないぜ、俺」




　尿意トークで再び盛り上がってくる高波。

　それを誤魔化すようにその場で足踏み運動するスバルに、少女は疲れたように自分の眉根のあたりに指を当てて、




「つ、疲れる奴なのよ……。ロズワールも、あの娘に勝手を許すからこんなわけのわかんない奴と会う羽目に。あとでとっちめてやるのよ」




「疲れてんのか、そんな若いのに。子どもは風の子、元気な子だぜ！　眉間に皺寄せてるなんてつまんねぇよ！　ほらガンバガンバ！　強く生きろよ！」




　親指立ててサムズアップ。

　貧民街で、スバル自身も何度もかけられた『強く生きろ』がキャッチコピー。最初はどうかと思ったが、言ってるうちに元気になる気がしてきた。

　地味にフレーズが気に入り出したスバルを、少女は半眼で見つめてくる。その視線にスバルは舌を出して照れ笑いで応じて、




「待つのよ。その反応は予想と違う。気持ち悪いのよ」




「キモイとか略されるより傷付くな！　それはそれとして、本題に入っていいか？　あんまり横道それると俺の膀胱がそれなりにピンチ」




「後半意味わかんないけど、ベティーのためにも本題に入った方がよさそうな感じはするのよ」




「おっけおっけ。それじゃ……」




　「トイレの場所を」と質問しようとして、そろそろ冗談じゃ済まないような気がしてきたので自制して割愛。

　なんだかんだ言っても、目の前の相手はカテゴリー魔法使いだ。廊下をループさせた手並みといい、スバルではお話にならない可能性が高い。

　それ以前にスバルは病み上がりの空腹状態で、戦闘力も低下中。特にさっきの全力疾走で、体力面に不安が大きいのを実感している。

　傷は治っているのだが、おそらくは血が足りていないのだ。




「レバー食べたいレバー。レバニラ食べて、血を補給したい。今宵は『虎鉄』じゃなくて俺が血に飢えてるぜ、ひゅー」




「もう横道それてるとかわけわかんないのよ、こいつ……」




「あ、ごめんごめん、本題本題。えーっと、とりあえず、ここってどこ？」




　相手が素直に話し合いに応じてくれている間に情報収集すべきだろう。少女の律儀さに感謝しつつ、スバルはいくつか疑問をぶつけてみることに。

　まずは自分の立ち位置確認だ。さすがに現状、エルザ側にとっ捕まったとは思えないが、さりとて他の二人のどちらかとも断定し難い。

　そのあたり、彼女の発言から確信が得られれば、と思ったのだが、




「ベティーの寝室なのよ」




「……額面通りに答えるのを正解と思ってるのって、今どきの若い子にありがちなマニュアル人間って奴なんだと思う。あんましよくないぞ？」




「ちょっとからかい返したらこの有様なのよ！」




　素で返されてご立腹の少女――自称をベティーと言っているが、それが彼女の名前なのだろうか。愛称っぽい気もするが。

　そんな感慨を得るスバルに少女は頬を膨らませる。彼女は腕を組み、きらびやかなドレスを揺らしてこちらへ近寄ってきながら、




「そろそろベティーも限界なのよ。ちょっと思い知らせてやった方がいいような気がするかしら」




「おいおい、捕虜虐待とか前時代的だ、やめよーよ！？　俺ってば尿意我慢してるだけの常人、むしろ尿意分だけ常人より危険度マイナスだぜ」




「もう出そうって意味では普通より危険人物なのよ」




「クソっ、うまい返し方しやがって。ダメだ、とっさに自分の無力さを証明する手立てが思いつかねぇ！　ぷるぷる、ボク、悪い人間じゃないよっ」




　小刻みに首を横に振って、限界まで体を小さくしながら瞳を潤ませる決死のアピール。が、少女の歩みはゆるむどころか速度を増した。

　そして、




「――動くんじゃないのよ」




　ゾッと、背筋を寒気が走るような感覚がスバルを襲った。

　ふいに、それまで書庫の中を支配していた古い紙の臭いが消し飛び、つーんと鼻の奥に氷を差し込まれたような痛みが走る。

　肌が粟立ち、遠く甲高い耳鳴りが聞こえる。嗅覚の不全は、他の五感に集中するために一部機能を遮断されたのが原因だ。

　この場合、視覚と触覚――その二種類に意識が全投入されている。




　目の前、すでに少女は手が届く位置にまで近付いていた。

　身長差は歴然。少女の身長はスバルの胸ほどまでしかなく、その浅葱色の瞳が間近でこちらを見上げてきている。

　薄い桃色の唇が微笑みを象り、ひたすらに少女の無邪気さだけがスバルの警鐘を打ち鳴らし続けていた。




「何か言いたいことでも？」




　少女は首を傾けて、目を見開き、唇を震わせるスバルに問いかける。

　額を伝う汗が頬を流れ、その感覚にわずかな時間だけ硬直を解かれ、スバルは許された一瞬で最善の一言を探る。

　そう、この場で発するべき、現状を打開する一言。それは――、




「い、痛くしないでね」




「軽口もここまで徹底してると感心するのよ。――痛いかどうか、それはお前次第じゃないかしら」




　本気で感心したような口調で言って、少女の手がスバルの胸に伸びる。

　掌がこちらの胸に合わされ、表面を優しく慎ましやかに撫でた。

　くすぐったいような感触に首筋を撫ぜられるような悪寒――そして、




「ぶわぅ……ッ」




　――次の瞬間、スバルは全身を炎であぶられたような錯覚を得た。




　すさまじい何かが体内を荒れ狂い、指先から髪の毛一本まで全てを焼き尽くすような感覚。

　体の内外を、余さず火炎の指でなぞられたような痛みを伴う不快感。




　視界が明滅し、気付けばスバルはその場に膝をつき、大量の涙を流して崩れ落ちていた。息は何キロも走り続けたように荒く、全身が無茶な筋トレをした翌日のようにだるくて痛い。

　なにより、精神的なものがごっそり引きずり出された疲労感があった。




「気絶しなかったみたいなのね。聞いてた通り、頑丈なのよ」




「な、何しやがった、ドリルロリ……」




「ちょっと体の中のマナに聞いただけなのよ。――凡庸なのに、変な魂の形をしているかしら。ゲートも閉じっ放しみたいだし」




　矛盾した内容を呟き、少女は崩れ落ちたスバルの前で膝を折る。

　彼女は必死に上体を支えているスバルを指でつんつんしながら、




「まあ、敵意がないみたいなのは確かめられたのよ。それに、これまでベティーに働いた散々の無礼も、今のマナ徴収で許したげるかしら」




　突かれて限界に達し、震える腕で支え切れずに上半身が床に落ちる。

　うつ伏せの姿勢で地面にキスするのは三度目。もう唇も初心じゃない。そこまで考えて、このやり直した世界だとまだファーストキスだな、と思う。




　くだらない思考の間に体中の余力をかき集め、スバルはどうにか床の上で首の角度を変える。時間をかけてゆっくり、見上げるのは少女の顔だ。

　「ん？」とスバルの努力を見守り、少女は口の端を楽しげにゆるめる。そんな笑顔に向かってスバルも歯を剥いて笑い、




「お前、アレだろ……人間じゃねぇな。この場合、性格的な意味じゃなく」




「にーちゃに会ってるわりには気付くのが遅かったのよ」




　彼女の語り口は見た目以上に幼く、それがかえって羽虫の羽をもいで遊ぶ残酷な幼児性を感じさせる。

　よだれを垂らして這いつくばるスバルを見て、楽しげにしているのもそんな印象を後押しするポイントだ。




「一個、訂正……性格的にも、お前、人間じゃねぇや……」




「気高く貴き存在を、お前の尺度で測るんじゃないのよ、ニンゲン」




　それは少女が口にするには、あまりにも冷たすぎる温度の発言だ。

　なんとなく、胸の内にくすぶるものをスバルは感じる。だが、感じはしたが行動に移すだけの余力がもう残されていない。

　精神的肉体的疲労は、スバルの意思とは無関係に意識を闇へと引きずり込もうとしている。




　――目が覚めたばっかりだってのに、また意識不明かよ。




「他の連中には話しておいてあげるのよ。ここで漏らされても困るから」




　最後っ屁に本気でここで全部出したろか。……ダメだ、ガッツが足りない。

　そんな減らず口を叩くこともできず、スバルは再び眠りへ落ちていった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「あら、目覚めましたわ、姉様」

「そうね、目覚めたわね、レム」




　眠りから目覚める感覚は水から顔を出す感覚に以下同文。

　時間変わって再びの目覚めは、声質が同じ二人の少女の声から始まった。




　やわらかな寝心地はどうやら同じベッド。

　寝起きのスバルの瞼を焼いたのは、カーテンからわずかに差し込む日差しだ。眩い光の度合いは柔らかく、感覚的に朝だろうかと思う。




「出先で時間がわからない。そんなときに便利、無精ヒゲタイマー」




　見えない誰かにセールストークをかまして、体を起こしつつ時間確認。

　顎の無精ヒゲ時計に触れると、感覚的には先ほどの目覚めから四、五時間ほどだろうか。まだ多少、体にだるさは残っている。




「今は陽日七時ですのよ、お客様」

「今は陽日七時になるわ、お客様」




　窓側を見つめて、時間を確認するアクションを見せたからか、声が親切にその疑問に答えてくれる。

　陽日七時――よく意味がわからないが、字面からして明るい時間の七時だろうか。そもそも、この世界の時間が二十四時間なのかもわからない。

　安易に朝の七時、と断定するのも難しいところだが、ついさっきのほんの数十分程度の目覚めをカウントしないなら、




「ほぼ丸一日寝っ放したか。まぁ、最高で五十二時間寝続けたひきこもりの俺には大したことでもねぇな」




「まあ、ろくでなしの発言ですわ。聞きました、姉様」

「ええ、穀潰しの発言ね。聞いたわよ、レム」




「んで、さっきからステレオチックに俺を責める君らは誰よ、姉様方！」




　がばっ、と布団を跳ねのけて起き上がるスバル。

　そのオーバーアクションに、ベッドの横でスバルを挟むように立っていた少女たちが驚く。彼女たちはそのままベッドを大きく迂回し、部屋の中央で合流すると、互いに手と手を重ね合わせてスバルを見た。




　ある程度予想はしていたが、指を絡めてスバルを見つめる少女たちの容姿は瓜二つ――双子の少女だった。




　身長はおおよそ百五十センチ真ん中ぐらい。大きな瞳に桃色の唇、彫の浅い顔立ちは幼さと愛らしさを感じさせる。

　瓜二つの顔をした二人は髪形もショートカットに揃えているが、髪の色は桃色と水色でそれぞれ違う。さらに髪の毛で片目を隠しているが、桃色は左目で水色は右目を隠しているというのも違いだ。




　だが、そんな違いは些細なことでしかない。この瞬間、それらの特徴を踏まえた上でスバルの心をもっともかき乱したのは、




「馬鹿な……この世界には、メイド服が存在するっていうのか！」




　黒を基調としたエプロンドレスに、頭の上に乗せたホワイトプリム。メイド服としてオーソドックスなクラシックスタイルに身を包む、双子の美少女。

　――これぞ、メイド理想の体現といえる。




「大変ですわ。今、お客様の頭の中で卑猥な辱めを受けています、姉様が」

「大変だわ。今、お客様の頭の中で恥辱の限りを受けているのよ。レムが」




「俺のキャパシティを舐めるなよ。二人まとめて妄想の餌食だぜ、姉様方」




　両腕を交差して宙で掌をわきわき。無意味な動作にメイド二人の顔に戦慄が浮かび、彼女たちは絡めていた指をほどいて互いを指差し、




「お許しになって、お客様。レムだけは見逃して、姉様を汚してください」

「やめてちょうだい、お客様。ラムは見逃して、レムを凌辱するといいわ」




「超麗しくねぇな、この姉妹愛！　お互い売るとか、そして俺は超悪役か！」




　きゃーこわーい、と再び手を取り合って逃げる双子。

　ベッドから飛び出し、それを追いかけるスバル。

　広い部屋の中、追いかけっこしながらぐるぐると三人は駆け回る。と、




「……もっと大人しく目覚めたりできなかったの？」




　とんとん、と開いた扉を内側からノックして、こちらを見る少女がいた。

　長い銀色の髪の美しさは陰りを知らず、今日は結びをほどかれて自然と背中へ流されている。服装は町で見かけたローブ姿ではなく、黒い系統が目立つ細身に似合ったデザインの格好だ。スカートは膝丈よりやや短く艶やかだが、その領域は腿の上まで届くニーソックスが隠している。




「わかってる！　選んだ奴はわかってるぜ、ＧＪ！」




「……なんのことだかわからないのに、くだらないってわかるのってある意味すごーく残念なんだけど」




　拳を握りしめて思わず喝采するスバル。

　そんな彼を少女――エミリアが部屋の入口で、呆れたような目で見ていた。
第二章３　　『お嫁にいけない』
　突然のエミリアの来訪に、スバルは思わず心が弾むのを感じていた。

　意外とアクティブな格好が新鮮で嬉しい驚きだが、それ以上に嬉しいのはこの場に彼女の存在があったことだ。

　立て続けに知らない人間――特に最初のひとりにはひどい目にあわされただけに、異世界召喚後に最初に優しくしてくれた彼女には格別な想いがある。




「もはやこの想い、刷り込みみてぇなもんだな。もう片時も離れたくないよ、母さん！」




「血が足りてないところにベアトリスから悪戯されたって聞いたから、ちょっと心配してたんだけど……するだけ無駄だったみたい」




「寝起きパネェのは生まれつきでな！　そんでもって聞くのとかちょっと恐かったりするんだけど……」




　訝しがるエミリアに対し、スバルは両手の人差し指をつんつんと合わせ、上目づかいにおずおずと切り出す。




「その……あの、俺のことってちゃんと覚えてる？」




「その仕草、すごーく嫌。それに変な質問するのね。スバルぐらい印象が強い相手って、そうそう忘れられないと思うけど」




　ささやかに口元をゆるめて名前を呼ばれて、スバルの肩が安堵に下りる。＋して女の子から下の名前を呼び捨てされている事実に、スバル的には珍しいぐらい素で照れる。耳まで赤くなる勢いだ。




　そんな若干、初々しいスバルの態度はさて置き、エミリアの登場に追いかけられていた双子がその側へ駆け寄る。彼女らは二人してエミリアの後ろに回り込むと、左右から顔だけ出してスバルをうかがい、




「聞いてください、エミリア様。あの方に酷い辱めを受けました、姉様が」

「聞いてちょうだい、エミリア様。あの方に監禁凌辱されたのよ、レムが」




「あなたたちにそんな悪ふざけ……スバルならやりそうだけど、できるはずないじゃない。ラムもレムも、病み上がり相手に遊び過ぎないの」




「はーい、エミリア様。姉様も反省していますわ」

「はーい、エミリア様。レムも反省したと思うわ」




　ラムとレム、と名前を呼ばれた二人は反省の欠片も見えない反省を宣言。そんな彼女らの態度に慣れているのか、エミリアはさして気にする様子もなくスバルを見やり、




「それで体の調子は大丈夫？　どこか変だったりしない？」




「ん、お、そういや寝る前は全身火傷したみたいで死ぬかと思ってたのに、そんな感覚も全然ねぇな。逆に寝過ぎてちょっとだるいくらい」




「そうね。スバルと会ってからほとんど一日経ってるのに、その半分以上は眠ってたぐらいだし」




　「そんなことないだろ」とこれまでの経緯を思い出しながら反論しようとして、グッとスバルは己の言葉に詰まった。

　スバル自身の感覚としては、そもそも昨日を乗り切るまでにかかった時間の合計はおそらく二十四時間を超えるという矛盾。

　彼女からすればスバルとの邂逅は小一時間にも満たなかったはずだ。交わした言葉の数も、決して多いとはいえないだろう。

　ぐっすり眠れて満足、とかやってる場合ではない。本来ならば得ていたはずの彼女との会話イベント、それをこなさなくては。




「寝過ぎてだるいってのも考えもんだな。……しかも朝に起きてるなんて、俺的には超珍しいし」




「それってどんな生活送ってるとそうなるの……？」




「いやほら、夜の方が余計な雑音とかないからゲームとかはかどるじゃん？　ぶっちゃけ、ひきこもってっと日の高い時間は完全に睡眠時間だわな」




「なんだか聞くだに残念な感じが増すのよね、スバルって」




　意味の大半は理解できなかっただろうに、本質は理解してくれたのかわかりやすく呆れをため息で表現してくれるエミリア。

　彼女の反応のひとつひとつに小気味よいものを得ながら、スバルはふとラフな彼女の服装の方に話題を向ける。




「そういや、ずいぶん印象違う格好してんな。なにしてたんだ」




「あー、あんまり服のことには触れないで。私も不本意なの。……なにをしてたかって言われると、これから朝の日課に出るところだったんだけど」




　額を押さえて言いづらそうに言葉を濁すエミリア。彼女のはっきりしない態度も気にかかったが、スバルが追及したのはそちらではなく、




「日課って？」




「屋敷の庭を借りて、朝は少し精霊とお話を。それが私にとって、誓約のひとつでもあるから」




「精霊と話し合いとはなんともファンタスティック。誓約ってのはイマイチわからんけど……」




　精霊、と聞かされて最初に思い浮かぶのはやはり灰色の体毛の猫だ。

　今回の世界だとあまり接点はないが、それでも彼との再会を心待ちにしている自分にスバルは気付いていた。主にモフモフ分の補給のために。

　知らず、手をわきわきと動かしてしまうスバル。エミリアはそんなスバルの奇行を早くも無視する方向にシフトし、




「まあ、元気なのはいいことだけど、まだ寝てる人も多い時間だから騒ぎすぎちゃダメよ。ずっと寝てたスバルに大人しくしてなさいってのもひどいけど」




「そだよなー。あ、ってか庭ってことはちょい広めな感じ？」




「庭、というより庭園って言った方が近いくらいだしね。それが？」




「んにゃ、それでエミリアたんが精霊とトークしてる間、俺が庭の隅っこでなんかしてても気にならないって条件が合えばだけど……」




「大声で叫び回るとかしなければ別に……え？　今、なんて言ったの？」




「おし、乗った。俺も行く」




「ねえ、なんて言ったの？　たんってなに？　どこからきたの？」




　慌てふためきながら問い質してくるエミリアをかわす。さっきの意趣返しに意地悪な態度をとり、スバルは体を大きく回しながらラム・レムに、




「へい、メイド姉妹。俺の服って知らない？　いつの間にかだけど入院服みたいになってるし、たぶんここで預かってくれてると思うんだけど」




　これまで言及してこなかったが、今のスバルの格好は赤茶けた薄い布地の作務衣みたいなものだ。入院服というには素材がごわごわしているが、見た目より涼やかで過ごしやすさはかなり優秀。




「でも、体動かすにはやっぱジャージに負ける。ってなわけで、どっかにないかな。ひょっとしたら血で駄目になってるかもわからんけど」




「わかるかしら、姉様。ひょっとして、あの薄汚い灰色の布切れ？」

「わかったわよ、レム。たぶん、あの血で薄汚れた鼠色のボロキレ」




「かなり不敵だな、お前ら……その薄汚い薄汚れたボロだよ。無事なら持ってきてください」




　双子が了解を求めるようにエミリアを見る。エミリアが仕方ないと目で示すと、双子は頷いてとてとてと部屋を出ていった。




「ホントに体調は平気なの？　私から見ても、浅くないケガだったのよ」




「でも実際、もう完璧のぱーぺきに塞がってるしな。それに俺も体を怠けさせたくねぇんだよ。一日は筋トレサボってるし、取り返すのに三日はかかっかんなー。と、そういやそうだった」




　思い出したように姿勢を正し、身綺麗にしてからエミリアに向き直る。彼女はスバルの様子に困惑した顔だが、そんな彼女にスバルは頭を下げて、




「ケガ、治してくれたのってエミリアたんだよな。ありがとう、助かった。やっぱ死ぬのは恐いわ、実際。一回でいいよ」




「普通は一回しかしないと思うけど……ううん、そうじゃなかった」




　定例的に突っ込みを入れてから、エミリアは首を小さく横に振る。

　それから真剣な眼差し――紫紺の双眸でスバルを真っ直ぐに見た。思わず、その輝きに魅せられてスバルは押し黙ってしまう。




「お礼を言うのは私の方。あの場所で、ほとんど知らない私のことを命懸けで助けてくれたじゃない。ケガの治療なんて、当たり前よ」




　真摯な眼差しでストレートに感謝を伝えられ、スバルは「あう」と思わず声を漏らすしかできない。

　ここへきて誠実な返答のひとつもできない自分が恨めしい。茶化して誤魔化しながらでないと、彼女と向き合うことなどできそうもなかった。




　助けてくれた、という彼女の言に「そうじゃない」と言い返せればどれだけ楽だろうか。先に助けてくれたのはエミリアなのだと、もはやその世界の残滓はスバルの中にしか残っていないのだけれど。




「――んじゃ、お互いに助け合ってプラマイゼロってことで、どうよ」




「ぷらまい……？」




「互いに貸し借りなし！　そんなわけで仲良くしようぜ、兄弟！」




　貧民街の相手なら、ここで肩のひとつでも気安く組めたのだが、スバルにできたのは勢いで羞恥を誤魔化すことだけだ。

　そんなスバルの虚勢にエミリアは小さく笑みをこぼすと、




「私、こんな変な弟はいらないかな」




「わりと辛辣なコメントですね！？」




　しかもさりげなく目下扱いされているこのがっかり感。頼れる部分なんて欠片も見せていないから、仕方ない評価だと諦めるしかないが。




「持ってきましたわ、お客様」

「持ってきたげたわ、お客様」




　そうこうやっている間に、双子がジャージを持ってくる。桃色が上着、水色がズボン。幸い、鮮血の痕跡は残らず洗濯してもらえたらしい。

　パッと見、変化のないジャージの帰還に安堵するスバル。と、駆け寄ってきた二人はいそいそとスバルの衣服を脱がそうとしてくる。




「おいおい！　いいって、ひとりでできるもん！　ちょっと嬉しいけど」




「まあ、恥辱より快楽が勝るなんて本音が出てますわ、姉様」

「あら、屈辱より幸福が勝つなんて心底から変態だわ、レム」




「微妙に桃髪の方が口悪いよな！　着替えるから、ＨＡ・ＮＡ・ＳＥ！」




　もみくちゃしてくる双子の手を振り払ってジャージを奪還。

　いそいそとそちらに着替えようかと思って、ふとある事実に気付く。




「そういえば、俺をこの服に着替えさせてくれたのって？」




「私だけど。ラムとレムが出払ってて、手当てついでに着替えさせられるのが私だけだったから。あ、軽くだけど体もちゃんと拭いてあげたから」




　欠片も気にする素振りもなく言い切るエミリア。

　スバルはそっと履いている下履きの中を覗き、下着まで取り替えられている事実を確認。その場に崩れ落ち、顔を掌で覆う。




「もうお嫁にいけない……」




「男女が逆なら納得のいく発言なんだけどね……。時間もないから行くなら早く行きましょう」




　男らしいぐらいにさばさばと言って、エミリアはスバルの肩を叩く。

　彼女があまりにもあっけらかんとしているので、スバルはそれ以上の追及は墓穴だと忘れることにした。

　美少女に着替えさせてもらって、全てを見られた。いいじゃない、ある意味ではこれもご褒美と思えなくもない。ポジティブシンキング。




　そっと心の涙を拭いて、スバルは己の足で立ち上がる。

　衣服を持って目配せすると、着替えの意図を察した女性陣がいそいそと部屋を出ていく。

　双子が先に部屋を出て、最後のエミリアの銀髪が扉に遮られる。と、彼女のその姿が扉の向こうに消える寸前、ふとその白い横顔が振り向き、




「心配しなくても大丈夫。――立派だったから」




　ぱたん、とそれだけを残して扉は閉められた。




　部屋の中に残され、とりあえず服を着替えるスバル。作務衣っぽい服はイマイチ構造がわかり難く手間取ったが、どうにかこうにか着替え完了。

　きれいに作務衣を畳み、ベッドの上に置く。それから数時間ぶりに袖を通したジャージの感触を確かめ、「んー」と体を伸ばして準備も完了。




「さて……」




　腰を大きくスイングして骨を鳴らし、スバルは部屋の窓を見る。

　軽くカーテンを引いた外、まだ早朝の世界を昇り始めた朝日が祝福しているのが見えた。そんな陽光の温かさに目を細めて、それからスバルはベッドの方へと歩を進めて、倒れ込む。




「もうお嫁にいけない」




　枕に顔を押し付けて、今度こそスバルは男の子として泣いた。

　最後のフォローが一番、心に痛かった。死ぬかと思った。いっそ死んでやり直してくれればと思ったほどだった。




　でも心が痛いくらいでは死ぬことはできず、スバルはしばらくの間、男の子的な事情で女々しく泣き続けたのだった。
第二章４　　『異世界ぶーときゃんぷ』
　涙を拭いてエミリアと合流し、今度はちゃんと果てがある廊下を通り抜けて、スバルは案内された屋敷の庭へと降り立っていた。

　ちなみに双子は屋敷の仕事があるらしく、途中でそそくさと消えている。




「しかしやっぱでけぇな。屋敷もそうだけど、庭っていうより原っぱだ」




　金持ち屋敷の庭園――漫画やアニメでたびたび登場する、立食パーティなどが行われる舞台に該当する場所だ。それらの場面そのままの情景に感嘆の息を漏らし、スバルはさっそくとばかりに屈伸運動を始める。

　リズムに乗るスバルを見ながら、傍らのエミリアは不思議そうな顔をして、




「珍しい動きしてるけど、なにしてるの？」




「あん？　準備運動の概念ってないの？　体動かす前にあちこちの筋をほぐしとかねぇと、思わぬとこで靱帯損傷！　アキレス腱断裂！　とかするぜ」




「ふーん、あんまり見たことないかな。でも、確かに体を温めないで急に動かすとケガしやすいものね」




「準備運動しねぇのか、この世界の人間は。んじゃ、仕方ない。教えてやろうじゃあーりませんか。俺の故郷に伝わる、由緒正しい準備運動をな！」




　自信満々なスバルの気迫に呑まれたのか、エミリアはややたじろぎながらも「そ、そう。じゃあ、ちょっとだけ」とこちらにならう。

　スバルはそんな彼女に自分の隣に並ぶように指示。二人で横に並ぶと、屋敷に背を向ける形になりながら、太陽を正面に大きく息を吸い、




「ラジオ体操第二～！　ちゃんちゃんちゃちゃんちゃんちゃんちゃん♪」




「え、うそ、なに？」




「手を前に伸ばして、のびのびと背伸びの運動～！　俺に続け、フォローミー！」




　戸惑うエミリアを叱咤しつつ、スバルは全国的に有名なラジオ体操をアカペラ。最初は怪訝な様子で真似していたエミリアだが、次第にやる気になってきたのか真剣な顔つきで運動に没頭。最後の深呼吸までしっかりやり通し、




「で、最後に両手を掲げて、ヴィクトリー！」




「び、びくとりー」




「よし、以上。初めてにしちゃ上出来だ。エミリアたんには『ラジオニスト初級』の称号を授ける。今後も励めよ！　ファイト！」




　異世界において、ラジオ体操第二の伝承者としてのスバルの人生が始まる。その記念すべき最初の弟子であるエミリアは、そんなスバルの熱意に対して微妙に白けた顔で吐息をこぼし、




「スバルの発言はともかく、運動がちゃんとしてたのは事実ね。体の中、マナが綺麗に循環していくのを感じるから」




「広めてくれていーぜ。ただし、ちゃんと歌と歌詞を正しく広める条件で」




　あの音楽と掛け声あって、初めて成立するのだ。そこは譲れない。

　いつになく真剣なスバルの態度に気圧され、エミリアは頷く。




「えっと……ちゃんちゃんちゃららら♪　だっけ？」




「違う！　ちゃんちゃんちゃちゃんちゃんちゃんちゃん♪　だ！」




　しばらく二人で「ちゃんちゃんちゃらちゃん」言い合う時間が続き、最終的にスバルが歌詞を紙に書くことで決着する。

　その結論に達してふと、スバルはこちらの文字が向こうに通じるのか不確定である事実に思い至る。とりあえず、スバルがこの世界の文字を読めないのは確定しているのだが。




「あとで確認すっか。俺が書けるのなんて日本語とちょっぴ英語と……ギャル文字ぐらいだけど」




　意外と熱心な暇つぶしの果てに会得しましたギャル文字。使う機会がけっきょく一度もなかったのが、スバル的にはかなりおいしい無駄スキル。




「それにしても、スバルってけっこう、体鍛えてるのね」




　手首と足首を回して関節をいじめるスバルに、ふいにエミリアがそう呟く。

　じろじろと上から下まで眺められて、治療目的ですでに全裸を見られた間柄だというのに、改めてそうされるとまたも照れる。

　十分前の究極の恥辱も蘇り、スバルは頭を掻きながら、




「あー、まぁ、多少。ひきこもりだし、体鍛えるくらいやっとかねぇと」




「その、ひきこもりっていうのよくわからないんだけど。スバルってかなりいい家柄の出でしょう？　武術とかならってたんじゃないの？」




「いや、俺はマジ普通の中流家庭出身だけど……俺が名家出ってどこ情報？　高貴な家柄っぽい雅な気風が溢れ出してた？」




「好奇な感じは確かにするわね」




　うまいこと仰る、とスバルは両手を挙げておどけてみせる。

　と、エミリアはその掲げたスバルの両手を素早く掴み取ってきた。意図せぬ勢いで女の子に指を触れられ、スバルの喉が「ぁぅ」と凍る。




「この指もそうだけど、肌とか髪の見た目が理由。庶民とは暮らしが違いすぎる手よ。筋肉のつきかたも仕事でついた感じじゃないし……」




　ふにふにと掌を弄ばれて、赤面しながらもスバルは納得。

　髪や肌、とそれまで話題に上らなかった点を指摘されて自分の間抜けさを大いに思い知るところだ。

　ただの異邦人、では済まない見た目の範疇を話題にされて、めまぐるしくスバルの頭は回転する。その間にもエミリアは、




「黒髪黒瞳。南方の流民に多い特徴だけど、ルグニカでその状態でしょう。見当たらなかったけど、従者とかもいたんじゃないの？　あの衣装だって、見たことない材質だったもの……どう、当たりでしょ」




　押し黙るスバルに勝ち誇るようなエミリアの微笑み。

　その美しい見た目相応に妖艶な感じにそそられるものを感じつつ、内容を吟味してスバルは厳かに頷き、




「違うか違わないかで言ったら全然違うんだけど、どう言ったら傷付かない？」




「違うなら違うではっきり言ってくれなきゃ、私が恥かくだけじゃないっ」




「だいじょぶじょぶじょぶ。俺もなんだかんだで無知っぷりを連発してっから気にしない。むしろ二人で仲良く赤っ恥かこうぜ！」




「一緒に恥をかくのを恐がらないほど、関係を深めた記憶がないんだけど。話進まないから素直に聞くけど、スバルってなんなの？」




　恥も外聞も取っ払った質問が飛んできて、スバルは「ふむ」と思い悩む。

　ここで素直に「異世界召喚された穀潰しッス、サーセン」と言ってもいいのだが、この手の召喚ものでその発言をするのは『頭残念な人』認定される登竜門みたいなものだ。

　ご都合主義満載の二次元なら、頭おかしい奴でも放り出されることはないだろうが、目の前のエミリアの真剣さを見ると、下手な答えで氷の彫像ぐらいはやらかしそうではある。




「となると、ここは妄想パターンＢでいくのが最善かな」




「ぶつぶつ言ってるなんて、すごーく感じ悪い。答えるつもりないの？」




「あるよ！　超ある！　でも残念だけど、その答えの持ち合わせが俺にはないんだ。……なぜなら俺、記憶喪失で自分のこともなにもわからないから」




「ナツキ・スバルって名乗ってたじゃない」




「やべぇ！　詰め甘ぇ！　揺さぶりなしで異議られた！」




「まともに答えるつもりはなし、と。――まあ、事情があるなら詮索なんてしないけどね」




　自分の浅薄さに頭を抱えるスバルを、意外とあっさりと見逃すエミリア。彼女は「さて」と一言残し、懐から緑色の結晶を取り出した。




「あ、それって」




「精霊が身を宿す精霊石よ。パックのことは、知ってたわよね」




「肝心な場面で居眠りこいた灰色の猫だろ？　その後の俺の活躍とか、寝てたから知らないんじゃないの？」




　エルザ迎撃の戦いの最中、姿を消した精霊の寄り代だ。

　この世界で見るのは初めてだが、一回目ではちらと確認している。

　その緑の結晶がふと、スバルの悪態に反応するかのように輝き出し、




「あいにく、ちゃんと騒ぎが片付いたあとでリアから話を聞いたからね。ずっと寝こけてたわけじゃないよ、スバル」




　結晶から漏れ出した光が結集し、次第に小さな輪郭を作り出す。

　頭部が生まれ、胴体が現れ出し、四肢が備わると体毛に覆われる。と、数秒後にはエミリアの掌に小型の二足歩行猫が出現していた。




「や。おはよう、スバル。いい朝だね」




「俺にとってはわりと波乱万丈の夜から朝にかけてだったけどな。無限廊下と尿意、そして乗り越えた先でエミリアたんに嫁にいけない体に……」




「人聞き悪い言い方しないの」




　咎めるように言われて、スバルは「うぇーい」と曖昧な返事。彼女はそれに諦めたように目をつむり、それから掌のパックを見て、




「おはよう、パック。昨日は無理させてごめんね」




「おはよう、リア。でも、昨日のことはボクの方が悪いと思うよ。危うく君を失うところだ。スバルには感謝してもし足りないくらいだね」




　パックはその丸い瞳でスバルを見上げ、小さな首を傾げて、




「お礼をしなきゃいけないね。なにかしてほしいこととかあれば言ってみるといいよ。大抵のことはできるから」




「んじゃ、好きなときにモフらせてくれ」




　大きく出たパックに対して、スバルもまた即答で返す。

　返事の速さもそうだが、その内容も驚きだったのかもしれない。目を丸くしたのは元から丸いパックだけでなく、聞いていたエミリアもそうだ。

　彼女は少しだけ慌てたような態度で、




「ちょ、もうちょっと考えて決めてもいいんじゃない？　こんな小さくて弱そうな見た目だけど、パックの力は本当にすごいのよ？」




「少し引っかかるけど、そうだよ。こう見えて、ボクはけっこう偉い精霊なんだ。だから欲張っても構わないんだけど」




「おいおい、俺みたいな一流のモフリストからしたら、モフりたい対象をいつでもモフれる権利ってのは、ある意味じゃ巨万の富と引き換えても余りある対価だぜ。モフモフ権――それは人の心をさらなる高みへ導き、荒み切った魂すら浄化するモフモフモフモフモフモフ」




　言いながら権利を履行して、エミリアの掌の上のパックを思う存分にモフり続ける。腹に顎、トドメは耳だ。




「耳ヤバいな！　もう俺はお前のモフっ子ぶりにメロメロだ」




「ふーむ、スバルのすごいところは本気で言ってるとこだね。うすぼんやりと心が読めるからわかるんだけど」




　手指で自由に弄ばれながら、パックは愉快げにそう言った。

　戯れる二人の様子にエミリアははっきりと呆れのため息をついて、




「なんだかもう、スバルを理解しようとするのって疲れるわね」




「諦めんのよくないぜ。人生物事、対人関係は相互理解の精神から成り立ってくもんだ。でも、そう簡単に俺を理解できるなんて思わないでよねっ」




「なにそれ、すごーく癇に障る」




　腕を組み、顔を背けて片目だけでツンデレってみた。最高に不快感をあらわにするエミリアの態度に、今後の封印を固く決める。

　と、彼女はスバルの指先からパックの体を回収。軽く手を振りながら庭の外れの方へ足を向けて、




「それじゃ、私は誓約を済ませちゃうから……スバルはえっと、そっちの方で静かに草むしりでもしててくれる？」




「よーし、張り切ってむしっちゃうぞー。って、俺そんなことやるために庭まで下りてきたわけじゃねぇよ！？」




　「冗談、冗談」と笑いながら離れていく銀髪を見送り、スバルは軽く地面を均してからその場に四肢を突いた。

　準備運動は済ませてあるから、あとは日課の筋トレだ。すでに昨日は一日サボってしまっているので、二日分をこなすのが筋だろう。




　腕立て百回・腹筋百回・スクワット百回。

　スバルが実家でひきこもりながらも続けていたのは、主にそんな基本的な筋トレだ。たまにそこに気まぐれで木刀の素振りなどが加わったりもしたが、概ねはそんな感じである。




　腕立てをこなし、腹筋を痛めつけ、スクワットで汗を流す。

　しばしのインターバルを置いて、再度それらを一巡。ほんの十分程度で終わる過程だが、毎日それを続ける馬鹿みたいなマジメさがスバルにはあった。




「若干、物足んねぇなぁ。せめて木刀とかあればもうちょいマシに……」




「どうぞ、お客様」

「使って、お客様」




　ふいに現れた姉妹がいそいそと、スバルの手に木剣を渡していった。

　思わず「どうも」とか敬語で受け取り、すぐさま消える二人の神出鬼没さにしばし唖然。ともあれ、手の中には望み通りの木剣がある。




　形状はこちらで一般的な両手剣を象っていて、木刀とは少しばかり趣が違う。とはいえ、扱いに関しては根本は一緒だ。

　確かめるように軽く振り、重さもちょうどいいと判断。




「万能メイドに感謝だな。んじゃま、久々にブンブンするか」




　構えて振って、構えて振って。

　スバルが剣道部に在籍していたのは中学生の間だけだが、一応は段位を習得する程度には修めている。その後も振り続けることだけはしていたので、鋭さに関しては現役時代とそう変わるまい。




「剣と魔法のファンタジー世界だし、ちったぁ役に立つかね」




　額を汗が伝い、顎から芝生へ滴るのを感じながら素振りに打ち込む。

　脳裏、思い出されるのは昨日の盗品蔵の攻防。鈍い刃物のきらめきを交換し合う、ラインハルトとエルザの姿だ。

　そこに今の自分が、本物の両手剣を握って乱入するのを思い描く。




「食らえ、エルザ。お前の悪行もここま……やーらーれーたー！」




　飛びかかり、一合打ち合って腹をかっさばかれた。

　これじゃいかんと二度目のイメージトレーニングに入るが、今度はラインハルトの斬撃の射線に入って消し炭にされる。

　結論、頑張っても頑張っても凡人じゃチートには勝てない。




「なんとまぁ、努力の甲斐のねぇ話だな……っと」




　木剣を肩に担いで小休止。一息つきながらふと、エミリアの様子が気になってそちらの方へと視線を向ける。

　彼女は緑の庭園の地べたに足を崩して座り、地面に置いた腕の上にパックを乗せて何事か言葉を交わしている。

　話相手は当然、パックだと思っていたのだが――、




「見間違えじゃなけりゃ、エミリアたんの周りが光ってんな」




　座る銀髪の少女の周囲、彼女の手の届くぐらいの範囲ではあるが、その空間がぼんやりと淡い輝きに包まれているのが見えた。

　その中をふわふわと漂うのは、まるで蛍の光のように儚げで頼りなく揺れる様々な色の光だ。




　それは神秘的で、どこか幻想的な光景であった。

　人の手が触れることを思わず躊躇うような情景。超自然的な存在に、許されたものだけが在ることのできる聖域、そんな風景にスバルは、




「すげーな、これ。ひょっとして、このふわふわしてんのみんな精霊？」




「――ひゃっ」




　わりとずけずけと、構うことなく侵入してエミリアに話しかけていた。

　驚きの声は彼女の唇から紡がれ、スバルを見上げる瞳は驚きで反射的に浮かんだ涙の滴で潤んでいる。

　そして、彼女を取り巻いていた儚げな輝きたちにも動揺は伝染し、




「おー、パニくってるパニくってる」




　数多の光がおたおたするように左右に揺れ、スバルの意識から逃れようとするようにエミリアの後ろへ回り込もうとする。

　気分的には公園で鳩の群れに逃げられたような感じ。




「なんかもうすごいな、スバルは。普通は精霊ってもっと触れるのに勇気がいるような存在なんだよ」




「それは暗に『ボクをモフれる君は幸せ者だよ』って言ってんのか、知ってるよ！　お前にメロメロだっつの、モフモフモフモフ」




　硬直するエミリアの腕の上、パックの体を今度は背中から攻める。果敢に攻める過程で、さり気にエミリアの銀髪の感触を指に味わいつつ、スバルはいまだに言葉のない彼女に対して首を傾げて、




「どったの？　そんな油断してるとまーた徽章盗られるよ？」




「人の痛いところ突かないの！　そうじゃなくて、ビックリするじゃない」




　浮いた涙を指ですくって、エミリアはスバルの短慮を咎める。

　彼女の言に精霊たちが同意するように縦に揺れる。意外とノリがいいんだな、と精霊の反応を眺めつつ、




「ほら、精霊見るのとかって俺って初めてだからちょっと舞い上がっちゃってさぁ。見た感じ、危ないようには見えなかったし」




「制御下にあるから大丈夫だっただけよ。未熟な精霊術師に今のやったら、精霊の暴走を招いて……ぼかん、よ」




　声をひそめてこちらを脅そうとするエミリアだが、後半で語彙が不足したのか出てきたのが『ぼかん』だ。マジメに聞いてて肩すかしを食らい、スバルは「大げさな」とパックを見る。




「あんなふわっとした感じの光が危ないとか、あんの？」




「そうだね。たとえばボクは今、この瞬間にでも君を塵にできるよ」




「舐めた真似してすんませんしたぁっ！」




　五体投地して謝意を表明。

　小さな手を振るパックは笑い、エミリアは自分との待遇の違いに少しだけ不満そうに唇を尖らせ、




「どうしてその素直さを私の方に向けないのかしら……ねえ、パック」




「年季かなぁ」




　ヒゲをいじりながら長閑な返答。パックの穏当な態度に毒気を抜かれたのか、エミリアはそれ以上の言及を諦めたように吐息したのだった。
第二章５　　『自覚する感情』
　吐息したエミリアは五体投地するスバルを見下ろして、「そういえば」となにかを思い出したように唇に指を当てる。

　時たまするその仕草が、妙に彼女にしては子どもっぽくて可愛らしい。

　跳ねるように体を起こすスバルに、エミリアはその唇に当てていた指をそのまま己の目のあたりに向け、




「それにしても精霊も見たことないなんて、マナの使い方が不安定なの？」




「マナの使い方……ね」




「目に集中させるくらい初歩でしょう？　そのくらいなら……」




「リア。そんな単純な話でもないんだよ。君がこれまで見てきた相手が、人間にしてはマナの扱いに長けてるだけ。まあ、それとは別にスバルの事情はちょぴっとだけ特殊だけど」




　「特殊？」と首を傾げるエミリアに、パックは腕を組んで頷き、




「ちらちら見てる感じ、スバルのゲートってうまく開いてないんだよね。精霊術とか魔法と無関係にしても、閉じすぎじゃない？　ってレベル」




「それって変じゃない。普通に生きてればそんなことないはずでしょう？」




「うん、だから変なんだよ。普通に生きてなかったんだろね」




　二人の視線が結ばれ、頷き合うと息もぴったりにスバルの方を見る。二人の視線を受けるスバルはそれに対し、




「俺が口を挟むのを躊躇うような二人の世界……じぇらしー」




「ま、まあ、普通じゃないのはわかる話ね」




「普通の定義が乱れる！　っていうか、人の顔を見て普通とか普通じゃねぇとかかなり失礼な感じだな。お宅の娘さん、そこんとこどうなってるの？」




「裏表のない素直ないい娘に育ってくれてボクは嬉しいよ」




「親猫馬鹿ここに極まる！」




　娘に甘いにもほどがあるパックの態度にスバルは顔を掌で覆う。そのオーバーリアクションを目にしながらエミリアは、




「なんか二人とも、すごーく仲がいいのね」




　じと目で二人を交互に見て、そんな風に呟く。

　そのツイートにスバルとパックは顔を見合わせ、頷き合うと互いの掌を合わせ（パックは掌に体全体ぶつける感じ）て、




「おうよ、超仲いいぜ。波長が合う感じだな。俺と一緒に、お笑い界の頂点を目指さないか！？」




「そんなこと言って、どうせボクの体が目当てなんでしょ」




「愛とモフりはまた別の話だ。でもきっと、俺は最後には必ずお前のところに戻ってくるよ。男の浮気心くらい、少しは大目にモフモフモフ」




　掌の感触に掛け合い中断。幸せな顔でパックをモフるスバルに、今度こそ話の続きを諦めたのだろう。エミリアは完全にパックをスバルに委ね、




「パックはそっちでスバルと遊んでなさい。私は私で精霊のご機嫌取りしなきゃならないんだから。もう、邪魔しないでよね」




「見放されたな」

「見放されちゃった」




　おどけて肩をすくめる二人を、エミリアは無言で無視。そそくさと距離を開けると、引き連れた精霊と先ほどの続きらしき行為に没頭し始める。

　精霊に語りかけるその様子は、やはり先ほどと同じで幻想的な光景だ。その荘厳さの一端に触れたくて、ああした行動に出てしまったのだが。




「だから俺の本意ってわけじゃねぇんだぜ。そこんとこよろしく」




「ボクによろしくされてもなぁ。まあ、でもこれ以上は怒られるから自重しようか。大事な儀式の真っ最中。精霊として、もう見過ごせないから」




「そのわりにはお前もだいぶノリノリで邪魔こいてたけどな。で、けっきょくあれってなにしてんの？」




「精霊との契約の儀式。――誓約の履行だよ」




　聞き覚えのない単語の連発に、スバルは無理解のしかめ面で応じる。パックはその反応に説明の言葉を選ぶように「えーと」と前置きして、




「まず、精霊使いは精霊と契約しないと精霊術が使えないんだね。で、契約内容は精霊によって異なるんだよ。ここまではいいかな？」




「金貸しによって利息とか担保が違うってわけだな。オーケー」




「ボクがオーケーじゃないけど進めるね。それで精霊が求めてくる内容ってのは個々違うんだけど……相手がああいった微精霊みたいな子たちになると、ああして術者本人のマナを介した触れ合いかな。そういうので、わりと簡単に協力を取り付けられるんだよ」




「お手軽な感じなんだな。つっても、今の言い方だとちゃんとした精霊は別なんだろ？　そこんとこどうなんですか、精霊さん」




「賢い子は話が早くて助かるよ。……変に頭が回るから、余計な脱線して話が進まないって感じもするんだけど」




　いやあ、と照れて頭を掻くスバル。パックはそんなスバルに生温かい視線を向けて、己のヒゲをいじりながら、




「スバルの言った通り、ボクを始めとした意思ある精霊はもうちょっと要求内容が厳しい。その分、術者に貢献するつもりだけどね。ボクはこれでもそれなりに力のある精霊だから、リアに付けてる誓約は厳しいよ」




「さっきから気になってたけど、そのリアって呼び方可愛いな」




「君のエミリアたんには負けるよー。ボクも今度からそうしようかな」




「――お願いだから、絶対にやめて」




　スバルの脱線にパックが悪乗りし、そこへエミリアが怒り顔で割り込む。

　見れば、こちらを睨む彼女の周囲からは精霊の輝きが消えている。どうやら精霊トークショーも終わったらしい。

　スバルは立ち上がりながら尻についた草を払い、




「親睦会は終わったのか？　案外、ちょろい感じで済むんだな」




「二人が邪魔するから集中が乱されて打ち切ったの。離れてても人の神経逆なでするんだから……もう才能よね」




「出会ってはいけない二人が出会ってしまった……的な。なにかが始まる予感がするな。胸のドキワクが止まらないぜ」




　自分の胸を叩いてビートを刻んでいると、エミリアが掌を差し出してくる。そこへスバルの下から離れるパックが着地。

　彼は丸い黒い瞳でエミリアを見上げ、含むように笑うと、




「大丈夫。探ってみた感じだと、スバルには悪意とか敵意とか害意ってものは見当たらない。ちょっと性根がねじくれてるけど、いい子だよ」




「ちょ……」




　パックの散々な評価にエミリアが思わず絶句。

　彼女はスバルの様子をうかがいながらも、慌て口調でパックをつつき、




「なんで本人の前で……しかも、そんな評価。本当のことでも、言われたら傷付くでしょ？」




「あー、いいっていいって。探り入れんのは当然の話だろ。俺みたいな素姓の知れないナイスガイ、疑るのが当たり前だ。……今のエミリアたんのフォローには傷付いたけどね！」




　思わず口を手で塞ぐエミリア、彼女の素直な反応にスバルは苦笑い。

　こちらに触れてきたパックが、探りを入れてきているのだろうというのはスバルにも予想がついた話だ。

　ここまでまともな情報ひとつ出さないスバルを、無警戒に受け入れるほど彼女らは不用心ではない。さっきのラムとレムの唐突な出現にしても、どこかしらでスバルの動向を見張っているからこその芸当だろう。




「とはいえ、うまく説明する手段はねぇし」




　記憶はあるけど戸籍はない、というのがこの世界のスバルの現状だ。

　説明は難しい上に、頭おかしい人物認定を受ける可能性が高い。それならばいっそ、パックの人格判断に乗っかってしまえばいい。

　ある程度、心の読める彼ならばスバルの状況をより正確に伝えてくれるだろうと、さっきのやり取りにはそんな打算があった。

　ある種の賭けではあったが、そんなスバルの打算にパックは笑い、




「平気だよ、リア。っていうか、スバルはそのあたりもわかってる。まんまとボクの読心を利用するなんて、悪い子だよ、この子は」




「光栄な評価だね。そのままうまく取り成してくれよ、マイフレンド」




　呼びかけにパックは少しきょとんとした顔をする。それから実に楽しげに笑い出すと、




「そんな風に扱われるのは本当に久しぶりだよ。うん、好ましいなぁ」




　嬉しそうなパックの態度にスバルは意味深なものを感じるが、彼はそれを言及するより先にエミリアの顔の前に浮き上がる。

　それから瞳をつむる彼女の額に額を合わせ、変にシュールな光景を作った。




「食らえぇぃ！　パック流超絶奥義『猫の額インパクト』！！」




　沈黙する二人に置いてかれるのがさびしくて、アテレコして寂寥感を紛らわす。が、集中している二人はノーリアクションでさびしさが増すばかり。




「くそ、俺はなんて無力なんだ……これ以上、二人の気を引くような作戦が思いつかない。俺、落涙」




「……うん、わかった。へぇ、スバルって色々と考えてるん……なんで女座りでさめざめと泣いてるの？」




「気ーにーすーんーなーよー！　で、今のってなに？」




「意識共有っていうかそんな感じだよ。口で説明するより、ボクが感じたものをそのまま感じてもらった方が話が早いでしょ？」




　スバルの疑問に端的に答えて、パックは定位置の銀髪の隣へ。肩に乗るパックに手を添えて、エミリアは「そういうこと」と頷く。




「パック経由だけど、スバルのことは伝わったから。……疑って、ごめんなさい。わかってても、いい気分じゃないでしょう」




「美人に探られるって文章的にちょっと興奮しない？　次はぜひ、パックじゃなくてエミリアたんが直接俺の脳をまさぐっていいぜ」




　サムズアップして歯を光らせる。そんなスバルにエミリアは絶句。その反応を見て、またやらかしたと内心で後悔が全力疾走し始めるスバル。

　調子に乗って戯言が飛び出す悪い癖が出た。そして、




「違う違う違う、そういう変態的な意味じゃなく、そう……我々の業界ではそういう痛いのもご褒美です」




　その後のフォローを自分でしくじるのもスバルの悪い癖である。

　ひきつった笑みで冷や汗が流れてくるのをスバルは実感。もはや汗か涙か雨かよだれか、四分の三でドン引き確定の液体が顎を伝う。

　そんな汚れ芸人まっしぐらな状態のスバルにエミリアは小首を傾け、




「――ホントに、スバルって不思議」




「ほぇ？」




「実体のある精霊を当たり前みたいに扱って、おまけに私みたいな……ハーフエルフにも色目が使えるなんて」




　「冗談でもビックリする」と小さく笑う。

　『冗談でもなければ、そんな驚かれることしてますか？』というのがスバルの内心の発言だが、それすら忘れて彼女の微笑に見惚れる。




　その微笑みが、あの路地裏で見たのと同じくらい、透き通った純粋な笑みだったからだ。儚さとも切なさとも遠い、見ていて嬉しくなるような。




　――そんな彼女の表情に見惚れる自分の感情を、スバルは初めて自覚する。




「ヤバい」




「え？」




「いや、俺、こんなのほら、超久々だから……さ。いやマジに」




　口の中がからからに渇き、苦しくなる呼吸に早まる鼓動。

　目の前がちかちかし始めて、顔を真っ直ぐに上げていられない。熱が首筋から顔まで上がっていて、感情に制御がきかない。




「どうしたの、大丈夫？」




　問いかけてくるエミリアが、下がったスバルの顔を下から見上げる。上目づかいにこちらを案じるその顔が、あまりにも可愛かったから、




「ふぉおおおおおうっ！！」




　雄叫び、真後ろへ目掛けて大きく跳躍。バク転での状況離脱を図る。

　逆さまになりながら地面に手を着き、華麗に回転する予定が朝露で手が滑り脳天から落ちた。そのまま頭頂部で芝生を滑り、一メートル地点で倒れる。




「きゅ、急にどうしたの！？」




「うぉぉぉぉぅ、痛ぇ、すげぇ痛ぇ。やべぇ、頭とかハゲてない、てない？　……あ、白」




　頭部を抱えて地面を転がるスバルに駆け寄り、どうすべきか手をおろおろと動かすエミリア。そんな彼女を下から見上げてのスバルの一言。

　一瞬、訝しげな顔をしたエミリアの頬が、その意味に気付いて一瞬で紅潮。

　短いスカートで、地面に転がるスバルの前にきたもんだから、




「不可抗力、不可抗力です！　狙ったわけじゃないッス！」




「本音は？」




「ごちそうさまでした」




　正座して手を合わせ、銀髪の女神にはんなりと頭を下げる。

　顔を上げると、そんなスバルにエミリアは微笑。――さっきの微笑と違って、そこには幾分かの嗜虐的な色がまじっていて、




「そんな顔も魅力的であった、まる」




「――反省しなさいっ」




　落下してきた氷塊は、手加減を考慮してもだいぶ大きかった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「あー、痛ぇ……これ本格的にハゲ始まってねぇかな。大丈夫？」




「ちょっと大きめのたんこぶができてるだけよ。――私の優しさに感謝した方がいいと思うわ」




　地べたにあぐらを掻いて頭を撫でるスバル。半分涙目のスバルに対し、さすがに不機嫌そうに冷たく応じるのは顔を背けたエミリアだ。

　二人の間には数メートルの間隔があり、さっきの行いで生まれた溝がそのまま現実の距離感となって表れている。




　ちらと、その白い横顔を上目でうかがう。ぷいと、顔を背けられた。

　ちら、ぷい。ちら、ぷい。ちら、ぷい。ちらちら、ぷいぷい。




「遊ばないのっ。私は怒ってるんだからね」




「わざとじゃねぇのにさぁ、ちょっとしたすれ違いからの自爆なのに」




　漫画表現で言えば絆創膏を貼りたくなるぐらい、くっきり浮かんだたんこぶ。

　激突の瞬間は本当に目の奥で火花が散ったほどだ。下手したら、再び八百屋の前に引きずり戻されるかと思うような威力。

　今でこそぴんぴんしているが、食らった直後は意識が朦朧としていたほど。ちなみにやりすぎたと思ったのか、倒れるスバルをおろおろと見守るエミリアが小動物的でまた愛らしかった。

　薄目でその様子をうかがっていたのがばれて、また怒りを買ったのだが。




「君も難儀な性格だねえ。もっと楽にしたらいいのに」




「気楽に手抜きで生きててこれだよ。お前、そのポジいいなぁ」




　羨ましげなスバルの視線の先、そこにいるのはエミリアの膝の上でリラックスするパックだ。先ほどまで掌サイズだったその姿が、今は人間の幼児ほどの大きさにまで巨大化し、細い膝に頭を乗せて感触を楽しんでいる。




「そんな卑猥な気持ちはボクと無縁だよー」




「黙れ、そして人の心を読むな。思春期男児の頭の中だぞ、えらいことになってんだよ。エミリアたんも例外じゃねぇ」




「あんまりボクの娘でいやらしいこと考えてると消すよー」




「怒るよぐらいの感覚で抹殺しようとすんなよ！？」




　冗談めかしているが、本気だろうなと内心で冷や汗。

　それにしても、とスバルは前置きして二人を眺めながら、




「毎朝の毛づくろいを欠かさないこと、ね。なんかさっきから精霊との契約とか誓約がちょろい感じにしか思えねぇんだけど」




「そんなことないよ。精霊によってはもっと要求が厳しい。マナを常人の何倍も与えることとか、好戦的だと一日一殺とかあるよね」




「比較対象が殺伐としすぎ……そしてお前は娘を甘やかしすぎ」




　一例と比べるとパックの条件は楽勝すぎる。身内との契約が甘くなるのは、どんな世界のどんな時代でも一緒なのだろう。縁故採用万歳。




　胸中でコネ採用について思いを巡らしながら、スバルは珍しくぼんやりと無言でエミリアとパックの触れ合いを見つめる。

　そも、スバルがぺちゃくちゃと余計なことを喋り続けるのは、誰かがいる空間で無言の時間があることに苦痛を感じるからだ。

　他者が介在するのに無言、そんな状態にスバルは『お前が喋らないからだんまり決め込まれてんだろうが』的な圧迫感を得るのである。

　そんな悩ましい強迫観念に普段なら苦しめられるのだが、不思議なことに今はその独りよがりな焦燥感がどこにもわき上がってこない。




　――無言、無音、静寂であること。

　目の前の心温かな情景がどこか、それによって支えられているのがスバルにも感じ取れたからなのかもしれない。




　パックの短い毛をすくい、撫でつけるように整える指の動きは優しい。表情はスバルとの諍いも忘れ始めたのか、毛づくろいに没頭する横顔は真剣味を帯びながらも穏やかで、それだけで魅せられてしまう。

　ああ、完璧に視力が落ちてるなぁとスバルは思う。




「にやにや」




　口に出してスバルを見る、読心能力持ちの猫が憎たらしい。

　触れずとも他者の感情を読み取るあの猫ならば、今のスバルの胸中を占めるなんとも甘酸っぱい感覚の正体を掴んでいることだろう。

　期せずして弱味を握られた形だ。もちろん、面白くはないが、




　――我ながら、茨の道を選ぶもんだよなぁとも思う。




　美しく流れる銀髪は、まるで月の雫のように幻想的だ。新雪のように白い肌は透き通るようで、紫紺の瞳は魅了の呪いでも放っているかのようにスバルの意識を惹きつける。細く長い手足、華奢な体は抱きしめれば折れてしまいそうな儚さでありながら、決して折れない強い心を芯に持っていることもスバルは知っている。気高く、美しい、理想的な人物だ。




　どう考えても、異世界からきた青臭いひきこもりには目がない。




「こうしてるだけでも、贅沢ってもんなのかねぇ」




　考えているともやもやしてくる不可思議な感情。

　スバルは立ち上がり、それらを振り払うようにまた木剣を振り始める。




　こんな言葉にしづらい感情を抱いたのは、それこそ小学生までさかのぼる。おまけにけっきょくその感覚も、十年近く引っ張った挙句に伝えることすらなく終わった類のものだ。

　それらの感覚がよみがえるたびに、振りの速度は鋭くなる。




「消えろ煩悩！　くたばれ後悔！　百八匹いようが知るか！　全部たたっ斬ってやんぜ！　やんぜ！」




　見えないなにかを切り倒し、そのたびに強気な発言が出る。

　おうとも、もやもやに悩むなど自分らしくない。悩まず、明快に、スパッと適当な答えを選ぶ。それでこそ、菜月昴という男だろう。




「おーおー、男の子だ。ふふふ、見てて飽きないね」




「はいはい、動かないの。……でも、ホントにそうね」




　葛藤を惨殺し続けるスバルを見て、二人がそんなコメント。

　暴れる背中を見て、そっと唇をゆるめるエミリア。彼女のその横顔には、さっきまでの気まずい怒りは見当たらない。

　それに目敏く気付かないあたりが、スバルのスバルたる所以だった。

　――と、




「どうかした？　二人とも」




　なにかに気付いたエミリアの声に、スバルも素振りをやめて屋敷の方に視線を送る。屋敷から楚々とした仕草で出てきたのは、桃髪と青髪が目立つ双子のメイドだ。彼女たちはどこか落ち着いた佇まいで腰を折り、




「「当主、ロズワール様がお戻りになられました。どうかお屋敷へ」」




　一瞬のずれもない完璧なステレオ音声。

　乱れない連携にも驚かされたが、スバルが驚いたのはさっきまでの彼女たちとの態度の違いだ。

　スバルと一緒に茶化し合うような軽さのあったさっきと異なり、こうして目の前に立つ二人の少女は確かに邸宅の使用人としてふさわしい貫録を備えている。




　早い話が、プライベートモードから仕事人モードへ切り替わっていた。




「そう。ロズワールが。……じゃ、迎えに行かないとね」




「「はい。それからお客様も。目が覚めているなら、ご一緒するようにと」」




　パックが縮み、エミリアの銀髪の中へ沈む。己の髪を撫でてそれを受け入れ、彼女はわずかに感情を静めた表情で立ち上がった。

　その横顔に違和感を覚えながらも、ご指名されたスバルも汗を拭う。スッと側に歩み寄る青髪が、懐から出した布でそれを引き継いだ。




「悪いな」




「いいえ、使用人として当然の務めですわ、お客様」

「いいえ、使用人として当然の仕事だから、お客様」




　やったのは青髪なのに、当然のようにふんぞり返る桃髪。ちょっぴりさっきまでのやり取りの気配が戻ったな、と安堵を得ながらスバルは振り向き、




「で、ロズワールってのは誰のこと？」




「この屋敷の持ち主……そっか、説明してなかったのよね」




　自分の落ち度に気付いたように、エミリアは掌を口に当てる。それからどう返答すべきか眉を寄せながら悩み、




「えっと、そうね。ロズワールは……会えばわかるわ」




「諦め早いな！　そんな特徴ないの！？」




「「「「ううん、逆」」」」




　驚きの四重奏で返ってきて、スバルは木剣を取り落とすほど動揺。

　落ちる木剣を軽く足で弾き、回転するそれを易々とキャッチした青髪が厳かに一礼して下がり、姉妹に並ぶ。それから桃髪が屋敷を手で示し、




「どんな言葉を並べても無駄。ロズワール様の人となりは、ご本人に会ってご理解なさってお客様。ええ、きっと大丈夫」




　桃髪と青髪は顔を見合わせて頷き合い、エミリアも渋々それに同意。困惑するスバルに対し、エミリアはその肩を軽く叩いて屋敷へ向かいながら、




「――きっと、スバルとは気が合うから。頭の痛い話だけど」




　そう、気の重くなるような言い方で呟いたのだった。
第二章６　　『主の帰還』
「あはぁ、目が覚めたんだねぇ。よかったよかったぁ」




　濃紺の髪を長く伸ばした長身は、スバルを見て嬉しげにそうこぼした。




　背の高い人物だ。身長はラインハルトを上回り、百八十センチの半ばほどまで届くだろう。肉体は力仕事とは無縁そうな細身であり、しなやかというよりは純粋に痩せぎすといった印象が強い。

　瞳の色は左右が黄色と青のオッドアイであり、病人のように青白い肌と合わせて儚げな親和性を保っている。

　一般的な感性であれば十分に美形、そう断じていい容姿の持ち主だ。




　もっとも、息がかかるほどの超至近距離でそれを見せられればどんな美形であっても食傷気味になるのは間違いないが。




「顔近っ！！」




「ごめんごめぇん。ほぉら、最初に運ばれてきた君を見たときって、もう死んじゃったみたいに血まみれで血の気も失せてたからさぁ。こうして元気に歩いてくれてるのを見ると、感慨深ぁいものがあるよねぇ」




　親しげにスバルの両肩を叩いて、相変わらず至近距離で見下ろしてくる長身の男性――ロズワールと名乗った屋敷の持ち主だ。

　おそらくは二十代半ばと当たりをつけ、その佇まいから素直に『放蕩貴族』といった感想がスバルの脳裏をよぎる。




「いやいや、こんなでも意外と切れ者みたいなのがお約束だし……」




「あはぁ、嬉しい評価だねぇ。もっとまじまじと、見つめてくれてもいいよ？　切れ者な感じがするかい？　どーぉ？」




　スバルの前でポージングして、くるくると回ってモデル立ち。その堂々とした立ち振舞いに、スバルは自分の足が数歩、後ろへ下がったことに愕然。




「ま、まさか……俺が下がらざるを得ないだと！？　俺よりキャラが濃いとか尋常じゃねぇ……日常生活に支障きたすぞ！？」




「私からしたらどっちもどっちよ、もう」




　ため息は後ろから届いて、下がるスバルの代わりにエミリアが前に出る。彼女はロズワールに向かい合うと目礼して、




「お帰りなさい。大事はなかった？」




「平気平気。あはぁ、嬉しいねぇ。君の方から私に声をかけてくれるなんて、四日とんで三時間と十九分ぶりぐらいだよぉ。日記に書かなきゃ」




　手をわきわきと動かす長身に、左右からペンとノートが差し出される。恭しく頭を下げるのは、桃と青の双子のメイドだ。彼女たちから渡された紙とペンを使って、ロズワールは猛然と文章を書き始め、




「タンムズの月、十五日。――エミリア様が自分から私に話しかけてくれたよ。ロズワール、嬉ぴー。この調子で仲良くなっちゃうぞぉ、おー。……と」




　会心の表情で本を閉じ、メイドに渡して振り返るロズワール。

　迎えるのは笑顔を微妙にひきつらせたエミリアと、




「いやマジちょっと……ドン引きだな」




　ちらっと横から覗いた感じでは、ロズワールが手にしたノート――というよりは手帳のようなものだが、それはびっしりと文字で埋め尽くされていた。その手帳も後半に差しかかっているようだったので、もしも同じような内容で埋められているのだとしたらもはや恐怖だ。




　そんなスバルのオブラートも剥がし切った答えにロズワールは膝を叩き、




「ドン引き！　いーぃ言葉だねぇ！　初めて聞いたけど気に入ったよぉ！　んふー、人と違う感性を理解されない気持ちよさ……ああ、すばらしい」




「うわぁ、若干共感できるのがやだよ。おい、これと仲良くできるって？」




　自分の肩を抱いて身悶えする変人を前に、スバルはエミリアへ「これと同一視かよ」と不満を込めて話題を振る。

　彼女は「うーん」と少しだけ悩ましげに唇に指を当てて、




「さすがに国でも公認の変態にはスバルも及ばない……かな？」




「ギリギリじゃねぇかよ！　そんな紙一重か！？　あれと！？」




　人のふり見て我がふり直せ、とは言うものの、目の前のくねくねしてる人間と同格扱いはさすがに凹んだ。

　今後は発言と行動に細心の注意を払おうと心に決めて、




「とりあえず戻ってこいよ、カムバック。そんでもって俺に礼を言わせるがいい。このたびは大変ご迷惑をおかけしました、ベッド貸してくれてありがとうございます、敬具」




「もうメチャクチャじゃない……」




　お礼を言うには尊大すぎるスバルの態度だが、ロズワールは気にした様子もなく口笛を吹いて応じる。頭を抱えるのは二人に挟まれる形のエミリアだ。ちなみに双子は出しゃばる気はないのか静かに控えており、パックに至っては銀髪にもぐったまま消息不明である。




「そぉれぇにぃしぃてぇもぉ……」




　ぐるりといちいち気持ち悪い動きで戻ってきて、ロズワールがしげしげとスバルを上から下まで観察する。居心地悪さに顔をしかめるスバルに彼は、




「どぉーもフツーの人っぽいねぇ。そればっかりはちょこぉっと残念」




「おいおい、俺がフツーだと？　いい意味でも悪い意味でも決して言われないフツー……その評価は俺にとって屈辱だ！　撤回を求める！」




「そんなに怒るほどのことだったかしら……」




　疑問に対しては抗いで応じる。

　スバルにとっては譲れない一線だ。そんな果敢な態度をとるスバルにロズワールは「あはぁ、ごめんごめん」と手を振り、




「フツーっていうのは種族的な意味で、だよぉ。ほぉら、私ってば『亜人趣味』の変態貴族で通ってるからさぁ」




「自分で断言できるあたり、だいぶ鬼がかってんな、あんた。やべぇ、ちょっと好きになってきた自分が嫌だ！」




　ロズワールは頭を抱えるスバルを愉快そうに眺め、それから自分の左右に立つ双子のメイドの肩を同時に抱き寄せた。




「この子たちもそうだし、エミリア様を支援するのも同じ理由さぁ。もぉっとも、そのあたりに関しては君も同類な臭いを感じるよぉ？」




　抱き寄せた双子の顎を指で撫で、妙に悪徳っぽい雰囲気を出し始めるロズワール。されるがままの双子は頬を赤く染め、すでに毒牙にかかってるっぽく、嫌な予感に思わずエミリアを見てしまう。

　スバルの視線の意図を察したのか、彼女は慌てて手を振り、




「勘違いしないっ。私は変態に惹かれる趣味は持ってませんっ」




「普通っていいよな。俺、高校卒業したら大学入って、当たり前のようにサラリーマンになって家族のために働くよ」




　意見を翻して、典型的なレール人生に思いを馳せる。とはいえ、世の中のありふれた人生を歩くお父さんはみんな大変なんだよ、と自戒。

　それからふと、ロズワールの発言の気になる部分をピックアップし、




「っていうか、エミリアたんを支援ってどゆ意味？　そもそもの二人の関係性が俺にはわからんちんなわけだけど」




「あれぇ、事情を知らない？　んふー、不思議だねぇ」




　双子を解放し、手を後ろで組みながらすいすいと歩み寄るロズワール。再び長身に間近から見下ろされるが、今度は下がらず迎え撃つ。

　互いの視線がぶつかり合い、火花を散らす――というようなことにはならず、純粋にこちらの思惑を探るようにじろじろと覗かれて嫌な心地。




　しかし、目をそらすのも負けを認めるみたいで癪に障る。

　見透かすような視線に対し、スバルも覚悟を決めて毅然と応戦。

　じーっと見据えられ、徐々に徐々にその距離が縮まる。負けない、負けられない。そんな気持ちで眼力を込め、睨みつけ、睨みつけ――、




「ちゅっ」




「ほぎゃああああああああ！！！」




　止まらなかった長身にデコチューされて、思わずアッパー。

　容赦ゼロの一発に長身が吹っ飛び、慌てて双子が倒れる体を受け止める。スバルはその結果も見届けず、擦り切れんばかりに額をこすり、




「なんっ、おまっ、これ……本当になんだよぉぉぉぉ！？」




「あはぁ、痛い痛い。――いやぁ、震える乙女のように純真な目で見てくるから、思わぁずむらむらしちゃってねぇ」




「尻の穴がきゅっとなるわ！　やめろ、その目！　マジで！」




　火傷したように熱を持つ額、こすっていた手を拳に変えてロズワールの前に立つが、それを遮るのは敵意を瞳に宿す双子だ。

　さすがに雇い主が殴られたとあっては笑い話で済ますつもりもないらしい。明確に敵視されて、思わずスバルの足取りもゆるむが、




「やぁめやめ、ラムにレム。今のは私の悪ふぅざけが悪い。彼に落ち度はなぁいよ、乙女すぎたのが落ち度といえば落ち度かなぁ」




「俺の目つきで乙女扱いとか、視力落ちてるぜ、貴族様。俺が花のように可憐だったのは幼稚園までのお話だ。そっからは後頭部カリアゲ一直線だぜ」




　女の子に間違われるのを嫌がる息子に、両親が与えた答えはひたすら単純に『丸坊主』であった。今でこそ後頭部の触り心地がジャリジャリしていないと落ち着かないが、当時は大いに泣かされたもんである。

　――俺の人格形成、だいぶ両親の影響が濃いよなぁ。

　主に人の話を聞かない母と、自分を貫きすぎる父親の影響が。




　主の取り成しに、不満そうではあるが双子が下がる。と、それからロズワールは殴られた顎をさすりながら立ち上がり、




「今のは私が悪かったよぉ、謝罪する。その上で、謝罪を形で示すためにも朝食をご一緒しないかぃ？　奢るよぉ？」




「言っとくが、俺は働かないわりには食うぞ。タダメシなら倍率どん、だ」




「いーぃことだよ。よく食べること、それはよく生きることに繋がる。んふー、今のはなかなかいい言葉だった。日記に書かなきゃ」




　またも手を差し出すロズワールに、双子が手帳とペンを渡す。

　さらさらと達者に書き始めるところを見るに、あの手帳の内容は『エミリアたんとの愛の日記』的な怪奇文章ではないらしい。




「自分の日々のアレを綴ってんなら、まぁポエム集みたいなもんか。あとで読み返したら悶えそうな気がすっけど、あの歳でも続けてんならもう完治の見込みはねぇなぁ」




　花畑の住人は、自分が花畑にいることを悲しいこととは思うまい。

　スバルはそうやって自分の考えを納得させて、それから改めて先ほどの朝食の招きに対する答えを出す。




「ともかく、朝飯のお呼ばれは歓迎だ。朝ごはんどころか、俺ってばたぶん昨日の昼前からなんにも食ってねぇしな」




「そぉれは重畳。じゃぁ、二人に案内させよう。ラム、レム、頼むよ」




「「お任せください、ロズワール様」」




　双子がステレオで応じて、スバルの両脇を固める。そしてそれぞれが片方ずつの腕を担当し、スバルを固く拘束した。




「おいおい、なんですかよ、この護送される雰囲気。そんなことされなくても俺も逃げないし、食卓も逃げな……あれ、おい、痛いよ、ちょっと」




「それではご案内いたしますわ、お客様」

「それじゃご案内してあげるわ、お客様」




「おい、聞け、そして肘が極まって……さてはお前ら、さっきのアッパー全然許してねぇな！？　でもさっきのはどう考えても俺じゃなくてあいつが悪いたたたたたたたた！　肘！　肘ぃ！　二人して反対に力込めんな、おい！」




　ぎゃーすか騒ぎながら、関節を極められたスバルが食卓へ連行される。

　不憫そうな目でそれをエミリアは見送り、三人の姿が見えなくなると、




「――それで、実際のところはどうでしたかぁ、エミリア様」




　喋り方は同じなのに、微妙に雰囲気の異なる問いかけ。

　エミリアはその変化を驚くことなく受け入れながら、




「あなたの見立てと一緒。パックの意見も、おんなじよ。ね？」




　同意を求める彼女の声に、銀髪の奥から顔だけを出した猫が頷く。その答えに満足したようにロズワールが目を細め、エミリアはわずかな罪悪感に己の胸をそっと押さえ、




「恩人まで疑わなきゃいけないなんて――我ながら、酷い話だわ」




　と、自嘲するようにそうこぼしたのだった。
第二章７　　『ロズワール邸の団欒』
「上から見てた感じ、あれなのよ。……お前、相当に頭おかしいのね」




　朝食の場、と関節技をかけられたまま案内された食堂で、先に席についていた巻き毛の少女が挨拶代りにそう言った。

　まだ痛む肘を回しながら、スバルは盛大にその顔をしかめて、




「会って早々、なにを言いやがるんだこのロリ」




「なにかしらその単語。聞いたことないのに、不快な感覚だけはするのよ」




「攻略対象外に幼いって意味だ。俺、年下属性あんまりないし」




「……ベティーにここまで無礼な口を叩けるのも、かえって可哀想なのね」




　憐れむような顔で言って、少女は椅子に体重を預けてため息をつく。そのまま卓上にあるグラスを持つと、琥珀色の液体をすっと喉に通した。

　形状的にワイングラスに近い食器だ。まさか中身は酒じゃあるまいか。

　スバルの疑惑の視線を受けて、少女は意味ありげに笑うとグラスをスバルの方へと向けてきて、




「なぁに、ひょっとして飲みたいのかしら」




「え、でも、間接キスになっちゃうし。ちょっとイベント進行早いかなって」




「腹いせにからかおうとしたら、この初心な感じはなんなのかしら！　こっちの方が恥ずかしいのよ！」




　指を突き合わせて恥じるスバルに、少女の方が怒ってがなる。

　現状、食堂の中にいるのが二人だけなのでやりたい放題だ。広い食堂には白いクロスのかかった大きな卓が置かれ、奥の上座から手前の下座まで十席近く椅子が並んでいる。

　すでに食器の置かれている席がいくつかあるので、そのどれかがスバルの席だろう。単純に考えれば下座のどれかが該当席だが、




「ここはあえて、上座のひとつに座ってみる」




「もの凄い選択肢なのよ。わかりきってるけど、間違いなのよ？」




「へっへっへ、ここが普段からエミリアたんが座ってる席だろ。今、俺の尻とあの子のお尻が間接シットダウンしてると思うとほのかな興奮が……」




「高度な変態かしら！　気色悪いというか胸糞悪いのよ！」




　色々と言いたいことはあったのだが、基本が突っ込みタイプの少女の態度は実にからかい甲斐がある。ついつい、思ってもいない変態行動で反応を見たくなってしまうほどに。




「だからこれらの行動は決して、俺の本意じゃないんだぜ、げへへ」




「説得力皆無なのよ、最後の笑い。……話が進まないにも程があるかしら！」




　額を押さえて頭を振る少女に、スバルは椅子の上で尻を起点に回転しながら摩擦熱で加熱しつつ、




「むしっかえさないだけ良心的じゃねぇかな。けっこうきつかったぜ？」




　気絶させられた初対面を振り返り、スバルは手足を回して不満をアピール。謎の書庫での完敗に終わったやり取りを思い、スバルは頷きながら、




「ふと気付けば俺の意識消失回数が二日でヤバいレベルに。むしろ起きてる時間の方が少ないとか……あれ、ひきこもり時代と変わってねぇな別に」




　むしろもっとダラダラしてたこともあるぐらいだ。

　首をひねるスバルを眺めながら、少女は欠伸を噛み殺すような表情で、




「ゲートをこじ開けた影響でどばっとマナが漏れたのよ。こぼすのももったいないから全部飲んであげたかしら。感謝するといいのよ」




「中身漏れたのお前のせいだろ。器に穴開けといて感謝しろとは、態度がでかすぎてへそで茶沸かすついでに風呂まで焚いて極楽気分だぜ？」




　スバルの文句をうるさそうにかわし、少女はまたグラスを傾ける。こうも堂々と飲酒されると、突っ込む気力も萎えるというものだ。

　幼女が当たり前のように飲酒、嘆かわしい世の中である。




「そして少女は夜遊びを覚え、金回りが派手になり、挙句の果てには十代で出来婚……兄ちゃん、情けなくって涙が出らぁ！」




「ベティーを勝手に一大悲劇作品のヒロインに仕立てないでほしいのよ」




「俺からしたら出来の悪いケータイ小説の頭悪い主人公だよ」




　一時期、暇つぶしに漁りまくったが、当たり外れの落差が大きいのが特徴。ギャル文字の習得も、同じぐらいの時期に行われました。

　と、スバルの発言の意味が読み取れなかったのだろう。少女は顔を不愉快げにしかめながら、テーブルを指で軽く叩き、




「まあ、いいのよ。それよりお前、ベティーに感謝の言葉はないのかしら」




「感謝って？　貴重な三次ロリの罵倒、ありがとうございますって？　別に俺の業界じゃそれご褒美じゃないし。誰でもいいわけじゃないんだよ！」




「どうしてお前が怒るのかしら！　怒りたいのはベティーなのよ！　誰が死にかけのお前のことを助けてやったと……」




　尻すぼみになる少女の声に、スバルは「はぁ？」と疑問を返す。しかし、少女がそれに明確な答えを出す前に食堂の戸が開かれ、







「失礼いたしますわ、お客様。食事の配膳をいたします」

「失礼するわ、お客様。食器とお茶の配膳を済ませるわ」




　台車を押し、食堂に入ってきたのは双子のメイドだ。

　青髪がサラダやパンといった、オーソドックスな朝食メニューの載った台車を押し、桃髪が皿やフォークなど食器の乗った台車を押している。

　二人はテーブルを挟んで左右に別れると、テキパキとそれらの配膳を開始。一糸乱れぬ連携で食卓が彩られ、温かな香りに思わずスバルの腹が鳴る。




「おほー、いいねいいね。いかにも貴族的な食卓だ。……これで異世界チックなゲテモノばっか並んだらどうしようかと思ってたぜ」




　異世界だけに食卓の彩りも大きく異なる可能性は考えていた。下手したらこちらの世界では虫を主食にしているかもしれなかったし。

　もしもそうなら、スバルは解脱して俗世との関わりを断つしか選択肢が残されないところだった。




「ホント、虫だけはマジで無理。あいつらなんで存在すんの？　わっけわっかんねぇよ、あの形と生き様。あいつらの存在意義って、幼児時代に殺しまくって命の大切さを学ばせるとかぐらいしかなくね？」




「弱者を虐げれば、己が弱者となったときに強者に同じように虐げられる。それを学ぶことに意義があるのよ。静かにするかしら、弱者」




　優雅にグラスを傾ける幼女を演じることにしたのか、芝居がかった返答をしてこちらを牽制してくる。

　その雅な感じがどうにも気に入らず、お腹が空いていることも合わせてイライラが頂点に達する。




「はーやーくーもー我慢の限界！」




「雅さに欠けるのよ。もっと優雅に典雅に待てないのかしら」




「酒飲んでる幼女に言われたくねぇよ！　ほら、メーシ！　メーシ！」




　置かれたナイフとフォークを取って、カンカン合わせるスバルの不作法ぶりに、さすがに少女もおかんむりだ。グラスを置いた手が空間を歪ませ、なにかしらの超常現象的なエネルギーを帯びてスバルを指差そうとする。

　が、その魔の手がスバルに届くより先に、




「あはぁ、元気なもんだねぇ。いーぃことだよ、いーぃこと」




　嬉しそうな顔で変態が顔を出していた。

　その装いは外出着から着替えており、先ほどまでの礼服のような服装から一新。襟がやたらカラフルででかい、悪趣味なものへモデルチェンジしている。いかにも道化じみた姿に、変わらぬ変わり者の態度。

　――なるほど、まごうことなく変態である。




　ロズワールは食器でビートを刻むスバルを楽しげに見たあと、ふとグラスを静かに傾ける少女の方を見て眉を上げる。




「おややぁ、ベアトリスがいるなんて珍しい。久々に私と食卓を囲む気ぃになってくれたのかなん？」




「頭が幸せなのはそこの奴だけで十分なのよ。ベティーはにーちゃと食事しに顔を出しただけかしら」




　でれでれなロズワールをすげなく断ち切り、少女――ベアトリスの視線は彼の背後へ。そこには長身に続いて入室したエミリアの姿があり、彼女の銀色の髪の内側には、




「にーちゃ！」




　弾むように席を立ち、ぱたぱたと長いスカートを揺らしながら少女が走る。その表情には花の咲いたような笑みが浮かび、これまでの少女の生意気な評価を忘れさせるほどの愛嬌が満ちていた。

　ようやっと見た目相応の振舞いをする少女、その小走りに反応したのは銀の髪の中に埋まる灰色の猫だ。顔を出した彼は表情をゆるめて、




「や。ベティー、二日ぶり。ちゃんと元気にお淑やかにしてた？」




「にーちゃに会えるのを心待ちにしてたのよ。今日はどこにも行く予定はないのかしら？」




「うん、大丈夫だよ。今日は久しぶりにゆっくりしようか」




「わーいなのよ！」




　銀髪を抜け出したパックがベアトリスの掌に舞い降り、受け取ったベアトリスは小猫を抱いたままくるくると回る。

　和気あいあいの二人の様子にスバルが驚いていると、苦笑を浮かべながらエミリアが隣に並んできて、




「ビックリしたでしょ。ベアトリスがパックにべったりだから」




「ビックリっていうか、なんだよあのロリの態度。猫の前で猫被ってるとか狙いすぎじゃねぇ？」




「ごめん。ちょっとなに言ってるのかわかんない」




　スパッと切り捨て、それからエミリアは「んん？」と首を傾けて、不思議そうな顔でスバルの座る上座を指差し、




「その席って……」




「ああ！　そう、椅子も冷たいと心まで冷え込んじゃう、みたいなことってよくあるじゃん？　そんな隙間風吹き込む心を癒す、君の毛布になりたいキャンペーンを実施中。なわけで、俺が自ら席を温めておいたよ！　別に間接シットダウン狙いとかじゃないよ！」




「ごめん、なに言ってるのかわかんないし……そこ、ロズワールの席よ？」




　言い訳をさらりと受け流された上で、絶望を告げられて膝が折れる。

　崩れ落ちながらスバルは己の失策に気付き、歯を食いしばっていた。

　考えてみれば、一番の上座に家主が座るのは当たり前の話だ。目先の結果に目がくらんだ挙句、判断を誤るとはなんたる未熟。

　青二才・オブ・ジ・イヤーだ。




「だが、俺は転んでもタダでは起きない男。かくなる上は……そう、かくなる上は明日に賭ける！！」




「それと、別に私の席はやらなくていいから。ちょっとヤだから」




「神は死んだ――！」




　ついには地面を涙ながらに叩き出すスバル。

　もはや世界に希望はない、未来はない、と打ちひしがれる。

　と、そんな肩をふいに優しく誰かが叩いた。掌から伝わる温もりに、スバルは安堵と安らぎを与えられて顔を上げる。そこに輝く希望が――、




「君の温もり、しぃっかり堪能させてもらうよ」




　優男がそう語るのを聞いて、スバルは躊躇なく椅子に唾を吐いた。




「俺の尻余熱が穢されるくらいならこうしてくれるわ！」




「おややぁ、即断即決で意表を突く、すばらしい。でも、ホイ」




　ロズワールが痛快そうに笑ったあと、軽く指を立てて椅子を示す。吐かれた唾に視線がいき、それを確かめたあとで彼は立てた指を鳴らし、

　――直後、見ている眼前で唾が消失したのをスバルは見た。




「おお！？」




　消えたのが信じられず、スバルは思わず座席に手を伸ばす。

　触れた先には液体の残滓すら感じ取れず、ただわずかに高熱を帯びた椅子が残っているばかりだ。




「蒸発、した？」




　触れた椅子の熱と、唾が消えた因果関係からそう推察するしかない。

　そんなスバルの結論に、ロズワールは感嘆するように口笛を吹いて、




「あはぁ、よくわかったねぇ。今のは極々小規模の火のマナに干渉して、その部分だけ瞬間温度を上昇させたんだよ」




「なんだその離れ業っぽいのを簡単そうに言いやがって……ひょっとして、タダ者の変態さんじゃなかとですか？」




「そんなでも、ルグニカ王国の筆頭宮廷魔術師よ」




　訛りが出るスバルに対し、返答したのは隣のエミリアだ。

　彼女の言が脳内でうまく噛み砕けず、スバルは「ヒットーマジュツシ」とカタカナで呟きながらロズワールを眺める。




　ロズワールはそのスバルの視線にポージングで応じ、頼んでないのにくるくると回る。そんな様子と今の単語の擦り合わせを行い――言行不一致。




「……信じてない顔ね」




「まーさーかー、信じましたって。はい！　今信じた！　俺信じたよ！」




「私が食い下がるようなことじゃないから別にいいんだけどね」




　早くも説得する姿勢を投げ出すエミリア。この短時間のスバルとの付き合いで、彼の意味わからん勢いを削ぐには相手をしないことと学んだらしい。

　放置されて新たな悦びに目覚めつつあるスバルは、エミリアが上座とは別の位置の椅子に腰掛けるのを見た。おそらく、そこが彼女の定位置なのだ。




　これ以上、食堂に参加者が増えることはないと判断し、スバルは上座とエミリアの席と、一応ベアトリスの席を除いた残りが自分の席だろうと当たりをつける。それは上座から離れ、エミリアとも微妙に離れた半端な位置だ。

　でかいテーブルを思い切り使おうとすると、こういうバランスの悪い配置にならざるを得ないのだろうが、




「どーにも、面白くねぇな、オイ」




　呟いて、スバルは宛がわれた座席に配膳された食器類を回収。カチャカチャと陶器類が当たる音を立てて、移動を開始する。場所はもちろん、




「ちょっと？」




「いーからいーから、テリーを信じて」




「誰よっ」




　自分の隣に移ってきたスバルに、エミリアは困惑顔を向けてくる。

　そんな彼女の応答もものともせず、スバルはサラダとパンもこちらへ移動。まんまと彼女の隣の席をせしめると、




「いいじゃんかよ。離れて食うより、仲良く隣り合って一緒に食おうぜ？　なんなら嫌いな野菜とかバシバシ俺の皿にブチ込んでこいよ」




「じゃあ、ピーマルを……って、そうじゃなくて、マナーが」




「それ気にしておいしく食べられないのって本末転倒って気がしねぇ？　それに女の子の隣で食べる方が絶対おいしい、譲れません。どーよ、ロズっち」




　真緑の野菜が苦手なのか、皿の端に寄せたエミリアに笑顔で言って、それから話題を興味深げにスバルを見ていたロズワールに振る。

　彼はその呼びかけに自分を指差して、




「ひょっとして、それ私のこと？」




「他に誰がいんだよ。ロズっち。いいじゃん、色々と整いそうで」




　肯定の頷きにロズワールは小気味よく笑い、それから憮然とした顔のエミリアにもその顔を向けて、




「いーぃじゃない、エミリア様。礼節は大事だけど、身内しかいない場で気にしすぎるのも食事を楽しめない。ああ、彼の言う通りだ」




　その発言が屋敷の主の決定と判断したのだろう。

　エミリアがため息をこぼし、控えていたラムとレムが次々と料理を運び入れてくる。テーブルの上に湯気の立つ食事が並べられていき、しばらくして朝食の場が整えられた。




「では、食事にしよう。――木よ、風よ、星よ、母なる大地よ」




　手を組み、目をつむってロズワールは何事か呟き始める。それにならうエミリアと双子。席に戻ったベアトリスは目をつむっているだけだが、それが食前の祈りだと気付くと慌ててスバルも所作を真似る。

　キリスト的な祈りは、世界移動しても共通なんだなと素直に感心。




　熱心に祈りをささげる姿から、意外とロズワールやエミリアも信仰に厚いのかもしれない。双子も所作を弁えているあたりは手慣れて見える。逆にベアトリスは適当でぞんざいにやりすぎ。




「それじゃ、スバルくん。いただいてみたまえ。こう見えて、レムの料理はちょっとしたものだよ？」




　ロズワールに勧められ、祈りがいつの間にか終わっていたのだと慌てて食事に加わる。メニューはおそらくサラダと、パンのような食材にハム的なものの乗ったトースト風の感じ。かなり曖昧な表現だが、一般的な洋食での朝食メニューといった風情に思える。

　近くで見ても異変を感じず、とりあえずスバルは安堵。人知を超えた食材が出なかったことに感謝しつつ、トースト的なものを口にして、




「む……普通以上にうめぇ」




　顔を上げて感想を言うと、テーブル脇に控える青髪のメイドが指で狐を作る。意味がわからないが、ひょっとするとこの世界のＶサイン的なものかもしれない。スバルも返礼に両手で蛙を作って応じ、




「この料理は青髪の……えーと、レムちゃんでいいのか。が作ったの？」




「ええ、その通りですわ、お客様。当家の食卓は基本、レムが預かっております。姉様はあまり得意ではありませんから」




「ははーん、双子で得意スキルが違うパターンだ。じゃ、桃髪は料理苦手で掃除系が得意な感じ？」




「はい、そうです。姉様は掃除・洗濯を家事の中では得意としていますわ」




「じゃ、レムりんは料理系得意で掃除・洗濯は苦手か」




「いえ、レムは基本的に家事全般が得意です。掃除・洗濯も得意ですわ。姉様より」




「桃髪の存在意義が消えたな！？」




　家事全般が得意な片割れと、掃除系だけが得意だがそれも相方に及ばない片割れ――逆に双子としては新しいパターンだ。

　あんまりといえばあんまりな発言だが、レムの隣のラムは気にした様子もない。訂正なしということは事実なのだろうが、それならそれで揺るがない彼女の態度は何事なのか。




「もしくは分野が違うのか。ラムちーの方は戦闘職……いや、ここは夜の御勤め系！？　やべぇ、今宵の俺は様々なものに飢えてるよ！」




「姉様、姉様。お客様の中であらぬ疑いをかけられてますわ」

「レム、レム。お客様の中であられもない姿にされているわ」




　ピンク色の妄想たくましいスバルに、双子が互いに手を重ね合って悲劇的に振舞う。そのやり取りを見ながらロズワールは小さく笑い、




「いーぃね、君。ラムとレムの二人は個性が強いから、初対面のお客さんにぃはなにかぁと敬遠されがちなんだけどねぇ」




「主がこんだけ欠点まみれなら従者の欠点なんぞ気にならんだろ。それにファンタジーだからなんでも許すよ、今なら俺」




「有能なことには間違いないもの。そこを見ない人間が多いって話」




　割って入ってそう言ったのはエミリアだ。彼女はスープを少しずつ口に運びながら、やや不機嫌そうな声音で続ける。




「実際、二人はすごいのよ。この大きい屋敷の維持をほとんど二人で回してるんだから。種族がどうとか、馬鹿みたい」




「なんか、色々と複雑な心境なんだな」




　義憤的な感情を瞳に灯すエミリアにそれだけ言って、スバルはそれから言葉尻を拾い集めて疑問点を持ち上げ、




「今、エミリアたんが屋敷の使用人が二人しかいない的なこと言ってたんだけど」




「あはぁ、現状はそうだねぇ。ラムとレムしかいなくなっちゃったよ」




「このどでかい屋敷の管理が二人だけとか馬鹿じゃねぇ？　質にこだわるとか以前に二人が過労死すんぜ。――それとも、『召使いが雇えない』みたいな感じの制限かかるような状況ってこと？」




　スバルの問いかけにロズワールはしばし沈黙し、手をテーブルの上で組む。その表情には笑みが張り付いているが、こちらを見る瞳の感情は明らかに雰囲気が変わった。




　なにかマズイこと聞いたかも、とスバルはフラグの立つ音を感じ取りながら、デザートに出た念願のリンガをかじった。

　しゃくり、と甘い果実が口の中を優しく痺れるように満たしていった。
第二章８　　『お国の事情とあの子の事情』
「本当に不思議だぁね、君は。ルグニカ王国のロズワール・Ｌ・メイザースの邸宅まできていて、事情を知らないってぇいうんだから。よく、王国の入国審査を通ってこれたもんだね？」




「まぁ、ある意味、密入国みたいなもんだからな……」




　気付いたら入国してましたけどなにか？　ぐらいの感覚だ。

　そんな気の抜けたスバルの答えにエミリアが驚き、それから幼子を叱るような義憤を浮かべて睨んでくる。




「呆れた。あっさりとそんなこと喋っちゃって、私たちがそれを管理局に報告したらどうなると思うの？　いきなり牢屋に押し込められて、ぎったんぎったんにされるんだから」




「ぎったんぎったんて、きょうび聞かねぇな」




「茶化さないの。ねえ、スバル。ホントに大丈夫？　スバルの周りってみんなそうなの？　それともスバルだけ特別物知らずなの？」




　本気で心配してきてくれているエミリアに悪い気がして、スバルは頭を掻きながら自分の今までの態度を反省。




「あー、俺はちょっと特別物覚えが悪いかな。だから差し支えないなら、ぜひぜひご講釈頂けると幸いに存じまして候」




「そういう言葉づかいができるの聞くと、それなりの家の出に見えるんだけど……」




　こんな適当な言葉づかいで社交場に出たら、その場でスバルの社交界人生は詰むだろう。そのあたり、上っ面に騙されてしまうエミリアも怪しい気がして、




「なんかアレな。意外とエミリアたんもこの手の知識深くない感じ？　今のとか尊敬語と謙譲語入り乱れてぐちゃぐちゃだったぞ」




「う……否定できない」




　スバルの指摘にエミリアは体を小さくして答える。スバル的にはなんでも知っていそうな彼女のそんな一面に驚きだが、萎縮する彼女をフォローしたのは上座で黙っていたロズワールだ。




「エミリア様は今、そのあたぁりも勉強中だぁからね。もちろん、君の指摘もわからないでもないんだけどねぇ」




「勉強中、ね。そのへん、さっきの話にもひょっとして絡むん？」




「あはぁ、優秀だ。君、考えてるね。考えてるからこそ、そうして考えていないみたいな発言がポロポロこぼれる」




「なんか考えて生きるのなんて当たり前だろ。手足だるくて鼻水ずるずるで、腹の中身が表に出てても、考えんのが人間の義務なんだから」




「恐い喩えなのに変に実感こもってるわね……」




　それはもちろん、実体験からくる含蓄ある言葉ですから。

　スバルの言葉に感銘を受けたのか、手を差し出すロズワールに双子が手帳とペンを差し入れている。さらさらと手短に今の内容をまとめて、それからロズワールは改めてスバルに向き直り、




「今のもいい。君といると色んな着想が湧いていいことだよぉ」




「その手帳って一日に何回ぐらい書き込まれんの？　お前の人生で何冊目？」




「その質問は我がメイザース家の秘跡に関わる。ざぁんねん、教えたげない」




　いい歳した大人がぷいと首を背けるのを見てスバルはげんなり。

　いよいよ、自分よりキャラの濃い相手との接し方に戸惑うスバル。そんな彼に助け船を出したのは、咳払いして話の軌道修正を図ったエミリアだ。




「それじゃ、話を戻すけど、スバルは今この国――ルグニカ王国がどんな状況にあるのか知ってる？」




「全然まったくこれっぽっちもわかってない」




「そこまで言い切られると清々しいわね。スバルの生き方には驚かされてばっかりだわ。なんかホントに心配になってきた」




　呆れを通り越して幼子を見るような目になり始めるエミリア。保護欲をくすぐって母性本能に訴えかける作戦、を実行していたわけではないのだが、結果的には勢いあまって母と子ぐらいの精神距離が開いていた。

　どうにか開いた年齢差のすり合わせを行おうと、スバルはとにかく「それで！　それで！」と椅子を揺らして先をせがむ。




「子どもみたい。えっと、今のルグニカは戒厳令が敷かれた状態なの。特に他国との出入国に関しては厳密な状態よ」




「戒厳令……穏やかじゃない響きだな」




「あはぁ、穏当とはいえないねぇ。――なにせ、今のルグニカ王国には『王が不在』なもんだからねぇ」




　結論を引き継いだロズワール。その言葉を吟味し、意味を理解してスバルは静かに息を呑んだ。

　ちらりとエミリアと双子、それからベアトリスとパックの様子をうかがう。そこに動揺の兆しはなく、周知の事実なのだろう。その上で、部外者に等しい自分にその内容が知らされた事実に警戒心が先立つが、




「心配、御無用！　すでに市井にまで知れ渡った厳然たる事実だよん」




「さよけ。いや、危うく秘密を知られたからには生かして帰さん展開かと」




「こっちからばらしておいてそれじゃ浮かばれないわね。……ともかく、そんな状態だから国を挙げてピリピリしてるのよ」




「戒厳令もその一環だねぇ。王不在のこの状況で、他国に火種を持ち込むことも、あるいはその逆も望ましくないってぇこぉと」




　なるほど、とスバルは納得。

　王不在、というのは王国という国の運営形態的には致命的だろう。病没かそれ以外か、理由がなんであれ突然の王の『死』に国が揺れている。




「んん？　でも待てよ。そういうのって普通、王様の子どもが跡を継いで万事解決だべ？　あんま若いようなら摂政とかつく感じで」




「ふむ、ついてくるねこの会話に。ともあれ、通例ならその通りになるよね。だぁけど、事の起こりは半年前までさかのぼっちゃう。王が御隠れになった同時期に、城内で蔓延した流行病の話にねぇ」




　特定の血族に発症する伝染病、と発表されたとロズワールは語る。

　それにより、王城で暮らしていた王とその子孫は根絶やしにされたのだと。




「じゃ、本気で王様不在じゃねぇか。そうなると国ってどうなるんだ？　王様の血筋いないし、民意優先で総理大臣選出するのか？」




「後半がなにを言ってるのかじぇんじぇんわかんないんだけど、現状の国の運営は賢人会によって行われてるよん。いずれも王国史に名を残す、名家の方々の寄り合いだ。国の政治自体に関しての影響はそこまでじゃぁない」




　そこで一度間を置き、「しかし」と息を継いでロズワールは表情を引き締め、




「――王不在の王国など、あってはならない」




「そりゃそーだ」




　たとえ運営に問題がないお飾りだったとしても、頭の存在しない組織など成立しない。ましてや国ともなれば当たり前だ。

　日本だって、どれだけ民意優先とささやかれても総理大臣というトップが存在する。それが責任を取る立場で、ホイホイと入れ換わるような事態が多発していようとも、だ。




「なら、王不在の王国は新たに王を選ばなきゃならない。でも血族はほぼ壊滅。なら国の誰もが納得いくような形で、王様を選び出さにゃならんと」




「――ホント、スバルって変な子。なんにも知らないのに、そうやって頭が回るんだから。まさに賢い愚者って感じなのよね」




「そう褒めんなよ。褒められ慣れてねぇからすぐ好きになんぞ」




　照れ隠しにそう言い捨て、スバルはエミリアから顔を背ける。

　顔を叩いてもみじを作り、赤面を正当化して向き直ると、ロズワールに向かって頭の中身を整理しながら指を立て、




「なるほど、段々とわかってきたぜ。つまり、王国は王不在な上に王選出のどたばたで混乱中。他国との関係も縮小中のプチ鎖国状態。だってのに現れる謎の異国人俺――俺超怪しいな！！」




「さぁらに付け加えちゃうと、エミリア様に接触してメイザース家とも関わり合いを持ったわけだしねぇ。気が早ければそれだけで……」




　ロズワールが目を瞑り、首に手刀を当ててギロチンアピール。

　そんな仕草を横目にして、スバルは嫌な予感に冷や汗を止められず、




「うおーい！　今の変態の発言でおおよそ予想ついてきたついてきたぞ！？　メイザース家ってのは見た感じ通りのいい家柄で、ひょっとしちゃったりすると賢人会関係かあるいはもっと核心の可能性――！？」




　今の話の流れからして、スバルに想像できる最大の可能性はそれだ。

　種明かしするのを楽しむような話の運び方といい、今の話の流れの作り方といい、状況を外から俯瞰している人間の話す内容とは思えない。

　となれば関係者であるとしか考えられず、これだけ大きな屋敷の主ともなれば自ずとその家柄の程もかなりのものだと考えられて、




「ふ、不敬のお詫びにせめて小指……小指を収めることで許していただければ」




「恐い想像に走ってる君に朗報だ。安心するといいよぉ？　私は賢人会の構成員じゃぁないし、さしあたって王国の玉座に関わる立場じゃないかぁら。――ねぇ、エミリア様」




　テーブルの上に小指を差し出すスバルを、ロズワールが極上のジョークでも聞いたように笑い飛ばす。彼はそのまま同意をエミリアに求め、彼女はそれに対して渋い顔の沈黙で応じた。

　一瞬、思わせぶりなロズワールの態度に噴火しそうになったスバルだが、すぐにはたと違和感を認めて思考が停止する。




　そう、さっきから、たびたび、気にはなっていたのだ。




「なんで……屋敷の主が、エミリアたんを様付けで呼ぶ？」




　屋敷の中で一番の地位にある人物が、最大限の敬意を払う間柄だ。

　自ずと不安が芽吹き、早々に黒い花を咲かせ始めるのを見届けながら、スバルは確かめるために視線をロズワールへ。そして、




「当然のことだよ？　自分より、地位の高い方を敬称で呼ぶのはねぇ」




　意地悪く微笑み、机の上で手を組んだロズワールはそう告げる。

　唖然と、口をぽっかり開けて硬直するスバル。ぎぎぎ、と音がしそうなほど機械的な動きでエミリアを見ると、彼女は観念したように吐息して、




「騙そうとか、そういうこと考えてたわけじゃないからね」




「――えっと、エミリアたんてばつまり」




　まだ懲りずに「たん付け」するスバル。

　そんな現実を否定したがる彼にトドメを刺すように、




「今の私の肩書きは、ルグニカ王国第四十二代目の『王候補』のひとり。そこのロズワール辺境伯の後ろ盾で、ね」




　告げられた言葉に、スバルはハードルが軌道エレベーター並に高さを増したのを感じ取っていた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――好きになった人は、女王様でした。




　そんな一文が脳裏をかすめる。正しくは女王様候補、だが。




「なんか女王様候補って言葉、エロティカルな雰囲気があるな」




「よくわからないけど、マジメに話してるわよ」




「くっ、その冷たい眼差しもちょっとゾクゾクする……さすがだぜ、女王様。下賤な豚を見るように俺を見ないで」




「そんな意地悪い目つきしてないでしょっ。目つきのことでスバルには言われたくないわよ！」




　至近距離の美貌の叱責に身悶えして、スバルはテーブルに身を倒して小さく震える。顔をうつ伏せにして表情を隠し、しかし内心は心臓バクバクだ。

　とにかく、今の自分が浮かべているだろう情けない顔だけはエミリアに見られたくない。




　女王候補――はっきり言って、独裁主義を知らないスバルにとっては頂点に王様がいる世界、というのは漫画やゲームを除けば馴染みの薄い感覚だ。

　それでも、国家元首たりえる可能性のある存在が、一般大衆からすればどれほど手の遠い存在なのかはわかる。

　ましてやスバルはこの世界においては戸籍すら持たない身。一般大衆のカテゴリー入りさえ疑われる立ち位置でしかない。




　分不相応な恋心だと早々に挫かれていた感情が、エミリアの美貌だけでなくそれ以外のステータスを知ったことでより打ちのめされる。

　まさしく、気分は軌道エレベータの頂上を素手で登り詰めるが如しだ。




「おう、ジーザス、なんてこった。俺の恋路の前途多難さに我ながらビックリだ。ジュリエットを愛するロミオすら俺に同情するぜ」




「ちょっと、スバルってば大丈夫？　急に静かになって……」




　涙目で顔を上げると、ぼやけた視界にエミリアが映る。心配そうにこちらを見下ろす紫紺の色はアメジスト。処女雪のように白い肌に、薄い桃色の唇が銀鈴のような美しい音を漏らす。

　それがどこまでいっても手の届かない、そんな遠い存在に思えて、




「――えい」




　たまらずスバルは、そのすぐ傍にいた少女の体を抱きしめていた。




「――――え？」




「うわぁ、ちっちぇぇ。そんでもって柔らけぇ。すげぇいい匂いする」




　一瞬、抱きすくめられたことが理解できていないエミリア。

　彼女を胸の内に抱きながら、スバルはその感触を思うさまに堪能。

　対人関係の経験値が少ないスバルにとって、女の子を抱きしめるなんて体験はまさしく絶無。盗品蔵でフェルトを庇った際のことは、残念ながら堪能する時間がなかった上に肉付きが貧相すぎてカウントしていない。

　ともあれ、遅れてその体勢に気付いたエミリアは顔を赤くして暴れ始め、




「ちょ……なに！？　どうしたの！？」




「いや、目の前にこられたら急に獣の本能がむらむらと。それに落ち着いて考えたら手が届かないのなんて元からだし、そんな気にすることでもねぇなと」




「なにを言ってるのか全然わかんないっ！？」




「まぁ、待てよ。落ち着いて自分を分析してみる。――そう、つまり手が届くとか届かないとか考えてるうちに目の前に見えたもんだから、ちょうどいい手が届くかどうか確かめてみよう的な発想から脊髄反射で俺の中の男の子指数がリビドー噴出して抱擁に至り、その上でやっちまったからにはこれはできる限り堪能しておかねぇともったいないし死ぬに死ねないなって結論を得たばかりに巻き起こってしまった俺的にはハッピー、エミリアたん的にはアンハッピーなサプライズな一枚が完成しちまった……ってことさ」




「詳しく説明してくれたのに意味がわかんないっ！？」




　長話で時間を稼いで抱擁時間を延ばすスバルを、腕の中で暴れるエミリアがついに突き放す。

　ハグから脱出されてさびしいスバル。そんな彼を赤面状態のエミリアが涙目になりながら指差し、




「急に女の子を抱きしめないのっ！　相手が私だったからそんなでもないけど、普通の女の子だったら本気にしちゃうんだから」




「俺だって別に狙ってやってねぇよ？　そう、まさに誰かに命令されたかのように。まさか、エミリアたんが魅了の魔法で俺を……？　悪女だな！」




「やってないわよっ、濡れ衣だわ。あと、その親指立てるのやめなさい！」




　力強いサムズアップが否定されて、すごすご右手を下げるスバル。

　とはいえ、体が脊髄反射で動いてしまったのは事実だ。その後に言った言葉も嘘ではないのだが、改めて言葉にしろと言われたら恥ずかしくて死ねる。




　――君の瞳に心を奪われたのは事実だ、なんて。




「やだ恥ずかしい。そんなの言われたら、『素敵、抱いて！』って俺なっちゃう」




「なぁんともまぁ、恐いもの知らずだよねぇ、君」




　頬に手を当てて「いやんいやん」と腰を振るスバルに、今の二人のやり取りを傍観していたロズワールが笑いを堪えた顔で言う。

　彼の言い方にエミリアがまだ赤い顔でキッと睨みつけるが、笑い過ぎで涙の浮かんだ瞳を拭うロズワールは素知らぬ素振りだ。




「相手は未来の女王様候補なんだよぉ？　ひょぉっとしたら、今の不敬を長々と執念深く覚えていて、いざ王座に就いた際に君を処断するやも……」




「なにが起きるかわからん明日のために、今の幸せを後悔しろってのか？　刹那の快楽主義であるゆとり教育の被害者を舐めんなよ」




　中指を立てて行儀悪く言ってのけ、スバルは空いた手でエミリアを示し、




「たとえ未来の女王様だろうと、今この瞬間のエミリアたんはひとりの女の子。そして俺はひとりの男だ。ひとりの男と女が、どんな行きずりで爛れた関係になろうと文句を言われる筋合いはねぇ！　だから――！」




　椅子に足を乗せて拳を握りしめ、高々とスバルは宣言する。




「たとえ明日処刑されるとしても、俺はエミリアたんを抱きしめて、髪の毛くんかくんかして、その余韻を糧に生きていくぜ――！」




　血を吐くようなスバルの断言に、食堂の中を静寂が埋め尽くした。

　誰もがスバルの剣幕に言葉を失い、荒々しくも誇り高く言い放たれた言葉を飲み込んで、ごくりと喉を鳴らす。そして、




「悪かったな、朝食の邪魔して。さあ、みんな、食事に戻ろう。団欒をやり直して、今の諍いを忘れ……」




「ただの助平発言に、ずいぶんと仰々しいお題目を並べたもんなのよ」




　髪をかき上げて爽やかを気取り、場の空気を勢いで持ち直そうとしたスバルの意図が唐突に崩された。

　崩したのは離れた席で、退屈そうにこちらを眺めるベアトリスだ。行儀悪くも食卓に乗せたパック、彼女はその灰色の体毛を撫でつけながら、




「けっきょくは、そこの小娘の色香に騙されたってだけの話なのよ。それをまぁよくもあれだけ口が回ることかしら……」




「お前、本当に俺の天敵だな……」




　呆れ切ったベアトリスの言葉に、スバルは肩を落としてそうとだけ答える。

　鼻を鳴らして応答したベアトリスのそれを皮切りに、他のメンバーも続々と正気を取り戻し始める。

　それはつまり、さっきのスバルのセクハラの糾弾の始まりである。
第二章９　　『三度死にの功績』
「それでけっきょく、スバルはなんであんなことしたの？」




「俺はありのまま全部喋ったぜ。他に理由があるとしたら……はっ。まさかそこの悪ロリ、お前が俺の意識に介入して……？　悪い幼女、略して悪幼女！」




「あれだけやらかした上に責任転嫁かしら！　最悪！　こいつ最悪なのよ！」




「黙れ！　昼間っからだばだば飲酒してるようなロリの発言に正当性があるか！　酔っ払って色々と見間違えたり聞き間違えたりしてんじゃねぇの？　そもそも、ここって何歳から飲酒オーケーの国だよ！」




　喚き立てるベアトリスに対抗して唾を飛ばしながら、反射的にすぐ傍らに立っていたレムに問いかける。

　そんな唐突な話題の転換にも動揺することなく、レムは腰を折り丁寧に、




「おーけーとはなんでしょうか、お客様」




　腰を折ったまま器用に小首を傾けられて、スバルは頭を掻きながら、




「そっからか！　よろしいですかの意！」




　なるほど、とレムは頷き。それからラムと顔を見合わせると、




「十四歳からです」

「十四歳からだわ」




「マジで？」




「まじとは？」

「まじって？」




「本当ですかとか絶対ですかとか超ぱなくない？とかの意」




「「へー」」




　二人が感心したようにシンクロして頷く。つまり応用すると、




「マジで十四歳から飲酒オーケー！？」




「「本当に十四歳から飲酒されてよろしいですかの意」」




　互いの意思疎通が叶い、完璧な翻訳がここに成し遂げられた。

　その歓喜に思わず三人は顔を見合わせ、互いに手を上げると、




「「「イエーイ！」」」




　三人で続々とハイタッチ。最後にはそうして天に伸ばした手を合わせたまま、三人でくるくるとその場で円を描くように回る。




「……小芝居は済んだのかしら」




「んだよ、ノリ悪ぃドリルロリだな」




「りーりーうるさいのよ！　ホントになんなのかしら！」




　怒り心頭といった様子で、ベアトリスは腕を組んで椅子にふんぞり返る。そのまま黙ってしまったのを見るに、もうスバルと口論するのは嫌だと思ったのだろう。食卓の上のパックがその栗毛をフォローに入ったのが見えて、スバルはそちらの対応は小猫に任せようと判断。

　それから改めて、何ひとつ解決していない銀髪の少女と向き合う。

　彼女は気のせいか、さっきよりも温度の低い白い目でスバルを見ていて、




「そんな眼差しも可愛いとか、もはや罪だなこれは……」




「……はぁ。なんとなく、スバルとの付き合い方がわかってきたわ。その誰にでも言ってそうな軽口は聞き流して、本題に入ればいいのね」




「誰にでもとか心外だな。俺はエミリアたんにしかこんなこと言ってねぇぜ、マジで！　でジマ！　マジでジマ！」




「はいはい、忘れたげるから本題に入りましょ」




　パンパンと手を叩いて話をリセットして、エミリアは大人しく席に戻る。仕方なくスバルもそれに続き、腰を落ち着かせたところでロズワールが、




「さぁて、んじゃまぁだいぃぶ脇道それちゃったけど、本題に入るとしようかねぇ。スバルくん、いいかな？」




「まぁ、今の流れで首飛ばされてないって点を加味して、悪い話じゃないってことを祈らせてもらうよ」




　スバルの言葉にロズワールは口笛を吹く。エミリアもいくらか意外そうな目をしたのは、スバルが彼女らの意図を探るためにあんな不敬を働いたのだ、と買いかぶったからだろう。

　もちろん、単なる口から出任せの口八丁手八丁なのだが。

　それが悟られてボロが出る前に、スバルは自ら前に出て畳みかける。話題の主導権を握っておけば、悪い方向に誘導されることも減らせるだろう。




「ってなわけで、本題ついでに俺の予想だ。わざわざエミリアたんの女王様候補トークまで持ち込んだんだ。なにかしら、関係あんだろ？」




「本当に、スバルって変態なの？　そうじゃないの？」




「その二択ってだいぶ極限じゃねぇ！？」




　目を見張るエミリアは「ごめんごめん」と軽い謝罪。わりと本気で心外だったスバルだが、ロズワールがその謝罪のあとを引き継ぎ、




「でもまぁ、君の予想は大当たりだよぉ。さっきの女王様候補のお話と、君の処遇に関する話は関連性がある。――エミリア様」




「うん、わかってるわ」




　呼びかけにエミリアが小さく応じて、その懐に手を入れる。

　ふと、スバルは食堂の中の雰囲気から柔らかさが消えているのに気付いた。食卓を囲む顔ぶれは変わらないのに、まとう気配は厳かに一新されている。

　自然、スバルといえど思わず背筋が伸びた。そんな彼の前で、エミリアが懐から取り出したものをテーブルに置く。それは、




「あ、あの徽章じゃねぇか」




　フェルトによって盗難の憂き目に遭い、スバルがそれこそ三度も死んだ末にようやく持ち主の手元に戻った竜を象った徽章だ。

　赤い宝玉は持ち主の手の中で光り輝いていて、その眩さは不思議とスバルにすら畏敬の念を思わせるほどに深く澄み切っている。




「竜はルグニカの紋章を示しているんだ。『親竜王国ルグニカ』なぁんて大仰に呼ばれていてねぇ。城壁や武具なんかも含めて、あちこちに使われているシンボルなんだよ。とりわけ、その徽章はとびきり大事だ。なぁにせ」




　一息置いたロズワール。その先を促すスバルの視線に彼は頷き、それから目線でエミリアに続きを催促する。彼女は瞑目し、それから、




「王選参加者の資格。――ルグニカ王国の玉座に座るのにふさわしい人物かどうか、それを確かめる試金石なの」




　力なく言い切られた事実にスバルは目を剥き、それから再びテーブルの上の赤い輝きに目を走らせる。両翼を広げた竜の徽章――中央の宝玉のきらめきがその話を裏付けていて、今の情報を統合すると、




「ま、まさか……王選参加資格の徽章をなくしてたのか！？」




「なくしたなんて人聞き悪い！　手癖の悪い子に盗られたの！」




「一緒だ――っ！！」




　大声で叫び、食卓を叩きながらスバルは立ち上がる。

　危うく食器がテーブルから落ちかけるが、そこは控えていたレムが見事にフォロー。が、そんなフォローに目もくれず、スバルは顔を赤くして屈辱を瞳にたたえるエミリアを見下ろし、




「そんな俺のＳ心を刺激するような顔してもダメですぅ！　っていうかマジでどうなってんの！？　なくした場合って役所で再発行とかできんの！？」




「ヤクショ、ってのがなぁにかわからないけど、同じものをノコノコ貰いにいくっていうのは難しいだろねぇ」




　慌てふためくスバルを眺めながら、ロズワールが落ち着いた態度で自分の服のでかい襟を弄りながら、




「王とは即ち王国を背負うもの。そんな大任を負おうって人が、小さな徽章ひとつ守り切れないとなったら言語道断。どうして国を任せようなんて思えるもんだろうねぇ」




「そりゃそーだ。そんなうっかり八部衛に何度も仕事任せるなんて、おんなじくらいうっかりな黄門様しかいねぇ」




「うっかり？」

「八部衛？」




　双子が謎人物の名前を分担して言う間に、スバルは事情を飲み込み始める。

　盗られた徽章、路地裏の出会い、盗品蔵の攻防に、この歓待――導き出される答えはひとつにまとまった。




「徽章をなくしたなんて衛兵にばれたらマジヤバい。だからエミリアたんは徽章探しをひとりで孤独のロンリーウルフしながらやるっきゃなかった」




「……ええ、そう」




「盗んだのはフェルトだったけど、盗ませたのはエルザだ。あいつは誰かに依頼されたって言ってた。それはつまり、エミリアたんが王様になるのを邪魔しようって奴がいるってことか？」




「たぶんそうだろうねぇ。王選から脱落させるのに、徽章を奪うなんてのは簡単に思いつく話だからさぁ」




　言葉にしてそれを肯定されると、あの昨日のやり取りの様々な出来事の辻褄が合い始めた。

　頑ななエミリア、フェルトとエルザの依頼主。そしてスバルがたびたび殺害される羽目に遭った直接の原因である徽章の価値。




「改めて考えまとまると、俺超ＧＪ！　なにそれマジやばくね！？　危うくエミリアたん、王選からドロップアウトするとこだったよ！？　徽章なくしちゃいましたテヘペロじゃ済まねぇんだろ！？」




「スゴイ今の発言の六割くらいわかんなかった」




「んなこたぁ、どーでもいい。ここで重要なのはそう、振り返ってみると俺ってばエミリアたんにとってかなりいい仕事したんでないってとこだ！」




　思いがけず、自分のしたことの功績が大きかったと知ってスバルは有頂天。またもや席から立ち上がり、座ったままのエミリアに鼻息を荒くして顔を近づける。




「ふふーん、どーよ、ドゥーよ、エミリアたん。俺ってばかなりナイスでハピネスな活躍したんじゃね？　これはもう、ご褒美に期待とかしちゃっても仕方ないじゃないかな！　かなかなかな！」




　ひぐらしみたいな語尾を鳴らしながら、スバルはそっと俯くエミリアの顎に手をかけて顔を上に向かせる。

　目を細めて好色に振舞う姿勢は、もはや堂の入った悪代官のそれだ。気分もかなりいい感じに上り詰めているので、そろそろ突っ込みがくる頃かな、と腹筋に力を入れながら待ちかまえる。が、




「……そうよ。スバルは私にとって、もうすごい恩人。命を救ってもらっただけじゃ済まないくらい。だから、なんでも言って」




「へ……？」




「私にできることなら、なんでもする。ううん、なんでもさせて。あなたが私に繋いでくれたのは、それぐらい意味のあることなんだから」




　胸に手を当てて、真剣な顔つきで見つめ返されてスバルは言葉を失う。

　顎に触れていた手も放し、思った以上にシリアスな展開に話が流れていってしまったことへのテンションの目盛りが合っていなかった。




　――やべぇ、マジ空気読めてねぇ、俺。




　空気が読めずにぼっちになっただけあって、スバルの『空気が読めなかったときの空気』に対する嗅覚は鋭い。もっとも、普通の人間が備えている『空気が読めなかったときの空気になる前の空気』が読めないので、結果的に空気が読めない発言をするのは変わらないのだが。

　そして今回もそれに違わず、スバルは自分の空気が読めないテンションとエミリアの真剣な眼差しが噛み合わずに困り果てていた。




「な、なんでもするとか女の子が簡単に言っちゃいけねぇよ？　それこそ、悪ーい俺みたいな奴にゲヘヘでムフフな目に遭わされるかも」




「……それでもいいわ。スバルがそうしたいなら従う。ゲヘヘでもムフフでも、アヒンアヒンでもチョメチョメでも私は……っ」




「女の子がそんな卑猥なこと言わないの！　しかも後半泣きそうじゃねぇか！」




　自分の肩を抱いてちょっと泣きそうなエミリアにスバルは安堵。

　もしもそこまで悲愴な覚悟を固められていたら、スバルとしても対処に困る。もちろん、そんなことやりそうと思われている時点でちょっと評価的には残念なことには目をつぶって、だ。




　スバルはエミリアの銀髪のてっぺんに手を置き、軽く撫でる。

　一瞬、その掌の感触に驚いた様子のエミリアだったが、スバルが無言でそうするのを見ると、ただ黙ってその仕草にされるがままになった。

　そんな小動物的な彼女の反応を微笑ましく思いながら、スバルはロズワールに振り返る。




　二人のやり取りをそれこそ心底楽しげに見ていた彼は、スバルの視線に気付くと「おや」とでもいうように眉を上げて、




「どったの？　邪魔なぁら、そだね。私たちは退散するけど？」




「初めてが食卓とかアブノーマルすぎてビックリするわ。この銀食器をナニに使わせるつもりだよ、この変態悪徳貴族……！」




「そぉこまで私は言ってないつもりなんだけどねぇ」




　嘆息する長身の苦笑にスバルは口の端をつり上げ、それからエミリアを撫でるのとは反対の手で自分の顎に触れる。少年探偵が推理するときにやりそうな、親指と人差し指で顎を挟む感じのアレだ。




「ま、ま、ま、聞けよ、ロズっち。確かに俺にはもったいないぐらいの好条件が目の前にぶら下げられてるわけだ。マジ馬の顔の前にニンジン状態。だがつられて走り続けるほど俺は脳みそ空っぽじゃねぇよ。色々と乗っかる前に、聞きたいことはまだまだあんぜ？」




「あはぁ、聞こうか」




「んじゃま、問いかけだ。心して誠実に答えてくれよ？　エミリアたんが女王様候補ってんなら、お前はいったいなんなんだよ？」




　顎に当てていた指を突きつけて、スバルはロズワールにそう問いを投げる。魔術師はその問いに口の端を歪め、いっそう愉しげな笑みを象った。
第二章１０　『悪徳交渉』
　青と黄色、互いに色の違う双眸は真剣に向き合うと深みに思考を阻まれそうになる。息を呑み、その雰囲気に呑み込まれないよう歯を噛みしめる。

　彼は手をテーブルの上に置いて組み、その上に顎を乗せながら、




「周りが見えているねぇ、君。さぁっきから話の物分かりのよさといい、正直なところ市井の人間にしては尋常じゃぁない」




「お褒めにお預かり誠に光栄に存じます候ってなわけで、俺の質問に答えろや藍色ロン毛。さもなきゃ……」




「さもないと？」




　挑発的に問い返してくるロズワールに対し、スバルは悔しげに歯を鳴らし、




「俺はこのエミリアたんを撫でる手を、断腸の思いで……この子へのセクハラに費やす！　アヒンアヒンしてチョメチョメってやる！」




「ひっ」




　唇を噛み切りそうなほど力を込めての言葉に、思わずエミリアがビクッと震えてスバルのＳ心を揺さぶる。一瞬、今の発言を現実に移しても後悔しないかもしれない、と短慮が爆発しかけたが、それを遮ったのは手を叩く音だ。

　心の天秤が危うくセクハラに傾きかけたスバルの意識を引き戻したのは、その乾いた破裂音を立てたロズワールだった。




「あぶねぇ、助かったぜ」




「なぁんで私がお礼を言われてるの？　……まぁったく、君は不思議な子だねぇ。そんな手段で交渉なんて、聞いたこともない」




「ふ、一番この中で位の高い子を俺の手の届く位置に置いたのがお前の敗因だ。どんな手を目論んでも無駄だぞ。たとえ一瞬でも、ほんの刹那の邂逅でも、そのコンマを永遠にまで引き延ばす魔改造――それをする遺伝子が、俺の民族の中では息づいているのさ」




「刹那を永遠に……陰魔法の極地……！？」




　わかりづらい戯言のせいで、頭を撫でられるエミリアが絶句。

　なんだか時間操作系の能力者みたいな扱いを受けている感が否めないが、存外状況的には間違ってもいないので説明はあえてしない。

　『死に戻り』をしていたのも、一瞬の妄想をすさまじいクオリティで魔改造するアホ丸出しな日本人の民族性も、どちらも嘘ではないのだし。




　仰天しているエミリアの反応はさて置き、スバルはそんな内心を隠したままロズワールを睨みつける。不敵な笑みを忘れず、悪役まっしぐらだ。

　一方でそんな悪役面を受け止めるロン毛は柔和な面持ちを崩さない。感情の見えないやんわりとした微笑をたたえたままで、こちらも貴族様としての貫録は十分といったところだ。




　互いに互いを測り合う視線の応酬、火花が散るような無言の睨み合い。それを制したのは、ふっとロズワールに視線を下げさせたスバルだった。

　目をつむるのすら惜しんでドライアイ状態に陥ったスバルを見ながら、ロズワールは「降参降参」と小さく両手を挙げ、




「まぁいりました。君の視線に感服だ。そうだね、私の立場を明確にしておかないのは君にとぉってフェアじゃないよねぇ」




「痛い痛い、おめめ痛い。エミリアたん、ちょっと優しくさすって」




「それがご褒美の内容でいいの？」




「自分でやるよ！　すげぇ危ねぇ！　意外と抜け目ねぇよ、この子！」




　交渉の優位性を危うく手放しかけ、飛びのいてスバルは両目をこする。目から痛みが遠のいたのをまばたきしながら確認し、それから仕切り直してロズワールと対面する。




「といっても、別に隠すようなことでもなぁいんだけどね。ちょっぴり口が滑ってたけど、私はエミリア様を女王候補として支援する立場。後ろ盾……まぁ体のいいパトロンってぇことだよ」




「パトロン、ねぇ」




　後援者代表、が目の前のロズワールということか。

　スバルはその長身の得体の知れなさを改めてしげしげと確認し、それからおずおずとエミリアに、




「言い難いんだけどさ……エミリアたん、もっと人を選んだ方がよくね？」




「仕方なかったの。王都で頼れる人なんて私にはいないし、そもそも私に協力してくれるなんて物好きはロズワールぐらいしか……」




「なーる、消去法なのね」




「二人して、パトロンを目の前に恐いもの知らずもいいとこだねぇ」




　これだけ悪し様に言われても、ロズワールは不愉快そうに振舞うどころか柔和な表情すら変えない。器が計り知れないほど大きいのか、




「あるいは典型的なＭ」




「えむ？」




　両腕を丸く伸ばして、自分の頭頂点で合わせる『Ｍ』の形。

　この世界では誰にも伝わらない人文字を披露するスバルは、首を傾げるエミリアに説明しようとして、




「いや、落ち着いて考えたらこれって二度ネタだよな。鮮度が落ちるから、同じ相手にもう一回ってのはちょっと……」




「変に納得しないでよ、どういうことなの？」




「昨日の君は知っていた、以上。強く生きろよ」




　ぽむぽむと軽く慰めるように頭を撫でて、スバルはニヒルに笑う。

　意味がわからずぽかんとするエミリアを置き去りに、嘘は言っていないはずとスバルの心は晴れやかだ。

　もっとも、知っている世界のエミリアはどこにもいない。スバルの心の中で静かに、彼女への返し切れない恩義と共に眠りについている。




　不満そうに唇を尖らせるエミリアにサムズアップして、それからそのままの形の手をロズワールにも向ける。そしてひっくり返し、




「なぁんでかひっくり返しただけなのに屈辱的に感じるサインだね？」




「そうか？　俺の住んでたとこでは親愛の証だぜ？　『俺はお前に靴を舐めさせてやりたいほど愛してる』的な意味だ」




「スバルの故郷だと、靴を舐めるのって親愛の表現なの……？」




「君を象る全てが愛しい、って最上の愛情表現さ。その気になったら俺だって、躊躇なくエミリアたんの髪の毛とか食べれるよ」




「お願いだから絶対にその気にならないでね？」




　ダメ出しされて肩をすくめるスバル。二人のやり取りに思わず噴き出してしまったロズワールと、それらの反応に気を悪くした様子のエミリア。

　三者三様ではあるが、さっきから話がまるで進んでいない。




「あのさ、真剣な話なんだから横道そらすのやめてくんねぇかな」




「スバルにだけは絶対に言われたくないこと言われたっ」




　エミリアの嘆きを「はいはい」と鷹揚に受け流し、それからスバルは何度も何度も仕切り直した視線を再びロズワールに向け、本題に入る。




「で、本題だ。ロズっちがエミリアたんのパトロンってのはわかった。ま、ちょっち振舞いの端々からかっぺ的な部分が見え隠れするのがキュートなエミリアたんのことだ。王都での単独行動とか珍しかったんじゃねぇの？」




「……実質、初めてのことだろうねぇ。ラムが付いていたはぁずなんだけど」




　苦笑して襟をいじり、桃髪に話題を向けるロズワール。スバルが背後のメイドを胡乱げな目で見ると、桃髪は髪の分け目をひっくり返して青髪に扮した体で平然としている。髪の色が違うから丸わかりなのだが。




「その自信満々に『誤魔化せたぞ、しめしめ』みたいな顔がムカつくな」




「姉様、姉様、お客さまったらあんなこと言っていますわ」

「レム、レム、お客様ったら頭空っぽなこと言っているわ」




「口悪ぃからそれでも判別つくけどな！」




　誤魔化す気がゼロらしいやり取りを経て、語気荒く怒鳴るスバルが肩を落とす。が、その怒声におずおずと反応したのはエミリアだ。

　彼女は気まずそうな顔で小さく手を挙げて、




「ラムが悪いわけじゃないの。その、私が……ちょっと好奇心に負けちゃってっていうか。ふらふらとラムからはぐれちゃって」




「なんだその萌えキャラみたいな理由、鉄壁か。それはそれとしても、主人の命令が守れなかったのは事実だろ？　そこんとこ、ドゥーよ？」




　唇を突き出していい発音で問いかけ、ロズワールはそれに首をひねるアクションで応じる。彼は「一理あるね」と前置きして、




「確かにラムの監督不行き届きは私の責任でもあるかもねぇ。でぇも、それはそれとして君はなにを言いたいのかなぁ？」




「簡単な話だよ。エミリアたんが帰巣本能忘れてふらふらしてたのに、付き人がそれをサーチできなかったのは痛恨の極み！　んでもって、つまるとこ俺はそこにつけ込んだ悪党キャラ。となれば絞れるところから絞れるだけ絞るのが正しい悪徳ってもんじゃねぇの」




　合点がいった、というように室内の全員の表情が変わる。

　エミリアが顔を強張らせ、双子が申し訳なさと敵意が同居した瞳でスバルを睨み、ベアトリスは我関せずの顔のままグラスを傾け、パックは卵料理の前で滑ったのか黄身に頭から突っ込んで大惨事。

　そしてロズワールが納得、とでも言いたげな微笑のまま何度も頷く。




「なぁるほど。確かに私財としては素寒貧に等しいエミリア様より、パトロンである私の方が褒美を求めるには適した相手だろうねぇ」




「だろ？　そしてあんたはそれを断れないはずさ。な・に・せ！　俺ってばエミリアたんの命の恩人な上に、王選ドロップアウトを防いだ功労者！　つまるところ王選でのエミリアたん陣営にとって救世主的ななにかだ！」




「認めよう、事実だからねぇ。で、その上で問いかけよう」




　ロズワールが席から立ち上がり、その長身でスバルを見下ろす。

　負けじと下から見上げ返すスバル。図式は初対面の不意打ちデコチューのときに近いが、二人がまとう雰囲気の重さはけた違いだ。

　はらはらと、エミリアが交渉の行方を恐れるように両手を組む。そんな彼女の懇願のような気配を背中に感じたまま、スバルは頷き、




「聞くぜ、耳の穴かっぽじってな」




「君は私になぁにを望むのかな？　現状、私はそれを断れない。君がどんな金銀財宝を望んでも。あるいはもっと別の、酒池肉林的な展開を望んだとしてもだ。徽章の紛失、その事実を隠ぺいするためなら何でもしよう」




「へっへっへ、さすがはお貴族様。話がわかるじゃねぇの」




　うりうり、と肘でその薄い胸板を突いて、スバルは好色な笑みを作る。

　後ろでガンガン好感度が下がる音がするのが心苦しいが、それらも全てこのための伏線。悪ぶった態度のまま両手を広げて、




「褒美は思いのまま！　そしてお前はそれを断れない！　俺とロズっちの約束だ。破ったら針千本呑ますかんな」




「百本目までに死にそうなお話だねぇ。うん、約束しよう」




「男に二言はねぇな！？」




「スゴイ言葉だねぇ。なるほど。男は言い訳しないべきだ。二言はない」




　互いの男を差し出しての交渉だ。

　その上での約束事ならば信じるに値する、とスバルは偉そうに腕を組み、




「じゃ、俺を屋敷で雇ってくれ」




　長い長い前振りに反して、すっぱりあっさりと言い切ったスバル。

　そんな彼の申し出に、唖然とした顔をするのは背後の女性陣だ。双子はその表情の変化の少ない面差しに困惑を浮かべ、ベアトリスはこれまた本気で嫌そうに顔をしかめる。中でもエミリアは、




「わ、私が言うことじゃないけど、ちょっとそれは……」




　パクパクと金魚のように口を開け閉めして、目を白黒させるのに忙しい美貌。神秘性もそれだけ動揺が激しいと薄れて剥がれすぎだ。

　そんな彼女に振り返り、スバルは悔しげに肩をすくめながら、




「いや、正直、エミリアたんにとっては二度ネタだから面白くないだろうなってのはわかってたんだよ。でも俺の経験値だと、もう一回ぐらいはうまくいった方法に乗っかるしか方策がねぇなと……」




「そんな話してるんじゃなくて……っ。いえ、欲がなさすぎるの！」




　エミリアはまるで我が事のように怒り、テーブルを叩いてスバルに詰め寄る。突き出した指がスバルの胸を何度もつつき、




「いい？　パックの件もそうだし、今の話も……違うわ。そもそも、王都で私の名前を聞いたときもそうだった」




　彼女は自分の知る限りの、スバルが褒美を得られそうだった場面を羅列。それらの成果の全てを知るエミリアは、本当に理解できないと頭を振って、




「こっちの感謝の気持ちがわかってないのよ。そんな……そんなことで、命を救われたことへの恩なんて、全然返せないのに……」




　語尾が弱々しくなり、こちらの胸をつつく指の勢いも衰えると、彼女はそのまま掌をスバルの胸板に当てたまま顔を俯かせる。

　そんな静かな彼女の慟哭を聞いて、スバルは自分の浅慮さを呪った。

　彼女はずっと、負い目を抱いていたのだろう。借りに対して求められた対価のその釣り合わなさに。

　しかし、それはスバルにとっても同じことだ。

　スバルだってずっと、彼女に負い目を抱いている。そして、それは二度と彼女に求めることのできない類の負い目だ。そしてそれはパックにも。




　無言で意思をぶつけ合う二人の傍らで、ロズワールがこそこそとベアトリスの方へ移動。というより、彼女の側にいるパックの方へ言って話しかける。




「なぁに？　大精霊様もあの子にご褒美をあげてるの？」




「うん。ボクの体を自由に撫でたいらしいよ。一流のモフリストなんだって」




「にーちゃの！？　なんて憎たらしい奴なのかしら……追い出すべきなのよ」




　いらぬところでスバル追放計画が進展しているが、それを意識的に無視してスバルは正面の華奢な肩に手を置く。

　紫紺の瞳が潤んだ状態でスバルを見上げ、物問いたげに唇が震える。




　――ヤバい、超可愛い。




　思わず勢いで唇を奪いたくなる衝動をフルボッコにして、奇跡的に自制。それからスバルは出来得る限りの真摯な態度で彼女に本音を告げる。




「エミリアたんはわかってねぇよ。俺は本気で心の底から、そのときそのときの本当に欲しいもんを望んでるんだぜ？」




「――え？」




「あのとき、俺は君の名前が知りたかった。マジと書いて本気と読んじゃうくらいに。メチャクチャ腹とか空いてたし、新天地で足下ガクブル不安でいっぱいいっぱいだったし、色々と得なきゃいけないもんはあったと思う。落ち着いて考えればだけど。――でも、俺は自分に嘘はつかない男だ」




　三度も死んだのだ、そのために。

　目の前の銀髪の少女の笑顔と、その名前を知るためだけに費やしたのだ。

　あの瞬間、それ以上の褒賞など望むべくもない。




「ロズワールへの頼みだっておんなじだ。正直、俺ってば今のところは徹頭徹尾の一文無し！　一時の快楽と引き換えにするにゃ、ちょいと懐具合も頭の具合もよろしくない。俺にとって、ベストな選択肢だぜ？」




「……別に雇われなくても、食客扱いとかで構わないじゃない」




「――その手があったか！？　ロズワール！？」




　涙声での反論に跳ねるように振り向き、一縷の望みをかけてロズワールを見る。が、彼は顔の前で両手を大きく×の形に交差して、




「最初の要求が有効です。男に二言はないからねぇ」




「うぉぉーい！　そうだよね！　男は二言とかしないもんね！？」




　さっきの誰かの発言が跳ね返っていて泣く泣く却下。

　すごすご引き下がるスバルは今後の就労生活に思いを馳せながら、




「さっきの瞬間まで巻き戻って、『俺を養ってくれ』に言い直したい……」




「今、一瞬だけすごーく真剣に見えたのに……気のせいだった」




「おまけにエミリアたんからもこの評価！　踏んだり蹴ったりだよ！」




　理想的な異世界ひきこもり環境の成立を、自分の失言によって失ったスバル。ついでに美少女からの好感度も失ったとあれば拾うところがない。

　心境的には血の涙を流すような苦悶の中、スバルは唇を噛みしめてロズワールをいじらしく睨みつけた。




「ともかく……そういうこったから。ラムちーとレムりんだけで屋敷の維持も大変だろうし、下男的ポジションでよろしく頼む」




「差し迫った問題なのは事実なぁんだろけどね。……エミリア様の言う通り、やぁっぱり欲のないお話だと私も思うよぉ？」




　道化服の袂に手を入れながら、ロズワールはその柔和な面持ちに初めて苦笑めいた色の濃い表情を浮かべた。

　スバルはそんな彼に立てた指を振って「ちっちっち」と応じ、




「俺は超欲張りな男だよ。――だってそうだろ？　超可愛い超好みの超美少女とひとつ屋根の下を合理的に獲得だ。使用人の立ち位置を得たことで、ラッキースケベのチャンスにも恵まれるかもしんない。可能性が無限大で、俺の心は珍しく明日をウキウキウォッチングだよ！」




「……なるほど。それは確かにそうだ。好みの女性の側にいられる職場、というのはなかなか得難いものだねぇ。うまい話だよ、まぁったく」




「ま、それにだ」




　振っていた指を止めて、そのまま頭に持っていくと無造作に黒髪を掻く。視線を誰からもそらして天井を見ながら、




「俺みたいなわけわからん奴は、わけわからんまんま放置するより手元に置いておけよ。その上で俺がエミリアたんにとって有用か有害か見極めてくれや」




　なんの予防線も張らずに屋敷を出るような事態になっていれば、きっと碌なことにはならなかっただろうなと思っての発言だ。

　これは正直、予想の範疇を出ない上にロズワールの人間性を試しているようでもあって気が引ける。

　なんの心当たりもなければ絶句するような、言いがかりだったに違いない。だが、そんなスバルの気まずい感傷に反して、




「そうさせてもらうよ。――願わくば、仲良くやぁっていきたいもんだね？」




　即座にそう切り返したロズワールの、その左右色の違う双眸の奥の感情はまったく読み取れなかった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　余談だが、思わず場の勢いで告白めいた発言をして内心赤面ものだったスバルだったのだが、振り返っておずおずとエミリアの表情を覗くと、




「仕方ない人だわ、スバルって。……どうしたの？」




　と平然な態度で返されて若干の困惑を与えられた。

　さすがにこれだけ美少女だと、軽口や軟派な態度も含めて、口説かれるのなんて慣れ切っているのだろうと百戦錬磨ぶりに戦々恐々とさせられる。




「俺、これ以上、勢いに任せてエミリアたん口説けっかなぁ」




　前途多難さにため息が漏れるのが堪え切れないスバル。

　そんな、先の見えない異世界生活をだいぶ斜めの角度から不安がるスバルに対して、エミリアは小さい声でぽつりと呟いた。




「女の子と一緒の職場がいいなんて、不純よ。……ラムとレム、どっちがスバルの好みだったんだろ」




　唇に指を当てて、まったくの見当違いな想像に胸を膨らませるエミリアだったのだった。
第二章１１　『食後の団欒』
　――長引いてしまった朝食の場が片付くと、自然と各々が自分の時間になだれ込んでいくのが常であると思う。が、




「とぉりあえず、エミリア様はいつも通りのスケジュールでお願いします。ラムには彼――スバルに屋敷の案内を。レムは普段通りに……とその前に」




　きびきびと指示を出すロズワールの姿は、さすがに屋敷の主の貫録に満ち溢れていた。襟のでかさでその雄大さも霞みがちだが、そんなスバルの内心を見透かしたように彼はにんまり笑い、




「そぉの前に、自己紹介しなきゃだぁね。幸運にも、屋敷の居住者は全員がこの場にいるわけだから」




「助かる助かる……ってか、マジ少なっ！　屋敷の全員って、俺除くと五人と一匹しかいねぇぞ！？」




「にーちゃを一匹なんて数えて、無礼にも程があるのよ」




　スバルの驚きに口を挟むのは、不機嫌さを露わにしたベアトリスだ。スバルは彼女の言に面倒臭そうに「はいはい」と手を上げて、




「俺を除くと四人と一モフとドリル一体しかいねぇぞ……と、これでいいか？」




「……何度か耳にしたけど、そのドリルってなんなのかしら？」




「ドリルは男の魂、ロマンだよ」




「聞いたベティーが馬鹿だったのよ。ロズワール、ベティーは戻っていいかしら？　にーちゃとゆっくりしたいのよ」




　疲れた態度で目頭を揉み、少女らしくない仕草でベアトリスはロズワールに向き直る。彼女の前ではいまだに食卓の上に居座るパックが「一モフ！」と腰に手を当てて胸を張っていて、なんか微笑ましい。




「相性があんまぁりよくないのはわぁかるんだけどね。これから仲良く一緒にやってこうって関係なんだから、もう少し歩み寄ってよ、お願い」




「ベティーにできる譲歩はし尽くしたつもりなのよ。それ以上を求めるなら、メイザース家の当主といえど覚悟することかしら」




　ふいに語気を静かにしたベアトリスの恫喝。

　その突如として変わった雰囲気に、室内の空気が重くなるのをスバルは感じる。原因はもちろんベアトリスだが、そのもちろんが異常なのだ。

　最初の邂逅でもそうだったが、この栗色の髪の少女は幼い見た目に反して少し『外れすぎて』いる。

　小生意気な口調が、とか飲酒してる時点で、とかそんな次元ではない。もっと根本的な歯車が噛み合わないのだ。だから、




「凄んでるとこ悪ぃんだけど、そもそもお前ってなんなの？　当たり前のようにこの場にいるけど、お前の立ち位置がさっぱりわかんねぇよ、俺」




「ベティーは今、機嫌が良くないのよ。口の利き方に気をつけるかしら、ニンゲン。その気になったらお前なんて、石にして砕いてやってもいいのよ？」




　その重々しい空気を『あえて読まない』スバルの発言に、眉を下げてベアトリスは応じる。

　自然、思わず身構えそうになる威圧感を放つ幼女にスバルは息を呑んだ。




「ベティーはロズワールのお屋敷にある禁書庫の司書さんだよー」




「にーちゃっ！？」




　が、そんな空気ものんびりと割り込んできた灰色猫の発言で霧散する。小猫はパンの耳らしきものを砂糖的な調味料をまぶして揚げる感じの調理法によって作られたラスクと呼ぶのがもっとも正しいようなものの端をかじり、




「甘っ、うまっ、うにゃっ」




「甘味の前に知性失ってるとこ悪ぃけど、そこんとこもっと詳しくモフモフモフモフモフ」




　近づいて問いを投げようとして、思わず伸ばした手が耳に触れてモフり開始。思うさまにモフられながらパックはラスクをハイペースで消化し、




「ロズワールは“それなり”の魔術師だからね。メイザース家は歴史もあるし、色々と人目に触れるのが好ましくない本とかも置いてあるんだよ。ベティーはそういう本が人目に触れないように、契約によって禁書庫の番をしているってこと。そーだよね」




「うん、そうなのよ。にーちゃの言うことはいつだって正しいかしら」




「パック介せばコミュニケーションが成立するモフな。やっぱりモフっ子の前には全ての人は平等ってことモフね」




「語尾がモフってるわよ」




　語尾をエミリアに白い目で指摘されて、慌てて手を放すスバル。図らずも、モフリングの中毒性を己で証明してしまった形だ。

　モフることを愛するが故の悲劇、皮肉なものである。




「モフっ子の中毒性の高さが裏目に出たな……って、おい！」




　悲劇役者を気取るスバルの前で、恐る恐ると手を伸ばしたベアトリスがパックの耳に触れていた。その感触をおっかなびっくり指で確かめ、指先に戻る感触の至福に愛らしい顔立ちがふにゃっとゆるむ。

　見た目相応の愛らしさにスバルが思わず息を呑み、そして指先の感触に弄ばれたまま気にせずラスクを貪るパック。

　スバルはその様子に腕を組み、顔を背けながら視線だけ二人に向けて、




「ふ、ふんだっ。別にパックが浮気したからって悔しくなんかないんだからねっ」




「そんなつれないこと言わないでよ、スバル。ボクと君との仲じゃにゃい。こんな子なんて、貢がせるだけ貢がせたらあとはポイさ」




「にーちゃ酷いのよ……モフモフ」




「おっと、ごめんよ、可愛いベティー。もちろん嘘だよ。ボクにとって一番大事なのはもちろん君だから、君だけは特別だよ」




　掌サイズの愛玩型猫の分際で、二人の恋心を弄ぶ策士のような振舞い。

　そんなチョイ悪風な態度にスイートな感情を揺さぶられる二人の間に、腰に手を当てたエミリアが割って入る。

　彼女は伸ばした指でパックの頭を摘まんで持ち上げると、「にゃうん」といかにも猫好きの心を鷲掴みにしそうな悲鳴を上げさせて、




「パックも悪ノリしないの。それと、甘いものも食べすぎちゃダメ。それでぶくぶく太ったら、もう肩に乗せてあげないんだから」




「ふふふ、嫉妬かい？　自分が一番じゃなきゃリアは嫌なんだね。大丈夫だよ、安心おし。ボクの心の帰る場所はいつだって君のところだよ。たとえ浮雲のように風に揺らめいたとしても、帰る場所はいつも……にゃにゃにゃにゃ！」




　歯の浮くような口説き文句を言っている最中に、ぎりぎりと頭を摘まむ指の力が強められてギブアップ。

　ぐったりと動かなくなったパックを眺めてため息をつき、エミリアはそれから恨めしげな目でスバルを見ると、




「スバルの悪い影響がうちの子に……」




「俺のせいかなぁ、だいぶ素じゃね！？　それをアイアンクローで矯正って、西遊記的な家庭の闇を見たよ、俺は」




　気分は三蔵法師と孫悟空のやり取りを傍目で見るが如し。

　とはいえ、今までのやり取りで二人の親子的な関係は逆だったと思ったのだが。――まあ、シリアスシーンを除けばパックの態度はあんなものなのだろう。決めるところで決まっているのなら問題はあるまい。




「まぁ、昨日に関しては決めるべきシーンで役立たずだから決まってないわけだけど……おい、今のままだとお前、口軽いだけの喋る猫だぞ」




「にーちゃはそれでいいのよ！　いるだけでいいかしら！　他の部分はにーちゃの美点の一部に過ぎないのよ」




「お前の崇拝ぶりもかなり鬼がかってんな！　それはそれとして、禁書庫の番人って俺の厨二マインドがかなりくすぐられんな。そこんとこ詳しく」




　両手をピストルの形に構えてツインで指差し。

　その仕草に心底嫌そうに自分のドリルを弄りながら、ベアトリスは渋々とした様子ながらも訥々と語り出す。




「さっきのにーちゃの説明でほとんど全部なのよ。もっとわかりやすく言えば……お前が入ったあの部屋がそうかしら」




「ああ、あの本まみれの」




　床が抜けないか心配になった蔵書量を思い出し、なるほど禁書庫というだけあるなと思う。その反面、アレ全部が外部への流出禁止の発禁本だとしたら、もはや軽く犯罪的な感じすら漂わないだろうか。




　禁書――それは男たちの心を掴んで揺さぶり、決して放さない素敵ワード。

　思い返せば中学校の頃、性の青い花が真っ盛りだった頃には、そんな青い衝動を解放してくれるお宝本を『禁書』などともてはやしたものだ。

　特にスバルの所属する剣道部はなぜか圧倒的な禁書の保有率を誇り、部活棟の剣道部部室の床下には専用の保管庫があったほどである。

　それも因縁のある野球部との諍い、文化祭での他校との触れ合いの中での情報流出――そして卒業間際の禁書保管庫まさかの炎上沙汰。

　それを機に、剣道部の部室は撤廃され、生き残ったものの行き場を失ったお宝本は各地へと散っていったとの話だ。




「今、思い返すと後輩に悪いことしたよなぁ。脈々と受け継がれてきた剣道部の禁書庫の歴史。時代とジャンルでソートしてた整然さが、今となっては懐かしい……」




「ベティーが質問に答えてやったのに、今、お前が世界一くだらないこと考えてるのが伝わってきて死ぬほど腹が立つのよ」




「カリカリすんなよ、小魚食えよ。カルシウムとると心が落ち着くし、背丈も伸びるかもしんないぜ？　俺はエミリアたんぐらいの身長差が、抱きしめたりラブコメするのにちょうどいいと思うんだけど……」




　憤慨するベアトリスに忠言する風を装って、ちらちらとエミリアへの好意の牽制。が、彼女は今のスバルの妄言に関してははっきり切り捨てたようで、むしろそれとは違う点が引っかかったように指を立てた。




「ちょっと待って、スバル。今さっき、禁書庫に入ったって言わなかった？」




「入ったよ。部屋戻って不貞寝しようとしたら、自分の職場にリフォームしてやがんだよあのドリルロリ。おまけにそのあとはニュルって人から精気ごっそり持っていきやがるし……ヤクザの手口か、てめぇ」




　三白眼をさらに鋭くしたスバルの文句に、ベアトリスは顔を背けて無視の態度。エミリアは今度はそちらの彼女へ話題の水を向け、




「ベアトリス……まさかスバルを書庫に招き入れたの？」




「それこそまさか、なのよ。ベティーがこんな卑しい奴をわざわざ呼び込む理由がないかしら。……勝手に、『扉渡り』の正解を引きやがったのよ」




「口調から品位が抜けてきてますわよ、レディ。おほほほほ」




　口元に手の甲を当ててお上品に笑うスバルにベアトリスが無言の激昂。そんな一方的に心温まる二人の触れ合いの背後で、それまで黙っていたロズワールが「へえ」と己の鼻に触れながら、




「私でも手当たり次第でなぁかなか辿り着けない禁書庫に、ベアトリスの許可なく繋がるなんて……相性がいいんだろね、君ら」




「「はーぁ！？」」




　二人して顔をしかめてロズワールに振り返る。そのまま互いに同じ動きで顔を戻して睨み合い、同じ流れで唇をへの字に曲げる。




「表情が鏡映しよ、二人とも」




「可愛い可愛いベティーとこれが？　笑えない冗談なのよ」




「右に同じだっつの。そもそも俺はロリ属性ねぇの。そんなこと言われたら、俺もう笑えないよ。笑えなく、なっちまうよ……」




「なんでそんな深刻ぶるのかしら！　もう嫌なのよ！　あとはお前らで勝手にやってるといいかしら！」




　顔に陰影を入れる芸の細かさを披露するスバルに、ついに堪忍袋の緒が切れたベアトリスが完全に噴火。

　彼女は席を立つとつかつかと食堂の扉へ向かい、乱暴にそれを押し開ける。

　と、




「あれ？　廊下は？」




　思わずそんな疑問が出たのも仕方がない。

　なぜなら、屋敷の中央へ通じる廊下と繋がっていたはずの扉の向こう――そこに、スバルが一度入った書庫が広がっていたからだ。

　これ以上は無理、とばかりに詰め込まれた書架の森、その部屋の中に足を踏み入れたベアトリスは、どこか勝ち誇るような顔をスバルに向け、




「これが『扉渡り』なのよ。その高尚さを目に焼き付けて、せいぜい震えるがいいかしら。――しばらく、お前の顔なんて見たくもないのよ」




　扉が思い切り閉められ、その向こうに小柄な少女の姿が消える。

　目を白黒させるスバル。そんな彼をさらに驚かせたのが、閉じた扉を言われてもいないのに再び開いて見せたラムの行動だ。

　今しがた、乱暴に閉じられた扉がゆっくりと開かれると、その向こうにはスバルも自らの足で歩いてきた通路が広がっている。

　つい一瞬前まで、書庫と繋がっていたとは信じられない現象だ。




「なるほど。つまり、屋敷の扉のどことでも、自室に繋げられる魔法ってわけだ。ひきこもり御用達だな」




「理解がはぁやいね。そのひきこもりってのがよくわからないけど」




「飯とか風呂とか必要なとき以外、部屋にこもって出てこない寄生虫のことだ」




「なぁるほど。うん、じゃベアトリスはひきこもりだねぇ」




「――聞こえてるのよ、お前ら」




　ラムが閉じた扉が向こうから少しだけ開かれ、そこから顔だけを覗かせたベアトリスがこっちを見ている。

　顔も見たくない発言の直後にこれだ。スバルは腰に両手を添えて、鳥の羽ばたきのようなアクションを付けながら小刻みにステップ。




「あれあれあれ？　どうしたんですか？　どうしたんですか？　さっき勢いよく出てったとこですけど、なんかあったんですか？　忘れ物ですか？　そら困りものッスね。ねえねえ、どんな気持ち？　今、どんな気持ち？」




　炸裂するＮＤＫ（ねえ・どんな・気持ち）ダンス。

　それに対する返礼は簡素ながらも強力なもので、つまり扉からこちらへ掌を伸ばしたベアトリスによって、魔法力でぶっ飛ばされるというものだった。




「ぼんじょるのっ！」




　見えない空気の塊に思い切りブン殴られて、決して軽くないはずのスバルの体が軽々と宙を舞う。

　上下左右がわからなくなる感覚に振り回され、食堂のテーブルすら飛び越して壁に激突。壁掛けの絵や調度品が揺れるのを、素早く駆けつけたメイド二人が見事に押さえる。

　足下に倒れたスバルを容赦なく足蹴にして、ナイスフォローだった。
第二章１２　『相性が良くて悪い二人』
　スバルを吹き飛ばし、一息ついたベアトリスはそっと満足そうに微笑む。

　それから暴力を振るった掌を今度は表に向けて視線をずらし、




「ざまーみろなのよ。……にーちゃ、こっち」




「はいはい。それじゃ、リアとはあとでね」




　手招きする少女に呼ばれて、ふわふわと浮遊するパックが扉へ向かう。掌でその来訪を歓迎すると、今度こそ扉が閉め切られてターンエンド。

　相手のカードを切るターンが終わり、今度はスバル側のターンとなるのだが。すでに満身創痍のスバルに、次のカードを切る気力がすでにかなり弱い。







　スバルは自分を踏みつけにしたまま、調度品の角度を丁寧に直している双子を恨めしげに見上げて、




「そりゃ一銭の金にもならねぇ俺と比べりゃ優先度はそっちのが高ぇだろうけどさ……客人を踏みつけていくメイドってのはどうよ」




「あら、聞きました、姉様。おかしなことを言っていますわ」

「ええ、聞いたわよ、レム。頭が残念な発言が出ているわね」




「口悪っ！　っつか、大丈夫そうならとっとと上からどけ！　下着も青とピンクで揃えてんのか、そこだけ評価し……ばんくらちおんっ」




　ツインで顔面を踏まれて発言が中断。「きゃーいやー」と棒読みでシンクロしながら遠ざかる双子。彼女らは顔に足跡を付けて立ち上がるスバルを見ながら、互いに手を取り合って顔を寄せ合い、




「だってお客様……改め、スバルくんは同僚になるのでしょう？」

「だってお客様……改め、バルスって立場同じの下働きでしょ？」




「おい、片方、俺の名前が目潰しの呪文になってんぞ」




　小中学校で、まず間違いなく一度は触れられる鉄板ネタだ。意図せず元の世界とのコラボを披露した桃髪は当惑したように首を傾ける。

　が、彼女らの言にも一理ある。それはつまり、




「俺の立場ってアレか。やっぱ使用人の下男的なポジション」




「現状だと、ラムとレムの二人の指示で屋敷周りの仕事を手伝ってもらうのがベストだろうねぇ。不満でも？」




「不満があるとすれば、雇ってと養ってをちょっと間違えたさっきの自分にしかねぇよ。……まぁ、ものは考えようだけどな！　ひょっとしたら働く男の横顔に、意中のあの子はキュンキュンするかもしんないし！」




　労働、社会奉仕、それをしてこそ一端の男という感じはある。

　期待を込めてちらちらとエミリアの様子をうかがうと、彼女はそのスバルの視線に対して曖昧に微笑み、




「えっと、よくわからないけど、頑張ってね？」




「おう！　超豪華客船にでも乗ったつもりで任せてくれていいぜ！　働いたことなんて、一回もないけどな！」




　就労経験ゼロなら、就労経験しようと決意したことすらゼロ。穀潰しオブ穀潰しであった自分の目覚ましい進歩がいっそ誇らしい。

　が、周囲はそんな晴れやかなスバルの気持ちを酌んではくれないようで。




「姉様、姉様。仕事がほんの少しでもはかどると思ったレムが馬鹿でした」

「レム、レム。少しでも手抜きができるって期待したラムが馬鹿だったわ」




「姉様は少し本音を建前のオブラートに包むことを覚えようぜ！？」




　期待外れの落胆の気持ちを隠さない双子。必死で抗弁するが、傍らのエミリアすら疲れた様子で吐息していて心が折られそうになる。

　そんなスバルの顔があんまり哀れだったからか、エミリアは慌てて「それでも」と前置きして、




「スバルの手指とかの感じからすると、仕方ないかもね。頑なだから聞かないけど、働かなくて済むような立場だったんだろうし」




「なんかそれだけ聞くと本格的に俺って怪しい立場だよな」




「一生懸命に人がフォローしてあげてるんだから茶化さないのっ」




　アテレコすると「めっ」といった感じで額を突かれ、ついでにスバルはその伸びてきたエミリアの手をキャッチ。

　「あ」と驚く彼女の腕を目にして、その指の細さと綺麗さに感嘆。彼女の方こそ、働く女性の指には見えないが。




「ナカーマ」




「その発音、すごーく嫌。それに一緒じゃないわよ。私はちゃんと身の回りのことは一通り自分でできるもの。今でこそこの屋敷のお世話になってるけど、元々はひとりでやってきたんだから」




　握られた手を振りほどき、エミリアはそれから「ふふん」といった感じで軽く胸を張る。家事技能を得ていることで、スバルより優位に立った気分なのだろう。

　そういう、ちょっと子どもっぽいところがやたらと可愛いのだが、彼女自身はそんな自分の仕草を『優雅』か何かと勘違いしている節があった。




「っていうか、それはそれとしても無能扱いはごめんだぜ！　言っとくが、俺だって家事がなにもかもできないってわけじゃないんだ。得意科目もあるよ！」




「へえ、ちょっと意外ね。なにが得意なの？　炊事、洗濯……お掃除？」




「裁縫だな！」




「また意外な技能が出てきた！」




　予想の斜め下から攻撃を食らったみたいなエミリアに、スバルは唇を尖らせてぶーたれることで不満をアピール。

　嘘でもハッタリでもなく、針仕事が得意なのは事実である。ちまちまと小さな針に糸を通し、それを駆使して繕い物をするのが隠されたスバルのスキルのひとつだった。




「とれたボタン付けたりとか、破れた小物繕ったりできるぜ！　あと得意なのは……服とか小物にワンポイント刺繍することだな」




「器用すぎて逆に使いどころに困る特技ね……」




　言いながら、そうだろうなぁとはスバルも思う。

　炊事、洗濯や掃除といったオーソドックスな家事と比べると、裁縫技能は一歩メジャー感に劣ると言わざるを得ない。毎日必須な三つに比べると、必須技能というわけでもないあたりが特に。




「なにを思ってスバルの家の人はそれを教えたのやら……」




「なんにも考えてねぇと思うし、教わったというより勝手に覚えたというか」




　「ふうん？」と興味ありげな目をするエミリアだが、スバルは「ま、ま、いーからいーから」とそれをかわして手を振る。

　それからスバルは双子に振り返ると、無意味に胸を張って尊大に、




「で、だ。そんな俺にどんな仕事を任せるのか。先輩である姉様方の意見に従わせてもらうよ！　粉骨アレしてな」




「「砕身」」




「それしてな」




　ちょっと一瞬出てこなかった単語を三人で指差し確認。

　すでになかなかの連携を見せる使用人グループを見ながら、ロズワールは満足そうに「うんうん」と顎に触れながら頷いて、




「仲良きことは美しきかな。お互いのわだかまりもなぁいようで、雇い主としても大いにけっこうなぁことだよ。ねぇ？」




「やりやすいというか、不思議と波長合う感じっつーの？　間違いなく相性はいいと思うぜ、あのロリよりな！」




「よっぽどベアトリスと相性良かったのが嫌だったのね……」




　不憫そうにエミリアがそう呟くのが、この長々と続いた朝食の場の騒がしいやり取りの締めくくりの一言となった。




　軽く手を叩き、ロズワールは残った四人の視線を集めると、それから壁に掛けられた額縁のようなものを指差す。

　つられてそれを見やり、スバルは困惑を眉を寄せて表現。

　――その額縁にはめ込まれているのが、これまで廊下などでちらほら見かけた絵画などでなく、拳より少し大きいくらいの結晶だったからだ。




　水底のようにほんのり暗い青色、結晶はそんな妖しげな光をまとい、ぼんやりと食堂の中で五人の視線を受け止めている。それを指差しながら長身は、




「ほぉら、そぉろそろ水の刻も半分が過ぎてしまう。時間は有限だよ、テキパキといこうじゃぁないか。――ラムとレムはさっき言った通りに。エミリア様は私の部屋に一度寄ってください。それじゃ、解散」




　ロズワールのその言葉を最後に、完全に朝食の団欒は終了だ。

　レムが食卓に並ぶ食器類を手早く片付け始め、エミリアが今後のスケジュールを思ってか物憂げに吐息。ロズワールはそれこそ弾むようなステップでスバルに歩み寄ると、微妙に置いてけぼりな彼の肩を叩き、




「それじゃぁ、君の仕事ぶりに期待させてもらうよ。もちろん、雇ったからにはお給金も出すし、そこの心配はしなぁいようにね」




「雇用内容に関してはあとで詳細に詰めるとして……とりあえず、便宜図ってもらってありがとう。旦那様とか呼んだ方がいいのか？」




「あはぁ、客人の前でなければロズっちで構わないよ。案外、人にそうした渾名で呼ばれることに新鮮味があってねぇ」




　黄色の方の目をウィンクさせて、ロズワールは軽く手を振ると食堂を退室。その直前にラムに軽く目配せし、それを受けた桃髪の少女は頬を赤らめると無言の指示を与えられたように何度も頷く。

　表情と語調の変化に乏しい双子なのだが、ロズワールと接するときだけはその淡々とした姿勢が崩れる。忠犬、といった単語が頭をかすめた。




「それじゃ、バルス」




「あ、もう完全にそれで行く気なのね」




「ええ、そうね、バルス。ロズワール様のご指示だから、まずはあなたに屋敷の案内をするわ。はぐれないでついてきて」




「エミリアたんじゃねぇんだから、そんなふらふらしねぇよ」




「ス・バ・ル！」




　からかい言葉にエミリアが頬を膨らませる。一音ごとに区切って呼んでくる呼び方に新鮮な印象を受けながら、スバルは破顔して彼女を指差し、




「イッツ小粋なパーティージョーク。こんな軽口も受け流せないんじゃ、素敵な女王様にはなれませんことよ、フロイライン」




「ふろいらいんってなによ……」




「そのへんも含めて要勉強だ。人生は無限に続く山道を丸腰で上り詰めるが如し。途中途中でアイテム回収って名前の知識収集怠ると、てっぺんどころか三合目ぐらいでドロップアウトしちゃうかんな」




　押し黙るエミリアは目を見開き、今の言葉に感銘を受けているようだ。

　さすがに学校生活を途中でドロップアウトした男の発言は重みが違う。自虐ネタで内心傷付きながら、スバルは「さて」とラムを見て、




「んじゃま、名残惜しいけど行きますか、先輩」




「そうしましょう、バルス。それではエミリア様、また後ほど」




　スカートの端を摘まんでお辞儀、それから扉へ向かうラムの背中に続く。桃髪を揺らす彼女についていくスバル。それをエミリアが最後に、




「スバル。私もだけど……スバルも頑張ってね」




「なにそれ超嬉しい、やる気モリモリ出たわ、女神か」




　ジャージの裾をちょこんと摘まみ、ラムにならってお辞儀して、エミリアの表情を珍妙なものに変えてやってから食堂を退室。

　通路に出たところで足を止めていたラムは、今のスバルの仕草を見てその動かない表情をわずかにしかめて、




「メイドに求められる条件と、使用人に求められる条件は違うわよ」




「わーってるよ。でも、せっかくハウスキーピングするんなら、俺も優雅で艶やかにやりたかったんだよ。そだ、制服とかってあんの？」




　さすがにジャージ姿のまま使用人生活スタートというのも味気ない。

　もちろん、動きやすさでいえば万能素材には違いないのだが、




「やっぱ、いざこうしてお貴族様のお屋敷に御勤めに出されるとなると、格調高い感じの服装とか憧れるよなー。意外とフォーマル似合うと思うんだよ」




「そうね、服装は大事ね。ちょうどいい服が、ええ確かあるはず」




「そっかそっか、じゃまずそれ着るとこからにしようぜ。俺ってだいたい形から入るタイプだから！　試験勉強とかも、まずは勉強に打ち込めるように部屋の掃除から始めるぜ」




　そしてそのまま帰ってこない。

　親指を立てて歯を光らせるスバル。そんな彼をラムは両手の指を立て、「んー」と呟きながらその全身を眺める。

　それだけでおおよそ、服のサイズを測り切れたのか、満足そうに頷いたラムは手で上階を示し、




「二階に使用人用の控室があるから、着替えはそっちに。バルスのサイズだと、きっと先々月に辞めたフレデリカの服が合うわ」




「おー、ちょうどいいところで辞めてくれたなフレデリカ……女じゃね？」




「ガタイはだいたいバルスと同じくらいだったわよ」




「でも性別違いますよね？」




　歩き出した足を止めて振り向き、ラムは白い目でスバルを見る。それから疲れたように吐息を漏らして額に触れ、




「優雅で艶やかに決めたいっていうからそうさせてあげようとしてるのに、いったいなにが不満なの？」




「エミリアたんならまだしも俺がメイド服着て誰得だよ！！　変な性癖に目覚めて俺得になったらどうする！　可能性があるから芽生えたくねぇ！」




　異世界突入以来、色んな性癖が鮮やかに咲き始めている今日この頃だ。

　これで女装という扉まで開いてしまうと、ナツキ・スバルという男の原型がどこにも残らなくなってしまう。




　怒鳴り散らすスバルの声にラムは耳を塞いでリアクションし、それから肩で息をする彼を見ながらつまらなそうな顔で、




「やっぱりレムがいないと調子が出ないわ。もう行きましょう」




「俺よりマイペースとかマジ先輩ぱねぇッス」




　これぐらい揺るがない心がないとやってけないのかなぁ。

　元の世界と異世界を通じて初めての職業体験の前に、その壁の高さを早くも思い知って憂鬱になるスバルだった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――余談ではあるが。




「二階の使用人控室の……そうね、西側の部屋ならどれでもいいわ。好きなところを自分の部屋にしなさい。そこに制服も置いておくから」




「うーい、了解。んじゃ、そうだな……」




　屋敷の二階へ案内され、制服と仮住まいが与えられるに当たり、候補として挙げられた部屋を眺めるスバル。

　とはいえ、位置が多少ずれるだけで中身は一緒のはずだ。それならば階段などに近い方が移動に便利だろう。

　そんな気持ちで適当な扉のドアノブをひねる。




「んじゃ、この部屋を……」




「にーちゃ素敵。モフモフ最高なのよ、モフモフモフ」




　開いた瞬間、書庫の中で思うさまに小猫をモフるロリを発見した。

　その気配に気付き、ゆっくりと縦ロールの視線がこちらへ向けられる。スバルは廊下に立つラムを見て、彼女が首を横に振るのを確認。

　それから眼前のベアトリスに向けて、頭を掻きながら、




「おめでとう。俺は新たなモフリストの誕生を祝福する！」




「いいからとっとと閉めるのよ！」




　魔法力にぶっ飛ばされて廊下の壁にまたも激突。

　後頭部からいって目を回すスバルを尻目に扉がバタンと激しく閉められた。




「てめ……この……！」




　頭を振り、まだちかちかする視界の中でさすがのスバルも怒り心頭だ。今しがた閉まったばかりの扉を開き、中のいちゃつきに文句をぶちまけようとする。が、




「人のモフっ子に手ぇ出しやがって、慰謝料払え、慰謝……おう？」




　唾を飛ばしながら足を踏み入れると、そこにはベッドとクローゼットが設置されただけの簡素な部屋が広がっていた。

　さっきの書庫の気配は微塵もない。『扉渡り』の効果だろう。




「一度、ベアトリス様が気配を消されたらもうわからないわ。屋敷の扉を総当たりしない限り、あの方は自分からは出てきてくださらないから」




　きっぱり、敗北を認めろとでもいうようにラムがそう言う。

　後ろから慰めるように肩を叩かれ、その感触にスバルは己の敗退を――、




「すっげぇ、ムカついた。俺が悪いみたいなあいつの態度が悪い！」




　認めなかった。

　ラムの手を振り切り、スバルは振り返ると廊下を全力でダッシュ。目を見張るラムの前で、廊下の一番端の扉のところまで駆け抜けると、




「ここだぁ！」




「モフっ！？」

「すごいね、スバル」




　少女の悲鳴と灰色の猫の賞賛。

　再び『扉渡り』を破られたベアトリスの顔に動揺が走るのを見届け、今度は吹っ飛ばされまいと即座に書庫の中に転がり込む。

　ハンドスプリングしてヘッドスプリング。側転してからロンダートでひねりを入れて、バク転して最後に華麗にバク宙――少女の前に着地。




「よし！　十点！」




「埃めちゃめちゃ上がったのよ！」




「てめぇがちゃんと職場の掃除とかしてねぇからだろうが！　そも書庫に猫なんか連れ込んでんじゃねぇよ！　厚手のカバーで爪とぎされるぞ！」




「ボクの手はリアに深爪されてるから平気だよー」




　がなり合うスバルとベアトリスの傍ら、のんびりとパックが呟くが口論する二人には届かない。

　そのまま屋敷中に響くような声で、怒声を交換し合う二人。




　遅れて禁書庫と繋がる扉に辿り着いたラムは、その二人の口論を見ながら小さい声で、




「仲はともかく、相性がいいのはホントのようだわ」




「「――そんなわけない！！」」




　シンクロした叫びが朝のロズワール邸を大きく揺るがしていた。
第二章１３　『約束した朝は遠く』
「そぉれで、その後のスバルくんの様子はどんなもんだい？」




　時刻は夜――すでに太陽は西の空の彼方へ沈み、空にはやや上弦の欠けた月がかかる頃、その密やかな報告は行われていた。




　広い部屋だ。中央には来客を出迎える応接用の長椅子とテーブルが置かれ、奥には部屋の主専用の黒檀の机と革張りの椅子が配置されている。

　黒檀の机には書類と羽ペンが散らばり、すぐ傍らにはまだ湯気の立つカップがほんのりと柔らかな香りを漂わせていた。




　一見して執務室、と判断できるそこは屋敷上階中央の一室だ。

　革張りの椅子に腰掛け、最初の問いかけを作ったのは藍色の長髪に、青と黄のオッドアイを双眸に宿した柔和な面持ちの男性――ロズワールだ。




　問いかけは囁くような声量だったが、相手には過不足なく確かに届く。それもそのはず、密談を彼と行う相手は彼のすぐ近く――椅子に座る彼の膝の上で、その小柄な体をさらに小さくして横座りになっているのだから。




「あの啖呵から五日――いや、四日と半日か。そろそろ見えてくるものもある頃じゃぁないかね？」




「そうですね。――全然ダメです」




　耳元で囁かれ、桃色の髪を大人しく撫でられるのはラムだ。部屋にいるのはロズワールとラムの二人だけで、彼女にとって半身とも呼べる双子の妹の姿はそこにはない。

　それは単純に、レムではなくラムがスバルの教育係の立場にあるためだ。




　その教育担当の明確なダメ出しに、ロズワールはきょとんとした顔をして、直後に吹き出しながら破顔した。少しせき込むほど。




「あはぁ、そうかい、全然ダメかい」




「バルスは本当に何もできません。料理もダメ、掃除も下手糞、洗濯を任せようとすると鼻息が荒い。どれも任せられません」




「それは使用人として由々しき事態だねぇ、特に最後」




　あの年頃なら仕方ないかなぁ、と苦笑する主を見上げ、ラムは改めて四日間のことを振り返る。その短く濃密な時間が克明に思い出されるたびに、彼女の端正な面持ちが冷たい仮面を剥がされて歪むのが傍目にもわかった。




「君がそんな顔するなんて珍しい。そんなにダメかい」




「ダメダメですね。下手なのではなくて、知らない様子です。育ちがよほど良かったとしか思えません。ですが、それにしては教養に欠けます」




「ああ、ちょっと聞いたよ。色々と、質問攻めにあったらしいねぇ」




「その聞かれた内容も不可解なので、どうしたものかと」




　眉を上げるロズワールに対し、ラムはスバルからぶつけられた質問をいくつか抜粋してこの場で上げる。それらひとつひとつを吟味し、ロズワールは「ふーむ」と顎に手を当てて思案顔だ。




「確かにエミリア様の好きなものは謎だね」




「ロズワール様、ロズワール様。その芸風、バルスに似ています」




「むむっ、そぉれは困った。私としたことが変人・変態・変わり者の舞台で後れを取るなんて……悔しいことだ」




　真剣に眉を寄せて思い悩む主人に、ラムは気付かれないように吐息。それから腕の中で体勢を変えて、横座りの身をさらに内側へ潜らせる。

　より深くロズワールの体に組みつきながら、その温もりを味わうように目をつむるラム。その桃髪を優しく、大きな掌が柔らかに撫でた。




「それでラム、肝心の話だ。――それで、間者の可能性はどうかな？」




　声音の調子は変わらないまま、ロズワールは笑みを崩さず問いかける。主語のない問いかけだが、求めている答えはわかっている。

　ラムは目を閉じたまま、目前の温もりとは違う男の顔を思い浮かべ、




「否定はできませんが、その目はかなり弱いと思います」




「ふぅむ、その心は」




「良くも悪くも……というか、特に悪い意味で目立ちすぎです。当家に入り込む手段もその後も……そもそも、彼自身が」




　口ごもりながらもズケズケと答えが出る。

　問いに対する否定の言葉ではあったが、ロズワールはその返答に満足したように微笑む。我が意を得たり、とばかりの主人の微笑み。その微笑みを直接向けられたわけではないのに、ラムは己の頬が熱くなるのを自覚していた。




「なるほど納得。となると、彼は本当に善意の第三者か」




　言いながら椅子を軋ませ、ロズワールが体の向きを変える。これまで机と正面から相対していた体を正反対――ちょうど、月明かりが煌々ときらめいている大窓の方へ。

　左右色の違う双眸が細められ、眼下の光景に彼は口の端をゆるませたまま、




「しぃかし、彼もめげないねぇ」




　執務室の窓から見下ろせるのは、屋敷の敷地内にある庭園だ。少し背の高い柵と木々に囲まれたその場所は、外から見えない代わりに屋敷の窓からは非常によく見渡せた。

　その月明かりを盛大に受ける庭園の端、そこに銀髪の少女と黒髪の少年が談笑している姿がある。

　相変わらず、一方的に話しかけているのは少年の方のようだが、それに対する少女の表情は決して不快げな方向へは傾かない。




「微笑ましいものだ。ああいう情熱はもう私には持てないものだよ」




「アレぐらい追ってきてくれた方が女は嬉しいものですよ」




　独白のつもりだったのかもしれない言葉に返答し、目を開けたラムは主が至近で自分を見下ろしているのに気付く。

　そっと唇を震わせ、ラムは潤んだ瞳でその双眸と見つめ合う。が、




「ひょっとして、意外とスバルくんを高評価してる？」




「……全然ダメですが、悪いとは思いません。仕事に関しても物覚えは悪くないし、ただ知らないだけだから」




　不満を瞳に宿すラム。彼女の少し温度の冷えた答えにロズワールは曖昧に笑い、髪を梳いていた手で彼女の頬をそっとなぞる。

　ふっと、陶酔したように瞳を揺らす少女の期待に応えながら、ロズワールは静かに瞑目して今の答えを思う。




　ラムがこうして他人を評することは珍しい。

　知る機会を得ればもっと伸びる、と言外にそう進言しているのだ。よほど、黒髪の少年は彼女たちのお気に召したのだろう。

　その事実が素直に、ロズワールにとっては喜ばしい。




「私の立場としては、邪魔するべきなんだろうけどねぇ」




　黄色の瞳だけで庭を見下ろし、ロズワールはそうこぼす。それに、




「どちらも子どもですから、放っておいても何も起きませんよ」




「それは言えてる」




　かすかな笑声が執務室で重なり、少年と少女の逢瀬を見下ろしていた窓の幕が引かれる。

　――その後の執務室の様子は、月すら見ることは叶わなかった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　月が空の中央に我がもの顔で居座る時刻、スバルは気合いを入れていた。




　袖を通した執事服の皺を伸ばし、己の身だしなみを窓に映して再確認。そろそろ着用四日目に突入し、この衣服にも着慣れてきた頃合いだと自分で思う。




「悪くない、悪くないぞ、俺。大丈夫、やれる。風呂上りの自分って鏡で見ると五割増しイケメンに見える。その現象が今、きてる気がする」




　客観的に五割増してるかは謎だが、自己暗示も十分に大事。

　雰囲気だけでもイケメンの気配をまとったまま、スバルは軽く深呼吸してから足を踏み出す。

　短く刈り揃えられた庭園の芝生を踏みしめ、向かうのは緑の一角――背の高い木々に囲まれ、一際強く月の恩恵を受けている場所だ。




　そこに銀髪を月光にきらめかせ、淡い光をまとう少女が座っている。




　青白い輝き――その蛍の光にも似た現象の正体が『精霊』なのだと、今のスバルは知っている。

　その事実を含めた上で、その幻想的な光景には見るものの心を捕えて放さない悪魔的な魅力があった。




　思わず足を止め、息を呑む。その気配に気付いたのか、ふと目を閉じて囁いていた少女の双眸が開かれた。

　二つのアメジストが正面、歩み寄るスバルを視界に捉える。

　声をかけるより先に発見され、スバルの動悸がわずかに逸った。そんな動揺を表に出すまいとするようにスバルは手を挙げ、




「う、ういッス。こんなとこでキグーじゃね？」




「毎朝、日課に割り込んでくる癖に。それに奇遇って……同じ屋根の下よ？」




　動揺が隠れる気をなくしている掴みの一言に、エミリアはすでに珍しくない吐息から入る会話の流れだ。

　スバルはそんな彼女の態度を前に鋭く呼吸、「うし」と気合いを入れ直し、




「ひとつ屋根の下って、改めて言葉にするとなんかむらむらするな」




「たまに言うけど、そのむらむらってなに？　すごーく、こう、背中がぞわぞわってなる響きなんだけど」




　寒気でも感じたかのように、己の肩を抱いて身を震わせるエミリア。スバルは彼女のその仕草に破顔し、もはや当たり前のように座る彼女の隣に腰を下ろす。距離はほんの拳三つ分、微妙な距離感がヘタレの証である。

　すでにそうして隣り合って座るのに慣れ切ったのか、今さらエミリアもそれを指摘したりはしない。

　毎朝の日課と、食事を一緒にするたび隣にこられれば、それを言及する気など失われて当然だろう。




　彼女のその無言の許容が内心嬉しくてしょうがない。よって、その後のスバルの声は自然と抑え切れない喜びが端っこからにじみ出たものになる。




「で、で、何してんの？　何してんの？」




「子どもみたい。……朝の日課の延長をしてるの。だいたいの子とは朝のうちに会えるんだけど、冥日にしか会えない子たちもいるから」




　エミリアの答えにスバルは納得、と頷きで応じる。

　『冥日』というのはこの世界特有の時間表現で、おおよそ夜の六時から翌朝の六時までの十二時間を意味する。逆に朝の六時から夕方六時までの時間を『陽日』と呼んでいて、元の世界の午前、午後といった括りの代わりに一般的に使用されているのだ。

　ちなみに、一日の時間は二十四時間でほぼ元の世界と同一。人間の活動時間なども変わらないようで、体内時計が狂わずに済んで一安心なスバルだ。




　さらに細かな分類もあるにはあるらしいのだが、そのあたりのことはまだ詳しくは聞いていない。スパルタな教育方針を取る先輩は、それよりも仕事内容を優先して教えてくださるからだ。よっぽど、自分が楽をしたいらしい。




　心中で四日間のスパルタへの恨み節がこぼれ始める。が、そんな最中にもエミリアの冥日限定のお友達との会話は進行中だ。

　夜にしか会えない友達、というとなんだか妖しい響きにも感じる。

　自分で自分の内心に変な照れ臭さを感じ、スバルは己の鼻をこする。そのまま、エミリアと精霊の静かな談笑を見守りながら、ぽつりと、




「なんか人魂みてぇだな」




　それまでゆるやかだった精霊たちが機敏に動き出し、エミリアの隣に座るスバルの顔面を取り囲むように展開――ふいに鋭い痛みが顔中を刺激する。




「ぶわぅ！　痛い痛い痛いっ！　爪楊枝で突かれたみたいに痛ぇっ！」




「不用意なこと言って怒らせないの。私の言うことまで聞いてくれなくなっちゃうじゃない」




　怒れる精霊たちの気持ちに同感なのか、集中攻撃を受けたスバルに対するエミリアの態度はそっけない。

　もっとも、精霊が離れたあとも痛がるスバルに、「仕方ないんだから」と治癒魔法をさらりとかけるあたりが彼女の善良性を表していたが。




　淡い輝きに痛みを癒され、スバルは転ばされた体勢のまま、上目にエミリアの様子をうかがう。

　芝生に寝転がる彼の前で、エミリアは先ほどの幻想会談を続行中だ。




　ふと、その美少女と精霊の共演に陶然と見惚れている自分にスバルは気付く。

　それがどうにもむず痒くて、さっきは思わず軽口を叩いてしまったが、ただただ無心になってみればどうということはない。

　むず痒さなど彼方へ消え去り、頭も心も空っぽにして、ただ眼前の光景を前に阿呆のような面をさらしていればいいのだ。




「見てて面白いものじゃないでしょ？」




　無言のスバルが珍しかったのか、ふいにそうこぼしたのはエミリアだ。

　精霊をまとう彼女のかすかに申し訳なさそうな声音に、体を起こしたスバルは「いや」と軽く手を振り、




「エミリアたんと一緒にいて、退屈と思うことなんてねぇよ」




「なっ」




　あまりにもストレートな言葉に、思わず息を詰まらせてエミリアが赤面する。そんな彼女を見ながら、スバルもまた自分の発言を振り返って耳まで赤い。

　狙って出た言葉ならまだしも、今のは完全に素面で出た台詞だ。

　自分の本心には違いあるまいが、心の準備も待たずに勝手に飛び出すとは独断専行もいいところである。




　ふいに互いの間に落ちてしまう沈黙。それが照れ臭くて、スバルは「あ、あー」とわざとらしく声を大きくしてから、




「それにほら、ここ何日かはゆっくり話す機会もなかったじゃん？」




「そう、そうよね。スバルはお屋敷の仕事を覚えるのに大変だっただろうし。うん、一生懸命やって……うん、一生懸命……だったもんね」




「フォローの気持ちが嬉しくて情けなくて泣きそうなう」




　雰囲気を誤魔化すための話題で墓穴を掘り、思わず悲しみをツイート。

　己の情けなさに地面に「の」の字を書き始めるスバルを、エミリアは気まずそうな顔でどう慰めるか悩みながら手をさまよわせる。




　この四日間、使用人として新たな生活をスタートさせたスバルの評判は、かなり贔屓目とオブラートを多用し、上層部に賄賂と袖の下をふんだんに贈ったとしても、『使い道なし』の評価がいいところだった。




　炊事、洗濯、掃除といずれの家事技能も持ち合わせていないスバルは、屋敷の使用人スキルとして必須のそれらの習得にまず追われることとなる。

　現状は先の三つのスキルはいずれもＡＬＬ『Ｃ』判定だ。




「ほつれたエプロンのボタンをつけ直したときだけ『Ｓ』判定貰ったよ」




「ホントに一部だけ突出して器用なのね」




「丸く平たいつまらない奴より、とんがった鋭い男になれよって育ったもんで」




　無計画で放任主義な親の教育方針の賜物だ。

　それで裁縫スキルを伸ばしたのは我ながらどうかしている。




「あ、でもベッドメイキングの技術には自信あんだよ。高一のときにホテルマンになる夢見たとき、夏休みの半分潰して練習したから」




「ひょっとして、ここ三日間のベッドがすごーくピッシリしてるのって……」




「心を込めて、なによりも愛情を注いでメイキングしました」




　それこそ、「ここがエミリアたんの寝る部屋で、これがエミリアたんの眠るベッド。そして包まれる布団とシーツ！　むはー！」と感動にむせび、誠心誠意を込めすぎてラムにドン引きされたほどの力の入れようだ。

　あまりに力を入れすぎて、エミリアの部屋だけベッドメイキングの制限時間を付けられてしまったほどに。




「そっか、そうなんだ。よかった。スバルにも自信が持てることがあって」




　そんな一幕があったことも知らずに、エミリアはスバルが自信満々にできる仕事がある事実に嬉しそうに微笑んでくれる。

　良心がめった刺しにされる血の涙を流しつつ、黙して語らないスバル。エミリアはそのスバルに「それに」と前置きし、




「他の仕事もめげずにやってて偉いじゃない。ラムとレムもこっそりだけど、スバルのことを褒めたりしてたのよ？」




「マジか！　先輩方も見てないとこでデレてるとかマジツンデレーションしてんな！　でも正しい用法としては俺の前でやんなきゃ意味ないよ！」




　ツンデレは使用法を間違えれば、単なる嫌悪感と混同されがち。相手が素人の場合にはおススメできない諸刃の剣だ。

　その点、ツンデレのなんたるかを数々の恋愛遍歴（仮想空間）によって網羅したスバルにかかれば、目前でツンデリングすることは即ち『フィッシュオン』と同義だ。




　もっとも、肝心の双子の目には変態貴族しか映っていなそうだが。




「まぁ、俺の目にもエミリアたんの御姿しか映ってないからお相子だけど」




　肩をすくめてニヒルを気取るが、さすがに今のは照れ臭くてほとんど声にならなかった。故にエミリアにも届かなかったようで、少しだけ疑問符を浮かべて首を傾ける彼女は話題を変えて、




「でも、毎日大変じゃないの？」




「超大変、マジ苦しい。エミリアたんの腕、胸、膝の選択式ローテーションで眠りたい！」




「はいはい」




　すげなく受け流すエミリアの答え。彼女はそのままついと腕を伸ばし、その伸ばした細い腕に青白い精霊たちをまとわせる。

　まるで彼女の白い腕そのものが発光しているような光景に、思わず「ほへぇ」と抜けたスバルの感嘆。彼女はそれに苦笑して、




「そうやって茶化せる間は大丈夫そうね」




「折れそうになったら添い寝してね」




「考えておく……って答えるのなんか恐いから、嫌って言っておく」




「言質取り損ねた！！」




　頭を抱えて芝生に盛大に寝転ぶ。

　そのままひんやりとした草の感触と、満天の星空を見上げて吐息。ふいに吹いた風が短い前髪を揺らし、ふとスバルは思いのままに月を見つめ、




「――月が、綺麗ですね」




「手が届かないところにあるものね」




「ぐはっ」




「どうしたの！？」




　純文学的な表現を駆使したアモーレを、意図せぬコメントに撃ち落とされた。

　胸を押さえて痛みに呻くスバルに、エミリアが慌てた様子で近寄る。

　そして、




「あ……」




　と、近寄るエミリアが声を詰まらせた。

　寝転がったまま彼女を見上げ、その紫紺の瞳がスバルの胸――痛みを感じるアクションのために、胸に当てた手を見ていた。

　仕事での失敗が積み重なり、結果的に絆創膏だらけの左手を。




「おう、やべ、かっちょ悪い。努力は秘めるもんだよね」




　照れ隠しに手を背中に回し、スバルは右手で頭に触れて「テヘペロ」と反省のサイン。が、エミリアの表情は真剣なままだ。

　どうしたもんか、と彼女の反応をスバルが待っていると、エミリアはその瞳をわずかに伏せて、




「やっぱり、大変なのよね、みんな」




　と、まるで自分を戒めるようにそう呟くのが聞こえた。

　そんな彼女の独白を耳にして、スバルは「ああ」と静かに納得する。




　今、このロズワール邸で一からなにかを学んでいるのはスバルだけではない。エミリアもまた、女王候補として学ばなければならない様々な事柄を吸収している最中なのだ。

　一使用人と、一国の女王だ。求められるレベルも、その範囲も、比べるのが失礼なぐらいの重圧に決まっている。

　そんな重たいものを持たされていれば、疲れてしまうこともあるだろう。誰にも言えないそんな悩みを、彼女も抱いていたのかもしれない。




　ふいにエミリアの手が伸ばされ、スバルの反応が遅れる。彼女の手はこちらが背に回した腕を取り、彼女の眼前に導くというものだった。

　傷だらけの治療痕だらけの指を見て、エミリアは痛ましげに目を細め、




「……治癒魔法、かけてあげようか？」




　そう聞いてきた。

　問いかけは優しく、治療されるその最中の温かみは言葉にし難い。生まれたばかりの傷口は小さいながらも産声を上げ続けていて、今も意識すればひりひりとかすかな熱を訴えている。しかし、




「いや、いいよ、治してくれなくても」




「どうして？」




「んー、なんか言い難いんだけど……そだな。これは俺の努力した証だからだ」




　握られた手をそっとほどき、スバルはにんまりと笑って答える。

　目を見開く美貌の前で、そのボロボロの手を力強く握り、




「俺ってば意外と努力って嫌いじゃねぇんだよ。じゃなきゃ毎日筋トレは続かないわな。できないことができるようになんのって、カ・イ・カ・ン」




　リズムに合わせて腰を振り、身を回しながら立ち上がる。ふいに視線の位置を高くされ、慌ててこちらを追うエミリアの視線――それに指を突きつけた。




「大変だし、めちゃ辛いぜ？　でも、わりと楽しい。ラムとレムは意外とスパルタだし、あのロリはムカつきやがるし、ロズっちは案外なんにも言ってこねぇから思ったより影薄いし」




「それ、ロズワールに言ったらきっとカンカンよ」




「カンカンてきょうび聞かねぇな……」




　話の腰を折られたことを、腰を折り曲げて表現。それからバネ仕掛けの人形のように背筋を正し、しゅばっと掌を差し出してエミリアを牽制。して、




「ま、そうやって一個ずつ問題をクリアしてくのはいい。ここじゃ俺はそれしなきゃ生きてけねぇし……どうせなら、楽しい方がいいよな」




　元の世界では『楽』して生きられればそれでよかった。だが、こちらの世界ではそんな安穏とした生活は望めない。

　ならばスバルは『楽』しさぐらいは要求したい。理不尽にこの世界へ放り込んだ存在に対する、スバルにとっての意地ともいえた。




　そんなスバルの決意表明に、エミリアは時間が止まったように制止。ただ瞼だけを何度も開いては閉じ、それからふいに表情を崩した。




「そう、よね。うん、そうだと思う。ああ、もう、スバルのバカ」




「あれあれ、リアクションおかしくね！？　惚れ直してもいいとこだよ、ここ！？」




「もともと惚れてませんー。もう、バカなんだから……私も」




　心外を表現するために『命』と人文字でやるスバルに、最後のエミリアの呟きは届かない。

　彼女も座っていた裾を払い、立ち上がるとスバルの前で微笑む。




　さっきまでの重圧、その一端でも解消されたような彼女の笑みに、スバルは何も言えずにただただ見惚れる。

　こうなってしまったときのエミリアは、綺麗だとか可愛いだとかなんて言葉では全然表現できない存在になってしまう。そう、言うなれば、




「Ｅ・Ｍ・Ｍ（エミリアたん・マジ・女神）」




「感謝してるのにまたそうやって茶化す」




　少しだけ怒ったように額を突かれ、スバルはその位置を押さえて後退。そこがやたらと熱を持っているような気がするのは、きっと気のせいではない。

　彼女はそのスバルの反応に、小気味よい笑声を弾けさせた。




「それにしても……頑張ってるのはわかってるけど、どうやったらそんなに手がボロボロになるようなことになるの？」




「ああ、これは簡単。今日の夕方、屋敷の側の村までラムの買い物に付き合ったときに、子どもたちが戯れてた小動物に超ガブられた」




「努力の成果じゃなかったの！？」




「より大きな怪我で見えなくなったというべきか……俺、あんなに動物に嫌われるようなタイプじゃねぇんだけどなぁ」




　元の世界ではそんなに小動物から殺気を向けられるような体質ではなかった。でなければどうしてモフリストの第一人者を名乗れようか。

　もっとも、元の世界でも遺憾なく発揮された『子どもにやたら好かれるｏｒ舐められる』体質はこちらでも健在だった。




「あのガキども……容赦なく蹴るわ殴るわ鼻水拭くわ。最悪だった、チキショウ。明日は覚えてろよ……」




「なんか小さい子の面倒見とか良さそうだもんね、スバル」




「そりゃ勘違いだよ、エミリアたん。今からいい感じに手懐けておいて、いざ大きくなったときに収穫する算段なのさ。これぞ光源氏俺計画」




「悪ぶらなくても素直に認めればいいのに」




　取り合わないエミリアは「さて」と空を見上げて背を伸ばし、




「そろそろ私は部屋に戻るけど、スバルは？」




「エミリアたんに添い寝しなきゃだから俺も戻るよ」




「その業務内容はもっと使用人の実力に磨きをかけてからね」




「うおおーい、夢広がりｉｎｇ！」




　両手を掲げて天に吠えるスバルを、エミリアは小さく苦笑で見守る。

　と、スバルはそんなエミリアに腰をひねって振り返り、




「そだ。よかったら明日とか、俺と一緒にガキどもにリベンジ……もといラブラブデート……もとい、可愛い小動物見学に行かね？」




「何回も言い直したわね。……でも、うん、私は」




　口ごもり、そこから先をなかなか言い出せないエミリア。

　そんな彼女の反応にスバルは首を傾げる。行くのが嫌だ、といった感じの反応ではない。となると、




「ま、まさか、一緒に行って友達に噂とかされると恥ずかしいし……みたいな」




「そんな酷い断り文句、言わないわよっ」




　腰に手を当てて怒った仕草。効果音を付けるなら「ぷんぷん」といったその動きをしてから、改めて彼女は目を伏せる。




「嫌じゃないし、その小さい動物も気になるけど……」




「じゃ、行こうぜ！」




「でも、私が行くとスバルの迷惑になるかも……」




「よしわかった、行こうぜ！」




「……ちゃんと聞いてる？」




「聞いてるよ！　俺がエミリアたんの言葉を一言一句聞き逃すわけねぇだろ！？」




「スバルなんて大っきらい」




「あー！　あーー！　急になんだー！？　きーこーえーなーいー！！」




　耳を塞いで走り回り音を遮断。

　前言撤回を即座に行う思い切りの良さに、エミリアは毒気を抜かれたように笑う。それから「仕方ないなぁ」と前置きして、




「私の勉強がひと段落して、ちゃんとスバルがお屋敷の仕事が終わったら、って条件だからね」




「よっしゃ！　ラジャった！　超っぱやで終わらせてやんよ！」




　デートの言質を取り、ぐっとガッツポーズで応じるスバル。

　その現金な様子を見て、エミリアは肩を落としながら首を振り、




「スバルを見てると、私の悩みって小さいなぁってそう思う」




「そんなことねぇよ！？　みんな女王様になるかもしんないクラスの悩みとか抱えてたら、ストレス社会で胃袋ハチの巣だよ！」




　ついに堪え切れずに笑い出すエミリア。彼女の笑い声につられて、スバルもまた笑い出す。

　二人して、そうしてひとしきり笑い合って、この日の逢瀬は終わりを告げた。

　最後に、




「そういえば、どうして仕事終わったあとなのにその服装なの？」




「いやー、そういやエミリアたんにちゃんとこの格好の感想とか貰ってねぇなと思ってさぁ。どう？　わりといけてね？」




「うん、そうね。すごい仕事できそうに見える」




「期待が重くて潰れそうなう！」




　そんなやり取りがあったことを、ここに記しておく。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「うーい、ちゃんと寝たかよ、ロリっ子。あんまし遅くまで起きてると、成長ホルモンが分泌されなくて小さいままになんぞ」




「……当たり前のように『扉渡り』を破るようになりやがったのよ」




　適当な扉に当たりをつけ、中を覗いて適当な声をかけたスバルに、そんな恨みがましい返事があった。

　見ると、書庫の奥で木製の脚立に腰を落ち着ける少女がこちらを睨んでいる。手には分厚い本を抱えていて、ページは中ほどを開いているところだ。




「夜に暗いとこで漫画ばっか読んでっと、今に牛乳の瓶の底みたいな眼鏡かける羽目になって憧れの大学入試で超浪人すっぞ」




「またわけのわからない戯言を……ふざけてると石にするのよ？」




「はいはい畏まり畏まり。んじゃ、とっとと寝ろよ、おやすみぃ」




　おざなりに手を振って、戸を閉めようとすると「ちょっと」と声がかけられる。スバルが扉を閉める手を止めて振り向くと、ベアトリスはわずかに脚立の上から身を乗り出すようにして、




「なにか用事があってきたんじゃなかったのかしら？」




「んにゃ、別に。寝るから挨拶しようと思っただけ。ドア三つぐらい開けていなかったら諦めようと思ったけど、一発目で見っけたから」




「相変わらずどんな勘してるのよ、こいつ……」




　疲れたように縦ロールを引っ張るベアトリス。びよんと伸びたロールが、手を放された反動で弾む弾む。見ていてちょっと童心が震える。




「それやっていい？」




「ベティーに触れていいのはにーちゃだけなのよ。もういいからとっとと消えるといいかしら」




「んだよ、呼び止めといてそれかよ。はっ、まぁいいけどね！　俺、今は機嫌いいから全然許すけどね！」




　上機嫌をことさらアピールして、ベアトリスの顔に渋面を刻んでやってから部屋を出る。ただ、戸が閉まる瞬間に、




「――ベティーには関係のないことよ」




　とだけ、寂しげな声が聞こえたような気がしたのが少し気がかりだったが。




「つって、聞き返そうと思ってドアを開けると」




　開かれた扉の向こうは様変わりし、単なる客間へと戻っている。

　少しだけ後ろ髪を引かれる思いがあったが、また探してうろつき回るのも気が向かない。明日は早起きして、できるだけ仕事を早く片付ける必要があるのだし。




「村まで行って、適当に理由作ってガキどもまかなきゃな。おっと、その前にあのあたりで見晴らしのいい場所とか、花畑の位置とかリサーチしとかねぇと……前準備、これがどんな戦も大事！　戦う前に勝敗は決まってるもんだからな、やれるぜ俺」




　鼻の穴をふくらませ、明日への期待に胸を膨らませる。

　スキップするように宛がわれた自室――使用人用の個室に戻ると、着ていた執事服を脱ぎ捨ててぱぱっとジャージへモデルチェンジ。




「やっぱ寝るときゃこれだわこれ。一着しかねぇのが心許ねぇけど……ロズっちに頼んだら複製魔法とかかけてくれっかな」




　もはや世界に一着しか現存しない希少品だ。扱いに最大の注意を払ったその上で、普段着扱いで着こなす程度のぞんざいな貴重さ。

　駄目になったらなったで、それがその服の寿命である。元の世界の名残が失われるのは悲しいが、振り向いていてもしょうがない。




「だから俺は明日に希望を描いて生きるのさ、ぐふふ」




　下品にほくそ笑んでから、スバルは自分でメイキングしたベッドに飛び込む。柔らかな感触に受け止められ、布団に潜り込んで就寝準備完了。

　が、あまりに明日への期待が大きすぎて目が冴えわたり、どうにもこうにも寝付くことができない。




「くそ、なんてこった、俺の体め！　お前、明日の俺の希望を踏みにじる気か！　チキショウ、最大の敵は俺自身だったってことかよ……」




　ジーザス、と天井を睨みつけてスバルは嘆きを上げる。

　だが、こんな寝付けない夜には裏技があるのだ。スバルは熱を持つ自分の体に嘲るように笑いかけ、




「受けるがいい、俺の裏技――パックが一モフ、パックが二モフ！」




　一流のモフリストならば、モフり対象を空想に描くことで仮想モフリングを現実のように体感することが可能となる。

　スバルの脳裏に灰色のふわふわの猫が現れ、それが秒数を重ねるごとに数を増していく。次第にスバルの全身はそのモフっ子によって包まれ、体は至福と忘我の彼方――はるかな理想郷、アヴァロンへといざなわれる。




「パックが……百六十……三モフ……もふもふ」




　呟きながら、スバルの意識は夢の世界へと沈み込んでいく。

　桃源郷を描いたまま、意識はモフリングの果てへ辿り着き――やがて消えた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　意識の覚醒は海上への浮上に似ている、というのは二度ネタだ。

　瞼を開き、陽光に目を焼かれながらスバルはわずかにだるい体を起こす。




　どうにも少し頭が重い。多少、疲れが残っているのかもしれない。慣れない仕事を始めたばかりだ、こういうこともあるだろう。

　しかし、今日はそんな弱気なことを言っている場合ではない。

　寝起きのいいスバルは覚醒直後から、昨夜の約束をしっかり反芻している。




「そう、ナツキ・スバル――今日、男になります！」




　誰にともなくサムズアップし、歯を光らせてお決まりの決め顔。

　すばらしいものになる、約束された勝利の一日の起点に最高の起床。が、




　それを驚いたような顔で見る、双子の視線によってへし折られた。




　顔を覆い、布団にそれを押しつけて、スバルはいやいやと体を振って、




「なーんーだーよー！　いたのかよー！　恥ずかしいじゃねぇか、声かけろよ！　うわ、うわ、うーわー、マジ恥ずかしー！」




　じたばたと羞恥を殺そうとするスバル。

　そんなスバルに対して、相変わらず双子の表情は変化に乏しい。指差して笑われるのも良くないが、その反応も滑ったみたいでなんか嫌だった。




「いや、ちょっと待て、お前ら。さすがにその反応は傷付く。人のデリケートな部分に触ったんだから、もうちょっとこう……あるだろ！？」




　スバルの必死の懇願に、二人は顔を見合わせる。

　せめていつものように、冷たいなり白けたなりの罵倒系が返ってくるのを期待。――なんかそれも酷い話だ、とスバルが内心思った直後だった。




「姉様、姉様、なんだかずいぶんと親しげな挨拶されましたわ」

「レム、レム、なんだかやたらと馴れ馴れしい挨拶をされたわ」




　違和感、がスバルの脳裏をかすめるような言葉だった。

　確かにそっけなさはいつもの通りな二人の発言なのだが――どこかがおかしい気がする。




「うん、と？　なんか、変じゃね？　どしたのよ、先輩方。仮にネタ合わせしてそれなら、ちょっとこの場に合わないってーか」




　言いながら、スバルは違和感の原因に気付き始めていた。

　――目、だ。

　二人のスバルを見つめる視線――それが、昨夜までの親しみを失って、どこか他人行儀なものへと様変わりしているのだ。

　そして決定的だったのは、




「姉様、姉様、どうやら少し混乱されているようですわ、お客様」

「レム、レム、なにやら頭がおかしくなってるみたいね、お客様」




　――『お客様』とそう呼ばれて、スバルは思わず絶句する。




　その響きの優美さと裏腹に、それは激しく鋭い切れ味でスバルの心の内側を抉った。実際に痛みを錯覚し、スバルは胸を抑える。




　意味が、わからない。二人のその反応は、まるで。




「二人、とも……はは、冗談きついぜ。そん、な、こと……」




　どこまでも他人を見る二人の目を遮りたくて、とっさにスバルは左手を掲げて己の視界を塞ぐ。だが、その瞬間に決定的なものを見てしまった。




　――己の、左手から、絆創膏が、消えている。




　水仕事で荒れた指先も、慣れない刃物仕事で切った手の甲も、子どもとの戯れの最中に小動物に噛まれた傷跡も――まっさらになっていた。




　ことここにいたっては、スバルも現実を認めるしかない。

　急に、突然に、目の奥に熱いものを感じて、スバルはさっきとは違う理由で布団に顔を押し付けた。

　今のこの顔を絶対に、絶対の絶対に、誰にも見られたくない。




　この、大好きな人たちに。大好きになっていけそうだった人たちに。大好きになっていたはずだった人たちに。




　他人のような目で見られながら、涙なんて絶対に流したくない。







「どうして……戻ったんだ！？」




　慟哭する。布団に顔を押し付けたまま、わけのわからない理不尽めがけ、牙を剥きながらただただ怒りを吠えたける。







　――あれほどスバルを苦しませ続けたループが、再びその渦の中に彼を取り込んだ瞬間だった。










　二度目の、一日目が始まる――。
第二章１４　『反逆の宣言』
　――遠くで、鐘が鳴っているような音が聞こえる。




　激しく押し寄せ、波のように引いては戻り、引いては戻りを繰り返す鐘の音。痛みを伴うそれが耳鳴りに類するものだと、尾を引く慟哭を上げるスバルは気付かない。




　酷くこめかみが痛み、鼻の奥に熱いものがこみ上げるのを感じる。だが、舌を噛み、唇を切り、血を味わうことで鋭い痛覚に意識を集中する。

　胸の内を抉るような痛みを、現実感を伴わぬ喪失感を、理不尽に対して吠えたけることしかできない怒りを――全てを目先の血の味で塗り潰す。




「お客様、お客様、苦しんでいるようだけど、大丈夫ですか？」

「お客様、お客様、お腹が痛そうだけど、漏らしちゃったの？」




　近く、こちらを慮る二つの声が聞こえる。

　まだ短い時間ではあったが、聞き慣れた声だ。時に煩わしく、時にうっとうしく、時に安堵して、時に信を寄せた声音。




　――それが今、まったく別の響きをまとってスバルの鼓膜を残酷に揺らす。




「――ああ、平気だよ」




　視線を感じながら短く応じて、スバルは目を閉じたまま顔を上げる。

　顔面を布団に押し付ける原因、込み上げる激情はどうにか波間に消えた。目を開けばその名残でかすかに瞳が赤いかもしれないが、閉じている分にはそれを察せられることはあるまい。




　静かに呼吸を繰り返し、スバルは己の心の平静に努める。

　最初の衝撃を抜けて、じわじわと真綿で絞めるような絶望感を乗り越え、今もひしひしと感じる喪失感が胸の内ですすり泣きを上げている。

　それでも、動き出す切っ掛けを掴むくらいはできるはずだ。




「心配かけて、その、悪かった。なんだ、少し寝起きでボケたというか」




　口を開けば舌が回る。心にもない軽口を乾いた唇で紡ぎ、スバルは「はは」と掠れる笑声を作る。――まだ、瞳は開けられない。




　瞼を閉じて闇を見る間に、世界が塗り変わってしまえばいいと思う。あるいはまどろみが見せる泡沫の夢、そんなオチでも構わない。

　ああ、全てがロズワールの目論見で、スバルを騙そうとしているだけなんて考えはどれだけ素敵で腹立たしくて、嬉しいことだろう。




　そんな思いつきがやたらと名案に、真実の一端を突いているような気がして、スッと胸のつかえがとれたような気がする。

　自分で自分の心の言い訳に救われたような気になって、スバルは小さく抜けるような吐息を漏らして、




「――ああ、そうだよな」




　震える瞼を開き、一瞬ぼやけて広がる世界に――現実を押し付けられた。




　ベッドの両側に立ち、寝台に手を着いてこちらを見る双子。ラムとレムの見慣れた二人は、相変わらずの無表情でスバルを見つめていた。

　そこにはなんの感情も見通すことはできない。四日間の時間で、彼女たちとの間に少なからず積み重ねたはずの、なにかはどこかへ霞のように消えた。




「「お客様――？」」




　戸惑いの声は二つの唇から同時に紡がれていた。

　彼女たちの視線は一転、ベッドから跳ねるように飛び起きたスバルを追っている。当のスバルはまるで寒気を感じたように、急き立てられる怖気に従って彼女らから距離を取っていた。




「お客様、急に動かれてはいけません。まだ安静にしていないと」

「お客様、急に動くと危ないわ。まだゆっくり休んでいないと」




　こちらに手を伸ばしてくる指、それから反射的に身をよじって逃れる。ふっと、彼女らの瞳が痛ましげに細められるが、スバルはその変化に気付いてやれるような精神状態にはなかった。




　耐えがたい感覚。

　こちらが見知った人間に、あちらからは知らない他人扱いされる感覚。

　つい先日、同じ感覚を雑踏で、路地裏で、廃屋で味わったばかりだ。だが、そのときとは決定的に違う。状況が違う、時間が違う、経験が違う。

　ほとんど互いを知らなかった彼女らとのやり直しではない。確かに信頼を結んだはずの相手との、一方的なやり直しなのだ。




　知っている人間が別人になってしまうような違和感に、胸がむかつき吐き気が押し寄せてくる。

　震える瞳に恐怖に似た感情を宿し、自分たちを見つめるスバルの異変に双子のメイドも気付き始めていた。




　室内にはわずかに沈黙が落ち、互いに相手の出方をうかがって行動に出ることができない。だから、




「悪い――今は、無理だ」




　ドアノブに組みつき、転がるように廊下に飛び出すスバルの行動は、制止しようとした双子たちの動きよりも一瞬だけ早かった。




　ひんやりとした廊下の冷たさを足裏に味わい、スバルは大きく息を吐きながら駆け出す。猛然と、何もわからないままがむしゃらに。

　自分がなにから逃げているのかわからない。何故、逃げなくてはならないのかもわからない。ただひたすら、足を止めれば追いつかれると本能が訴えかけるままに、走り抜けることしかできない。




　ただ、あの場にあのまま残ることはできなかった。

　警鐘が頭の中で激しく鳴り響いていた。あの場に残ってはいけないと、心が、本能が、魂が叫んでいたのだ。原因はわからない。ただひたすらに。




　いくつもの似たような扉の前を走り抜け、スバルは今にも転びそうな体勢で無様に這うように廊下を抜ける。

　そして息を切らし、導かれるように手をかけた扉を開けて、




　――大量の書架が並ぶ、禁書庫にその身を滑り込ませていた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　扉を閉め切れば、書庫は外界と完全に隔絶される。

　そうなれば外からこの扉を開くことは、屋敷中のあらゆる取っ手をひねる作業に追われることと同義となった。




　肩で息をして、扉に背中を預けてへたり込む。

　座り込んだにも関わらず膝ががくがくと揺れ、無様なそれを抑えようと伸ばした指先も、まるで酒の切れたアル中のように震えることをやめようとしない。




「紙相撲でもしたら、いい線いくかもな、はは」




　自嘲の言葉にはキレがなく、乾いた笑いは虚無感を際立たせるばかり。

　静謐な書庫の空気は古びた紙の臭いをはらみ、今の切迫したスバルの心情にひどく穏やかなゆとりを注ぎ込む。

　それが気休めに過ぎないとわかっていても、それに縋ることしか今のスバルに得られる安らぎはない。

　繰り返し、繰り返し、深く大きい呼吸を繰り返す。と、




「――ノックもしないで入り込んで、ずいぶんと無礼な奴なのよ」




　丘に上がった魚が呼吸を求めるように、息継ぎを繰り返すスバルを嘲る声が書架の奥から届く。

　薄暗い部屋の奥、小さな木製の机の前に座るのはクリーム色の髪の少女。いつでも変わらず、いつでも揺るがず、スバルとの距離を保ち続けたロズワール邸の禁書庫の番人――ベアトリスだ。




　彼女は手にしていた本を音を立てて閉じると、その小さな体には大きすぎる冊子を片手に抱いたまま、




「どうやって『扉渡り』を破ったのかしら。……さっきといい今といい」




「すまねぇ、少しだけいさせてくれ。頼む」




　両手を合わせて拝み込み、相手の返答も待たずにスバルは瞑目する。――静かで邪魔のない空間で、現実と己に向き合わなくてはならない。




　落ち着かなければならない。現実を受け入れろ。自分はナツキ・スバル。ここは異世界、ロズワール邸。双子の名前はラムとレム、目の前にいたのはベアトリス。ここは屋敷の禁書庫、『扉破り』と名付けた勘でわりと簡単に出入りできる。左手の傷はない。努力の証がない。約束の朝はこない。交わした約束。明日、誰かと、一緒に、どこかへ――。




「そうだ、エミリア……」




　月明かりにきらめく銀髪と、はにかむような微笑みが思い出される。

　月光の下にあってなお、満天の星空に匹敵するほど輝く少女、彼女との約束を。




「ベアトリス」




「……呼び捨てかしら」




「今日って、何月何日だ……？　今が何時だかわかるか？」




　黙り込んだスバルの方から一方的に質問され、気分を害したようなベアトリスに畳みかけて質問する。

　彼女はそのスバルの態度を鬱陶しげに見やり、それから鼻を鳴らすと、




「時の凍結した書庫で過ごすベティーにとって、外の月日や時間なんてなんの意味も持たないのよ」




「早い話が？」




「知ったこっちゃないってことよ」




「クソ！　使えねぇ！　少しでも期待した俺が馬鹿だった！」




「好き勝手言ってくれるもんなのよ、こいつ……」




　余裕のないスバルの率直な言葉に、ベアトリスが鼻面に皺を寄せる。可愛らしい面を歪ませる少女に、しかしスバルは「でも」と前置きして、




「少なくとも、お前は俺を不審者扱いはしてない。それにさっきのお前、『扉破り』をさっきと今って言ったな。クソ、ややこしい！」




「なにをひとりでがやがやと……書庫で騒がしくしないでほしいのよ。静謐さが損なわれるかしら」




　ため息まじりに応じて、ベアトリスはそれから無言で自分を睨みつけるスバルの態度に辟易した様子で、




「つい三、四時間前に、不作法なお前をからかってやったばかりなのよ」




「時の凍結した書庫って設定はどうした……」




　力なくとも揚げ足取りだけは忘れず、ベアトリスのへそを曲げさせる。

　そんなお約束を実行に移しつつ、スバルは今の彼女の言葉を吟味した。




　――三、四時間前のスバルとベアトリスの遭遇。

　それが意味するのはおそらく、ロズワール邸で最初に目覚めたときのことだ。無限に続く廊下の幻術が解かれ、その後に一発で当たりを引いたときの。




　あのときはベアトリスの手で、ごっそりと精神的ななにかを引きずり出され、そのまま抗う術もなく昏倒させられた。

　次に目覚めたときには寝台に寝かされ、そこにラムとレムの二人が――、




「つまり、今の俺がいるのは……ロズワールの家で二度目に目覚めたときか」




　かろうじて記憶に引っかかる光景が思い出され、スバルは合点がいく。

　メイドの双子が揃ってスバルを起こしにきたのはあの日だけ。しかも、スバルが客室のベッドを利用する身分だったのも初日だけのことだ。

　つまり――、




「五日後から、四日前まで戻ってきたって、そういうことか……？」




　正しく現状を見つめ直し、スバルは今の状態をそう定義する。

　何がしか不可思議な力の導きにより、再び時間を遡行したのだ。それも、スバルの望まぬ形で望まぬ時間軸へと。




　その現実を理解はできる、だが納得はそれとは別の話だ。

　スバルは頭を抱えて、こうして戻ってきてしまった原因が何なのか考える。




　『時間遡行』をスバルが行ったのは、異世界召喚初日の一日だけだ。三度の死を糧にエミリアを救い、ループから抜け出したものと判断していた。

　事実、『死に戻り』と定義した時間遡行はこれまで行われず、ロズワール邸での五日間は極々平和に過ぎていたはずだ。




　それがここへきて、突然の時間遡行――前触れも何もあったものではない。




「前回とは条件が違う、のか？　死んだら戻るって勝手に思ってたけど、実は約一週間で巻き戻るとか……いや、だとしたら」




　こうして、この日を選んで巻き戻った理由に説明がつかない。

　時間遡行の原理は不明だが、あの繰り返した時間を思えばある程度のルールは存在したはずだ。そのひとつに、復活場所の問題がある。

　もしもあのループから逃れられていないのなら、スバルが目覚めるのはまたしても八百屋のスカーフェイスの前でなくてはならない。




「でも、現実には傷面の中年から見た目は天使のメイド二人だ。受け取るこっちの心境は、天国と地獄が反対だったけどな」




　言いながら、スバルは己の体をぺたぺたと触って無事を確かめる。

　これまでの条件に従うのならば、スバルがこうして時間を遡った理由は明確だ。即ち――死んだのである。

　ただ、問題は、




「死んだとしたら、どうして死んだ？　寝る前まで全部普通だったぞ。眠ったあとも、少なくとも『死』を感じるような状況には陥ってねぇ」




　眠りへの導入が効きすぎていたにしても、殺される瞬間を欠片も記憶できない『死』などあるのだろうか。

　毒やガスで、それこそ眠ったまま、意識に永遠に蓋をされたという可能性。しかしそれはつまり暗殺を意味し、そうされる理由がスバルになくては成立しない。現状、それだけの価値が自分にあるとは欠片も思えない。




「となるとあるいは、クリア条件未達による強制ループ」




　ゲームに見立ててしまえば、必要なフラグを立てなかったことの影響だ。が、誰が目論んだフラグかわからない上に、何がトリガーとなるタイプのフラグなのかの見当もつかない。




　フラグのＯＮ・ＯＦＦがはっきりしていない作品の攻略は難しい。つい、攻略サイトを頼ってしまいがちなのはネットの悪い弊害だ。




「口コミで友達と情報交換して、ウソ情報とか掴まされながらちょっとずつ進む……それが本来の楽しみ方ってもんだろ」




「ぶつぶつ呟いていると思ったら、くだらない雰囲気になってきたのよ」




　思索の海に沈むスバルを見ながら、ベアトリスが面白くなさそうに呟く。彼女の言に顔を上げると、まるでスバルに無視されていた時間が悔しいとでもいうかのように少女は唇を曲げて、




「死ぬだの、生きるだの、ニンゲンの尺度でつまらないくだらない。挙句に出るのが妄言虚言の類、お話にならないのよ」




　肩をすくめてすげなく切り捨てる少女。その変わらないスバルへの敵愾心、そこに少なからず安堵を抱いて立ち上がる。

　尻についた埃を払い、ドアノブに手を伸ばすと背後から、




「行くのかしら？」




「確かめたいことがあるんでな。凹むのは、そのあとにするわ。助かった」




「何もしてないのよ。……とっとと出てって。扉を移し直さなきゃならないのよ」




　優しさとは縁のない響きが、今のスバルには何故か心地いい。

　本人はそんな意図をしていないだろうが、その言葉に背中を押されたような錯覚を得てスバルは踏み出す。

　ドアノブをひねり、涼風が吹きつけてくる中を表に一歩。風に短い前髪が揺らされ、かすかに目に痛みを感じて顔を腕で覆う。

　そして風がやみ、裸足の足の裏には芝生の感覚――その視界の中に、




「ああ、やっぱ綺麗だ」




　庭先でかすかに息を弾ませる、銀色の少女を見つけて心が逸った。

　粋な計らいをしやがる、と内心で生意気な少女への悪態がこぼれる。

　そして、




「――スバル！」




　こちらに気付いた少女が紫紺の瞳を見開き、慌てた様子で駆け寄ってくる。その唇から銀鈴の音となってこぼれたのは、何度呼ばれても心に新鮮な震えをもたらすたった三文字の絆だ。




　自然、駆けてくる少女の方へスバルの足も動く。

　向かい合い、スバルの全身を眺めた彼女の目尻が安堵に下がる。が、すぐに気を取り直したように姿勢と目つきを正し、




「もう、心配するじゃない。目が覚めてすぐにいなくなったって、ラムとレムが大慌てで屋敷中を走り回ってたから」




「ん、ゴメン。ちょっとベアトリスに捕まってて」




「また？　少し前にも悪戯されたって聞いてたけど……」




　心配げに身を寄せてくる美貌――エミリアの無防備な姿に、スバルは思わず手を伸ばしかけて、その弱い己の心を自制した。

　ここでそれをすれば、短慮に過ぎる。それこそ、ベアトリスの部屋で静寂を乱した意味がなくなるというものだ。濡れ衣を着せるのだけが目的ではない。




　憂い顔のエミリアに、曖昧な微笑みで応じるしかないスバル。そんなスバルのらしくない態度に、しかしエミリアはどこか余所余所しく深入りしてこない。

　当たり前のことだ。今のスバルが『らしくない』など、出会ってほんの小一時間しか一緒の時間を過ごしていない彼女に、わかるはずがない。




　彼女と自分の間には、埋まらない四日間の溝があるのだ。

　自分だけが知っていて、彼女の知らない四日間が、確かにあったのだ。




「なんか電波入ってるみたいな考えだな、俺」




「でん、ぱ……？　なに、どういうこと？」




「ちょっと詩人な俺に酔ってたとこ。それにしても、なんだ、無事でよかった」




　膝上のスカートに黒いニーソックス。全体的に黒を基調でまとめたアクティブなスタイルは、初日にスバルを歓喜させたものと同様。

　当然、その服の下の肢体も万事無事なままあの盗品蔵を超えたはずだ。




「服の下の肢体とか、ちょっと俺の脳内でエロいな」




「助けてくれてありがとう……って言おうと思ってたのに、なんだかすごーくその目つきが嫌なんだけど」




　じと目で睨みつけられて、スバルはどうにか自然に苦笑。

　少しずつではあるものの、調子がいつものものへと戻りつつある。ギアの回転を上げ、唇を舌で湿らせて、菜月・昴を始めなくてはならない。




　そも、考えようによってはラッキーな話なのだ。

　今回は八百屋の前からスタートではない。トンチンカンにやられる微小な犬死フラグもなければ、エミリアにバカを言って好感度最低スタートな展開も起こらない。エルザの腸フェスティバルＥＮＤなどもってのほかだ。

　あの盗品蔵の戦いを乗り越え、互いに死生を共にした二人の間には、他者の介在できない情熱的な絆が燃え上がっているはず。

　今は小さな火種でしかないそれも、ちょっとしたきっかけで一気に大火として大輪の花を咲かせることとなるだろう。




「俺、ポジティブシンキング」




　そうして前向きに後ろを振り返ってみれば、これはチャンスでもある。

　あの盗品蔵の絶対死線を越えなければならなかった前回と違い、今回はループの直接的原因と相対するまでの間に、危機的状況は何もない。

　つまり、スバルは落ち着いて予習済みのルートを、より模範解答となるように修正しつつなぞるだけでいいのだ。

　まったく同じルートを通るだけでも、あの月夜の約束は交わされる。

　――ならば、より上等なルートを通れば、月夜の約束はどれほど期待度の高いものへと昇華されることだろうか。




「ふっ、今回の俺は最初っからクライマックスだぜ……！」




「なんだか盛り上がってるみたいだけど、体は平気なのよね？」




「ん？　おお、快調最高絶好調。ちょっと血が足りなくて、ごっそり精気が持ってかれてて、気力体力共に寝起きの時点でがりがり削られて、精神耐性にもバットでフルスイングされたみたいなダメージあるけど、元気だよ！」




「それって満身創痍って言わない？」




「ピンチがチャンスで野球は九回裏ツーアウトから、ってルビ振るのさ」




　指を鳴らしてサムズアップ。

　そのスバルの態度にエミリアは毒気が抜かれたように肩を落とし、




「とにかく、元気ならいいの。えっと、屋敷に戻る？　私はちょっと、ここに用事があるから残るんだけど」




「お、精霊トークタイムだな？　邪魔しないから一緒にいていい？　パックも起こしてやって、寝起きモフモフしたいしさ」




「別にいいけど、ホントに邪魔しちゃダメよ？　遊びじゃないんだから」




　指をわきわきと動かすスバルに首を傾け、エミリアは子どもに言いつけるようにそう告げる。

　そんなお姉さんぶった彼女の仕草がどうにも愛おしくて――スバルの心には決意の炎が灯る。




「んじゃま、行こう行こう。時間は有限で世界は雄大、そして俺とエミリアたんの時間はまだまだ始まったばっかりだ」




「そうね……え？　今、なんて言ったの？　たんってどこからきたの？」




　異議申し立てを行うエミリアを「いいからいいから」と背中を押しながら定位置へ誘導。

　呼びかけを続けるうちに、すっかり訂正する気力をなくすのはすでに知っての通り。そして、それすらも失われた四日間で築き上げる絆のひとつ。




「――取り戻すさ」




　不満そうな顔で庭園の奥へ向かう背に続きながら、小さくそうこぼす。

　ふと足を止めて、遠ざかる銀髪を眺め、それから空に視線を送る。




　――まだ低い東の空に、太陽が憎たらしく昇るのが見える。




　あと五回、それが繰り返され、そして約束のときが迎えられればいい。

　月が似合う少女と交わした約束を、太陽が迎えにくるのを見届ければいい。




　――時間はある、そして答えは知っている。




「誰の嫌がらせか知らねぇが、全部まとめて取り返してほえ面かかせてやんよ。あんまし、キレやすい現代っ子を舐めんじゃねぇ」




　空に向かって拳を握りしめ、誰にともなく宣戦布告。

　それはスバルがこの世界にきて、初めて自分に『召喚』と『ループ』を課した存在への、明確な反逆の宣言だった。




　二度目のループとの戦いが始まる。

　ロズワール邸の一週間を乗り越えて、あの日々の続きを知るために。




　あの夜の約束を、交わした約束を、守るために――。




「運命様、上等だ――！」
第二章１５　『二度目の誤算と期待の裏切り』
　昇る太陽へ啖呵を切り、二度目のロズワール邸初日が幕を開けた。

　たったの五日間、太陽が昇り沈みを繰り返すのを見届ければいい。

　その間の過ごし方は当然、『出来得る限り前回の流れに沿う』というのがスバルの立てた方針だった。




　庭園での決意の通り、スバルはエミリアとのループ前の約束を果たすつもりでいる。そのためには再びあの月夜を越えて、彼女と約束を交わさなければならない。

　そしてループもののお約束として、ある程度確立されたひとつの結論がある。




　それは、『同じ道を通れば、物語は同じ場所へ帰結する』というものだ。

　前回と同じ流れを汲むのだから、話としては当然だ。そこに関わる人物の思いや行動は重なり、結果は同じ終焉へと向かうだろう。

　スバルにとって重要なのは、その終焉だけを自分の都合良い未来へ変えること。そして、その過程で発生するはずの思い出の全回収。

　つまり、ループを駆使した良いとこ取りこそが至上の目的。




　クイックセーブ＆ロードを駆使し、結末をより自分好みの展開へ。

　そんな気高くもやや邪まなスバルの目論見だったが、




「――なんでだか、まずった」




　出だしの一日目からその予想を大きく外し、スバルは湯船に体を沈め、水泡を吹きながら気だるげにそうこぼした。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　湯気立つ浴場で大の字に浮かびながら、スバルは一日目を振り返る。

　決意の朝、そこから始まった破竹の大失敗劇を。




　エミリアとの朝の日課の直後から、スバルは前回の流れを踏襲しようと密やかに心に決めていた。

　正直、勢いで喋った部分まで精細にトレースできたとは思えないが、大まかな話の流れは前回と同様のものを辿ったはずだ。




　パックのモフり権、エミリアの呼び名、ロズワールとの初対面。そして朝食の席での徽章の価値とエミリアの立場の説明。

　合間合間で自然なリアクションを作れたかは判定微妙だが、自分なりにはよくやっていたのではと褒めてやりたい。『たいへんよくできました』と花丸のハンコを押してやりたい気分だ。




「点数評価すると悲惨なことになりそうだから、それはパスで」




　自分の演技への辛口コメントはさて置き、そんなこんなで事態はそれなりにスバルの掌の上で推移した。

　その後は自然とスバルの『ご褒美』の話題へと移り、前回通りにスバルの立場は『異世界のひきこもり』から『変態貴族の使用人見習い』へとクラスチェンジを遂げた。




　そのあとはラムが教育係としてスバルに付き、屋敷の案内から始まる初日の勤労奉仕へと移ったのだが――ここからがおかしかった。




「なんでか前回と全然違うんだもんな。予習済みの俺の気分はどうしてくれんだよ……この問題、進研ゼミでやったのとおんなじだ！　ってイキフンでやってく気マキシムだったのによ」




　湯船から顔だけ出したスバルは、顎を浴槽の縁に乗せながら呟く。

　全身くまなく温められながら、記憶がよみがえるに従って節々が気だるく痛むのがひしひしと感じられた。




　方針通りに前回の流れを踏襲し、そのまま勢いに乗れると判断したスバルの心を挫いたのは、ラムがスバルに課した仕事の内容だ。

　台所周りであったり、単なる部屋の掃除であったり、あるいは衣類の洗濯や片付けであったりしたそれらの仕事。前回のループでもこれらの内容に変わりはなかったが、




「その中身が、だいぶ難易度上がったというか……」




　純粋に、任せられる仕事の量が質共に増した、というべきか。口さがない言い方をすれば押しつけられる仕事が、と言い換えてもいいが。




「前回も前回でへとへとだったのに、今回は今回でハードだった……クソ、同じ中身ならちったぁ楽できると思ったのに」




　予想と違う過酷さに愚痴が出るが、その一方でスバルは、今の状況があまり良くない状況であると内心で判断していた。

　前回の内容を踏襲しようと努力した上での結果がこれだ。初日からこれほど内容が変わってしまえば、二日目以降の前回とのすり合わせなどできようはずもない。

　小さな差異など気にしなくても、と思う反面、それが積み重なることでやがてくるだろう大きな問題すらずれてしまう可能性が恐ろしかった。




「特に今回の場合、戻った理由がわからねぇからな……」




　普通に寝て、起きたら戻ってしまったのが今回のパターンだ。

　死んで戻った前回の明解さとは違い、いつくるのか予想がつかない今回への対処法は考えるだけで骨が折れる。




「こんだけ違っちまうと、もう記憶は当てにならねぇのか……？」




　そんな弱音が思わずこぼれ、気を取り直すように湯の中に体を沈める。




　エミリアと出会った初日の王都――あの濃密な一日を思い出す。

　細かな部分では毎回、スバルは違った道を通ったが、大筋として起きた出来事はどの回でも共通はしていた。

　まだ、大きなイベントを逃さなければわからない。今回の日々の中でスバルの印象に残るイベントといえば、初日を除けばエミリアとの約束のみ。

　そこに辿り着けさえすれば、状況は前回と同じ流れに乗るはずだ。あとはその流れに乗った上で、その勢いをせき止めた原因を探ればいい。




　慌ただしい勤労の中でまとめ切れなかった思考、それがひとりになれる浴場の中でどうにかひとつにまとまり、スバルは確たる方針を打ち立てた。

　自然、温水の中で安堵する自分に気付き、呼吸の限界から浮上する。水面を割り、涼やかな空気を浴びながら思い切り息を吸い込んで、




「――やぁ、ご一緒していいかい？」




　腰に手を当てた全裸の貴族が目の前にいて、スバルは呼吸を後悔した。

　涼風が彼の側から吹き込み、二本の足の間を通ってスバルまで到達する。当然、風呂場にいるのだから長身は全裸。貴族の嗜みか、それとも浴場に至るものとして当然の気構えか、腰の聖剣を隠す気配もない全裸。

　腕を伸ばせば届きそうな距離に全裸が立ち、風に揺れる聖剣と一緒にこちらを見下ろしている。イチモツに見下ろされる感覚、それはひどく屈辱的で、




「貸し切りです、お断りします」




「私の屋敷の施設で、私の所有物だよ？　私の自由にさぁせてもらうよ」




「だったら聞くなよ。風呂ぐらい勝手に入れ」




「おや、手厳しい。それにわぁかってない。確かにこの浴場も私の所有物には違いないけど……」




　ロズワールは片膝を付き、湯船の中からじと目で見上げるスバルに体を寄せる。それから伸ばした手で、無抵抗のスバルの顎をそっと摘まみ、




「使用人という立場の君も、私の所有物と言えるのではないかな？」




「がぶり」




「躊躇ないなぁ！」




　顎を摘まんだ不快な指先をわりと本気で噛み、悲鳴を上げさせてから背泳ぎでロズワールから距離を取る。

　湯船の広さは二十五メートルプールの半分ほどもある。無意味に巨大なスペースは貴族の道楽趣味丸出しでセンスはないが、ゆったりとひとりでくつろいでいると無意味な支配感に浸れる優れモノだ。

　故に、仕事終わりの入浴タイムは前回を通じてスバルの娯楽だったのだが。




「また想定と違う展開だよ……」




　そうこぼして、湯船の中で後方一回転。背中を水面に漂わせ、水中の体を小さく丸めて体育座りの姿勢――絶技『温水ヤシの実』を実行。

　無機物になったつもりで体を波に任せ、湯の中を見つめながら考える。




　前回の四日間で、ロズワールと入浴が一緒になった機会は一度もない。

　それ以前に、前回のループではロズワールは多忙を極めており、屋敷にいる間はほとんど顔を合わせる機会さえなかったほどだ。

　ラムとレムこそ定期的に会ってはいたようだが、スバルに至っては初日以降のコンタクトは食事の時間を除けば片手で足りるほどしかない。




　湯船で疲労を癒しながら長風呂するリズムは変えていないので、変わったのは向こうの方ということになるのだが。




「……そぉれ、面白い？」




「南国の果実にして凶器、通称浜辺のドリフ的殺し屋『ヤシの実の旦那』の真似だ。その牧歌的な見た目に反して、油断してる旅行客の頭上から延髄目掛けて直滑降してくるんだぜ」




「本当に口が良く回る……おっと、隣に失礼するよ」




　浮かぶスバルの隣に身を置き、ロズワールは湯船の中に沈むと長い吐息を漏らす。湯浴みの快感は世界共通、無言の意思疎通の賜物だ。

　自然に隣に寄り添う痩せぎすの体躯から微妙に離れつつ、スバルは警戒を解いたように体を伸ばしながら、




「んでもって、旦那様。ずいぶんと遅めの入浴ですね？」




「少々、仕事が立て込んでいてねぇ。片付けている間にこんな時間だ。もぉっとも、君とこうして語らう時間が持てたのは喜ばしい。初日はどうだったかな？」




「有意義に過ごさせてもらったよ。俺の体の各所の筋肉のピロートーク聞きたいか？　朝までしくしくとお話してくれるだろうさ」




「魅力的な提案だけど、今夜の枕は先約があってねぇ。またの機会に」




　さらっとそんな話題を出されて、スバルは「チクショウ」と悔しがるしかできない。この目の前のお貴族様と、双子のメイドの関係が怪しいを通り越して確信まで入っているのはさすがにスバルにもわかる。

　エミリア一筋を標榜し、事実として彼女以外の女性には見向きもしない姿勢を貫くスバルだが、それでも見た目の整った少女二人が他人様のものになっているのを「ふふ、これもなんだか微妙な寝取られ感覚！」と楽しむような歪んだ感覚は持ち合わせていない。

　かといって「あの二人、絶対に幸せにしてくれよな！」といった大人な意見を出してやることもできず、できるのは単なるやっかみだけだ。




「そうそう、ラムとレムはちゃんとやぁっているかな？　二人は屋敷で働いて長いから、後輩との接し方についても弁えてはいるはずなんだけど」




　ロズワールはそんなスバルの内心を知ってか知らずか、今まさにスバルが思い浮かべていた少女たちの名前を挙げる。

　いいように誘導されているような感覚を覚えながらも、スバルは質問に「ああ」と頷いて応じて、




「レムりんとはあんましだけど、ラムちーとは仲良くしてんよ。むしろ、ラムちーはちょい馴れ馴れしすぎねぇ？　先輩後輩の関係だからとかじゃなく、俺がお客様の立場の時点から変わんねぇよ、あの子」




「なぁに、足りない分はレムが補う。姉妹だから助け合わなきゃ。そういう意味じゃ、あの二人は実によくやっているよ」




「聞く限りじゃレムりんがＡＬＬ補助で、ラムちーは妹の劣化版だけど」




　あらゆる家事技能での優劣を、姉妹共々ではっきりと断言されている。あらゆる技能で妹に一歩及び二歩及ばない姉。普通に考えれば劣等感に苛まれそうな設定なのだが。




「聞いたら、『姉だからラムの方が偉い』って即答ときたもんだ。あの神経の図太さにはビビったね」




「神経の太さで言ったら、君もなぁかなかだと思うけどねぇ……でもそうか。そんな風に答えていたかい。それはそれは……」




　ロズワールはしみじみと首を振り、横目にスバルを見る。感情のうかがえないオッドアイに覗き込まれると、まるで心の内まで見透かされそうな錯覚があってスバルはかすかに身をよじる。そして、




「ずけずけと踏み込んで、だいぶ遠慮がないねぇ。いーぃことだよ」




「まるで褒める内容じゃないのに褒められてる不思議！　俺ってなんでもそのまま受け止める性質だから皮肉言うとき気をつけようぜ？　学校で先生が『今すぐ帰れ！』とか怒鳴ると、本気で帰る奴、そう俺」




　場の空気だけ最悪にかき乱して、自分だけ帰る男『菜月・昴』。なるべくして孤立した孤高の性質である。

　ロズワールはスバルの発言に小さく笑い、「学校ねぇ」と口の中だけで言葉にしながら片目をつむり、




「皮肉でもなんでもないとも。実際、いーぃことだと思ってるよ。あの子らは少し自分たちだけで完結しすぎているからねぇ。そのあたり、ちょこぉっと他人が外から引っかき回す、それで変わるものもきっとある」




「そんなもんですかねぇ」




「そんなもんですともぉ」




　二人して湯船に首まで沈めて向かい合い、ぬくぬくとした感覚に全身をふやけさせながらぼんやりと感嘆を交換。

　それからふと、スバルは思い立ったように眉を上げた。




「そだ、ロズっち。ちょっと聞きたいことあんだけど、答えてアンサー？」




「慣れないねぇ、渾名、嬉しいけど。で、質問かい？　まぁ、私の広く深い見識で答えられる内容なら熟考した上で構わないよ」




「自分、物知りですってそんな迂遠な言い方する奴を初めて見た。……それはともかくとして、この風呂ってどんな原理で働いてんの？」




　浴槽の底をこんこんと叩き、スバルはずっと思っていた疑問を口にした。




　スバルたちの浸かる浴槽は、その材質を石材で固定している。触り心地は滑らかに磨かれていて、見た目のざらつく感じは実際にはほとんどない。風呂の場所は屋敷の地下の一角であり、浴場は男女兼用だ。

　ただし、お湯の入れ替えは入浴者ごとに行われているため、エミリアのあとに入ってお湯を飲んでも何の充実感も得られない。




「べ、別に実際に飲んだわけじゃないけどねっ。飲む前に気付いたし」




「君の冒険心には驚かされるねぇ。やぁっぱり若いから……でも、私が若かった頃にその発想は出てきただろうか」




　どこか遠い目をして過去に思いを馳せるロズワール。彼はしばしの思案のあとに現在に戻ってくると、




「ともあれ、その答えは簡単だ。浴槽の底のその下に、火の魔鉱石を敷き詰めてあるのさ。入浴の時間になると、マナに働きかけて湯を沸かす。キッチンでも同じ現象を利用しているはぁずだけど？」




「ああ、ヤカンとかもそういう原理なんだ。いや、ガスコンロとかＩＨとかないだろうに、どうやってんだろうとは常々思ってたんだけど」




　ラムやレムがテキパキとそれらを扱う後ろで、小さくなりながら人参的な野菜の皮むきに追われていたのがスバルだ。もっとも、当たり前のように言われた『マナに働きかける』という現象の正体がわからない内は、風呂焚きも飯焚きも関われる状況ではないと思うが。




「なんかさぁ、マナがどーたらって魔法使いじゃねぇとどうにもならねぇの？」




「そぉーんなことはないよ。ゲートは全ての生命に備わっている。動植物すら例外じゃぁない。でなければ、魔鉱石を利用した文明はこうまで発展してこなかっただぁろうしねぇ」




　また知らない単語の出現に、スバルは無言で無理解を表明。そんな拗ねた子どものような態度にロズワールは笑い、




「精霊との接し方といい、今朝の朝食の場でのことといい、君はちょこぉっと不可思議なくらい常識に疎いねぇ。ラムもぼやいていたよぉ？」




「えー、なにー、マジー、陰口―？　超陰険じゃないですかー、やだー」




「愚痴と同じくらいフォローもしてたけどねぇ、珍しく」




「と思ったらツンデレーションきてた！　先輩ごめんなさいー！」




　前回の世界のエミリア情報でもあった通りのデレ展開。にしても、初日からはちょっとチョロイン過ぎやしないだろうかと変な懸念。

　そもそも、攻略対象として判断してない相手だし。




　叫ぶスバルにロズワールは「ふむ」と顎に触れながら吐息。それから指をひとつ立てるとにんまり微笑み、




「よし、こぉこはひとつレクチャーしようか。少し無知蒙昧な君に魔法使いのなんたるかを教授してあげようじゃぁないの」




「おいおい、聞き捨てならねぇな。この俺を『ケンカをさせれば天下無双。その生き方は質実剛健。その知識と美貌はまさしく眉目秀麗』と四字熟語のオンパレードで賞賛され続けた川崎くんの隣の家に住んでた男と知ってのことかよ」




「誰よ、カワサキ」




「俺の四つ上の先輩。このほど、結婚式間近で花嫁にマリッジブルー失踪されて傷心中、マジメシウマ」




　内容の理解には届かなかったものの、碌な発言でないことは察したのだろう。ロズワールはさりげなく川崎を無視して講義を続ける。




「それじゃぁ、まぁずは初級から。スバルくんはもちろん、『ゲート』については知っているねぇ？」




「いや、そんな知ってて当たり前みたいな感じで切り出されても、知らない側からしたらそんなんなにって感じだし……」




「すんごい急に声の調子落ちたね。そしてゲートのことも知らないか……控えめに言って、え、それ、マジ？　ってぇ感じだねぇ」




　「使い方合ってる？」とマジの使用例の採点を求めるロズワールに、満点の使い方だとサムズアップで応じてハイタッチ。

　互いにイェーイと指差し確認し合いながらも続き。




「で、で、ゲートってぶっちゃけなによ？　それがあると何がどうなってもう全部なにもかもフーアーユー！？　やべ、テンション上がってきた！」




「簡単に言っちゃうと、ゲートってのは自分の体の中と外にマナを通す門のこぉとだよ。ゲートを通じてマナを取り込み、ゲートを通じてマナを放出する。使うにしても溜めるにしても、必要不可欠なものなわぁけ」




「なーる、ＭＰ関連の蛇口のことね……」




　ロズワールの簡潔な説明で合点がいく。

　これまで何度か耳にしたゲートという言葉、おおよそ想像していた通りの内容であったことが肯定され、そしてそれは即ち――、




「ゲートが誰にでもあるってことは、俺にもあるってことじゃね？」




「まぁ、そりゃあるだろねぇ、人間の自信があれば。君、人間？」




「俺ほど人間らしい人間見たことねぇよ！　――ちっぽけで弱っちぃ……ただの人間さ」




「この場で言うには不釣り合いなかっこいい台詞じゃぁないの」




　少なくとも、風呂場でフリチン状態の男二人で言う台詞ではない。

　が、異世界にきて二番目に嬉しいかもしれない情報にスバルはそれどころではない。ドキドキわくわくで胸が張り裂けそうな気持ちがいっぱいだ。




「もちろん一番はエミリアたんに会ったことだけど、これもかなりヤバいな！　ぱねぇ！　きたかついに俺も夢の魔法使い……あと十三年先だと思ってた！」




「確かに熟練するには月日が必要だけど……十三年は言い過ぎじゃぁない？」




「言葉の綾的表現だよ。それに俺の知ってる方の魔法使いは誕生日に自動更新されるパターンだ。そっちの称号も圏内だけどな！」




　少なくとも、異世界召喚される前の心持ちならばほぼ確定の圏内。が、こっちでは燃える恋心をぶつける意中のあの子がいる。

　今なら言える――そう、スバルはそのためにこの世界へきた。




「チョメってアヒンして卒業――エンディングは見えた！」




「魔法使いの話でそこまで盛り上がってくれると嬉しいもんだねぇ。もっとも、ゲートがあっても素養の問題は大きい。自慢でしかないけど、私のように恵まれた才能はそうそうなぁいものだよ？」




　ピコーン、とフラグの立つような音がスバルには聞こえた。

　自信満々にそう語るロズワール。だが、彼は知るまい。目の前でフリチンで湯船に漂う男が、異世界から召喚された『招かれし者』だと。

　これまで武力ダメ、知識ダメ、運の補正もゼロどころか若干マイナスといいところがなかったが、ここへきて新たな希望が現れた。




　――魔法、だ。




　なぜか確信めいたものを感じてスバルは拳を握りしめる。

　それから逸る気持ちを堪え切れずに、ロズワールに泳ぎ寄り、




「へいへい、ロズっち。魔法、魔法、魔法トークしようぜ。今、魔法の時代がきてる、ウェーブきてるよ。乗るしかない、このビッグウェーブに！」




「そーぉ？　それじゃ続けちゃおう。魔法には基本となる四つのマナ属性があるわけだけど、知ってるかなぁ？」




「知らなーい！！」




「あはぁ、無意味で無目的で無邪気なまでに無知、すばらしい。気分良いから説明しちゃう。火・水・風・地の四つのマナ属性だ、わかったかなぁ？」




「かしこまりー！　んでもって続きお願いプリーズ」




　酒も入っていないのに、ただ雰囲気だけに酔っ払ってアッパー入っている二人。スバルの求めにロズワールは気を良くしたようにうんうん頷き、




「熱量関係の火のマナ。生命と癒しを司る水のマナ。そして生き物の体の外の加護に関わる風のマナ。体の内の加護に関わる地のマナ。おおよそはその四つに大別されて、しぃかも常人はその内のひとつに適性があればマシといったところかなぁ。ちぃなぁみぃにぃ、私は四つの属性全てに適正があるよ？」




「うわーぉ、自慢ウゼー！　でも話進まねぇから上辺だけ褒めとく！　きゃーすごい抱いて以上！　続きカモンヒア！　その属性ってどうやって調べんの！？」




　ばっしゃばっしゃと水面を叩くスバルにロズワールは鷹揚に頷き、「ふふーん」と意味ありげにほくそ笑みながら掌を突き出してきた。




「もぉちろん、私ぐらいの魔法使いになると、もう触っただけでわかっちゃう。ま、実際はゲートの構造に踏み込んで確認するんだけどねぇ」




「マジかよ！　マジかよ！　うわ、キタコレ、すげー期待度高いよ！　見てくれよ、感じてくれよ、教えてくれよ。誰を？　俺を！」




　互いに全裸なのも忘れて間近に近寄り、見えない尻尾を残像が残りそうな速度で振り回すスバル。まさしく躾のなっていない犬を見るような目でロズワールは笑い、その掌をスバルの額に当てる。




「よっし、んじゃちょこぉっと失礼します。あ、痒いとこあったら言ってね」




「尻が痒い！　けど自分で掻くよ！　その分の労力も俺のリサーチに費やしてくれ！　うおお、マジで震えるぜハート！」




　今だけはあらゆる不安材料を全て忘れて、目の前に広がるロマンそのものに思いを馳せていたい。

　期待があり、夢があり、そして確信めいた感覚がある。




　――その魔法こそ、異世界召喚された自分の牙になるものだと。




　唇の端を歪めた笑みは、三白眼の眼光と合わせるとやたらと好戦的に輝く。爛々と双眸を光らせ、ただ診察結果を待つスバル。そして、




「――よぉし、わぁかったよ」




「きた、待ってました。なにかな、なにかな。やっぱ俺の燃えるような情熱的な性質を反映して火？　それとも実は誰よりも冷静沈着なクールガイな部分が出て水？　あるいは草原を吹き抜ける涼やかで爽やかな気性こそ本質とばかりに風？　いやいや、ここはどっしり悠然と頼れるナイスガイな兄貴分の気質がにじみ出て地とか出ちゃったりして！」




「うん、『陰』だね」




「ＡＬＬ却下！？」




　耳を疑う診断結果が飛び出して、思わず悪い病気を告知されたような反応になってしまった。そして、実際になんかそんな感じの雰囲気になったままロズワールは重く口を動かし、




「もう完全にどっぷり間違いなく『陰』だねぇ。他の四つの属性とのつながりはかなぁり弱い。逆に珍しいもんだけどねぇ」




「つか、陰ってなんだよ！　分類は四つじゃねぇの？　カテゴリーエラってるよ！」




「話してなかったけど、四つの属性を除いて『陽』と『陰』って属性もあるにはあるの。もぉっとも、該当者はほぉとんどいないからあえて説明は省いてたわけなんだけど……」




　その極々わずかな可能性を引いた、ということらしい。

　そんな話を聞かされて、少々空回っていた気持ちも落ち着いてくる。そう、限りなく希少な属性――ということはつまり、




「なんか実はすげぇ属性なんだろ。五千年に一度しか出ない的な！？　他の系統では扱えない魔法が使えちゃう的な！？」




「そうだねぇ、『陰』属性の魔法だと有名なのは……相手の視界を塞いだり、音を遮断したり、動きを遅くしたりとか、それとかが使えるかな」




「デバフ特化！？」




　なんかスゴイ超破壊級の魔法が使えるとか、闇の世界に敵を引きずり込んで八つ裂きにしたりとか、そういう強力無比なのを期待したのだが。

　ぽつぽつと、言いづらそうに妨害・能力低下系の効能を口にするロズワールの様子からして、本気で申し訳なさそうなので事実なのだろう。




　異世界召喚されて、武力も知力もチート性能は与えられず、




「そして属性はデバフ特化……」




「ちぃなみに見た感じ、魔法の才能は全然ないねぇ。私が十なら、君は四ぐらいが限界値だよ」




「さらに聞きたくなかった事実！　もはやこの世には神も仏もいねぇ！」




　お湯を激しく弾いて絶望のアクション。大の字に浮かぶスバルを気の毒そうな視線が見ているが、わりと本気で失意のスバルは反応する余裕がない。

　ロズワールはそれでもどうにかスバルを励まそうと、




「まぁま、意外と便利だよ、陰系統。見られたくないことするときに他人からの視線をオフできるし、聞かれたくないことするときに音が漏れないようにもできるしぃ」




「なるほど、密談ってーか密会に特化してるわけだ。こいつはいいね、ＨＡＨＡＨＡ！」




　体を起こしてロズワールの肩を叩き、




「……それ、かっこいいか？」




「かっこいいか悪いかは別として、密会を必要とする女の子には喜ばれる。何事も使い方だよぉ、使い方。どちらにせよ、今の君には使えないしねぇ」




「そうだよなぁ。魔法、魔法か……デバフ特化と判明しても、やっぱり捨てるには惜しい。クソ、どうすれば」




　頭を悩ませるスバルに、しかしロズワールはあっけらかんと、




「使いたいなら教わればいーぃじゃない。幸い、『陰』系統なら専門家がここにはちゃぁんといるからね」




「そうか、なるほど、その手があったか！　この際、魔法の系統がどうとかはどうでもいいんだ！　魔法を教えてもらう、という口実が成立すればこの際、実際に魔法が使えるようになるかどうかはどうでもいい！　つまり！」




　片手を天に、片手を腰に当て、水面を割りながら急浮上。

　水飛沫を上げて全裸が跳ね、そしてロズワールの視線を浴びながらポージングし、




「魔法のレッスンで意中のあの子に手取り足取り腰取りレッスン、よりどりみどりの放課後レッスン。そして互いに手に手を取り、明日に向かって舵を取り、やがて二人にコウノトリ！　イェ！」




　即興ラップで今後の方針を決定。

　そうとあれば即座に決断、即座に行動。もはや前回の内容を踏襲しようという初目的が微妙に頭から消えている。そんな行動はしかし、




「勘違いしてるみたいだから訂正するけど、『陰』属性の専門家はエミリア様じゃぁないよ？」




「な・ん・だ・よ！　さっきからてめぇ、俺に恨みでもあんのか！？　そんなに人の心を弄ぶのが楽しいのかよ！　ＹＯ！」




　微妙にさっきの勢いを引きずったまま指を突きつけ、




「じゃ、誰だよ、お前か！　宮廷魔術師様か！　全属性ＡＬＬ適正持ちの超エリートッスもんね！　がっかりだよ！」




「ベアトリスだよ」




「もっとがっかりだよ！！」




　ばっしゃーん、と盛大に水飛沫を跳ね上げて、今宵最大の叫びが炸裂した。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「あー、クソ、湯当たりした。ロズっちの野郎、上げて落として上げて落として繰り返しやがって。釈迦の掌か」




　支給された着衣に袖を通しながら、脱衣所でスバルはそうぼやく。

　風呂場でのがっかりトークから少し間を空け、ロズワールを浴場に置いて先にスバルが上がったところだ。

　もともと、それほど長風呂が好きな性質ではない。最近はついつい体の疲れと考えごとの場所確保から長く入ってしまうことも多いが、パッと入ってパッと出るのが本来のスバルのスタイルだ。




　故に、長々と風呂に入っていた影響で頭が少し重い。特に今日はまだケガの復調から時間が経っていない、血の足りていない時期なのだ。

　微妙に意識と肉体の方にモチベーションの格差があり、歯車のやや噛み合わない感じが齟齬を生んで気持ち悪い。




「おまけに筋肉痛もありそうだしな、明日は。クソ、ラムちーめ覚えてろよ。前回より動きがいいからってコキ使いやがって……」




「お望み通り、覚えておくわ」




「ふわぁぉぉぉう！！」




　脱いだ衣類を入れた籠を持って出たところで、ぼやきにそう反応を返されて飛び上がるほど驚く。そのまま手の中から下着類がはね落ち、脱衣所前の通路に佇むラムの足下に散らばった。




「はぁ、まったく」




　彼女はしゃがんでスバルの一日の疲れがしみ込んだ下着を摘まみ、すぐ脇にあったゴミ箱へと叩き込む。




「目の前に洗濯しようと籠持ってる男がいるんですけど！？」




「ごめんなさい。持ち上げた瞬間、生理的嫌悪感が堪え切れなくて。一秒でも早く手放したくてああなってしまったわ」




「そのわりにフォーム綺麗だったッスね！」




　泣く泣く自分でゴミ箱から下着を回収し、籠に詰めると改めてラムと対面。脱衣所の前で壁に寄りかかり、静々と待機するメイド。

　はて、彼女の目的はなんだろうとスバルは首を傾げる。と、彼女はそんなスバルの意図を察したかのように、




「残念だけど、入浴は済ませたから待っていても着替えたりしないわ」




「全然察してねぇな！？　メイドとして致命的じゃね！？」




「冗談よ。ロズワール様の御着替えの手伝いのため。入浴の際はラムかレムが付き添うのが決まりよ」




「甘やかしすぎじゃねぇのか。着替えぐらいひとりでできんだろ」




　とはいうものの、世の中にはお手伝いさんに靴下を履かせてもらい、自分では一度も靴下を履いたことがないという人間もいるにはいるらしい。

　そうした世の中の広さを考えると、ロズワールもそういう手合いなのかもしれんなぁと目から鱗が落ちる思いだ。




「もっとも、数少ないロズっちへの信頼も一緒に落ちるけどね」




「ラムの前でロズワール様への不敬な発言は控えなさい。二度目の注意からは実力行使するから」




　優しげな提案に思えるが、事実なので肝に銘じておくべきだ。

　実際、彼女は一度目は懇切丁寧に教えるが、それ以降は同じ質問をしようものなら養豚場の豚を見るような目で容赦なく見てくる。




　これ以上は残っても藪蛇だな、と早々に退散を決め込み、スバルは「そんじゃ、失礼しやっす先輩」とその場を離れようとする。が、




「バルス、このあとはなにか？」




「なにかもクソも、寝るだけだよ。明日も早いんだから当たり前だろ、チキショウ、先輩マジ朝だけは辛いッス」




　反骨精神と弱音がハイブリッドしたスバルの言葉に、ラムは「そう」と小さく応じて押し黙る。

　そのまま何も続けない彼女を見つめていると、彼女は「うん」となにかを決断するように自分に呼びかけ、




「それじゃ、あとで行くから部屋で待っていなさい」




「――は？」




　とだけ、告げたのだった。
第二章１６　『二週目の困惑』
　何度でも宣言しておくが、ナツキ・スバルはエミリア一筋を標榜している。

　異世界にきて以来、機会があって元の世界では遭遇するはずもない美形に立て続けに出くわしているが、彼女の存在は群を抜いている。

　純粋に容姿が美しいというのもあるが、それ以上に単純な話、惚れた弱味である。その条件下にある以上、彼女の戦闘力はぐんぐん上がり続ける。

　よって、どんな美貌が相手でもスバルの心がエミリア以外になびくことはあり得ない。あり得ないったらあり得ない。




「だから、この完璧なベッドメイキングはただ自分がゆっくりと眠りたいって以上の意味はないんだからな」




　鋭い勢いで指をベッドに突きつけ、誰にともなく気合いの言い訳。

　風呂上り、部屋に戻ったスバルの目の前には、戻ってからの時間の全てを費やして整えられた寝台がある。




　洗濯物の入った籠すら放置しての仕事ぶりは、風呂に入ったばかりなのに額に汗しての大仕事だ。久々に、満足のいく仕事ができました。




「深い意味はない。深い意味はないぞ。心頭滅却心頭滅却。エミリアたんがひとり、エミリアたんが二人、エミリアたんが三人……天国か！」




「騒がしいわ、バルス。もう夜なんだから、静かにしなさい」




「ふぁぁぁらうぇい！」




　大きく跳ねて壁際に後ずさり。部屋の入口、音もなく扉を開けたラムが立っているのが見える。彼女は中に入ってから戸をノックし、




「静かにしなさいといった直後にこれか、もうダメね」




「なんなんだ、お前の自分ルール！　聞いてて常識感が揺らされるからハラハラするわ！　お前は何をどうして俺にどうなってほしいんだよ！」




　怒鳴り散らすスバルに対し、ラムは「ハッ」と小さく鼻を鳴らす。言葉にすらしない侮蔑の意思をぶつけられて、もはやスバルもお手上げのだんまり。

　そんな彼の前をつかつかと横切り、ラムが向かうのは寝台――ではなく、その手前にある小さな木製の机だ。




　一応、書き物などをするためのスペースとして各部屋に用意されているのだが、こちらの世界の読み書きができないスバルにとっては無用の長物となっている。もちろん、日本語で書き記すことはできるだろうが。




「最悪、それでもやっとくべきか。持ち越せないにしても、文字に起こしておけば記憶するって意味じゃ明快になるかもしんねぇし……」




「なにをぶつぶつと言ってるの。バルス、こっちきなさい」




　犬でも躾けるようなぞんざいな言い方に、スバルの額に青筋が浮かぶ。が、ここで相手のペースに巻き込まれても損をするだけ。そもそも、相手を自分のペースに巻き込んでこそのスバルの本領発揮といえる。




　とにかく、どんなビックリ発言が飛び出したとしても、決して揺るがないぶれない鋼の心を鍛えておく。

　まるで戦場に向かうような心境、それを持って立ちはだかるラムの前へ。




「それで？　今度はどんな無茶を持ってきてくれたんだ」




「なにを言っているの？　文字の読み書きを教えてあげるから、早く座りなさいって言ってるでしょう」




「初耳だよ！？」




　鋼即融解。

　硬質化したはずの心が一瞬でふにゃふにゃに折られたのを確認、それから動揺を隠せないまま机の上を見やり、そこに真っ白のページが広がるノートと羽ペン、赤茶けた背表紙の本を見つけて息を呑んだ。

　冗談でも悪ふざけでも嫌がらせでもなく、本気で純粋に文字を教えてくれようとしているらしい。




「でもまた、急になんで……」




「バルス、あなたは読み書きができないでしょう。それは今日の働きを見ていてわかったわ。だから、それを教える。読み書きができなければ買い物のメモもできないし、用件の書き置きもできない」




　戸惑うスバルの問いかけに、ラムは至極真っ当な答えを返す。

　思わずぱくぱくと、魚のように口をだらしなくさせるスバル。その彼の反応を気にもとめず、ラムは赤い背表紙の本を示し、




「まずは簡単な童話集、子ども向けから始めるわ。これからは毎晩、ラムかレムが付き合うから勉強をすること」




　ありがたい申し出でこそあるが、素直に困惑する気持ちが強い。

　この展開も先の風呂場と同じで、前回にはあり得なかった状況だ。そしてスバル自身の目測としては、前回の四日目などに比べれば、まだまだ双子たちとの間の距離は開いたままだとも考えていた。




　にも関わらず、こうして善意の勉強会が行われたのは何故なのか。




「決まっているわ。――楽をするためよ」




「マジぶれねぇな、お前」




「当たり前でしょう。バルスのやれることが増えれば、それだけラムの仕事が減る。ラムの仕事が減れば、必然的にレムの仕事も減る。良い事尽くめよ」




「俺がその代わりに超仕事に追われてるけど！？」




「……？」




　突っ込みに対して怪訝そうに首を傾けられました。

　発言の意図がわからないみたいな反応に、もはや口答えする気力もない。

　そんな風に呆れ果てる一方で、嬉しかったのも事実だ。




「オッケー、オーライ、了解だ。お勉強、しましょうじゃあーりませんか」




「バルスの場合は会話の文法は大丈夫だから、そこまで難しいことはないわ。生まれ持ったセンスに罪はないから」




「フォローのふりした罵倒入ってるよな？」




　言いながら机の前に腰を下ろし、羽ペンを持って準備完了。これまでは触れる機会すら持たなかったが、羽ペンは軽く、ノートの上を滑らせるとなかなかどうして達筆に文字が描かれた。

　異世界での記念すべき最初の一筆だ。スバルはノートの表紙に向かい、筆を大きく滑らせて、




「ナツキ・スバル参上……と」




「いきなりだけど、そんな絵なんて書いて遊んでる暇はないわ。明日も早いし、時間は限られているんだから」




「いやこれ俺の母国語なんだけど……やっぱ伝わらねぇよなぁ」




　会話の成立から、ひょっとしたら文字も書いてみれば翻訳されるパターンを期待したのだが、そう都合よい展開には恵まれない。

　こちらからすればこの世界の文字が象形文字なように、日本語は少しこじゃれた書き殴りにしか見えないのだろう。

　スバルの大好きな四字熟語系の知識も、これでは猛威をふるえない。




「でも逆にどんな卑猥な妄想を文字に起こしても、誰にも気付かれないってことだよな。そのシチュエーションは……使い道あるかリビドー的に！」




「まずは基本のイ文字から。ロ文字とハ文字はイ文字が完璧になってから」




「三種類もあんのか、聞くだに折れるな」




　新たな言語習得を前にすでに挫かれそうな心が辛い。日本語を習得しようとする外国人の気持ちが少しわかる。平仮名・カタカナ・漢字と三種類もあっては、登る山の高さに途方に暮れるというものだ。




「イ文字を把握してから、童話に入るわ。勉強時間は……冥日一時までが限度でしょう。明日もあるし。ラムも眠いし」




「最後に本音がチラリズムするそういうとこ、嫌いじゃねぇな、先輩」




「ラムもラムのそういうところが好きだわ」




　切り返しに躊躇いがないから、本音か冗談か判断し難い。かなり高確率で前者な雰囲気を感じながら、スバルの文字習得レッスンが始まった。




　新しい言語を習得するとき、まず最初に行うのは使用される文字の種類を把握することだ。平仮名ならば五十音と呼ばれるように、言語にはまず使用される基本文字があり、あとのことはそれらの組み合わせで語られる。

　よって、言語の習得は文字の書き取りから始まるわけだが、




「想像以上に苦痛……筆記体の勉強してたときみてぇだ」




　ラムが書き出してくれた基本の文字を、ページ一枚に四百文字ほどのペースで書き連ねていく。ゲシュタルト崩壊を起こしそうな積み重ねだが、この地道さこそが必要な手段と割り切って没頭している。




　疲労と眠気で正直瞼が重いが、付き合ってくれているラムのことを思えば船をこぐなどもってのほかだ。そもそも、こうして二回目の初日から友好的に振舞ってくれていることが貴重。チャンスを逃すわけにはいかない。




「なんつーか、楽するためとか言ってっけど、それでも嬉しかったよ」




　照れ臭い気持ちを堪えながら、素直な気持ちを後ろのラムに伝える。

　羽ペンをノートに走らせるかすかな音、繰り返し繰り返し同じ文字を羅列させる作業の合間を縫って、スバルは前回の四日間を回想する。




　思えば、時間さえあればエミリアの尻を追いかけていた日々だったが、その間をもっとも長く一緒に過ごしたのはラムだったろう。

　あらゆる屋敷周りの仕事――炊事も洗濯も掃除も、全てが素人同然のスバルを教育するには骨が折れたはずだ。彼女にしてみれば仕事はそれだけでなく、通常業務も兼務しながらだったのだからなおさらだ。




　負担は当然レムにもいっていただろう。故に、前回の四日間でレムと接した時間はそれほど多くない。優秀なレムがその分の仕事をしていたとラムなどは語るが、直接的ではない負担をかけたことはスバルの負い目にもなっていた。




「正直、あんまし好かれてっとは思ってなかったし」




　ただでさえ忙しいのに、使えない奴が後輩として入ってきたのだ。自分の仕事をして、時間を削りながらもそいつに色々と教えなくてはならない。

　対人経験値の少ないスバルなどにとっては考えるだけで苦痛の一言。そしてそう思われることは、スバルにとって慣れ親しんだ感覚だ。




　故に、否定されていないような現在が、スバルには嬉しかった。




「だから、これからも迷惑かけるとは思うんだけど、よろしく頼むよ」




　椅子を軋ませて軽く首だけ後ろに向け、無言で見守るラムに告げる。

　心の内からふとわき出た本音、それに対してラムは静かに、




「ぐう」




　綺麗にベッドメイキングされた寝台の中で、可愛らしく寝息を立てていた。

　靴を脱ぎ、エプロンを外し、ヘッドドレスをベッドの脇に置いて、布団を肩までかけた折り目正しい就寝スタイルだ。




　ばき、と音を立てて羽ペンが折れた。







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　ふと込み上げる衝動に従い、スバルは大口を開けて欠伸をかます。

　噛み殺すに至らなかった眠気が目尻に涙となって浮かび、それを乱暴にこすりながら背筋を伸ばす。




　夕刻の空は沈む太陽の餞別で橙色に染まり、流れる雲はゆったりとした動きで一日の終わりを労ってくれている。

　それらを見送りながら節々の関節を回し、スバルは己の体の調子を確認。やはり重労働影響は残っているが、以前に比べればマシといったところか。




「とはいえ、体の強度は戻っても変わんねぇからな。……ちったぁ疲れない動かし方を学んだってことか」




　肉体の慣れでなく、純粋な作業への慣れによる効率改善。それが疲労のわずかな軽減につながっているのだろうと予想。

　もし今後もループする可能性があるなら、繰り返しによる肉体の強化は期待できない。できることはあくまで出来事の予習と、家事技能の習熟ぐらいか。

　そう割り切らねばやってられまい。なにせ、




「スバルくん、お待たせしました。――大丈夫ですか？」




「ん、ああ、だいじょぶじょぶ。レムりんも、買い物終わり？」




「はい、滞りなく。スバルくんは、色々と大変そうでしたね」




　荷物の入った手提げを前に、小首を傾けてそう労うのは青髪の少女――レムだ。変わらぬメイドの装いの彼女は風に揺れる髪を押さえ、その表情をほんのわずかだけゆるめてスバルを見ている。




　泥と埃、そして鼻水や涙で執事服を汚しに汚したスバルの方を。




「ずいぶんと人気でしたね」




「昔っからどうしてかガキんちょにやたらと好かれる性質でさぁ。やっぱアレかなぁ、俺の中の抑え切れない母性的ななにかが童心を惹きつけてやまない的な感じ」




「子どもは動物と同じで、人間性に順位付けをしていますから。本能的に侮っていい相手かどうかわかるんですよ」




「それ、褒められてないよね！？」




　顎に手を当てて不満をアピールするスバルに、レムは何も答えない。

　わりと辛辣なコメントをされて、そういうところがやっぱ姉妹だとスバルは内心で納得の頷き。

　直接的なラムと遠回しなレム。彼女らとの付き合いは精神的にタフでなくてはやっていけない。もちろん、体力的にもタフでなければそもそも仕事が立ち行かなくなってしまうのだが。




　苦笑しながら腰を回し、スバルは首をめぐらせながらあたりを振り返る。

　背後、広場の方からはいまだ子どもたちの嬌声が遠く響いていた。つい先ほどまではスバルもあの輪に加わり、打撃やよだれを相手に悪戦苦闘していたものだ。誰もかれも容赦なく、味方のいない孤高の戦いだった。




　現在、スバルとレムがいるのは屋敷のもっとも近くにある村落だ。

　あれで辺境伯、という立場にあるロズワールは当然、いくつかの土地を領地として保有する一端の貴族である。

　屋敷の直近であるこの村落も例外ではなく、暮らす人々は当たり前のようにこちらの顔を見知っている。特にメイド二人は買い出しの機会も多いのか、通りがかるたびに声をかけられる率はかなりのものだ。




　その一方でスバルもまた、いつの間にか存在だけは周知されていたらしい。実際に足を運ぶのは初めてだったにも関わらず、友好的に迎え入れられたのはむず痒いながらも嬉しかった。

　とはいえ、




「あのガキ共の馴れ馴れしさはいったい……俺の触れると火傷しかねない、ハードボイルディックな雰囲気が理解できねぇのか」




　ハードボイルドでアダルティック、略してハードボイルディック。

　煙草をくゆらせながら低い声で呟きたい称号を口にしてぼやくと、先を歩くレムは視線だけでこちらを横目にして、




「母性って言ったり大人を気取ったり、スバルくんは忙しいですね」




「忙しかったらむしろこんな目には遭わずに。クソ、やっぱレムりんの買い物に付き合ってりゃよかったよなぁ」




　実際の買い物の場に付き合っても、食材の区別も名称もわからないスバルでは役に立たない。よって、気を遣わせるぐらいならと引っ込んでいたのだが、そこを村の子どもたちに見つかって拉致されたのは予想の外だ。




「大まかなとこじゃ文句はねぇんだが……解せん」




「なにがですか？」




「いや、こっちの話。レムりんは警戒しながら話しなくて済むから助かるぜ、実際。ラムちーの場合、どんな角度から蔑まれるかわかりゃしねぇ」




「姉様は素敵でしょう」




　微妙に会話が噛み合ってない。

　姉を自慢するように少し鼻高々なレム、そこに含む様子は見られないので本心なのだろうと推察。だが、




「ぶっちゃけ、ラムちーの性格だと問題多くね？　けっこうな頻度で軋轢生みそうな感じだけど」




「使用人としても人としても未熟なスバルくんほどじゃないですよ」




「で・す・よ・ねー」




　人のふり見て我がふり直せ。

　現状でラムの半分以下しか貢献できないスバルの口から、ラムの能力と性格批評など鼻で笑われて当然だ。ましてや相手はさらにそのラムの改良版。

　直接的でない分、皮肉の切れ味もまたラムより数段上だった。




　先を歩くレムの後ろに付き添いながら、スバルは頭を掻いて思い悩む。

　――前回の村での買い物は、ラムに同行したはずだったのだが。




「そういえばスバルくん、勉強の進み具合はどうですか？」




「着々と……って答えたいけど、そうそう簡単にはいかないわな。やっぱ何事も時間をかけてゆっくり育てねぇと。愛情と一緒だね！」




「途中で枯れないといいですね」




「今のレムりんのコメントには愛が枯れてるよ！」




　叫び、レムの表情をわずかに微笑に変えて、スバルも笑う。

　――ラムが夜の個人レッスンを申し出て、すでに四日が経過している。交代でスバルの文字教育に当たるとの話だったが、その間に講師役がレムであったことは一度もない。

　状況的に見て、レムが仕事に穴を開けられる状態ではなかったということなのだろうが、それが彼女にとっては負い目になっていたようだ。

　珍しく口ごもるような反応を見せる彼女に対し、スバルは笑いを継続して、




「しーんーぱーいーすんなって。別に放置されてるわけじゃねぇし、講師役ラムちーに不満もねぇし？　いや、教えてる最中に普通にベッドで寝られるとかやる気削がれることは間違いねぇけど」




「姉様はスバルくんのやる気を発奮させようと、あえてそう振舞っているんですよ」




「なにその俺を上回るポジティブシンキング。姉を崇拝する気持ちが並大抵じゃねぇぞ、マジ鬼がかってんな」




「鬼、がかる……？」




　最近のマイブームな言葉に首を傾げるレム。




「神がかるの鬼バージョンだよ。鬼がかる、なんかよくね？」




「鬼、好きなんですか？」




「神より好きかも。だって神様って基本なんにもしてくんねぇけど、鬼って未来の展望話すと一緒に笑ってくれるらしいぜ」




　来年の話をすると特に盛り上がるらしい。

　肩を組んで赤鬼や青鬼と爆笑し合う光景を思い浮かべるスバルは、ふとレムがその表情に確かな笑みを刻んでいるのを見た。




「お……」




　これまでにも何度か微笑する姿は見てきたが、こうしてきちんと笑顔と表現できる顔を見せてくれたのは初めてのことだ。

　何が彼女の琴線に触れたのかわからないが、スバルは指を鳴らし、




「その笑顔、百万ボルトの夜景に匹敵するね」




「エミリア様に言いつけますよ」




「口説いたのと違うよ！？」




　姿勢を正して両手を突き出し、神妙に許しを乞うポーズ。

　ふと、レムはその姿勢を取るスバルを見て軽く眉を上げ、




「その手、どうしたんですか？」




「ん？　ああ、ガキ共が戯れてた犬畜生に超ガブられた」




　くっきり歯型の浮かんだ左手の傷、微妙な出血があったが現状はすでに止まっている。前回も同じ目にあった覚えがあるので、変なところだけ律儀にトレースしていることになる。

　ちなみに、執事服の背中あたりで盛大に鼻水をかまれているのだが、それに気付くのも前回と同じで屋敷に帰ってからのことだ。




「傷、治しましょうか？」




「え？　なに、レムりんも回復魔法とか使える系？」




「簡単なものですが、手当てくらいなら。エミリア様の方がいいですか？」




「む、否定できない魅力的な提案だ。だ、け、ど……遠慮しとく」




　左の手の甲に浮かぶ犬歯の跡を眺めながら、スバルはその申し出を辞した。

　傷跡はある意味、目印としてちょうどいいと判断したからだ。今回のループが始まった瞬間、もっともその事実をスバルに知らしめたのは傷の消失に他ならなかったからである。

　傷のあるなしは判断材料として有効だ。偶然にも犬に噛まれなければ、適当な刃物なり羽ペンなりで自傷しなければならないところだった。




「ふ、ほっぺたに刀傷とかの憧れは中学で卒業したぜ。今になって思い返すと、超傷跡だらけになってた俺って……」




　顔の傷跡に憧れて、引っかき傷をせっせと作った時代が懐かしい。一個じゃ物足りないと作りまくり、おまけに運悪く傷が化膿して包帯男と化す大惨事にまで発展。中学の卒業アルバムはひとりだけミイラ男である。




「やだ、俺、可愛い……！」




「傷跡は男の人の勲章と言いますから。そういえば、ロズワール様も消さない傷跡を自慢していらっしゃいます。――胸のあたりの」




「なんか生々しい話題になりそうだからパスしていい？」




　知らず話題がメイドと主の怪しい関係に発展しそうになって慌てて制止。

　意味がわかっていないのか、不思議そうに首を傾けるレムの背中を押し、「いいからいいから」と帰路を急ぐ。




　生々しい話題の継続にはついていく自信がないし、それにスバルだってそれなりに緊張もしているのだ。

　――なにせ、二回目の世界も今日でぴったり四日目を迎えているのだから。




「明日の朝、無事に迎えられるかが勝負だな。その前に」




　エミリアとそもそも約束ができるかどうかも、大事な勝負なのだが。




「……それにしても、ラムちーとレムりんの性知識は大丈夫か。なんかいいようにあの旦那様に騙されてやしないか心配なんだけど」




　前の週のループより詳しく知るにつれ、そんな疑問が鎌首をもたげ始める。自分の事情が片付いたら、それとなく探りを入れておこう。




　そんな決意もひそかに固めるスバルだった。







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　ナツキ・スバルの二度目のロズワール邸一週間、その局面は今、最大の危機を迎えていた。

　予習していた前回をあまりちゃんとなぞれていない時点で、そもそも順風満帆とは言い難い展開ではあったのだが、ここへきて最大の危機発生である。

　つまり、




「勉強の拘束時間があるせいで、エミリアたんとこに顔出せねぇ」




　月明かりの照らす庭園で、二人愛を囁き合いながら約束を小指で交わす。

　二回目の夜にそんな希望を抱いていたスバルにとって、ここへきてイベント進行に支障をきたす事態は最悪の展開だった。




　勉強自体はまだ四日目でしかなく、夕食前にさりげなく「今日とか、ちょっと休憩入れて休んでもよくね？」と直球で双子に申し出たのだが、




「姉様、姉様。スバルくんという名の根性無しが早くも音を上げていますわ」

「レム、レム。バルスって名前の人畜に劣る負け犬が犬語で何か言ってるわ」




　と、これまでにない白眼視で却下されてしまった。

　かくなる上はサボってでもエミリアの下へ駆けつけたいのだが。




「ラムレム経由でエミリアたんにサボりが伝わったら、性格的に間違いなく約束キャンセルされる……！」




　約束が交わせても、その後に反故にされれば意味がない。

　約束の逢引。そして花畑で燃え上がる二人、夜の街に消えていく。そこまでできて初めてスバル的なＨＡＰＰＹＥＮＤと言える。




「かといって、しっかり勉強してたらエミリアたんと顔合わせる前にオネムされちまう」




　よって、スバルにできる最善の答えはたったひとつ。

　即ち――出される課題をでき得る限りの速度で終わらせて、月が雲隠れしてしまう前に庭へ舞い降りる。これだ。




「あるいは究極のベッドメイキングでラムを眠りに誘い、寝ている間に約束を交わして戻ってきて課題も終わらせる……つまり、挟み撃ちの形になるな！」




　正しくは板挟みともいう。課題と約束の間に揺れる、悲しい男心だ。




　次善の策も用意し、すでに寝台の調整は終わっている。日差しをたっぷりと吸い込んだ寝具の調子は絶好調であり、触れているだけで感じる温かみは人を眠りの世界に堕落させるには十分な威力を持っている。

　そこへきて、スバルの中に秘められしホテルマンとしての全ての力をここに集中し、稀代のベッドメイキングは完了した。




「これ以上のベッドメイクを、俺は成し遂げることはできないだろう……」




　文字通りのありったけ、それをブチ込んだ傑作だ。

　我ながら惚れ惚れする出来栄えに、いつもならそこに勝手に横たわるラムが憎たらしくてしょうがないのに、今は早く入ってほしくてたまらない。




「まるで、新しく買ってきたゴキブリホイホイに早くゴキブリが入るのを待ってるみたいな気分――最悪だな！」




　言い繕っても事実は事実なので訂正はしないが。

　とはいえ、それで律儀に相手を待つあたりが、スバルの非情に徹し切れない日本人気質の表れともいえた。

　机の前にスタンバイし、膝を指で叩きながら相手の来訪を待つ。が、




「今日に限ってなぜ遅い。始まるのが遅いと、当たり前のように終わりも遅くなるだろうが。学校の授業と違って、終わりのチャイムがねぇんだぞ」




　学校なら、教師が遅れてくるのはむしろ「待ってました！」だが、現状では純粋に拘束時間が延びるだけの無為な時間でしかない。

　無駄な時間なら復習に裂け、と思わないでもないが、今日の心境で心を落ち着けて文字に挑むことはかなり厳しいと言わざるを得ない。




　そんな心情で課題を早く終わらせようなど、ちゃんちゃらおかしい決意であることにスバル本人は気付けない。

　そして刻々と過ぎる時間に気持ちは焦りまくり、いざ部屋の戸がノックされた音に気付くと、つかつかと早足で乱暴に扉を開けて、




「遅いじゃねぇか！　この一秒一秒はお前にしてみたらなんでもなかったかもしれないが、俺にとっては魂を削るのと一緒なんだよ！」




　と食ってかかり、




「……そんなに待ってたなんて、ごめんね？　私、あまりこっちの階ってきたことなかったから」




　扉の外で待っていたエミリアにそう言われて、血の気が一気に引いた。
第二章１７　『鎖の音』
「それで、ラムもレムも今夜はスバルのところに顔を出せないっていうから……私が代わりに勉強の監督を引き受けたの」




「そうなんだ！　へぇ、それは嬉しいな、マジサプライズ！　あ、座って座って。お茶とかいるよな。そだ、とっておきの茶菓子をくすねておいたんだ」




　部屋にエミリアを招き入れると、スバルは慌てふためきながらお出迎えの準備を始める。

　廊下を駆け抜けて、使用人階専用の給湯室的な部屋に入り、お茶と茶菓子を用意してダッシュで戻る。この間、わずか二分の早業だ。




　屋敷での使用人生活で身に付けたスキルを遺憾なく発揮し、スバルは屋敷の主であるロズワールにすら見せない仕事ぶりをここに成し遂げた。




「お待た！　戻ったよ！　とっておきの茶葉といざってときの茶菓子を持ってきたから、一緒にアーンってしながら食べようぜ！」




「本題が忘れられてるみたいな感じがするけど……ちょっと、いい？」




　部屋の中で所在なさげに立っていたエミリアの問いに、盆を抱えたままのスバルは首を傾げて疑問符を浮かべる。

　彼女はそんなスバルの前で、ゆったりとした動きでベッドを指差すと、




「なんか、ずいぶん念入りに整えられてない？」




「あ！　違うよ！　別になんか企んでたとかじゃなくて、ラムちーを寝かせようとしてただけだから！　怪しくないよ！」




「スバルのベッドにラムを寝かせてどうするつもりだったの？」




「すごい勢いで誤解が急旋回してね！？」




　お盆を机の上に置き、疑いの眼差しを浴びながらベッドにダイブ。時間をかけて入念にセットした寝台を荒らすに荒らし、




「ほーら、これでもう全部台無し。そうだよな！　ラムちーみたいな悪女ってる子にゃぁ、寝乱れたベッドで十分だよな！」




「ここで寝かせる気なのは変わらないのね」




「俺のフォローじゃしのぎ切れない！　パック、かんばーっく！」




「もうお休みの時間だから起こしたげないの。……別にいいけど」




　灰色の猫に縋るスバルにエミリアはそっと自分の腕を抱き、こちらからは視線を外しながら、




「スバルがラムやレムと仲良くするのはいいけど、ちゃんと節度は守らなきゃダメだからね。ましてや、あの二人はまだ若いんだし……」




「貞操観念が強いとこも俺的にはポイント高いな。ってか、その発言は俺よりもっとふさわしい奴が屋敷にいねぇ？　ヒント、ロン毛で変態」




「ああ、アレはもういいのよ。……矯正は諦めてるもの」




「エミリアたんの目から光が消えるレベル！　なんかゾクゾクするよ！」




　諦観を瞳に宿す彼女の態度は、まるで打ち捨てられた子犬かなにかのようで庇護欲を棍棒で殴打してくる。早い話が、エミリアならどんな顔をしててもスバルにとっては可愛いのだが。つまるところ、




「Ｅ・Ｍ・Ｔ（エミリアたん・マジ・天使）」




「まだすごーくくだらないこと言ってるときの顔してる。そろそろ、スバルのこともわかってきたかも」




「嬉しいこと言ってくれるじゃないの。でも、そんな簡単に俺の底を見透かせるだなんて勘違いしないでよねっ。あ、お茶どぞー」




「あ、どうもどうも」




　差し出したお茶を受け取って、そっと喉を潤すエミリア。彼女に机の前の椅子を譲り、スバルはベッドに腰掛けながらお茶をすする。

　秘蔵の茶菓子も分け合って食べ、ゆったりとした穏やかな時間が二人の間に流れていた。こんな時間を、幸せというのかもしれない。




「そんなふうに、ぼくは、おもうんだなぁ。すばる」




「全然普通のこと言ってるのに、なんでか心に響いたみたいに感じる」




「言葉のトリックだな。平仮名っぽく発音するのがコツだ。当たり前のことを当たり前のように言うだけなんだけど」




　スバルの戯言にも慣れてきたのか、エミリアの態度は自然なものだ。

　彼女もまた、この穏やかな時間を享受してくれているとわかってどことなく嬉しい。そのまま静かに時間は過ぎ――、




「って、遊びにきたんじゃないんだから、落ち着いてちゃダメじゃない」




「男の部屋に夜にひとりでやってくるのに、それが夜遊び以外のなんだって言うんですか！　火傷しますよ！」




「知ってると思うけど、パックなしでも魔法は使えるからね？」




　ぱきぱきと空気が乾いた音を立ててひび割れ、室内の気温が一気に低下していくのがわかる。

　お茶から立つ湯気の勢いと濃さが増すのを見て、スバルはこれ以上の引き延ばしは無理だと判断。苦笑いして机に向かい、




「オッケオッケ、わかりました。勉強、勉強しましょう。エミリアたんと夜の個室でドキドキレッスン……言っててなんか興奮してきたよ！」




「はいはい、わかったから。とりあえず、いつもはどうしてるの？」




　場所を交代して椅子に座るスバルに、背もたれに手をかけたエミリアがすぐ傍でそう問いかける。間近で彼女の吐息を感じながら、スバルはややどぎまぎとノートと参考書を開き、




「今は基本のイ文字ってやつを書いて覚えてるとこ。この童話集がほぼイ文字でできてる話の寄せ集めって話だし、これ読めるようになんのが今のとこの目標ってとこ」




「ふーん、童話集か……」




　赤茶けた背表紙の本を手に取り、ぱらぱらと中身を確認するエミリア。ふと、ページをめくるその指が止まり、スバルは「ん？」と彼女を見上げ、




「なんか、気になるお話でもあった？」




「んー、そこまでじゃないけど、ちょっとね。まあ、スバルもこれが読めるようになったらきっとわかるわよ」




　音を立てて本を閉じると、エミリアはベッドの方に向かって腰を落ち着かせる。自分が荒らしたベッドにエミリアが腰掛けているのを見ると、なぜかほのかな興奮が沸き上がってきてスバルを落ち着かなくさせる。

　が、彼女はそんなスバルの獣の本能になど気付かぬ様子で体を伸ばし、




「ホントは冥日にしか会えない子たちとお話する気だったんだけど、ラムとレムに頼まれちゃったからね。今日はスバルを優先してあげる。感謝してね」




「もう超感謝してる！　マジ御仏の御導きだよ！」




「そ、そんなに感謝されるとちょっと照れるかも」




「ありがとう！　ラムちー！　レムりん！　お前らの心遣いを、俺は絶対に無駄にしない！　ナツキ・スバル、男になります！」




「あれ、そっち！？　私には！？」




　この状況を作ってくれた双子に対して感謝を叫び、不満げなエミリアに対して向き直るとスバルは両手を突き出し、




「もち、エミリアたんには最大級の感謝感激の雨嵐。勉強とか終わったらマッサージとかいかがッスか。日頃の感謝を込めて、マジ手取り足取り腰取りしながら日々の疲労を癒して溶かしてさしあげちゃう。うへへ」




「なんか手つきがいやらしいから嫌」




「クソ、俺の正直者め！　でもそんなところも嫌いじゃない！」




　泣き真似しながら机にもたれかかるスバルにエミリアは吐息。その見慣れたアクションひとつで会話を区切ると、彼女は手を叩いて、




「ほーら、いつまでも遊んでないの。明日もちゃんとお仕事あるんだから、響かない内に終わらせましょう。さ、続き続き」




「あい、りょうかーい。あ、エミリアたん残りのお菓子食べていいからね」




「はいはい、ありがと。……でも間食か」




　異世界でも乙女的な理由で間食を控えるのは共通らしい。

　そんな無駄知識を得ながら、スバルはエミリアを背後に今日の分の文字書き取りを始める。

　一度こうして打ち込み始めてしまえば、スバルも勉学に集中しようというものだ。確かにエミリアの存在は気になるが、『約束を交わす』という大前提をクリアできそうな現状、さして焦る理由はない。




　そんな心のゆとりから、落ち着いて文字を書き写すスバル。しばし無言の時間が続く中、ふとエミリアが後ろから声を飛ばしてきた。




「ふーん、思ったより脱線とかしないのね」




「集中してっからね。俺って一度のめり込むと周りが見えなくなるタイプ。だから好きな人にも一直線だよ！」




「そうだといいけどね。私に色目を使ってるうちはどうかなー」




　からかうようなエミリアの態度にスバルはたじたじ。どうも、スバルのこれまでのアプローチは彼女に真剣に受け止めてもらえていない公算が高い。

　これだけ直接的に言っているのだから、少しは信じてもらいたいが。




「でも、茶化した雰囲気入れずに口説くとか俺のスキルじゃ無理。マジ途中で恥辱で憤死する。恋に恋して命縮める、平安貴族だよ！」




「はいはい、ふざけない遊ばない。……まったく、普段からそれぐらい真面目にやればいいのに。ラムとレムに見放されちゃうわよ？」




　頭を抱えるスバルに向かって、エミリアはベッドの上で片膝を抱えてそう呟く。スカートが短いから際どい感じになっているのだが、やたらと無防備な彼女はそのあたりの機微に疎い。

　やや体を傾けながら、スバルは全力で視力を目の端に集中。普通に視線を誘導したらばれるので、見てないふりしながら見るというやつだ。




「これぞ『陰』の系譜に連なるものとしての隠形！　ゲート全開！」




　変な使命感を燃え上がらせるスバル。そんな彼の思惑を知らず、扇情的なポーズで目を伏せるエミリアの表情は晴れない。そのままぽつりと、




「ねえ、スバル。こんなこと聞きたくないんだけど……どうして、そうやって真面目にしてないの？」




「マジメにフマジメするというのが俺のポリシーでして……とかって答えを求めてる雰囲気じゃないな。えっと？」




「そう、真剣なお話。――ラムも少しぼやいてたわよ。スバルは仕事の、なんだろ、途中途中で手を抜いてる感じがするって」




　さすがに告げ口のような形になるからか、問い詰めるエミリアの口調はたどたどしい。が、それを聞かされるスバルは内心で図星を突かれた痛みに顔をしかめるしかなかった。




　合間合間で手を抜いている、と仕事ぶりを評価されているのだとしたら、それはまったくもって正確な評価と言わざるを得ない。

　事実、スバルは仕事に対して本気で打ち込んでいない。というより、意図して前回と同じような結果を得られるように調節しているといっていい。




　ほとんど仕事を理解できていなかった前回に比べ、今のスバルは多少なりにも仕事を覚えた状態だ。ＡＬＬ『Ｃ』判定だった使用人スキルが、現在はＡＬＬ『Ｃ＋』判定といえばいいだろうか。

　実際にはまだまだ長い長い使用人坂を上り始めたばかりのレベルだが、その些細な違いも先輩方の目を誤魔化すには至らなかったらしい。




　自然、後ろめたさがスバルの唇を重くした。

　反論どころか二の句も継げないスバルを見て、エミリアは「やっぱり」と口の中だけで呟いてから、




「罪悪感なし、ってわけじゃないもんね。スバル、なんだか変なところで律儀な感じがするし。勉強もサボったりしてないし」




「まぁ、ちょっとした事情があるというか、勉強は自分のためでもあるし……言ってて気付いたけど、俺って全部俺の事情で動いてんな」




　振り返ると最悪の一言だった。

　自分の事情で双子に迷惑をかけ、自分のためになる部分だけしっかりと肥やしにし、それ以外の面では手すら抜いているという。最悪の三冠王だ。




「あ、明日からは気持ちを入れ替えて望みます故、お許しを女王様」




「んむ、苦しゅうない。……ちょっと違うかな？」




　自分で言ってて違和感があったのか、首を傾げるエミリア。

　スバルは彼女の態度の軟化に安堵しつつ、今の言葉を明日からは本物にしようと固く心に決める。

　少なくとも、今夜で切りがいいことは事実なのだ。それ以降は前回をなぞる必要はなく、意図的に手を抜いて仕事をする必要などなくなる。




　この四日間で受けた恩義、ラムとレムにそれを返せるようになるだろう。

　もっとも、手抜きをやめたからといって、即座に能力値が上がるかというとそんなことはもちろんないのだが。




「こういうのって気持ちが大事。俺のその一生懸命さ、お金には代えられない価値がある。そうプライスレス」




「またいいところで茶化すんだから。……勉強、終わったの？」




「今日の分はね！　そだ、エミリアたんにお願いがあんだけど、聞いてくれる？」




　手をもじもじとさせながら、上目づかいにおねだり攻撃。母性本能にダイレクトアタックを狙った仕草だが、エミリアは少し引いた顔で、




「やだ、すごーく嫌な予感する」




「怖気立つほどマイナス印象！？　全然、そんなんじゃないよ！　ただ、明日から頑張るために、ご褒美とか欲しいなってそんだけ！」




「ご褒美って？　言っておくけど、私が自由にできるお金なんてないからね」




「俺も給金貰うまでは天涯孤独の無一文！　ま、ま、ま、聞くだけ聞いてよ。そう、明日からマジメに働くから……デートしようぜ！」




　親指を立てて歯を光らせ、自分的には最高に決まった決めポーズ。

　お決まりのスバルのポージングにエミリアは目を白黒させて、




「でーと、ってなにをするの？」




「ふっ、男と女が二人きりで出かければそれはもはやデート。その間に何が起こるかは、恋の女神だけが知っているのさ」




「それじゃ、今日はスバルはレムとでーとしてきたのね」




「俺のデート処女が奪われてる！？　俺、汚されちゃったよ！」




　両肩を腕で抱いてしくしくと泣き濡れるスバルに、エミリアは苦笑しながら「はいはい」と手を振り、




「一緒に出かけたいっていうのはわかったけど、どこに行くの？」




「えへぇ、実は屋敷のすぐ近くの村に超ラブリーな犬畜生がいてさ。あと、花畑とかもあんの、マジ綺麗。エミリアたんと咲き乱れる花の共演、それを俺の魔法器でぜひ永遠に残したい」




　部屋の片隅にそっと置かれているのは、盗品蔵の攻防を生き抜いてスバルと共に回収されてきた初期装備の数々だ。

　ビニール袋の中身にはこれといって手をつけておらず、携帯電話はもちろん菓子やカップラーメンも健在である。




「充電器とコンセントがあれば、メモリ容量いっぱいまでエミリアたんの画像で埋め尽くすんだけどな……で、日替わりで待ち受け変えんの。うわ、マジやりてぇ超やりてぇ。どうして異世界召喚されてねぇんだよ、トーマス！」




　かの発明王の名を高らかに呼び、こちらの世界の文明レベルとの格差を嘆くしかない。携帯電話の電池はすでに表示が一個減り、時間の問題だ。

　いずれ、雷の魔法などで充電できる可能性に賭けてみるしかあるまい。




「子ども向けの漫画みたいな解決法だな……」




「うーん、村かぁ」




　そんな風にひとりごちるスバルの前で、エミリアは頬に手を当てながら思案顔だ。そういえば、前回もそんな感じで悩んでいたなとスバルは思い出す。

　スバルと出かけるのが嫌、というネガティブシンキングではなかった記憶を頼りに、確かどんな風に押したのかと思い出を再現。そう、




「犬畜生超可愛い、行こうぜ！」




「でも、スバルに迷惑かけるかもしれないし、村の人も……」




「子どもたちとかも無邪気でマジ天使の軍勢、行こうぜ！」




「……はぁ、わかった。わかりました。一緒に行ってあげる」




「花畑もマジカラフルでワンダフル、行こうぜ……って、え、マジ？」




　なんだか前回より抵抗が少なかった気がして肩透かし。

　思わず素になって問い質してしまうスバルに、エミリアは唇を尖らせ、




「それでスバルが明日からやる気になるなら、付き合ってあげる。もう、あんまりふらふらしてちゃダメなんだからね」




「しないしない！　超っぱやだよ。むしろ犬もガキも花畑も置き去りにして二人きりになる勢いだよ！」




「でーとの目的が全部飛んでるじゃないっ」




　突っ込み大歓迎なスバルの発言にエミリアが見事に乗っかる。

　それからしばらく二人できゃいきゃいと言い合い、いよいよ夜が更けてきたのに気付くと、「さて」とエミリアがベッドから腰を上げてしまう。




「なんなら、そのベッドで寝てくれてもいいよ？」




「なんでか鼻息荒いし、シーツも乱れてるから遠慮しておくわね」




「クソ！　なんでこんな乱れて……ラムちーか、いなくても俺の妨害を」




　さっきまで感謝の頂点にいたはずのラムの顔が夜空に浮かび、高所から蔑むような目で見ているような気がした。

　満天の星空で故人になったみたいな演出を思い描くスバルの隣、ふと窓に歩み寄るエミリアが同じく空を見上げ、




「うん、今夜も星がきれい。……きっと、明日はいい天気になるわね」




「――ああ、そして忘れられない日になるさ」




「またそうやって……」




　窓枠に背を預けて振り返り、エミリアはまた軽口を叩くスバルを注意しようとしていた。が、彼女の唇の動きはスバルを見て止まる。

　そのスバルの表情が、いつになく真剣なのを見てしまったからだろう。




　ふっと、黙り込んだエミリアに気付いてスバルはまばたきし、




「あれ、どったの？　あんまりゆっくりしてると、眠たい俺は見境なくエミリアたんを抱き枕にしちゃうよん？」




「やっぱり、スバルって変な子」




「急に心外な評価！？　なんかしましたかね！？」




　予想の外からの一撃に泡を食うスバル。エミリアは窓から離れて部屋を横切り、スバルの隣を「なんでもなーい」と可愛らしく言いながら通過。

　そのままドアノブに手をかけてこちらを振り返り、




「それじゃ、執事スバルくん。明日からちゃんと働くこと。ご褒美は頑張ったものにだけ与えられるからご褒美なのです」




　軽く掲げた手で敬礼に似た仕草をして、微笑みを残しながら銀髪がひるがえる。こちらの返答を待たず、扉の外へ消える少女の影。

　手を伸ばしても、もうそれには届かない。扉が音を立てて閉まり、スバルはひとり部屋の中に残された。

　しかし――、




「おいおいおいおい、マジかよ。ったく、俺、やる気になっちゃうぜ。マジで」




　交わしたかった約束は再び交わされた。

　そしてスバルは、再びこの夜に挑むことができる。




　四日目の夜を越えて、五日目の約束の朝を迎えにいけるかどうか。

　勝負の時間は、おおよそ六時間。




「さあ、勝負といこうぜ、運命様よ――」







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　ベッドに座るのではなく、床に座ってベッドを背もたれに、スバルは刻々と夜が朝を連れてくるのを待ち望んでいた。




　ひんやりとした床の感触も、すでに二時間近く座り続けた今ではとっくに体温で温められており、スバルの意識の維持には役立たない。

　が、スバルの体は眠気の魔手など欠片も届かず、覚醒の極みにあった。

　理由は簡単だ。




「こんだけ心臓が高鳴ってて、寝られる奴がいるもんかよ」




　心臓の拍動は高く早く、音はまるで耳元で鳴り続けているかのように大きく鋭い。全身を血が巡る感覚が鋭敏に感じ取れて、手先がわずかに痺れるような痛みを訴えているのがわかった。




「エミリアたんとの約束が待ち遠しくてこの様か。おいおい、俺ってば遠足前に寝られなくなる小学生かよ。修学旅行で寝坊したの思い出すな」




　まさしく一家総出で寝坊。どれだけ家族揃って楽しみにしていたのかという話だ。ひとりだけコンビニ弁当を持たされたあの日の悲しみは、今もこの胸の奥でしくしくと眠り続けている。




　そんな胸中の痛い思いを振り返り、気分を紛らわしながらスバルは夜空を見上げ続ける。

　星の輝きは変わらず、月の位置だけが少しずつだが西へ向かう。

　やがて東の空から太陽が昇ってくるまで、残りは四時間ほどだろうか。




　長い時間だと、つくづく思う。

　眠気など欠片もないのに、何が起きるのかわからないから警戒だけはし続けなくてはならない。襲撃の可能性を思えば時間つぶしなどもってのほかで、こうして体の爆音に鼓膜を委ねながら、思考を続けることだけが今のスバルにできる唯一の行動だった。




　この四日間、即ち二度目の四日間を改めて振り返る。

　出だしの失調、そしていくつかの一週目との差異。それらが今夜までの道のりに与えた影響はかなり大きいだろう。

　だが、一方でスバルの記憶に残るいくつかのイベントはおおよそ通過できたと判断している。二週目はそこに細かなサブイベントが加わった形だ。

　戻った経緯をフラグの立て損ないと予想するならば、今回の勉強会などのイベントがそれに該当する可能性はないだろうか。




「可能性としては否定できねぇが……」




　仮にスバルをループに導く存在がいたとして、それがあの勉強会を重要なものと判断するかは難しいところだろう。

　かといって、それ以外に大きな変化は感じ取れない。エミリアとの関係は変わらず、ラムやレムとの関係は以前よりマシな気がするが。




「あと心残りがあるとすれば……」




　今夜、ベアトリスに遭遇することができなかった、という点だ。




　前回の世界ではエミリアとの約束の直後、スバルはベアトリスの部屋へ『扉破り』によって侵入している。

　大した話をした記憶はないし、故にフラグとしての可能性は非常に低いと言わざるを得ないが、今回は前回にも増して彼女との関係は悪い。

　シビアな時間の管理に追われた結果、スバルはこの四日間で彼女とほとんど顔を合わせる機会を得られなかった。




「といっても、前回も顔見ては憎まれ口叩き合ってただけだけど」




　そうこぼしながらも、スバルは胸に引っかかるものがあるのを見逃せない。

　確かにベアトリスと大した話をした覚えはないが、この二回目の繰り返しにおいて、最初にスバルの心を救ったのはまぎれもなく彼女の態度だ。

　スバルを警戒することを隠そうともしない彼女の態度にこそ、スバルは安堵を得て立ち直ることができたのだから。




「礼のひとつでも、言っておくべきだったか」




　この世界の彼女にはまったくの心当たりがないだろうし、言ったら言ったでなんて返されるのかおおよそ予想もつくのだが。




　あれほど会えば悪口を言い合う関係だというのに、ベアトリスのことを思い浮かべるスバルの唇はゆるんでいた。

　その変わらぬやり取りすら、こうして思い出すと笑ってしまう記憶だ。

　明日を、朝を迎えることができれば、もっともっとやりたいことができる。




　ベアトリスだけでなく、ラムにもレムにも、ロズワールにだって言ってやりたいことはたくさんあるのだ。

　もちろん、エミリアに万の言葉を尽くしたあとになるのは許してほしいが。




「おっと、万じゃ俺の思いを表現し切れないかもしれないな。そして、表現し切れなかった残りの思いは行動で示すよ……」




　空想の中の恥じらうエミリアを腕に抱きしめ、頬を染めて上を向く唇に唇を合わせるアクション。エアＣＧ回収に躍起になる。




　振り返れば笑いが出る、前回と今回、合わせての八日間。

　内心のゆるみが表に出てきたのか、朝までまだ三時間以上もあるというのに、やや瞼が重くなってきたのを感じる。




「ここまでやって、寝落ちとかマジ洒落になんねぇよ。オンゲやってるときとは違ぇんだから……」




　言いながら瞼をこすり、降って湧いた眠気を逃がす。が、眠気は微妙な寒気まで連れてきていて、思わず身震いが起こって苦笑。

　両肩を抱き、体温を高めようと体をこする。しかし、やってもやっても寒気が引くことを知らず、それどころか眠気が消える気配すらない。




　――おかしい。




　楽観的に捉えていた状況、その変化にスバルも気付いた。




　――寒いどころじゃない、苦しいほどに。




　見ればジャージ姿の袖の下、肌には粟立つように鳥肌が浮かび、芯から冷たさに震えているのが目視で確認できるほどだ。

　異常なことだった。異世界の気候は温暖で、普段はジャージの袖をまくってちょうどいい程度の気温が保たれているのだ。




　それが今、どうして歯の根が噛み合わないほどに寒いというのか。




「ヤバい、まさか、これ……っ！」




　震えに寒気でなく恐怖を感じ、スバルは慌てて床に手を着く。

　だが、震えはすでに全身に伝播し、立ち上がる補助をしようとした手が体を支えられない始末だ。

　三十秒近い時間をかけて、どうにかやっと立ち上がる。しかし、体を支える両足も膝が揺れ、気を抜けば今にも崩れ落ちてしまうだろう。




　血の気が引く感覚。手足から力が抜けていく倦怠感。あれほどうるさかった拍動が弱まり、思考すら鈍くなっていくのをじっとりと感じる。




　全身に力が入らず、意識しなければ呼吸することすら忘れてしまいそうだ。

　喘ぐように唇を震わせながら、スバルは震える足を引きずるように部屋の外へ――助けを求めに、廊下へと這いずり出した。




「……だ、誰か」




　声高に誰かを呼ぼうとして、しかし喉が塞がったように声が掠れる。

　からからに乾いた喉は空気が通るだけで痛み、倦怠感は肺の収縮すら掌握したかのように呼吸を遅らせた。

　マズイ、とそれだけがスバルの脳裏を支配する。




　具体的な対処法は何ひとつ思い浮かばないし、自分が何をされているのかもスバルにはわからない。

　ただひとつわかるのは、今の状況が命を脅かされているという事実だけ。




　呻き、たどたどしい足取りで階段を目指す。歩き慣れた道、そして大した距離でもない。にも関わらず、目的の場所はあまりにも遠い。

　階段に辿り着いただけでも息が荒く途切れ、そこから上階に向かって歩を進めるのは、一歩ごとに魂を削るような苦行だった。




「はぁ……はぁ……っ」




　一段一段を手足全部使って上り、どうにか上階へ辿り着く。目指す先は薄暗い廊下のさらに奥――そこに、スバルの求める相手がいる。

　体の中身が溶かされ、全部一緒くたに掻き混ぜられたような不快感があり、込み上げる吐き気と涙を我慢できずにこぼしながら、這いずる足は前へ、前へ。




　エミリアに、エミリアのところに、行かなくてはならない。




　使命感が、義務感が、たとえようのない感情がスバルを突き動かしていた。

　そこにはもはや助かりたい、といった自分の命に拘泥する惨めさはなく、ただただひたすらに無様でありながらも、そこへ自分が行かなくてはならないという脅迫的な絶対感があった。




　ロズワール邸、西側上階の最奥にエミリアの居室がある。

　同じ階層に辿り着いたとき、すでにスバルは虫の息に近かった。客観的に彼を見るものがいたのならば、その無残さに目を背けたかもしれない。




　壁に体重を預け、糞尿を垂らしながら、顔を涙や吐瀉物で汚しに汚したその姿は、もはや人としての最低限の有り様すら損なっている。

　全身がだるく、体中の至るところの筋肉が言うことを聞かない。あとほんのわずかで辿り着ける場所が、今のスバルには雲の上ほども遠くに思えた。




「――――」




　呼吸は荒く、耳鳴りはキンと甲高い音が鳴り響いている。

　故に、スバルがその奇妙な音に気付けたのは、なんの含みもなくただの偶然だ。




　まるで、鎖の鳴るような音だった気がした。




　違和感、それがスバルの足を止めた。途端、体を支え切れずに、壁にもたれていた身が大きくずり下がる。踏ん張る。が、堪え切れない。床に崩れ落ち、




「――う？」




　次の瞬間、衝撃がスバルを打ち据えていた。




　大きく全身がぶれ、床に倒れるはずだった体が吹き飛ばされる。

　なにか、とてつもない衝撃を受けたのだと、何度も地面をバウンドし、顔面で床清掃を行って初めてスバルは気付いた。




　痛みは、ない。

　ただ、手足の末端から腹の中身まで、ぐずぐずと痺れる不快感がある。血流が止まって痺れる感覚、あれと似た倦怠感が体を支配していた。




「なに、が……」




　あったのか、と口にしながら体を起こし、うつ伏せの体を持ち上げようとする。だが、震える両腕は地面を掴んでも力が入らない。否、おかしい。力が入らないにしても、バランスが取れない。そもそも、これだけ右腕が頑張っているのに、左腕はどうして姿も見せないのか。




　ただでさえ薄暗い廊下が、まるでそのわずかな明かりさえも手助けを拒むように遠くなる。ぼやけ、歪んだ視界の中、スバルは奮闘むなしい右腕を見て、それから役目を放棄した左腕に目を向け、




　――自分の左半身が、肩から千切れていることに気付いた。




「――あ？」




　寝転がる体を横に倒し、左半身を上に向けてスバルは呆然となる。

　立ち上がるのに必要な両腕、その左半身が存在しない。左腕は肩から吹き飛び、抉れた傷口からはささくれ立った肉と骨が見え隠れしている。

　夜気の中にあってなお桃色の内側は鮮やかで、そこからとめどなく鮮烈な赤を常時吹きこぼしていた。




　傷口は左肩だけでなく、左脇腹にも生じており、こちらもごっそりと抉られた傷口から一部内臓がはみ出している。自分の腸を目にするのは、これでもう何度目になるだろうか。




　半ば陶然とした状態でそう思い、直後に傷口を見た痛みが全身を貫く。

　もはや痛いとも熱いとも表現できないそれらは、丘に上がった魚のように跳ねるスバルの喉を塞ぎ、絶叫する余裕すら奪ってのた打ち回らせた。




「あぁぁぁああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁ――」




　視界が明滅し、目の前に赤と黄色の光が交互に駆け抜ける。

　それはつい先ほどまでの見慣れた屋敷の景色を塗り潰し、スバルの意識をこの世のものではない別の場所へと連れていく。




　死にたい。

　死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい死にたい。




　生きている意味がわからない。

　生きているなんてこれは言えない。

　まだ死んでいないだけだ。もうすぐ死ぬだけだ。もう死ぬところだ。




　なにもかもわからない、なにもかも遠い。

　自分が何をしようとしていたのかも思い出せない。自分がなんなのかも思い出せない。全てがどうでもいい。どうでもいいから死にたい。




　そんなスバルだったものの全霊の願いは――、




「鎖の、音が……」










　またもかすかに聞こえたそれを最後に、頭蓋を砕かれることで叶った。
第二章１８　『三度目の再会』
「――――！！」




　自分の絶叫で目を覚ます、という経験はこれ以上なく心臓に悪いものだ。




　布団をはね飛ばし、宙に手を伸ばした状態で覚醒したスバルもまた、息を荒げながらそんな衝撃を味わっていた。




「……左手……ある、よな」




　何かを掴もうとしたかのように、虚空に左手が伸ばされている。

　千切れ、吹き飛んだ左半身も同様だ。四肢の欠損、それはほんのわずかな時間に満たなかったにも関わらず、この上ない喪失感をスバルに与えた。




　体を起こし、無事に動く左腕を肩から回して確認する。左の脇腹も破れた形跡はなく、もちろん繋ぎ直した左手には犬歯の跡も残っていない。

　傷跡があれば左半身が吹き飛ばされた感覚は、勝負の夜なのにうっかり寝落ちしたスバルの悪夢とも判断できたが――。




「また、戻ってきちまった……いや、戻ってこれたって言うべきか」




　傷跡の消失はそれを意味する。

　運命に敗北し、またもやこうして時間を逆行させられたのだ。この場合は、敗北してなお挑む猶予を与えられたと考えるべきかもしれないが。




　そこまで考えて、ふとスバルは今が何日の何時なのかを意識した。

　『死に戻り』の経験則としては、戻ってくるとすれば『ロズワール邸の初日』のはずだが、その確信も今回は薄い。また別の時間軸、というのも考えられる話だ。

　とにかく、まずは時間の確認を――そう思い至ったときだ。




「あ、ごめん、おはよう」




　ようやく、部屋の片隅で抱き合ってこちらを警戒する双子の姿に気付いた。

　意識不明だった男が絶叫しながら目覚めれば、それはそれは驚いただろう。

　気の抜けたスバルの挨拶に対しても、まるで小動物が身を寄せ合うようにしている二人は返事をしない。




　頭を掻き、スバルはどうしたものかと思い悩む。

　きっと、彼女たちはまたもスバルを忘れている。それはかすかに胸に痛みをもたらしたが、そのうずく鼓動を無視してスバルは笑みを作った。




　友好的に、こちらからの誠意を込めて。

　彼女たちはなにもかも忘れてしまっても、スバルは覚えているのだから。




「ご迷惑をおかけしました。ナツキ・スバル、ただいま起床します！」




　布団を跳ねのけてベッドから跳躍し、着地したスバルは荒ぶる鷹のポーズ。その威嚇姿勢に双子は慄いたが、そんな彼女らにそのポーズのまま、




「ところで、今って何日の何時？」




　――ロズワール邸、三度目の初日が幕を開けた。







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――改めて、記憶に残っている四日目の夜のことを思い返す。




　エミリアと約束を交わし、時刻はおそらく草木も眠る丑三つ時。急に襲ってきた寒気は全身から力と精気を奪い、短時間でスバルを衰弱死させかねないほどの威力を発揮した。つまり、




「最初の死因は、寝てる間の衰弱死ってことかぁ……」




　じわりじわりと真綿で絞めるように、少しずつ確実に絶息させる方策だ。

　意識を張って起きていてあれだ。眠って無防備なままあの状態に陥れば、それこそ目覚める暇もなく永久に意識を呑み込まれるだろう。

　ただ、




「鎖の音が、な……」




　衰弱に関しては推測できたが、こちらに関しては完全にお手上げだ。

　長い鎖が重なり合う独特の金属音。それが鼓膜を震わせたことだけは覚えている。その直後に衝撃があり、左半身がもぎ取られていたのだ。




　光景を思い返しただけで、左半身が痺れるような感覚を訴えてくる。肉体はその体験を覚えていないはずなのに、魂がその記憶を拒絶しているのだ。

　知らず、左腕を肩から抱きながら、




「襲撃者がいた……ってことだろな。俺を衰弱死させた奴と同一人物かはわからねぇけど、少なくとも同じ陣営の奴だろうし」




　今回の収穫といえば、下手人がいたという事実が判明した点のみだ。

　おそらくは屋敷への襲撃であり、四日目の夜に行われるそれの被害者にスバルもまた加えられたのだろう。他のロズワール邸の住人がリストに載っているかは定かではないが、




「俺が載るぐらいなら、全員載ってんだろうよ。……たぶん、盗品蔵と同じでエミリアたんの王選絡みだろうから」




　ロズワールがどの程度、周辺貴族から恨みを買っているのかわからないので、彼絡みの怨恨の線はとりあえず消しておく。どうせ巻き添えを食らうなら、可愛い女の子の事情の方に巻き込まれたいものだし。




　しかし、とスバルはそこまで考えて頭を抱える。

　襲撃があり、そしてエミリアたちがおそらく狙われているだろうことまで看破できた。そこまでは上首尾といえる。だが、




「それがわかったところで、説明に足る証拠も、未然に防ぐ手段も俺の手の中にねぇ」




　『死に戻り』の厄介さは、それを説明できないところにあるといっていい。

　ましてや今回は屋敷への襲撃を先回りして見てきたのだ。ロズワールに必死で呼びかけ、襲撃への対策を取ってもらえたとして、それを見て襲撃者が襲撃を取り止めたとき、果たしてそれを証明する手段があるだろうか。

　最悪、狼少年扱いされてでも、エミリアたちを守るためには仕方ない犠牲だと割り切るつもりではいるが。




　そして、襲撃者を直接撃退するという手段は完全にアウトである。まずスバルにそんな戦闘力がないのは自分でわかり切っている上に、相手の性質も欠片もわからない。

　ウンコ漏らして大泣きしてたところを、ガツンと殺されたのが簡単な前回のあらましだ。我ながら、ひどいまとめ方もあったものである。




「おまけに相手の面どころか獲物も見てない。まさに犬死」




　相手の素姓が見えてこないのでは、撃退のプランすら練り始められない。

　腕を組み、首をひねり、腰を回して円を描き、足はムーンウォークをしながらぐるぐると部屋を周回する。と、そんなスバルに、




「――死ぬほど鬱陶しいから、とっととやめるか殺されるか選ぶといいのよ」




　部屋の中央、スバルの円運動の中にいた少女が心底不機嫌にそう言った。

　スバルはそんな険悪な彼女の方に振り返り、




「悪い悪い。でも、こうやって頭以外のとこも回転させてっと不思議と頭の方も回るんだよ。だから大目に見てくれ。俺とお前の仲だろ」




「ベティーとお前の間にどんな関係があるのかしら。まだ二回しか会ってないのよ」




「そんなこといっても心は正直だぜ。俺をさらりと部屋へ招いたくせに」




「何もしてないのにそっちが勝手に『扉渡り』を破ってきやがったのよ。ホントにどうなってるのかしら。信じらんないのよ」




　相変わらず、スバルへの敵意を隠そうともしないベアトリス。彼女のそんな態度にまたも救われる気持ちで、スバルは禁書庫へ足を運んでいた。

　多少、割り切ったつもりではあるが、やはりラムやレムの二人に初対面扱いで余所余所しい態度を取られるのは堪えるものがある。前回と違って断りを入れてから部屋を出たものの、縋れる場所はここしかあり得なかった。




「まぁ、お前に迷惑をかけるつもりはねぇよ。茶でも出してゆっくりさせてってくれ」




「そんなもん出るわけないのよ。ああもう、うっとうしい」




　己の縦ロールに触れながら、ベアトリスは苛立ったように口の端を歪める。ふと、そんな彼女を見ていて思ったことがあった。




「そういや、お前って見た目そんなでも魔法使いなんだろ？」




「魔法が使えるという意味ならそうなのよ。でも、そんじょそこらの二流どころと一緒にされたら困るかしら」




　ふふん、と少し鼻高々でこちらに流し目を送ってくるベアトリス。よほど自信があるのだろう。自らの能力の高さを誇示するようなその態度に、




「お前、友達少ないだろ」




「どうして今の話からそんな話題に飛ぶのかしら！」




「いや、俺も友達いないからわかるけど、お前のそれはよくないよ。さすがにその年代から高飛車キャラやってっとあとに響くぞー」




　やいのやいのとからかうスバルにベアトリスは嘆息。そんな彼女の反応にスバルは今の流れを打ち切り、「さて」と前置きしてから本題を切り出す。

　そう、魔法使いの彼女に折り入って聞きたい話。それは、




「対象を衰弱させて、眠ったように殺す魔法……とかってあるか？」




　スバルの陥った衰弱の状態――あれが毒や病によるものか、あるいは魔法によるものかを確定させたいというものだった。

　突如として襲った怖気と倦怠感、あれの正体をスバルは今のところ『魔法』であると疑っている。

　根拠としては、突発的な伝染病にかかる切っ掛けが見当たらないことと、毒を摂取させられたにしては遅行性に過ぎるだろうという判断だ。

　特に毒に関しては、盛られたタイミングが見つからない。夕食はバイキング形式で、スープなどはひとつの鍋から分けたものだ。あるいはエミリアと一緒にしたお茶と菓子に仕込んであったとも考えられるが、




「その場合、俺がいつ菓子だか茶だかを飲み食いするかが読めない」




　確実性に欠ける、という意味ではそのやり方は不適格だろう。特に初回と違い、侵入者があったとみられる二回目ならなおさらだ。

　侵入者はスバルが衰弱状態にあると知っていなければ、毒を仕込んだ意味をなさなくなってしまうのだから。




　スバルの問いかけにベアトリスは眉を寄せる。なぜ、そんな質問をしたのかを不審に思ったのだろう。が、スバルの表情に珍しくふざけた色がないのを見てとったのか、彼女はため息まじりに肩をすくめ、




「あるかないかでいえば、あるのよ」




「あるのか」




「魔法というより、呪いの方に近いかしら。魔術師より呪術師の方が得意とする術法にそんなものが多いのよ。陰険な呪い師らしいやり方かしら」




　ここへきて、呪術師という新たなジョブが表れてスバルは困惑。ベアトリスは講義するように指を一本立て、




「呪い師――転じて呪術師は北方のグステコって国が発祥の、魔法や精霊術の亜種なのよ。もっとも、出来損ないの術式ばかりでとてもまともに扱えたもんじゃないかしら」




「でも、実際に他人を呪い殺せたりするわけだろ？」




「そこが出来損ないなのよ。――使い道がおおよそ、他者へ害する形でしか存在しない。マナへの向き合い方として、これほど腹立たしい術式があるかしら」




　呪術への憎悪は根深いらしく、そう語るベアトリスに譲歩の兆しは欠片もない。スバルにも積極的に呪いを庇う姿勢などなく、今はもっと情報が欲しいと身を乗り出して先を促す。




「それで、その呪術ってやつならさっき言ったみたいな方法も」




「できる、とは思うのよ。でも、わざわざ呪い師を呼ぶよりもっと簡単な方法もあるかしら」




　眉間に皺を寄せるスバルに、ベアトリスが意味ありげに笑う。と、彼女はふいにその小さな掌を広げ、スバルの視界を覆い隠す。直後、




「――うぁ」




　ぐらり、とふいに訪れた喪失感に、スバルは上体を大きく揺らして崩れる。

　とっさに片膝をついて堪えたものの、危うく意識を持っていかれかねない感覚だった。何度かまばたきし、やや倦怠感があるものの体は動くと判断。




「どうかしら、身を持って味わった気分は」




　と、そんなスバルを見下ろしながら、ベアトリスが小さく喉を鳴らして笑う。手の甲を口元に当てての微笑は仕草こそ上品だが、その前にやったことを考えれば可愛らしいと流してやるには度を越していた。




「てめぇ、今のは……」




「単純に、お前の体の中のマナを吸い上げただけなのよ。これを過剰に繰り返せば、それだけでさっきと同じ症状に陥るかしら。呪い師なんていけ好かない奴らに頼るより、よっぽど楽で確実なのよ」




　勝ち誇るように言うベアトリスを恨めしげに見上げるが、それ以上の反抗が今のスバルにはできそうにもない。

　どうしてこれほど、とまで考えて、スバルははたと思い至る。

　今の時間軸だと、スバルがベアトリスに最初のマナ吸収――通称『マナドレ（マナ・ドレイン）』されたのは昏倒直前。つまり、寝る前にやられたマナドレを目覚めてすぐにやられた形になる。




「殺す気か！？」




「加減はしてやってるのよ。ここで死骸になられると、本を取ろうとするたびにお前の死骸をまたがなくちゃいけないから大変かしら」




「死骸って言うな、虫みてぇに聞こえるわ」




　ホントにそんな程度にしか思っていなそうな視線を受けて、スバルはそろそろどうしてここを安住の地などと感じたんだろうと自分に疑問。

　手足の感覚を確かめ、どうにか力が入るのを確認して立ち上がる。その場で軽く足踏みし、軽快にタップを踏んでみせてから、




「まさか、俺を殺したのお前じゃないだろうな」




「死んでたならこうして話す煩わしさも消えて楽なことなのよ。残念だけど、ベティーは忙しいからお前を殺す手間も惜しいかしら」




　両手を後ろに組み、スバルの隣を抜けてベアトリスは書架へ向き合う。ゴシックロリータな衣装の裾が揺れ、背伸びする少女の手は少女の上背より少しだけ高い場所を目指す。と、




「これでいいのか？」




「……その隣なのよ。とっとと渡すかしら」




「へいへい」




　意外と分厚い本を書架から抜き、膨れ面の少女にポンと手渡す。受け取った少女は不満げな顔つきのまま、またスバルの隣を抜けると奥の脚立へ。椅子に腰掛けるより、その脚立の足場の上がしっくりくるらしく、スバルが禁書庫を訪れるとだいたいの場合、彼女はその定位置で読書していることが多かった。




「それはなんの本を読んでんだ？」




「部屋に入った虫を追っ払う方法が書いてあるのよ」




「おいおい、書庫なのに虫わいてんのか、最悪だぞそれ。どんな奴だ」




「黒くてでかくて目つきと口が悪いのよ。あと態度もでかいかしら」




「ずいぶん特徴のある虫だな、それ……」




　あたりを見回し、できればとっとと退治してもらいたいものだと思う。

　禁書庫はスバルにとっては読めない本の寄り合いでしかないが、それでも本好きとしては本が苦しめられる状況はなるべく避けたい。

　わりと本心からそう思うスバル。そのスバルを横目に見ていたベアトリスは、小さく吐息して、




「まだ何か用事があるのかしら。何もないなら出てってほしいのよ」




「ああ、えっと……そう、さっきのマナをちゅーちゅー吸うやつって、誰でも使えんの？」




「その表現は心外に尽きるかしら。……この屋敷だと、使えるのはにーちゃとベティーだけなのよ。ロズワールは、これの才能はなかったかしら」




「へぇ、万能って聞いてたけどな」




　案外、見栄を張ったところもあったのかもしれない。などと雇い主に対して不敬な考え。もっとも、現状ではまだ出会ってもいない相手だが。




「それにしてもアレだな。お前といい、パックといい、マナドレするときにがっつり持ってくのやめてくんねぇかな」




「……にーちゃもお前からマナを徴収したのかしら」




「ああ、あんにゃろう、俺がマナ太りで苦しむのをいいことに、よいではないかよいではないかってな感じで嫌がる俺を無理やりに……どした？」




　悪代官に帯を回される雰囲気で語るスバルの前、ベアトリスがその白い面にさっと朱色を差して俯いていた。彼女は頬に両手を当てて、




「ああ、なんてことかしら。――にーちゃと間接マナ徴収してしまったのよ」




「なんだ、その間接キスみたいな甘酸っぱい感じ！　その理解度だと俺のポジションが回し飲みされたアルミ缶みたいでやだよ！」




「そう考えるとなんだか芳醇な味わいだった気が……もう一回いいかしら？」




「干からびるわ！　わりとマジに今は血が足りねぇんだよ、血が！」




「ああ、モツは全部戻したけど、血までは戻らなかったかしら。まぁ、ベティーもそこまで万能ではないのよ」




　残念そうに吐息する彼女の発言に、スバルは「ん？」と首を傾ける。

　今の文法だと、どうにもおかしな事実が浮かび上がるのだが。




「今の言い方だと、なんか俺の傷口塞いだのがお前みたいな感じに聞こえたんだけど。エミリアたんの手柄横取りとか性格悪いぜ？」




「あの雑じり者の小娘に、致命傷を治す力なんてまだないのよ。にーちゃと小娘で傷を塞いで、ベティーが治した……どうしたのかしら」




「いやマジ超複雑」




　思わぬところで自分の生還の裏事情が晒された。

　てっきり、路地裏での負傷を治してもらったのと同じ流れで、スバルの傷を治してくれたのはエミリアだと断定していたのだが。

　疑わしさに目を細めるも、胡乱げな目で見返してくる少女に動揺はない。よほど肝が据わった大嘘つきでないかぎり、事実を言っているとみていい。

　つまりベアトリスは、




「肝が据わった大嘘つきか。マジ、性格最悪だな、お前！」




「他人様の厚意を素直に受け取れないお前も相当なのよ！」




　がいがいと言い合いになり、けっきょくは取っ組み合い寸前までいく騒動。最終的には取っ組み合いに持ち込もうとしたスバルが、ベアトリスの魔法力によって華麗に吹っ飛ばされることで決着。




　逆さまになってドアに叩きつけられ、上下反転したスバルの前でベアトリスは長い縦ロールを大きく振り、




「そろそろ出ていってもらうかしら。手の震えも止まってるし、恐いのも誤魔化せるようになった頃合いなのよ」




「……ばれてた？」




「隠そうとしてたのかしら？　そうそう都合よく扱われるのも心外なのよ」




　つまらなそうに鼻を鳴らし、ベアトリスは虫を払うように手振り。

　その仕草を見届けて、スバルは体を転がして勢いで立ち上がる。顔の前に持ち上げた手――その指先は確かに、震えを忘れている。




　死ぬのも通算で五度目になるが、決して慣れる感覚などではない。むしろ回数を増すごとに死の経験は積み重なり、あの恐怖に再び触れるかもしれないと思うだけで足が竦む。

　ましてや今回は死に方が死に方だ。戻ってきたスバルの心胆が絶望に軋み、指先や足下に勇気が通わないことを誰が責められるだろう。




「なんて、言い訳タイムも終了か。優しくないね、まったく」




　苦笑。それを最後に言い訳を置き去りにして、スバルは顔を上げる。

　ドアノブに手をかけ、表に出る前に最後に少女に振り返り、




「悪かった。でも助かった。また頼む」




「報酬は間接マナ徴収なのよ。次はごっそり根こそぎいくかしら。だからもう、勝手にくるんじゃないのよ」




　本に目を落としたまま、すげない口調でそうとだけ言って捨てる。

　そんな彼女に見えないように笑みを刻んで、スバルはドアノブを開いて『扉渡り』を抜ける。そして、




「――その前に、お前、さっきの虫ってひょっとして俺のことか！？」




「もうとっとと出ていくのよ、ぶっ飛ばされたいのかしら！？」




　ぶっ飛ばされて『扉渡り』が行われた。







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「えっと、大丈夫って聞いていい？」




「マジその優しさだけが癒しだわー。これホントマジやばいわー」




　庭園で銀髪の少女と向かい合い、スバルはそう言って肩を落とした。

　ベアトリスの魔法力に弾かれ、扉を飛び出したスバル。そのまま彼の体は庭園の二階テラス入口から射出され、そのまま花壇へと転落した。




　幸い、土が緩かったので大事には至らなかったが、落下の仕方によってはそのまま三回目のやり直しに移ってもおかしくなかった。死因：口論である。




「ますます、俺を殺したのがアイツである説が有力になるな……」




「立てる？　お腹の傷に響いてない？」




「塞いだ傷が破けた的事態はとりあえずなし。塞いだ奴に破られるとかマジ玩具扱いだよ。あー、悪いけど手ぇ貸してくれると助かりますです」




「その花壇、昨日にレムが動物の糞を肥料にまいてたのよね……」




「うおおおわあああ、アブノーマルプレイィィィィ！！」




　花壇に突き刺さった右半身を引き抜き、転がるように花壇の外へ。微妙に遠目からこちらをうかがうエミリアの前で、スバルは泥と下手したら泥以外で汚れた赤茶の作務衣を振り乱し、




「ノーカン！　ノーカンだよね！？　昨日の話だし、浄化されてるべ！？」




「あのね、スバル。こういうのは『ウンが付く』っていうのを、幸運と言い換える考え方があって……」




「すでにエミリアたんが慰めにシフトしてる！？」




　つまり判定アウトである。

　半泣きで袖を振るスバルを不憫に思ったのか、エミリアはその端正な面に苦笑を刻むと、そっと懐に手を入れる。そして、




「――パック、起きて」




　差し出された彼女の掌、そこに乗る緑色の結晶が淡く輝く。

　そこから溢れ出した光は次第に小さな輪郭を結び、ほんの数秒のあとに輝きが晴れると、灰色の体毛の手乗り猫が出現していた。

　猫はその体を思い切り伸ばし、まるで欠伸でもするような仕草をして、




「うーん、おはよう、リア。ああ、それとスバル、起きたんだね」




「おはよ、パック。起きていきなりで悪いんだけど、スバルの体、洗ってあげてくれる？」




　顔の前にパックを持ち上げ、片目をつむっておねだりするエミリア。思わずスバルが見惚れる仕草。それを間近にしたパックは平然とした態度で振り向き、スバルの泥塗れの様子を見ると納得したように頷いて、




「それじゃ、洗うよー。それ！」




「洗うよーって気軽に言われても、うぇいっ！？」




　パックが両手を突き出しこちらに向ける。と、その両掌を起点に魔法陣が彼の前面に展開、そこから射出されたのは大量の水だ。

　真っ直ぐに打ち出される水はその勢いでスバルの右半身を直撃、塗れたこの世の不浄を一気に押し流すが、




「鉄砲水か――！！」




　叫び、右半身に水を食らう勢いのままにスバルの体が回る。




「おっとと、バランスが悪い」




　言いながら、パックが水の角度をわずかに変更。今度は左半身が水の砲撃を浴び、逆回転によって元の軌道へ。

　その後も中心線がそれるたびに、水の的中判定による微調整を受け、




「ほら、きれいになったね」




「右へ左へ……振り回された俺の……この、心は……どうおろろろろろろ」




　水浸しの芝生に四肢を着き、揺れる三半器官に命じられるままに嘔吐の姿勢に入る。が、胃の中が空っぽなのでよだれしか出ない。

　それでもさんざっぱら繰り返せば、多少は気分も復調する。スバルは水でよれよれの袖で口元を拭い、ようようといった様子で立ち上がり、




「最初の鉄砲水はヤバかった……腕もげるかと思った。おい、まさか本気でお前らが犯人じゃねぇだろうな」




「なにを疑ってるのかぼんやりとしかわかんないけど、ボクがそんな悪辣非道な精霊に見えるのかい？　心外だよ、心外。ぷんぷん」




　腰に手を当てて、今まさにスバルを水流で弄んだ猫がそんなことを言う。

　その狭い額にデコピンを打ち込み、「うにゃ！」と悲鳴を上げさせてから、スバルは改めてエミリアと向き合った。




　なんだかこれまでにない再会になってしまったが、ここからリカバリーできるかはスバルの交渉力にかかっている。

　なんだかんだで初回も二回目もエミリアとはうまくやっていた気がするので、それを根拠に今回もガンガン攻めようと決意。

　さて、まずどんな最初の一言を――と、しかしそんなスバルの覚悟は、




「ぷっ」




「ほぇ？」




「あはは！　もう、ゴメン、ダメ。あは、ふふふふ！　もう、二人してなにやってるの……ああ、お腹痛い。やだ、死んじゃうっ」




　突如として笑い出した彼女の前に、全部吹き飛ばされてしまった。

　濡れ鼠となったスバルを指差し、エミリアは堪え切れない笑いの衝動を全て吐き出すようにして爆笑している。




　場所が外でなければ、笑い転げてしまいそうなほどの反応にスバルはしばし呆然。それから、いつの間にか宙を浮遊しているパックと目を合わせ、




「とりあえず、ファーストコンタクト成功！　アシストありがとうございます、御父さん！」




「誰が御父さんか。そう簡単に娘は君にやらんよー」




　胸をそらして偉そうにパックが言い放つ。

　それを聞いてまた、エミリアの大きく笑う声が庭園を弾けた。
第二章１９　『読み書きの成果』
「ラムとレムの話じゃ、まっすぐにこっちに向かったって話だったから、ちょっと遅いなーって思ってたのよ」




　笑い終わって庭園の端で、エミリアはスバルを見つめてそう話した。

　いまだに笑いの残滓が涙の滴となって瞳に残り、指でそれをすくいながらのやり取りだ。

　爆笑されたスバルはちゃっかり手の中のパックを弄びながら、




「それはアレだ。そう、インパクトのある再会を演出しようと思って、色々とぬかりなくやってたモフモフ」




「うん、でもテラスから飛び出して花壇に刺さるのはやり過ぎかも」




「すいません、不可抗力です。そんな腕白小僧じゃないッス」




　はっちゃけると窓から飛び出す痛い子だと思われたら困る。そのたびに花壇に刺さって、パックに鉄砲水で洗われるのも願い下げだ。




「そういや、遅いなーって思ってくれてたってことは、待っててくれたの？」




「……ん、違うわよ？　確かにお礼を言わなきゃって思ってたから、下手に私の方が動いて会えなかったら嫌だなって思ったりもしたし、病み上がりの人を私探させて歩き回らせるのもどうかなって考えなかったわけじゃないけど、ここに残ってたのはたまたまというか」




「そ、たまたまだよ、スバル。色々と理由つけてボクの毛づくろいを長引かせたり、微精霊相手に何回も同じ話題振ってあの子らをぐったりさせたり……そんなことをやってたけど、君を待ってたわけじゃないんだって。ね？」




　エミリアの自爆にパックがここぞとばかりに誘爆。

　からかいの態度を崩さないパックに、エミリアが微笑んだまま視線を向け、




「パック～？」




「素直に言えばいいのに。そこがボクの娘は可愛いんだけど……スバルもそう思うでしょ？」




「超思うよ！　エミリアたんは最高だ！　俺もうメロメロキュンだよ！」




「スバルまでパックの悪ふざけに……あと、そのたんってなに？　どうしてどこから姿を現したの？」




　そろそろ毎度のやり取りになりつつある呼び名への疑問。

　前回まではなあなあで誤魔化してきた内容だが、今回はパックと共同して押し流しに入る。互いに目と目を合わせてアイコンタクトし、




「知らないのか？　これは相手への親愛の気持を示す最上級の敬称だよ。ゆっくり噛みしめるように言ってみるとわかる。そう、エミリアたんと」




「え、そうなの……？　でも、そんなの聞いたこと……」




「まあ、今や忘れ去られた古い古い時代の言葉だからね。リアが知らないのは仕方ない。ボクも、思い出すまで少し時間がかかったよ」




　遠い瞳をしながら、スバルの嘘会話に嘘思い出で対抗してくるパック。スバルはそんな彼の言葉に厳かに頷き、




「古びてカビの生えた、すでに歴史から消え去ったおとぎ話みたいなもんさ。でも、その心だけは今も息づいている。そっとね」




「でも、それを知るものも今じゃずっと少なく……まさか、スバル。君はあの失われた王国の……？」




「関係者……いや、当事者とでも言おうか。聞いたことがないか？　その失われた王国の王家は、黒髪に黒瞳を宿す一族だと……！」




「二人とも顔が笑いすぎよっ！」




「「ぎにゃーーーー！」」




　盛り上がってきて会話が楽しくなってきたところで、エミリアの方から氷塊が飛んできて強制的にシャットダウン。

　角砂糖ほどの大きさの氷の塊だが、それが視界を覆い尽くすほど飛来して顔中に貼りつくという、ある種嫌がらせ的な突っ込みだ。

　張り付いた氷は無理に剥がそうとすると肌が痛み、体温で溶けるまで放置するしかない。そして顔中が低体温化でけっこう痛い。




「地味に効く！　地味にしんどい！　急所に当たった！　効果は抜群だ！」




　ごろごろと転がり回って基礎体温を上げ、溶解を早めるスバル。芝生の上を転げ回る姿を見下ろしながら、エミリアは困ったように吐息をこぼし、




「まったくもう、すぐそうやってふざけて……お礼のひとつも言わせないんだから、ずるいったらないわよ」




「今の苦しみはわりと本気っぽいけどね。ああ、下手に剥がすと血が出る血が出る」




　事態の深刻さがイマイチ把握し足りないエミリアと、スバルの醜態を楽しげに見ているパック。そもそも、共犯のはずのパックの方にダメージがいっていないのはどういうわけなのか。




「いやほら、ボクはリアの魔法ぐらい片手でいなせるし」




「ほうほう」




「いなした攻撃を全部隣にいた誰かに肩代わりしてもらっただけだよ」




「それでこの過剰ダメージか！　お前、ホント見た目に反してひどいな！」




　顔をこすって氷を溶かし切り、怒鳴るスバルの前でパックが「いやぁ」と己の頭に触れながら照れ笑い。

　相手すると疲れるだけだとスバルが割り切り、ふと屋敷の方に振り向くと、




「お、ラムとレムが……」




「本当だ。なんだろ、もう朝食の時間かしら」




　日課の最中、庭園に二人が足を踏み入れることは珍しいのだろう。首をひねるエミリアの反応を見ながら、スバルは「ああ」と内心で納得。

　初日のこの時間となると、ロズワールの帰還があるタイミングだ。二人がきたのもその呼び出しのためだろう。




　スバルたちの前へ歩み寄った双子、二人が同時に丁寧に頭を下げ、




「「当主、ロズワール様がお戻りになられました。どうぞお屋敷へ」」




　何度聞いても惚れ惚れするステレオ音声だ。

　エミリアがその言葉に仕方ないと肩をすくめ、スバルもまた立ち上がりながら屈伸し、体の調子を確かめてから双子に向き直る。

　と、双子はそんなスバルを上から下まで見て、




「姉様、姉様。ちょっと見ない間に、お客様が泥塗れの濡れ鼠ですわ」

「レム、レム。ちょっと見ない間に、お客様が汚物塗れでボロ雑巾だわ」




「言われなくてもわかってるよ。俺のジャージってどこにある？」




　辛辣なコメントにそう返して、スバルは屋敷の景観を見上げる。

　着替えて、身なりを整えて、改めてロズワールと向き合うことにしよう。




　――今回は、前回までと違ったアプローチをしてみるつもりなのだから。







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　帰還したロズワールを屋敷の玄関ホールで出迎え、三度目の初対面を通過したあと、朝食のために食堂に案内されるのは二回目などと同様の流れだ。

　すでに三度目になるスバルにとって、慣れ親しんだに近い展開。こういった流れが踏襲されることについては、おそらくはロズワールの強い意志が介入しているのだろうとスバルは考えている。




　異世界に召喚された初日、つまりはエミリアと出会った日のことになるが、あの四度繰り返した一日においても、強い意志によって起こり得る事態は必ずといっていいほど繰り返された。

　フェルトによるエミリアの徽章盗難がそうなら、路地裏でスバルの身ぐるみを剥ごうというトンチンカンの目論見もそうである。

　合間合間の細かな変化（各人物の気まぐれであったり、スバルの行動）はあれど、大まかな流れを外さないのはそういった意思が原因だろう。




　よって、この初めての朝食の席での話題がエミリアの徽章の話になり、最終的に彼女が女王候補であることや、スバルの功績に対するご褒美へと移り変わっていくのは必然の展開なのである。

　多少、それを狙って話を誘導したのは否定できないが。




「そぉんなわけで、私はエミリア様のパトロンってこと。よって君が得た徽章盗難の情報を隠蔽するためなら、相応の対価は支払わせてもらうよぉ？」




「対価、ね……」




　うまく話をそこに持ち込み、落とし所を探るような構えでスバルは瞑目する。

　初回、前回とここでのご褒美は『使用人として雇ってもらう』という形で落ち着かせた。前回は初回と踏襲するという目的があって故のことだが、今回のスバルは前回をありのままなぞるつもりは毛頭ない。

　だから、ここでスバルがロズワールに求める褒美は別なものとなった。

　それは、




「それじゃ、ロズっち。二、三日でいいから屋敷に泊めてくれ。そのあとは別の場所に行くから、ちょっぴり路銀を融通してくれると助かる」




「ふぅむ、ちょっぴりというと……家が二、三軒建つぐらいかな？」




　スバルの申し出を深読みして、ロズワールが目を細めてそう言う。それに対してスバルは手を振って苦笑しながら、




「そんな裏の意味は込めてねぇって。純粋に、十日間ぐらい宿に泊ったり飯食ったりするのに苦労しないぐらいでいい。あとは勝手に生きてくから」




「エミリア様の言う通り、それはそれは……欲のない話だよぉ？」




「いいんだよ。そんなだいそれたことしてねぇし……あ、エミリアたんが俺と別れ難いって言うんなら話は別だけど！？」




「無欲なことだとは思うけど……スバルにも理由があるだろうしね。きっと大切なことなんだろうから、私が引き止めたりしちゃ悪いもの」




「好意的解釈で突き放された！」




　エミリアの中でスバルがどんな偶像を打ち立てているのかわからないが、やたらと好漢扱いされているらしき返答にて交渉終了。

　頭を抱えるスバルを見ながら、ロズワールはその歌舞伎な衣装の襟を正し、




「そこまで言うなら仕方ない、聞き届けましょ。ラムとレムに用意させておくかぁら――滞在は、三日でよかったかな。他に何かあれば聞くけど？」




「そだな。んじゃ……紙と羽ペンと、童話貸してくれ」




　スバルの申し出に軽く眉を上げるロズワール。

　そんな彼に対してスバルは頭を掻き、視界の端に双子を入れながら、




「毎晩の読み書きの練習、続ける約束なんだよ。こう見えて、俺ってば約束は守る主義なんだぜ？」




　ウィンクして双子に合図。双子は互いに顔を見合わせ、その一方的な約束事に目を白黒とさせたのだった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――実質、三度目になるロズワール邸の一週間。




　その繰り返し三度目の今回において、スバルがなによりも重視したのは自身の死因と、それをやった襲撃者の正体を掴むことだった。




「キーワードは魔法と鎖……だけど、これじゃまだまだ何もわからねぇ」




　わかっていることは、四日目の深夜に何者かの襲撃がある事実一点。

　この時点でそれをロズワールに進言すれば、多少の対策は取ってもらえるかもしれないが、情報の出所を説明できないスバルには賭けの要素が大きい。せめて刺客の姿かたちや獲物、それらがわかるだけでも大きく違うのだが。




「だから、今回は割り切る。今回は、情報収集の一点賭けだ。『死に戻り』の条件が前回と同じなら……」




　少なくとも、あと一回はやり直しをする猶予が残されているはず。

　それがスバルが現段階で考えた、最善に至るための策であった。




　前回のループに関しては、三度の死亡、そして四度目の挑戦での突破が確認されている。それを前提とすれば、一度は必ず戻ってこれるはずだ。

　そして、今回のループで得た情報をもとに、四度目の世界での突破を図る。




「正直、最初から諦めてるっぽくて選びたくない作戦なんだが……」




　スバルに打てる手段が限られている以上、こうした犠牲を払う必要は必ずある。それに元より、漫然と状況を見送るつもりは欠片もない。

　やり直す覚悟を固めたとしても、やり直さないで済む状況に越したことはないのだ。故に、越えられるなら今回でループを突破する腹積もりは当然ある。




「パックにはそれとなく、エミリアたんを守るよう伝えてあるしな」




　庭園でのやり取りのあと、エミリアの目を盗んでスバルはパックに警告を呼びかけている。

　具体的な内容にまでは踏み込めなかったが、夜間の彼女の身辺に気を付けるよう頼み込んだのだ。具体性を欠く内容にパックは首を傾げたが、こちらの感情を読める猫は、スバルの真剣さに偽りはないと判断したのだろう。




「納得はいかないけど、リアを案じているのは事実みたいだからね」




　と、強引なスバルの話運びを鷹揚な態度で受け止めてくれた。

　これでエミリアの安全はある程度確保できたと考えていいだろう。約束を違える猫でないことは、短い付き合いだがわかっている。せっかくのモフり権を放棄してまでの約束だ。彼ならばそれを無碍にはしまい。




　深く追及されなかったことに安堵しつつ、それで肩の荷を下ろすことができた。なぜ、追及されなかったことを安堵したのか、今のスバルには考えることすら浮かばなかったのだが。




「あとはあのロリと、ロズワールにそれとなく……それとなくってどうやんだよ。対人スキル低い人間に求める内容じゃねぇぞ」




　がしがしと乱暴に頭を掻きむしり、羽ペンを鼻の下に挟んで背筋を伸ばす。




　待ち構える難題の多さに頭が痛い。

　ダメで元々の今回とはいえ、それで彼女らを捨石にする選択肢に痛みを伴わないわけがない。できるなら、ラムにもレムにも無事に四日目を越えてもらいたい。ロズワールやベアトリスも、そこに入れて当然だ。

　山頂が高く見えないものだったとしても、それは挑まない理由にはならないのだから。




「さて、どうしたもんか……と」




「失礼するわ、お客様」




　椅子の背もたれに体重を預け、ギシギシ軋ませていたところへ外からの声。こちらの返事より先に戸を開いて姿を見せたのは、桃髪の鮮やかなメイド姉妹の姉――ラムだ。




　彼女は手にお茶の載った盆を持ち、机に向かうスバルを見ると眉を寄せ、




「あら、本当にお勉強しているのね、お客様」




「お前、超失礼だな。仮にも現在、屋敷の客人ですよ、俺」




「食客という名の居候。そう認識しているわ、お客様」




　悪びれもしない様子で部屋に押し入り、ラムは机の上にお盆を置くと、「どうぞ」と湯気の立つお茶を差し出してくる。

　この世界のお茶は、見た目や味ともに元の世界の『紅茶』に近い。はっきり言って茶葉系の飲み物が苦手なスバルであったが、こちらの世界でコーラだの清涼飲料水だのを求めるのは空しいだけだと半ば諦観している。




　それに、ロズワール邸での生活も合計して約十日間。

　立場こそ怪我人、客人、使用人と転々としたスバルだが、その間に出されるお茶の味わいに変化はない。繰り返してきたスバルだけが感じ取れる、そっけない態度のラムが手を抜いたりしていない証拠だった。




　だからスバルは今日も、出されたお茶を口に運んでゆっくり味わい、




「うん……やっぱ、マズイ」




「お屋敷で出される最高級の茶葉を、罰が当たりそうな感想ね」




「苦いもんは苦い。ダメだ、やっぱ葉っぱとしか思えねぇ。一緒に飲む相手がお前じゃ見栄張る気にもならねぇ。植物の味がする」




「ずいぶんと馴れ馴れしいことだわ、お客様」




　言いながら、ラムはお盆の上になぜかもうひとつあったカップを当たり前のように取り、机の背後のベッドに遠慮なく座ると口に運ぶ。

　給仕、のふりをしたサボりではあるまいか。スバルはじと目で彼女を睨み、




「客人の前で堂々とサボりとか、お前のクソ度胸には言葉もねぇよ」




「お構いなくでいいわ、お客様。ラムも別に、お客様に求めるものは何もないから。ただ、お茶を口実に時間が潰せればそれで」




「妹がその間も必死で働いてるってのに、お姉様はいい御身分ですこと」




「その妹の仕事を増やしてくださったお客様ほどじゃないわ」




　おほほほ、と互いに口元に手を当て、無表情なまま笑い合う牽制。

　そんな彼女と憎まれ口を叩き合いながら、スバルはどうにも腑に落ちないものを感じずにはいられなかった。




　この三回目のループが始まって、すでに事態は二日目の夜に入っている。

　その間、スバルはといえばエミリアの尻を追いかける時間以外は、ほとんど与えられた客間に閉じこもって文字の習得に集中していた。極々稀に、ベアトリスをからかいに行く時間はちゃんと取っていたが。




　つまり、今回のループではラムやレムとはお客様と使用人という立場以上では接していない。初回はもちろん、二回目以上に希薄な付き合いのはずなのだ。

　にも関わらず、ラムはこうしてスバルの客間へ理由を作っては足を運んできている。給仕もそうだが、時たま様子を見に訪れては、スバルの勉強の成果を確かめるかのように口出しし、口論をしては部屋を出ていく。その繰り返しだ。




　ともすれば、初回や二回目以上に親密げなラムの態度。

　それはありがたくもあれば、スバルにとっては良心の呵責を生む関係性でもあった。

　すでに半ば、今回を通過点と定めているスバルにとって、この世界を見過ごしてしまうのが惜しいと思わせるほどに。




「わかんねぇなぁ……やっぱ、アレか。こう粛々と文字に打ち込む、いわゆる文学青年的な俺の後ろ姿に、乙女心がキュンときちゃった感じか」




「文学青年……」




　スバルの呟きにラムが反応。彼女はベッドに座ったままこちらを眺め、スバルの姿を上から下まで舐めるように確認してから、




「はっ」




「お前、たまにそれやるけどマジ感じ悪ぃぞ」




　完全に小馬鹿にした顔で鼻で笑われ、スバルの頬も思わずひきつる。

　そんなスバルの前でラムは変わらぬ態度のまま肩をすくめると、




「その見るからに筋張った筋肉質な体と、鋭いっていうより純粋に悪い目つきと、繊細さと程遠い精神性で文学青年。ひょっとしてその文学青年というのは、お客様の頭の中にしか存在しないのではないでしょうか」




「そこまで言うか！？　確かに菜月さん家の昴くんは、見た目だけはすごいスポーツマンなのにひきこもりなのねってご近所でも有名だったけど！」




　言われるたびに母親が笑いを堪えながら、部屋の前までそれを報告しにきたものだ。そのときの恥辱が思い出され、思わずその場を転がり回りたくなる。




　顔を赤くしてその衝動と戦うスバル。ラムはベッドから立ち上がり、そんな彼の隣を抜けると机の上のノートを見やり、




「そしてこの汚い字。――文学青年が聞いて呆れるわ、お客様」




「お前ほどただお客様って言ってるだけのメイド見たことねぇ……。メイド喫茶のメイドでも、もちっと愛想使うぞ」




　行ったことがないので聞きかじりの知識でしかないが、そこの歓待ぶりはそれはもうすごいらしい。行ったことないから全然わからないけれど。




　スバルの恨めしげな提言は爽やかに無視され、ラムは文字で埋め尽くされたページをぺらぺらと興味なさげな顔つきでめくっている。

　その表情の動かない横顔を睨みながら、ふとスバルは放置されっ放しになっていた童話の本を持ち上げた。




「そういや、ほとんど『イ文字』で書いてあるこの本なら、そろそろ読めてもいい頃合いだよな」




　赤茶の背表紙にはこちらの文字で、ただ簡単に『童話集』的な題名が表記されている。本自体の作りは元の世界と近似値で、最初に目次とページ数が記載され、その後に章ごとの物語が掲載されている形だ。

　パッと目次を見た限り、この本に載っている童話はほんの十篇ほど。本の厚さも大したことはなく、読もうとすれば小一時間もあれば十分だろう。




「つまり、時は満ちたってことだ。そろそろ、勉学の成果を実感したいしな」




「知らなければ恥をかくような、そんな常識的なお話ばかりよ。文学青年さんとしては、押さえておいて当然のお話。ね、お客様」




「わかったから、そんな引っ張んなよ。なに、そんなに俺が文学青年気取ったのムカついたの？　文学青年に並々ならぬフェティシズム持ってんの？」




　スバルのセクハラめいた問いかけに応じず、ラムは机の上に残っていたカップを傾けて喉に通す。それはスバルの飲みかけだったのだが。




「おーい、給仕さんが運んできた茶を全部飲むとか聞いたことねぇよ」




「どうせ不味そうな顔をして飲むんだからいらないでしょう。お茶だって、どうせならまともな舌を持っている相手の方が嬉しいでしょうし」




「だから葉っぱの味がするって感想言ったじゃん……ああ、もういい。俺は本に没頭するから、帰るなりてけとーに時間潰すなり好きにしてけろ」




　ぞんざいに手を振ってラムを遠ざけ、スバルは椅子に体重をかけると、やっとのことで童話の一ページ目を開いた。

　出だし、この童話集をまとめた作者の序文があったのだが、いきなり『イ文字』でない文字が多発してもうつまずく。




「マルマルがバツバツしてチョメチョメに捧げる的な文章としか読み解けねぇ……クソ、飛ばしてもいいんだろうけど気持ち悪い」




　物語のいいところで読めない文字に出くわしたらどうしよう。

　そんな心配が生じて、スバルは片目をつむりながら軽くぺらぺらと本をめくり、ネタバレに気を付けつつさっと目を通す。

　そしてパッと見た感じ、本文には『イ文字』以外の文字がなさげだったのを確認し、改めて本へと挑むことに。




「ええと、なになに……むかーしむかし」




　やっぱりどの世界でもお伽噺はそういう出だしから始まるのか、と思いつつ物語を読み進める。

　童話、というだけあって物語の起承転結は非常に明快で簡潔。それだけに想像の余地が多く残されているところなど、元の世界の数々の童話と変わらない。




「微妙に子どもへの教訓めいた展開とかがあるのも一緒だな。泣いた赤鬼的な話とまんまなやつとかあるし」




　お伽噺系で一番好きなのがなにかと聞かれれば、スバルは『泣いた赤鬼』を一番に上げる。一番嫌いなお伽噺がなにかと聞かれれば、やはりスバルは『泣いた赤鬼』を一番に上げるだろう。

　好きで嫌いな物語、『泣いた赤鬼』。幼稚園時代、園内にあった全ての『泣いた赤鬼』の絵本に、最後のオリジナル展開を書き加えた思い出が懐かしい。




「青鬼は報われるべきなんだよ、バッキャロウ。寂しいじゃねぇか、なぁ？」




「突然、そんな涙目で言われてもなにがなにやらわからないわ。外聞が悪いから、ラムがいる前で泣くなんてやめてくれないかしら」




「男の子の涙に対してなんて冷たい！」




　ぴしゃりと断ち切られて、スバルは瞼をこすって涙を蒸発させる。それからまだ部屋にいるラムの前で、読み終わった童話の表紙を軽く叩き、




「読み終わった。意外と面白かったな。こう、微妙な常識感の違いを楽しめるというか……そう、まさに異文化交流的な感じ？　俺、こっちで絵を勉強して向こうの話とか広めようかな。著作権て、世界越えても追ってくると思う？」




「お客様の発言の半分くらいがわからなかったわ。……それで、読み終わった感想がそれ？　なにか印象に残ったお話とかはなかったの」




　盗作はいかんよなぁ、と創作者としての信念をぐらつかせるスバルへの質問。それに顔を上げ、スバルはぺらぺらと童話集をめくると、




「気になったのはやっぱ、この真ん中にあったドラゴンの話と、巻末の魔女の話だろ。どう考えてもこの二つだけ別枠扱いだし」




　童話集の中にあって、スバルの印象にもっとも強く残ったのがその二篇だ。片方はまさに別格の扱い、そしてもう片方はまるで、




「魔女の話はなんつーか、載せないわけにはいかないから載せたぐらいの投げやり感が半端ないけどな。起承転結とかＡＬＬ無視して概要だけだぜ」




「……魔女の話は仕方のないことよ。竜の話が別格扱いなのは、ここがルグニカである以上は当然のことだし」




「ああ、『親竜王国ルグニカ』だろ？　名前の由来、やっとわかった」




　童話集を机の上に置いて、その表紙に手を添えながらスバルは頷く。

　『親竜王国ルグニカ』と呼ばれる、今スバルが滞在しているらしい大国。世界図で見ると、世界のもっとも東に位置するこの国が、『親竜王国』などと呼ばれるのにはそれなりの理由があった。




　簡単な話だ。この国はずっと昔から、竜と結ばれた盟約によって、その繁栄を助けられてきたということなのだから。




「飢饉、疫病。そして他国との戦争――竜はその様々な窮地において、ルグニカを守るために力を貸してくれたというわ」




「んでもって付いた名前が『親竜王国』と、だいそれたもんだ。童話によると王族と竜の盟約だなんて書いてあるし、こりゃお伽噺っていうより昔話……」




「そうね、事実だから。今も貴きドラゴンは、この国の安寧をはるか遠方――大瀑布の彼方より見守っている。王家と交わした約束、その成就の時まで」




　厳かにラムがそう告げるのを、スバルは喉を鳴らして聞いていた。

　はるか昔にドラゴンと交わされた約束。――童話にはその内容は描かれていないが、王国の危機を何度も救ったほどの約束だ。

　相応のなにかをもって、人と竜の間にはそれが結ばれたのだろう。




　そこまで考えて、ふとスバルは気付く。

　竜が盟約を交わしたのが、ルグニカ王国の王族だというのなら――、




「あれ、ひょっとして竜と約束した一族って……ついこないだ滅んでね？」




「そうね、わりとあっけなく」




「それってヤバいんじゃねぇの？　いや、なにがどうヤバいのかは全然わかんねぇんだけど……」




　約束してこれだけ尽くしてくれるドラゴンだ。その対価も相当だろう。なのにそれを払うべき王族が根絶やしになったとあれば、「俺の今までの賃金はどないしてくれんねん」とブチ切れてもおかしくない。




「いやいやネガティブシンキングはよくねぇぞ、俺。むしろここは逆に、すでに王族が竜に賃金を払い終わった前払い説を押したい。そうすれば国は安泰、竜も無問題、そして俺たち揃って万歳」




　韻を踏みながら不安を否定してほしがるスバル。だが、ラムはそんな彼の懇願を首の横振りひとつで却下して、




「竜がなにを求めているのか、それは童話の通りわからない。今の状況で竜がどう動くかは、神のみぞ……」




　そこまで言って、「いえ」とラムは息継ぎをひとつ入れると、




「竜のみぞ知る、ってところだわ、お客様」




　息を呑み、スバルは暑くもないのに、額を汗が伝うのを感じていた。

　今のラムの言葉を咀嚼し、飲み込み、胃の中で掻き回してからようやく、




「じゃ、エミリアたんにかかるプレッシャーは尋常じゃねぇな」




「ええ。一国を背負い、その命運を両肩に乗せて、国を守るも滅ぼすも思いのままのドラゴンと交渉――考えただけで、もう童話の一篇になるわね」




　エミリアがこの童話集を見て、複雑な顔をしたのは二回目の最後の夜だったか。ページをめくる彼女の手が止まった理由を、死んだあとになってスバルは悟る。

　彼女が抱えていたものの大きさ、重さはスバルの想像を大きく越えている。あの華奢な両肩にどれだけの重さを担うのかと、その心の負担を思うだけでスバルの心は怒りとも哀しみともつかない絶叫を上げた。




「仕方ないことだわ」




「――あ？」




「誰にだって生まれ持った資質があり、それに伴う責任がある。エミリア様はそういう星の下に生まれついた。だからそのために、エミリア様は道筋がどれほど険しかったとしても、痛みを我慢して上らなくてはならない」




「女の子ひとりに背負わせてか」




「荷物を一緒に持ってくれる人がいても、いいとは思うわ。でも、いずれ辿り着く頂上には、必ず彼女の姿がなくてはならない」




　発信源のわからない怒りがスバルの声を震わせる。そして、それに応じるラムの声は冷たく理性的だ。

　そこに意識的に冷たく言っている、という意思を感じ取って、ふいにスバルの激昂しかけた意識が冷静さの一片を取り戻す。

　そも、彼女にどれだけ怒っても無駄な話だ。ラムにはなんの責任もなく、ただひたすらにそれを受け入れる心構えを口にしただけなのだから。




「そうだ、ラム。もう一個の話なんだが……」




　謝るのもなにが違う気がして、スバルは話題を変えようと童話を指差す。

　本の中央、明らかに別格の扱いを受けていたドラゴンの話と対をなすように、巻末にほんの数ページだけで描かれたその物語はあった。

　題名は『しっとのまじょ』とされている。だが、




「この魔女の話って……」




「その話はしたくない」




　ぴしゃりと、それこそドラゴンの話以上に断ち切るように言われた。

　思わず目を見開くスバルの前で、ラムは手早くカップとお盆を片付けると、




「長居しすぎたわ。あまりレムに迷惑もかけられないし、そろそろ戻る。お客様、夕食のときにまた呼びに上がります」




「あ、ああ……」




「それでは」




　有無を言わせぬ態度で背を向けて、その小柄な体が部屋から出ていく。それを無言で見送らされ、扉が閉め切られるのを見届けてから、スバルは吐息とともに全身から力を抜いてベッドに倒れ込んだ。




「なんなんだよ、あの態度……」




　そうこぼしながら、スバルは童話集を顔の前に持ち上げてページをめくる。

　最後の一篇、『しっとのまじょ』はほんの四ページだけの短い物語だ。




「こわいまじょ、おそろしいまじょ。そのなまえをよぶことすらおそろしい。だれもがかのじょをこうよんだ。『しっとのまじょ』と……」




　起承転結も何もありはしない、ただひたすらに魔女の恐ろしさだけを伝えようとする内容。子どもでも読めるような文字で描き切られているだけに、より淡泊でストレートな不気味さが強調されている。




「せっかく勉強して読めるようになった本だっつーのに……」




　達成感や満足感、果ては爽やかな読後感まで、一緒くたに台無しにされた気分だ。




　スバルはベッドの上で寝返りを打ち、一度、童話の内容を思考から切り離す。そして考えるのは、あと二日だけを残した今回のループでの試行錯誤だ。

　ああでもない、こうでもない、とない頭を振り絞りながら、いつしかスバルの意識は柔らかなベッドとシーツの上でドロドロに溶かされて消えていた。
第二章２０　『夕闇、孤立無援』
「えーっと、それでは短い間ですが、お世話になりました」




　玄関ホールで屋敷中の人間（たった四人な上にベアトリス除く）に見守られながら、スバルはこそばゆい感覚を堪えて頭を下げた。




　三日の逗留、その約束の期限が訪れ、スバルが屋敷を出る日が訪れたのだ。

　スバルの格好は異世界召喚時のジャージ姿とコンビニ袋、そしてロズワールの厚意で持たされた道具入れがあるシンプルな装いだ。




　ずっしりと重い道具入れにはそれなりの金額が入っているらしく、貴族の金銭感覚に照らし合わせると中を覗くのが少し恐い。特に現在、自衛手段が著しく足りないスバルだとなおさらのことだ。




「ホントに大丈夫？　馬車ならロズワールに頼んで、ここまで呼びつけてもらったりすればいいのに」




　見送りの面々の中、中央に立つエミリアの表情から憂いが消える様子がない。こちらを案じる彼女の態度を嬉しく思いながら、スバルは上げた手を振り、




「いやいやいや、大丈夫だって。ゆっくり、のんびりやってくからさ。これ以上の迷惑はかけらんねぇよ、実際」




「……たぶんスバルはしっかりしてるから、心配はしなくていいんだろうけど」




「うぉう、そうやって高評価されてると思うとちょいプレッシャーあんな。でもでも大丈夫。いずれもっと強くて賢くて金持ちな男になったとき、白馬に乗って君をさらいにくるよ」




「ハンカチは持った？　飲み水と……そう、暗くなったときのためのラグマイトもないと。それからそれから」




「完全にオカン目線！？」




　エミリアの心配はとどまるところを知らず、終いには「ひとりで寂しがらずに寝れる？」とまできたものだ。どこまで人恋しいと思われているのか。

　あるいは直感で、心中に抑え切れない不安を抱えるスバルの本音を感じ取っているのかもしれないが。




「そぉれじゃスバルくん、息災で。短い間だぁったけど、楽しかったよぉ？」




　手を差し出してくる長身、その握手に応じて笑い返し、




「おう、こっちこそお世話になりました。土産も持たせてもらったし、至れり尽くせりだったよ」




「それはなにより。そうそ、お土産だけどなくさないようにね。君との三日間、その思い出の分だけちょこーっと上乗せしておいたから」




　片目をつむって合図をしてくるロズワールに、その意図を察したスバルは大きく頷くと、背負った道具袋を揺らして、




「ういうい、口止め料だろ。わーってるよ、余計なことは喋らねぇ。なんならドラゴンに誓ってもいいぜ」




「君と接していると悪だくみの本質を見失いそうだよ。それにこの国で、ドラゴンに誓うというのは最上級の誓いだ。疑っちゃぁいないけど、努々、それを忘れないようにね」




　念押しされたのに手を上げ、その上げた手を今度はロズワールの背後の双子に向ける。ただジッと無言で佇む二人に、スバルは上げた手で肩を叩き、




「二人にも、超世話になった。特にレムりんはいつもうまい飯をありがとよ。ラムは、うん、なんだ、トイレ掃除とか上手だよな？」




「姉様、姉様。お客様ってばお世辞が絶望的に下手糞ですわ」

「レム、レム、お客様ってばお世辞が致命的にセンスないわ」




「やかましいな、マジで思いつかなかったんだよ。でも、ありがとな」




　全員に別れの言葉を告げて、名残惜しくなる前に背を向ける。

　玄関ホールの扉を素早く駆け寄った双子が開くと、スバルの眼前に近くの村落まで一直線の街道が広がっていた。

　二十分ほども歩いて村に向かい、そこからさらに別の村へ移動。そこから馬車に乗って王都へ向かう――それが、皆に説明したスバルのプランだ。




「じゃ、世話になった。またいつか、会えたら」




「うん、気を付けて。ケガなんてしないでね」




　最後までこちらの身を案じてくれていたエミリアに笑みを残し、スバルは送り出されるままに街道へ足を踏み出す。

　屋敷から見えなくなるまで、ずっと玄関の前で手を振る銀髪の少女。

　その遠い仕草がどこまでも愛おしく、スバルの胸中に不安で消えかけていた炎を再び燃えたぎらせる。




　街道をひとり、しばらく進んだところで足を止める。

　スバルは周囲の様子をうかがい、人の気配がないのを確認すると、ふいに道を外れて森の中へ。街道を挟んだ森は山へ繋がる深いもので、野生動物の多さから入り込まないように、とラムに強く注意されていた場所だ。




　その忠告を無視し、草木を掻きわけながらスバルの体は森の奥へ向かう。いくつかの斜面を上り、時折飛び出している枝などで引っかき傷を作りながらもペースは落ちない。

　そのまま十五分ほども山中を進んだだろうか。




「よし、ここだ」




　ふいに森が開け、広がった視界には高い空が見える。いくつかの斜面を上った結果、スバルは山間の小高い丘のような場所に辿り着いていた。

　目的の場所だ。額の汗を拭うアクションをして、それからスバルは眼前の崖――位置的にはそのすぐ側、眼下に存在する建物を視界に入れる。




　見慣れた豪邸、それはロズワール邸の威容に他ならない。

　ぐるりと街道を回り、森と山を経由して辿り着いたのは、ロズワール邸を高い位置から監視できる、絶好の覗きポイントだった。特に、




「エミリアたんの部屋がある、西側がよく見える。なにか異変があれば、すぐにわかるだろ」




　遠目、彼女の居室の窓がうっすらとスバルの視力で確認できる。それを別としても、屋敷の西側を含めた全景が把握できる位置取りだ。外から何者かが屋敷を訪れれば、確実に目視できると判断できる。




　すでに三回目のループも四日目の朝を回っている。スバルの経験では、あと残り十六時間ほどで前回の死亡と同じ時間だ。

　つまり、屋敷になんらかの異常が起きるのもそこだと考えられる。




「あとは、事が起きるのを待ち構える」




　十六時間程度ならば、スバルの精神力でも張り込みは可能だ。

　本当は三日前――ループ開始直後からこの状況を作ろうと考えていたのだが、早まり過ぎても集中力が持たないと三日の猶予を持たせた。

　その甲斐あって、気力体力、そしてやる気ともに充実している。




　ロズワール邸の異変を事前に察知、あるいはなにが起きてもその場に飛び込んでいけるだけの条件を作る、それがスバルの用意した前提条件だ。




　屋敷に残り、最初からスバルも襲撃者の標的に組み込まれてしまうと、前回と同様の魔法で意識がもうろうとさせられてしまう。

　襲撃者の情報がひと欠片でも多く欲しい現状で、それは致命的なことだ。

　故に、スバルはエミリアたちを囮に、襲撃者を釣る作戦を選んだ。




　もちろん、非情に徹し切れないスバルは予防線をいくつも張り、何かが起きれば即座に屋敷に駆け込み、敵襲を報せて走り回る気でいるが。




「敵が俺の叫びでビビって逃げてくれる慎重派だと助かるな」




　希望的観測を口にしながら、道具袋を下ろしたスバルは中身を探る。中から取り出すのは、屋敷の倉庫から拝借してきた長いロープだ。使用人時代の経験から、こういった備品がどこにあるのかは熟知していた。

　目を盗んで持ち出し、こうして非常時用に持ち運んでいたわけだ。




　ロープを手近な太い木の幹に結び、スバルは反対のロープの端を自分の体に固定する。もちろん、このまま命綱的な使用法をすれば荷重で死ぬので、いくつかの結びを各所に作り、衝撃の緩衝材を用意した上でだ。




「あとはロープ切断用のちっさいナイフ……ロープ切断だけで済めばいいけど」




　果物ナイフ程度の刃渡りのそれは、いざというときの自傷用としての役割も考えている。

　前回の魔法に対する抵抗手段として、最初に襲ってくる意識の弱体化の出鼻は潰せるだろう。その後の衰弱には対抗できると思えないが。




「なんの手段も用意できないよりマシだろ……そもそも、次に対抗手段を用意するための今回だから、な」




　自分に言い聞かせるように呟き、スバルは頭を振って弱気を追い払う。

　ふと、脳裏を過ったのは別れを告げたばかりのロズワール邸の面々だ。




　今回、スバルは次のループに備えて彼女らを捨石にしようとしている。今回だって前回までと同様に、確かな絆を結んだはずの彼女たちをだ。




　目をつむれば、今回の四日間の日々を思い出すことができる。

　前回ほど親しい関係を作れたとは思えないが、それでもラムやレムと接する機会は多かったし、エミリアにはこちらから積極的に会いにいった。それがまさに今、こうして胸を痛めることになると予想していながら、だ。




　それは戒めだ。それは当然の報いだ。それは受けて当たり前の罰だ。




　一度は彼女たちを捨石にしなくてはならないと、失うことを前提に策を考えたスバルが、絶対に受けなければならない類の断罪だ。




　痛ましいと、そう思いながら接した。

　愛おしいと、そう思いながら接した。




　生じた傷口に指を差し入れ、さらに肉を裂き骨を割るような苦痛に耐えながら、この三日間をスバルは過ごした。




　全てを忘れないために、だ。




「言ったはずだぜ、ナツキ・スバル。繰り返したとき、みんながそれを忘れていても……お前は、それを覚えてる」




　だから今回のことだって、忘れていいことだなんて思ってはいけない。

　最後の最後の最後の瞬間まで、スバルが欲しがるハッピーエンドを求め続けなくてはならない。

　彼女や彼らの存在を、時の狭間に消える泡沫などと決める権利は誰にもない。




　じっと身を伏せ、歯の根を噛み殺し、スバルは木々と草の間に体を隠し、森の隙間からロズワール邸を監視する。

　呼吸は薄く、緊張しているはずの体はやけに心臓の拍動もゆるやかで、スバルの決めた覚悟を全身が肯定しているのが伝わる。




　かつてないほど、自分の体が自分に従う感覚。

　その得難い感覚を得ながら、スバルはジッと時を待ち続けた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　身を伏せ、時がくるのを待ち続ける。

　緊張が体を強張らせ、不安が心臓を不安定に揺らし、焦りが視界に余計なものを映り込ませる。

　そんな無意識の妨害を静かに避け、スバルは息を殺し続けていた。




　すでに時間は六時間が経過し、昼前だった世界には夕焼け空が鮮やかな橙色を注ぎ込んでいる。

　思い返すと、この時間は前回までは、ラムかレムのどちらかと村落へ買い物に向かっていたはずの時間だ。

　しかし、今回は彼女らのどちらも屋敷から外へ出るのは確認していない。スバルがいなければ、あの買い物イベントも起きないということだろうか。




「純粋に、ひとり分の食料が浮いたから買い出しが明日に回った……って感じか。客観的にそれがわかるのも、変な気分だ」




　六時間以上も黙り込んでいたせいで、ふと呟いた声は思った以上に嗄れていた。苦笑し、スバルは道具袋――その中の水の入った筒を取り出し、冷たい水で喉を潤す。竹筒のようなシンプルさだが、中の水がいつまでも冷たいのが不思議な道具だ。これもまた、魔法と関わりのある道具なのだろうと思う。




「たった六時間で、情けねぇ。集中力切らしてる場合じゃねぇよ、気ぃ入れろ、俺！」




　言いながら頬を叩き、乾いた音を立てて意識をはっきりと持ち直す。

　まだ予想の時間までは半日近い時間が残っているのだ。ここで折れているようでは先が思いやられる。

　ゆるんだ気持ちを立て直し、改めて見張りに戻らなくてはならない。




　幸か不幸か、ソレはスバルが気持ちを切り替えた、その瞬間だった。




「――――ッ！」




　かすかに鼓膜を捕えた違和感、それを感じ取った瞬間、スバルの体は一切の躊躇もなく横へと飛んでいた。

　全感覚を投入した上での、事前に決めていた通りの回避行動。

　それは確かに実を結び、スバルの体をその奇襲の脅威から見事に救ってみせた。




　直後、聞こえたのは重量のある物質が樹木を半ばからへし折る破砕音。薙ぎ倒される木々が周りを巻き込み、葉が枝が、折れ散る音が乱舞する。

　その中をスバルは駆け出し、一気に身を崖の方角へと躍らせていた。




「――――ううぁ！」




　歯の根を噛んでも殺し切れない悲鳴がわずかに漏れ、高所からの落下に内臓がひっくり返る浮遊感を味わう。が、ほんの数メートル落下したところでその勢いは急停止。腰をきつく締めたロープが食い込み、苦鳴を上げながら、




「緊急、脱出……！」




　言ってナイフでロープを切断。解放された身が再び落下を再開、傾いだ崖を靴裏が噛み、滑るようにしながらどうにか地面へ乱暴に降り立つ。

　そのまま息をつく暇もなく、スバルは形振り構わぬ逃走を選択。身を軽くするために道具袋なども投げ出し、文字通りの身ひとつで山中を駆け下る。

　息を切らして走りながら、




「見た！　はぁ……ああ！　見たぞ！」




　木々を薙ぎ倒した物体、それはひと抱えほどもある棘付きの鉄球だ。ボーリング玉に殺傷機能を持たせたといってもいいそれは、長い長い『鎖』で使い手と結ばれたロマン兵器――その名も、モーニングスターだ。




　山中で生じた違和感、それは鉄球を繋ぐ鎖の音色。聞き覚えのあるその音は間違いなく、あの夜にスバルの命を奪った凶器であった。




　その威力と威圧感を目にして、スバルは今さら恐怖で歯が噛み合わない。

　あの質量が鋭さを伴って飛来すれば、直撃を受けた体が四散してもおかしくない。左半身がもぎ取られたのも、納得がいくというものだ。




「しかし……こっちにきたか！」




　枝を踏み、溝を飛び越え、悪い足場を踏破しながら唾を飛ばす。

　予想されたアクションではあった。ロズワール邸への襲撃と同じくらいの可能性で、屋敷を離れたスバルへの襲撃はあるものだろうと。




　関係者を皆殺しにするつもりなら、三日滞在したスバルがリストから消えることはまずない。そして、スバルを標的として選ぶということは、




「そもそも、俺があの屋敷にいることを何日も前から見てたってことになる」




　襲撃者は屋敷を数日前から監視していたのだ。

　故に、屋敷を離れたスバルをも標的から外すことはなかった。なにより、隠れて潜んでいたスバルを見つけ出したのがなによりの証拠だ。

　屋敷を出たスバルのあとを追わずして、どうしてそれができよう。




「――うぁっ！」




　考えごとに集中しすぎ、足下がおろそかになった瞬間だった。

　木の根がスバルの足を取り、勢いに乗る体を派手に転倒させる。地面を転がり、斜面を滑る。と、その頭上を狙い澄ましたように鉄球が通過した。

　今、転がっていなければ、とスバルの心胆を震えが駆け抜ける。




　そのまま横に転がって立ち上がり、口の中に入った土を吐き出して再び逃走を再開。もはや道は完全に見失っているが、立ち止まるわけにはいかない。




　息が切れる。肺が痛い。そもそも、持久力がスバルには欠けている。

　あらゆる運動力で平均以上の自信があるが、スタミナだけは本当にダメなのだ。山道での追いかけっこなど、考えただけで勝ち目がない。考えただけで勝ち目がないのだから、実際にやったらもっと勝ち目がない。




　つまり、




「追い込まれるのは、必然だったってわけか……」




　眼前、スバルを閉じ込めるように崖がそびえ立っている。

　硬く鋭い破片を覗かせる石の壁は、上ることも踏み台にすることも拒む自然の要害だ。当然、ここを乗り越える手段など今のスバルにはない。




　振り向き、大きく息を吸って吐いて、呼気を整えて身構える。

　正面、いつの間にか森の中の闇は深く、夕焼けを木々が覆い隠すこの場所は世界から隔絶されたかのように寂寥感で満ちていた。




「くるなら、こいや……」




　弱音を強気で追い払い、スバルはジャージの正面を開けると上着を脱ぐ。それを両手に広げて構え、襲撃者が辿り着くのを静かに待つ。




　追い詰められている。追い込まれている。スバルは今や、捕食者の罠にはまった無力な獲物に過ぎない。

　だが、ただで食われてやるわけにはいかない。

　こうまで犠牲を払ったのだ。せめて、それに見合う対価は貰っていく。




　――刹那、闇の彼方から鎖の音を引き連れて、暴力が高速で飛来した。




「こんっじょう……入ってるかぁぁぁ！？」




　致死確定の一撃を眼前に、スバルの体が常識を外れた反射を見せる。

　両手に構えたジャージの上着を持ち上げ、飛来した鉄球を真下から巻き取ると、その勢いをわずかにそらし、胴体への直撃を紙一重で回避したのだ。




　もっとも、両腕から上着はもぎ取られ、衝撃を殺し切れずに岩壁に叩きつけられた体はノーダメージではない。

　だが、顔を上げ、狙いを外した鉄球が壁に突き刺さっているのを見た瞬間、スバルは会心の笑みを浮かべると伸び切った鎖をしっかりと掴んだ。

　そして、伸びる鎖の反対――それを握る、襲撃者がいる方向へ目を向け、




「さあ姿を見せろ、クソ野郎！　その面を見るのに、一週間かけたぞコラァ！」




　怒声を張り上げ、口汚く罵ることで自らを鼓舞。

　どんな相手が出てきても、決して見逃さないように目を凝らして闇を睨む。




　絶体絶命の状況だったが、どうにか命を拾った。

　あるいは今回を捨石にすることなく、姿を見せた襲撃者を撃退することも可能かもしれない。

　逸る意識がスバルに、楽観ともつかない思考を思い描かせる。




　一度は諦めかけた状況の中で、見えた光明に必死で手を伸ばす。

　その光の中にエミリアが、双子が、生意気な少女やロズワールがいる。思わず状況を忘れて頬が緩みそうになる感覚、そして、




「――仕方ありませんね」




　鎖の音が鳴り、持ち主の接近に伸び切ったそれがたわむ感覚。

　だが、そんな些細な感覚など置き去りにして、スバルは目を見開いていた。




　唇がわななき、声にならない声が呻きとなって喉から漏れる。

　知らず、手指は掴んだ鎖を手放し、首はそれを拒むように小さく力なく横に振られていた。




　草を踏み、枝を越え、闇からゆっくりと彼女の姿が現れる。

　黒を基調としたエプロンドレス、頭を飾る純白のホワイトプリム。小柄な体躯には決して見合わぬ鉄球と繋がる鎖の柄を握り、




「何も気付かれないまま、終わっていただけるのが一番でしたのに」




　青い髪を揺らし、見慣れた無表情で小首を傾けて、




「嘘だろ……レム」




　守りたいと思っていたはずの少女が、スバルの前で鉄球を振り上げていた。
第二章２１　『逢魔時の鬼ごっこ』
　瞬間、スバルの脳裏を支配していたのは完全な空白だけだった。




　目の前の光景を否定したい、などという縋りつくような懇願も思い浮かばない。ただひたすらに、スバルの思考は白の景色に覆い尽くされた。




　喉が凍り、呼吸すら忘れ、心臓すら鼓動を止めたかのような停滞。それを解いたのは額を伝う、一滴の汗が肌を撫ぜる感触だった。

　顎の先から地に落ちる汗の感覚に、スバルの意識は空白から帰還する。




　だが、現実と向き合えば目の前に立つのは、そこにいると信じたくなかった人物であることは否定しようがない。




　――マズイ。マズイマズイマズイマズイマズイマズイ。




　空白に続いて思考を埋め尽くすのは、焦燥感と混乱でしっちゃかめっちゃかになってしまった繰り言だ。

　なにもまともに考えられない。目の前に立っているのは、本当にスバルの知るレムだろうか。あるいは偽物ではあるまいか。偽物の可能性、あるわけがない。そんなことをしても意味がない。




「実は三つ子とか……」




　仮にそうだったとしても、なんの慰めにもならないことはスバル自身が一番よくわかっていた。

　先までの戦意が霧散してしまっているスバルを見ながら、レムはその短い青髪をそっと空いた手で撫で、




「抵抗されなければ、楽に終わりにして差し上げますけど」




「その申し出に、はいそうですねよろしくお願いしますヘケッって言うような人間がいると思うかよ」




「失礼しました。そうですね、お客様は確かにそういう方でした」




　ぺこり、と丁寧にお辞儀する姿はあまりにこの場面の雰囲気と乖離している。ともすれば屋敷の中での一幕と勘違いしてしまいそうになるほど、彼女の立ち振舞いは普段と変わるところがない。

　それだけに、彼女の手に握られた無骨な獲物の異物感はとてつもなかった。




「女の子にごつい武器ってのは、確かにロマンだけどな……」




　鉄の鎖に棘付きの鉄球、直撃した相手をミンチする致死性の打撃武器。彼女にこれをチョイスしたのは、趣味がよほど悪い御仁に違いあるまい。

　一度はこれの威力を味わい、その命を散らしたスバルだ。意のままに彼女がこれを操れることは実体験済み。

　思わず息を呑み、焦りを額の滴へ変えながらも言葉を作る。




「どうしてこんなことを……って、ありきたりな台詞言っていいか？」




「そう難しいことでは。疑わしきは罰せよ。メイドとしての心得です」




「汝、隣人を愛せよって言葉はねぇのかな？」




「もうレムの両手はどちらも埋まっておりますので」




　時間稼ぎに付き合うつもりはないのか、受け答えに応じるレムの視線は片時もゆるまずスバルを見ている。

　彼女の動向はわからない。だが、たったひとつだけわかること。




　それは、今動けば、確実に死ぬということだ。

　まがりなりにも五度死んだスバルの本能が、そう絶叫しながらアラートを鳴らしている。




　膠着状態というには一方的な詰めの場面。スバルはひたすらに頭を回転させて、少しでも情報を絞り出そうと苦心する。

　レムの逆鱗に触れず、彼女の興味を惹き、話題を引きずり出さなくてはならない。そう自分に言い聞かせることで、スバルは眼前に迫っている絶望的な事実から一時的にでも目をそらそうとする。




　それと向き合ってしまえば、膝から崩れ落ちることを堪えることなどできるはずもないのだから。




「――ラムは、このこと知ってるのか？」




　ふと、口をついて出たのは彼女と瓜二つの容姿を持つ姉の名前だ。

　愛想が悪く、口も悪く、態度も悪い、メイドとしての能力は妹にＡＬＬ届かないと踏んだり蹴ったりな能力値だが、スバルにとってはロズワール邸での合計日数をもっとも長く過ごした相手。

　口ゲンカすらそれなりに楽しんだあの少女までも、スバルの敵に回っているとしたら――考えただけで、体が震える思いだった。が、




「姉様に見られる前に、終わらせるつもりです」




　レムが口にした答えは、図らずもスバルが求めていた答えと言っていい。

　状況は悪いままだが、気分までも最悪に落ち込むのは寸前で防がれた。




　長い息を吐き、それが思わず安堵からきたものだとスバルは驚く。

　こんな追い込まれた状況に、楽観できる部分を見つけるなど、どれだけ自分はぬるま湯に浸かり切った考え方をしているのかと。




　顔を上げ、スバルは真っ向からレムの目を見つめ返す。そして、睨み返されたレムがかすかに眉を寄せるのを見ながら、




「つまり、独断だな？　ロズワールの指示じゃないと」




「ロズワール様の悲願成就に、障害となり得るものはこの手で排除します。あなたも、その中のひとつというだけのこと」




「飼い犬の躾もできねぇのか。噛まれる通行人Ａの気にもなってみろってんだよ、なぁ？」




「ロズワール様の侮辱は許しません」




　レムの本心を探ろうと、軽く挑発したスバルの横っ面が弾ける。

　打撃のインパクトに視界が揺れ、鋭い痛みに思わず触れた頬、そこを真っ赤な鮮血がべっとり濡らした。

　未だ壁に繋がる鉄球――その接続部である鎖を鞭のように扱い、鉄の鞭としてスバルの横顔を打ったのだ。頬は鎖の模様に歪に裂け、額を流れる血が左目に入って痛みを訴える。




　軽口ひとつでこの被害だ。だが、その甲斐あって拾うものもあった。

　少なくとも、彼女のロズワールへの忠義はまず本物だ。そして、スバルの始末がロズワールのためだと考えているのも、おそらく事実。

　スバルのロズワール邸から外への離脱は、王選でエミリアを支援するロズワールにとって不利益になると判断されたのだ。

　つまるところ、まとめてみるとその心は――、




「ああ、そういうことか。――そんなに、俺が信用できなかったのか」




「はい」




　躊躇なく頷かれて、スバルは胸の奥に鋭い刃物を突き込まれたような痛みを感じた。その答えはスバルにとって嫌な想像を掻き立てるものであり、その想像を肯定されることはこれまでの日々のあらゆる場面の彩りを変える。

　故に、スバルは胸の内に芽生えたその疑惑を口にはしない。




　ただ、滑稽な自分の間抜けさを自嘲するように口の端を歪めて、




「ざまぁねぇよ、俺。うまくやってたなんて、勘違いしやがって」




「……姉様は」




「聞きたくねぇよ！　――食らえ！」




　叫び、レムがわずかに逡巡を見せた瞬間、スバルは腰の裏に仕込んでいた携帯を前に突き出す――直後、白光が闇に沈んだ森を切り裂き、刹那の間だけレムの動きに停滞を生み出した。




「――っらぁ！」




「――――ッ！」




　飛び出し、小柄な体へ肩からのタックルをブチ込んで吹き飛ばす。

　どういうカラクリか、あり得ない膂力で暴力装置を振り回すレムだが、単純なぶつかり合いになれば体格と体重差でスバルの方が有利だ。

　手加減なしの突撃に小さな体躯は後ろへ飛び、バランスを崩して地面に倒れ込む。その横を、わき目もふらずに一気に駆け抜けた。




　喘ぎ、肺に空気を押し込みながら思考と足を走らせる。

　これがレムの独断だとすれば、スバルの命を拾う算段はまだ立てられる。屋敷まで駆け戻り、雇い主本人に直談判できれば可能性はあるはずだ。

　が、ロズワールの意見もまたレムと一緒だとすれば、わざわざライオンの檻から抜け出し、狼の檻へ駆け込む愚行に他ならない。




「それ、でも……エミリア……なら」




　記憶の中で誰よりも燦然と輝く、あの銀髪の少女ならば疑う余地もない。

　彼女ならば、彼女ならば、彼女ならば――。




　――王選の当事者であり、ともすればスバルの存在がもっとも疎ましいかもしれない彼女が？




「――――！？」




　ふいに心中に浮かび上がる不安の発露。それがどこまでも暗く冷たい自分の声だと気付き、スバルは雷に打たれたような衝撃を受ける。




　まぎれもなく自分が、自分の声で、エミリアの心を疑ったのだ。

　あのまっすぐで、一生懸命で、他人のために損することを躊躇わないような少女のことを、そうと知っているスバル自身が疑ったのだ。




　立場が変われば、考えも変わる。

　現にレムがそうであるように、あの屋敷の他の人間がスバルの命を狙わないとどうして言い切れる。

　そもそも、二回目の死亡時に内部犯の可能性を疑わなかったのが間違いなのだ。屋敷の中の出来事だ。やりやすいのは当然、内部の人間に決まっている。

　上辺だけの関係性に目を曇らされ、見過ごしてきた結果がこれだ。

　無様に山中を逃げ惑い、打開策のひとつもまともに出てきやしない。




　――なにが今回はあえて情報収集に徹する、だ。




　いざ、目の前に予想と違う形で脅威が訪れれば、こうして命を吐き出しながら生にしがみつくしかないではないか。

　驕っていた。甘く考えていた。浅はかだった。




　息を荒げ、坂道を転がるように踏破しながら、スバルの頭を埋め尽くすのは現状を打破する方法でなく、ひたすらに後悔の言葉だけだった。




「俺は……いったい、何のために……っ」




　泣き言がこぼれ、涙が思わず視界をぼやけさせる。

　足取りが乱れ、ふいに森が途切れると、スバルは開けた空に夜が迫ってきているのを見た。

　そして――、




「――あ？」




　超高高度からの風の刃が一閃――スバルの右足の膝から下を吹き飛ばしていた。




　勢いのままに大きく跳ねる右足の先端を見ながら、スバルの体は大きく体勢を崩していた。バランスが狂い、走る勢いが回るままに体が傾いで地面に激突。衝撃で頬の傷が再出血したのと、肩口を思い切り木々にぶち当てて鈍い音が響き渡り、脳に直接電極を刺したような痛みが駆け巡る。なにより、




「ぁああああが！　あ、足がぁぁっ！！」




　痛みがない、それが逆に恐ろしい感覚だった。

　右足は膝下が消失し、吹っ飛んだ断片は茂みの向こうへ飛んだきりだ。傷口は桃色の肉を鮮やかに見せつけ、鮮血はまるで切断に気付いたのが今さらであったかのように遅れて噴き出す。同時、痛みも遅れて神経を侵した。




「――――――――――ッッッ！」




　地面を引っかき、声にならない苦痛を盛大に上げる。

　傷口を押さえ、体を振り乱し、空いた右腕は地面を叩き、木を殴りつけ、爪が盛大に剥がれ、その熱さに意識が沸騰する。




　苦しんで、苦しんで、苦しんで、苦しみ抜いた。

　痛みが神経を鑢で削り、脳を直接鉋掛けするような自分が損なわれる感覚。一秒ごとに血がすさまじい勢いで失われ、それはそのままスバルの命の源の消失を意味していた。




　そこへ、




「ああ、やっと追いつけました」




　メイド服のスカートを揺らし、レムが凶器を引きずりながら現れる。

　彼女は地べたを転がり回るスバルを見て、その右足の欠落を見取ると、しばしの黙考のあとに頷き、




「痛いでしょう、苦しいでしょう。少し、待っていてください」




　屈み、レムはその白い掌をスバルの傷口へと向ける。

　すでに喉は声なき絶叫で嗄れ果て、のた打ち回るような痛みに体力を奪い尽くされて動く気力も残っていない。

　スバルは濁った視界を動かし、レムの動きを黙って見届ける。と、




「水のマナよ、この者に癒しを」




　呟き、ふいに柔らかな淡い光がレムの掌から放たれた。

　光はスバルの右足、その切断面をゆるやかに覆うと、その淡い光でもって痛みと喪失感を補い始める。

　むず痒さにも似た感覚に治癒の気配を感じ、スバルは遠くへ行きかけた意識を引っ張り戻し、愕然とレムの顔を見つめる。




　痛みが完全に消えたわけではないが、それ以上の驚きがスバルを支配した。

　この期に及んで、レムがスバルの治癒をする理由がわからない。スバルの視線を受け、レムの面差しにわずかな微笑の気配が浮かぶ。

　そこに、ほんのささやかな希望を見出し――、




「せっかく生き延びたのにあっさり死なれては、聞き出すことも聞き出せませんから」




　続く彼女の言葉に、それが儚く愚かに過ぎた楽観だったと思い知らされた。




　レムの腕が引かれ、鎖の音が鳴り響くと鉄球が飛んでくる。

　地面に倒れるスバルの、その上半身のすぐ隣へ直撃したそれは、近くで見れば見るほどに無骨で、大雑把で、ただひたすらに命を脅かすことにのみ特化した暴力装置だ。




　わざわざ見える位置に鉄球を運んだレム。彼女の真意は十分に伝わった。

　お前の命は自分が握っていると、そう知らしめるためのわかりやすい示威行為だ。

　スバルの瞳が諦観を宿すのを見て、レムは「では」と前置きして、




「お聞きします。あなたは、エミリア様に敵対する候補者の陣営の方ですか？」




「……俺の心はいつでもエミリアたんの味方だ」




　言った瞬間、たわんだ鎖がスバルの上半身を激しく打った。

　道中、枝などで裂けていた肌着があっけなく破れ、その下の肌にも同じだけの裂傷が刻まれ、スバルの絶叫が森に響き渡る。




「誰に、いくらで、雇われているんですか？」




「エミリアたんの笑顔に、プライスレスで」




　手首の返しで同様の仕打ち。まったく同じ位置を寸分の狂いなく打つ技術を体感しながら、苦痛の叫びでその技量を褒めたたえる。




　その後も、似たような質問に似たような返事。

　その数の分だけ鎖の音が響き、それに続いて苦鳴と悲鳴の大合唱だ。

　意識が吹き飛ばされそうになるたび、レムの手ずから回復魔法で治療され、治癒と暴力の無間地獄を繰り返されるスバル。

　精神は摩耗し、意識は何度もまばらに途切れている。それでもなお、レムの仕打ちに心だけは屈しなかった。




　そんなスバルの頑なな態度に疲れを感じたのか、ふいに空を見上げるレムがぽつりと、




「そろそろ戻らないと。夕食の支度が遅れてしまいますので」




「……晩飯か。今日の、メニューは、なんなのかな……」




「そうですね。挽肉のパイ包みなどいかがでしょう」




　ことさらに鎖を鳴らして鉄球の存在を誇示するレムに、スバルは「晩餐に並ぶのは勘弁」とそう応じるのが精いっぱいだ。

　最後まで軽口を叩き続けるスバルの姿勢に、レムはついに吐息で感情を表現。それからふと黙り込み、いつにも増して感情の消えた瞳でスバルを見下ろすと、




「――あなたは、魔女教の関係者ですか？」




　聞き覚えのない単語が飛び出し、スバルは困惑に眉を寄せた。

　それがこの場のどんな状況に則した単語なのか。レムの真意がわからず、返答を保留する。そんなスバルにレムは、




「答えてください。あなたは、『魔女に魅入られた者』でしょう？」




「……魔女、に？」




「とぼけないでください！」




　激昂したかのように声を高くして、レムは心なしか鋭い視線でスバルを射抜く。それは本当の意味での初対面から、ことこの命の奪い合いに至るまで全ての場面を通じて、初めてレムが感情を露わにした瞬間だった。




　普段は冷静さを決して失わない白い面に、わずかに怒りの朱を差したレムがスバルを殺意すら浮かべて見下ろしている。




　その身に覚えのない殺意を向けられ、スバルは力なく首を横に振り、




「知ら、ねぇよ……そもそも、うちは代々……無宗教……」




「まだとぼける。――そんなに魔女の臭いを漂わせて、無関係だなんて白々しいにも程がありますよ」




　レムはスバルの前で腕を振り下ろし、唇の端を歪めて怒りの形相を作った。そのこれまでにない感情表現に、スバルは彼女の本質にわずかに触れたような気がして目を見張る。




「姉様も他の誰も気付かなくても、レムだけはその臭いに気付きます！　その悪臭に、咎人の残り香に、嫌悪と唾棄を抱きます」




　黙り込むスバルの前で、レムは歯ぎしりしそうなほど唇を噛みしめ、




「姉様とあなたが会話しているのを覗いているときも、レムは不安と怒りでどうにかなってしまいそうでした。姉様があんな目に遭った元凶が、その関係者が……のうのうと、レムと姉様の大事な場所に……」




　要領を得ない言葉が恨み言のように呟かれ、怨嗟の吐息がスバルに容赦なく浴びせかけられる。




「ロズワール様が歓待しろと仰るから、レムも様子を見ていました。……でも、もう監視する時間すら苦痛でならない。姉様が世話をするのを装って、あなたと親しげに振舞っているだけと知っていても！」




　溜め込んでいた憎悪を一気に吐き出すように、レムはこれまでの感情の少なさを取り戻すように激情をスバルに叩きつけた。

　言い切り、肩を揺らし、彼女は瞳に憤怒を宿してスバルを睨む。と、ふいにその瞳が驚きに見開かれた。

　それは、




「――なんで、だよ」




　憎悪を口にしたレムの前で、スバルが静かに涙をこぼしていたからだ。




「わかって、たよ。……想像、ついてたさ」




　喉がしゃくり上げ、込み上げてくる熱いものが次々と瞼を通って頬に落ちる。滂沱と止めようのない涙を流しながら、スバルは途切れ途切れに涙声で、




「こんな目にあってんだ。……優しくされたのにだって、裏があんのはわかってた。でも……聞きたかぁ、なかったよ」




　何もできないスバルに、家事の基本を教えてくれた二人。

　執事服の着方もわからないスバルを嘲るラム。彼女をたしなめながら、着付けを手伝ってくれたレム。

　刃物の扱いが下手糞で、野菜の皮むきもまともにできなかったのを、どうしてかラムは根気良く付き合って教えてくれた。レムだって厨房で悪戦苦闘するスバルに、メニューが完成するたびにお裾分けを差し出してくれたものだ。




「野菜の皮、剥くときに手ぇ切らなくなったよ。洗濯もんだって、素材で洗い方が違うってわかったし、掃除はまだ教わってる最中だけど……」




　四日と四日じゃ、それ以上の上達はまだ望めなくて。

　でも、いくつかの四日を乗り越えて、その先の日々でならまだ知ることもできるだなんて考えていて。




「読み書き……簡単なやつだけど、できるようになったんだ。童話、読めたんだぜ。お前たちのおかげで……」




「なにを……言っているんですか？」




　うわ言のようなスバルの声に、レムは気味の悪さでも感じたように声の調子を落とす。スバルは息を絞るように彼女の目を見上げ、




「お前たちが、俺にくれたものの、話だよ……」




「そんなこと、記憶にありません」




「――なんで、覚えてねぇんだよ！！」




　ふいに噴き出した激情に、レムの足が思わず一歩、後ろに下がった。

　寝ていた体を起こし、バランスの悪い上半身で地面を掻き、歯を剥き出すようにしてスバルは吠える。




「どうして、みんなでよってたかって俺を置いていくんだよ……！　俺がなにしたっつーんだよ……！　俺になにをしろって言うんだよ……！」




　感情が制御できない。八つ当たりも甚だしいとわかっていながら、それでもスバルの心が、魂が叫ぶのをやめられない。

　異世界に呼び出され、理不尽に追いやられ、それでもなお歯を食いしばって過ごしてきた。だが、もう限界だった。




「なにがいけねぇんだよ……なにが悪かったんだよ。……お前ら、どうしてそんなに俺が憎いんだよ……？」




「――レムは」




「俺は……お前らのこと、だい」




　――衝撃が、その後の言葉を続けさせなかった。




　不意打ちの威力に体が傾ぎ、スバルの体は背後の樹木へゆっくりとぶつかる。

　掠れた息と水があふれるような音が間近で聞こえて、スバルは視線をさまよわせる。と、すぐに原因が見つかった。




　喉だ。

　スバルの喉、それの右半分がなにかによって抉られ、気道の途中から空気と血泡が猛然と噴出している。




　目の前、唖然とその傷を見やるレムの顔が見えた。




　それだけ見届けて、スバルの目は光を失い、ぐるりと白目を剥いた。

　声は続かない。意識も電源を切ったように落ちる。

　遠ざかる。痛みはない。怒りも、哀しみも、感情すらどこかへ消えた。




　ただ最後に、




「――姉様は、優しすぎます」




　そうぽつりと、誰かの悲しげな声だけが聞こえた気がした。
第二章２２　『言葉にはできない』
「――――！！」




　意識が戻った瞬間を知覚できない。

　豪雨が耳元で降り続いているような耳鳴り、視界は赤と白に交互に明滅を繰り返し、世界は歪で不愉快なほど傾いでいる。




　四肢の感覚は伝わらず、臓腑が絞り上げられるような苦痛に喉が考えられないほど太い絶叫を張り上げている。

　言うことを聞かない体をよじり、跳ねさせ、全身の動く部分全てを使って胸の内に込み上げてくるわけのわからない激情を破壊に変換する。




　なにがなんだかわからない。

　痛みはどこへ消えた。どうして意識は判然としない。あれほど全身を侵していた傷口はどこだ。血が抜けていく、命が抜けていく、自分が死んでいく。




　死にたくない。死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない死にたくない。

　痛いのも辛いのも苦しいのも悲しいのも恐いのもなにもかもが嫌だ。

　全てを遠ざけたいのに、それしか手の届く位置に見当たらない。だから衝動に任せるままに、手当たり次第にそれらの負感情を叩き、潰し、引き裂き、投げ捨て、打ち捨てて己の心を守ろうとする。




「――――！」




　なにかが聞こえる。誰かの声が聞こえる。

　獣のような雄叫びの中にまじって、必死に縋る誰かの声が聞こえる。




　意味は通じない。意味はわからない。意味をわかりたくない。

　聞いたところで無駄だ。聞いても傷付けられるだけだ。聞いたところでなにかが変わったりするわけじゃない。聞いてもなにも変わらない。




　それでも徐々に、徐々に世界の色が明快になっていく。

　手足の先に血が通い、振り乱す全身の感覚が神経に正しく伝わる。

　暴れに暴れた腕は何度も固いものを打ったのか、爪が割れ、手の甲が裂け、ひどい出血をしているようだった。




　鋭い痛みが脳を突き刺し、慟哭がほんのわずかに勢いをゆるめる。

　そして気付く。痛む腕、その右の二の腕あたりを、なにか温かいものが包み込むようにしがみついていることに。

　似たような感触は足にもあった。何度も何度も床を打とうと振り上げた両足を、真上から小さななにかが覆いかぶさって動きを封じている。




　視界に色が戻る。目の前、広がるのは何度か見た覚えのある白い天井だ。

　血の巡りと背中にかかる重みから、自分が仰向けに寝ているのだと気付く。柔らかな感触は寝台のもので、四肢を投げ出して寝ていたのだ。

　そして、その姿勢で暴れる自分の手足を体を張って制していたのは、




「お客様、お客様。もう、落ち着いていただけましたか？」

「お客様、お客様。もう、完全にトチ狂うのは終わった？」




　二つの聞き慣れた声が耳朶を打った瞬間、スバルの脳は思考を止めてただひとつ、絶叫を選択していた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　スバルにとって通算四度目となるロズワール邸の初日の朝は、これまでにない最悪の形で幕を開けた。




　すでに六度、スバルはこの世界で命を落として舞い戻っている。

　死に方はいずれも決して楽ではなかったし、そのたびに得たものを再び手の中からこぼれ落とす苦悩を味わってきた。

　痛みも苦しみも決して慣れはしないし、戻るたびに巻き起こる寂寥感と喪失感は誰に分かち合ってもらえるものでもない。




　それでもひたすらに歯を食いしばり、スバルは懸命に前を向いて生きてきたつもりだ。膝だけは屈すまいと、気構えだけは負けるまいと決意してきた。

　だが、今回の事例は今までのものとは比較になりはしない。




　喪失感も、寂寥感も、痛みも、苦しみも、全てがこれまでの日々の絆の分だけスバルの心を深く鋭く抉っていった。

　立てるはずがない。立とうという気力すらわかない。立たなければならない理由すら思い浮かばない。そんな状況だ。




「――はい、おしまい。傷、塞がったはずだけど、あまり乱暴にしちゃダメだからね。万一、また出血したりしたら呼ぶこと」




　スバルの右手、その甲を優しく撫でて、寝台の横の椅子に腰掛ける少女がそう笑いかける。

　銀髪をひとつに束ね、淡い青の光を掌にまとうのはエミリアだ。

　目覚めの直後、暴れて手に裂傷を負ったスバルを、駆けつけた彼女が治癒魔法で癒してくれていたところだ。




　部屋の中にいるのは、スバルとエミリアの二人きりだ。

　目覚めた瞬間に居合わせた他の二人は、自分たちに気付いた直後のスバルの醜態を前に、頭を下げて姿を消したきり。




「ラムとレムに聞いたけど、二人にひどいこと……言ったんだって？」




　聞きたくない名前が出されて、スバルは弾かれたように顔を上げる。

　その過剰反応にエミリアはわずかに目を見開いたが、動揺の走るスバルの表情を認めるとその唇を尖らせ、




「なにか失礼なことをしてしまったかも、って珍しく落ち込んでたんだから。次に会ったら、なにか一声かけてあげてね」




「なにか失礼なこと、ね。いや、なーんもなかったよ。……俺と、あの二人の間には、なーんにもなかった」




　どこか投げやりな声は掠れていて、そこに込められた悪感情の余波にエミリアの形のいい眉がそっと寄せられる。

　それを目にしていながら、スバルの口からは謝罪も慰めも出てこない。

　代わりに口をついて出たのは、皮肉ともつかない問いかけだった。




「なあ、エミリアたんは……俺のこと、邪魔だと思わねぇのか？」




「たんって、あなた……」




　呼び方に一瞬、毎回のような拒否反応を見せかけるエミリアだが、問いかけを行うスバルの態度自体は真剣さを片時も失っていない。

　彼女はしばし黙考し、「別に」と前置きしてから指を立てて、




「邪魔だなんて、思うわけないじゃない。それにスバルは私の命の恩人よ？　恩人にその恩も返さず、勝手にいなくなられたら私の夢見が悪いじゃない。だから、私の意地でも恩を返すまではいなくなられちゃ困ります」




　早口で、なにがしかの感情を誤魔化すようにエミリアは言い切る。

　ジッとそれを聞きながら、彼女の一挙一動をスバルは見ていた。そこに偽りはないか、なにかを隠すような反応、仕草は含まれていないか。




「おいおい、マジかよ……」




　そうして疑いの眼差しで彼女の反応をうかがう自分に気付き、スバルは自身への落胆と失望を隠し切れずに音にして呟く。

　図らずも、今しがたエミリアが言ったばかりではないか。恩人すらそうと思えなくなったなら、それはもう最低の行いなのだと。




　エミリアはスバルにとって、この頼るもののいない異世界でゆいいつ心を預けることができるオアシスだったはずだ。

　本来、彼女ほどでなくともそう思えたはずの可能性たちは、今やスバルの前から無慈悲な形で消え去ってしまっている。




　ことここに至って彼女への絶対的な信頼すら失ってしまえば、それはスバルにとって、真っ暗闇の中を手探りだけで歩いていくことに他ならない。




　ふと、脳裏をかすめた思いがあった。

　この胸中を占める絶望を、何度も何度もやり直し繰り返し挑み続けてきた状況を、他でもない彼女に打ち明けてしまえれば、と。




　思えばスバルはこれまで、幾度となく訪れた致死の危機を全て、自分ひとりの手でどうにかしようと足掻き続けてきた。

　だが事態は困窮を極め、すでに進むも戻るもスバルに安直な選択を許しはしないところまできている。

　ならば第三者――信頼できる人物に事を打ち明け、助力を乞うことこそ最善に至るために打てる妙手なのではないだろうか。




　まるで霧が晴れるかのように、スバルの頭の中に立ち込めていた不安や戸惑いといった感情が吹き散らされていく。

　一度気付いてしまえば、何故これまでその選択肢を候補から外していたのかがわからないほど、それは当たり前に納得できる手段だった。




「――エミリアたん、聞いてほしいことがある」




　声の調子を落とし、スバルはエミリアに向き直る。

　雰囲気が変わったことを察したのだろう。エミリアもまた、その憂い顔に緊張を浮かべると、椅子に座る己の居住まいを正し、こちらを真正面から見た。




　紫紺の双眸に自分が映り込むのを見ながら、スバルはゆっくりと最初の一言を選ぶことから始める。

　なにから話すべきか。『死に戻り』について。あるいは、そもそもスバルがこの世界の存在ではない、という点から赤裸々に語るべきか。




　一笑に付されそうな話であり、冗談と受け止められる公算もずっと高い。それでも彼女だけは、スバルの真剣な訴えを無碍にはしないのではないか。

　そんな期待が、希望が、今のスバルを支える全てだった。




　――『死に戻り』から語ろう。そして、できるなら君の力を、俺に貸してほしい。




　恩を受けた相手に、再びそれを求める己の浅ましさを恥じながら、スバルは息を呑んで最初の一声を作る。そこから事態は動き出す。

　混迷を極め、どうしようもないと匙を投げざるを得ない。そう諦めかけていた事態への、光明はそこから開くのだ。




　――そう、思っていた。




「――――」




　言葉にしようと、声を作ろうと、そう思った瞬間、それは訪れた。




　違和感、それを得てスバルは戸惑いに最初の一言を躊躇う。

　なにかがおかしい、と思い、その理由にすぐ気付いた。音だ。音が消えたのだ。世界から、ふいに音が消失していた。つい先ほどまで聞こえていた、高鳴る自分の拍動。正面のエミリアのほんのささやかな息遣い。わずかに開いた窓から忍び込む、朝の涼風が室内を巡る静寂の彩り。




　その全てが、世界から完全に消え去っていた。

　音のない世界、それは静寂といった単語すら生ぬるいほどの隔絶された空間だ。耳鳴りの音すら掻き消え、体内を流れる血の音すら聞き取れぬ問答無用の絶対無音状態。

　ただそうされたというだけで、全身を悪寒が駆け巡り、堪え難い不快感が臓腑を掻き乱すように暴れ回る。

　そして、それは異変の始まりに過ぎなかった。




　――なん、だ？




　音が消えた世界から、次は全ての存在の動きが消えた。

　時間が引き延ばされ、刹那は永遠となり、一秒後ははるか時間の彼方へと到達点を大きく変える。

　眼前、エミリアの表情は真剣な面差しのまま動かない。瞼はぴくりとも動かず、唇は固く引き結ばれたままだ。

　凛とした佇まいのまま、次なる動きを永遠に遠ざけられるエミリア。そしてそれはスバルもまた同様で、本来ならば口にするはずだった思いの丈は、今のままなら永久に誰かへ届けられることはないだろう。




　音が消え、時間が止まり、スバルの念願は遠ざけられる。

　ふいにやってきた理解を越えた現象。神経の通わない体は欠片も動かすことができず、スバルはただ混乱を抱えたまま思考だけを走らせ続ける。




　理解不能。理解不能。理解不能。理解不能。理解不能――。




　なにが理由でこうなったのか。それを推し量る精神的な余裕すらない。

　ただ、畳みかけるようにやってくる無理解の領域に、打ちのめされるようにスバルは嘆きを脳内で叫び続けるしかできない。




　そして、その感覚の終焉は唐突にその姿を現した。




　――なんだ？




　疑念の声が脳裏に浮かび、スバルはイメージだけで首を傾げるアクション。

　視線の先、固定された動かない視界の中、それはふいに生じたとしか思えなかった。




　黒い靄だ。瞬きする自由すらないスバルにとって、それの出現は本当の意味で唐突としか言いようがなかった。

　意識に割り込むようにして、その場にソレは漂っていたのだ。




　たださらに特異だったのは、その黒い靄だけがゆっくりと形を変えたことだ。




　なにもかもが停滞した世界の中で、黒い靄だけが緩やかな速度で形を変える。両手の上に抱えられる程度、そんな質量の靄はその輪郭を少しずつはっきりとさせていき、体感時間で十数秒もかけてようやく目的の形状へ辿り着く。




　――スバルにはそれが、黒い掌のように見えた。




　形を変えた靄は腕の形状を取っていた。

　五指を備え、肘の先ほどまでの長さしかない浮遊する黒い腕。

　そしてソレは確かめるように指先を震わせると、明確な意思を伴ってスバルの方へ迫る。

　為す術もなくそれを見送り、スバルは感覚だけで思わず息を呑んだ。




　黒い指先は遮るものがないかのように、するりとスバルの胸へ忍び込む。そして、はっきりとその指先が内臓を撫でる感覚がスバルには伝わったのだ。

　内腑に触り、肋骨を撫で、さらに奥へと掌は進み、やがて人体においてもっとも重要な器官へとその指先を届かせる。




　――おい、待て。




　声にならない声。逆らうことのできない体。身じろぎひとつできず、黒い掌の思惑もなにもわからないまま、スバルの全身を恐怖が駆け巡る。




　――それは本気で、洒落にならな




　胸中で言い切るよりも先に、衝撃がスバルの存在を根底から揺るがした。

　内臓を傷付けられることが何故痛いのか、説明できる人間はいるだろうか。それの答えは簡単で、そんなことは考える必要はない、の一言で済む。

　その瞬間、スバルを襲った激痛には理由付けの必要性など欠片もない。

　ただひたすらシンプルに、心臓を容赦なく握り潰される痛みがスバルを殴りつけ続けた。




　声を上げることはできない。痛みに身を震わすことすら禁じられている。

　痛みを誤魔化す手段もなく、ただ痛いとしか感じられないことの痛みが、この瞬間のスバルを置いて他の誰にわかるだろうか。

　ただ苦痛だけがそこにあった。そしてそれは苦痛だけでないものを引き連れて、スバルに対して涙が出るほどありがたい警告を残していった。




　痛みにスバルという存在が引き裂かれ、意識が乱雑に扱われたように歪み、思考は元の形すら思い出せないほどズタズタに切り裂かれ――。







「――スバル？」




「――あ？」




「スバル、大丈夫？　急に黙り込んで、心配するじゃない」




　こちらの膝に手を置き、銀色の美貌が憂いを宿した瞳でスバルを見つめていた。

　それを意識した瞬間、スバルは抜けるような長い息を漏らす。それから手指が自分の意思通りに動くのを確認し、遅れて己の胸に触れて、その心臓が静かな鼓動を刻んでいるのを外側から確かめた。




　体は動く。声も出る。心臓にも痛みなど感じない。




　だが、恐怖は刻まれた。

　指先が震え、声は外に出ることを拒み、体は竦んで小さくなったままだ。




　生じていた希望の分だけ、ソレのもたらした事実はスバルを絶望させた。

　再度、勇気を振り絞ってソレに挑もうと、そう頭の片隅で思っただけで、スバルの目の端を黒い靄が過るような錯覚が浮かぶ。




　そして、スバルはついに認めざるを得ない。

　込み上げる絶望感、それに屈するように掌で顔を覆い、寝台の上で小さくなるスバルに、エミリアは戸惑いを浮かべて口を開き、




「ど、どうしたの？　さっきから、ホントに変よ？　なにかあるなら……」




「――頼みがあるんだ」




　こちらを案じる声を遮って、スバルは彼女に掌を向ける。

　顔は上げられない。きっと、ひどい顔をしている。そんな精神状態のまま彼女を見てしまえば、自分がなにを口走るか自分で自分が信用できない。




　自制心を総動員して、スバルはたった一言を作り出す。

　言おうと思っていた言葉も、聞いてほしいと思っていた気持ちも、打ち明けたいと心底願っていた激情も、なにもかもを放り出して。




「エミリアたん」




「う、うん。なんでも言って」




「俺に、構わないでくれ」




　力なくそれだけを伝えて、彼女の反応も見ずにベッドに倒れ込む。

　無意識に掌は胸に触れ、その下の拍動を薄皮越しに感じながら、押しつけられた現実を、スバルははっきりと自覚する。




　――打ち明けることは、許されない。




　――スバルはひとりで足掻き続けるしかないのだ、と。
第二章２３　『仮初の契約』
　エミリアすら部屋から追い払い、スバルの四週目は暗澹たるスタートを切った。




　初日の朝、エミリアを心ない一言で傷付けたあとには、屋敷に帰還したロズワールとの対面が待っていた。

　人を食ったような彼の態度は変わらなかったが、ずいぶんと値踏みするような目で見られたような気がして居心地が悪かった。それが今回に限ったことなのか、それとも前回までも同じだったのかは今のスバルにはわからない。




　言葉を交わした時間は短く、その内容はあまり記憶に残っていない。

　ただ、客人として扱う、というような言葉だけは受け取ったような気がする。

気が済むまで滞在するといい、なんて都合のいいことを言っていた気も。




　それはスバルにとって願ったり叶ったりとも言えたし、すでにどうでもいい事柄であるともいえた。

　今、屋敷をふらりと出れば確実に口封じの目的で殺されるだろう。かといって、このままロズワール陣営にとってのお荷物でしかないと判断されても、遠からじ挽肉にされる未来が待つのは目に見えていた。




　行くも留まるもＢＡＤＥＮＤ。

　迫るＢＡＤＥＮＤを回避できない位置でセーブした気分だ。オートセーブだったというのに、なんと不条理な設定だろうか。




　そんな悪態をつきながら、スバルは一日を部屋の片隅で蹲りながら怠惰に過ごした。異世界にきて以来、これほど何もしなかった日は初めてだろう。

　思えば、今のスバルは待ち望んでいた『養われの身』だ。働かずとも食事が出され、部屋にこもっていても誰にも文句を言われない。

　異世界にいながら、元の世界と同様のひきこもり生活が送れている。それが待ち遠しかったはずなのに、渇望した時間に対する感慨は微塵もない。




　惰眠をむさぼる、という魅力的な選択肢を選ぶこともできず、スバルは客間の寝台の上で眠ることすらできずに頭を抱えて無為を過ごしていた。




　手には羽ペンを逆手に握り、その先端は幾度も浸って乾き切った血で染まっている。眠気に負け、瞼が落ちかけるたびに手の甲を突き刺し、痛みで意識を無理やりに覚醒状態に持ち込んでいるのだ。




　寝台の上で碌に身動きもしていないのに、口で呼吸するスバルの息は荒く早い。鼓動は途切れぬ緊張に早く短く打ち続け、瞳は部屋の中に異変がないのか常に疑心暗鬼に囚われて動き回る。




　すでに三度死亡し、ロズワール邸での日々は四度目に突入している。

　スバルの経験では、召喚初日の時点での死亡回数は三回。四回目であの一日を突破したスバルにとって、四度目の死は未知の領域ということになる。




　――もしも今ここで死ねば、次はもう戻ってこられないかもしれない。




　死を回避する方法は見つからない。それでも、死にたくはなかった。

　だが、ここで生きているのも苦しくて辛くてたまらない。頭がどうにかなってしまいそうなスバルにできたのは、頭がどうにかなってしまったとしか思えない結論を選ぶことだけ。




　即ち、全てを疑い、全てに抗い、ひたすらに生に固執すること。




　すでに四週目の二日目の午後に突入し、無為に過ごした時間は今までの繰り返しと違い過ぎて、前回までの記憶などもはや当てにはならない。

　なにが起こるかわからないし、なにが起きても不思議ではない。そして仮になにが起きたとしても、それは全てスバルの不利益にしかならない。




　現実に失望し、状況に絶望し、未来に諦観を抱いたスバルの心は折れ砕けてしまっている。

　今はもう、ただその残滓がみっともなく悪あがきを続けているだけだ。




　昼を昼とも思えず、夜を夜とも思えず、時間の経過すら曖昧になり、意識と無意識の狭間すら陽炎のように揺らめく。

　手の甲を突き刺す痛みだけが鮮明で、その感覚が鮮やかなのが少しだけ嬉しくて、何度も何度も傷口を抉る。抉る。抉る。




「――ずいぶんと、腑抜けた面構えになっているのよ」




　ふと、そんな声が唐突に聞こえて弾かれたように顔を上げた。

　獣のようにぎらつくスバルの視線の先、ドアノブを握ってこちらに身を乗り出すのは、ことこの周回ではまだ一度も顔を合わせていなかった少女。

　ベアトリスの来訪、それは四度の繰り返しの世界の中で初めてのことだ。そしてスバルは警戒を一気に高める。




　今回だけに起こり得る異常――それはそのまま、スバルの命を脅かす結果につながるに決まっているのだから。




「……今回は、お前か」




　低い、しゃがれた声が出て自分で驚く。

　二日以上も黙り続け、ひたすらに荒い息だけを通した喉は渇き切ってささくれ立っている。込めるつもりだった以上の敵意がそこに含まれていて、その悪意を真っ向から受けることになった少女は、




「ほんの一日だか二日だかで、よくもここまで腐れるもんかしら。人間は度し難く愚かな生き物なのよ」




「ご高説に付き合うつもりはねぇよ。――なにしにきたんだ」




　スバルの醜態を鼻で笑うベアトリス。彼女はオブラートを忘れたスバルの言い方に不愉快そうに眉を寄せ、




「にーちゃと、あの小娘に言われて面を拝みにきたのよ」




「パックと……エミリア？」




「目覚めてからのお前の様子がおかしいから、最初に目覚めたときにベティーがなにかしたんじゃないかって疑っているのよ。失礼な話かしら」




　心ないスバルの言葉に傷付けられたはずのエミリアは、それでもなおスバルの心を慮っていたというのだ。彼女はスバルの変調の原因が直前に接触していたベアトリスが遠因でないかと考え、直接ベアトリスに訴えかけたのだという。

　どういうわけかパックに強く出れないベアトリスは、娘に駄々甘のパックの支援もあって、こうして渋々スバルのところへ顔を出したということらしい。




　エミリアの気遣い――それはほんのわずかにだけ、スバルの荒れ果てた心に温かみを残した。だが、その心配は見当違いも甚だしい。

　スバルの豹変の原因はベアトリスと無関係だし、こればかりはもはや誰がなにをしてくれたところで解決する問題でもない。




「わかった。もういいよ。お前の話はわかったから、もう消えてくれ。お前は謝りにきてくれた。それで十分だ」




「どうしてベティーが謝らなくちゃならないのかしら。まず、そこを訂正するところから始めないと帰るに帰れないのよ」




　手を振り、ぞんざいに彼女を追い払おうとするスバルにベアトリスは追いすがる。それから彼女は部屋の中にさらに踏み込み、長いスカートの裾を引きずるように移動しながら、




「――う？」




　ふと、鼻面に皺を寄せて足を止めた。

　黙っていれば愛らしいその横顔が、まるで犬が匂いでものを辿るときのように首をめぐらせてあたりを嗅ぎ回る。

　やがて彼女は不愉快さを盛大に瞳に宿してスバルを睨み、




「面が辛気臭くなっただけじゃなく、ずいぶんと濃くなっているのよ」




「――は？」




「臭いの話かしら。鼻につく、最悪の香りなのよ。あの双子とはしばらく会わない方が賢明かしら」




　鼻をつまみ、手を振って悪臭をアピールするベアトリス。

　彼女のそんな仕草すら気付けず、スバルが思いを巡らせるのは『臭い』というキーワードに該当する記憶だ。

　臭い、それは確か三週目が終わる頃に誰かが――、




「俺からなにが臭うって？」




　顔を上げ、その声に初めて感情の色を込めてスバルが問いかける。

　問いにベアトリスは片眉を上げて腕を組み、




「魔女の臭いなのよ。鼻が曲がりそうかしら」




　『魔女』というキーワードを呟き、頭の片隅がふいにうずき始める。

　その単語には覚えがある。つい最近、そんな単語を目にしたはずだ。それは、




「しっとのまじょ」




「今の世界で、魔女と言われてソレ以外のなにがあり得るのかしら」




　小馬鹿にしたようなベアトリスの物言いに、スバルは思わず身を乗り出す。彼女に向かって手を伸ばし、




「どうして、その臭いを俺から感じる？」




「さぁ？　魔女に見初められたか、あるいは目の敵にされたのか。どちらにせよ、魔女から特別な扱いを受けるお前は厄介者なのよ」




「顔も名前も知らない相手に特別扱いってのは、ゾッとしねぇな」




　肩をすくめるベアトリスは、それ以上の話題すら不快だと暗に態度で示している。その頑なな拒絶の姿勢にスバルは口をつぐみ、今の断片的な情報を整理しながら思考の海へ潜り始める。




　魔女。しっとのまじょは世界中から憎悪され、恐怖され、誰しもが名前を出すことすら忌避するお伽噺に残る世界的有名人だ。

　物語性すらない物語に語られた部分でしか、スバルがその存在に対して得ている知識は存在しない。




　当然、出会った記憶もなければ、何がしかの接触を持った覚えもない。

　魔女の残り香が染みつくような事態など、体験もしていないのに理不尽な話だった。

　――レムも、確かスバルにそんなことを言っていた気がする。




　彼女の行き過ぎた殺意の一端もそれにあるとすれば、スバルはまたしても身に覚えのない事実で恨みを買ったことになる。全ての罪過が冤罪なのだから、たびたび殺されるスバルの不運さは天下一品のものだろう。




　どうしようもない事実がどうしようもないとわかったところで、スバルは疲れに長い吐息を漏らす。それを見届け、これ以上の話の進展はないと踏んだのか、ベアトリスはその長い髪を手で大きく撫でつけ、




「なにもないならもう行くのよ。にーちゃには、ちゃんとベティーがお前に会いにきたことを伝えておくかしら」




「ちょっと待て」




　ドアノブに手をかけて『扉渡り』を行おうとする背中、それに声をかけて動きを止める。首だけでこちらを振り返るベアトリスに、




「お前、俺に悪いと思ってるんだよな？」




　と、スバルは意地悪く問いを投げつけた。

　ある程度、賭けになるかもしれない手段ではあるが、何もしないよりマシだと心が訴えかけるのに従った。

　嫌そうな顔を浮かべるベアトリスに、スバルはシーツを軽く叩いて再度、




「お前は、俺に、悪いと、思ってる。イエスかダーで答えろ」




「思ってないのよ」




「パックに言いつけるぞ」




「ぐ……。すこぉぉぉしだけ、思ってみることもあるかもしれないかしら」




　体ごとスバルへ向き直り、ベアトリスは腕を組んで偉そうに顔を背ける。

　その彼女の小さな体を上から下まで眺め、それからこれまで接してきた彼女との時間を思い出し――スバルは悩んだ挙句、決断した。




「許してほしけりゃ、一個だけ俺のお願いを聞いてくれ」




　それは、




「一晩……いや、明後日の朝まででいい。俺を、守ってくれないか」




　自分より年下にしか見えない少女に懇願するには、あまりにも恥知らずな選択に他ならなかった。




　スバルの持ちかけた願いにベアトリスはしばし黙り、




「曖昧な物言いなのよ。狙われる理由でもあるのかしら」




　至極当然な質問を返してくる。

　ベアトリスはスバルを白眼視したまま、部屋の中をくるくると歩き始め、




「そも、もめ事をこの屋敷に持ち込まれるのはゴメンなのよ。ベティーにとってこの屋敷は、なくてはならない場所なのかしら」




「……俺の方からなにかする気はない。かかる火の粉を払いたいだけだ」




「それさえ他人任せな癖に、ずいぶんと立派な志なのよ」




「今回に限り、返す言葉もねぇよ」




　俯くスバルにベアトリスは嘆息する。

　そのまましばらく、無言の時間が室内を流れた。




　俯いたまま、スバルはそのうちに扉が閉まる音がするだろうと思っていた。懇願を切り捨て、ベアトリスが己の禁書庫へと舞い戻る音が。

　それが聞こえたとき、わずかに繋がりかけたスバルの一滴の希望さえも潰えるときなのだ。




　そんな諦観で満たされていたスバルに、




「手、出すのよ」




　寝台の横に歩み寄ったベアトリスが、その小さな手をこちらへ向けていた。

　思わず呆気にとられるスバル。彼女はそんなスバルの右手を苛立たしげに取ると、その傷だらけの手の甲を見て顔をしかめ、




「気持ち悪い。自傷癖まであるなんて、救いようのない変態かしら」




「その言葉はロズワールのアイデンティティーだろ。……俺なんぞ、ちょっと青春が過剰に漏れ出ただけの厨二病患者だ」




「意味がわからないのに、救いようのなさが深まったのだけわかったのよ」




　吐息して、ベアトリスはスバルの右手の傷口を隠すように掌を上に向けさせ、その掌に自身の小さな掌を重ね合わせる。

　自然、誘われるままに指と指が絡み合うように手を握り合い、




「――汝の願いを聞き届ける。ベアトリスの名において、契約はここに結ばれる」




　厳かに、そう告げるベアトリスの姿にスバルは言葉を失った。

　そして、絡み合った掌から伝わってくる圧倒的な熱量。それは掌を伝ってスバルの全身へ行き渡り、活力の失われていた体にふいに檄を叩き込む。




　ふいに熱くなる体の反応に戸惑いながら前を見ると、ベアトリスは心底不本意だとでも言いたげな目でスバルを睨みつけ、




「たとえ仮でも契約事は契約事。儀式に則った上で結ばれたそれは絶対なのよ。お前のわけのわからない頼み、聞いてやるかしら」




　感謝するがいいのよ、と最後にそう結び、ベアトリスは下からなのに上から目線でスバルを堂々と見据える。

　その視線を受けて、スバルはふいに訪れるわけのわからない感情の波を堪えようと、とっさに顔を背けた。




　吹き上がる激情、言葉にならない感覚。

　予想外の場所から差し伸べられたソレをどう扱っていいのかわからず、スバルは握られていた掌の熱さに目をつむり、




「マジかよ。……幼女に泣かされそうになった」




「幼女とか言うんじゃないのよ。――あと、にーちゃに告げ口したら絶対に許さないかしら」




「必死すぎ。マジ鬼がかってんな、それ」




　本気で敵意だけを込めた視線を向けられ、スバルは苦笑しながら応じる。

　四週目、その周回で初めて出た、小さいながらも確かな笑みだった。
第二章２４　『待ち望んだ朝』
　ベアトリスとの契約が結ばれ、ほんの少しだけの安らぎを得たスバル。

　だが、本質的に彼が追い詰められている点に関しては、状況は何ひとつ改善されていないし、解決策は未だ微塵も見えていない。




　相変わらず、スバルは客間の外へは出られないひきこもり生活を送ったままでいたし、ベアトリスも四六時中スバルに張り付いていてくれるわけではない。

　むしろ、四日目の夜から五日目の一日――その問題の時間に護衛の割合を割いてもらう交渉をしたため、できるならスバルの側にいたくもないというベアトリスはアレから部屋には一度もきていない。




　代わりに何度となくスバルの下を訪れているのは、




「そう、よかった。ちゃんとベアトリス、謝りにきたんだ。感心、感心」




　と、寝台の横で微笑を浮かべて頷いているエミリアだった。

　彼女のたびたびの来訪はスバルの良心を呵責するとともに、暗闇でしかないこの世界に一筋の光明をもたらす、誇張なしでの女神に思える。




　アレだけ辛辣に遠ざけられてなお、スバルの方へ歩み寄るエミリア。それこそ、申し訳なさから言葉少なな謝罪を口にしたときも、




「きっと気が立ってたんでしょう？　誰にだってそういうときはあるから仕方ないわよ。ラムとレムにも、そう言ってくれると嬉しいけどね」




　やんわりと、スバルの無礼な発言を聞き流してくれた。

　その後の彼女のささやかなお願いに関しては、スバルは明確な答えを返せていない。

　純粋に、事情を知る信用ならないものと判断すれば、スバルの口は彼女らによって封じられる。一方で、その行き過ぎた忠誠心を味わってなお、そんな二人を憎み切れないのも正直な話だった。

　もっとも、関与が確実なのは片方だけで、ひょっとするともう片方は何も知らないのではないか、なんて楽観的な考えがあるからこそのハリボテの希望なのかもしれないが。




　日に日に、希望とそれを上回る失望の狭間で精神をすり減らすスバル。

　エミリアはそうしてやつれていくようなスバルをジッと見つめ、それから寝台の横に置かれた食事を横目にすると、




「やっぱり、ご飯、食べてないのね」




「…………悪い」




　手のかかるばかりの客分であるスバル。顔を見せることも許さず、それどころか初対面を罵倒で迎えられたにも関わらず、屋敷の使用人は当然のように食事に手を抜くような不義理は犯さない。




　出された食事が毎回のようにほぼ手つかずで、明らかに歓迎されていないとわかっていても、顔色ひとつ変えず、文句ひとつ言わず、職務を全うする。

　片方は無遠慮で、片方は慇懃無礼で、にも関わらず仕事に手を抜くような性格でないのは知っている。スバルはそれを知っている。なのに、




　――毒が入っているんじゃないだろうか。




　食事を見るたびに頭をそんな不安が過る。

　そんな手段を取るような相手ではないと思う。それをするというのなら、これまでの周回でチャンスは何度でもあったはずなのだ。

　だが、彼女らの行動は常に直接的にスバルへと訪れた。故に、今回も自分を殺しにくるときは、凶器を握り締めてくるはずだと半ば確信している。




　良いところをいくつも知っている相手が、自分を確実に殺そうとしているという現実。それを認めたところから、スバルの絶望は始まっている。




　そんな精神状態でいるから、食事を受け付けないのは純粋に緊張と不安で内臓が震えを殺し切れないのが理由だ。

　食事はきっとおいしいと思う。何度も何度も、うまいと実感した味だ。いずれは自分も同じくらいできるように、そんな風にも思ったかもしれない。




「ちょっとでも食べないと、体に毒よ？　辛いかもしれないけど」




「胃が受け付けねぇんだ。……エミリアたんが、『あーん』って食べさせてくれるんなら、食べれるかも」




　憂い顔にしょうもない軽口を向けて、スバルは己の救えなさを呪う。

　こちらの身を本心から案じてくれているだろう相手に対し、もはや普段の軽薄さを装うことすらできない不出来な自分を。

　しかし、




「じゃ、はい、あーん」




「――へ？」




「だから、あーん」




　食事の載った盆を膝に乗せ、匙を手にしたエミリアがスバルを見ている。

　匙にはスープがすくい取られ、まだかろうじて温かみの残るそれはスバルの口元を目指し、ゆっくりとこちらに近づいていた。




　エミリアの意図がわからず、スバルはたまらずに手を振って、




「いや、いやいやいや、ちょっと待てよ、エミリアたん。何してんだ？」




「なにって、スバルがこうしたら食べるって言ったんでしょ？　だから、食べて。あーんってしてあげるから」




「えーっと、こういうのはなんだかんだでけっきょくできないみたいなところが様式美というか、あるいはやるにしても女の子が顔を真っ赤にして一回が限界みたいなところにグッとくるところがあるというか？」




「こんな子どもみたいなこと言ってる子に、ちょっとご飯食べさせてあげるくらいで恥ずかしいことあるわけないでしょ。ほら、バカ言ってないの」




　しどろもどろのスバルに対し、エミリアは強引に『あーん』を強制。けっきょくその威勢に押されて、スバルは恥辱に耳が熱くなるのを感じながら、




「あ、あーん」




「はい、ごくん。次々いくわね。はい、はい、はい、はい、はい」




「早いよ！？　初あーんなのに余韻もクソもないな！？」




　早食わせ選手権でもやっているかのように、機械的で無駄のない動き。次々と差し出される匙を思わず口に入れ、結果的にエミリアの術中にはまったスバルは、彼女の手で食事を完食するところまで到達。

　見事にお膳を空にして、満足そうなエミリアは「うん」と笑みを深め、




「ほら、食べ終わったらなんて言うの？」




「ごっつぁんでした」




「お行儀が悪い。正しく、もう一度」




「ごちそうさまでした」




「はい、お粗末さまでした」




　深々と頭を下げるスバルに、丁寧にお辞儀し返すエミリア。

　スバルの方はといえば、これまで二日以上も我慢してきた空きっ腹に、急に食事を詰め込んだせいで妙な満腹感が内臓を圧迫していた。

　大した量を食べた覚えはないのに、と首を傾げるスバルに、




「しばらくちゃんとしたもの食べてないから、胃がびっくりしないようにって。ラムが言い出して、レムが作ったの。良い子たちなんだから」




　まるで姉妹を自慢するようなエミリアの言葉が、スバルの胸に鋭く突き刺さる。

　本当ならきっと涙が出るほど嬉しかったはずの心遣いが、今のスバルにはそれこそ涙が出るほど痛々しい気の迷いにしかならない。




　優しくするのにも、親しく振舞うのにも、そのままでない裏がある。

　そう、一度思い知らされてしまえば。




「さて、それじゃスバルにご飯も食べさせたし、あんまり長居しても疲れさせちゃうだろうから、戻るわね」




「なんなら隣で一緒に寝てくれてもいいよ？」




「元気になってきたみたいでなにより。でも、私も色々とやらなきゃなことがあるのです。抜け出してきてるから、あんまりね」




　片目をつむって茶目っ気を詫びるエミリア。

　ふと、この時間帯の彼女のこれまでのスケジュールを思い出し、スバルは自分がどれほど恵まれているのかに思い至る。




　この時間、彼女はずっと自室で勉強に追われているはずなのだ。

　国を背負い、未来を目指すために、懸命に努力を積み重ねているはずなのだ。




　体以外はなにも持たず、未来へ進むこともできずに現在を繰り返し続ける、運命の負け犬に構っている暇など一秒だって惜しいだろうに。




　ふいにスバルの心を、運命に負けっ放しでいいのかと誰かがさえずる。

　自分の声にそっくりな、そんな負けん気に背を押されるように顔を上げ、




「おい、パック」




「……雰囲気にボクのラブリーさが合わないと思って黙ってたのに、どーしたのさ？」




　盆を抱えて部屋を出ようとする銀髪。その背中に別の名で呼びかけ、長い銀色をかき分けて小猫が姿を現すのを見届ける。

　その黒い眼をしっかり見据え、スバルは彼を指差して、




「たぶん、エミリアたんには何事もないと思うけど……ちゃんときっちりかっちり守ってくれよ。その小さな体を盾にしてでも」




「ボクのサイズで守り切れるってことは、ずいぶんと小さい危機だね」




「やかまし。とにかく頼む。今回は、俺は俺のことだけで精いっぱいだ」




　エミリアにはおそらく、危機は及ばないとは思う。

　少なくともロズワールに彼女を害する理由はないし、ロズワールになければあの双子にもその理由は生まれまい。

　この屋敷で命の危険があるのは、もはや素直にスバルだけだ。




「自分の命の心配だけ、か。シンプルだな。……いや、待てよ。よくよく考えると前回も、俺ってそんな大したことしてねぇ気がしてきた」




　勢いに任せてその場をしのいでる間に、イケメンが全部かっさらっていったというのが前回の総まとめな予感。

　前回も今回も、ただスバルは振り回されているだけではあるまいか。




「いい感じに混乱してるところ悪いけど、忠告はしっかり受け止めさせてもらうよ。――うん、嘘や悪意ではないみたいだからね」




　そっと、わずかに声の調子を落としてパックは頷いてみせる。

　その光の差し込まない真っ黒な瞳になにを思っているのか、感情のうかがえないそれが不気味さにも、頼りになるようにも思えてスバルは顎を引く。

　二人のやり取りに、当事者でありながら置いていかれた形のエミリアは不満そうに唇を尖らせると、




「二人で納得しちゃって、なんなの？　なにか悪いこと考えてる？」




「まさかまさか、女の子なんだから色んなことに気を付けようぜって話。車に気をつけて、男に気をつけて！」




「車って……馬車とか竜車のこと？　男に気をつけるってなに？」




「俺みたいに一途で誠実な男ばっかりじゃないんだから、エミリアたんはお父さんの話をよく聞いて、信用できる相手か見極めてねってお話」




　スバルの普段の調子が出てきた言葉に、パックがうんうんと頷き、




「そうだよ、リア。これからはボクの意見をうるさい小言だなんて思わないで真剣に聞くこと。まず、黒髪で目つきの悪い男はダメだよ。そんな相手を連れてきたら、もう家に上げてあげないからね」




「ブルータス、またお前かぁぁぁ！」




　当たり前のように任せた背中を斬りつけてきたパックに怒声。知らない名前に首を傾げるひとりと一匹。スバルは気を取り直すように咳払いすると、




「ともかく、そんだけ。特に夜注意。エミリアたんはカワユイから、いつも夜這いされるかもしれない恐怖と戦ってるとは思うけど」




「私の部屋のある階って、無断で踏み込むと恐い守護者に伝わるようになってるらしいけど」




「危ねぇ。体力なくて仕事終わり爆睡してて正解。夜這いもおちおちできねぇよ、俺」




「鍵は開けておくから、勇気があるなら試してみてもいいかもね」




　小さく手を上げ、それだけ言い残してエミリアが部屋を出る。去り際、彼女の肩の上の小猫も同様に手振りで挨拶。

　少なくとも、彼女と保護者に警告を呼びかけることはできた。

　この分なら二人はおそらく大丈夫だろうと思う。




「ああ、やべぇ……」




　ふと、安堵が心に差し込んだ瞬間、ドッとスバルの意識を眠気が蹂躙する。

　痛みでそらしてきた睡魔はここぞとばかりに意識を支配し、スバルから根こそぎ抵抗の気力を奪っていく。

　空腹が図らずも満たされていたことも、それに抗う気力を持たせなかった遠因のひとつであったかもしれない。




　眠るわけにはいかない、と唇を噛むように思いながら、スバルの意識はまどろみの中へと沈むように落ちていった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　夢と現の狭間にあって、スバルの意識は雲のように漂う。




　就寝中、夢を見るという行為は脳が情報を整理している結果として起こる副産物なのだと、以前にどこかで聞いたことがあった。




　ならばこうして眠っていながらも、スバルの安眠を妨げるような光景が続くのは、なるほど鮮明な記憶を整理するという理に適っていた。




　半身を引き千切られた感覚が、頭蓋を打ち砕かれた瞬間が、足を吹き飛ばされた痛みが、喉を穿たれた喪失感が、腹をかっさばかれた絶望感が、夢の淵に立つスバルを現実から逃れてもなお苦しめる。




　呻き、うなされ、全身を汗に濡らしながら身をよじり、眦から涙をこぼしながら、スバルは己の内からわき上がる感情と戦い続ける。




　苦しい。辛い。悲しい。痛い。もう嫌だ。終わりにしたい。




　泣き言が、弱音が、とめどなく溢れ、そのたびに魂が削れていく。削れて削れて最後には、摩耗し切ってしまってなにもきっと残らない。

　そんな風に思えてしまうほど、心も体も憔悴し切っている。




　ふと、そんなスバルの体の強張りが消える。

　体を芯から震えさせるような寒気が、怖気が、突然に払われたかのように。




　理由は、手だ。

　誰かがスバルの手を握っている。

　寝台の中、無意識の狭間を漂うスバルの存在を、誰かが現実側から触れて留めようとしていた。




　温かい感触だった。優しい感覚だった。慈しまれているのが伝わってきた。

　救われたような気持ちになった。荒れ果てた心に穏やかな風が吹き込んだ。




　苦しげだった寝顔が安らかになり、寝息が辛苦を忘れ静かなものへ戻る。




　誰だったのだろう。なんだったのだろう。

　現実だったのだろうか、これも都合のいい夢だったのだろうか。




　右手と左手、両方の掌にかすかに残る温もりを感じながら――。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「――いつまでもグースカと寝てるんじゃないかしら」




「ぶんですりぃがっ」




　寝台から乱暴に蹴り落とされて、強制的に目覚めさせられたスバルの苦鳴。

　床の固い感触に揺り起こされ、ベッドを掴んで体を持ち上げるスバルの眼前、寝台を挟んで反対側にベアトリスが立っていた。




　彼女は不機嫌を一切隠さない態度で腕を組み、尊大に鼻を鳴らすと、




「約束の時間になったから、嫌々ながらもきてやったのよ」




「叩かなくてもいい憎まれ口ってあるよな。今まさにそんな感じ」




　寝台の上に上半身を投げ出し、スバルは疲れた口調でそう告げる。

　ふと、それから自分が眠っていたことに気付いて少しばかり肝が冷えた。あれほど意識を覚醒に持ち込み、警戒を欠かしていなかったというのに。




「肝心の四日目に居眠りとか、マジで命知らずのアホか俺」




「ぶつぶつとうるさいかしら。さ、とっとと行くのよ」




　顔を掌で覆って嘆くスバルに取り合わず、ベアトリスは手招きでこちらの意識を誘導すると扉へ向かう。その背にスバルは慌て、




「行くって……どこに行くんだよ」




「こんなお前の臭いがこもった部屋で一晩過ごせって言うのかしら？　願い下げなのよ。ベティーのいる場所は禁書庫の中、それは譲れないのよ」




　ベアトリスは指を軽やかに鳴らすと扉に触れる。

　なんら変調は見当たらないが、おそらくはそれだけで『扉渡り』の準備は完了しているのだろう。




　思わぬベアトリスの申し出だったが、スバルはこれは拾い物だと偶然に感謝していた。ベアトリスの『扉渡り』は襲撃者にとって、奇襲の場所を特定させない厄介な代物であるといえる。なぜかスバルには通用しないものの、レムに『扉破り』の有効的な手段がないのは確認済みだ。




「お前、意外と色々考えてくれてんのな」




「早くしないとお茶が冷めてしまうから、とっとと戻るのよ」




　感心したスバルの声に、ベアトリスはすげない返答。どうも慮ってくれたというのは思い過ごしだったらしい。

　言い損だったと顔をしかめ、ふとスバルは自分の両手を見た。




　特に変わったところはないのだが、何故だろうか、やけに気になる。

　そういえば、眠っている間に、誰かが、手を。




「ベアトリス。まさかとは思うけど、寝てる俺の手とか握ってなかったよな」




「ホントにまさかの話なのよ。仮ににーちゃにお願いされても、丁重にお断りさせてもらうかしら」




「そこまで言うかよ。……でも、そんな俺と死ぬときは一緒だぜ！」




「絶対にノゥ、なのよ」




　親指を立て、弱々しく歯を光らせるスバル。

　いつものポーズだが、まだ調子は戻ってこない。




　そんなスバルに呆れの吐息を残し、ベアトリスが扉を抜ける。慌ててあちこち身だしなみを直し、スバルもまた扉を渡って禁書庫へ。




　相変わらず、静謐さと雑多な印象を拭えない部屋だとスバルは思う。

　本が詰めに詰め込まれた書架が無尽に立ち並ぶこの部屋は、何周して訪れてもその装いを変えることがない。




　先に部屋に入ったベアトリスは、いつものように定位置である脚立の側へ。扉の正面、脚立の癖に椅子扱いで役割を放棄しているそこに腰掛け、




「適当に時間を潰しているといいのよ。ここでならなにが起きても……なにも起きないと思うけど、契約は守ってやるのよ」




「時間潰しって言われてもな……」




　緊張とそれに伴う不安。さっきからどうにか調子を立て直そうとしているが、それでも問題の時間が迫ってくれば平常心ではいられない。

　スバルはざっと部屋を見回し、書架に並ぶいくつもの本を見比べながら、




「そうだ。『イ文字』だけで書かれてる本とか、あるか？」




「……あるにはあるのよ。まさかお前、他の字が読めないのかしら？」




「恥ずかしながら、な。でもこれでも努力したんだぜ」




　一生懸命に、双子に見守られながら――。

　自分で自分の傷口を盛大に抉り、大ダメージを受けた。




「メイザース家の禁書庫に足を踏み入れて、それは宝の持ち腐れなのよ。ベティーが誰かをここに招くなんて、数年に一度あるかないかかしら」




「そう言われても、読めない本は紙の束だし、禁書庫に入れるチャンスが貴重って言われても……」




　残念ながらスバルにとって、この部屋は珍しくもなんともない。

　そのことを今のベアトリスに言ってもこじれるだけだろうし、別段誇れることでもないと判断しているスバルは口をつぐんだが。




　半端なところで言葉を切るスバルに、ベアトリスが訝しげに眉を寄せる。そんな彼女にスバルは話題を変えようと指を立て、




「そういえば、お前ってずっとこの部屋にいるのか？」




「そういう契約なのよ」




「また契約か。若い内からそんな契約契約って……よっぽどやり手のセールスレディに捕まったとみえる。保険屋さんも声がでかい人ほどやり手だよな」




「全部、自分で望んだ契約かしら」




　ばっさりと、それ以上の言及を拒むような口調だった。

　表情を消したベアトリスの物言い、それにスバルは静かに頷いて、




「などと関係者は供述しており――」




「いい加減に静かにしないと、契約を反故しそうになるのよ！」




　立ち上がったベアトリスが書架から本を抜き出し、次々とスバルに向かって放り投げる。

　いつもなら魔法力を遠慮なくぶつけてくるベアトリスだけに、こうした物理攻撃に頼ることは非常に珍しい。




　非力な少女の投擲をひょいひょいと受け取って、近くの台の上に重ねて置く。ふいに攻撃が途切れ、眉を寄せたスバルは遅れて気付く。




　投げつけられた七冊ほどの本――それ全てが、『イ文字』だけで書かれた本であったことに。




　顔を上げ、スバルはベアトリスの方に目を向ける。

　意図に遅れて気付いたスバルを嘲るように、彼女は手をひらひらと振り、




「それでいいでちゅかちらー。ちょっと難しすぎまちゅなのよ？」




「ちょっちゅねー。ちょっちょボクにはむじゅかししゅぎて、わかんにゃいかもしれないでちゅー」




「二人して赤ちゃん言葉になってたら気持ち悪いのよ！」




「やれやれ。俺はお前に合わせただけだぜ、レベルをな」




　スバルがネタ振りするなら、赤ん坊じゃなく胎児までさかのぼる。

　へその緒を引いたり、胎盤を叩いてコミュニケーションだ。




　そのスバルの姿勢に今度こそ両肩をすくめて、ベアトリスは完全に会話を諦めたように本を開き始める。

　すげない彼女の態度を見届け、スバルもまた手近な椅子に座ると、ベアトリスが投げ選んでくれた本の一冊を手に取った。

　照れ臭くて感謝の言葉など出るはずもないが、その気遣いは正しく嬉しかったのだから。
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　そうして、禁書庫での静寂は緩やかに過ぎていく。




　互いに言葉を発せず、ただゆっくりとした間隔でページをめくる音だけが交互に書庫の中を流れていた。




　ベアトリスが選んでくれた本は、やはり前回までと同様に童話のような子ども向けの作品が多い。『イ文字』だけということは、つまり平仮名だけの内容と似たような要求なのだから、子ども向けに偏ってしまうのも仕方ない話だが。




　そのせっかくの読書の時間も、スバルの目は同じページを行ったり来たりを繰り返すだけのものとなり果てていた。




　最初の内は本を読み進める余裕もあったが、刻一刻と時間が過ぎる内、そんな精神的な猶予は少しずつ引き剥がされてしまう。




　――閉め切られた禁書庫から、外の様子をうかがうことはできない。




　部屋の性質上、窓なども備えていない禁書庫は、かつてベアトリスが語ったように『時間の凍結した』場所だった。

　文字通りの意味ではなく、少なくともそう感じるという意味において。




　表は今、何時なのだろうか。

　スバルが禁書庫に招き入れられた時点で、すでに日没は間近だった。

　単純に考えれば、スバルが五日目の朝を迎えるまでにはほんの半日ほどをここで過ごすことができればいい計算になる。




　だが、この停滞した場所に身を置いていると、そのたった半日の感覚を己で計ることがまったくできない。

　この部屋を訪れて、まだほんの小一時間ほどしか経っていないような気もするし、あるいは十時間近くもいるような気もする。




　不安と緊張からくる息苦しさも、スバルの現状認識能力を著しく低下させるのに一役買っており、自分の判断を信じることはもはやできない。




　かといって、ベアトリスにそれを尋ねることも気が咎めた。

　彼女の読書を邪魔してはいけないなどといったフェミニズムではなく、そうしたアクションを起こすことで、変化が起きてしまうのが恐ろしかった。




　こうして停滞した時間を過ごすのも息苦しい。だが、なにかの拍子に状況が大きく変動してしまったら――とそれも恐ろしい。




　行くも戻るもできず、ただただ時間という圧倒的な事象を前に竦み続ける。

　本をめくろうとする指が痺れ、舌先が渇きを訴える。心臓の高鳴りはお馴染の高速を刻み、耳鳴りは甲高く、血の巡る音が全身から聞こえる。




　そんな緊張感を、どれだけの時間強いられたのだろう。

　始まりが理不尽だったとすれば、その終わりもまた前触れはなかった。




「――呼んでる」




　ふいに、そんな呟きが書庫内に静かに響いた。




　弾かれたように顔を上げるスバルの眼前、本を畳んで脇に置くベアトリスがいる。彼女は脚立から軽やかに下りると、




「呼ばれているかしら」




　驚くスバルの存在を忘れたかのように、彼女はひとりごちて指を振る。

　瞬間、空間が歪むような違和感をスバルの全身は得た。

　浮遊感に近い感覚が全方位から体に襲いかかり、刹那にも関わらず、振り回されたような疲労感と吐き気が全身に気だるく蔓延する。




　椅子からずり落ちかける体を引きとめ、スバルは恨めしげに元凶であるベアトリスを睨んだ。そして、彼女はその視線にようやく気付くと、




「ああ、そういえばいたのよ。忘れてたかしら」




「目の前にいるのに忘れるとか、冗談にしても低級だな」




「優先事項の問題かしら。――にーちゃが呼んでるのよ」




　それだけ告げると、ベアトリスはスバルの隣を抜けて扉の方へ。

　当たり前のように外へ出ようとする彼女の背に手を伸ばし、スバルは焦燥感を隠せないままに、




「お、おい、待てよ！　今、外に出たら……」




「引っ込んでいても構わないのよ。ここにいれば安全かしら」




　侮蔑を隠さない言い方に血が上り、スバルは椅子を蹴るように立つとその背中を追う。扉の取っ手に手をかけ、ほんの数秒の躊躇。

　だが、




「ああ、クソ。なんだってんだよ、こんぐらい！」




　口汚い発言で自らを鼓舞し、扉を乱暴に開け放つ。

　直後――、




「あ――」




　思わず、スバルの口から間抜けた声がこぼれていた。




　瞼を突き刺す、眩い光を手で遮り、朝日の歓迎に動揺で応じる。

　確かめるように宙を手で掻き、スバルの体はよたよたと前へ。通路の正面、庭を覗ける窓――その高い空に、昇り始めたばかりの太陽があった。




　あれほど渇望し、何度挑んでも届かなかった、五日目の朝日だ。




「まさ、か……越えた、のか？　四日目の夜を……！？」




　目の前の結果が信じられず、窓を割りかねない勢いで手をぶつけて押し開く。涼風が流れ込み、前髪を風に撫ぜられながら、スバルは朝の匂いを鮮烈に感じ取った。冷たい生まれたばかりの風が、屋敷の空気を吹き散らす。




　足が下がり、そのまま力なく後ろへ。背中が壁にぶつかって、ずるずると立っている気力を失ってへたり込んだ。




　呆然、とそう表現するしかない。

　夢か現実かの区別すらつかないほど、想像できなかった今の状況だ。




　諦めきっていた。絶望しきっていた。擦り切れていた。

　だというのに、スバルは四日目の夜を越えて、五日目に辿り着いてしまった。




「は、はは……」




　知らず、乾いた笑いが口から漏れた。

　それは一度こぼれ出してしまえば、もう止める方法が見当たらない。




「ひひ、ははは。なん、だよ。おい、なんだよ。こんな、おい、はは……」




　今の気持ちをまともに言葉にする方法が思いつかない。

　膝を抱えて、スバルは通路に蹲ったまま、正気を失ったような笑いを吐き出し続ける。

　言葉にできない。言葉にならない。ようやくスバルは――、




「――スバル？」




　そのスバルの空虚な歓喜に割り込んだのは、銀鈴のような声だった。




　億劫に視線を上げた先、通路の奥に銀髪の少女が立っている。

　エミリアだ。五日目の朝、無事にそれを迎えた彼女を見つけることができた。

　二人揃って、四日目の夜を越えている。そんな事実がまた、スバルの心にわけのわからない感情を湧き立たせる。

　しかし、




「エミリア……？」




　内心に歓喜が広がるスバルと対照的に、愕然とスバルを見つめるエミリア。そして彼女はふいに走り出すと、座り込むスバルの側へ駆け寄り、




「スバル……どこに、行ってたの？」




「いや、俺は……」




「だって……ううん、それはいい。いいから……一緒にきて」




　手を引かれ、スバルはその強引さに驚かされながらも立ち上がる。

　そのままエミリアはスバルの返事も聞かず、強引にこちらを引きずりながら廊下を走り出した。




　急な彼女の行動に面喰らいながら、しかし言及しようとしたスバルの喉はエミリアの横顔を見て止まる。

　端正な彼女の横顔に、隠し切れない動揺と焦燥感が浮かんでいるのだ。




　まるで、盗品蔵での戦いのときを彷彿させる表情。




「なあ、いったいなにが――」




　あったのか、と問いかけることはできなかった。

　その言葉を口にするよりも早く、スバルの鼓膜を別の音が打ったからだ。




　――それは、絶叫であったと思う。あるいは、悲鳴なのかもしれない。




　高く、尾を引くそれは悲しみで満ちていて、聞く者の心に悲痛な爪痕を残さずにはいられない魂の叫びだ。

　半身を引き裂かれたような叫びは延々と続き、状況のわからないスバルにもその切迫感を痛々しいほどに伝えてきていた。




　通路を抜け、上階へ向かう。東側の二階は使用人それぞれの個室がある階層だ。数日前までスバルが寝泊まりしていた一室を通り過ぎ、エミリアが手を引きながら目指すのはそのさらに奥――そこに、




「ロズワールと……」




　藍色の長髪が通路に立ち、駆け寄るエミリアとスバルに目を細める。彼のすぐ傍らにはいなくなったベアトリスが壁に背を預けていて、彼女の手の中には灰色の体毛の猫が身を丸くしているのがわかった。




「中を」




　三人のところへ辿り着き、事情を問い質そうとするスバルに、ロズワールはただ一言だけ短くそう応じた。

　彼が示したのはすぐ隣、扉の開かれた個室の一部屋だ。




　エミリアを振り向くと、彼女もスバルに対して頷きかける。その紫紺の瞳は潤んでいて、否応なしにスバルに決断を迫っていた。




　息を呑み、スバルは部屋の中へ足を向ける。

　踏み込む最中にも、さっきからの絶叫は途切れることなく続いている。そしてそれが今や、目の前の部屋から聞こえるのは明らかだ。




　中に入り、緊張から閉じていた瞼――それをそっと開き、スバルは見た。




　綺麗に整えられた部屋だった。使用者の几帳面な性格が反映され、少ない調度品がセンス良く配置された個室は、その限られたスペースを無駄なく機能的に利用されているのがわかる。

　間取り自体はスバルが利用していた部屋とほぼ同一なのに、利用者が違うだけでこれほど個性が出るものか、とそう思う。




　そう思うことで、スバルは目の前の光景を一瞬だけ忘れた。

　だが、そんな現実逃避もむなしく、世界はスバルに結論を押し付ける。




　個室の中央、そこに丁寧に整えられた寝台がある。

　その寝台の上で、




「ぁぁああぁああああぁぁぁぁあああぁぁあ――ッ！」




　深い深い悲しみに喉を引き裂かんばかりに絶叫し、滂沱と涙を流すラムがいて――。













　――彼女に縋りつかれながら、レムが息を引き取って横たわっていた。
第二章２５　『怨嗟の声は消えず』
　こうして空白に意識を支配されるのは、もう何度目の経験だろうか。




　目の前の理解を越えた光景を前にして、スバルはもう何度も何度もしてきたように言葉を失って立ちつくす。

　打ちのめされてきた。これまで幾度も。そろそろ、救われたっていいのではないかと弱音のひとつも吐きたくなる。

　こうして繰り返し繰り返し、悲劇ばかりを目にしてきたのだから。




　立ち尽くすスバルの正面、寝台の上には青髪の少女が横たわっている。

　生気の消えた顔は青白く、閉じられた瞳は二度と開くことはない。部屋着なのだろう薄手のネグリジェは、こんなときでなんではあるが、しっかりとした彼女の印象に比べて幼い雰囲気が良く似合っていた。

　ふと、スバルは彼女のメイド服以外の格好すら見たことなかったのだなと気付く。そして、初めて目にしたそれ以外の服装が、最期の衣装だ。




「どうして……レムが」




　呟き、髪の毛に手を差し込んでスバルは俯いて呟く。

　意味のわからない状況を前に、無駄に空転を繰り返す頭がひどく痛む。寝不足の疲労感もあるのだろう。考えるのがやけに億劫だった。




　繰り返す都度、実に四度。その内の三度を殺されてきたスバルにとって、彼女は下手人として最も警戒すべき人物だった。

　彼女に口封じの指示を出しかねないロズワールや、立場を同じくするだろうラムも条件は同じだが、実際に命を奪われた体験からレムを今回最大の障害だと判断していたのは間違いない。




　故に今回は彼女らを遠ざけ、渋るベアトリスすら説き伏せて巻き込み、状況を先送り先送りにして命を引き延ばしたのだ。

　結果、五日目の朝を迎えることができたのは朗報だったが。




「なんで、立場がこうも変わっちまってる……？」




　スバルを殺そうとするのがレムのはずだ。断じてその逆ではないし、レムが殺されるような理由も思い当たらない。

　ふと、スバルは本当に彼女が死んでしまっているのか、それを確かめようと足を前に踏み出す。寝台に寝かされた少女は両手を胸の上で組み、誰がしたのか死に顔は綺麗にされたあとらしく穏やかなものだった。

　手を伸ばし、その動かない体に触れようとする。だが、




「――触らないで！」




　勢いよく振られた腕に手を叩かれ、スバルは小さく呻いて顔を上げる。

　ベッドを挟んで対面、レムに縋りついて涙をこぼすラムがいる。ラムはいまだに止まる様子を見せない涙を流し続けながら、




「レムに……ラムの妹に触らないで」




　それは一切入り込む余地のない拒絶の言葉だ。

　叩きつけるようにそれだけ言って、ラムは再びレムの体に取り縋り、静々と泣きながら囁きかける。まるで、眠る我が子にお伽噺でも語り聞かせる母親のような、献身的で痛々しい姿だった。




　姉のそんな憐憫を誘う様子にも、妹が目覚めて見咎める気配はない。

　青白い横顔、血色の悪い唇。そして鼓動を止めてしまった体。

　間近でそれらを見て、スバルはようやっと現実を受け入れる。




　――レムは本当に、死んでしまっているのだと。




「おそらくは魔法によるものだぁね。魔法より、呪術寄りに思えるけどねぇ」




　よろよろとした足取りで部屋を出たスバルに、扉の隣に立っていたロズワールがそう推測を口にする。

　指を立て、藍色の長髪は普段のゆるみ切った表情をわずかに引き締め、




「死因は衰弱によるものだ。眠っている間に生気を奪われ、ゆぅっくりと鼓動を遠ざけられて、そのまぁま眠るように命の火を吹き消されている」




　呪術、という単語にスバルは顔を上げる。

　聞き覚えのある推測だ。そして、ロズワールの語る死因にはスバルもまた思い当たる節がある。

　それは正しく、スバルが二回目の死の状況で体感した類の異常だ。おそらくは一回目の死因がそれであったと仮定すると、今回のレムの死因はスバルの一回目、間接的な二回目と同じということになる。

　なるのだが、




「俺はてっきり、あの衰弱させられる魔法もレムの差し金だと思ってたが」




　魔法で衰弱させ、鉄球で頭を砕かれた二回目。

　あの状況を思い起こせば、同一犯の犯行と予想したスバルを責められまい。だが、実際にはレムは呪術による死を与えられており、スバルはこうして呪術の影響はもちろん、鉄球の洗礼さえもくぐり抜けたことになる。

　つまり、




「呪術とレムは別個……？　協力関係には、どうなんだ？」




　二回目の死因のケースだと、呪術による衰弱の影響を受けた上での襲撃だ。手を組んでいるとするのが自然だが、今回のケースはどうなる。

　仲間割れ、と思い浮かべてスバルは首を振る。そも、呪術師のポジションがわからない。条件から言って、呪術師は屋敷に近しい人間でないと変なのだ。

　そうでなければレムと接触の機会を持てないし、なによりレムの行動の動機と条件が重なる人物でなければならない。




　三度目の世界の発言を鑑みるに、レムがスバルを口封じに殺そうとするのはロズワールのためになればと思ってこそなのだ。間接的にエミリアの障害の排除にもつながるそれは、行き過ぎとはいえ忠誠心の賜物だ。

　故に回避できないのでは、とスバルを精神的に追い詰めることにもなった前提条件、それが呪術師との関係性のせいで大きく揺れ動いてしまう。




　どうにも納得のいく筋道が立てられず、顎に触れて思考するスバルは苛立ちを隠せない。疲労感の蓄積もあって、今の頭の血の巡りは最悪だ。

　碌な結論が出るわけがない、とわかっていても、考えること以外のできないスバルは考えるしかない。そうして、




「まさか、協力関係も×して完璧に別件なのか……？」




　レムと呪術師の間に、なんら関係性がないとすればどうだろうか。

　一回目はスバルが呪術師の標的にされ、そのまま死亡。二回目は呪術師の術中にかかったスバルを、レムがなんらかの理由で殺害。三回目は純粋に忠誠心からの暴走で、レムがスバルを殺害。これには呪術師は無関係。

　そして四回目の今回は、




「俺がなにもしなかったから、レムが呪術師の標的になった……？」




　因果関係はわからない。そもそも、スバルが呪術師とやらに命を狙われる理由すら不明なのだ。あるいは呪術師の狙いは屋敷中の人間とも考えられるが、そうなるとロズワールやエミリアといった重要人物を省き、スバルやレムといった立場の低いものが標的として優先される理由が思い浮かばない。




　けっきょくは、呪術師の素姓が判明しない限りは堂々巡りだ。思考が八方ふさがりを感じて停滞し、スバルは苛立ちに舌を打って考えを打ち切る。と、




「ずいぶんと、真剣に悩んでいたようだねぇ？」




　少し高い位置から、ロズワールがスバルを見下ろしてそう呟く。青と黄色のオッドアイは、まるでスバルの品定めでもするかのように細められており、自然と内心を見透かされる不愉快さにスバルは眉を寄せた。

　そんな自分の不作法に気付いたのだろう。ロズワールはすぐに居住まいを正すと、スバルに対して目礼し、




「失礼したね。私も少々、気が立っているようだ。さぁすがに、可愛がっている使用人がこんな目に遭わされたと思うと、ね」




　謝罪を口にしながらも、ロズワールの態度は本当の意味では決して和らがない。彼は腕を組み、組んだ腕を指で軽く叩きながら、




「火で炙り、水で犯し、風で刻み、土に沈める。――それぐらいのことをしなければ、この返礼にはならないと思うぐらいだ。こんなことを聞くのもなんなんだけど……お客人、なにか心当たりはないかねぇ？」




　低い声で呟かれたそれに、冗談めかした響きは欠片も含まれていない。

　まっさらの本音だろう恫喝を言葉にして、ロズワールは試すようにスバルを見据える。ふと、スバルは自分の置かれている状況の悪さを自覚し、どう応答すべきか悩む。が、スバルが口を開くより先に割り込んだ声があった。




「昨夜あたり、警戒するようにって。そう言ってたよね、スバル」




　振り仰ぐ方向、愕然と目を見開くスバルの視界に入ったのは、顔を洗うように短い腕を動かす灰色の猫――パックだ。

　思わぬ彼の発言に言葉もないスバルに、パックはその首を傾け、




「心情的にも恩義的にも、君に肩入れしたいのは山々なんだけどね。それを優先して物事の見極めを誤ると、報われない子がいるから」




　黒い眼をそっと部屋の方へ向け、パックはピンクの鼻を手で擦る。

　普段と変わらぬひょうきんな態度でありながら、それでもレムの死に思うところがあるのだろう。挙動も少なめに身じろぎし、




「未練や迷いが残れば、魂は救われずに魔へ堕ちる。それは一介の精霊としても、そして少なからずあの子と接したボクとしても、悲しいことだよ」




　小さな首を横に振り、言いたいことは言ったとパックは体を再び丸める。そっと掌の上でそれを見守り、ベアトリスも無言でスバルを見つめていた。

　そこにどんな感情が込められているのか、あれほど表情豊かな少女だったというのに、今のスバルにはそれすら確かめることが叶わなかった。




「……スバル」




　不安そうにエミリアがスバルの袖を引き、なにかを訴えかけるように潤んだ瞳を向けてくる。

　なにか知っていることがあるのなら、と呼びかけひとつで伝わる思い。

　そんな彼女の懇願に全霊を投げ打って答えてあげたいと思う一方で、縋りついてくる彼女を払いのけたい衝動もまたスバルの本心だった。




　なにか知っていることがあるのなら、と軽々しく全員が口にする。

　だが、そんなのは本当ならスバルの方が声を大にして叫びたいことなのだ。それこそ、事態の真実を知るものがいるなら、今すぐに名乗り出てほしいほどだ。そして山のように浮かぶ疑問の数々を全て叩きつけて、この出口のない袋小路から引っ張り出してほしい。




　しかし、現実にはそんな都合のいい黒幕は姿を現さないし、スバルに対して向けられる四対の視線の意味合いが変わることもまたない。

　良かれと思ってしたはずのパックへの忠告が、今回はこうして裏目に出た。なにかを知りつつも言葉にしないスバルへ、パックすら不信感を抱いただろう。そのパックと深いつながりのあるエミリアも、スバルに対して少なくない疑念を抱いて当然だ。




　周回を繰り返し、そのたびに良くなるようにと足掻いてきた。しかし、結果はなにかひとつするたびに裏目に出て、想像以上の悪い状況を連れて戻ってくる。四面楚歌、それを何度繰り返せばスバルと同じだけの心痛を味わえることだろうか。




「スバル」




　はっきりと、自分の名を呼ぶエミリア。

　押し黙るスバルの態度に、拭い切れない疑念を抱いた証拠だ。そんな彼女の当たり前の反応に、しかし物悲しさを感じながらスバルは考える。

　なにもわかっていないも同然の状況で、どう話せば彼女らを納得させられるだろうか。あるいは、なにも知らないスバルに彼女らも失望するとは思うが。




　ぐちゃぐちゃになったまとまらない思考。

　口にして、いっそ楽になってしまいたい、そう思った瞬間だ。




　世界の停滞と黒い靄――それはスバルの諦めに誘発されるかのように、再び彼の諦観を糧に世界を侵食した。




　言葉を失う。否、言葉を発する唇が微動だにしない。

　当然、手も足も目も舌も動かず、空気すら完全に世界から切り離される。音と動きが失われ、無音と停止の絶対空間の再来に、スバルは文字通り絶句。




　先日、『死に戻り』をエミリアに告げようと判断した際、それを強制的に遮断させた理不尽な現象だ。

　黒い靄は以前より早く、より優美に黒い腕を作り出す。以前は手首から肘ほどまでだったその手が、わずかに二の腕の輪郭を形作って姿を現した。




　前回と同じく、腕は躊躇う素振りを見せずに、停止するスバルの胸へ忍び込む。そして内臓と胸骨を柔らかに撫でて心臓に達し、




　――瞬間、思考が消し飛び、精神が即死しかねない痛みが全身をつんざく。




「スバル！？」




　憂いの悲痛な声を聞き、スバルは自分が現実に舞い戻ったことに気付く。

　胸を押さえ、額に大量の汗を浮かべて、膝をついて荒く息をしていたことにも。




　心配するエミリアに軽く手を上げて、スバルは今の現象を振り返る。

　エミリアに『死に戻り』を告げようとした際、あの黒い靄はそれを妨害する意味でスバルに警告を与えた。

　そして今回も、同じような意味で姿を見せたとするならば――、




「ループの内容に触れないで、説明するのが無理だからか……？」




　少なくともさっきの心情で、スバルが執拗な問い詰めをかわせたとは到底思えない。だが、仮にそれが事実なら、この状況は最悪だ。

　内心をぶちまけたいと思っているスバルと、スバルの内心を解き明かしたいと思っている面子。黒い靄にとって、これ以上の活躍の場はあり得ない。




　終わらない質問は終わらない責め苦を意味する。それに気付いた瞬間、スバルは堪え切れない痛みへの恐怖に、唇を震わせて後ずさる。

　その行為は、




「――なにか知っているのなら、逃がさない」




　部屋の中で泣き崩れていた少女にとって、許し難い愚行に見えた。




　刹那、突風が部屋の扉を激しく揺らし、スバルの前髪にその余波を叩きつける。当然の暴風に目をつむった直後、




「いづ……っ！」




　頬を鋭い痛みが突き刺し、スバルは思わず掌で顔を覆う。触れた掌にじっとりと感じるのは、開いたばかりの傷口から滴る出血の感触だ。

　それが今の風による負傷だと気付き、スバルは驚きを部屋の奥へ。




　寝台に横たわる妹を優しく撫で、その手とは反対の手をこちらに向けながら、桃髪の少女が憤怒を宿した目でスバルを睨んでいた。




「なにか知っているなら、洗いざらいぶちまけなさい」




「待て、ラム！　それは……」




　できない、と口にするような愚挙だけは己で自制した。

　それを口にした瞬間、この場の収拾をつけることは絶対にできなくなるだろう。だが、それを言い止まったところで、打開するための一言など出てこない。

　なにが引き金となって、再びあの警告を受けるのかスバルにはわからない。

　その痛みへの恐怖が、ラムに対しての正しい判断力を失わせる。




　結果、スバルの言葉は尻すぼみになり、彼女の勢いを鎮火するには至らない。

　口をつぐむスバルに、ラムは再びの警告の意味を込めて風を送り出す。




　陳腐な表現が許されるのならば、それはやはり『風の刃』とでもいうような現象だった。

　おそらくは風に関係する魔法だ。カマイタチを巻き起こす魔法は斬撃のような鋭さを一閃、スバルへ届くまでの進路上の壁と扉を切り裂き、頬を裂いたときのような一撃を叩き込んでくる――それが、ふいに消失した。

　驚き、声を詰まらせるスバルとラム。そんな二人の間で、




「――約束は、守る主義なのよ」




　呟き、スバルの前に立ったのはクリーム色の髪をした少女だった。

　ベアトリスは掲げた掌を軽く振り、ラムの繰り出したカマイタチを事もなげに消し去ったことを誇るでもなく、




「屋敷にいる間、この人間の身の安全はベティーが守るかしら」




「ベアトリス様……！」




　退屈そうに言い放つベアトリスに、ラムは憤慨して唇を噛む。

　彼女の態度を横目に、ベアトリスは傍らに立つ長身を見上げると、




「ロズワール。お前の使用人がお前の客人に無礼を働いているのよ。屋敷の主として、そのあたりはどう判断するのかしら」




　水を向けられ、ロズワールは一瞬だけ眉を寄せる。が、すぐにいつもの余裕を取り戻すと、片目をつむって肩をすくめ、




「確かに誠に遺憾なことだとも。できるなら私もすぐに彼を客人として改めて歓待したい。その胸の内を吐き出し、身軽になってくれたのならすぐにでも」




「……こいつは昨晩、ベティーの禁書庫にいたのよ。だからこの一件とは関係ないはずかしら」




「事態に重きを置くべきはすでにそこにない。ベアトリス、君もそぉれぐらいは十分に承知しているはずじゃぁないかね？」




　交渉は決裂し、ロズワールは肩をすくめたそのままに両手の掌を上へ向ける。その掌にふいに、色とりどりの輝きが複数浮かび上がるのが見えた。




　魔法に関する知識がまるでないスバルであっても、それが凝縮された魔法力が可視できる状態なのだと気付かされる。

　赤と青、黄色に緑――四色の淡い光が浮かぶそれが、どれだけ規格外なのかまではわからずとも。




　ロズワールのパフォーマンスにベアトリスはその可愛らしい鼻を小さく鳴らし、




「相変わらず、小器用な若造なのよ。少しばかり才能があって、ちょこっとだけ他人より努力して、ほんのわずかだけ家柄と師に恵まれた……そんな程度で、器用貧乏から抜け出せたとでも思っているのかしら」




「そぉっちこそ、相変わらず手厳しいねぇ。もっとも、時間の止まった部屋で過ごす君が、常に歩き続ける我々とどれほど違えるか――試してみたいと、思ったことがないといえば嘘になるとも」




　二人の間に魔法力の高まりが生じ、大気が歪むような錯覚をスバルにもたらす。

　知らず、当事者であるスバルを置き去りに戦意を高め合う二人。

　何故、こんなことになっているのかスバル自身にわからない。ただ、二人を止める言葉を発せないのもまた、スバル自身が歯を噛むしかない事実だ。




「しぃかし、君が身を張って守るほどとは。よぉっぽど彼が気に入ったのかなぁ？」




「冗談は性癖だけにするかしら、ロズワール。ベティーの理想はにーちゃその人なのよ。あの人間じゃ、愛らしさも毛深さも物足りないかしら」




　可視できる四色の魔力を高めるロズワールに対し、ベアトリスは悠然と構えたままこれといったアクションはとらない。

　しかし、ただ立っているだけのはずの少女の周囲、空間が歪曲するほどの圧倒的な現象が生じているのが、間近に立つスバルには感じ取れた。

　それが単なる集められた力の余波であり、指向性を持ったその力がどれほどの効力を発揮するのか、想像しただけで背筋が凍る。




「どうしてここまでするのかね？」




「契約は絶対なのよ。それを破れば、ベティーはベティーでなくなる。契約に対して誠実であることは、なによりも優先される」




　ロズワールの吐息にそう応じて、ベアトリスは「もっとも」と言葉を継ぎ、




「この状況を狙って、ベティーとの契約を利用したとしたら、とんでもない食わせ物ってことになるかしら」




「俺は！　そんなつもりじゃ……！」




　流し目でスバルの方をうかがい、ベアトリスは無感情の瞳をすっとそらす。

　スバルが彼女に望んだのは、あくまでこれまでの死因に関わる現象を危険視してのことだ。

　断じて、こんな状況になることを望んだわけではない。




「どうでもいい、そんなのは全部、どうでもいいのよ！」




　地団太を踏み、そのやり取りに割り込んだのはラムだった。

　全員の注視を受けながら、彼女はスカートの裾をギュッと握りしめ、




「邪魔をしないで、ラムを通して。レムの仇を……なにか知っているなら、全部話して。ラムを……レムを助けて……」




　悲痛な訴え、だがスバルにはそれに返してやれる言葉がない。

　だんまりに対して与えられるのは、激昂と失望が宿る見えない刃だ。しかし、それはまたしてもスバルに届くことなく遮られ、




「ごめんね、ラム。私はそれでも、スバルを信じてみる」




　ベアトリスの隣に並び、ラムを牽制したのはエミリアだった。

　彼女は掌をラムの方へ向け、その肩にパックを乗せながらスバルに歩み寄る。そうして言葉を探すようにわずかに俯き、




「スバル、お願い。……あなたがラムを、レムを救ってあげられるなら、全部話して？」




　そこに込められた慈しみの感情に、スバルは己の卑小さを感じて恥じた。

　事ここに至ってなお、エミリアはスバルの側に寄って立とうとしてくれている。この周回では碌な態度を示さず、今も肝心のことに口をつぐんで語ろうとしないスバルを、だ。




　そしてそんな彼女の心遣いに対して、何ひとつ返せない自分の弱さにも。




「ごめん――」




　言い残し、スバルは後ずさるに任せて彼女から距離を置く。

　一瞬、こちらを止めようと伸びかけたエミリアの手。それはスバルに届くよりも先に、繰り出された風の刃の迎撃へと回されることになり、結果、その場の誰もがスバルの足を止めることは叶わなかった。




「スバル――！」




　呼び止める声を振り切り、スバルは廊下を形振り構わず突っ切る。背後、魔法力のぶつかり合いが発生したのを感じながらも、振り返る勇気すら浮かばない。




　エミリアがあれほど心を砕いてくれたにも関わらず、スバルにはあの恐怖に立ち向かう勇気がなかった。

　弱かった。どうしようもなく脆かった。だから、ありとあらゆる好意も善意も蔑ろにして、自分本位に逃げ出している。




　もうなにをすればいいのかわからない。

　どこへ行けばいいのかも、どう考えるべきなのかも、全部。




　ただ――、




「――絶対に、殺してやる！！」




　背後から聞こえる、血を吐くような少女の絶叫。

　半身を失った彼女の、身を裂くような復讐の叫びだけが後を追ってくる。

　それから逃げるように逃げるように、耳を塞ぎ、頭を振り、声にならない声を上げながら、スバルは全てを投げ出して走った。




　走り続けた。
第二章２６　『第三の選択肢』
　無我夢中で走り続けて、どれだけ時間が経ったのかわからない。




　息が切れ、膝が笑い、流れる汗が顎を伝い、心の中をぐちゃぐちゃにしながら、それでも立ち止まることができずに走り続けた。

　走らなければ、後ろから追ってくるわけのわからない感情に追いつかれてしまう。そしてそれに捕まってしまえば、今度こそもうなにもかもが終わってしまうのだと、そんな確信だけが今やスバルを追い立てていた。




　ラムの絶叫が、怨嗟の怒号が、スバルを憎悪の対象とみなした、その叫びが今も耳から離れない。




　無礼で、尊大で、人を小馬鹿にしたような態度を崩さないラム。

　その彼女があれほどの感情を露わにし、声高に憎悪を叫んでいたのだ。

　思い返すだけで心の臓が竦み上がり、言葉にできない悲しみが去来する。




　逃げたのだ。逃げてしまったのだ。




　駆け抜け、屋敷を飛び出し、背後から聞こえるあらゆる雑音をかなぐり捨てて、なにもかも置き去りに逃げ出してしまった。




　もはや、あの場所にはスバルは戻れない。

　ラムやロズワールは逃げたスバルを許さないし、エミリアやパックも頑なに口を閉ざしたスバルを信じきることはできないだろう。

　そして契約によって結ばれていたベアトリスもまた、スバルの行動の真意を読めずに積極的な味方になってはくれまい。




　全てをぶちまけられればそれもよかった。

　だが、それをするには黒い靄が立ちはだかって邪魔をする。




　時の制止した世界で、音が隔絶された世界で、心臓を握り潰されるような痛みと恐怖――その前に、スバルの逃げ腰の決意などあっさりと吹き散らされてしまう。




　結果、痛みにも哀しみにも耐え切れず、スバルは逃げるしかなかった。




「仕方、ねぇじゃねぇかよ……！　俺になにが……俺だって！」




　なにもわからない。

　どうしてこうなってしまったのか、なにをしなければならないのか。

　なにをすれば世界はスバルのことを許すのだろうか。




「あんな……楽し……ってのに」




　異世界に唐突に招き入れられ、なにも知らない世界で生きていくしかなく、その不安ばかりが根差す世界でスバルを迎え入れてくれたはずの場所。

　あの日々が、あの時間が、まだたったの一週間程度しか過ぎていないあの時間が、今のスバルの手には届かないほど遠い。




　やり直し、舞い戻り、繰り返し、その都度に世界はスバルに牙を剥く。

　あれほど優しかった世界は色を変え、鮮やかだった輝きは褪せてなにもかもがくすんで見える。




　――もう、ダメだ。




　ふいに、そんな呟きが脳裏をかすめた。




　――もう、これ以上、頑張る必要なんてないじゃないか。




　諦めを促す自分の声に、その甘美な誘惑に、スバルは思考を停止しそうになる。

　その言葉の通りにしてしまえば、きっと楽になれるのだと思う。

　もともと、スバルは状況の楽な方へ楽な方へと流されやすい性質なのだ。




　スバルだけではない。人間なら誰しもそうだろう。

　目の前に二つの選択肢が並べられ、どちらも捨てられないとなれば苦渋の時間を強いられることになる。

　そんな苦しみにもがく中、ふいに第三の選択肢が提示されればどうだ。




　まるでその選択肢が天啓かのように、天恵であるかのように、魅力的に思えて手を伸ばす衝動を誰に責められる。




　抗うことも、逃げ切ることも選べないのなら、いっそ投げ出してしまえばいいのではないか。




「投げ出す……つったって」




　急速に頭から血の気が引いていき、あれほど高鳴っていた心臓の鼓動すらどこか遠いものに感じる。

　手足がずっしりと重たくなり、追い立てられるままに動いていた足はその足取りをゆるめ、次第に引きずるような歩みへと変わる。




　ふと、それまで見えなくなっていた視界が広がり、スバルは自分の姿が木々に囲まれた森の中にあることに気付く。

　がむしゃらに走り続ける内、屋敷を飛び出し、街道を外れ、山道の中へと迷い込んでしまっていたらしい。




　鬱蒼と覆い茂る緑に取り囲まれ、空さえも遮られる薄闇の中で、スバルはこの場所が前回の死に場所と似通っているな、と思った。

　それを思った瞬間に、第三の選択肢の明確なビジョンが浮かび上がる。




「死ねば……」




　救われるだろうか、この状況から。




「ああ、そうだよな。死んじまえば、変わる」




　口をついて出る、弱さ故の戯言があまりに甘美なものに思えて、スバルの口元にひきつるような笑みが浮かんだ。




　すでに三度、スバルは命を落としている。

　四度目の死はスバルにとって未体験。故に、四度目の死を迎えたらなにもかもが終わるのではないか、という根拠のない不安に苛まれてきた。

　だが、




「それで終わるなら、なにが悪い……？」




　繰り返すたび、スバルの置かれる状況は悪くなっていく。

　衰弱死、衰弱した上での撲殺。信じていたはずの相手に殺害され、そして今度はその相手の死亡と、それ以外の関係者からの信頼を全て失った。




　命だけは拾った今回。命だけしか持たされていない今回。

　こうしてなにもかも失い、異世界へ招かれた当初よりも悪くなった状況下で足掻き続ける。そんなことに、なんの意味があるだろうか。

　いや、なにか意味があったとして、どうしてそれをスバルが歩かなくてはならないというのか。




「やりたきゃ、勝手にやればいいだろうが。……俺を、俺に、なんの関係があるってんだよ」




　唇を噛み、自分をこの状況へと巻き込んだ存在へ憎悪を吐露する。

　臓腑をどろりとした暗い感情が煮えたぎらせ、頭の中を思いつく限りの呪詛が埋め尽くし、すでに萎び切っていたスバルの心に黒い燃料を注ぎ込む。




　――『死』という選択、それは今のスバルにはこれ以上ない名案に思えた。




　死んで終わるのならばそこまでだ。

　だがもし仮に、死んで再び『二日目』に戻れるとするならば。




「最初の……そうだ。エミリアたんと仲良くして、パックモフって、ベアトリスからかって、ロズワールと軽口叩いて、ラムやレムと一緒に……」




　初回をそのままなぞって、楽しくやれるかもしれない。

　思えば、初回はスバルにとって理想そのものだったといえる。四日目の夜、最後に衰弱死する未来は変えられないとしても、あの死には痛みも苦しみも伴わなかったし、なにより安寧と平穏が約束されている。




　もしもまたあの日々に戻れるのならば、彼女たちの笑顔と触れ合えるのだとすれば、死ぬのは決して恐ろしいことなどではない。

　今のこの手のつけようのない状況の方がよほど、スバルにとっては恐ろしかったし、なにより物悲しさを堪え切れないのだから。




　息を呑み、スバルは己のズボンのポケットを探る。

　中、手に握る細い感触は、この四日間で一度も手放さなかった羽ペンだ。

　尖ったペン先は幾度もスバルの手の甲を貫き、そのたびに鮮血で汚れ、今や赤黒くこびりついた血は拭っても拭い切れまい。




　羽ペンを逆手に握り、その先をスバルは己の喉に向ける。

　尖った先端は人体を抉るに足る鋭さを備え、それはすでにスバル自身が身をもって実績を証言できるほどだ。

　勢いをつけ、思い切りにそれを振りかざせば、目的は果たされるだろう。




「はぁ……はぁ……はぁ……っ」




　視界がちかちかと明滅し、早すぎる血の巡りに全身が沸騰するように熱い。

　なのに頭にだけは血が巡らず、どんどんどんどんと限度を知らないように脳の回転は凍えていく。




　ペン先を見つめる視線は固定され、震えるその先端がじりじりと迫る。

　全力疾走すら上回る荒い息は吐き気を伴い、意識を集中するのが途切れれば即座に胃液をぶちまけてしまいそうなほどだ。




　膝が揺れ、腰が砕け、腕は肘から先に神経が通わないように動かない。それでもペンを握る右手だけは、滑稽なほど冗談みたいに震えている。




「くそ……っ」




　舌打ちして、目の前の感情を誤魔化すように首を振る。

　左手で震える右の手首を掴んで固定。だが、右手に触れた瞬間に怖気が左手にも伝染する。ペンを握る両手が小刻みに震え、その意思を果たすことはない。




「止まれ……止まれってんだよ！」




　苛立ちに声を荒げるが、その声すら震えを隠し切れない。

　ついには握っていた羽ペンを取り落とし、それを拾おうと背をかがめたところで、笑っていたはずの膝が力尽きてその場に崩れ落ちてしまう。

　両手を土に着き、愕然と間近の地面を睨みつけ、スバルはふいに込み上げてくる熱いものを両目からこぼし、悔しさに唇を噛み切った。

　鋭い痛み、血の鉄臭さが口内に満ちて、それを味わいながら嗚咽する。




「俺はこんな……こんな簡単なことも……」




　――勇気が足りなくてできないのか。




　そちらへ転がり落ちてしまえば楽になれる。

　そんな風に思い詰めておきながら、落ち切る覚悟すらスバルには決められない。




　衝動に負けて勢いに任せることも、安易で弱い決断を実行に移すこともできない。決意や覚悟すら脆く、蹲って泣き喚くのが関の山だ。

　そんな醜態をさらしたところで、何ひとつ状況は好転しない。悪化すらもしない。変化は起きない。ただただ、スバルの置かれている現状がどん底であるのだと、変わることのない状況が淡々とそう伝えてくるだけだ。




　痛みも、苦しみも、悲しみも、スバルに決断を迫る全てが、なにもかもが彼に優しさを施さない。

　あれほど渇望した選択肢も、実行しきるだけの覚悟が自分にはない。




　どうせ終わりを選択するのならば、ラムに殺されてやればよかったのかもしれないとも思った。

　直接的にレムの死因にスバルは関係がない。故に、ラムが仮にスバルを殺せたとしても、それはまったくの見当違いの復讐劇でしかないのだが。




　半身を引き裂かれる激痛に泣き喚き、あれほど憎悪を叫んだラムだ。

　その身を焦がすような衝動を少しでも和らげられるなら、こうして朽ち果てるだけを選んだスバルの命ぐらい、差し出したって構わないのではないか。




　他人を思いやるようでいて、その本質は己の定まらない覚悟の行方を紛らわしたいだけの現実逃避。

　引き合いにされるラムすら侮辱するその思考に、しかし自分の恥と向き合うことすら忌避するスバルは決して気付かない。




　精霊すら見放すその身勝手な感情――そこにそれを遣わしたのは、あるいはそんな醜態を見るに見かねた天の采配だったのかもしれない。




「――あ？」




　ふいに変わる空気の感触に、這いつくばっていたスバルは顔を上げた。

　蹲る土の上、涙でくしゃくしゃの視界に変化はない。だが、葉や枝に遮られ日差しの差し込まない薄闇の中、スバルの神経になにかが引っかかる。




　それは本能から呼び起こされる警告だった。

　鳴り響く警鐘に身を起こし、片膝をつきながらスバルは周囲を見回す。目をこすり、視界を確保して、耳を済ませて息を殺す。




　草を踏む音が鳴り、枝が揺れる乾いた響きが連続する。

　早い。そして鋭い。なにかが鋭敏に、そして迅速に肉薄している。




　知らず乾いた唇を舌で湿らせ、とっさにスバルは足下に落ちていた羽ペンを拾った。逆手に構え、理由のわからない不安のままに正面に構える。




　――瞬間、それは草木をかき分けてスバルの前に姿を現した。




「お、前は……」




　屋敷からの追手――ではない。

　あるいはそうであれば、とどこか期待していた弱さは裏切られた。

　勝手な期待にわずかに目を伏せる眼前、しかしそれは悠然と立ち尽くす。




　スバルの知識で言うならば、それはおそらく狼にもっとも近い。

　全身を黒い体毛に覆われ、四足がしっかりと土を噛んで身を低くしている。鋭い牙を並べた大きな口からは涎が滴り、漆黒に覆われた顔面の中央で、ただそれだけが存在感を主張する赤い双眸が爛々と光り輝いていた。




　体長はおおよそ一メートルほどで、体重はおそらく三、四十キロほど。

　元の世界であれば大型犬クラスの大きさだが、全体的にシャープな体形からはそこまでの強大さは感じられない。

　しかし、




「おいおい……」




　獲物を前に瞳をぎらつかせ、荒い息をつくその存在を前に、人間社会に溶け込んだ温い犬しか知らない人間が平静を保てるだろうか。

　明らかな敵意に牙を揺らすそれを前に、スバルの額を急速に冷や汗が濡らしていく。




　身動きひとつできないスバルの前で、それは頭を垂れて鼻を鳴らす。

　おそらく、スバルの匂いを嗅ぎつけてここまできたのだろう。遮二無二走ったスバルの体は枝にかすった擦過傷が多く、いまだに血のにじんでいる個所も少なくない。おまけに無様な嗚咽まで上げていたのだ。居場所を突き止める材料には事欠かなかったことだろう。




　頭を下げてこちらを威嚇する黒い犬。

　ふと、その犬の頭頂部に黄色がかった角が生えているのが見えて、確実にその生態がスバルの知るものと異なるであろうことが立証された。




　腹を空かせた角付きの獰猛な猛りに、スバルは心胆が竦み上がる反面、どこからわいたのかわからない安堵感すら得ている自分に気付く。

　あるいは目の前にいる獣ならば、躊躇せずにスバルの決断を肯定してくれる。そんな存在であるように、追い詰められたスバルには思えたからだ。




「ラムに殺されてやろうとか……そう思っててすぐこれか。我ながら尻軽すぎる」




　確固たる覚悟を持てないから、目の前の状況に流され続ける。

　これまでがそうだったように、今もまた目前の安易な状況に身を任せてしまう。

　その選択をすることを、間違いだとは思わない。思っても無駄だし、思ったところでなにが変わるわけでもない。




　両手を広げ、スバルは角付きの存在に無抵抗を表明する。

　一瞬、獲物の行動の意味が理解できなかったのか、身を低くしていた角付きが怖気たように震えたのが少しばかり面白かった。




「これだけ打ちのめされてる奴に、なーにをビビってんだか」




　口をついて出た笑い。

　まだ、自分がそんな風に笑える気力が残っていたのかと呆れる。




　――笑いが出るくらい、なんだか気分が楽になっていた。




　眼前に立ちはだかる黒い獣――明らかに、スバルを獲物とみなしているこいつこそ、スバルの希望を叶えてくれる天の使いだ。




　自ら命を断つことすらできないスバルを、あの牙であの爪であの角で、優しく甘美な停滞へと導いてくれることだろう。




　死んで終わりになるか、あるいは戻って怠惰な幸福に沈むか。

　どちらを突きつけられるかはわからないが、こうしてスバルに切迫している手のつけようのない袋小路からは抜け出せる。




　今はそれでいい。それだけでいい。それ以上の贅沢は望まない。

　だからいっそ、ひと思いに――。




「あれ……？」




　晴れやかな気持ちでそう考えていたはずなのに、スバルはすぐ間近で鳴る固いものがかち合う音に水を差された。

　周囲、目前の脅威に注意を払いながらも音の原因を探るが、それは目につくどこにも見当たらない。

　そうしてすぐに気付く。見当たらないわけだ。当たり前だ。




　小さく鳴る固い音は、噛み合わないスバルの歯の根の震える音だ。




「――え？」




　呟きを漏らす唇が震え、手指に痛むほど血流が集中し、スバルの心臓が爆発しかねないほどの速度で鳴り響いていた。

　自分の体に起こる変調、それに遅れて気付いてスバルは愕然とする。

　どうしてこんなにも、体はこの場から逃げ出したがっているのか。

　まるでこれでは――、




「これじゃまるで……」




　――死にたくないみたいではないか。




　体にすら心を裏切られ、スバルはもはや己の身すら信用できない事態に困窮する。そして、そんなスバルの掻き乱される心情も取り合わず、




「おぁ……？」




　獣がふいに視界から消えて、間抜けな声が森に落ちる。

　呆然と、つい今まであった漆黒の影の行方を追う。見つからない。




　直後、右足の付け根を強大な顎に喰らいつかれていた。




「ぎ……っ」




　牙が肉を貫き、神経に届き、刃物のような鋭さに傷口が広げられる。

　血が噴き出し、世界の動きが緩やかになり、凝然と見下ろした痛みの根本、そこに牙を突き立てる赤い双眸と、スバルの瞳が交錯する。







　――生きていることを声高に主張するように、スバルの絶叫が森中に響き渡った。
第二章２７　『生き足掻く牙』
　喉が震える。魂が絶叫する。

　肉を切り裂き、神経が侵され、発狂しそうな鋭い激痛が脳を殴打する。




「ぎゃあああああああ――っ！！」




　目の前が真っ赤になり、現実がまったく把握できない。

　右の太もものあたりを黒い獣に噛みつかれている。引き剥がそう、とその思考が走るよりも、苦痛に対する叫び声を上げる反応の方が早い。




　――痛い、痛い、痛い、痛い、痛い、痛い。




　頭の中が全てそれで埋め尽くされ、反撃など思いつく余裕もない。

　ふいに平衡感覚が崩れる。喰らいつく獣が牙を突き立てたまま首を振り、体重差はゆうに倍近くあるスバルを地面に引き倒したのだ。




「うごぁっ――」




　勢いあまって半回転し、うつ伏せに地面に叩きつけられる。受け身も取り損ねた顔面が土に激突し、鼻面が潰れる感覚と口の中に土の味。

　上も下も痛みが自己主張を続けており、土を吐き出しながらスバルの喉は低い呻きを上げ続ける。と、そこまできて右足から牙の感触が抜けていることに気付き、慌てて体を引っ繰り返す。




「ヤバい……ッ」




　仰向けに戻り、上体を起こす。

　右足からはおびただしい出血が見られ、破れた服の下の肌は肉がめくれ上がっている。ナイフで抉られたような傷口に痛みがぶり返すが、それよりも優先すべきは立ち上がること――が、間に合わない。




　獲物の動きを封じ、追撃に移る漆黒の影は早すぎて追うことができない。

　地面を左右に弾みながら接近する野獣に、スバルができた反応は両腕で上半身を庇うことのみ。




　振りかざされた鋭い獣爪が一閃、スバルの右腕を手の甲から肩口まで一気に切り裂く。血が噴き出し、新たな傷口の発露に痛覚が喝采し、スバルの脳を激痛の重奏で沸騰させる。




　喉笛を噛みちぎる前に、四肢を潰して抵抗力を奪うつもりなのだ。




　野生の狩りの残酷さを実体験し、スバルは慄き絶叫する。

　意味をなす言葉にならないそれは角付きの動きに影響を与えない。淡々とやり慣れた仕事をこなすように、角付きは叫ぶだけのスバルの左手首に噛みついて、四肢の三つ目の機能を奪った。




　左手首を牙が貫通する感触。

　痛みを通り越して、もはや絶叫を誘発するなにかでしかない感覚。視界が点滅し、思考すらまともに走らない状況下で、それでもスバルを突き動かすのは反射的な生存本能それのみだ。




「ああああ――！！　クソがぁぁぁッ！！」




　叫び、渾身の力で喰いつかれる左手首ごと獣を地面に叩きつける。それで牙が抜けるほど甘い顎の力ではない。血と涎で黒い体毛を汚しながらも、角付きはスバルの抵抗を嘲笑うように深く牙を押し込んでくる。

　その横っ面に、




「図に、乗んなぁぁぁ――！！」




　いまだ取り落としていなかった羽ペンが、野獣の左目に深々と突き刺さった。




　眼球が潰され、内部を掻き回される感触に、雄叫びを上げるのは角付きの番だ。

　無力な獲物と定めた相手からの思わぬ報復に、野生が全身を振り乱して抵抗する。が、スバルもここを逃せば次はないと判断している。

　羽ペンを突き刺す右腕はもちろん、喰らいつかれた左腕もそのままに全身で覆いかぶさり、決してその体を逃がそうとはしない。




「いてぇいてぇいてぇいてぇいてぇ――ッ」




　神経までやられた右足の踏ん張りは利かず、左腕は手首が皮一枚でぶら下がっている状態で、右腕はめくれ上がった傷口の奥に骨が見えている。

　痛打した鼻からは鼻血がとめどなく流れる感覚があり、下手すると前歯も二、三本足りないような気がする。




　そんな状態でありながらも、目の前の窮地から逃れるために全力を尽くす。

　痛みがある。苦しみがある。恐怖がある。生きている。

　自分も、この獣も、まだどちらも息があるのだ。




「あがぁ――っ」




　闇雲に振り回された獣の爪が額を掠め、脳が揺らされる感覚に押さえつける力がゆるんだ。その隙に角付きはスバルを突き飛ばすと、その左目に羽ペンを刺したまま距離を取る。




　跳躍ひとつで数メートルも離れ、そのまま漆黒の影は森の中へと溶け込んで消える。

　土の上にへたり込んだままのスバルは、痛みすら忘れてその消えた姿を探し求めた。




　負傷を理由に撤退、などと楽観的なことは考えられない。

　手負いの獣は恐ろしいとは良く聞く話だ。そして、獣にとってもスバルは手負った相手ということになろう。

　どちらにとっても、相手はここで息の根を止めなければならない存在なのだ。




「――痛ぇ」




　踏ん張りの利かない右足を膝立ちに、左足だけを頼りに体を起こす。両腕は見るも無残、特に左手は見ただけで心が折れそうで視線を向けられない。

　ガンガンと側頭部が殴りつけられるような錯覚。鳴り続ける痛みの警鐘を一時的に無意識へ追いやり、スバルの視線は獣の消えた森を睨む。




　必ずくる。

　根拠のないその確信は、これまで少なからず殺意と向き合ったスバルにとって、この世界で得た数少ない経験の賜物だったのかもしれない。




「――――ッ！！」




　息を詰めるような叫びを上げたのは、果たしてスバルか相手だったのか。

　ただわかることは、身構えるスバルの眼前に、鋭い牙がずらりと並ぶ口腔を開き、弾丸のように角付きが飛び込んできたという事実だけだ。




　三十キロ以上の生き物が、全速で手加減なしに突撃する威力をスバルは全身で味わった。それも、こちらは両足の支えという加護を受けられない条件でとの制約付きでだ。




　とっさの判断で右腕が上がり、角付きの噛みつきは真下から顎を叩かれて不発に終わる。が、突進の破壊力を殺し切ることなど微塵もできず、スバルの体は激突の勢いのままに角付きともつれて地面を転がる。




「おおおおおあああああ――」




　背後に吹っ飛ばされ、全身を強く打ちながらも、スバルは無我夢中で腕を振り回す。途中、固い体毛に触れた感触、思い切り掴み、それがどこの部位がわからないまでも決して逃すまいとしがみつく。




　もつれ合いながら地面を転がり、その内にスバルと獣の体は斜面へと突入。止まるどころか勢いを増して坂下を目指し、挙句の果てに、




「――嘘だろ」




　ふいに、全身を打ち据えていた固い地面の感触が消失。

　直後に襲いくる浮遊感を得て、スバルは崖から身を飛ばしたのだと気付く。




「――――！！」




　声にならない叫びは、再びスバルと獣のどちらかが叫ばれたものか。

　結果的に、その叫びはそう長くは続かなかった。




　浮遊感はわずか二秒ほどで遮断され、またも全身を痛打する衝撃に骨が軋む。鈍い音が鳴り、実際にどこかが折れたのだろうと思う。が、体はそれどころではないとの判断を優先。

　手首から先の感覚がない左腕を伸ばし、地面を掻き毟るように転がる勢いを殺しにかかる。岩肌に広げた五指の爪が剥がされ、噴き出す鮮血でスプレーしたような斑が岩壁に描かれる。




　そうまでしてようやく勢いがゆるみ、スバルの体が再びの崖際でかろうじて止まる。半身を宙へ乗り出した状態での停止に、スバルは慌てて地面のある方へ体を転がし、




「ぶはぁ……はぁ……ああ、ああ、ああ、クソ！」




　鼻をつまんで勢いよく、流れ切っていない鼻血を排出する。

　口の中に溜まった液体が涎なのか血なのか胃液なのか、それすら判断できずに罵声と一緒に全部を地面に吐き捨てた。




　荒い息を吐き、体中が訴えてくる裂傷と打撲の痛みに顔中をしかめ、そしてスバルは自分と一緒に落下した獣の姿がないことに気付いた。




「おい、どこに……！？」




　転落死を免れたことを幸運だと思っている場合ではない。

　再び奴の襲撃を受ければ、同様に崖際にいるスバルの命運は今度こそ決まる。俊敏に飛びずさってこちらを威嚇する角付きの姿を想定し、スバルは体勢を変えながら周囲を見回す。

　そして、すぐにその黒い姿を視界に捉えた。




「……そうかよ、お前は無理だったか」




　角付きの姿はスバルの眼下、その崖下に存在していた。

　スバルと違い、二回目の転落を避けることができなかったのだ。一度目の倍以上の高度からの落下に耐え切れず、頭から落ちたらしき獣はおびただしい血痕の上に横倒しになり、ぴくりとも動かない。




　――どうやら、スバルはまたも命を拾ってしまったらしい。




「クソったれ……馬鹿げて、やがる……」




　その命の終焉を見届け、安堵が心の隙間に差し込んだからか。

　看過できない出血をしているスバルもまた、地面に横倒しになると、襲いくる眠気に抵抗できずに瞼を閉じる。




　そのまま、なにも考えられずに意識が落ち、消えた。
第二章２８　『覚悟と、告白』
「――ようやく、気がついたのよ」




　スバルが目を覚ましたとき、日差しは大きく西側へ傾いていた。




　崖の中腹――スバルが一度目の落下で辿り着いたその場所は、森の途切れた位置にぽっかりと口を開けていた。

　獣との乱戦の最中には気付く余裕もなかったが、こうして空が見える場所に身を置いていると、理由のわからない安堵感がスバルを包んだ。

　木々に取り囲まれていない、閉塞感から抜け出せたような錯覚がそう思わせるのだろう。依然、なんら変わりのないはずの袋小路の状態すら、なにかが変わってくれたかもしれないと独りよがりな希望が浮かび上がるほど。




「なんとか言ったらどうなのかしら」




「……なんとか」




「つまらない上に古臭い、しけた顔してどうしようもない奴なのよ」




　辛辣に吐き捨てて、ベアトリスはその長く豪奢な縦ロールを撫でつける。

　切り立った崖の岩肌の上、いつも通りのドレスの装いの違和感はすさまじく、まるで風景画に後で彼女の部分だけを張りつけたようなちぐはぐさがそこにはあった。




「……その格好で、アウトドアとか考えらんねぇな」




「ベティーも土臭い山の中なんて歩きたくなかったのよ。お前がこんなところに逃げ込まなければ、足を運ぶ必要なんてなかったかしら」




　裾を払い、忌々しげにそう告げるベアトリス。

　彼女の言にスバルは怪訝に眉を寄せ、そして遅まきに気付く。




　あれだけ負っていた深手の数々が、血痕や服のかぎ裂きなど、その痕跡を残してほとんど塞がっていることに。

　落ちかけていた左手首も、骨まで見えた右腕の裂傷も、動かなくなったと錯覚したほどの右足も、全てが元通りになっている。




「数が多すぎて傷跡は消せなかったのよ。そのぐらいは自分の不手際の結果だと思って受け止めるかしら」




　よくよく見てみれば、牙を受けた傷の名残が各所に確かめられる。だが、ほとんど薄れたそれは明るい場所でなければわからないし、なにより傷跡を気にするほど見た目に気など遣っていない。

　純粋に、こうして傷を癒してもらったことがなによりの救いだ。ただ、




「どうして……」




「なんなのかしら」




「どうして、助けてくれたんだ？　俺は……」




　――契約を結んでくれたベアトリスにすら、なにも打ち明けられないのに。




　言葉を詰まらせるスバルの態度に、ベアトリスは見慣れた呆れの顔つきで鼻を鳴らす。そのまま彼女は肩をすくめ、




「お前の身の安全を守るのが、ベティーの交わした契約なのよ。その相手が無様に血だるまで死んだとなったら、ベティーの威信に関わるかしら」




「今日の朝まで……って内容だったと思ったが」




「揚げ足とる余裕があるなら、同じところにまた傷を作ってやってもいいのよ？　おあつらえ向きに、狙いを定める傷跡って的があるかしら」




「ごめんなさいありがとうございます許してください」




　平身低頭して岩肌に頭をこすりつけ、静かなベアトリスの激昂に対処する。

　なんにせよ、からかいこそしたものの彼女は――、




「まだ、俺との契約を守ってくれるのか……」




「契約は契約。どちらかが倒れるまでそれは有効なのよ。……そう考えると、まともに期限を決めなかったのは失敗だったかしら」




　先ほどの揚げ足とりを本格的になかったことにするつもりなのか、ベアトリスはスバルが口にした期間のことを忘れたかのように振舞う。

　口の悪く、馬が合わない少女。――そんな印象が強かったベアトリスの見せる慈悲の姿勢に、スバルはふいに胸を打たれたようにそこに触れた。




　込み上げる感情に言葉を見失ったスバル。

　ベアトリスはそうして黙り込むスバルを眺めながら、彼の表情の変化には触れずにこちらに指を突きつけ、




「そういえば、聞かなきゃいけないことがあったのよ」




「……なん、だ？」




　思わず身構えてしまうのは、その質問の内容によっては、黒い靄との接見を余儀なくされるという警戒あってのことだ。

　しかし、彼女の口から出たのはスバルの杞憂と無関係の内容で、




「ベティーが治してやった傷だけど……それを付けた相手はやっつけたのかしら？　それとも、逃げられてしまったかしら？」




「……？　傷って、あの黒い狼みたいなののことか？　それなら……」




　崖際までゆっくりと近づき、ベアトリスに示すように眼下を指差す。

　指の先、そこには変わらぬ位置に横たわる猛獣の死骸が転がっている。隣に並んだベアトリスはそれを確認して頷くと、




「相手はあの一匹だけかしら？」




「二匹以上いたら、普通に倍の速さで噛み殺されてたね」




　一匹をああして葬れたのも完全に偶然の結果だ。

　群れをなして襲われていたら、漫画的表現で砂埃が立ち、晴れたあとには綺麗なスバルのしゃれこうべが転がっていたことだろう。




　スバルの返答にベアトリスは己の顎に触れ、しばし瞑目。そして、すぐに納得したように小さく首を振り、




「周囲に気配も感じないし、たぶん、はぐれた奴なのよ。たまたま結界を抜けたのと出くわしたとしたら、お前の運の悪さも相当なものかしら」




「俺も自分が実は不運の塊なんじゃないかと疑ってるとこでな」




　人生で起こる、全ての非運がいっぺんにのしかかっている気分だ。

　これを乗り切ったらなにも不幸が起きないと確約されたとしても、できるなら小出しにする方向に切り替えて引き上げてもらいたいほど。




　異世界にきて以来、鮮明に思い出されるのは苦痛を伴う記憶ばかりだ。

　それと同じくらい、嬉しいこともあったはずなのに。




　記憶の奥で女々しくなにかが疼くのを感じて、スバルは目を伏せて表情を誤魔化す。が、ベアトリスはスバルのそんな感傷には取り合わず、




「そうでなければ……まあ、これは考えるだけ無駄かしら」




「なんだよ。そうやって自分ひとりで納得されると気になんなぁ。お前の気付いたその事実に、俺も見たい聞きたい触りたい」




「お前じゃどうにもならないことがひとつ上乗せされるだけなのよ。そんなことより、今後の身の振り方にでも頭を悩ませるかしら」




　歩み寄るスバルを突き放し、ベアトリスはまたしても逃げ道を探っていたスバルの退路をはっきりと塞いでみせる。

　押し黙るスバルにダメ押しするように、ベアトリスは腕を組みながら、




「言っておくけど、ベティーがやってやれるのはもうここまでなのよ。屋敷に戻って、あの姉妹の姉に弁明する機会なんて作ってやれないかしら。そのチャンスがあったとしたら、投げ捨てたのはお前なのよ」




「俺は……！」




　言い出せるものなら、言っていたと叫びたかった。

　心臓を握り潰されるような、あの制約がなければスバルは全てをぶちまけて許しを乞うていただろう。

　何ひとつ、ラムの心を癒す手掛かりにはならないのだと。スバルもまた、あのどうしようもない状況に流されるだけの被害者なのだと。




　それすらも許されなかったから、こうしてこんなところまで逃げ出して、野生動物に襲われた挙句に命からがら這いつくばっていたのだ。




「バカか、俺は。……いや、バカだ俺は」




　また、そんな状況を言い訳にして、見て見ぬふりをしようとした。

　建前を、言い訳を、抗弁を、保身を繰り返して、スバルは崖際まできたのだ。それは現実的な意味でも、精神的な意味でも逃げ場のない場所へ追い込まれていることの証左でもある。




　逃げて逃げて逃げて逃げ続けて、足はもうどちらを向いているのか。




「戻れない俺を、どうしてお前は……？」




「気まぐれなのよ。せめて目の届かないところで死んでくれないと、ベティーの夢見が悪くて困るかしら。――この期に及んで尻込みしているようじゃ、それも望み薄な気もするのよ」




　優しさを消し去り、ただ厳しさだけを込めた言葉に切りつけられる。

　つまらないものでも見るようなベアトリスの視線は渇き切っていて、知らずスバルは喘ぐように喉を鳴らしていた。




「俺が、逃げることを選べば……」




「屋敷の連中に見つからないよう、手助けぐらいはしてやるのよ。そのあとでどこへ行方をくらますかは、お前の勝手にするといいかしら」




　つっけんどんな言い方だが、それはまぎれもない本音なのだろう。

　ベアトリスは口にした内容を違えることはない。それはこうして山中までスバルを探しにきて、挙句に女々しく蹲る彼を見捨てないことから明らかだ。




　きっと、彼女はスバルが逃げることを選べば、それを肯定してくれるだろう。

　思いやりからではなく、契約内容との兼ね合いを鑑みた上での無関心さで。




　だがもし仮に――、




「俺が、ラムと話したいって言ったら、どうする？」




「……無駄なのよ。姉妹の姉は、もうお前の言葉に耳を傾けるだけの余裕がないのよ。なにを言っても聞かないし、信じないかしら」




　スバルの別の選択の提示に、ベアトリスは珍しく目を伏せてそう応じる。

　彼女の脳裏に浮かぶのは、スバルが屋敷に置き去りにしてきてしまった、怨嗟の声を上げるラムの姿だろうか。

　スバルが逃げたあとで、彼女がどんな様子だったのか。ベアトリスの今の態度に接すれば、尋ねるのが憚られる状況だったのだとようと知れる。




　口をつぐむベアトリスを見て、スバルは己の愚かさを空を仰いで噛みしめる。




　あの瞬間、あの場所が分水嶺だったのだ。

　あの場所でスバルは逃げ出すべきではなかった。痛みに耐えしのぶ覚悟がなかったとしても、スバルはラムと向き合わなければならなかった。

　機会を逸し、心を結ぶチャンスは失われた。そして一度、手の中をすり抜けてしまったそれが戻ってくることなど、二度とあり得ない。

　二人の間に開いてしまった溝は、それほど深く大きいものなのだ。




「姉妹の姉は、妹のために耐えてきた。そして姉妹の妹は、そんな姉のために生きている。どちらが欠けても、あの姉妹はもう足りないのよ」




　静寂に割り込むように、物憂げな少女の声が流れる。

　視線を下ろすスバルの前で、ベアトリスは己の豪奢な髪をいじり、




「どちらが欠けても機能は失われる。ああしておかしくなってしまった以上、あの姉の方も長くはないかしら」




「そりゃ、どういう意味だ？　お前、なにを知ってる……？」




　とんでもない内容を呟かれている気がする。

　掴みかからんばかりの勢いでベアトリスに詰め寄り、スバルは今の彼女の発言の真意を問い質そうとする。が、




「図が高くて態度がでかくて手癖と目つきが悪いのよ、人間」




　手を取られ、踊るようにベアトリスの体が旋回。彼女の回転する動きに巻き込まれるように足をもつれさせ、気付けば背中から地面に着地。衝撃に肺の中の空気が強制的に吐き出され、呻くスバルは目を見開く。




「もう元には戻らない。そう思うと、それなりに思うところがあるかしら。もっとも、ベティーにそれを口にする資格はないかもしれないのよ」




「ひとりで、わかった気になりやがって……大物ぶるのも大概にしろよ。内容ぼやかして喋って重要人物気取りか、クソが」




　情報を小出しにすることで、それに一喜一憂する相手の様子に興じているのか。その趣味の悪さに悪態をつくスバル。だが、ベアトリスは首を振り、




「お前こそ、たった四日――それも、まともに顔も合わせてないような相手のなにを知ろうっていうのかしら。知ったところでなにができるのかしら？　独りよがりを押しつけるな。お前はもう、あの屋敷には関われないのよ」




「俺がなにも……」




　知らないだと、と口にしかけて、スバルの口が反論を失う。

　ナツキ・スバルという人間は、屋敷で目覚めて以来、部屋に閉じこもりっ放しで、レムが死亡した今朝までまともに会話もしない不審人物だ。

　少なくとも、ベアトリスの主観でのスバルはそういう人間でしかない。




　しかし、仮に彼女にスバルが体験してきた十日間のことを話したところで、いったいなにになるというのだろうか。

　この十日間を振り返り、スバルが彼女たちのなにを知ったと言えるのか。

　今、こうしてスバルを厳しい視線で見下ろすベアトリスに、抗弁できるだけのなにかをあの二人からスバルは得ていたのかと。




「けっきょく俺は、なんにも知らないまま、なんにもわからないところで、てめぇ勝手にみっともなく騒いでただけだってのかよ……」




　――お前はなにも知らない。




　ベアトリスの言に間違いはない。

　スバルはなにも知らない。知っていない。チャンスは全て棒に振り、身ひとつでここまで流れ着いてしまった。




　大の字に地面に寝たまま、スバルは掌で顔を覆って闇を見る。

　真っ暗な視界の中、思い出されるのは屋敷で過ごした幾許かの心安らぐ日々。その日々が粉々に砕け散り、そしてスバルの心もまた砕け散った。




「結界に触れないよう、境界をなぞりながら森を抜けるのよ。山向こうの街道まで出れば、人里まで歩いていくのも難しいことじゃないかしら」




　言外に、そこまでの面倒しか見るつもりはないとベアトリスが告げている。

　彼女の契約は本当の意味で、『彼女の手の及ぶ範囲でのスバルの身柄の安全』でしかない。そこに自分の信念と関わる要因がないのならば、彼女にとってスバルが路傍の石ころである事実は変わらないのだ。




　ベアトリスが安全に崖を降りられる地点を探すようにあたりを歩き始め、ぼんやりとその背中に続こうと立ち上がる。

　屋敷を離れ、全てを忘れ、どこか遠いところへ逃げる。生きていけるかはわからないが、あれだけ苦労して拾った命だ。大事に、大事にしよう。




「――あの泣き声も全部、聞かなかったことにしてか」




　口をついて出た言葉に、スバルは己の胸を鷲掴みにして歯の根を噛みしめる。

　憎悪に満ちた声を聞いた。怨嗟の怒号が後を追ってきた。殺してやると、呪詛にまみれた絶叫が叩きつけられた。




　でもその前に、あの子は泣いていたんじゃなかったのか。




　砕け散ったはずのなにかが、スバルの心の中で叫んでいる。




「おい、バカなこと考えてんぞ、俺……」




　喉の奥が震える。胃袋が締め上げられる感触。肌が粟立つような身震いが全身に伝染し、立ち尽くすスバルの息が鋭く荒くなる。




　馬鹿なことを考えていると、自分でそう思っている。

　馬鹿げた話だ。まるきり理屈に合っていない。辻褄が合わないし、なによりメリットとデメリットの格差を考えればわかり切った話だ。




「バカでも考えなくてもわからぁ。そうだろ、そうに決まってる」




　――本当に、それでいいのかよ。




「いいに決まってんだろうが。万歳三唱、命あってのものだね。世は全てこともなし、だ」




　迷いを振り切り、前に踏み出そうとする。

　が、脳の命令に足は従わない。その場に立ち止まり、問答を強要する。

　誰かの問いかけ。内なる、自分の問いかけ。




　――本当に、それでいいのかよ。




「だから、いいに、決まって……」




　――なにが、それで、いいってことになるんだよ。




　内なる自分の問いかけに、スバルは言葉を見つけられない。その間にも、声は積み重なるように問いを投げ、答えを出すことを求めてくる。




　――あの場所に、関われなくなってもいいのかよ？




　――あの人たちと、触れ合えなくなってもいいのかよ？




　――あの場所に残してきた人たちを、放っておいたままでいいのかよ？




　――あそこで泣いていた女の子を、振り払ったままでいいのかよ？




　――あの場所にあったはずの未来を、お前は諦められるのかよ？




「――クソ喰らえだ」




　リスクに対して、見返りが得られる可能性があまりに低い。

　ハイリスクハイリターンなど、スバルの人生においてもっともあり得ない選択肢に決まっている。

　そもそも、なにかを賭ける状況になった時点で、スバルの生き方からすれば敗北だと断言してもいい。




　なににも深く関わらず、なにも選ばず、ただ流されるままに。

　そう生きてきたのだから、そう生きていければよかったのだから、こちらの世界にきてもそうしていけばいいではないか。




「せっかく……そう、あんだけ苦労して、せっかく拾った命じゃねぇか」




　得てきた絆も見て見ぬふりして、確かにあったはずの温もりを裏切って、逃げ込んだ先で訪れた天の慈悲すら払いのけて、その先で辿り着く結論がそれでは、あまりにも今回の自分が道化に過ぎるではないか。




「いや、笑い話にもならねぇ分、ピエロの方がよっぽどマシだ」




　滑稽に立ち振舞って、誰かどころか自分すら笑わせられない道化。そんなものにどんな価値があるというのか。

　スバルにはわからないし、わかりたくもない。




「そうだ。せっかく拾った命だ。……だから」




　息を継ぎ、顔を上げた。




「――使い方は、俺が決める」




　相反していた心が合致し、スバルの意思は統一された。

　ふと、吹き抜ける涼風が前髪を揺らし、スバルはそのくすぐったさに目を細める。彼方の空、そちらには夕焼けが世界を橙色に染めながら沈んでいく。

　あれほど目にしたかった五日目の太陽が、終わりへ向かって消えていく。




　それを見送りながら、ようやくスバルは思い出したのだ。

　自分がなんのために、あの太陽をあれほど心待ちにしていたのかを。




「――下がるかしら」




　ふいに低い声で呟き、ベアトリスがスバルの方へ回り込む。

　彼女は掲げた手でスバルの動きを制し、その愛らしい顔立ちに警戒の色を濃く刻んで周囲に視線を走らせた。




「べあ……」




「黙るのよ」




　問いかけは即座に切り捨てられ、スバルもまた彼女の警戒の原因を探るように視線をさまよわせる。

　ベアトリスがなにを感じて、なにに警戒しているのかはわからない。

　故に、スバルが先にそれを見つけたのは、単なる偶然の賜物だった。




「――ラム」




　呟きが示す桃髪の少女が、スバルを見つけて嫣然と微笑んでいる。




　彼女の姿は高空、高々と伸びる大木のその頂上にあった。太い枝を足場とし、幹に手を添えて体を支えるラム。

　彼女の視線とスバルの視線が絡み合い、思わず息を呑んだ瞬間、それは大地を削ってスバルたちの周囲に土煙を巻き上げた。




「ごうぉ！」




　吹き荒ぶ土砂を浴びながら、反射的に顔を覆ってしまうスバル。数秒しておずおずと腕を下ろせば、眼前には半円に抉られた岩肌が残されていた。

　その現象の破壊力に、スバルの背筋をゾッと寒気が走る。それを受けた場合の自分を想像して、の怖気ではない。

　――それを受けたときの自分を思い出して、身震いしたのだ。




「あのときの……」




　前回、山中をレムに追われながら逃げ惑っていたスバル。その右足を吹き飛ばし、最後には首を抉った一撃があった。

　不可視の斬撃、それを放った相手の正体。そこに思考を走らせたことはついぞなかったが、




「二人がかりだったか……」




　すとん、と胸の内に溜まっていたしこりが落ちる感覚があった。

　馬鹿げた話だとは思うが、このときにスバルが感じていたのは、やはり彼女にも見限られていたのだという寂寥感と、得体の知れない安堵感だった。




　安堵を得てしまった自分に、スバルは首をひねる。

　やっぱり、彼女たちは二人いてこそだなんて、そんな場違いな感傷を。




「見つかったのよ。――あの娘の千里眼は厄介かしら」




「千里眼、ねぇ……」




　大層な名前の能力で、スバル好みだ。

　ベアトリスの深刻な声音が示す通りに、そこからの彼女の動きは迅速だ。ラムは身を屈めると、滑るように大樹の幹から降下する。

　けっこうな勢いで着地しながらも、その勢いを殺さずに疾走に乗せ、崖の中腹であるスバルたちの足場へひとっ跳び――到着だ。




「ようやく、見つけたわ。ベアトリス様がまだ一緒なのは予想外だけど」




　憎き仇を目の前にしたかのように、ラムが瞳を輝かせて言い放つ。

　その幼い顔立ちが憎悪に引き歪むのを見て、スバルの胸中を痛ましさが席巻した。




　服装は普段のメイド服の装いだが、いつもなら几帳面に着こなされたそれが今は見る影もなく歪になっている。

　あちこちに引っかけたスカートには穴が点在し、頭に乗せていたホワイトプリムはどこかへ消え、整えられていたはずの桃色の髪も、振り乱されてその優美さを失っている。




　――着付けも、髪の手入れも、二人はお互いにやり合っていたのだ。




　それはスバルも知っている。いつだったか、そう話していた覚えがある。

　他にも、いくつも知っていることがある。




「下がるのよ。契約によって、ベティーはこの人間を守る。たとえ相手がお前であっても、容赦はしないかしら」




「ベアトリス様こそ、どいてください。こちらこそ、相手がベアトリス様では手加減など出来かねます」




「面白い冗談なのよ。ベティーに対して、手加減と言ったのかしら？」




「ベアトリス様こそ、ここが屋敷の中でないことをお忘れでしょう。禁書庫と遠く、そして森の中――この条件で、ラムからその殿方を守り切れる自信がありますか？」




　黙っているスバルの前で、二人の少女の苛烈な牽制が続いている。

　口惜しげに目を細めるベアトリスの反応に、ラムの強硬な態度がハッタリでないことが伝わってくる。

　ベアトリスの強さは限定的なもので、ラムがこの条件下で有利なのは事実なのだろう。それでもスバルの前からどこうとしないベアトリス。

　スバルは、そんな彼女の後ろに立ったまま、




「びよーん」




　豪奢な縦ロールを二本、両手で掴んで思い切り伸ばした。

　手を離す。髪が大容量のままに大きく弾む。弾む、弾む。




「うん、なかなか快感」




「な、な、な、な……」




　目を見開き、唇を震わせて、ベアトリスがわなわなと振り返る。

　スバルはそんな彼女に「な？」と首を傾げてみせる。と、




「なにをしてやがるのかしら！？　こんな状況で、死にたいのかしら！？」




「バカ言うんじゃねぇよ、死にたくなんか欠片もねぇ。死ぬのなんざ本当に、人生の最後にいっぺんだけでいい。本気で、そう思う」




　言いながらベアトリスの肩を引き、たたらを踏む彼女の前に出る。

　正面、立っているのは唖然とした顔でこちらを見つめるラムだ。彼女は前に出たスバルに警戒を高め、その唇を噛みしめるようにして、




「いい、度胸だわ。やっと観念したってこと？」




「観念とは少し違うな。言うなれば……覚悟が決まった、ってとこか」




「――なにを」




　スバルの意図がわからずに、顔をしかめるラム。

　そんな彼女にスバルは手を合わせ、深々と頭を下げた。




「悪かったな。俺がヘタレてたせいで、ずいぶんとお前を悲しませた」




「――！　やっぱり、レムのことをなにか」




「いや、悪いけどそれは本気でわからん。正直、わからないことだらけだ。けど」




　言葉を切り、スバルは呼吸ひとつの間を置いて、




「わかんねぇことだらけなのを、知っていこうとそう思ったよ」




「今さら！　なにを！」




　スバルの決意表明に、しかしそれを戯言だとしか感じられないラムは吠える。彼女は地団太を踏むように足を振り下ろし、




「レムはもう、死んでしまったの！　もう、取り返しがつかないの！　今さらなにかがわかったところで、あなたになにができるっていうの！？」




「なにかができる、なんてかっちょいいことは言えねぇ。なにもできなかった結果がこの様だかんな。説得力なんてゼロなのは俺が一番わかってる」




　開き直るわけじゃない。今でも、後悔ばかりが胸を突く。

　自分の馬鹿さ加減に嫌気が差し、恥辱で死ねるなら死んでいるかもしれない。




　それでも、みっともなく振舞って、みっともなく生き足掻いて、どうしようもない醜態をさらして辿り着いたのがこの場所だ。

　そして得たのが、この結論だ。




「あなたに、ラムと、レムの、なにがわかるって言うの！？」




「なにもわからねぇよ、知ろうとしなかったからな。肝心な部分はなんにも知らないまんまだ。だけどな」




　十日間、スバルは彼女たちと一緒に歩いたのだ。

　彼女たちはそのことを知らないし、聞いたところでわかってももらえない。




　だが、スバルはその十日間を確かに覚えている。

　彼女たちが忘れてしまっても、彼女たちと見てきたものを、彼女たちと笑ったことを、彼女たちと過ごしたことを、スバルの魂は覚えている。

　なにも知らないわけじゃない。スバルは彼女たちを知っている。




　そして、そんな彼女たちを――。




「お前らだって、知らないだろうが」




「なにを……」




「俺が！　お前らを！　――大好きだってことをだよ！」




　つっけんどんな癖に、お節介焼きな姉を。

　慇懃無礼で丁寧なようで、皮肉屋な妹を。




　彼女たちと過ごす日々の中で、スバルはその時間を愛おしいと思ったのだ。

　彼女たちの手で殺された記憶が残っていたとしても、どちらも忘れ難い記憶なのだ。

　もう一度、あの時間を分かち合えるのなら、『そう』することを選んでも構わないと思ってしまえるほどに。




　スバルの叫びに、ラムはただ愕然と目を見開いて硬直する。

　当然だ。彼女からすれば、スバルの発言は意味のわからない妄言でしかない。頭のおかしい狂人が放った、幾万の戯言の中のひとつに過ぎない。




　故に、切り捨てる判断は一瞬で行われた。

　思考が停止し、体の硬直が解けた直後にラムの敵意は実行に移される。




　だが、一瞬でも停滞は停滞だ。




「――――ッ！」




　彼女の即時の判断が行われるよりも、スバルが駆け出す方が刹那だけ早い。

　ラムに背中を向け、ベアトリスの横を通り過ぎ、スバルの体は全力のスピードに乗って――崖の方へと向かう。




「待って――！」




　背後、少女の甲高い悲鳴のような声が響く。

　それがどちらの少女の声だったのか、走るスバルの意識には届かない。




　思考がめちゃくちゃだ。覚悟は決めたつもりだった。

　だが、心臓の拍動は心を裏切るように痛みを全身に送り出し、手足の先には鉛を詰めたような重みを感じる。

　全力で走っているにも関わらず、世界はどこまでもスローモーションで、一秒でも先延ばしにすることでスバルの心変わりを促そうとしているようにさえ感じられた。




　馬鹿馬鹿しい。今だって、そう迷っている。

　考えればわかることだ。あれだけもがいて、生に執着したはずだ。

　死にたいだなんて思っても、けっきょくは生存本能に抗うことはできなかったのだ。




　なのに今、こうしている。




「ベアトリスに、礼を言いそびれたな……」




　ふと、気がかりが残っていたのを口にして、それで全てを置き去りにした。




　崖が迫る。あと何歩か、数えるのも恐ろしい。心が折れそうになる。すでに折られている気がする。まともじゃない。正気じゃない。笑い出しそうな衝動がこみ上げる。なのにまったく笑えない。笑えるわけがない。




　あのまま生き永らえたところで、死んだように生きていくだけだ。

　あの場所での未来を諦めるなら、それはスバルにとって死んだのと同じことだ。

　拾った命を死んだように生きるのなら、好きに使ってなにが悪い。




　崖は目前だ。高さは十分。崖下には先客がスバルを待ちかねている。ずいぶんと待たせた。そして悪いが、お前と同じところにはいけない。




「俺みたいな善人は、死んだら天国に行っちまうからな」




　足が離れた。宙を掻く。なににも触れない、届かない。

　体が揺らいだ。体勢が崩れる。上か下か、バランスを保つことができない。

　早い。風が強い。目が痛い。頭が痛い。耳鳴りが遠い。心臓を置き去りにしてきたような気がする。高鳴りが聞こえない、不吉の鐘が鳴り響く。




　死んで終わるなら、そこまでだ。

　死んだように生きるのと、それならなにも変わらない。




　だがもしも、もしも仮に、戻れるとしたら。




　――「絶対に、殺してやる」と彼女は叫んでいたから。




　それなら、自分は。







「――絶対に、助けてやる」







　決意を口にした直後、頭から固い地面に激突。

　砕け散る音が盛大に響き渡り、もう、なにも、聞こえない。







　怨嗟の声も、追いつけない。もう、なにも――。
第二章２９　『ナツキ・スバルのリスタート』
　――そこにあったのは『無』だけだった。




　ぼんやりと、その意識は何気なくあたりを見回す。見回す、という表現はこの場合は適切ではない。

　その意識には目が存在しない。それどころか手も、足も、体のどの部分も存在していない。ただそこに、実体のない意識という不確かなものだけが浮かんでいる状態なのだ。




　なにもわからないまま、伝わらないまま、それはあたりを見回す。

　暗い、その上でなにもない部屋だ。天井と壁の境目もわからず、部屋の広さにあたりをつけることもできない漆黒に包まれた世界。




　ふと、その常闇の世界に意味が生まれた。




　意識にとって正面にあたる位置、そこにふいに生まれた人影がある。

　細い、そしてやはり漆黒にその身を覆われた不明確な輪郭。特に上半身から上には靄がかかり、意識の認識を強く阻害する。




　人影の出現に、意識は初めての感覚を得た。

　そしてその感覚が冷めやらぬ間に、影がゆったりと動き、意識に対してなにか伝えるように働きかけてくる。




　わからない。なにも伝わらない。

　それでも、なぜかその人影から意識をそらすことはできず――。




『――まだ、会えない』




　そんなかすかな囁き声を残し、世界はふいに消失した。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　目を覚ました瞬間、スバルが強く思ったのは『丈夫な体に生んでくれてありがとう、父さん母さん』ということだった。




　崖の上から身投げして、頭から地面に垂直落下だ。頸椎が衝撃でもげかけたことに疑いはないのだが、そんな状態に陥ったスバルに永遠の安息が即座に訪れる――なんてことはなく、




「まさか即死できなくてちょっと意識あるとか……ついてねぇとか言う次元じゃねぇぞ」




　転落死した角付きの死骸のすぐ横で、動けないまま激痛に苛まれた死への秒読み時間。

　おそらくそう長くもたずに命を落としたのだと推測できるが、それでも体感時間は数時間にでも感じるほどの体験だ。

　仮にスバルの安否を確認しにベアトリスが降りてきて、息のあるスバルを回復してしまったらと思うと目も当てられない。




「もう、自分から死ぬなんざ絶対にごめんだ。死んでもやらねぇ」




　あの瞬間に至るまでも、自分の自問自答を思い出すと文字通りに死にたくなる。

　あれほど格好つけておいて、その内心があのビビりようだ。とてもではないが決断、などと言い切ることはできない。

　だが――、




「戻って、きたぜ……」




　手を伸ばし、拳を握りしめ、スバルは己の居場所を確かめる。

　柔らかな寝台。整えられたシーツ。赤茶けた作務衣のような格好も懐かしく、そして――、




「姉様、姉様。お客様ったらまだ寝ぼけていらっしゃるみたいです」

「レム、レム。お客様ったらだいぶ若くからボケてるみたいだわ」




　双子の少女が手を取り合い、寝台の前でスバルを二対の瞳で見つめていた。




　聞き慣れた声に見慣れた仕草。かつて四度繰り返され、そして今回が五度目となる強烈な挨拶。




　言いたいことは山ほどあった。口にしたい思いは胸を突くほど存在する。なのに、そのいずれもが喉をつっかえたように出てこない。

　健在なレムの姿を見て、相変わらず無礼なラムの態度を見て、二人がスバルに対して当たり前のように接しているのを感じて、どうしようもない感情が込み上げてくる。




「お客様、お客様、どうされましたか？　具合が悪いのですか？」

「お客様、お客様、どうかしたの？　持病の発作でも起こした？」




　二人の顔を見た直後、黙り込んで胸を押さえるスバルに双子は困惑。左右に別れて寝台に歩み寄ると、蹲るスバルをいたわるように手を伸ばしてくる。

　と、そんな二人の接近にスバルは、




「がばちょ」




「え」

「あ」




　効果音を口にしながら、思い切り双子を抱え込んで抱きしめていた。

　青髪を右に、桃髪を左に、小柄な体は腕一本ずつで十分に回る。正面、頭を突き合わせる形になった双子の間に顔を入れ、二人の髪の毛の感触を頬に堪能しながら、




「あー、帰ってきたー帰ってきたよ、俺。ようやくこうしてこの場所に、この気持ちのまんまで。た・だ・い・ま！」




　そのままぐりぐりと乱暴に二人の頭に顔をこすりつけて、それから背中を叩いて二人を解放。

　スバルの突然の抱擁に動揺を隠し切れない二人だったが、すぐに正気を取り戻すと飛び跳ねるようにベッドから離れ、




「姉様、姉様、お客様に慰み者にされましたわ」

「レム、レム、お客様の獣欲の対象にされたわ」




「はっ、それは違うぜ。悪いが二人とも、俺のストライクゾーンからはやや微妙にそれとなく残念ながら外れてっからな。覚えておきな。俺は年下属性あんまない！　そして女の子はロングだよ、ロング！」




　女の子らしさは髪に宿る、というのがスバルの持論だ。

　よって、女性の髪は長い方がいい。そして銀髪ヒロインこそがスバルにとってのジャスティス。あと、チョイ甘えさせてくれる年上属性が付属されれば言うことなしだ。故に、




「エミリアたんこそ、俺のストライクゾーン直球ど真ん中！　悪いがお前らは芯が外れてるぜ。ナイスボールには変わらんけどね！」




「姉様、姉様。よくわからない発言ですけど侮辱されていますわ」

「レム、レム。頭おかしい台詞だけど貶められている気がするわ」




　早口に畳みかけるスバルに双子の対応はやや厳しめだ。

　が、そんな二人の態度にスバルはベッドから跳ね起きる。素足のままで床に立ち、その場で鋭く身を回してターン。部屋の中央で振り返り、いまだ寝台の横に立ち尽くす二人に両手の指を突きつけ、




「まあ聞け、ヘイ聞け、リッスンミー。互いに膝枕し合って耳の穴のお掃除してかっぽじった上でお聞きなすって」




　押し黙る二人に対して掌を差し出し、開いて閉じての無駄なアクションを入れながら、




「諸事情あってお前らが、まぁ色々と複雑怪奇な背景があんだろうなっていうのはわかる。すっげーわかるが、その上で超言わせてもらう」




　こちらを推し量るように、双子はその先を沈黙で促している。

　おそらくは、値踏みはすでに今の時点から始まっているのだろうと思う。その視線を意識した上で、彼女らの信頼を勝ち取るために四苦八苦試行錯誤しよう――なんて、器用なことは考えられない。




　そもそも、人づきあいなんて超苦手なのだ。

　相手の顔色をうかがいつつ、その場その場で適切な対応が取れるなんて上級コミュスキルを持ち合わせていたのなら、ひきこもりになどならなかったし、こっちでももっとうまくやっていただろう。




　だから彼女らの視線の鋭さの意味を知りつつも、スバルにできることは大してない。情報のアドバンテージなど知れたものだ。

　故に、スバルがこの時点で彼女らに言うのは彼女らへの宣戦布告などではなく、純粋に自分への戒めに過ぎない。

　つまり、




「俺はお前らを信じてるから、仲良くやろーぜ」




　一回目のときと同様に、ただひたすらに懸命に向かい合おう。

　異世界召喚初日のときも、スバルはそう思ったはずなのだ。

　どんな未来が待ち受けているのかわかっていたとしても、それを生かし切れるだけの力の持ち合わせがない。ならば、与えられたチャンスを生かすために、目の前の状況を精いっぱい生き足掻くしかないのだと。




　スバルの申し出に二人は目を剥き、互いに姉妹の顔に視線を走らせて無言の意思疎通。そのサイレントなやり取りの合間になにが交わされたのかをうかがい知る余地はないが、神妙にその沙汰を待ち構えるほどスバルも大人しい性格ではない。

　そも、今回はその大人しさは置き去りにすることに決めたのだから。




「置いてけぼりなんて寂しいぜ、いけず！　世界はもっと広大で開かれてる。だから二人だけの世界に浸りきるのなんかやめて、もっともっと打ち解けようぜ！　誰と？　俺と！」




「姉様、姉様。目覚めたお客様がものすごく面倒くさい相手です」

「レム、レム。ようやく起きたお客様が死ぬほどウザい相手だわ」




「だがお前らはそんなウザ面倒くさい俺にも誠意を尽くさなければいけないのだー！　わぉ、久しぶりのこのお客様気分！　束の間だけどいい気分、イェア！」




　なんだか鬱屈が溜まっていた分までテンションが爆発している気がする。

　いつも以上にくるくると回る口に頼り、スバルの舌がいつにも増して軽い言葉を乱反射。と、




「――もう少し、静かに起きられなかったの？」




　届いた声は入口の方角から。

　そちらに目を向けると、扉のすぐ側に立つのは銀髪の少女だ。彼女はすでに開いている扉を軽くノックして、美貌の眉を呆れたようにひそめて、




「元気みたいでなによりだけど、病み上がりなんだから騒いじゃだめじゃない」




「心配しなくても、エミリアたんが俺の一番星だよ！」




「なんの話！？」




　親指を立ててサムズアップし、歯を光らせて会心の決め顔。

　渾身のスバルアクションにエミリアは額に手を当て、




「えーっと……」




　言葉を選ぶように視線をさまよわせ、それから、




「とにかく、おはよう。無事でよかった」




　安堵したように微笑むエミリア。

　その彼女の微笑みに頷きを返し、スバルもまた頬をつり上げ、




「ああ、おはよう。――んじゃま、始めるとしようか」




　スバルの発言の意図がわからず、首をひねる女性陣三人。

　そんな彼女らに苦笑し、手を振りながらスバルは、




「ロズワール邸一週間――攻略スタートってこと」




　誰にでもなくまず自分に、言い聞かせるように断言した。




　――さあ、物語を動かそう。

　スバルの望む人たちと、スバルの望む朝を見上げるために。







　五度目の一日目、ロズワール邸の朝が始まる。
第二章３０　『ナツキ・スバルの道化ぶり』
　スバルがロズワール邸での一週間を突破する上で、越えなければならない関門は大きく分けて二つだ。




　ひとつは、屋敷関係者からの信頼を勝ち取ること。これはラムやレムにだけに関わらず、主であるロズワールからのものも含める。

　彼女らと彼のお眼鏡に適わない場合、スバルの命は口封じの名目で消されてしまう可能性が非常に高い。

　これは前回のループの際に、有り余る時間で何度も何度も考えた末の結論であった。

　同じく、彼女らの許可なくしての外出もそれに該当しよう。怪しい振舞いは即ＤＥＡＤＥＮＤに通ずる。細心の注意を払って然るべきポイントのひとつだ。




　そして関門の二つ目――こちらはまだ糸口さえ見えていない。

　ずばり、ロズワール邸を襲う呪い師の正体だ。

　一度目のスバルの命を奪い、二度目にもスバルの心身を喪失させ、四度目の世界ではレムを死なせた呪術の使い手。

　五度目の世界に至り、いまだその正体の片りんすら見えていない相手の捜索、及びこれの撃破――それが今回の最大の目的だ。




　まとめると、ラムやレムからそこはかとなく信頼を勝ち取り、その上で邪悪な魔法使いを撃破できればループ突破が狙える、ということ。




　四度死んで、ようやく勝利条件が見えたという有様だ。

　おまけに、肝心な条件達成の部分に関してはまだまだ未知の部分が多く、ノープランで戻ってきた感が否めない。




　改めて己の前途多難さにため息が出るレベルだが、スバルは抱えたくなる頭を振って前を向く。

　どれだけ立ちはだかる壁が高くとも、挑まないわけにはいかない。

　自決という手段を取ってまで戻ってきたのだ。戻ってこれるかわからない条件に賭けてまで、スバルはここへ戻ってきた。




　一度、自分から死んでみせたのだ。

　ならば、死んだつもりで挑んでみるべきなのである。

　――スバルはそう、決めていた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「そぉれで、ラム？　君から見たところ、彼の評価はどんなもんかな？」




　夜天に月がかかる刻限、ロズワール邸最上階の執務室にて、その密談は行われていた。

　参加者は二人。屋敷、そして部屋の主であるロズワールであり、彼と向かい合うのは桃髪のメイド――ラムだ。




　机の上で手を組み、唇をほころばせるロズワールの問いに、ラムはわずかに首を傾けながら思案する。

　その報告を躊躇うような態度に、ロズワールは珍しいものでも見たかのように片眉を上げると、




「ふぅむ、わりとなんでも即断傾向にあるラムが悩むなぁんて、珍しいこぉともあるもんだねぇ？　一日じゃ、測れなかったかなぁ？」




「そういうわけでは、ありませんけど」




　否定の言葉こそすぐ返ってきたが、その内容はやはりどこか明瞭さに欠ける。彼女は唇に指を触れて、少しだけ戸惑いを残しながら、




「彼――バルスはその、能力的には全然ダメです。使用人としての仕事ぶりは、素人に毛が生えた程度でしかありません。向いているとかいないとか以前に、評価対象外です」




「うぅん、自分から働かせてほしいと言い出したのに、それもまたどーぉにも不思議なもんだねぇ」




　朝食の席のことを思い出し、ロズワールは含み笑い。

　目覚めた客人を食卓に招き、彼の功績とその褒賞について話し合ったときのことを思い出す。




　ロズワールの印象としては、彼は『それなりの教育を受け、悪くない程度に頭が回り、そこそこに保身もできる少年』といった判断を置いていた。悪くない評価であり、それは別の意味では警戒に値するということでもある。




　故に、教育係として彼に付けたラムには監視の名目を命じてあったし、実際にこうして報告の時間を設けてもいる。

　一日目から結果が伴うとは考えていなかったが、逆にこうしてラムの態度に違和感を生じさせる手合いとなると由々しき相手だ。




「不思議なことなんですが……」




「うん、聞こうじゃないの。なんでもどしどし言ってごらん」




「能力的には全然力足らずなのですが、バルスはどういうことなのか……その、気持ち悪いぐらいに前向きと言うんでしょうか」




　言葉を選ぶ、というより言葉を探している風なラムの発言にロズワールは眉を寄せる。

　要領を得ない、というのは語るラム自身もわかっているのだろう。的確な言葉が見当たらないのがもどかしいといった顔つきのまま、




「あの調子でずっと喋り倒して、時に失敗しても笑みを絶やさず、それどころかひどく献身的にこちらに振舞う始末で……」




「……君は、どーぉ思ってるわぁけ？」




「エミリア様から、聞いていた様子とは違うなと」




　低い問いかけにラムはそうとだけ応じる。

　彼女の有する疑問点を、彼との接触が短いロズワールは感じ取れない。が、屋敷にてそれなりに経験を積んできた姉妹の意見だ。彼女らへの信頼を思えば、その進言は十分に意識すべき事柄だった。




「ともあれ、人となりが見えないのも初日じゃまだ仕方ない。彼にはエミリア様を救ってもらった恩義がある。――もうしばらく、ゆぅっくりと経過を見させてもらおうじゃぁないかね」




「……もしもの、場合には」




　その先を聞きたくない、と思っているのが如実に伝わる。

　表情を変えていないのに、それが感じ取れるのは付き合いの長さ故だろうか。ラムのそんな弱さを黄色の瞳で見つめ、ロズワールは小さく首を横に振り、




「そぉのときはそのときだぁね。なるたけ穏便に済ませたいものだ。――くれぐれも、レムが先走らないよう注意してね」




　時にあの青髪の娘は、こちらの意図を汲んだ上で独断に走る傾向がある。概ねロズワールの判断と指針を違えないものの、可能性の芽を摘み取る即断には手を焼く場面もあった。

　今回は特に、その即断が良くない方向へ進む可能性がある。




　危険を未然に排除しました。が、エミリアとの関係は悪化しました、では笑えない。非常に困る。

　ロズワールにとって、三人は必ず必要な駒なのだから。




「ときにラム。報告は終わりかな？」




「……はい。大したことをお伝えできず、申し訳ありません」




「そぉんなことで責めたりしないとも。それより、今夜の御勤めを済ませてしまおうか。――二晩空けた。ずいぶんと、疼いていたことだろう？」




　指の動きで誘うロズワールに、ラムはどこか陶然とした面持ちで従う。机の前に立っていた彼女は揺らめくような足取りで彼に近づくと、座る彼の膝の上におずおずと腰を乗せ、




「今夜も、失礼……します」




「当然の権利の行使だとも。いつものことだけど、恥ずかしがることじゃぁない。大事な体だ。君ひとりのものではなぁいんだから」




　頬を手でなぞり、うっすらと目を閉じるラムの顔を上に向けさせる。桃色の髪を反対の手で梳きながら、ロズワールは片目をつむり、青い方の瞳でラムを見下ろしながら、




「さぁて、君が我々にとってどぉんな存在であるのか。ぜひとも友好的に行きたいものだぁね？」




　口の中だけで呟き、ロズワールはそれきり意識を切り替える。

　目の前のラムだけを見つめ、ラムだけに意識を沈めていく。




　初日の夜が更ける。

　――館の主とメイドの、妖しげな密談を締めとして。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「グッモーニング！　今日も晴天、洗濯物に絶好調！　俺によーし、お前によーし、みんなによーし！　グッドスマイル！」




　二日目の朝を迎えて、昇る朝日を万歳三唱で迎えながら、スバルは声高らかに喝采を上げていた。




　庭の真ん中に立ち、日差しに瞼を焼かれながら、寝ぼけ眼を体を全開に動かすことで振り払う。

　朝一番のラジオ体操、手足に血流がしっかりと巡り、眠って蓄えたエネルギーを体全体へと行き渡らせる。




　最後に両手を天に伸ばし、「ヴィクトリー！」と叫べば一日の始まりの始まり終了だ。

　軽く額に汗しながら、スバルは爽やかにそれを拭って振り返る。

　と、




「朝からホントに元気よね……」




「元気も元気、超元気！　俺の元気がみんなの勇気、アイラブユーラブウィーラブ！　張りきっていこうぜ！」




　庭の端、木々に囲まれた庭園の木陰で、朝の日課を行っていたエミリアが苦笑。彼女の手元には灰色の毛玉、もといパックが浮遊しており、その黒い眼を小さな手でぐしぐしとこすっている。




「顔とか洗ってるとこ見ると、マジ猫だな。それはそれとして、精霊とかもやっぱ眠くなったりすんの？　寝坊とかある？」




「君たちも疲労が溜まれば眠くなるでしょ？　精霊も活動力の源であるマナの蓄えが減少すると、まぁ似たようなことになるよ。マナが十分に溜まってないと、こうして眠気が続いたり……ふにゃぁ」




　欠伸をするパックにつられて、エミリアもその唇に掌を当てて小さな欠伸。彼女らの仕草にスバルは肩をすくめておどけて見せると、




「二人して夜更かしさんとかよくねぇな。どうせアレだろ？　夜中遅くまで好きな子の話とかで盛り上がってた系だろ？　いーぜいーぜ、俺も混ぜろよ！　俺の好きな子？　えっとねー、うんとねー、すっごく恥ずかしいんだけどー」




　手を組み目を伏せ、ちらちらとエミリアをうかがうスバル。スバルのその態度にエミリアは「はいはい」とおざなりに手を振り、




「私が好きなのはパックで、パックが好きなのは私。お話おしまい」




「相思相愛！？　俺の割り込む余地は！？　余地は！？」




「にゃいとも。ボクの魅力にリアはメロメロだよ。スバル、君も悪い男じゃなかったかもしれないけど、ボクと比べちゃ形無しだ。素直にこの子のことは諦めて……にゃうにゃう！」




　詰め寄るスバルを上から目線でいなすパック。

　どこから取り出したのか、手拭を噛んで「きぃー」と泣き喚くスバルの耳を、そして踏ん反り返ってヒゲを整えるパックの耳を、それぞれ手加減抜きで摘まみ、




「二人とも悪ノリしないの！　そんなことばっかり言ってると怒るんだから、私」




「「痛い痛い怒ってる怒ってる」」




　エミリアのお仕置きにユニゾンで恐れ入るひとりと一匹。

　耳を解放されてそれぞれ患部を擦る両者に対し、エミリアは小さな吐息をこぼすと、




「仲がいいのはいいことだけど、人をダシにして遊ばないの。わかったら返事。はい」




「「はーい」」




　手を差し出されて促され、ついつい勢いで頷いてしまう。

　どうにも手玉に取られている感が拭えないが、満足げに微笑む彼女を見ていると、そんな些細なことはどうでもよくなるから不思議だ。




　安堵感にそっと浮上してくる微笑。唇をゆるめるその感覚を得ながら、スバルは内心でかすかに慌てて笑みを作り、




「なにこのドキドキ。年上属性持ちの俺にお姉さんぶるとか、エミリアたんからのアピールラッシュが激しすぎて俺困る＋嬉しい悲鳴」




「嬉しいのに悲鳴って……どんな感じ？」




「きゃひーーーん！　とかこんな感じじゃね？」




　顎のあたりに両拳を添えて、片足を曲げながら小さな跳躍。古い漫画でぶりっ子キャラがやってそうな仕草だが、意外と再現度が高くて自分で驚き。




「なんでだろ。すごーくがっくりきちゃった」




「思いのほか不評！　なぜ！？　俺と世間はこんなところでもすれ違うのですかよ、ホワーイ！」




　肩を落とすアクションのエミリアにスバル渾身のリアクション。往年の漫画ポーズは『シェー』と呼ばれるものだが、これに対しての彼女からの反応はこれといってなし。

　不発に終わり、力がへなへなと抜けてその場に崩れ落ち、




「どうも体ネタは不発が多いな……！　命とか炎とかはイメージ伝わらないから仕方ないとして、子どもから大人まで魅了した魔性のポーズが受けないとか、どんだけ笑いに厳しいんだよ……！」




「どんな壁に激突したのかわからないけど、ちょうどいっか。ほら、スバル。こっち、こっちきて座って」




　地面に手を着いて涙をこぼしそうなスバルに、芝生に横座りのままエミリアが自身の隣を軽く叩く。

　そこにおいで、という意味と悟った瞬間のスバルの行動は早い。それこそ跳ねるように身を飛ばし、彼女の隣へ滑り込み、




「呼ばれて飛び出て滑り込んだ上で俺参上。なに、なに？　ちょうどいいってどんなタイミング？　痒いところに手が届く男、ナツキ・スバルがエミリアたんの痒いんだけど届かない背中のあのあたりとか命じられたままに掻くよ！　それ以上はしないよ！」




「ただ隣においでって誘っただけなのに、予想以上の反響があってどうしよう私」




「…………」




　猛烈な勢いにさすがに苦笑いのエミリア。そんな彼女の掌の上で、パックは自分のヒゲに触れながら無言の態度だ。

　その姿勢にパックは当てにならないと踏んだのか、エミリアは「ええっと」と前置きしてスバルに向き直り、




「それで、昨日はどうだった？　ちゃんとお仕事できた？」




「ああ、八割ダメだったな！」




「そっか。自信満々で……え？　ダメだったの？　八割も！？」




「いや、ゴメン、さすがに八割は言い過ぎた。たぶんそう……贔屓目に見て、六……いや、七割、五分ぐらいは……」




「そこが際どいんだ……」




　なんでかしゅんとなってしまうエミリアの様子に、なぜか良心の呵責を覚えてスバルも肩が小さくなってしまう。そんな自分につられるスバルの様子に、エミリアは慌てた素振りで手を振り、




「あ、でも、ほら、初めての仕事で二割はうまくいったんでしょ？　それなら大丈夫、きっとうまくやれるわ。ほら、自信持って」




「そうだよね！　初めてで二割とかかなり強豪バッターじゃねぇ？　追い風と調子に乗って天狗っちゃうよ、俺！」




「そんな自惚れないでちゃんと反省はして」




「要求厳しくねぇ！？　あ、違いますなんでもないですごめんなさい」




　じと目で睨んでくるエミリアの迫力に押されて、持ち上がりかけた肩を再び小さく丸めて縮小しながらうなだれる。

　ともあれ、




「ま、実際のところ、ラムレムのフォローもあってどうにかやってけてる感じだよ。全力で取り組んで二割なのはもはやしょうがねぇし？　そのへんのがっかり感は今後に期待ってことでよろしくトゥモロー」




「本人がそうやって気にしてないなら、私から言うことなんてなんにもないんだけど……」




　前向き姿勢なスバルの発言に、エミリアはどこか拗ねたように唇を尖らせる。そんな子供っぽい仕草が異常に愛らしくて、胸を締め付けられるような感覚にスバルの体が熱くなる。

　が、自制心を総動員してその衝動を殺す。

　スバルはおどけた動きを作ると、彼女を両手の指で指差し、




「まーまーまー、そんなわけでこんなわけでそんなこんなで、俺は今日も今日とて、メイド姉妹にあれこれ指図教育仕置きされつつも、使用人ライフに勤しむわけよ。そんな生活に疲れ切ったらエミリアたんの膝に飛び込みにいくから、ちゃんと空けておいてね」




「……話半分に聞いてると、ちょうどいい感じがするかも」




「可愛い顔で辛辣な評価！　でもでも、半分は聞いてくれるってことは片膝はオッケーってことだな！　じゃ、今夜のエミリアたんの片膝は俺のリザーブ済みだから……勝手に使うなよ、パック」




　指を突きつける相手を変えて、宣戦布告を叩きつけるスバル。一方でそれを向けられるパックは余裕の態度を崩さず、




「ふふん、あとから出てきた君がなんと言おうと、リアはすでに契約でボクに身も心も捧げた状態。今さらこの関係ににゃんにゃにゃん」




「私の知らない間に勝手に契約内容を変えないの」




　懲りないパックの両耳を摘まみ、宙に浮かせて揺らすエミリア。

　全体重が耳にかかるので、人間がやられたらと思うと想像を絶する責め苦だと思われるが、揺られるパックはそもそも体重が綿毛みたいなものだからダメージはなさそうだ。相変わらずの長閑な顔つきのまま、ゆらゆらと身を任せるまま揺られている。




「んじゃま、朝の活力も補給したとこで、お仕事するとしますかね」




「活力補給って、なにかしてたの？」




「もち、エミリアたんといちゃいちゃしたことでいちゃラブパワーが溜まったわけよ。ゲージ二本は溜まったから、超必が二発は打てる計算。これはもう、決まったな……」




「またそうやって調子のいい。そうやって人をからかってばっかりいると、いざ本当のことを言ったときに信じてもらえなくなっちゃうんだから。お伽噺で読んだことないの？」




「類似作品なら知ってるけどね！　正直、俺アレは自業自得だからフォローの余地ないと思うんだけどさぁ」




「それをスバルが言うの……？」




　人のふり見て我がふり直せ、というようなエミリアの視線にスバルは舌を出して照れ笑いしながら立ち上がる。

　尻についた草を払うと、腰を回して背伸びして、




「そろそろ行かないとマジ怒られるな。今朝は朝飯の準備から入る予定。エミリアたん、ピーマル苦手だったろ？　のけといてあげる」




「嫌いでも食べなきゃダメだから……って、私、その話をスバルにしたことあった？」




　疑問に首を傾けるエミリアに、スバルは小さな笑みを残して手を振る。

　ほんのわずかだけ、彼女の意表を突けたのが嬉しかった。




　無駄に左右に揺れながら、最後まで彼女の視界の中でおどけてみせる。

　意識して、意識して、微笑みが消えないように意識しながら。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　ふらふらと視界から消えていくスバルを見送り、エミリアは小さな吐息をこぼして手元を見た。

　視線の先、灰色の小猫は遠のくスバルの背中に視線を送っている。ふと、自分を見下ろすエミリアに気付いて猫は顔を上げると、




「どったの、浮かない顔をしてるね？」




「なんだかこう、もやもやしてるの。うまく言葉にできないんだけど」




　口ごもり、エミリアは自分の内側の戸惑いを言葉にしようと苦心する。しかし、それはうまく決まらず、けっきょくは無言の吐息となって大気の中に消えていくのみだ。

　そんな彼女の葛藤を見やりながら、パックは己のピンク色の鼻に触って目を細め、




「スバルが気にかかるかな？　珍しいね。リアがそんなに他人のことを気にかけるなんて」




「勝手に人付き合いが下手な人みたいな言い方しない。私は他人と接するのが下手なんじゃなくて、接する機会が少なかっただけですー」




　頬を膨らませて、付き合いの長い灰色の猫にそうこぼす。

　普段、周りに誰かがいたらできないような子どもじみた態度。長年の付き合いがあるパックの前でこそできる、彼女なりの甘え方がそんな態度に表れていた。




　一方で、それを向けられるパックの表情は穏やかなものだ。

　まるで娘の成長を喜ばしく思う親のような態度――彼の心境からすればまさしくその通りなのだが、そんな顔のままパックは頷き、




「まぁ、リアが戸惑うのも無理はないよ。少しばっかり困ったことになってるからね」




「困った、こと？」




　のんびりとしていながらも、聞き逃せない内容だと察してエミリアの表情が引き締まる。

　基本的に、パックはどんな状況であれ態度が一貫している。これが精霊特有のものなのか、単にパックの性格的な問題なのかまではわからないが、発言内容の重さは受け手の判断に委ねられるケースが多い。つまるところ、エミリアが判断しなくてはならないということだが。




　真剣な面差しを向けられながらも、パックの態度は崩れない。

　彼は短いヒゲの先を指先でいじりながら、




「ぼんやりと触ってみたけどね。スバルの心、だーいぶごちゃごちゃしていたよ。外身と中身でぐっちゃぐちゃだ。あのままじゃ、そう遠くない内に擦り切れちゃうんじゃにゃいかなぁ」




　と、どこまでもマイペースな口調で言ったのだった。
第二章３１　『道化の慟哭』
　――気持ち悪い。




「お、ラムちー！　今の見たか！？　俺の包丁さばきってば、たったの一日でかなり洗練されてきてね！？　才能が開花したか！？」




　――気持ち悪い気持ち悪い。




「レムりん、見て見て！　この繊細な細工を可能とする技量――今、俺の指先にはまさしく奇跡が宿っている！　アップリケ！」




　――気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い。




「エミリアたんてば会うたび見かけるたびに俺の心を掻き乱すな！　マジ罪作りすぎてギルティってるよ！」




　――気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い気持ち悪い。







　笑顔を浮かべ、ひょうきんにおどけて、油を差したかのように軽く回る舌を全速力。任された仕事には全力で取り組み、失敗も恐れず果敢に挑み、手が空けば即座にイベントを求めてさまよい歩く。

　記憶を総動員して、これまでの四度繰り返した四日間を焼きつくほどに掘り返して、どんな些細なことでも起こせる限りの出来事に自分を刻み込んでいく。




　そうでなくてはいけない。そうしなくてはならない。

　一秒だって無駄にはできない。起こり得る可能性の全てを吟味して、必要なイベントのあらゆる成否をシミュレートして。

　ゲームだと思えばいい。徹底的なフラグ管理。得意だったはずだ。会えば会うほどに可能性は上がる。

　もっとうまく笑えるはずだ。もっとうまく笑わせられるはずだ。




　頭を空っぽにしたように振舞え、しかして思考を決して止めるな。

　無意味で無駄で大げさなアクション。警戒に値しない愚物だと思わせろ。使えないほど馬鹿だと判断されるのは避けろ。

　相反する思考と結論。矛盾に思い悩む暇があるなら、考えるよりも先に行動だ。だが、動く前に己の行動の意義を自分に問え。

　不自然になっていないか常に気を配れ。一秒どころか刹那の間すら油断してはいけない。失敗はできない、できないのだから。




　――失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない失敗できない。




　繰り返し繰り返し、頭の中で警鐘が鳴り続けている。

　危険を報せるアラートだ。異世界にきて、欠片の進歩もない自分だがこの感覚だけは鋭くなってきた自負がある。

　危険が迫っている。誤りが正されようとしている。どこからくるのかはわからない。軽快に警戒を、ステップを踏んで身を回せ。




「おっと、ラムちー、別にサボっちゃいないぜ？　ちゃんときっちりかっちりお仕事はやり遂げますとも。先輩はふんぞり返って部屋でステイしながらシエスタかましててもいいぐらいよ？」




　かわすかわす、軽薄さと上っ面な微笑で状況を回避する。

　うまくやれていたか。ちゃんとナツキ・スバルができているか。不信感を抱かせなかったろうか。ラムの前でできていたとしても、肝心のレムの前で地金が晒されれば全てはおじゃんだ。




　自然で天然にナツキ・スバルを装え。

　簡単なことだ、自分の話だ。屋敷に住まう人々の心の内側になど微塵も気付かず、ただただ無邪気に無遠慮に不躾に不埒に、与えられるものを享受しているだけの怠惰な豚だった頃に戻ればいい。




　なにも知らないこと、なにもわからないこと、なにも気付かないこと、なにもしないこと。得意だったはずだ。それしかできなかったはずだ。簡単なことのはずだ。笑いながらそれぐらいできたはずだ。




　へらへらと、微笑の仮面を張りつけたままで歩く。

　屋敷の中だ。どこで誰と出くわすかわからない。自由な時間に自由などないと知れ。空白の時間は過去の想起と今後の行動予定を立てることに全て費やせ。




「お、う、ぇ……」




　ふいに込み上げてきた嘔吐感。呻きだけが口の端から漏れ、スバルはしかし微笑みを決して崩さない。

　そのまま足はスキップを刻み、踊るように滑るように近場の客間へと忍び込む。そして、部屋に備えつけられた洗面所へ向かい、




「……おぶふぁっ。うぇっ、おうぇ……ッ」




　すでに空っぽの胃の中身を、洗いざらい流しへとぶちまける。

　飲食物など体に入れた端から全て吐き出している。出てくるのは黄色がかった胃液だけで、ひたすらに内臓を痛めつけるように絞り上げるそれに胃液すら涸れ果てた状態だ。




　それでも収まらぬ嘔吐感を満足させるために、流しの水をがぶ飲みして腹を満たし、直後にそれをぶちまける。繰り返し繰り返し、胃の中身を洗い流すようにそれは行われた。




「はぁ……はぁ、はぁ……」




　乱暴に口元を袖で拭い、青白い顔つきでスバルは荒い息をつく。

　圧し掛かるプレッシャーにそれだけで殺されそうだ。このまま気の休まる暇のない時間が続けば、それだけで衰弱死できそうな気がする。




　本末転倒な自分の状態を自嘲して、しかし渇いた笑みひとつ浮かばない。

　浮かぶのはひたすらに、胸中からわき上がってくる不安と絶望感だけだ。




　――ちゃんとできているだろうか。




　振り返ってみれば、屋敷の人間との関係がもっとも良好だったのは無知だった一回目の頃だったと思える。

　ならば一回目を踏襲し、同じ状況をなぞらえてみるか。




　否、それをするのは二度目のトレースに他ならない。二度目のケースは一度目の内容をなぞり、その上で衰弱の魔法にレムの鉄槌を追加された形だ。すでに誤った道を通るだけに他ならない。




　三度目も四度目も問題外とすれば、やはりスバルが見習うべきは一回目になる。二回目のときとはやり方を変えて、一回目をなぞるのではなく一回目よりうまくやるという方向で。




　一回目はあらゆる仕事の能力が低かったが、代わりに与えられた仕事には真っ向から取り組んでいたと思う。二度目は一度目の成果と近しくしようとしたのが見抜かれ、手抜きと判断された結果だ。

　ならば今回は一度目と同様に全力で、その上で一度目のときよりもちゃんとした成果を出してみせる。




　ラムもレムも、そうすればスバルを見限るまい。彼女らに粛清されるルートさえ外れれば、スバルの懸念はひとつ取り払われる。

　だが問題は、




「依然、呪術師の行方に見当もつかねぇってことだ」




　レムが殺されている以上、下手人は外部の人間だと考えられる。

　屋敷を狙う人間――王選関係者だとすれば、それらの関係性に明るくないスバルには手詰まりともいえる状況だ。




　呪術師の正体を暴くにあたり、屋敷の関係者の協力は絶対に必要不可欠だ。

　少なくとも、警戒を呼び掛けることは無駄にはなるまい。かといって、現状のスバルがこの屋敷でどれだけの発言力を持っているか。




「信用も得てない状態で、進言とか誰が聞き入れる……？」




　おまけにスバルはその情報源を明らかにすることができない制約付きだ。

　故にもどかしさも遠回りさえも許容して、ひたすらに胃に穴の空くような窮屈さを堪えながら時間を過ごしている。




　時間が足りない。時間がないのがもどかしい。この苦痛の時間にこれ以上耐え切れる自信がない。早く終わってしまいたい。終わるわけにはいかない。言葉が届かない。届かせるには時間がいる。その時間がない。どうにかしなくてはならない。気持ちが悪い苦しい。




　思考が幾度も辿り着いた袋小路へと迷い込む。

　昨晩も、この答えの出ない螺旋に飲み込まれて一睡もできなかった。理由のはっきりしている不安を、解決策の見つからないまま手探りで振り払う無力さ。




　いっそ、ただひたすらに『危ない』とだけ叫んでみる選択肢が選べれば良かった。スバルの頭がおかしいと思われたとしても、それで屋敷の全員の命が救えるのならば悪くない賭けだとも。




　事前に対策が行われ、屋敷の全員が無事に五日目を迎えられる。状況の悪化に呪術師が撤退を選び、そうなれば大団円だ。




　――だが、その場所に自分がいられないのは耐えられない。




　彼女らが無事に助かってくれればそれでいい、などと割り切れるほどスバルは達観もしていなければ聖人めいてもいない。

　スバルの望みは、屋敷の全員が生存し、その上で円満な状態で五日目を乗り越えることにある。




　自己犠牲の精神など、そもそも持ち合わせがない。

　欲張りで、贅沢で、強情で、野卑極まりない性質なのだ。

　だから、




「ああ、クソ……かっこ悪ぃ」




　ああして覚悟して自決を選んでおきながら、いざチャンスを目の前にしながらも尻込みするのを止められない。

　一度拾えば命は惜しい。捨てたと思ったものが手元に戻れば、それを再び手放そうなどと簡単には思えまい。




　スバルもまたそうだ。

　捨てたはずの命、終わっていたはずだった命。

　賭けに勝って舞い戻っておきながら、それが再び手の中にあるのに気付いたスバルを襲ったのは、それを再度失うことの恐ろしさだ。




　失敗できない、あとがない。

　今回で五度目。そして、その後も『死に戻り』ができるなどと楽観的に思えるような性格をスバルはしていない。

　今回は戻ってこれた。次回はダメかもしれない。常に今回の自分が最後かもしれないと、崖っぷちにいることを意識させられる精神の摩耗――まともであればあるほどに、それは人間を追い詰める。




　自棄に走るほど正気を失っていなければ、自分の全部を賭けて抗う決断ができるほど勇気も持っていない。




　どこまでも凡庸で、どこまでも凡俗。

　自分で自分が嫌になるほど、小者であることが思い知らされる。




「弱音なんぞ、吐いてる暇があんのかよ、バカ野郎……」




　弱音のひとつでもこぼす暇があるなら、軽口のひとつでも叩いて印象を稼ぐ方が重要だ。

　気付けばいつしか薄れた嘔吐感を振り切り、スバルは強張る頬を叩いて己を叱咤。それから客間の外へ向かう。




　現状、割り振られた仕事は終えた空き時間だが、そんな時間すらも今は惜しい。とにかく、ラムかレムの姿を探して――、




「やっと見つけた」




　扉から身を乗り出したところで、そうして声をかけられた。

　振り向くと、そこには弾む息を整えるエミリアの姿がある。




　風に揺れる彼女の銀髪を視界に入れた瞬間、スバルの意識が音を立てて切り替わる。

　状況に対応、胃の痛みも胸の痞えも閉塞感も全て忘却。今はエミリアに振り返り、頬を好色につり上げろ。




「おやおやぁ、エミリアたんから俺をご指名とか嬉し恥ずかし珍しい！　なんでも言って、なんでも命じて！　君のためならたとえ火の中水の中、盗品蔵の闇の中だってもぐっちゃうよ！」




　指を天に向けて腰を振り、リズムに乗ってポージング。

　我ながら変わり身の早さに舌を巻きたい気分。が、それと向かい合うエミリアのリアクションは予想とは違うものだ。




　てっきり、呆れたような顔。もしくはため息の反応があるものと思って身構えていたのだが、




「スバル……」




「おいおいおいおい、よくねぇぜ、エミリアたん。俺が一晩寝ないで考えた渾身のネタをスルーだなんて。一度使ったネタは鮮度の関係で二度と使えない。エミリアたんに、頭をひねって産んだ子供を殺される気持ちがわかるの！？」




　袖を噛んで泣いて悔しがるアクション。が、これに対してもエミリアの反応は乏しいものだった。

　エミリアはスバルの予想の反応をことごとく裏切り、ただ哀切と痛ましさをないまぜにした瞳でスバルを見てくるのみだった。




　――マズイ、と本能的な部分が警戒を呼び掛ける。




「エミリアたんてば黙っちゃってどったのよ。そんなに美人で黙っちゃったりしたら、俺が芸術品と勘違いしてお持ち帰りして部屋の片隅に飾りつけて毎朝毎晩おはようお休みのキッスしちゃうぜ？」




　おかしい、と脳内で自分の声が何度も何度も叫んでいた。




　予想のどれとも違う反応。呆れるでも怒るでもない反応は予想外。怒る分にはまだ対応を考慮もできた。だが、こうして痛ましげな目を向けてくるということは――。




　自分の被っている拙い道化の仮面が、彼女にはばれているということではないだろうか。




　そんな不安が差し込んだ瞬間、スバルは常に彼女の傍らに存在する灰色の猫の存在を思い出す。

　精霊を名乗るその猫の特性を思い返せば、スバルがこれまで行ってきたことの無意味さがようと知れる。




　心が読める存在を相手に、上っ面だけを取り繕うことの愚かしさよ。




　それに気付かされてしまった瞬間、スバルの虚勢は瓦解する。

　張り付いていた微笑は形もなく消え去り、代わりに浮かび上がるのは叱られるのを待つ幼子のような弱々しい表情だ。

　なにもかも見抜かれている相手の前で、それでも気付かれていないと踊り続けたことのばつの悪さ。そしてなにより、彼女にだけはそれを知られたくなかったというちっぽけな自尊心がいたく傷付いた。




　互いの間に無言の時間が落ちる。

　スバルはもはや軽口など開く余地もないし、エミリアはエミリアでそんなスバルの表情に言葉を探すように瞳を揺らしている。




　――エミリアに幻滅される。それだけは嫌だった。

　しかし、なにを口にすれば言い訳が立つのかそれすらわからない。状況を打開する術がないのはここでも同じ。




　口を開こうと何度も試みるものの、肝心の言葉が見つからずに踏み出せないスバル。そんなもどかしさを抱え込むスバルを見ながら、エミリアはふいに「よし」と小さく呟き、




「スバル、きなさい」




「……へ？」




「いいから」




　ぐいとスバルの腕を掴み、彼女が向かうのは今しがたスバルが出てきたばかりの客間の中だ。

　体半分が出ていただけの部屋に引き戻され、スバルは彼女の意図がわからずに疑問符を頭に浮かべる。

　が、エミリアはそんなスバルの疑問に取り合わず、腰に手を当てて部屋の中をぐるりと見回すと、




「じゃあ、座って、スバル」




　床を指差し、変わらぬ銀鈴の声音でそう言ってきた。

　指に従って地面を見やる。床には絨毯が敷かれており、誰も使用していない部屋ではあるが清掃は行き届いている。もちろん、地べたも寝転がったって大丈夫な力の入れようではあるが。




「座るならベッドでも椅子でもよくね？　わざわざ床に……」




「いいから座るのっ」




「はい、仰せのままに！」




　いつになく強い口調で言われ、思わずその場に正座で従う。スバルが座るのを見届け、エミリアは満足そうに頷くとすぐ傍らへ。

　自然、低い体勢から彼女を見上げることになるが、そんな邪まな気持ちを抱くことすら今は浮かばない。

　ただただ、エミリアの真意を読み取るのに必死になるばかりだ。




「……うん」




　小さく、そう呟いたのはエミリアだ。

　確かめるように、あるいは自分に言い聞かせるように息を呑み、エミリアはスバルの隣に同じく正座。

　すぐ触れ合えそうな距離に美貌があるのにドギマギしつつ、スバルはその白い横顔から感情が見えないかジッと眺める。ふと、その彼女の白い横顔が紅潮し、耳がわずかに赤いのが見えた。




「特別、だからね」




「――え？」




　言い含めるような言葉に疑問符が浮かぶが、それを口にするより前にスバルの後頭部がなにかに押される。

　自然、正座していた体は力に抗えず、そのまま勢いに流されるままに前のめりになり――柔らかい感触に迎え入れられた。




「ちょっと位置が悪い。それに、ちくちくする」




　もぞもぞと頭の下でなにかが動き、エミリアの照れ臭げな声がすぐ傍で聞こえた。

　驚きに視線を上げ、目の前の光景にさらに驚きが重なって目を見開く。




　すぐ真上、それこそ顔と顔が触れ合いそうな近くにエミリアの顔がある。それは上下が反対に見えて、「ああ、自分が逆さになっているのか」とどこかぼんやりと遠い感慨が浮かび上がる。




　この距離で、上下が逆さで、頭の下に柔らかい感触。

　――それらのキーワードが寄り集まり、スバルの中でひとつの形となって意味をなした。つまりこれは、




「膝、まくら？」




「なんか恥ずかしいからはっきり言わないの。あと、こっちの方を見るのも禁止。目、つむってて」




　額を軽く叩かれ、掌で瞼を覆い隠されて視界が遮られる。が、スバルはそんな彼女の抵抗を手で除けて、




「恥じらうエミリアたんも最高だけど……そもそも、これってどういう状況？　俺、いつの間にご褒美貰える手柄立てたっけ？」




「そういう変な強がり、よくないわよ」




　額を再度叩かれる。しかし、今度はそのまま額に手を当てたまま、エミリアは逆さのスバルの前髪を指ですくい、




「言ってたでしょ、スバル。疲れ切ったら膝枕してって。だからしてあげる。いつもってわけにはいかないけど、今日は特別」




「特別もなにも、まだ二日目ですよ？　これで疲労困憊のグロッキーに見えたってんなら、俺ってば古今無双の虚弱体質……」




「打ちのめされてるの、見てればわかるもの。詳しい事情は、きっと話してくれないんでしょ？　こんなことで楽になるだなんて思わないけど……こんなことしかできないから」




　スバルの言葉を遮り、エミリアは慈愛の眼差しのままでそう語る。前髪を梳く指はいつの間にか髪をかきわけ、ゆったりと幼子をあやすように頭を撫で始めていた。




　小さく笑い、そのエミリアの行動を跳ねのけようとする。

　それは見当違いだと、そんな格好悪い真似なんかしちゃいないと、彼女の前で張り続けると決めた虚勢を張り続けるつもりだった。




「はは……エミリアたんてば、そんな……俺、が……」




　なのに、声が上擦り、喉が詰まり、次の言葉が出てこない。

　頭を撫でられる柔らかな指の感触から、どうしてか意識を切り離すことができない。




「疲れてる？」




「ま、まだまだ、やれる。全然、平気だし……」




「困ってる？」




「優しくされると、ほら、惚れちゃうぜ？　そうやって、また……そんな……はは」




　短い問いかけに、応じるスバルの言葉は虚ろにしか響かない。

　がらんどうな言葉だと、自分でもわかるそんな感情。




　そして、エミリアはそんなスバルにそっと顔を寄せて、




「――大変、だったね」




「――――！」




　慈しむように言われた。いたわるように言われた。愛おしむように言われた。

　たったそれだけのことで、たったその一言だけで、スバルの内側にあったボロボロの堤防が決壊する。

　壊れ、破れ、溜め込んでいたものが一気に外へと噴き出す。

　それは封じ込めたつもりで、しかし欠片も消すことのできずにいた激情の吹き溜まりで。




「大変……だった。すっげぇ、辛かった。すげぇ恐かった。めちゃくちゃ悲しかった。死ぬかと思うぐらい、痛かったんだよ……！」




「うん」




「俺、頑張ったんだよ。頑張ってたんだよ。必死だった。必死で色々、全部よくしようって頑張ったんだよ……！　ホントだ。ホントのホントに、今までこんな頑張ったことなんてなかったってぐらい！」




「うん、わかってる」




「好きだったからさぁ、この場所が……大事だと、思えてたからさぁ、この場所が……！　だから、取り戻したいって必死だったんだよ。恐かったよ。すげぇ恐かったよ。また、あの目で、見られたらって……そう思う自分が、嫌で嫌で仕方なかったよ……ッ」




　感情が制御できない。

　一度爆発したそれは堰を切ったように溢れ出し、微笑の仮面をかぶった臆病者の顔を涙で盛大に汚していく。




　涙が止まらない。鼻水が垂れてくる。口の中にわけのわからない液体が溢れ返り、嗚咽まじりのスバルの泣き声をさらに聞き苦しいものへと変える。




　みっともない。情けない。大の男が女の子の膝の上で、頭を撫でられながら大泣きだ。死んでしまいたいほど情けない。死んでしまうかと思うぐらい、心が温かなものに満たされている。




　スバルの泣き言を聞くエミリアの相槌は優しい。「わかってる」だなんて言っていても、スバルの体験のひと欠片も彼女に届いていないのはそれこそわかり切った話だ。

　それなのに、エミリアの声には鼻で笑い飛ばすことのできない重みが込められていた。




　理由はわからない。そう思いたいだけなのかもしれない。

　だが、スバルが今、そのわけのわからない温もりに救われたような気になっていたのは事実だった。




　滂沱と涙を流し、スバルはエミリアの膝の上で泣き続ける。

　泣いて、泣いて、泣き喚いて、いつしかみっともない泣き声は遠く彼方へ消えて、静かな寝息だけが客間に落ちていた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――レムがその客間を訪れたのは、エミリアが眠るスバルの黒髪を優しく撫でていたときのことだった。




　音もなく部屋の戸を開いたレムは、室内にエミリアの姿を見つけるとその口を開きかけ、




「しー」




　と、唇に立てた指を当てるエミリアの仕草にその口を閉ざした。

　ショートカットの青髪を揺らし、レムは部屋の中をゆったりと見回す。それから客間の床に直に座り、その膝の上にスバルの頭を乗せるエミリアの傍らへ歩み寄ると、




「スバルくんは、寝ているだけですか？」




「そう。ふふ、ほら見て、子どもみたいでしょ。頭、撫でるとホッとしたみたいな顔するの」




　面白がるようにスバルを撫で、エミリアはレムに同意を求める。レムはそんな彼女の求めに静かな首振りで応じ、




「今日は、スバルくんにこれ以上の仕事はできそうにありませんね」




「そうね、今日はお休み。働き始めて二日で休んじゃうなんて、すごーく悪い子。元気になったら、お仕置きしてあげてね」




　小さく笑い、エミリアはそのままスバルの顔を弄る作業へ戻る。

　眠ったスバルをどかして、足を解放するつもりはないらしい。レムはエミリアの態度をそう解釈し、静かにスバルを見下ろす。




　無邪気に、眠りこける表情からは緊張も軽薄さも消えている。

　なぜか、彼は姉とレムに対して接するとき、笑顔を浮かべるよりも先にまずささやかな緊張感をみなぎらせる。

　その態度に浅からぬなにかを感じ、レムなどは監視の姿勢を強めようなどと思っていたのだが。




「こうして寝ているところを見ると、その気も失せますね」




　エミリアにならい、その前髪を軽く指でわけてレムは呟く。

　赤ん坊のように無防備な様子。まるで世界のことに無知なようなその姿はいっそ哀れで、レムはほんのわずかにその唇をゆるめた。




「姉様に、スバルくんが今日は役立たずだと伝えてきます。仕事の分担をやり直さないといけませんから」




　お辞儀して、レムは丁寧にそう言い残して背を向ける。

　向かう先は姉の場所。目をつむれば、その場所はすぐに伝わる。真っ直ぐに向かい、今の言葉通りにやり取りしようと思う。

　その後ろから、




「レム」




　呼びかけに足を止め、レムはゆっくりと全身で振り返る。

　地べたに座るエミリアと、視線の高さは大きく違う。が、それでもなお、レムはまるでエミリアに見下ろされているような不可思議な圧迫感を得た。




　そんなレムのささやかな驚きには気付かず、エミリアは小さく、




「――スバルは、いい子よ？」




　告げられた言葉に、レムは深々とした礼で応じる。

　それから一瞥も残さずに扉に向かい、二人を残して客間を出た。




　廊下を歩き、今のエミリアの言葉を噛み含める。

　無表情のレムの横顔に、ささやかな震えが走ったのは本人すら気付かない。




　――ただ、かすかに香る邪悪の臭いだけが、レムの心にわずかなしこりを残していた。
第二章３２　『泣いて泣き喚いて泣き止んだから』
「女の子の膝の上で、頭撫でられながら穏やかな眠りを迎える。……それ単体で見たら、そりゃもう極上のイベントだったけどさぁ」




　頭を掻き、スバルはばつの悪い顔でそう呟く。

　目を伏せ、ため息を何度も噛み殺すその横顔、耳まで赤い状態で頭を掻き毟る手の速度を上げながら、




「意中の女の子相手に、超泣き喚いて泣き言ぼやいて涙と鼻水で顔面ぐっちゃぐちゃにして眠りこける。おまけにその状態で何時間もその子の膝の上独占とか……もはやどんな羞恥プレイだよ」




　思い返すのはエミリアの膝の感触と、数時間も寝こけたスバルの深い眠りがもたらした彼女の膝の惨状。

　涙と涎、鼻水その他でひどい状態で、衛生的な面から見ても純粋にスバルの男の子指数的な問題からしても看過できない状態だった。




　にも関わらず、彼女は自発的にスバルが目覚めるまで彼を揺り起そうとはしなかったし、そんな風に服を汚されておきながら、目覚めて平謝りするスバルを責めるようなこともしなかった。




「少しでも休めたんならそれでいいの。それに、スバルはわかってないんだから」




「へ？」




「ゴメンって何度も言われるより、こういうときはありがとうって一回言ってくれたら相手は満足するの。謝ってほしくてしたわけじゃないし、してあげたくてしたことなんだから」




　謝罪を口にする唇に指を当てられ、片目をつむってそう言われてコロっといかない男がいるだろうか。いやいない。

　事実、スバルはコロっとあっけなく転んだ。そもそも彼女に首ったけだったのだから、ダメ押しされて倍率ドンだ。




　服を着替えると言い残したエミリアと別れ、ふらふらと夢見心地な気分のまましばし屋敷を徘徊し、我に返ってこの有様。

　自分の今日の所業を振り返ると、その無様さに泣きたくなる。あれだけ泣いたあとなので今さら涙なんて流せやしないが。




「ダメだー、俺すげぇダメだー。なにが弱いとこエミリアたんにだけは見せたくないだよ、これ以上ない恥部見せてるじゃんかよ。こんなんお前もはやマジ合わせる顔ねぇー」




「……夜遅くに人の部屋に入り込んで、言い出す内容がそれかしら。一日見かけないから平穏だと思えば、望まぬ災難なのよ」




　脚立の中段に腰掛けて、入口あたりで身悶えするスバルを横目にベアトリスが悪態をつく。




　屋敷をうろつき回り、とても素面で周囲に会えないと思い詰めたスバルが向かった先が、この誰の手も届かない禁断の小部屋だった。もっとも、主の少女にとっては不服もいいところだろうが。

　ただし、ここにきたのはそれだけが理由ではない。




「そう言うなよ、ベア子。俺とお前の仲じゃんかよ」




「ベティーとお前の間にどんな関係が……待つのよ。その前に、今なんてベティーを呼んだかしら？」




　片眉を上げて、頬をひくつかせながらベアトリスの問いかけ。スバルはそんな彼女の態度に手を叩き、




「ああ、ベア子な。ある程度の親密さを感じた相手にはニックネーム。これが必要だと俺は思うんだ。これまで屋敷の連中の中じゃお前にだけはそんな気持ちは全然浮かばなかったんだけど……」




　思い返すのは前回の、それこそ絶望に浸り切っていた時間のこと。

　口八丁手八丁、彼女にとっては口車に乗せられたという状況でなかったとしても、二人の間で確かに交わされた契約があった。

　ベアトリスはそれを律儀に守ってくれたし、契約の内容をわざとぼやかしてまでスバルの手助けをしてくれた。

　たとえ彼女が忘れてしまっていても、そのときの救われた気持ちをこちらが忘れられるはずもない。

　だから、




「お前が俺をどう思っていようと、俺はお前をベア子と呼ぶよ。それが俺がお前にできる、精いっぱいの親愛の証だ――！」




「全ッ然嬉しくないのよ！　なにかしらその押しつけがましい善意！　気持ち悪いというより胸糞悪いのよ！」




「なんだ、お前、その言い方！　こっちが心底感謝を伝えようって真剣なのに、茶化していいような場面じゃねぇぞ！」




「今の自分の発言振り返ってふざけてないって言えるなら、もうお前とベティーの間に成立しているのは会話じゃなくて、会話のように感じる別のなにかなのよ！」




　会話のキャッチボールを挑んだつもりが、種目間違ってカバディしてたみたいなことを言われて言いごもるスバル。

　スバルなりの親愛表現だったのだが、残念なことに彼女の心にはイマイチ響かなかったらしい。素直にそれが残念で、思わずしゅんとうなだれてしまう。




「まぁ、それはそれとしても俺はお前をベア子と呼び続けるけどな」




「いらんひたむきさなのよ。ならベティーの方はそんな名前で呼ばれても絶対に応じないかしら。それで互いの意見は一致するのよ」




「つれないこと言うなよ、ベア子」




「…………」




　スバルの呼びかけに、しかしベアトリスは無言で本に視線を落としたまま応答しない。どうやらさっきの自分の発言を実践するつもりらしい。

　そんな頑なな彼女に歩み寄り、スバルは脚立の周りをぐるぐると回りながら、




「ベア子ベア子ベア子ベア子ベア子ベア子ベア子ベア子ベア子……」




「――うざったさで類を見ない奴なのよ！　なんなのかしら！！」




　カバディをプレーするように名前を連呼。耳元で囁かれ続けたベアトリスの感情が沸点に達し、スバルは目的を達したとガッツポーズ。

　そうして改めて彼女に振り返り、いまだに肩を怒らせている少女に対して口の端を歪めると、




「切羽詰まって八方ふさがりだ。ぶっちゃけ、お前の手が借りたい」




　――無様に泣き喚いて、みっともないほど取り乱して、その末で思い至った結論を、縦ロールの少女に告げたのだった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　エミリアの膝の上でその内心を吐き出して、溜め込んでいた汚い気持ちや堪え切れない涙とか、そんなものを全部流し尽したスバルの中に残ったのは、純粋なまでのスバル自身の強欲だった。




　エミリアが好きだ。彼女と過ごせる屋敷の生活が好きだ。色々なことを学べる環境が好きだ。つっけんどんながらも色々と世話を焼いてくれるラムが好きだ。エミリアが超好きだ。丁寧語でそれとなく罵倒しながら指南してくれるレムが好きだ。エミリアたんマジ女神。この楽園のような状況を提供してくれたロズワールに恩義がある。ベアトリスにも今や返し切れない恩を受けた。この屋敷に住まう人たちに捨て去れない好意を抱いている。そこに自分がいる幸せを捨てきれない。




　胸をつかえるほどの滂沱と溢れ出す思い。

　拭い去れない幸せの記憶が、スバルを動かす活力の源。

　だが、それを思う一方で――、




　エミリアが好きだ。彼女を守る力が足りない自分が不甲斐ない。屋敷の生活は気が抜けない。どこで見限られるかわからない。風の刃で足を切断し、首を穿ってきたラムが恐ろしい。傷口を治療してまで拷問を繰り返し、鉄球で頭蓋を砕くようなレムがおぞましい。そんな二人を擁し、おそらくはその上でスバルを微塵の容赦もなく抹殺させる指示が出せるロズワールの底知れぬ狂気が気持ち悪い。目覚めるたびに己の命の有無を確かめ、絶望がにじり寄っていないか疑わなくてはならない時間が苦痛で悲しくてたまらない。




　それもまた消えることのないスバルの中の本音だ。

　相反する感情は互いにその存在を許容できず、スバルは表面と内心でそれらを抱え込んだまま生き足掻く時間を送っていた。

　まるで薄氷の上を素足で、足の裏の肌が剥がれ落ちることすらおくびにも出さずに笑い続けなければならないような時間。




　そんなスバルの苦悶を、絶望に抗う惨めな煩悶を、エミリアは見落とさずにすくい上げてくれた。

　気付いたのはパックだったのかもしれない。心の読めるあの精霊ならば、スバルの被った拙い仮面など簡単に見抜いたことだろう。

　だが、それでもスバルの心を、擦り切れる寸前だった心を慰めてくれたのはエミリアだった。




　これが依存心であったとしても構いはしない。

　今のスバルの心を突き動かす、その原動力が彼女への想いであることには一分の疑いも存在しない。

　そう、つまり――、




「エミリアたんマジアークエンジェル」




「今、なにか激烈くだらないことをほざかなかったかしら？」




「まさか。俺にとって一番大切なことを再確認しただけだぜ」




　自信を持って胸を張り、そう答えられる。

　そしてそうやって今の発言を全肯定され、ベアトリスはもはや呆れの仕草を起こすのも面倒そうにため息をこぼし、




「話を元に戻すのよ。……それで、お前がベティーの手を借りたいって言い出した件についてかしら」




「ああ、マジ神頼みぐらいの気持ちだ。縋れる相手が思いつかねぇ」




　現状、この屋敷の中でスバルが全幅の信頼を預けられる相手。それはもちろんエミリアであるのだが、彼女の存在は同時にスバルにとって最も重要なファクターでもある。

　つまるところ、スバルは彼女にだけは危険な目にあってほしくない。自分の命なにより優先のスバルにとって、掛け値なしに命と秤にかけられるのが彼女の存在なのだ。

　よって、呪術師との対決を念頭に入れた今回のループにおいて、彼女の手を借りるという手段は最後の最後まで選びたくない。

　そうなると、自然と彼女の側付きであるパックの力を借りるのも難しくなり、残された選択肢が――。




「なんだかんだで実はかなり甘い、チョロインなベア子ってわけだ」




「内容は理解できなくても、侮辱の雰囲気は察せられるのよ？」




「そんなつもり毛頭ねぇよ。……実際、俺がこの屋敷で頼れるのは現状だとお前だけだ」




　ラムやレムには当然、ロズワールにだって打ち明けられない。スバルがこの屋敷で今、エミリア以外に頼れるとすればそれは彼女に他ならなかった。




「頼む。――この通り、お願いだ」




　だから、スバルは彼女の前で床に跪き、頭を垂れて願い出る。

　自分への協力を。繰り返される絶望の連鎖の幕引き、そのためのスバルの道筋を照らす灯火になってほしいと。




「お前の力が必要だ。全部まとめてひっくるめて、俺は俺が幸せでいられる場所を守りたいんだよ」




「――――」




　ジッと頭を下げたまま、二人の間に無言の時間が落ちる。

　返答を待つ間、スバルの心臓は不安で激しく胸を叩いていた。が、長引く沈黙にその音も次第に遠ざかり、スバルは不審に思ってちらりと視線を上げる。と、




「……ベアトリス？」




　思わず、先ほどまでのやり取りを忘れて名前で呼んでしまう。

　そうさせてしまうほど、ベアトリスのスバルを見つめる表情には哀切に満ちた感情が揺らめいていた。




　眉をかすかに寄せ、唇を噛み、ベアトリスはスバルを睨んでいる。睨んでいるのだが、まるでそれが今にも泣き出しそうな顔にスバルには見えた。




　息を呑み、彼女の次なる反応を無言で待つ。

　ベアトリスはそのまま、自分の内側で起きた感情の波を落ち着かせるように時間を置き、瞑目したまま静かに、




「……ベティーが、お前の要求に応じてやる理由がないのよ」




　とだけ弱々しく返してきた。




「ベア子……俺は」




「黙るかしら、人間。ベティーもいつまでも優しくしてやるわけじゃないのよ。いい気になっているんだとしたら、許さないかしら」




　スバルを遮り、早口にまくしたててくるベアトリス。

　彼女の反応の過敏さに閉口して、スバルは自分のさっきの発言のなにが彼女の琴線に触れてしまったのかと驚き戸惑う。

　それがただでさえ非協力的な彼女の頑なさを強め、こうして事態の悪化を招いてしまったのだろう。




　誠意を告げたつもりだったが、それが裏目に出てしまった。

　悔やんでも悔やみ切れない結果、だが今さらそれを思い悩むような繊細な精神構造をスバルはしていない。




　なにかをやって裏目に出るなど、もはやこの状況下では慣れ切った事態だ。投じたサイコロがいい出目を出したことなど、この五度繰り返した世界の中で思い出せるほどあったろうか。

　そう思ってしまえば、燻るような弱い心など噛み砕いてしまえる。そも、そんなことで足を止めかねない弱い自分は、エミリアの膝の上で全部鼻水と涎にして流し尽してきたのだ。

　涙は流していないことにした。好きな女の子の目の前どころか膝の上で、そんなところで泣くような男など男として最悪だ。

　意地があるのだ、男の子なのだから。




「聞いてくれ、ベアトリス。お前がそうやって、俺のことを遠ざけたくなる気持ちはわかる。お前からすりゃ、俺なんてほんの一日前に担ぎこまれてきただけの、わけのわからん無礼な野郎でしかない」




「そこまでわかってるなら、ベティーの答えもわかるはずなのよ」




「腹の傷、塞いでくれたのはお前だってな、感謝してる。お前は知らないだろうけど、俺はお前にメチャクチャ感謝しなきゃいけないことだらけで、その上、まだお前に頼らなきゃ首が回らない。情けない話だ。どうしようもなく惨めだ。でも、お前しかいない」




　畳みかけるように、心に浮かび上がる言葉を全て吐き出す。

　強引なごり押しで少しも彼女の心を思いやっていない、身勝手な言い分だと自覚していて、それでもスバルは頭を下げる。




　スバルの要領を得ない言葉と、その頭を垂れる姿を見下ろしながら、ベアトリスは小さくいつものように鼻を鳴らし、




「力足らずを嘆きながら、みっともなく地面に這いつくばって願い縋る。お前、プライドってものがないのかしら」




「大事なもんがはっきり見えた。頭の十個や百個、地面に叩きつけて足りるならいくらでもやる」




　自分の矮小さにこだわるちんけなプライドは持ち合わせがない。




　頭を下げたまま、スバルはひたすらに懇願の姿勢を変えない。

　卑怯な手段だとわかっている。五度繰り返してきた世界で、スバルは何度もベアトリスと出会い、そのたびに言い合いを続けてきた。

　そんな関係性を担ってきた相手だからわかる。ベアトリスという少女は、表面的には突き放すような態度を取っていても――。




「面、上げるのよ」




　どこか諦めたような、穏やかな声音が耳に届き、スバルは自分の卑賤な懇願が届いたのだと思った。

　己のその矮小さを改めて自覚し、彼女への誠意を装った誠意なき振舞いに自噴すら感じる。しかし、必要な工程だったのも事実。割り切らなくてはならない。

　なにより、望んだ未来を得るために使える手段は全て使うと決断しなくてはならないのだから――。




「ベア……」




「食らうかしら」




「ぶべっ」




　が、そんな悲愴な決意を固めた顔面に、唐突に迫った固いものが思い切り叩きつけられる。

　土下座の姿勢のまま首だけが後ろに傾き、結果形容しがたい音が禁書庫内に響き渡り、声にならない絶叫が木霊する。




　エビ反りの姿勢のままのた打ち回るスバル。

　頸椎を襲ったダメージに理解が及ばず、悶えながら視線をさまよわせ、腕を組んだ姿勢で片足を上げるベアトリスと視線が絡む。

　理解。少女が土下座するスバルの顔面目掛け、容赦なしのヤクザキックをブチ込んだのだ。




「おまっ……これ……ッ！」




「お前ごときの頭が百個転がされたところで、ベティーの労力に見合うとか考える安直さが理解できないのよ。銅貨が何枚集まっても、聖金貨ひとつには到底届かない。それを知るかしら」




「いや、たとえ銅貨でも何千枚も集めりゃ聖金貨にも届くだろ。価値的なもんで比較するならそういうことだぞ？　計算とか平気か？」




「その可哀想な子を見るような目をやめるかしら！　ついさっきまでベティーを頼ろうとしてた奴のする目じゃないのよ！？」




　ぎゃーぎゃーと口やかましく、ベアトリスとスバルの舌戦が始まる。

　幾度も繰り返した世界で、一度として同じ理由で始まらない攻防。

　やり慣れた彼女との口論を続ける中で、いつしかスバルの中にあった悲愴な覚悟が馬鹿げたもののように思えてくる。




　そんなやり取りを経たあとで、舌戦の結末はけっきょく――。




「わかった、切り札を切ろう。お前が俺に協力してくれるなら、お前のマナドレインを何回か我慢して受ける」




「言うほどお前のマナに価値はないのよ？　確かに普通のマナより……その、なんか相性が良かったのかマシな味はしたのかしら」




「俺のマナはパックも吸引した実績を持ってる。つまり、間接マナドレインだ。……意味がわかるな？」




　顔色を変えたベアトリスが、交渉を優位に運ぶ優越感に浸るスバルに対し、悔しげに唇を噛みしめながら頷いたのが締めとなった。




　だいぶ、間の抜けた決着だったなと振り返ってスバルは思う。

　もちろん、そんな流れに持ち込むことで、スバルへの協力を仕方なく取り付けた。




　――小さな魔法使いがそんな風に、取り計らってくれたことはわかっていたのだけれど。
第二章３３　『見えた光明と不穏の影』
　半ば予定調和的なベアトリスとの交渉が終了し、スバルは無事に彼女の協力を取り付けた。

　かなり彼女の温情に縋った感が否めない結果だが、そのあたりのことで自分の力不足を嘆くのは全て後回し。

　目的を達成し、反省はその後でいい。たらればをやっている最中から言い出していたらキリがないのだから。




　ふと、時間が気になって己の顎に触れるスバル。

　禁書庫内は完全に外界と隔絶されており、中から外の時間を知る手段はなにもない。時計代わりの結晶石すら置かれておらず、そういう意味ではかなり自由な生き方をしているな、と書庫の番人の少女を見ながら思う。




　顎の無精ひげの感触から、手入れをして十七時間前後。おそらくは午後十時前後だと思われる。

　エミリアの膝の上での爆睡が始まったのが昼過ぎからだと考えると、それはもうとんでもない寝過ごしっぷりだ。

　一秒も時間を無駄にできないとか息巻いておいてそれなのだから、思い返せば思い返すほどに救えない。




　自己嫌悪が始まるとそれもキリがないので、スバルは不満のゲージが溜まりに溜まった様子のベアトリスに本題を切り出す。

　どの程度、核心に触れずに彼女に説明できるか。

　黒い靄への警戒を怠らず、疑問点のひとつずつを解消するつもりで、




「……呪術師について詳しく知りたい？」




「ああ。魔法使いとか精霊使いと違って、そういう系統の使い手がいるってのは知ってんだけど、それ以上の知識はなくてな」




「またけったいなことを聞きたがる奴なのよ。あんな連中について知っても、得なことなんて微塵もないかしら」




　以前に触りだけを口にしたときと同様、ベアトリスの呪術について語るその表情は明るくない。マナへの向き合い方が気に入らない、とそう断言していたが、今回はさらにそこへ切り込む必要があった。




「確か基本、他人に迷惑かける感じでしか使えない系統なんだろ？　北の方の国で流行ったとか、そんな風に聞いてっけど」




「そこまで知ってたら必要ない気もするかしら。――呪いによって対象に病魔を入り込ませたり、あるいは一定の行動を禁じる制約を持たせたり、純粋にその命を刈り取ったりと……性格の悪い系統なのよ」




「まぁ、確かに物は使い方次第っつーけど、そんだけ偏ってっと他人の足引っ張る方向でしか使い道見当たらねぇしな」




　それだけに呪術。いわゆる『呪い』というわけだ。

　他人を貶める超常的な力というものは、やはりどんな文化や社会であっても発生しうる悪徳なのだろう。それが実際に他者に影響を及ぼすまで効力を持つのは、さすがにこっちの世界だけだと思うが。




　牛の刻参りとか、あれも見ようによっては呪術の域である。

　そんなことを考えながら、スバルは口の重いベアトリスを喋らせようと身を乗り出し、




「んじゃさ、聞きたいんだけど……呪いって、どうやったら防げんだ？」




　呪術師の迎撃、これ自体は相手の正体が掴めない限り難しい。が、スバルがこの状況で得ているアドバンテージは、『襲撃があるということを知っている』という点に尽きる。

　呪術師の正体がわからないにしても、呪術師が『呪術』を用いることがわかっているのだから、それを防ぐ手段を講じるというのは当たり前ながら理に適った方策だろう。我ながら名案。

　しかし、




「ないのよ」




「――は？」




「一度、発動した呪術を防ぐ方法は存在しないのよ。呪術はその効力を発揮し、対象への呪を果たし切るまで消えることはないかしら」




「即死耐性無効化とか、ありかよ……」




　淡々と述べるベアトリスの言葉に、スバルの心が早くも折られそうになった。

　即死耐性無効化呪文で奇襲――考えただけでバッシングが山のようにきそうな戦闘条件である。




「おまけに戦闘開始と同時の詠唱。こっちは抵抗する手段なしとか、おいこれ詰んだ。詰んでるよ。クソゲーもいいとこだぞ」




　頭を掻きむしり、己の置かれた状況の悪さを改めて再認識。

　さっきまで浮かんだわずかな明るい条件が木端微塵に砕け散り、スバルの脳は別の方策を探し求めて沸騰する。

　絶望感に顔の半分を青くして、もう半分を負けん気で赤くするアシュラ男爵状態。そんなスバルにベアトリスは、




「ただし、発動した呪術に限定した話なのよ」




　と、まるで種明かしでもするかのように唇をゆるめて言った。

　「は？」と息を抜き、顔を上げるスバルにベアトリスのドヤ顔が映る。まんまと引っ掛かった、ぐらいの少女の表情に、しかしスバルの胸中は完全に凍りついている。

　こと、ここに至って発生したすさまじい温度差に、ベアトリスがほんの少しだけ目を白黒させて、




「……そんなに怒ることないと思うのよ」




「オレ、シンケン、ツギ、ナク」




　片言で感情の限りを殺してようやく返事。

　胸の中はベアトリスへの暴言と罵倒で荒れ狂っていたが、それを表に出して彼女ともめるのは今は避けたい。

　なにせ、ようやく明るい材料の兆しが見えそうなのだから。




　気を取り直すように指を立て、ベアトリスは講義するように、




「さっきも言った通り、一度発動した呪術を防ぐ手段はないかしら。ただし、発動前の呪術ならば妨害はできるのよ。発動前は呪術ではなく単なる術式でしかないから、解呪はある程度の実力がある存在なら簡単にできるかしら」




「たとえば？」




「この屋敷なら、まずベティー。もちろんにーちゃ。あとはロズワールと……小娘三人は無理かもしれないのよ。あ、お前も無理よ」




「それは身を持って知ってるよ……」




　一度目二度目と大変お世話になりました。

　と、それはそれとしてとスバルはベアトリスへと詰め寄り、




「発動前の術式、ってのはどうやって見分ける？　っていうか、呪術は発動させる前に準備が必要ってことか？」




「当たり前なのよ。効力が強い術式を扱えば、それに対するこちらの負担も重くなる。何事も同じかしら。呪術なんて特にその側面が強いのよ。対人効果を考えれば、当然の対価と言えるかしら」




「その、呪術の対価ってのは……見当とか付いたりするか？」




　藁にも縋るような心境、その質問にベアトリスは片目をつむり、しばし思案してから唇を舐めて、




「どんな効果がある呪術を行うかで内容は変わるのよ。でも、絶対に外せないルールが存在するかしら」




「外せない、ルール……」




　息を呑み、ベアトリスが言葉を切ったその先を促す。

　スバルの視線の懇願に、ベアトリスは顎を軽く引いて、




「――呪術を行う対象との接触。これが必須条件なのよ」




　と、そう告げた。




　その内容を頭に入れた瞬間、スバルの脳はめまぐるしく回転する。呪術を行うには、術者と対象の接触が必要。これは即ち、一回目にも二回目にも、スバル自身がその呪術師と相対しているということになる。――記憶を探り、その人物を思い出そうとするが。




「屋敷の面子を除くと……」




　呪術の対象となり得る彼らの存在を省き、スバルは最初の八日間の日々を回想する。

　屋敷での使用人としての生活を送り、屋敷関係者以外と接する機会がほぼなかったはずの時間。その間に、スバルが接触した可能性のある外部の存在といえば――、




「――ふもとの村だ」




　一回目も二回目も、スバルはあの村へ足を運んでいる。

　そして思い返せば、どちらも村へ行ったのは肝心の四日目の日中なのだ。村で呪術師に呪いの術式をかけられ、その足で屋敷に戻って呪術の発動――死に至る、というパターンが脳裏を過る。




　村に呪術師が滞在しているのだとすれば、四度目の周回でレムが呪術の対象になったケースにも納得がいく。

　あの周回で村に行き、呪術師の標的に選ばれたのが彼女だったというだけの話。場合によってはそれはラムだったかもしれないし、のこのこと村へ足を運んでいればやはりスバルがそうなっていたのだろう。




　繋がる。繋がる。全て、繋がった。




「ベア子。この屋敷から一番近い村って、どれぐらい住民が住んでるかわかるか？」




　唐突に内容の違う話を持ち出され、ベアトリスは不可解さに眉を寄せる。が、スバルの形相があまりにも真剣だったからだろう。それを指摘することはせず、彼女は首を横に振り、




「知らないのよ。悪いけど、ベティーはこの禁書庫のことを除けば屋敷の中すら大した知識を持たないかしら」




「そうか。いや、いいんだ。それは少し高望みだ。それに、そんぐらいはロズワールに聞けばどうとでもなる……あとは」




　住民の中に呪術師がいるのか、それとも滞在者の中にいるのか。

　後者の場合ならば、探し出すのはそれほど難しくはない。純粋に村の人間にそのことを尋ね、術者をいぶり出してやればいい。逆に前者の場合だと、これを割り出すのは至難の業となってしまう。そこまで周到に準備されているとなるとお手上げだが――、




「でも、その可能性は逆に薄い」




　今回の件が王選に絡んでの事態だと断定すれば、伝染病による王家の断絶はおよそ半年前の出来事でしかない。

　エミリアが王候補に名が上がり、そうして王選という枠組みが作られるまでにかかった時間も含めると、今の状況はほんの三、四ヶ月ほどの間に出来上がったばかりの、鮮度溢れる修羅場のはずだ。

　あらかじめ村人の中に、呪術師をひそませておくといった手段を講じれる先見性を持つものがいるとは思えない。いたとしたらそれは予知能力者か、『王選の発生を事前に知っていた』としか考えられない。

　そう考えてしまえば、




「呪術師は外部の人間。んでもって、それを探し出すのはさほど難易度の高い話じゃない……！」




　口にしてみて、スバルは自分の考えに穴がないかを探り始める。

　いくつかの修正点はあるものの、大筋としての推論は悪くない。そも、呪術師側からすればアクションを起こす前の状況だ。この時点で自身の存在が露見しているなど、神や悪魔でなければ知り得ない。




　振り仰ぎ、時計を見ようと視線をさまよわせるがそれはない。

　舌打ちをして、しかし先ほどの無精ひげタイマーの測定を思い出し、今がまだ『二日目の夜』である事実を噛みしめる。

　状況が最悪へと傾き始める四日目に対し、まだ一日の猶予がある。

　それはつまり、こちら側からの呪術師への奇襲を可能とするという意味でもあるのだ。




「尻尾掴んだぜ、チキショウ……！　伊達に一回殺されて、一回殺されかけてねぇぞ、クソったれ！」




　光明が見えた。状況が変わる。

　絶望が開かれ、向こう側から希望が差し込むように思えて、スバルは思わず拳を握りしめて歓喜に声を震わせる。




　そうして事態の好転を喜ぶスバルに対し、途中から置いていかれた形のベアトリスは不満げだ。

　彼女はその愛らしい頬を赤くし、唇を尖らせて不愉快を表明し、




「人に協力を求めておいて、その態度はさすがにどうなのかしら。今の話が役立ったなら、ベティーに言うことがあるんじゃないのよ」




「ああ、そうだな！　助かった、お前のおかげで光が見えたぜ！　ベア子超愛してる！」




「な――っ！？」




　飛びつき、脇の下に手を差し入れて軽い体を持ち上げ、スバルはベアトリスを頭上に掲げるとくるくると回る。

　豪奢なドレスをまとっているにも関わらず、少女の体はまるで羽のように軽い。スバルの気分も浮かれているので、その相乗効果で回転の速度は倍率ドン、さらに倍だ。




「はなっ……下ろすかしら！」




「ははは、今なら空でも飛べそうだ。いや、いっそ一緒に飛ぶか、ベア子！？　アイキャンフライ！　ユーキャンフライ！」




「図に乗るな、なのよ――！」




「じゃむぷろっ！？」




　真上から至近距離で魔法力がぶっ放され、直撃を受けて地面にわけのわからない姿勢で叩きつけられる。

　頭部から侵入した衝撃が体を伝い、真っ直ぐ尻から抜けた形だ。尻もちを着き、体内を荒れ狂うマナの奔流に目が回る。

　一方、それをなしたベアトリスはスバルの握力から解放され、その矮躯で見事な放物線を描いて飛んだ。




　が、そのままどこへなりと突っ込むかに思われた少女の体はふいに宙で急停止。ふわりと身を翻すとスカートの裾をなびかせ、優雅なまでの静けさで書庫の床へと軽やかに降り立つ。

　彼女はいまだ無様に地べたで頭を振るスバルを見下ろし、見慣れた態度で鼻を鳴らすと、




「そうやって調子に乗って気安く振舞うから、痛い目を見るかしら」




「見たのはそんだけじゃないけどな。――白かった」




「――！？　喰らうかしら！」




「どろわず！？」




　二射目が真っ直ぐにスバルの顎を打ち抜いて、その身を軽々と書庫の奥へと吹き飛ばす。ゴロゴロと転がって脚立に激突し、倒れ込んでくる木材の下敷きに。あちこち角ばったところが当たり、尋常じゃない痛みに涙目になりながら、




「ちょっと親愛ゲージ振り切って超必出たらこれかよ！　なにが不満だったんだ、言ってみろ！」




「抱きついてきたことも子どもみたいに持ち上げたこともブンブン振り回したことも下着見たことも上っ面だけの愛の言葉ほざいたのも全部なのよ！　もはやお前の存在に腹立ったかしら！」




「存在全否定とか悲しいからやめろよ！　ひきこもり時代思い出すよ、もうそんな前じゃないのに」




　思えば遠くにきてしまったような気がするひきこもり時代。

　実際、距離で言えばもはや計算することができないくらい遠いところまできてしまった感がある中、皆さんはお元気でいらっしゃるでしょうか。

　ともあれ、




「一周回って冷静になるけど、かなり状況マシになったな。……さすがに今夜はキツイけど、明日あたりに村に行って」




　呪術師の正体を探ることにしよう、と考える。

　おそらく単独で行くことはできないから、ラムかレムのどちらかと同行することになるだろう。あるいはその場で呪術師との対決も考えられるとなると、戦闘力に秀でる二人が同行するのは必須な条件であるようにも思えた。

　あわよくば呪術師を撃破し、さらにあわよくばスバルとその呪術師との関係性がまっさらであることが判明すれば、それで事態は大団円。

　ミッション２『ロズワール邸を攻略せよ』のクリアである。




「ミッション１に比べると、難易度が超高かったなマジで」




　確かミッション１は『チンピラを撃破せよ』だった気がしたので、やはり思い起こせば遠いところまできたものである。




　いつの間にかずいぶんと昔に感じるチンピラたちとの攻防を思い返し、それから改めて屋敷での日々を振り返る。

　まだ気が早いとはわかっているが、これまで手も足も出ない袋小路だったところがようやく開けそうなのだ。これぐらいの浮かれ気分は許してもらいたい。




　他に、なにか解決しておかなければならないことはなかっただろうか、とスバルは自分の足下を確かめることをおろそかにしない。

　状況が好転しかけているからこそ、そこに落とし穴が存在するのではと疑ってしまう。小心故の警戒心だが、そんな警戒網にふと引っかかる単語があった。それはそう、




「魔女の、残り香……」




「なにかしら」




「そうだ。魔女だ。レムも……」




　一言、その単語を紡げば記憶の中に蘇る数々の場面。

　その至るところで頻出した魔女という単語、その単語の持つ本当の意味を、スバルはいまだ知識として得ていない。

　スバルの知るこの世界の魔女は、お伽噺として掲載されていた極々短い『しっとのまじょ』と呼ばれる挿話の一篇でしかない。




　しかし、思い起こせば召喚初日のループ時も。そして今回の屋敷での繰り返しの中でも、幾度かその名前は顔を出している。




　スバルは顔を上げて、怪訝に眉を寄せるベアトリスを見やる。

　答えてもらえるだろうか、という不安がわずかにある。なにせ、前回にこれを口にしたときにはラムにはばっさりと断ち切られ、レムに至っては襲いかかる動機としてきたほどだ。

　あのエミリアでさえ、なにがしか強い抵抗を抱いていたように思う。故に、そんな不安を抱え込んだまま、




「ベア子。――魔女って、知ってるか？」




「――――」




　問いかけに、しかし即座の返答は返ってこない。

　ベアトリスは鼓膜を震わせた単語に瞑目し、その言葉を確かめるように黙り込む。

　スバルもまた、そんな彼女の反応に心を掻き乱されたまま待ち構えるだけだ。




　よもや再び、今の一言が彼女の琴線に触れてしまったのでは、と。




「世界を飲み干すモノ。影の城の女王。――嫉妬の魔女」




　ふいに呟かれた言葉に、スバルは息を呑んで目を見張る。

　そんなスバルの反応を目に入れず、ベアトリスは物憂げなため息を唇からこぼすと、




「この世界で、魔女という言葉が示すのはたったひとりの存在だけなのよ。そして、それは口にすることすら禁忌とされた存在のことでもあるかしら」




「誰もが恐れ、誰もが畏怖し、誰もが彼女に逆らえぬ」




「そう、それなのよ。むしろ、知っているかという質問の方が疑問なのよ。知らないはずがないかしら。この世界では親の名前、家族の名前の次に、その魔女の名前を知らされるぐらいなのよ」




「そんな、大げさな……」




　笑い飛ばそうとして、ベアトリスの表情に欠片の冗談も見出せずに言葉を飲み込む。

　今のが冗談でないとすれば、それは掛け値なしに世界にとって忌むべき象徴であり――。




「嫉妬の魔女『サテラ』。――かつて存在した大罪の名を冠する六人の魔女を全て喰らい、世界の半分を滅ぼした、最悪の災厄なのよ」




　感情の凍えた声で告げて、ベアトリスはそのまま瞑目する。

　その聞いた覚えのある名前に、スバルは「は」と短く息を吐き、叩きつけられた名前の重さに身じろぎすら封じられた。




「いわく、彼女は夜を支配していた。いわく、彼女には人の言葉が通じない。いわく、彼女はこの世の全てを妬んでいた。いわく、彼女の顔を見て生き残れたものはいない。いわく、その身は永遠に朽ちず、衰えず、果てることがない。いわく、竜と英雄と賢者の力を持って封印させられしも、その身を滅ぼすこと叶わず」




　つらつらとそう述べ、スバルに言葉を差し挟ませないベアトリス。

　そして羅列した情報を締めくくるように、「いわく」と最後の前置きを置いて言った。




「――その身は、銀髪のハーフエルフであった」
第二章３４　『魔女と精霊と魔法使いと』
　――嫉妬の魔女サテラ。




　かつて世界を叫喚させた魔女を一掃し、奪い取った力で世界の半分を滅ぼし、世界中の全てのものから畏怖される超常の存在。

　その身は英雄の手で水晶の中に封じられ、今もなお滅ぼすことは叶わずに封印され続けているという。




　荒唐無稽な話だと、現代っ子感覚でスバルはそう思う。

　スバルの元の世界の常識に照らし合わせればあり得ない話だ。何百年にも渡ってその悪行が語り継がれるというだけならともかく、今もそんな存在が世界のどこかに眠り続けているなんて。




「まぁ、大統領の名前知らなくても国民的アイドルグループの一番人気の子は知ってるって時代だし、あんま当てにはなんねぇか」




　スバルはといえばそのどちらにも興味がないという、典型的な無味無感動な生活を送っていた筆頭だったのだし。




　そんな感想を思う傍ら、ベアトリスに語り聞かせてもらった内容を反芻し、スバルは頬杖を着きながら隣を見る。

　朝日の差し込む庭園で、緑の上に座るエミリアの周囲を淡い光が浮遊している光景があった。




　幾度繰り返されたとしても、その幻想的な印象を損なうことのないこの世の指折りの美観のひとつ――エミリアの朝の日課である。




　彼女の邪魔にならないよう、少しだけ離れたところで頭を掻き、執事服のスバルは込み上げる欠伸を噛み殺して吐息を漏らした。




　禁書庫でのベアトリスとの会談から一夜明けて、今は三日目の朝に突入している。昨日の日中を爆睡することで突破したスバルからすれば、まだまだ体の調子的には絶好の状態。

　深夜から朝方にかけてベアトリスに問いかけたいことが山ほどあったのだが、




「お肌に悪いからそろそろ寝るのよ。そもそも、お前に付き合わされたせいでこんな夜更かししてしまったかしら」




　と、青筋を立てて怒る少女に書庫を追い出されてしまったのだ。

　思い起こすと彼女はずっとあの部屋にいるが、あの部屋のどこで睡眠をとっているのだろう。書架を除けばベアトリスの定位置である脚立と、スバルが時たま腰掛けている机が一組み。それ以外にめぼしいものが見当たらない場所だ。

　まさか地べたに直接、とは彼女の性格上あり得ないが。




「部屋とか持ってんのかな。そのわりに一度も出くわしたことねぇぞ。別にあんな幼女にラッキースケベとか期待しねぇけど」




　内緒にされているのなら面白くない話だ。

　今度、機会があればこっそりとベアトリスの一日を追いかけることにしようと思う。

　ループを抜けて、屋敷での生活が平穏に過ごせるようになれば。




　――またひとつ、前向きに頑張る理由ができてスバルは唇をゆるませる。

　と、




「ずいぶん、いい顔をするようににゃったね」




　声をかけられ、顔を上げる眼前に灰色の毛玉。

　もとい、ピンクの鼻をした小型の猫が浮いていた。パックだ。

　彼は普通の猫がするように、短い手で顔を洗う仕草をしながら、




「昨日は正直、見ていられなかったからね。ちょこっと安心したよ」




「そっか、心配かけて悪かった。でも、まだまだ全然立ち直れていない俺のナイーブハート。それをお前に慰めてほしい。具体的にはモフモフモフモフ」




「まあ、そのぐらいの虚勢なら大丈夫かな。よかったよ。リアも膝を貸した甲斐があったってことだ」




　掌サイズの猫を引き寄せて、思うさまにそのモフっ子ぶりを堪能する。前回は耳の脅威に気付いたが、今回の着目点は尻尾。特に先っぽと付け根のあたりのモフりランクの高さに気付く。

　指先に至高の感触を得ながら、モフモフに鼻の下が伸びるスバルは黒い眼に視線を合わせ、




「ひょっとして、お前もあの膝枕見てた？」




「あれだけ長い時間やってればね。何時間も正座は大変だろうし、何回か交代しようって言ったんだけど……安心していいよ。リアは最後まで役目を譲らなかった」




　太鼓判を押してくれるパックに、スバルは思わず羞恥で頬を赤くする。そんな反応を見せるスバルにパックは、




「えい」




「痛――ッ！？　なんで今、俺引っかかれたん！？」




「女親としてのボクは微笑ましいと思ったんだけど、男親としてのボクは君に言葉にはし難い不快感を抱いたんだよ」




「女心と男心の合間に揺れてんのか、お前も複雑だな！」




「可愛い娘を持つと親は大変なんだよ。あ、だからもうちょっとリアと座る距離を開けて開けて、ほら」




「露骨な妨害工作に出やがった！　この距離が俺の譲れないラインだよ！　手を伸ばしても届かない感じが奥ゆかしいだろうがお願いします」




　平身低頭してどうにか許しを得て、現状維持をスバルは達成。

　それから改めてエミリアの方を見やる。彼女は精霊たちとの語らいに没頭しているらしく、朝の静けさをぶち壊しにするひとりと一匹のやり取りには気付いていないらしい。

　その穏やかで、時折はっとするほど美しく微笑む横顔を見ながら、ふとスバルは口の中だけで呟く。




「――銀髪の、ハーフエルフか」




　ベアトリスが語った、嫉妬の魔女の素姓のひとつだ。

　世界を震撼させ、誰しもに恐れを抱かれる魔女の出生。そこに共通点を持つということが、どれだけ生きる上で負担になることか。そういった感覚が身近でないスバルには見当もつかない。が、決して容易な道のりでなかっただろうと察することはできる。




　それでなお、あれだけ素直で真っ直ぐな性格に育ったのだ。可憐さを損なわない花としての生き方、それが叶っているのはおそらく、




「よっぽど周囲に恵まれたか。もしくは……」




「育ての親が良かったからだね。ふふーん」




　腰に手を当ててふんぞり返り、ヒゲに触れながらパックが笑う。

　感情の読める猫だ。今のひとり言と合わせて、スバルがなにを思って呟いたのかを明確に把握したのだろう。




　言葉の先手を取られて口を閉じるスバルに、パックは宙に浮いたままくるくると縦回転を始め、




「まあ、生まれ持ったあの子の性質が大きいけどね。語り聞かせるつもりはないけど、君が思ってる万倍あの子は苦労してる。――それでもああしているから愛おしいんだけど」




　反論、なんて欠片も出てこない。

　スバルがエミリアについて知らないのは事実で、その知らない日々をパックは彼女と共有している。そして、スバルの想像が届くのはどこまでもぬるま湯に浸り切っていた人間の想像の限界で、現実はそんな想像など軽々しく乗り越えて襲いかかってくる。

　運命に翻弄されるとき、人はそれほど無力になるのだ。この世界にきて何度も痛感させられたそれを、エミリアもまた幾度となく味わってきたことだろう。




「パックってさぁ、嫉妬の魔女って知ってる？」




「ボクは知らないことはあんまりないよ」




「んじゃさ、聞きたいんだけど……嫉妬の魔女の名前を騙るときって、どんなときだろうな。いや、騙るっつーと人聞きが悪いな。嫉妬の魔女の名前を借りるときって言った方がいいか」




　脳裏、蘇るのは召喚初日の際のループの出来事だ。

　初回も初回、一番最初の出来事を振り返る。あのとき、エミリアはまだ無知なスバルに対して己の名前を『サテラ』と偽った。

　そこの真意がどこにあったのか、ぼんやりと想像はついているが、スバルはそれを他者に肯定してもらいたかった。それがほかならぬ、彼女の一番の理解者であるのならばさらにいい。




　スバルの質問の意図がわからず、しばし沈黙していたパックがゆっくりと口を開き、




「どちらにしても、命知らずなことだと思うよ？　いまだに魔女への恨みつらみを抱える人々は後を絶たず、その心に刻み込まれた恐怖や絶望もまた消えることはない。そんな中で魔女の名前を騙るなんて真似は、頭がおかしいとしか言いようがにゃいかな」




「それ、いただき」




「？」




　指を突きつけられ、疑問符を浮かべるパック。

　そんな彼を置き去りに、スバルはパックから自分の推論を肯定できる意見がもらえて内心でガッツポーズ。

　そう、あの時点で魔女の名前を騙るなど、頭がおかしい奴扱いされるのが当然の理なのだ。たまたまスバルが常識外れに常識知らずだったからそうはならなかっただけで、普通はそうなる場面だ。

　ならば、何故エミリアはそうなるとわかってそう名乗ったのか、




「頭おかしいって不気味がらせれば、徽章探しなんて危ない真似に相手を巻き込まなくて済むもんな」




　遠ざけようと、そう思ってくれていたのだろうと思う。

　すでにそう取り計らったエミリアの思いは次元の彼方へ消え、そのやり取りを知っているのはスバルしかいない。そして、そのスバルにも彼女の真意を尋ねに行く機会は永遠にないのだ。

　しかし、そう思うしかない。そう思ってしまえば、それが結論だと信じ切るだけのものをスバルは彼女からもらっていた。

　つまるところ、




「エミリアたんマジ弥勒菩薩」




「人のことをよくわからないものと一緒にくっつけないの」




　次元を超えてエミリアの慈母っぷりを確信していたスバルに、当の本人が苦笑しながら近づいてきていた。

　すでに精霊との歓談を終えたのか、彼女の周りを浮遊していた淡い光たちの姿はない。代わりに、今の今までスバルの傍らを遊泳していたパックが彼女の肩に乗り込み、




「定位置定位置。やっぱりここが一番落ち着くね」




「はいはい、お帰りなさい。いつもごめんね。でもパックがいると、他の精霊の子たちが委縮しちゃうから」




「精霊委縮させちゃうって恐れ多いの通り越して半端ねぇな。まるでパックが偉いみたいな勘違いが発生するぞ」




「ふふーん、偉いんだよ、こう見えてもボク。もっと尊ぶことを要求する！　具体的には貢物は煮干しでどうかにゃ」




「猫まっしぐらじゃん……」




　ピーカブースタイルで頭を振り始めるパック。その灰色の頭を指で撫でて、それからエミリアは改めてスバルと向き合う。

　眼前、美貌が正面に立つのを意識すると、思わず彼女から視線をそらしてしまいそうになる自分にスバルは気付く。




　ばつが悪いのだ。当たり前だが。

　なにせ膝枕してもらって号泣し、数時間も頭を撫でられた上での離別。そこからたったの一晩しか経っていない。

　どの面下げて彼女に会うのが正解なのか、本当なら枕抱えてベッドの上で転がり回って悩みたい心境だった。

　それでも会いにきてしまうあたり、スバルの病状は深刻だ。深刻なエミリア中毒状態。もはや彼女なしでは生きられぬ。




「えっと、なんだか気恥かしいわね。……体調とか、大丈夫？」




「中毒症状が出てたけど、今まさに解消してもらったとこだからばっちり。エミリアたんこそ……その、なんだ。色々と、ごめ……」




　謝罪を口にしかけて口ごもり、スバルは言葉を飲み込むと言い直す。




「色々とありがとう。頭と心がもやもやラビリンスだったけど、ちっとはマシになったかなーと思わなくもなかったり」




「吹っ切れてるわけじゃないみたいだけど、吹っ切ろうって思えただけ前進ね。うん、少しでも手伝えたならそれでいいの。また、擦り切れそうになったら言ってきなさい。お姉さんが優しくしてあげるから」




　胸に手を当てて、こちらをからかうようにエミリアが笑う。

　それもまた、スバルの罪悪感を軽くするための思いやりなのだろう。年上ぶるのがすごく嬉しい、みたいな顔を見ていると、なんだか本心で言っているような気もしてその考えが少し揺らぐが。

　ともあれ、




「元気ならそれが一番。今日はお仕事頑張らなきゃだもんね。変な時間に寝ちゃったけど、眠かったりしない？」




「それはご安心。俺みたいなひきこもりは基本、日中寝てて夜中起きてるスタイルだから。最近がちょっと健全過ぎたな」




「たまに言ってるけど、そのひきこもりってなんなの？」




「部屋の中で練炭焚いて、ピンク色の髪の魔法使いが助けに飛び込んできてくれるか賭けに出る猛者のことだよ」




　それは正直、魂のステージがもうひとつ上の奴らの所業だが。

　スバルの語る内容の異様さにエミリアはちょっと引き気味に頷く。そんな彼女の反応を見ながら、ふとスバルは思い至り、




「魔法使いっていえば、エミリアたんもそうじゃんか。エミリアたんってどんな魔法が使える魔法使いなの？」




　どんな魔法が使えるの、なんてトークは異世界でしかあり得まい。思わぬファンタジックな内容を口にしてちょっと笑いそうになるスバル。が、エミリアはその問いかけに首を横に振り、




「私は魔法使いとは厳密に言うと違うの。私の場合はパックとの契約もそうだけど、精霊使いだから。使うのは魔法じゃなく精霊術。原理としてはほとんど一緒だけど」




「魔法使いと、精霊使いって違うのか」




　首をひねり、彼女の肩の上に座るパックを見やる。話の焦点が自分に向いたことに気付くと、小猫は自分の腹あたりの毛を弄りながら、




「魔法使いは自分の体の中のマナを使って魔法を使う。逆に精霊使いは大気中のマナを使って術を使う。起こせる内容は似通ってても、そこに到達するまでの道のりがだいぶ違うんだよ」




「それって、どんな違いになるわけですか、先生」




　手を上げ、講師役のパックに質問を投げかける。

　猫は姿勢を正すと、気を良くしたように頬を緩ませながら、




「ゲートを用いるかどうかの違いにもなってくるから、かなりこの違いは大きいよ。魔法使いの場合はゲートの大きさと数が、そのまま魔法使いとしての資質に関わる。けど、精霊使いの場合はそれがあまり関係ない。ゲートと無関係に、外のマナを使うから」




「ゲートを通じて外からマナを取り入れて、中に溜めたマナを使って魔法を使う。んで、精霊使いにはそれがないと」




　パックの説明を自分の中で噛み砕きながら、スバルは途中で「ん？」と感じた疑問に首を傾け、




「いやいや、それだと一方的に精霊使いが有利すぎるだろ。つまり魔法使いは燃料を内部貯蔵だけど、精霊使いは燃料は外部から持ち込み放題……ＭＰ無限ってまともな勝負にならねぇよ」




「理解が早いね。でも、そんな都合のいい話にはならないのさ。大気に満ちるマナは無限ではないし……」




　言葉を切り、パックは視線を上げてエミリアを見る。その視線を受け、彼女はその続きを引き取るように、




「精霊使いの扱える術の強さは、使役する精霊の力に依存するから。そもそも、精霊との契約自体もあまりないことみたいだから、魔法使いと比較してどっちが優れてるってわけじゃないと思う」




「ふむ……でも、強力な精霊と契約してたらかなりいい感じなわけだろ？　エミリアたんも、パックって実はかなりすごい方だべ？」




「まあ、上から数えた方が早いのは否定しないかにゃー」




「お前、おっとりしてるようで言うときは言うっていうか……自分を貫くことに関してはぶれねぇな」




　自我が強い点に関しては一家言あるスバルだが、それでもパックの揺れなさには驚かされる。年季の違いだろう。青二才と大精霊様では、それこそ培ってきた年数が違う。




　そのわりには褒められ慣れてないのか、だいぶ嬉しげに照れ笑いなどしている大精霊。スバルはそんな彼を指差し、




「そーいや、パックってなんの精霊なんだ？　盗品蔵だとばんばか氷出してたけど……俺の記憶だと、そもそも氷って属性がなかったと思ったんだが」




　いつぞやの風呂場でロズワールから講義を受けた際、スバルが聞いたのは火水地風のオーソドックスな四種類。それに加えて、忌まわしき陰陽の系統のみだ。

　そのスバルの疑問に応じたのは、照れているパックの頭を撫でていたエミリアで、彼女は右の掌を上に向けると、




「氷なんだけど、これって実は火のマナなの。火は主に熱量に関わるマナだから、熱いのも冷たいのも大局的には火に分類されることになるわ」




　大気がひび割れる音がして、彼女の掌の少し上に氷柱が出現。

　カラーコーンぐらいの大きさの氷柱が鋭い先端をこちらに向け、ドリルのように回転し始める。




「他意はないのかもしんないけど恐いよ！？　俺が先端恐怖症ならおしっこちびるとこだよ！」




「あ、ごめんね。わかりやすく説明しようとしたらつい……出したのはいいんだけど、使い道に困っちゃって」




「それで無目的に威嚇行為って発想が危ないよ！　俺、お淑やかで可憐なエミリアたんが好きだなー！」




「はいはい」




　流すような相槌を打ち、エミリアが手を叩くと氷柱が霧散する。

　溶けたり砕けたりといった消え方ではなく、文字通りに粉のようになって霧散するのだ。

　不思議な原理もあったものだが、そのファンタジーさがスバルの好奇心を引きつけてやまない。

　そのうずうずとした感情が顔に出たのだろうか。黙り込むスバルを見ていたパックがふいに、




「ふむ、ひょっとして魔法使いたいの？」




「できんの！？　俺ねぇ！　だったらねぇ！　極大消滅呪文……」




「いやできないよ。魔法にしても精霊術にしても基礎を舐めちゃいけないよ。魔法は一日にしてならず」




　いきり立つスバルの好奇心を真上から殴りつけてパックが腕組み。気勢を折られて肩を落とすスバル。それを不憫に思ったのか、パックは「でも」とヒゲを弄りながら、




「簡単な体験ぐらいならさせてあげられるかな？」




「それってーと？」




「ようするに魔法が使いたいわけだから、ボクかリアが補助すればいいわけだよ。スバルの体の中のマナを利用して、スバルを介して魔法を使用する。ボクたちからすれば使うマナが大気からかスバルからかって問題だし、魔法自体はスバルのゲートから出るよ。どう？」




「ちょっとパック、あんまり安請け合いしないの。危ないかもしれないじゃない」




　甘美なパックの誘惑を、相方のエミリアがたしなめる。彼女は純粋にその行為の安全性を気にしてのことのようだが、




「悪いな、エミリアたん。心配してくれるのは嬉しい。超嬉しいんだけど……でも、俺はやるぜ！」




　サムズアップして歯を光らせ、スバルはエミリアに会心の笑顔。

　その不安や懸念といった負の要素を全て排したスバルの態度に、エミリアは驚きを隠せずに幾度も瞬きし、




「ど、どうしてそこまで……？」




「危ないとわかっていても、危険とそう知れていても男にはやらなきゃならないときがあるんだ。……魔法使えるかもしれないなんて、こんなチャンスを逃したら異世界召喚された意味がねぇ！」




　拳を握りしめての魂の咆哮。

　今、スバルは異世界にきて初めてといっていいぐらいに昂ぶっている。これまでに異世界的な恩恵に与る機会が、美形ばっかりで目の保養ぐらいしかなかったスバルにとって、これを逸しては異世界は語れない。




　スバルの意気込みに反対しても無駄と悟ったのか、エミリアは「危ないと思ったらすぐ止めるから」と念押しして観念。

　その忠告を良い笑顔で受け止めて、スバルは改めてパックに向き直り、




「まずなにしたらいい？　魔法陣書いたりとか、生贄にベア子捧げたりしなきゃダメか？」




「ベティーと仲良しみたいでなによりだよ。そうだね、まずはスバルの属性を調べてみようか。なんの魔法が使えるのか、そこから知らなきゃ始まらないから」




　パックの提案を聞いて、それまで晴れやかだったスバルの表情が一瞬で曇る。その顕著な反応にパックは黒い眼をパチクリさせたが、スバルはそれに「いや」と手を振って曖昧に、




「オレノゾクセイハキット『火』ダヨ？」




「どうして急に片言？」




　エミリアの質問にスバルは鈍い音が鳴りそうなほど、ゆっくりと首を軋ませながら横に振る。それ以上は思い出したくない。

　が、パックはそんなスバルの思いも余所に、エミリアの肩から飛び立つとスバルの顔の前に浮遊し、




「じゃ、失礼」




「ふわぅ、なにこの新感覚」




　小さな身の丈に匹敵する長さの尻尾を伸ばし、その先端をスバルの額へと当てる。おそらく、スバルの体の中のマナを調べているのだろう。

　以前、エミリアと以心伝心していたときには額同士を突き合わせていたと思ったが、その扱いの違いよりエミリアと額を合わせられていた幸運が嫉ましく思えた。




「などと誤魔化しても現実は変わらず……いや待て待て、俺らしくポジティブに考えてみようぜ。思い返せばロズワールのあのときの態度は不自然だったんじゃないか？　そう、奴は俺の中に眠る魔法使いとしての類稀なる才能に嫉妬していた。オウ、Ｓｈｉｔ！　そう奴は俺に嫉妬したんだ。だからあることないこと吹き込んで、輝かしい俺の魔法使いとしての道を閉ざそうと……」




「珍しいね、『陰』属性まっしぐらだったよ」




「セカンドオピニオン――！！」




　次元を超えて、違う相手からのお墨付きにスバルは絶望する。

　パックとロズワールがこの件で内通していない限り、この結果を信じるしかあるまい。こののほほんと『余所は余所、ウチはウチ！』とスバルの実母が良く発言していたことを地でいきそうな猫が、スバルの才能に嫉妬して嘘をついた可能性がどれほど残るか。




「デバフ特化かぁ……雷とかばかばか打って、一万の軍勢とか吹き飛ばしたりしたかったなぁ……」




「あ、それと才能も全然ないね。ゲート小さいし、数だけはちょっぴりマシなぐらいかな？　開き切ってないのも多いから風通しも悪そうだし」




「知ってるよ、うっさいな！　人を網戸洗ってない部屋みたいな言い方するな！　ちなみに才能とか数値化するとどんなもんでしょう」




「二十年も魔法の修練だけに打ち込めば、一流手前ぐらいにはなれるかもしれないぐらいかなぁ」




「半生を賭けて一流未満か……俺、この道は諦めるよ……！」




　涙を堪えて夢を諦めるスバルの宣言に、エミリアは呆れ顔。でも仕方がないのだ。努力とか頑張るって、スバルの辞書の中では見たくないから爪痕が付けてあるぐらいのものなのだし。

　ただ、その感慨はそれとして、




「魔法の体験学習はやってみたいからお願いします。どうしたらいい？」




「『陰』属性だからねー、ちょっと意外だったよ。『陰』の簡単な魔法っていうと、なにがあったかな、リア」




「陰属性だと、目くらましの『シャマク』とかがそうだと思ったけど……ごめんなさい、あんまり自信ないわ」




　力不足を嘆くエミリア。その彼女の前でパックが「ああ、そっか」と手を叩き、




「シャマクとはまた、滅多に使わないのが出るね。じゃあ、とりあえずそれを使うのを目標にしてみようか」




「待て待て待て。当たり前のように進められても困る。そも、そのシャマクってどんな呪文だよ。効果も知らないで使ってみて、わけわからん力で蛙にでも変えられたらどうする。そのときは、エミリアたんのキッスで俺を王子様にしてね」




「話の前後が繋がってない気がするのは私だけ？」




　じと目で見られてスバルは恐縮。一方、パックはスバルの言い分にも一理あると頷き、




「そうだね。確かに知らない魔法を使ってみるのは少し恐いかも。じゃ、使ってみせよう。これがシャマクだよ」




　短い腕を振り、パックが短くその詠唱を完了させる。

　と、ふいにスバルの視界が闇に覆われた。瞬きの直後、目を開いても視界が瞼を閉じたままのように暗いままだったのだ。

　思わず、驚きに小さな声を上げたのだが、自分が上げたはずのその声すら耳に届かない。生じた闇は視界を、そして外界との関わりと完全にスバルから隔絶し、怖気にも似た感覚を背筋に走らせた。




「はいおしまい」




「お母さーん……って、おろ？　戻ったのか？」




「戻ったわよ。っていうかスバル。不安すぎて今、お母さんって呼んでなかった？」




「そんな男らしくない真似しねぇよ！？　今のはほらあれだよ！　学校の先生をお母さんって呼んじゃうあれだよ！」




　視力が戻り、目の前に美貌と小猫が並んでいるのが見えて一安心。

　己の瞼に触れて、そこになんの変化もないのを確認してから、




「今のが目くらましで、シャマクって魔法なわけか。地味だけど、かなり効果が期待できそうじゃねぇか？」




「そうでもないよ。格下か同程度の相手じゃなきゃ、純粋な実力差で弾かれちゃうし長持ちもしない。ボクがスバルにかける分になら、一生を暗闇で過ごさせることもできるけどね」




「発想恐いよ！？　そんな長いことされなくても、あの状態が一日続いただけでグロッキーになる自信があるよ、俺」




　苦笑いしながら、スバルはこっそりと震える拳を背中に回す。

　一瞬、なにもかもが遠のく感触を味わった瞬間に、まるで世界に取り残されたような寂寞感に襲われたのは記憶に新しい。

　世界中にたったひとりで、誰ひとり味方がいないと思い込んでいたような時間――あれを、ふと思い出して手が震えた。




　情けない、と舌を噛み、スバルは笑みを浮かべながら、




「ともかく、効くか効かないかは別として、俺も今の魔法が使えるってわけだろ？　さっそくやってみたいんですけど！」




「いいよー。じゃ、補助はボクがやろう。リアはまさかの展開でマナが暴走して、スバルが弾けたら服が汚れちゃうから離れててね」




「ホントにまさかの展開だよな！？　ほぼあり得ないぐらいの失敗したケースだよね、それ！？」




　パックが無言でにこやかに笑い、エミリアは少し悲愴な顔で「無茶しちゃダメよ」と言い残して本当に距離を置く。

　甚だ不安になるロケーションの中、スバルのちょっと尻込みし始めた雰囲気を置き去りに事態が進行を始める。




　パックがスバルの短い黒髪のてっぺんに座り、尻の位置を直しつつ、




「チクチクして座り心地の悪い頭だね」




「まさか誰かを乗せる日がくると思わなかったんでな。おもてなしに座布団も出せないけど、ゆっくりしてってくれ」




「いやぁ、もうリアの髪の中が恋しいからすぐ終わらせて戻るよ。というわけで、心の準備は？」




　問いかけに、スバルはほんの刹那だけ迷う。が、すぐに頬を笑みの形に歪めると、ゆっくりと頷いた。

　不安要素はバリバリあるが、それでも好奇心には逆らえない。




　スバルの肯定の応答を受けて、パックもひとつ大きく頷く。

　と、ふいに全身が熱くなるような感覚をスバルは得た。体の中を巡る、血とは違う感覚――この体内を荒れ狂う、形の見えない奔流こそがマナというものなのだろう。

　頭頂部にいるパックから伝わるなにかによって、その体の中のエネルギーが指向性を持って動くのがわかる。




「スバル、イメージしてごらん。今、君の体の中のマナの流れを掴んで動かしてる。その一部をゲートから、体の外へ吐き出すんだ。それは外で形をなす――さっきのような、黒い雲となって」




「イメージ、イメージか。任せろ、得意だぜ妄想」




　パックのアドバイスを微妙に曲解して、スバルは己の中をうごめくエネルギーの行き場を妄想の中に求める。

　ゲート――門と呼ばれるそれを体の中心にイメージ。門がその重々しい扉を開き、内側から外へとエネルギーを溢れさせる。そのエネルギーは外へ出て、スバルの意思に従って現象へと昇華し――、




「あれ、困ったな。ちょっと急にゲートが」




　最終局面に達したところで、ふいにそんなパックの呟き。

　「なにを」と問いを発する時間は与えられなかった。




　直後――、




「二人とも！？」




　エミリアの悲鳴が上がり、その数秒後にロズワール邸の庭園の一角を、爆発的に噴出した黒い靄が覆い尽くしていた。




　――弾けこそしなかったものの、結果的に大失敗である。
第二章３５　『お買い物の約束』
　スバルは暗闇の中に取り残されていた。




　視界を一面、闇が覆っている。音も聞こえない、誰の姿も見えない。手を伸ばして触れても、それが大地なのか壁なのかすらも判別できない――強制的な無理解がそこに蔓延していた。




　知らず、喉が震えて絶叫を上げていた気がする。

　遠く、遠く、なにもない果てにまで届くことを願って、ひたすらに声を張り上げていた。




「――ル」




　ふいに、闇の彼方から声が聞こえた。

　なにもない『無』の中に生まれた変化、それに飛びつくように縋る。

　手を掻き、足をめぐらせ、声の方へ。




「スバル――」




　前へ、前へ――！！







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「結論から言うと、スバルのゲートは制御できてない類のものだから、無理しない方がいいね」




「この状態見て最初に出る言葉がそれかてめぇ」




「てへ」




「可愛くねぇよ！？」




　浮遊し、腕を組みながら総評を口にするパックに悪態をつき、スバルは固くて冷たい芝生の感触を体全体で味わっていた。

　草の上にうつ伏せになるスバルは息も絶え絶えで、全身が異常にだるい。高熱を発したような倦怠感が体中に行き渡り、手足に闘志が伝わる気配が感じられない。




　似たような覚えのある感覚だ。

　召喚初日、パックによってマナドレインされた際、あるいはことあるごとにベアトリスがスバルからマナを徴収する際。

　つまるところ今のスバルは、完全なガス欠状態にあった。




「良くも悪くもスバルのゲートは目が荒い。だから使う側の意図を無視して、中身がどばっと外に出ちゃったんだよ」




「だから……人を……網戸みたいに言うな……」




　息が切れる。こんな負け惜しみひとつ言うだけに、どれだけ体力を浪費しているというのか。

　どうにか立ち上がろうとしてみるが、体のどこにも力が入らず、結果的に寝転んでうなるのが関の山だ。




　そんな状態のスバルにエミリアが姿勢を低くして視線を合わせ、




「動いちゃダメ。体中のマナを出し切っちゃったんだから、大人しくしてること。――ひょっとしたら、今日もお仕事できないかも」




「――それは困る！」




　やんちゃした息子を叱る母のようなエミリアの態度に、スバルは思わず鋭い声でそう言っていた。

　驚き、目を白黒させるエミリアの傍ら、スバルは己の迂闊さを本当の本気で悔やんでいた。




　もしこのまま今日一日を本当に棒に振るようなことがあれば、それはループに対して得た、一日の猶予を自ら捨てることにある。

　それは馬鹿すぎる。致命的だ。

　そんな己の身から出た錆でつまずくなど、あってはいけない。




「ぬぐぐぐ……！」




　自憤を力に変えて立ち上がろうと苦心する。

　せめて上体が起こせれば少しはマシになるはずだ。そこから少しずつコントロールを取り戻し、復帰すればいい。




「ちょっと、無理したらダメだってば」




「今が無理のしどころなんだよ。今やらなきゃマジ悔やんでも悔やみ切れねぇ……」




　自分の行動で自業自得など珍しくもなんともないが、今はタイミングと状況が最悪だ。

　足掻き、額に汗をにじませるスバルの鬼気迫る様子に、エミリアは小さく肩をすくめ、




「ホントに仕方ないんだから、もう」




　再び、身を屈めてそんなことを口にするエミリア。

　彼女の発言の意図するところがわからず、スバルは視線だけで見上げ、




「――？　エミリアたん、なにをもがっ」




　その視線を合わせた彼女の手が、ふいに上を向くスバルの顔に当てられる。と、口の中になにかを押し込まれる感覚。

　丸いなにか、柔らかい舌触り。

　困惑にスバルが彼女を見ると、エミリアはスバルの口を掌で塞いだまま頷き、




「噛んで」




「――？」




「噛んで、飲み込む。さん、はい」




　有無を言わせぬ態度に気圧され、スバルは口の中の感触――それを思い切って噛み潰す。

　じんわりと、甘酸っぱい味が口内に広がる。果物かなにかだったらしいとその感触にあたりをつけ、直後――それは訪れた。




「ふぉおおおおおおお――！？」




　全身に火を入れたような熱がみなぎり、スバルはその場で飛び上がるように立ち上がる。

　血が沸騰したかのように体内で騒ぎ立て、手足が指先、爪の中に至るまで情熱で焼き切れそうだ。持て余した熱を吐き出したいのか息は荒くなり、衝動を堪え切れずに足が勝手な腿上げを行っている。




　が、そこまでやらかしてスバルはようやく、自分が立ち上がる気力を取り戻していることに気付いた。

　信じられないような顔で己の両手を見やり、拳を開閉して感触を確かめる。




　まだまだ体の各所の熱は引かないし、節々が鈍く倦怠感を訴えかけているのがわかる。しかし、動けないほどではない。




「い、今のって……？」




「ボッコの実っていう果物。食べると体の中のマナが活性化して、ほんの気休めだけどゲートが力を取り戻すの」




　聞き覚えのある実の正体は、スバルが初日初回のループで貧民街に住む老婆から譲り受けたものと一致する。

　確かあのときも食して似たような被害を受けた気がするが――あれはその後のパックのマナドレで事なきを得たのだった。今回とはちょうど、事の後先が逆転している形になるだろうか。

　どちらにせよ、




「はぁ、一安心した。あのままＢＡＤルート回収に入ったら、ちょっと自分で自分が許せなくなるとこだよ。エミリアたん、ありがと」




「あんまり数がないし、体にも良くないから使いたくなかったんだけどね。……さっきまでの、虚勢じゃないんでしょ？」




　貴重品の使用に踏み切らせるほど、さっきのスバルが真に迫っていたということだろう。

　試すような彼女の物言いにスバルは顔を上げ、




「もちろん」




　と、そう言い切った。




　そしてそれから自分の額を拭うアクションを入れて、




「しかし、アホやったぜ……これで終わってたら前回以上の自憤で憤死するとこだった」




　色んな死に方を体感するという意味で、実に他人にできない経験をいくつも重ねていると自負しているが、




「屈辱で死ぬとかいう体験、ぶっちゃけマジ勘弁だな」




　そも、できれば死ぬのは前回の投身自殺を最後にしてほしいところだ。あれもあれで即死できなかっただけに非常に苦しかった。

　死は一度で十分である。そしてそれはできるなら畳の上で天寿を全うした上で迎えたい。あるいは、なにか壮絶にかっこいいフラグを成就した形でエミリアの腕の中で見取られるのがベスト――。




「なーんて、そうも思えないとこが俺の小人たる所以だわな」




　たとえ軽口の中であっても、もう軽々しく『死』を口にすることはできそうにない。

　これを臆病になったと笑えるのは、本当の意味でスバルと同じ体験をしているもの以外にはできないことだろう。




　体を回し、改めて己の調子を確かめる。

　絶好調には程遠いし、むしろあちこちに不安が残る仕上がり。

　だが、それを理由に予定を見送れるほどの余裕はスバルにはない。




「大丈夫？　ちゃんとお仕事できそう？」




「仕事もするし、それ以外のこともやり切るよ。エミリアたんは不沈艦昴改に乗ったと思って、ドンと構えててくれていーぜ」




「不沈艦なのに一回は改修してるのね……」




　そこに気付かれてしまうと安心要素が消えてしまう。

　正味、一度どころか七度ほど沈んでいるのだが、そのことを指摘して朝の空気を悪くする必要はどこにもない。スバル覚えた。




　エミリアの指摘を聞かなかったことにして、その場で屈伸運動しながらスバルは気を取り直し、




「んじゃま、先輩方と気持ち新たに向き合いますか！」




「そうね。二人にも、昨日からスバルってなんにも話してないと思うし……」




「――あ」




　背を伸ばす途中でそう言われ、腰が鈍い音を上げて鳴った。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「姉様、姉様。スバルくんという名の薄情者がきましたわ」

「レム、レム。バルスって呼び名のお給金泥棒が現れたわ」




「昨日は本当に申し訳ありませんでした！　だから許してお願い」




　頭を垂れて、平謝りで許しを乞う。

　なんだか、ここ半日は頭を下げてばかりいるような気がする。ロズワールを除けば屋敷の全員に、しかも女性陣はコンプリートだ。




「女の子に見下されるルート回収が終わった――業が深ぇよ俺」




「姉様、姉様。スバルくんてとんだ変態さんですわ」

「レム、レム。バルスったら見下げたマゾ野郎だわ」




「言い過ぎだよ特に姉！」




　日本人の必殺ＤＯＧＥＺＡを披露したまま叫び、スバルはその体勢から腕を支点に倒立へ移行、身を回して流れるように立ち上がり、




「とにもかくにも、昨日は無様アンド一昨日はウザくて悪かった。……まぁ、色々あって参ってたってのもあるが、心機一転して今日からはニュースバルでいくからさ」




「膝枕ですね」

「膝枕だわね」




「ひょっとしてみんなが知ってんのかしら恥ずかしい！？」




　顔を覆って恥辱のアクション。崩れ落ちるスバルに双子のメイドは顔を見合わせ、




「そろそろ朝の仕事に入りましょうか、姉様」

「そろそろ朝の御勤めを始めなきゃね、レム」




「ノーコメントはそれはそれで凹むよ！」




　二人は手振りでスバルのコメントを真っ二つ。

　舌を出して「あいたー」とリアクションするスバルを余所に、二人はそそくさとそのまま仕事へ散ろうとし始める。と、




「タンマタンマ。ちょいと朝のお仕事の前にお願いがあるんだけど」




　スバルの呼びかけに足を止め、振り返る二人がユニゾンで首を傾け、




「お願い？」

「面倒事？」




「久しぶりに穏やかな気持ちで接してるのに、この胸にふつふつとわき上がる気持ちはなんだろう……人間って不思議」




　こんなやり取りが交わせるのが嬉しい反面、妹と違ってわりとわかりやすく顔をしかめる姉の態度に苦笑もひきつる。

　吐息して、その浮かんだ不条理への怒りを軽く流し、




「実は村に行ってみたいんだ。近くにあんだろ？　買い出しの予定とかあったりしないか？」




　夜、禁書庫での推測を確かめるため、今日中にでも村へ足を運びたい。そんなスバルの思惑に、レムが顎に手を当て、




「確か香辛料が心許ないので、明日にでも村に行こうと思っていましたけど……」




「じゃ、その予定ずらして今日とかどうよ。なくなりそうなら早いことに越したこたないし、スパイス切れてお隣さんにお味噌借りにいくとか簡単にできる環境でもねぇだろ？」




　ご近所付き合いしようにも、そもそも並び立つ屋敷がない。

　スバルの申し出にレムは少し悩んだ様子だ。

　が、




「いいんじゃないの、それぐらい」




「姉様？」




　悩む妹の代わりにあっけらかんと応じたのは、桃髪に軽く触れながら片目をつむるラムだった。

　彼女は妹の疑問の声に視線を向け、




「買い出しには行かなきゃならないのだし、急ぎの用事もない。バルスという荷物運びもいるし、この機会にこき使えばいいわ」




「俺が実はお腹かっさばかれて三日の病み上がりって点も多少考慮してね！」




　わりと身も蓋もないラムの意見にそう突っ込みながら、しかしスバルは内心でその援護射撃に首を傾げざるを得ない。

　こと、ここに至って双子のメイドの意見が統一されていないように思えたからだ。




　前回のループと、その前のループの状況を鑑みるに、双子のメイドは条件が揃えば、二人ともがスバルを始末する役割を負う立場のはずだ。

　その彼女らの意見が食い違うというのは、実際に殺された経験のあるスバルにとって、見過ごすことのできない違和感だった。




　ともあれ、援護射撃があるのは素直にありがたい。

　二人をどう説得するか、そのことに関してもスバルは割合、本気で頭を悩ませるつもりでいたのだから。




「……姉様が、そういうのなら」




　しばしの黙考を経て、レムもまた肯定的な意見を述べた。

　行動を主導する部分の多いレムだが、それでも基本的に姉の意見を優先するのはこれまでの接触からわかっている。

　ラムが偶然とはいえ口説き落とせた時点で、この交渉の結果は決まっていたといってもいい。




　こっそりとガッツポーズを作るスバルに対し、レムはそれまでの思案げな顔つきを消した澄まし顔で、




「ですが、村に行くのはどちらにせよ昼食のあとです。陽日の二時以降――それまでに、せめて普段の仕事は終わらせておきましょう」




「大丈夫よ。言い出しっぺのバルスが身を粉にして働く。そうでしょう？」




「そこは賛同してくれた姉様も協力してくれるとありがたいけどな。……まぁ、粉骨あれして頑張るよ」




「「砕身」」




「そう、それしてな」




　ステレオ音声で虫食い文章を修正され、スバルは頭を掻きながらそれに応じる。して、交渉は見事に実ったことになる。

　買い出しの約束が結ばれ、ようやく使用人タイムのスタートだ。レムは買い出しが加わった一日の予定を組み直しているのか、頭の中を整理しながらせかせかと歩き出す。




　そんな青髪の少女を見送り、スバルは傍らの桃髪の少女を見る。今日もスバルのお目付け役に抜擢されている彼女とは、慣れない使用人生活の下積みのために同行することになる。

　昨日――正確には一昨日になるが、あの日のような妙なテンションでの付き合いは避けた方が無難。というより、一周回って己を顧みる余裕ができた心境としては、ちょっと痛すぎて真似するのは無理。




「自分の黒歴史をこんだけ短時間で自覚って恐いわ。疑似賢者タイムだよ今の俺。……言ってても仕方ないし、仕事しますか、先輩」




「その前に」




　歩き出そうとして、今度は先ほどのお返しにラムが足止め。踏み出そうとした足を横に出し、ガニ股で振り向いて彼女を見る。

　ラムは腕を組み、下からスバルを見上げながら、




「さっきの庭園での魔法だけど……」




「ああ、無様で悪かった。とても使い物にならねぇ。ありゃしばらく封印するわ。具体的には使いこなすのに二十年かかるらしいぞ」




「無様なのもそうだけど、あまりレムを刺激しないで」




「――？」




　ラムの言い分の意味がわからず、スバルは疑問符を頭に浮かべる。

　そのきょとんとした顔にラムは時折するように「ハッ」と鼻で笑い、




「庭園の一角で、エミリア様を含めた周囲をシャマクで撹乱――レムを止めたラムに、バルスは感謝の踊りを捧げていいくらいだわ」




「あ……あーあー、あー、そーねそーよね」




　自分の魔法失敗がショックすぎて気付かなかったが、あの状況は傍から見れば『そういう状況』に見えないこともなかったろう。

　そこは本当の意味で、早まらないでくれたラムに感謝だ。逆に、それで早まろうとするレムの即断傾向にはゾッとさせられるが。




「ホント、迂闊な真似はできねぇよ……四回コンティニューしてこれか。先が思いやられるぜ、俺」




「なにをぶつぶつと……早く仕事しないと、朝食にも昼食にも間に合わなくなるわよ」




「へいへい。いやほら、その午後の買い出しのことだよ。果たしてどっちが俺とご一緒してくれるのかなと」




　今の気疲れを思うと、レムの同行はちょっと気が重い。

　ともあれ、村での目的を考えればむしろ同行者はレムがふさわしい。この村への同行に関してはラムとレムのどちらがくるのか条件がわからないので、それの探りの意味も込めての質問だったのだが――、




「なにを馬鹿なことを言っているの？」




「へ？」




　首を傾けるスバルに、ラムはその無表情を珍しく笑みにした。

　すごく、意地悪い、底冷えのする笑みに。




「ラムもレムも、二人とも行くわ。両手に花というやつよ、バルス」




　――その花、毒とか持ってないといいですね。




　交渉がうまくいき過ぎた場合の展開を考えていなかったスバルは、掌で顔を覆って天井を見上げ、ただそう胸中で呟いた。
第二章３６　『村でのひと時前倒し』
　――スバルにとってその村を訪れるのは、通算で三度目のことだった。




　一度目はラムと訪れ、二度目にはレムと回った村落。領主の屋敷のすぐ側にある村にしては規模が小さく、住んでいるのはせいぜいが三百人前後。元の世界の地元の小学校よりずっと少ない。




　それほどちっぽけだとわかっていながら、しかし今のスバルにはそんな村の大きさすら手が回らないほど大きなものに思えた。

　三百人前後、などと簡単にいっても、その全員を調べて回ることなど不可能だ。ましてや時間は、楽観的に考えても今日、明日しかない。




「それにしても、ずいぶんと早く仕事が終わりましたね」




「バルスが気味悪いくらい冴え渡ってたのよ。なにがあったやら」




「ふふん、俺の中の眠れる潜在能力が開花したんだろ。ラムちーも変に照れずにストレートの褒めていいぜ。ただし惚れるなよ！」




　午前中の仕事内容を高く評価され、かなり有頂天なスバル。

　午後の買い出しを確実なものとするため、必須の仕事を終わらせるのに全力を傾けた結果だ。これまではそうやって意気込んで打ち込むと空回りすることも多かったのだが、不思議と今回は肩の力が抜けていたのか自然体で挑むことができた。

　自然、エミリアの膝の感触が思い出されて耳が熱くなる。




　――リラックス、させられたんだろうなぁ。




　虚勢を張ることをあれほど強制された双子との接触にも、今はそれほど精神的な影響は感じられない。

　多少なりの緊張感こそ残っているが、それはいい意味でスバルの覚悟を後押しし、締めつける結果となっていた。




　故に、前言通りの両手に花状態で村を散策しながら、スバルの心情は『震えが始まらない程度』には穏やかだった。

　それは二人へ相対する気持ちの問題でもあったが、同時に村で行動する上での緊張感という意味でも。




　――妙な態度で、問題の人物に気取られるのだけは避けなくてはいけないのだから。




　昨晩のベアトリスへの質疑応答で得た、呪術師が呪術をかける条件――それは、対象との肉体的接触だ。

　呪術師は対象者を呪う前提条件として、一度、その対象に触れるなりの接触行為を行わなくてはならない。呪術師を純粋に暗殺者として考えた場合、これはかなりリスキーな条件だ。




　元の世界の知識で考えるなら、離れた距離から狙撃するだけで事足りる行為に、己の身をさらけ出すリスクを負わなくてはならないのだから。

　その対価を払うからこそ、発動後の絶対の呪術の成就が約束されているともいえるが。

　ともあれ、




「犯人の条件は変わらねぇ――俺が過去に村に訪れた二回で、どちらも遭遇してる村人に限られる」




　そして、その人物がこの数日以内の外来の存在であればほぼ確定だ。絞り込みは容易に行われる。

　こじんまりとした村の景観を眺めながら、スバルは己の記憶をフル回転して過去を洗い出す。が、どう頑張っても村で出会った全ての人物を把握することはできない。

　これまで屋敷の中に向いていた目を急に外に向けたのだ。ほぼ除外していたラインだけに、古い記憶を探るのも一苦労なのである。




「とりあえず記憶にあるのは……『若返りババア』と青年団。『ラムレム親衛隊』と『ムラオサ』と、ガキ共ってとこか」




　村の中で特に印象深いのがこのあたりの面子になる。




　『若返りババア』は見上げたセクハラ根性のババアで、好色そうな笑みを浮かべてスバルの尻をまさぐっていったのが記憶に新しい。なんでも、若い男を見つけてはセクハラをかまし、「若返る若返る」などとほざいているとか。




　青年団はそのまんま、村の若者で結成された集団だ。角刈りの体育会系っぽい声のでかい兄ちゃんがリーダーで、肩をバシバシと叩いてくるのがインドア派のスバルにはやたらきつかった。




　『ラムレム親衛隊』は便宜上そう呼んでいるだけで、実際に当人たちが名乗ったわけではない。一見、青年団によく似たメンバーで構成されていて、角刈りのリーダーが統率している。ラムとレムに親しくする男が気に入らないらしく、肩をバンバンと叩かれてスバルも嫌がらせに顔をしかめたものだ。




　そして『ムラオサ』は、背の低くて腰の曲がったお爺さんだ。頭頂部が禿げていて、代わりに角のように左右から白髪がみょんと伸びた特徴的な髪形をしている。立派なヒゲも真っ白であり、鋭い眼光も合わせて見た目は完璧に『できる村長』といった雰囲気の村民である。別に村長をやっているわけじゃなく、村長っぽい風格を持っただけの人物。故に『ムラオサ』などと生温かい呼び方をされているらしい。「最近の若いもんは！」などと言いつつ、こちらをビシビシと突いてくるので扱いに困る傾向にあった。




「こうして思い出すとアレだな……ちょっと全員怪しすぎるだろ。さりげなく全員が俺と接触してるじゃねぇか。この四択……っていうか、実質的には三択だけど」




　選択肢的には二番と三番が統合されるので、自然と三択へと収まりがよくなる。とはいえ、判断材料はそこまでだ。それ以上を踏み込むには、やはり――、




「今回も同じ場所に踏み込んでみる、しかねぇか」




　結論としてはそうなる他ない。

　いちいち、体当たりな方法しか見当たらない自分にスバルは嘆息。と、そんな彼の物憂げなため息に、




「どーしたー、スバルー」「お腹痛いのー？」「お腹減ったのー？」




　立て続けに反応する声は、スバルの上から届いた。

　首をめぐらせ、スバルは後ろ――自分の背中あたりにしがみつく、小さな人影を見やる。




　茶髪を短く揃えた少年だ。年齢は十歳に満たず、小学校低学年くらいだろう。スバルの視線ににへらと笑う少年。そして、それ以外にもスバルの足や腰には小さな影がまとわりついている。




　いずれもスバルの腰あたりまでしか身長のない、小さな子どもたちだ。その数はスバルにしがみつく子だけで四名、そして周囲を見渡せばざっと十名には届くだろうか。




　鍛えていた身にはさして重くない体重を背負い直し、スバルは「さて」と前置きしてから、




「お前らは時空を越えても俺に絡みにくるな……」




「なに言ってんだー？」「頭ぶつけたー？」「お腹壊したー？」




「執拗に腹痛に拘るな。なんだお前、俺をそんなに下痢ピーにしたいのか」




　スバルがそう言うと、子どもたちが一斉にけらけらと笑い出す。おそらくはネタとして面白かったというより、普通に『下痢ピー』の部分に反応しただけだろう。

　純粋に下の話をする方が、この年頃の爆笑を誘えるのは世界移動しても共通らしい。




「そして、むやみやたらにガキに絡まれる性質も変わらず、と」




　背中に上った子どもに頬を引っ張られながら、スバルは自分の体質の残酷さに肩を落とすしかなかった。

　コミュ障が生む絶対ぼっちの力に対抗する矛盾の力、『絶対ぼっちの力（ただしガキ共は除く）』の本領発揮である。




「なんでか昔っからガキとお年寄りにはわりと受けいいんだよなぁ。正味、俺はこの世でたったひとりに受けが良ければそれでいいのに」




　体を回して背中に乗せた子どもをあやす。

　きゃいきゃいと嬌声が響き、「次はオレオレ！」なんて声が乱舞するのを聞きながら、スバルは子どもを引き連れて村を練り歩く。




　現在、スバルはひとりで自由行動中だ。

　実際にはひとりではないし、あちこちしがみつかれているせいで不自由行動もいいところなのだが、ラムやレムと同行していないという意味では自由行動中である。

　共に村へ訪れたメイド姉妹は、




「姉様、姉様。手分けして軽いものだけ集めてしまいましょう」

「レム、レム。重くて持ちづらいやつはバルスに任せましょう」




　などと後々に気が滅入る発言を残し、せかせかと買い出しに散ってしまったのだ。

　おそらく、村を見てみたいといったスバルに対する気遣いなのだと思うが、どちらか片方は残っていてほしかったというのが本音。そうすれば子どもにまとわりつかれる事態も、




「超緊張しながら容疑者挨拶回りしなくて済んだってのに」




　冷や汗を掻きそうな思いをしながら、スバルは己の判断を改めて口にして難易度を確かめる。

　呪術師の探索において、スバルが選んだ手段は非常に簡単。




　――自らの身を囮に、呪術師自体を誘き出すというものだ。




　といっても、「さあ、殺してください！」と身を差し出すわけではない。その前段階、つまり呪術の術式を刻まれる段階にあえて踏み込もうと考えているのだ。

　非常にリスキーな判断である自覚はある。それはつまり、その気になれば呪術師が呪術を発動させた瞬間、スバルを待つのは衰弱死へのカウントダウンということになるのだから。




　自分からまな板の上に飛び乗り、職人の包丁が振り下ろされるのを待ち構える鯉――その立場になるのが今のスバルの狙いだ。

　まな板の上に乗らなければ、見えない職人の顔を見るために。




「少なくとも、術式自体はベア子が解けるって話だしな」




　呪術の術式解除はベアトリス、そしてパックにも可能という話だ。後者の場合は自然とエミリアを巻き込んでしまうため避けたいが、ベアトリスが非協力的な場合にはその手段もやむをえまい。




「スバルー、悪い顔―」「恐い顔ー」「変な顔―」




「人の面指差してなにを言うんだ、お子様方。プラスしてさっきっからちょいちょい聞いてんぞ、三番目」




　突っ込みを入れながら、子どもたちを引きずって村を散策。

　離れようにも離れないし、容疑者たちを探す上でのナビゲーションとしてそれなりに優秀でもある。

　なにより、村で騒ぎを起こすわけにいかない刺客にとって、これだけ大勢の子どもを連れて歩くスバルに危害を加えることなどできるはずもない。弾避けとしての意味合い、そんな打算。




「俺もだいぶあくどいな。自分で自分の思考に引くわ」




「スバル、どうしたー」「どったのー」「ボケたのー？」




「んやぁ、別に」




　両足のあたりを掴む子どもたち、その頭を撫でながらスバルは自嘲的に笑い、




「ま、俺の幸せのためだ。ちっとぐらいは協力してくれや、な？」




　そう言えばもともと、子どもなんか好きじゃなかったなと思う。

　うるさくて、馴れ馴れしくて、身勝手で。




　――自分と同じに思えるから、そんな風に思うのかもしれない。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「そろそろ自由時間も終わりだからって見にきてみれば……」




　桃色の髪に手を差し入れ、ラムは呆れたようにそう嘆息。

　スバルはそんな彼女の視線を受けながら、腕を大きく回し、




「別に変なことはしてねーべ？　っと、わり、もうちょいだから。――おっし、腕を振って足を曲げ伸ばす運動！」




　のびのびとダイナミックに体を動かし、凝り固まった体の筋をほぐしにほぐす。スバルの動きを真似して、子どもたちも同様に、そしてそれを取り囲んでワンテンポ遅れてついてくる老齢の集団や青年団の姿もある。




　最後に深呼吸を行い、全員で息を整える。

　それから締めの一発として両手を空に伸ばし、全員で声を揃えて、




「――ヴィクトリー！！」




　やり切ると歓声が上がり、思わず周りの人たちと手を打ち合う。わずかに汗のにじむ額を拭い、歓談する輪を抜けてラムの下へ。爽やかな様子のスバルと対照的に、ラムは冷め切った目をこちらに向け、




「それでこれはなんの余興？」




「余興て、そんなだいそれた話じゃねぇよ？　じゃりんこ共をまとめてあやすついでに、見てた大人が悪乗りしてきただけだから」




　遊べ構え認知しろ、とうるさい子どもたちを一斉に相手するための手段がラジオ体操第二。思い起こせば一介のラジオニストとして活動したのは初回だけであったし、この機会にと公開に踏み切ったのだ。




「まぁ、思った以上の好評で俺もビビったけど。やっぱこの子どもからお年寄りまで幅広く楽しめる感じが長年支持され続けている秘訣なのではないでしょうか！」




「知らないわよ」




「ばっさりきやがったよ！」




　すげないラムの応答にスバルが大仰にのけ反ると、それを見ていた子どもたちもスバルのリアクションをなぞってのけ反り、




「ラムちー、冷たい」「ラムちー、ひどい」「ラムちー、恐い」




「……この子たちにその呼び方を教えたの？」




「いやぁ、別に意図して教えたわけじゃ。でもやっぱ親しみやすさって大事じゃん？　距離が遠くちゃ相手の顔もよく見えない。……そんなのって、寂しいと思ってさ……俺、思ってさ……っ」




「よくも回る口だこと。ラムはそれほど気にしないけど、レムはそういうの嫌がるかもしれないわ」




「レムりん？」「レムりん」「レムりんりん」




　子どもたちが口々にそう言いながら首を傾けるのを見て、ラムはもはや諦めたかのように肩をすくめた。

　それからスバルに向き直り、




「それで、お望みの村は堪能したの？」




「――ああ、その点に関しちゃ、滞りなく」




　ラムの質問に応じながら、スバルは己の頬を笑みの形に歪めた。




　村の散策、とは名ばかりの容疑者たちとの接触――それ自体はスバルの思惑を乗り越える形であっさりと叶った。

　もともと目立つ面子であったこともそうだが、そもそも彼らの方もスバルへ接触したいという意識があったからだろう。探すまでもなく顔を出してくれたので、流れはともあれ肉体的接触に関しても前回と同じかそれ以上にあった。




　もっとも、意識して体に触れられるのを避け、主だった名前有りキャラ以外が容疑者に浮上しないよう細心の注意を払ったが。




「手を変え品を変え、避けに徹する俺の軟体術を見せてやりたかったぜ。……じゃりんこたちぐらい数囲まれるとどうしようもないけど」




　いまだに体中にまとわりついている子どもたちに嘆息。一度避ければまあ諦める大人陣営と違い、子どものバイタリティには頭が上がらない。

　とはいえ、ラムが迎えにきたとなればその若さともお別れだ。

　スバルは別れの名残惜しさをいっぱいに瞳に浮かべて、




「じゃ、俺は仕事あっから離れろ、お前ら。いやぁ、残念無念。もっと時間があればもっと遊んでやったのに。はは、残念」




「爽やかにー」「笑いながらー」「そんなに嬉しいかー」




「うっさいわ！　ちゃんと構ってほしけりゃお前らも年上に対する接し方を考えろ！　子どもから初対面でタメ口って、自分の客観的人間力の低さがわかって凹むんだよ！」




　そして子ども相手に怒鳴ってしまい、自分自身でも己の人間力の低さを痛感する。負のスパイラルである。




　ぶーたれる子どもたちに手を振って、スバルはレムとの合流を急ごうと視線で合図してくるラムに続く。が、歩き出す直前に袖を引かれた。首だけ振り向くと、茶色の髪のお下げの少女が恥ずかしげにスバルを引き止めている。




「お？」




　思わず、驚きの声がスバルから漏れた。

　さっきまで積極的に絡んできていた面子と違い、少女は一歩引いた位置からちらちらとスバルをうかがっていた子だったからだ。

　しゃがみ込み、俯くその子に視線を合わせて、




「どした？　言いたいことがあるなら聞くぜ？」




「えっとね……こっち」




　袖を引き、少女が指差すのはレムとの待ち合わせの反対方向だ。

　弱々しいその牽引の手を切るのも気が引けて、スバルは許可を求めるようにラムを見る。彼女は小さく吐息して、




「もう少しだけ、勝手にしたら？」




「うぃ、恩に着ます、先輩。んじゃ、なんだろな」




　手を引かれるまま少女についていく。

　彼女を先頭に、ぞろぞろと続くのはやはりさっきまでと同じ子どもメンバー。彼らは目的地がわかっているのか、一様にその顔に悪戯っぽい笑みをたたえて小さい声で囁き合っていた。




「絶対驚くって」「絶対喜ぶって」「絶対嬉ションするって」




「驚いて喜んで嬉ションって躾のなってない子犬か、俺は。そんだけ期待値上げられると逆に驚きたくない天の邪鬼な俺が……」




　子どもたちがくすくすと笑い合うのに押されながら、家と家の間を抜けて日の当たらない一角へと入り込む。

　そして、子どもたちが見せたがっていたソレを発見し、




「あーあー、そういえばこのイベントもあったよなぁ」




　納得の声が思わず出て、スバルは手を叩いて何度も頷く。

　こちらの手を離し、駆け出した少女。少し大人しめな彼女が息を弾ませ、ソレを腕に抱いてスバルの前へ戻ってくる。




　それは褐色の体毛をした『子犬』っぽい生き物だった。

　まだ生後間もないといった様子で、体長はいっぱいに体を伸ばしても三十センチに届くまい。

　つぶらな瞳に柔らかそうな体毛と、それはスバルのモフリストとしての血を騒がせるには十分すぎる魅力を備えていた。




　スバルの意思を無視して腕が伸びかけるが、どうにかそれを自制して長い息を吐く。

　子どもたちに囲まれてちやほやされ、まさに王様気分の愛玩動物。だが、今までの経験上――、




「ふかーっ」




「やっぱりこうなるか……」




　スバルが歩み寄った瞬間、全身の毛を逆立てて威嚇してくる。

　小さな体をめいっぱい警戒させる姿に、子どもたちも驚いたような顔で、




「いつもは大人しいのにー」「スバルにだけ怒ってるー」「なにやったんだよー、スバルー」




「それは俺が聞きたい勢いだよ。三度が三度、これだと単純に俺とこいつの相性って話なのかねぇ」




　子どもたちのブーイングに応えながら、スバルは一向に友好的にならない小動物の様子を観察してみる。

　特に理由がないのなら、この小動物との遭遇も三度目になるだろう。まったく同じ個体との接触で、これだけ同じ反応を返してもらえるとループしてきた甲斐もあるというものだ。どういうわけか、スバルの体験するループは前回と全く同じ、という轍をなかなか踏ませてくれないのだから。




「でもできれば同じ反応するなら友好的な反応だと嬉しかったりしたなぁ、俺」




　三度が三度、嫌われているとなると純粋に凹む。

　愛想笑いしながら媚びを売るスバル。と、ふいに子犬が警戒を解いたように身をほどく。お下げの少女の腕の中で身を丸める姿に、スバルはこれはチャンスと息巻いて歩み寄る。




「では、失礼して」




　パックで上げたモフリングの腕を、丸まる小動物へ全力で傾ける。

　まずは小手調べに頭と背中、ついで腹の感触を確かめ、手足の先から付け根など玄人好みの路線を責める。最近のマイブームである耳と尻尾は後半のお楽しみに。




「うぉう、さすが夢にまで見たモフっ子。なかなかのモフリーケーションじゃねぇか。でもやっぱ野良は多少毛触りに難ありだな。そこは毎日のブラッシングと愛情が決め手」




「スバルがなに言ってんのかわかんねー」「モフっ子？　もふりー？」「大人が子犬相手にでれでれとか、ちょっと引くー」




「さっきっから三人目がいちいち容赦ねぇな！？」




　三番目担当の栗毛の美少年が、スバルの突っ込みに無邪気に微笑む。そこだけ切り取れば天使、それが彼を増長させたに違いない。




「将来はどんだけ女の子を泣かせることか。……それはそれとして、やっぱモフリングはいいわー、人類が生み出した文化の極みだよ」




　柔らかな手触りにささくれ立った心を癒されながら、スバルはモフリングの持つ不可思議な魅力に囚われる。

　猫カフェなどが流行るのも道理だ。本来なら衛生的に考えて、猫とカフェの融合など誰が思いつくといえるのか。発案者は群を抜いて優秀なモフリストといえよう。




「モフっ子とモフリストは惹かれあう運命にあるわけだな。俺、詩的。そしてお前は超素敵。とはいえ、ちょいちょい気になる箇所あんな。おっと、頭頂部に十円……いや一円ハゲ見っけ。白っぽくなってっけど、お前どこにぶつけ――あいたー！」




　コンプレックスを指摘されたのがポイントだったのか、それまで大人しくしていた子犬が突如として牙を剥いた。

　がぶり、と左手に小さい犬歯が食い込み、慌てて引き抜くと手の甲を軽く血が伝う。

　スバルは「あいやー」とその傷口を見ながら、




「なんというイベント補完率。傷の位置までほぼ同じとか、ひょっとしてお前、タイムリープしてね？」




　血のにじむ傷口を軽く拭っての問いかけに、完全に警戒心が戻ってしまった小動物は威嚇の音しか返してこない。

　再び溝の開いたひとりと一匹のやり取りに、それを傍観していた子どもたちが、




「やっぱ調子乗ったからー」「あれだけ勝手に触られたらねー」「それにこの子はメスだしねー」




「微妙に問題点がずれてく気が……そして誰も俺の心配をしてくれない。そろそろデレるツンデレが出てきてもいい頃だよ！」




　子どもたちの態度に一言物申すが、誰ひとり耳を傾けない。それどころかスバルが大きな声を出したからだろう。

　びくっと体を震わせた子犬が、少女の腕の中から身をよじって飛び出し、そのまま茂みの方へと駆けていってしまう。




「あーあー」「あーあー」「あーあー」




「ついに全員でひと揃いかよ！　悪かったよ！　悪気はなかったよ！　いつもそうだよ！」




　地団太を踏み、ひとしきり謝って、それから子犬を探しにいくという子どもたちと手を振って別れる。

　最後まで盛大にスバルの体のあちこちにその痕跡を残していった彼らと別れ、待たせていたラムのところへ慌てて戻る。




「悪い、待たせた」




　腕を組み、塀に背を預けていた態度のでかいメイド。彼女は声をかけてきたスバルに片目だけ開けて視線を向け、




「すぐ済むだろうと思って送り出した後輩が、戻ってきたら髪はぐしゃぐしゃ、服はよれよれ、そして左手から血を流してる件について」




「それこそ悪かったよ！　色々あったんだよ、見りゃわかるだろ」




「そうね。視てたからだいたいは知ってるわ」




　端正な面持ちに憂いの感情を覗かせ、ラムは小さな吐息を漏らす。

　そのらしくない態度にスバルは眉を寄せたが、直後にラムはスバルを見ながら「ハッ」と鼻を鳴らし、




「その傷も格好も無様だし、早くレムに合流するわ。どっちもレムなら治してくれるはずだから」




「あれれー、ラムちーは癒しの魔法は使えない系？」




「患部を切り飛ばす荒療治ならできるわよ」




「危険すぎる民間療法！？」




　戦慄を隠せないスバル。と、ふいにラムがスバルに歩み寄り、その袖を引いて先導を始める。

　彼女の方からこうして触れてくるのは珍しい、とスバルが目をまたたかせると、首だけ振り返ってラムは、




「バルス、こないの？」




「いくよ？　お前と」




　応じると、ラムがほんの刹那の瞬間だけ唇をゆるめたのが見えた。

　そのまま、彼女に袖を引かれたまま歩き出す。




　いつもこう素直なら可愛いのにと思う反面、いつも自分に素直だからあんな発言ばかりが飛び出すのかもしれないとも思う。

　素直さも、時と場合によりけりだ。




　そんなことを考えながら、ラムと二人、レムを待たせた場所へと足を向ける。

　なぜかゆっくりと、いつもより緩やかに歩いているような、そんな感覚を先導する背中に覚えながら。
第二章３７　『呪術師の正体』
「姉様と、スバルくん……ずいぶんと仲良しですね」




　待ち合わせ場所で合流したとき、二人を見てレムが最初に言ったのはそんな言葉だった。

　彼女の視線は二人の間、ラムがスバルの袖を引いている箇所に向いており、ここだけ切り取ればそんな色っぽい場面にも見えたかもしれないな、と当事者のスバルは思う。




　そんなレムの早とちりを笑い飛ばし、スバルは件の場面を指差し、




「他意なんかないぜ？　純粋に俺が遅いからラムちーが業を煮やしたって話。待たして悪かった」




　軽く袖を振って指を外すと、そう言ってレムに待たせたことを詫びる。それでもレムは心なしか視線の温度を下げたままだが、ラムが自分の隣に滑るように並ぶとその顔もやめる。




　なるほど、こうして心の余裕ができてから見てみると、動じないように見えて色々と粗の多いレムの精神性よ。特にラム絡みだと、その危うげなシスコンぶりが炙り出されてよく見える。




「姉様……」




「バルスも言ってるわ、レム。他意はない、そうでしょ？」




　妹の縋るような声を、ラムは澄まし顔でそう切って捨てる。まじまじと、同じ顔の姉を見ていたレムは、ふとなにかに気付いたようにその瞳を細めて、




「姉様、ひょっとして視たんですか？」




「そうね」




「……あれほど止めたのに」




「それが必要ならそうする。それ以上は言うだけ無駄よ、レム」




「二人だけの世界で会話されると、置いてけぼりの俺が泣いちゃう。混ぜて交えて歓談しよう、ぜ！」




　真剣なレム、それをかわすラム。そこに割り込む茶化したスバル。二人、特にレムはそんなスバルの態度にキッと鋭い目を向ける。

　なにが理由か曖昧だが、どうもかなりレムの警戒を招いてしまったらしい。逆にラムからは好感を得ているような気もするので、扱いの難しい双子だと改めて認識させられる。




　このままだと、ＢＡＤまっしぐらな雰囲気だ。

　どうにかしてレムの好感度を上げたいところだが、どうすればいいのか見当もつかない。

　とりあえずは、




「ま、ま、ま、アレだ。そんな殺伐としないで楽しくいこうぜ。当初の目的、荷物持ちでもなんでもするよ」




　肩を回し、腰を回し、労働に勤しむアピール。

　細々とした買い物のいくつかは、すでにレムやラムの持つ小包の中に入っているのだろう。スバルの担当はラムの話が正しければ、男手を必要とする大物担当のはず。

　そんな意識で双子の背後に視線を送り、スバルは後悔する。




　そこに堂々と鎮座する、ひと抱えはありそうな樽っぽいものを見つけてしまったからだ。




「……限度がありませんかね」




「七回」




「は？」




　顔に斜線を入れるイメージで声を落とすスバルに、ふとレムの唇が謎の数字を呟く。首を傾けるスバルの疑問に、レムはそれから試すような目でこちらを見て、




「途中、スバルくんの予定に合わせて休憩を入れるつもりです。七回というのが、レムの予想になります」




　久々の慇懃無礼な態度でのお辞儀に、スバルは屋敷までの距離を思う。おおよそ、徒歩で二十分ほどの距離だ。直線距離にすれば三キロもない程度の距離だが、スバルは自分のスタミナのなさをはっきりと自覚している。

　それから無言で樽に歩み寄り、そっとその重さを確かめる。ひょっとすると張子の虎的な見かけ倒しかもしれない。そんな情けない期待は、ずっしりと腰にくる重みにあっさりと否定された。




　これを担いで、三キロの距離を、七回休憩――。




　腰をひねり、その場で屈伸運動をして、背筋を大きく伸ばし、




「十回いかないように頑張ろう」




　七回休む、と挑発されたことへの反骨心どころか、それ以上の回数を提示して予防線を張る、そんな自分がちょっと好きだ。




「ちなみにラムは十三回休むと予想してるわ」




「評価を厳しくするか甘くするかの部分に私情を挟まないあたりは、お前らもきっちり公平だよな」




　好感度に微妙な差があっても、それでもレムの方がまだマシに評価しているように感じられる。

　それはそれで、首をひねりたくなる状況ではあった。







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　スバルたち三人が屋敷に帰り着いたのは、日差しも大きく傾いた夕刻過ぎのことだった。




　荷物の重さに負けて崩れ落ち、スバルが途中で休憩を提案した回数はおおよそ十二回。すでに二の腕の乳酸菌が悲鳴を上げ、膝下が痙攣したような震えを止める形跡がない。

　レムの予想には軽々と敗北し、ラムの悪意にだけは屈しまいという薄いプライドがここまでの旅路をスバルに歩ませた。




「着いた、着いたぞ……よくやった、俺、ＧＪ！　マジＧＪ」




「姉様、姉様、スバルくんてば地べたに這いつくばって大喜びですわ」

「レム、レム、バルスったら犬みたいに地面に伏せて感激しているわ」




「うるさいな、悪態つくよりやり遂げた俺をまず褒めろ。ナイーブでデリケートな俺は鞭ばっかくれてるとすぐ折れるぞ。挫折した経験が少ない、ゆとり教育出身者だからな！」




　特にこの世界にきてから鞭が多すぎる。もちろん、飴もだいぶ甘いのを与えられている自覚はあるのだが、それを考慮してもちょっと鞭の威力が強過ぎやしないだろうか。

　ともあれ、




「はいはい、ご苦労さま」

「はいはい、お疲れさま」




　おざなりにスバルの労をねぎらって、地面に置かれた酒樽をレムが軽々と持ち上げる。

　ベンチプレス八十キロの実績を持つスバルが、本気を出して肩から上まで上げられるかどうか。そんな重量の物体を、レムは片手に小物を抱えた状態で抱え込んでみせた。




　そのいっそ豪快な絵面の異常さに、スバルは思わず笑みを浮かべ、




「俺、必要だった？」




「いいえ？　もともと、バルスがいなければラムとレムの二人でいつもしていたことだし……見ての通りよ」




　スバルの中の男の子をフォローする気のないラム。

　ずんずんとＳＥを付けそうな足取りで去りゆくレムの背を見送り、スバルは本格的に己の力仕事の無意味さを痛感する。




「じゃあ、なんでやらしたんだよ。……マジでただの嫌がらせか。おいおい、後輩いびりとかやめてくださいよ、先輩」




「わからないの、バルス。もちろん、思いやりよ」




「意味がわからん。思いやりって、なにがよ」




　スバルの問いかけにラムは「ハッ」と鼻を鳴らし、それからその肩をすくめて呆れのポーズを取りながら、




「じゃあ、バルスはレムが大きな大きな酒樽を担いで戻ってくる後ろで、香辛料がいくつか入っただけの小袋を手に、意気揚々と帰ってくるところをエミリア様に見られてもなんとも思わないと」




「マジ先輩の思いやりには言葉も浮かびませんッスわ！」




　ひざまずいてラムの尊顔に感謝の意を示す。

　自分より小柄な女の子にでかい荷物を持たせて、ドヤ顔で買い物袋だけ持って帰還するスバル――なにその地獄絵図。




　エミリアに見られること以前に、鏡で自分を見ただけで絶望感に浸れる光景に違いあるまい。薄っぺらな男の子指数が擦り切れるぐらい、それに比べれば屁の河童だ。




　と、




「姉様、ロズワール様が」




　玄関前でそんなやり取りを交わす二人の下へ、荷物を持って先にいったレムが戻ってくる。屋敷の主の名を口にする彼女に、高速で反応したのはラムだ。

　その名前がラムにどれほど活力をもたらすのか、普段からどことなく漂わせている気だるい雰囲気を一掃し、ラムはテキパキとした動きで妹に並び、歩きながら身だしなみを整える。それから、




「なにをしているの、バルス。ロズワール様を待たせる気？」




「二人だけのシンパシーでわかられても俺に伝わらねぇよ。え、なに、使用人集合ってことでいいの？」




　飲み込みの悪い子どもを見るような目で見られ、スバルは頭を掻きながら慌てて二人に続く。途中、ラムを見習って身だしなみを適当に直しつつ、屋敷の玄関を開くと、




「あはぁ、二人とも一緒だったんだね。手間が省けて助かるよぉ」




　屋敷の主であるロズワールが、両手を広げて三人を待っていた。

　藍色の長髪に、青と黄色のオッドアイ。だらしなく弛緩した微笑をたたえた優男――だが、今はいつもと雰囲気が違う。




「余所行きの格好、か？」




「ご名答。いんやぁ、私もあんまり好きじゃないんだけどねぇ。普段の装いだと、どぉしてもやっかむ輩がいるものだから、仕方なぁくしょうがなぁく、こうした礼服も着るわけだよぉ」




　普段着として襟がやたらでかかったり、幾何学的な模様が入っていたり、背景に同化しそうな色合いを好んだりと遊び心が溢れすぎている格好を好む彼が、今は初対面時のような真っ当な服に身を包んでいた。

　ロズワールの格好に、スバルは二通りの可能性を思い浮かべる。

　そして、




「来客ですか？」

「外出ですか？」




　そのスバルの浮かべた可能性を、同時に双子も口にする。

　使用人からの問いかけにロズワールは苦笑を浮かべ、




「ラムが正解、外出だ。少しばぁかり、厄介な連絡が入ってねぇ。確かめにガーフィールのところへ行ってくる。遅くはならない気だけどねぇ」




　初耳な名前に、それが人物なのか場所なのかもわからない。

　が、それだけで全てを察したとばかりに頷く双子にならい、スバルもロズワールの言に頷いて異論を挟まない。

　彼はそんな三人の態度に鷹揚に頷き、




「そぉんなわけで、しばし屋敷を離れる。どちらにせよ、今夜は戻れないと思うから――ラム、レム。任せたよぉ」




「はい、ご命令とあらば」

「はい、命に換えましても」




　即断で頷く二人に目だけで頷き、それからオッドアイがスバルを見つめる。その輝きにわずかに気圧されるような感覚を覚えながらスバルは身じろぎし、




「悪いけど、俺は命に換えるほどの忠誠はまだ誓ってねぇよ？」




「そぉれでいいとも。いきなりそんなこと誓われても、重たいし気持ち悪いからねぇ。でもまぁ、君にも任せるよ、スバルくん」




　こちらの肩を叩き、ロズワールは片目をつむって黄色の瞳だけにスバルを映し、




「きな臭いものを感じる。私のことは構わないから……エミリア様のことだけはしぃっかり頼むよぉ？」




「――ああ、それはマジ任された」




　言われるまでもない。

　ロズワールがどの程度、状況を怪しんでいるのかはわからない。わからないが、スバルははっきりとそう応じた。




　――これまでにない展開。

　これはまさしく、スバルが起こしたアクションによって、世界に変化が生まれたことを意味する展開なのだから。




　スバルの頷きを受け取って、ロズワールは満足げに頷く。

　それから彼は一言二言、双子の忠臣に言い残すと、




「それじゃぁ、ちょっと行ってくる。何事もないことを祈るが、ね」




　どこか低い声でそうこぼし、ロズワールの背中が玄関の向こうへ。

　ふと、その背をお辞儀で見送ってから、




「あれ、思ったけど二人はついてかないんだな。おまけに外に馬車なりなんなりきてた形跡ないけど……歩いていくの？」




　スバルの疑問に対し、双子は揃って呆れたような感情を瞳に宿し、




「行っても仕方ないですから。足手まといになるだけです」




「忠誠心じゃ空は飛べないもの。スカートの中が見えるし」




「おいおい、聞き逃せないワードばっかりだったよ……」




　スバル的にはエルザに匹敵する絶望的な戦力なのだが、その二人がはっきりと力不足を自覚している。その上、ラムの発言を信じると、




「おわー、マジだ」




　ロズワールが消えた玄関を押し開き、外に主の姿が見えないのを確認。それから視線を空へ向けてしばしめぐらせると、遠く夕焼けの方角に、豆粒のような影がかろうじてマントをひるがえしているのが見えた。単独飛行中のロズワールで間違いあるまい。




「空とか飛べんのかよ……あれって、『陰』属性でもできる？」




「風と火と地が相応に扱えればできるわ」




　ラムの発言に、スバルはそれが実現する日の遠さに顔を覆う。

　すでにスバルの魔法の才能のなさは、宮廷魔術師と精霊の二人からしっかりと保証されている。

　空を自由に飛べる日がくるのは、いつのことになるやら。




　そんな感傷はさておき、




「ロズワール様がいなくても、レムたちの仕事は変わりません。むしろ、ロズワール様がいないからこそしっかりやりましょう」




「優等生な意見だこと。でもうっし、やるとすっか」




　仕切りを始めるレムの話に頷きながら、スバルの脳はめまぐるしく回転している。




　状況に再び変化が訪れた。

　そしてそれは、明らかなまでに襲撃を予期させる変化。双子もいっそう、屋敷の警備に力を入れなければと奮起していることだろうが、確実に襲撃があると知っているスバルの内心はそれどころではない。




　呪術師の正体――それを一刻も早く掴む必要がある。

　向こうのアクションが早くなったのは間違いなく、今日の村への訪問が引き金になっていることだろう。

　即ち、スバルの推測は正しく、あの中に刺客が潜んでいるだろうということだ。







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「そんなわけで、お待ちかねのベア子タイムだ」




　扉を押し開き、禁書庫へと足を踏み入れる。

　そのあまりに堂に入った押し入り方に、脚立に座って本を読んでいたベアトリスは大仰に肩を落とし、




「ベティーの『扉渡り』をこうもあっさり破るのはお前ぐらいなのよ。ホントにどうやってるのかしら」




「勘だよ、勘。俺の中のシックスなセンスが囁くんだ」




　扉を閉めて中に踏み込み、ベアトリスの方へ向かう。スバルの接近を彼女は心底嫌そうな顔で見ていたが、そのスバルの面差しに真剣なものがまじっているのを見たからか、ふと目を細めて、




「半日前とはまた顔つきが違うかしら。忙しい奴なのよ」




「俺だって少しはゆっくりしてぇよ。でも、そうさせてくれないぐらい忙しいのが世界ってやつらしくてな」




　次々と降って湧く事態の変化に、凡人はついていくのがやっとだ。

　あれもこれもそれもどれも、と手探りで進める内、事態は八方ふさがりになることも珍しくない。

　その点、今の状況は追い詰められている。が、一方で相手を追い詰めにもかかっているという自信があった。




「お前に確かめてほしいことがあってな。超特急で風呂掃除終わらせてきたぜ」




「優先度が風呂の方が上なら、大した話じゃなさそうなのよ」




「風呂が優先っていうより、レムの好感度管理が優先っていうか……いや、それはいいんだ」




　広大な浴場を掃除するのは骨の折れる仕事だ。それなりに慣れてきた今でも、全身がだるくなるほどの重労働である。それだけに、それをサボった場合のレムの反応が恐ろしい。

　ただでさえ、姉と親密にするスバルに対して、今回のループでの彼女の好感度はあまり高くないのだから。




　呪術師を見つけ出しても、レムの好感度が低くてＢＡＤルートに入ったのではスバルが浮かばれない。

　二通りの脅威に対処しなければならない、まるで二股かけた男みたいな綱渡り感が今のスバルにはあった。

　もっとも、フラグ管理のミスが即死亡につながる二股もそうそうないとは思うが。




「しかもそんな色っぽい話じゃねぇし」




「また話がずれてる。……それで、ベティーになんの用かしら」




「ああ、それなんだけど……」




　とりあえず、話を聞いてくれる風なベアトリスの前でスバルはしばし黙考。どんな形で切り出すべきか迷い、ひとつ頷き、




「ちょっと俺が呪われてると思うんだけど、確かめてくれない？」




「……お前はなにを言ってるのかしら」




「ちょっと俺が呪われてると思うんだけど、確かめてくれない？」




「誰が同じこと二回言えって言ったのかしら！　呪術師の詳しい話をして半日しか経ってないのよ！　影響されやすいにも限度が……」




　スバルの被害妄想だとでも思ったのか、怒鳴りつけるベアトリスが乱暴に本を畳んで近づいてくる。が、途中でその勢いは消沈し、代わりにその愛らしい表情を染めるのは疑惑の色、そして確信。

　立ち止まり、ベアトリスはスバルを怪訝な瞳で見上げ、




「術式の気配がある……お前、本当に呪われているのよ」




「マジで？　なんとなくそうだとわかってても、実際に言われるとけっこうショックだな、それ」




　呪いの被害を被ること覚悟の上とはいえ、実際に呪われていると他者から断言されるのはくるものがある。

　それはスバルの考えが肯定されたということであり、あの気のいい村人たちの中に、件の刺客がまぎれていることを確定させることに他ならないのだから。




「どんな種類の呪いかとかってわかる？」




「単に術式を見ただけじゃそれはわからないのよ。呪術に関してはベティーも見識は深くないし、知りたいことでもないかしら。ただ、十中八九、命を取られる類のものになるのよ」




　脅しでもなんでもなく、淡々とその事実を告げるベアトリス。

　その彼女の発言にスバルは静かに頷く。呪いがその類の力を発揮することは、スバルはすでに身をもって体験した事実だ。

　動揺のないスバルの表情に驚いたのか、ベアトリスはその大きな瞳をぱちくりと瞬きし、




「肝が据わっているのよ。死ぬのが恐くないのかしら？」




「は？　バカじゃねぇの？　死ぬの超恐ぇよ？　この世で死ぬより恐いことなんてそうそうねぇよ。死んだ方がマシとか、そんな言葉はぜひ死んでから言ってもらいたいもんだね」




　それだけはスバルが異世界で得た、絶対に譲れない真実だ。

　『死』は絶対だ。軽はずみにそれを扱うことなど許されない。そして、『死』を比較するものとして簡単に口にすることもまた、それをそうと知らないものだけができる軽率な愚考に他ならない。




　そう知ってしまったからこそ、『死』を何度も味わったスバルだからこそ、『死』以上に味わいたくない感覚を味わわないために、こうして世界をやり直して戻ってきたのだから。




「だから今回で、切り抜けさせてもらうぜ、運命」




　指を天に突きつけ、スバルはどこから見ているかわからない、そんな超常の存在に宣戦布告を叩きつける。

　それから改めてベアトリスに向き直り、




「んじゃ、ちゃっちゃか呪いの解呪を頼む。時間がないんだ」




　少なくとも犯人を見極め、件の相手が行動を起こすより先にこちらからの攻めを行わなければならない。

　初めて先制するチャンスを得て気が逸るスバル。そんな彼に対してベアトリスは首を傾け、




「なんでベティーがお前の命を救ってやらなきゃなんないのかしら」




「そういう可愛げのないこと言い出すと思って説得方法は準備してたよ。俺が死んだら、パックが悲しむぜ」




「……にーちゃはお前みたいな人間がひとり二人死んだところで、そこまで大きく心を乱さないかしら」




「いやいや、俺が死ぬとエミリアたんががっくりくる。エミリアたんががっくりくると、パックにもダメージがいく。そして、未然に防げたのに防がなかったお前の立場やいかに！」




「お前、助けてもらおうって命乞いする場面で脅迫とか、完全に頭がわいてるとしか思えないのよ！」




　苛立ちに地面を踏み鳴らし、しかし効果的な反論が思いつかなかったらしいベアトリス。

　彼女は苛立ちを長い吐息に乗せて自分を納得させ、スバルを手招きして近づいてくるよう指示する。




「口車に乗ってやるかしら。ただし、金輪際これ以降のやり取りにベティーは関わらないのよ」




「それも正直、約束はしてやれねぇな。困ったときは力必ず借りにくるぜ。お前のスネをかじり倒して、粉にしてスープにして飲む」




「お前、助けられる立場って自覚あんのかしら？」




「我を通すことには定評があんだよ。伊達にひきこもりしてねぇぜ」




　サムズアップして歯を光らせるスバルに、ベアトリスは諦めたように頭を振る。

　それからふと、掌に白い光を宿らせて、スバルの体に触れる。




「今から、術式の刻まれた呪印を破壊するのよ。呪術師が直接触れた箇所だから、せいぜい参考にするかしら」




「おおよ、布石は打ってあるぜ、ご安心」




　光を宿す掌が近づくのを見ながら、スバルは己の体を改めて確認。

　容疑者たちにそれぞれ、触らせた位置は異なっている。ゆいいつ、若返りババアだけがこちらの意図を無視して尻を触ってきたが、ベアトリスの手が尻に向かったら向かったでそのときだ。

　ババアが犯人であるという事実を受け止めた上で、ベアトリスのセクハラ行為についても弾劾してやろう。




　そんなスバルの思惑は――、




「――は？」




　ベアトリスの掌が触れた位置の意外さに、完全に外れた。




　温かな光が肌に沁み込み、じんわりと熱を持つのが感じられる。ふいにわいたのはかすかな痒みだ。それは内側から染み出すように溢れて出て、そしてついには、




「黒い、靄……？」




　ベアトリスの光る手の中に、黒い靄となって直接掴まれる。

　痒みは消え去り、掴み出されたそれがその感覚の原因だったのだろうと伝わる。そして、その靄はベアトリスの掌の中で、




「忌まわしいったらないのかしら」




　ぐしゃりと、そんなイメージの潰され方で消失する。

　手を振り、その掌から靄も光も振り払うベアトリス。彼女はそれを見守るスバルの視線に気付くと、




「終わったのよ。これでもう、お前は平気かしら」




　そう告げられて、思わず深い息をつくスバル。

　知らず、緊張から息を止めていた自分の小心さに気付くが、今はそれを自嘲するより先に聞かなくてはならないことがあった。




「なあ、ベア子」




「その呼び方は……」




「今の掌が触った場所が、呪術師が触った位置でいいんだよな？」




　遮り、重ねて問いかけるスバルの言葉にベアトリスは首肯。

　その頷きをもって、スバルは一連の呪術師の犯人の正体を知る。




　当初の予定ならば、犯人を突き止めた上での行動は明日を待つことだった。

　ラムとレム、そして屋敷の主であるロズワールに渡りをつけ、その上で村の呪術師をいぶり出し、事態の解決を図る。

　そんなビジョンがスバルの中にあったのだが――、




「村に、行かねぇと――！」




　扉の外へ、ベアトリスへの礼の言葉を残すことすら忘れて駆け出す。

　当初の目的もなにも、全てかなぐり捨てて、走るスバルの内心を占めるのはひたすらに無慈悲な運命への罵倒のみ。




「どこまでもどこまでも……ふざけやがって！」




　思い浮かぶ限りの怒りを罵声に乗せて、スバルは走る。

　走る。
第二章３８　『勇気の意味』
　部屋を飛び出し、廊下を駆け抜け、階段を跳び下りる。

　三段抜かしで踊り場へ着地、そのまま身を回して即座に跳躍、一階の地面を踏みしめると、そのまま顔を上に向け――、




「――ラム！　レム！　話がある！」




　屋敷中に聞こえるような声で言いながら、スバルの足は玄関ホールへ。

　そのまま駆ける勢いで外へ飛び出しそうなスバル。その足を止めたのは、先に玄関の前に到達していたラムの姿だ。

　先回り、というよりはただ単にこの場に近いところにいたというだけの話だろう。厨房で食事の準備をしているレムより暇を持て余していた、という意味でもある。




　血気逸る、そんなスバルの表情になにを見たのか、ラムはその端正な表情にわずかな驚きを差し挟みつつ、




「どうしたの、バルス。そんなに焦って……」




「悪いがこれから村に行く。止めても無駄だし、止められても行くが、伝えないで行くのも混乱させると思ったんでな」




「村へ……？　なにをしに……いえ、それ以前に、ロズワール様の言いつけを聞いていなかったの？　今夜、ラムたちは屋敷を任されているわ。その意味がわかっていないというの？」




　スバルへ反論するラムの視線が鋭さを増す。

　なにより、ロズワールの意思を優先させるのが彼女のスタンスだ。主の命令を蔑にするようなスバルの態度、それが琴線に触れたのだろう。

　だが、スバルの方もそれで引き下がれるような心情ではない。




「押し問答してる時間も惜しいから、単刀直入に言うぜ。――あの村に悪い魔法使いがいる。そいつの正体がわかったから、行かなきゃいけねぇ」




「……その子どもの言い訳みたいな理由で認めろと？」




「他に言い方ねぇんだからしょうがねぇだろ。それが事実だってのはベア子にでも聞いてくれりゃ証言してくれる。あとは……」




「姉様――」




　いっそう疑惑を深めるラムに抗弁する間に、背後の大扉を開けてレムが姿を見せる。彼女は玄関で言い合う二人の姿を見ると、滑るような動きで姉に並び、




「姉様、これは……」




「村にいる悪い魔法使いを退治するから、外へ出してくれと仰せよ。――どうしたものかしらね、レム」




　端的に現状をまとめる姉に、妹は目を白黒とさせる。

　それから内容を噛み砕き切ったのか、胡乱な瞳をスバルに向けて、




「姉様、姉様。スバルくんてばずいぶんとつまらない冗談を言いますわ」

「レム、レム。バルスったらピエロとしての才能は一流なことを言うわ」

「ラム、レム。俺はいつもふざけちゃいるが本気で話すときもあるんだ」




　ユニゾンする二人に被せるスバルの台詞に、二人が同時に口ごもる。

　そんな彼女らの反応に畳みかけるように前に踏み出し、




「信じ難い話なのは認めるし、現状で急に動き出す俺を信じろって言われても難しいってのもわかってる。だから無条件で見送れたぁ言わない」




　ここからが、スバルにとっても重要な分かれ道になる。

　唇を舌で湿らせて、押し黙る二人に対して提案する。指を突きつけ、




「俺はこれから村に行く。怪しむってんならついてきて構わない。俺を見極めろ。ただし、エミリアたんをひとり残しては行けねぇ。ついてくるなら片方だけだ」




「勝手な仕切りを……そもそも、ロズワール様のご命令を守るなら、スバルくんにレムや姉様がついていく理由は……」




「ああ、ないとも。夕方のロズっちの命令を守るってだけならな。けど、ロズっちから出てる俺への命令はそれだけか？」




「――――」




　痛いところを突かれたように、言葉を見失うレム。

　ハッタリに過ぎなかった今の発言が的を射ていたということだろう。

　二人がロズワールから、スバルの立ち位置に関して監視するよう命令を受けている。というのは今までのループの断片的な情報からも想像がついていた話だ。




　なおもレムは反論の言葉を探すように視線をさまよわせるが、それより先に吐息で話の流れを割ったのはラムの方だった。

　彼女は小さく手を上げ、




「わかったわ、バルス。あなたの独断行動を認める」




「姉様――！？」




　あっさりと白旗を上げてみせる姉の態度にレムは愕然。が、そんな妹の方にも上げた掌を向けて、ラムは「ただし」と言葉を続ける。




「バルスもわかっている通り、ひとりで行かせるわけにはいかない。ここでバルスの単独行動を許すと、ロズワール様の命令に背くことになるから」




「そうだな。んで、妥協点は？」




「――癪な話だけど、さっきのバルスの申し出に乗るしかない。ラムが屋敷に残る。レムがバルスについていく。怪しい真似をすれば……それが条件」




「願ったりかなったりだ」




　拳を突き上げ、ラムの出した条件での合意を示す。

　小さくため息をこぼすラムは、やや話に置いていかれ気味の妹に振り返り、




「レム、そういうことだからお願い。ベアトリス様への確認と、エミリア様の方はラムが守るわ。――そっちのことも、ちゃんと視てるから」




「姉様、あまりその目は……」




「言っている場合でもない。必要なら使う。レムもそうしなさい」




　姉の淡々とした物言いに、レムはそれ以上の言葉を差し挟めない。

　二人にしかわからないやり取りを経た上で、レムは言葉をいくつも飲み込むと、決して友好的ではない視線をスバルに向け、




「スバルくん、詳しい話が聞きたいところです」




「道中でな。ひょっとすると、かなりマズイ事態が進行してるかもしれねぇ」




　スバルの最悪の想像が正しかったとすれば、決して大げさと笑っていられないだけの被害が出かねない。それはスバル個人にとってだけでなく、もっと大きな視点から見た上での被害だ。




　軽く肩を叩き、通してくれるラムへの謝意を示す。

　それからまだ納得していない風なレムを引き連れ、スバルの足は玄関へ。

　と、




「――スバル、どこか行くの？」




　玄関ホールの大階段、その上から銀鈴の音が舞い降りた。

　思わず振り返ってしまう頭上、銀髪を揺らして佇むエミリアがそこにいる。彼女にもさっきのスバルの大声が届いていたのだろう。

　やや息を弾ませ、玄関で固まる三人を見やりながら彼女は、




「大きい声が聞こえたから降りてきてみたら……なにかあったの？」




「なにかあるかも、なんだよ、エミリアたん。まぁ、心配しないでくれていい。あ、でもちょっとは心配してくれてると嬉しい」




　エミリアに余計な気苦労をさせないため、スバルはわざとそう振舞ってみせる。

　変わらぬ軽薄なスバルの姿勢、しかしそれにエミリアはなにを見たのか、




「また、危ないことしそうな顔してるわよ」




　即座に見破って、エミリアは物言いたげな顔を作る。そんな彼女の洞察眼に頭を掻きつつ、スバルはどうしたものかと首をひねり、




「そのあたりの言い合いは今しがた、ようやっと終わったとこで……」




「止めても無駄なんでしょう？」




「まぁ、そうなるかな。むしろ、止められると色々な場面に支障が……」




「はいはい、わかりました。止めたりしないわよ」




　階段を下り、スバルたちの前まで降りてきて腰に手を当てるエミリア。

　彼女の紫紺の瞳に真っ直ぐ見つめられ、ふとその輝きに吸い込まれるように目を離せなくなる。

　彼女はその動けないスバルの方に手を伸ばし、こちらの胸に軽く触れると、




「無茶も無理もしないでって言っても、それも無駄そうよね」




「場合によっちゃ……な。いや、俺もしたくないんだよ、それ全部」




　努力・頑張る・必死なんて種類の言葉は全部やりたくない類。

　それでも、状況を変えられるのが自分しかいない場合、スバルは動かざるを得ない。どうしてこんな面倒な性質になったのか――目の前の少女の影響が大きいのだろうと、そう思って苦笑が出る。




「――あなたに、精霊の祝福がありますように」




「なんだって？」




　こちらの胸に触れたままの呟きに、スバルが首を傾げる。と、エミリアはそんなスバルに含み笑いを向け、




「お見送りの言葉よ。無事に戻ってきてねって、そんな意味」




「ああ、火打石で見送る感じか。なら、俺も答えにゃならんね。エミリアたん、勝利の栄光を君に――」




「はいはい」




　敬礼してみせるスバルを流して、エミリアはレムにも視線を向ける。黙って二人のやり取りを見ていた彼女はその視線に背筋を正した。




「レムも気をつけて。それと、スバルが無茶しないように見張っててね」




「はい、エミリア様。承りました」




「信用ねぇな、俺」




「なに言ってるの。スバルの人となりを信用してるから、こんな話になるんじゃない」




「なにその信頼。いい意味にも悪い意味にも取れて鬼がかってんな」




　腰に手を当ててお説教モードのエミリア。

　言い足りない気持ちはいくつもあるのだろうが、それでも彼女が話を引っ張ったのはそこまでだ。急ぐスバルの心情を酌み取り、彼女はこちらの背を押すと、




「いってらっしゃい」




「うぃ、行ってきます！」




　背を押され、拳を振り上げるポーズで応じ、エミリアとラムを置いて屋敷を飛び出す。お辞儀して屋敷を後にするレムが後ろに続き、駆け出すスバルの隣へ悠々と並んでくるのがわかった。




「それで、詳しい話が聞きたいんですが……」




「呪術師が村にいる。ベアトリスに解呪してもらったけど、俺も呪いをかけられてたぐらいだ。――下手すると、村が壊滅するかもわからねぇ」




「――本気、ですか？」




　走りながら息を呑み、レムが目を見開いて聞いてくる。

　それに無言の頷きで応じながら、スバルはひたすらに村を目指す。




　呪術師が理性ある人間ならば、そんな手段は想像する必要もなかった。だが、スバルの推測が肯定された場合、最悪の事態は起こり得る。

　故に、スバルは駆け抜ける。並走するレムもまた、事の重大さを知って無言の疾走。




　遠く、木々の向こうにある村を目指し、二人の姿は夜闇を切り裂いていった。







※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「――スバルくん、あれは」




　レムが幾許かの緊張感をみなぎらせ、そう叫ぶのをスバルは聞いていた。

　声を上げるレムの姿は、スバルの視線のだいぶ先にある。彼女が指差す方向にあるのは輪郭のはっきりしてきた村であり、その表情が示すのは、




「ずいぶんと、村が明るいな……」




　同じ感想に思い至り、スバルもまた異変の気配を察知する。

　その足取りは重たく、走るというには遅く、歩くというには早い、そんなペースにまで疾走はダウンしていた。

　逸る気を抑えられないレムはもどかしげにスバルを見るが、そんな風にせっつかれても横っ腹が痛くて大声も出せない。




「先行け、先……っ」




　手振りで先行するように指示するが、レムは首を横に振る。

　そもそも、彼女のスバルへの同行の理由が理由だ。スバルの監視の意味もあるのに、ここで別れては本末転倒ということだろう。

　イマイチ締まらないスバルの姿勢に業を煮やしたのか、




「もう、仕方ありません。舌を噛まないでください」




「え、ちょ、レムりんてばなにを――ッ！？」




　スバルの隣へ駆け戻ってきたレムが腕を伸ばし、へろへろ状態のスバルの首根っこを掴むと軽々持ち上げる。

　酒樽のときにも見せつけられた、圧倒的な膂力の差だ。




　そのままレムの肩に担がれたまま、スバルの体は逆さの状態で風に乗る。

　レムの本気の疾走の速度を体感し、スバルは彼女の身体能力の高さに絶句。その一方で、彼女を伴ってこれた自分の判断に間違いがなかったと確信もする。




　無力で無能なスバルがひとりで渦中に飛び込んだところで、いったいどれほどのことができるというのか。玄関でのハッタリのやり取りも含めて、レムという戦力を確保できたのは正解だったろう。




「到着です。スバルくん、平気ですか」




「早いな、さすが……あとは、村の状況を……おろろろろ」




　塀に手を着き、揺られたことと疲労が原因での嘔吐感に苛まれるスバル。

　そんなスバルの無様さを無視し、視線をめぐらせるレム。そんな二人の目立つ出で立ちに、ちょうど側を通りかかった村人のひとりが気付く。




「お屋敷のお二人じゃないですか。こんな時分に……」




「ちょうどいいところに。なにかあったんですか？」




　駆け寄ってきた青年を捕まえ、レムが上から問いかける。彼はその強い語調に少しだけ驚いたように目を見開き、「え、ええ」と上擦りながら応じ、




「実は、村の子どもが何人か見当たらなくてですね。暗くなる前まで遊んでいたのはわかってるんですが、そのあとが……」




　青年のはっきりしない物言いに、レムがさらに質問を重ねようと口を開く。

　が、それよりも先に動いたのはスバルだ。荒い息をついたまま、スバルは青年の肩に手をかけて振り向かせると、




「いないってのは、リュカとかペトラとかミルドか？」




「そ、そうですが……どこに行ったのか心当たりが？」




　不安を肯定される返事を受け、スバルはその場で舌打ちすると「クソ！」と地面を蹴飛ばす。それから村の外れ――森に通じる塀の方角を見据え、




「子どもたちを探してんのは、あんたと？」




「青年団が総勢でと、ムラオサが」




「子どもたちがいるのは森だ。村の中を探し回っても出てこねぇ」




　スバルの断言に青年の表情が変わる。彼はなおもスバルに聞きたいことがある様子だったが、スバルはそんな彼の肩を叩くと走り出し、




「俺は先に森に入る。あんたはみんなに伝えてくれ。子どもたちは森だ！」




　背後で青年が疑問の声を上げるが、それに取り合わず再び駆け出す。

　慌て、ついてくるのはレムだ。彼女は確信めいたスバルの態度が腑に落ちず、




「どうして、そんなことが……」




「わかるんだよ。森の奥で、ひとりぼっちで鳴いてたのをみっけたって、俺は二回も聞いてたんだから――」




　村の周囲を覆うのは、背の高い木製の柵だ。森に隣接する部分に立てられたその塀を乗り越え、土の上に着地する二人の身は森の中へ。

　木々の隙間を縫いながら、枝やぬかるむ地面に気をつけて奥へ。




「森の中っていっても、範囲が広すぎます。スバルくん、心当たりが……」




「ガキ共の言葉が確かなら、こっちの方に……」




　記憶を頼りに足を進めるが、あくまで聞いただけの話をなぞるでしかない足取りは重い。おまけに視界は真っ暗で、正しい方へ進んでいる確認のしようもないのだ。

　だが、




「――結界が、切れてる」




　驚きの声を漏らすレムに、スバルは自分の判断が正しかったと拳を固める。

　眼前、レムが指摘したのは、大樹に埋め込まれた結晶だ。光を失って久しいといった感じのそれは、森の中で何度か見かける機会があった謎の物体。

　森を指して、結界の話が出たことが何度かスバルの記憶に残っている。山の奥へ入ってはいけないと、そうラムに直接指摘されたのはいつだっただろうか。




「結界が切れてると、どうなる？」




「『魔獣』が境界線を踏み越えてきてしまいます。だからこそ、結界の維持の確認は村人の義務なのに……！」




「言っても仕方ねぇ、目の前のが事実だ。それより、魔獣ってのはなんだ？」




　スバルの質問にレムはなおも動揺しつつも、




「魔獣は、魔力を持つ人類の外敵……です。人類に仇為すため、魔女が生み出した……と言い伝えられています」




「またここでも魔女か……」




　聞き逃せない単語の頻出にスバルは顔をしかめたが、今のレムの言葉の前半で確信する。呪術師の正体と、今も村を襲う災厄の前兆を。




「――！　スバルくん、なにを！？」




　驚き、レムが制止の声を上げる。

　彼女の前、結界と呼ばれた樹木を横切り、奥へ向かおうとするスバルの姿がある。それに驚く彼女に振り向き、スバルは自らの左手を差し出し、




「ガキ共は奥だ。助けにいかねぇと」




「確証があるんですか？　結界を踏み越えるには、ロズワール様の許可が……」




「俺の手の甲の傷跡が証拠だ」




　指し示す左手の甲――そこには昼間、村を訪れた際に負った傷がある。

　子どもたちが取り囲み、スバルにもまた洗礼を浴びせた犬歯の痕が。




　――この傷を指し示し、ベアトリスは言ったのだ。

　この傷跡を作った存在が、スバルに呪いをかけた張本人であると。




　一度目、二度目、そして今回。

　スバルの身を呪いが降りかかったケース、その全てに関わる存在。そして、四度目の世界でレムの身を襲う可能性も存在するソレ。

　全てを包括する可能性を持つのは、もはやあの存在以外にあり得ない。




「ガキ共が可愛がってた犬だ。犬っぽいアレが犬じゃなくて、噛みつく相手を片っ端から呪ってたとすればどうだ」




　人為的なものでなく、天災のようなものだ。

　ネズミを媒介に広まった伝染病があったように、獣を通じて爆発的にそれが広まれば、こんな村ひとつどうなるか想像に容易い。




　その犬を追いかけ、森に入った子どもたちの安否もまた、同様だ。




「時間をかければかけるほどヤバい。ガキ共が呪われてるかどうかはわからねぇが、とにかく全員連れて屋敷で解呪にかけないと」




「待ってください。そんな判断を勝手に――そもそも、状況が怪しすぎます」




「ああ？」




　逸る気持ちのまま森へ入ろうとするスバルに、なおもレムは食い下がる。彼女は村の方角、ひいては屋敷の方を指差し、




「ロズワール様が不在のこの機に、狙ったようにこんな問題が起きますか？　これがお屋敷を狙ったものでないなんて……」




「じゃあ、どうする。現在進行形でピンチなのは間違いないガキ共を見捨てて、屋敷に戻って防御固めるか。次の日に、村人全員が死んでてもいいってんなら、それも手だろうよ」




　卑怯すぎる物言いだと、自分でもわかっていてスバルは言った。

　レムはあくまでリスクを回避しようとしているに過ぎない。それは当然の感情であり、彼女が責められる筋合いなどまったくないのだ。




　だが、押し黙っても蹲っても、決断を迫る時間は必ず訪れる。

　どれほど選択肢が限られていようとも、目の前に提示されたいずれかのカードを選ばなくてはならないのだ。無論、選ばないという選択を選ぶこともできる。しかし、それをしたときの後悔がもっとも大きかったことは、今もスバルの心の奥に深く深く刻み込まれていた。




「レム、行こう。俺たちで、どうにかしてやるしかない」




「どうしてそこまで……スバルくんに、この村がどれほど関係が……」




　いまだ判断に迷っているからか、レムが女々しくそう呟くのをスバルは初めて聞いた。いつでもどんなときでも、整然とした態度を崩さなかったレム。

　だが、信頼する主と姉のいない場で決断を求められるとき、彼女はこんなにも脆い年相応の少女としての顔を取り戻す。

　その人間としての弱さに、スバルは痛いほどの共感を覚える。だが、その傷口を舐め合っている余裕は今の二人にはない。




　時間の余裕もそうだし、精神的な問題での余裕もそうだ。

　こうしてレムの決起を促す傍らで、スバルの足は疲労以外の理由で震えるのを隠せない。当たり前だ。自分に二度、レムに一度、命を奪う原因となった存在が、この先に待ち構えているだろうとわかっているのだ。

　ましてや最大戦力である同行者が、奥へ共に行くことに積極的でない。最悪、ひとりででも奥へ向かわなくてはならない可能性を考慮すれば、押し隠したはずの臆病が顔を覗かせるのを、どうして堪えられるだろうか。




　しかし、スバルはそんな己の弱さを、頬を叩いて忘れさせる。

　渇いた音の破裂に顔を上げるレム。その彼女の視線を受け、スバルは深呼吸しながら低い声で、




「――ペトラはな、大きくなったら都で服を作る仕事がしたいんだ」




「……え？」




「リュカは村一番の木こりの親父の跡を継ぐって言ってるし、ミルドは花畑で集めた花で冠作って母ちゃんにプレゼントしたいんだと」




「…………」




　指折り、瞼の裏に思い浮かぶ顔をひとつひとつ数えながら、スバルは続ける。




「メイーナはもうすぐ弟か妹か生まれるって喜んでたし、ダインとカインの兄弟はどっちがペトラをお嫁さんにするかで張り合ってやがる」




　小さな笑いが思わず漏れた。

　それから、押し黙ってしまうレムに首を横に振り、




「関係ないなんてことあるかよ。俺はあいつらの顔も名前も、明日やりたいことも知ってんだ」




　子どもなんてスバルは嫌いだ。

　うるさいし、馴れ馴れしいし、タメ口を利くし、なにより礼義がなってない。

　不作法で不躾で無鉄砲で無遠慮で、まるで誰かを鏡で見ているようだ。




　スバルは根っからの善人なんて程遠い。

　テレビのニュースで凄惨な事件の報道を見ても、字面の上での数字がどれほど大きくても、それが身近でないのならひと眠りしたあとにはすぐ忘れるほど薄情だ。




　だから嫌いで、身近でない子どもなんてどうなったところで関係ない。

　それこそ、レムの言う通り、エミリアたちを優先して屋敷にこもる方がずっとスバルらしいやり方だと自分でも思う。

　でも、




「ラジオ体操、明日もやろうぜって約束しちまった」




　召喚初日のループのときも、スバルは同じことを思ったはずだ。

　見捨ててしまえば楽にできる。でも、それができないから走ったのだ。




　レムを見る。

　彼女は判断に迷っている。戸惑っている。

　弱々しい姿だ。力足らずを嘆く姿だ。それはスバル自身の姿だ。




　自分より今、弱い彼女の姿を見て、覚悟を決める自分に嫌気が差す。

　ビビって怖気づいて仕方ないくせに、けっきょくまた誰かを利用して自分を保とうとする小人さが心底憎たらしい。

　そんな自分の臆病さすら、利用できるのなら利用してしまえ。




「俺は約束は守るし、守らせる性質なんだ。――俺はあのガキ共と、またラジオ体操を必ずする。だから、奥へ向かうぜ」




　――勇気がこんなに恐いものだとは知らなかった。

　スバルは震える手を押さえるのに必死で、震える声に気付かないまま言い切る。




　そんなスバルの背を見ながら、レムは静かに瞑目する。

　彼女がついてこないというなら、それもまた仕方のないことだと思う。今から戻って村人たちを呼びにいくのは時間のロスが大きすぎる。せめて、レムにそれだけ言付けて行きたいところだが――。




「仕方、ないですね」




「レム？」




　ふっと、唇をゆるめてレムがスバルを見上げる。

　彼女は驚きを浮かべるスバルの方へ、初めてといっていいぐらい、はっきりとした感情をうかがわせる表情を浮かべ、




「レムの命じられている仕事は、スバルくんの監視ですから。ここでスバルくんをひとりで行かせてしまっては、それが果たせないでしょう？」




　からかうような彼女の言葉に、しばしスバルは唖然とし、それから頭を振って、




「ああ、そうだな。俺が怪しい真似しないか、しっかり見張っててくれ」




「ええ、そうします。――だから、行きましょうか」




　隣にレムが滑るように並び、スバルはついに彼女と本当の意味で並べたような気がして背筋を正す。

　こそばゆいような気持ちを得ながら、彼女に礼を言おうとして、ふと気付いた。




　――隣を歩くレムの手に、いつの間にか鉄球が握られている。鉄の柄と鎖で結ばれたそれは彼女の手の中で、その重量感に見合わぬ軽やかな金属音を立てていた。




「あの、レムさん、それって」




「護身用です」




「いやでもそれは」




「護身用です」




　レムと二人、そんな会話をしながら、未踏の森へと足を進める。

　せっかく絞り出せたはずの勇気が再びしぼみかけるのを、どうにかこうにか必死の覚悟で立て直しながら。
第二章３９　『夜更かしの約束』
　『護身用』の鉄球片手に臨戦態勢のレムを伴い、夜の森の捜索は続いている。




　月明かりが木々に遮られ、漆黒の落ちる森の闇は深い。行く手に立ちはだかる木々を避け、枝葉を掻き分けて進む内、体のあちこちに血のにじむ擦過傷が生まれる。

　チクチクと痛む小さな傷に、暗闇を手探りで進む暗中模索の苛立ち。

　時間がないことも含めて、それらがスバルにもたらす精神的な重圧は大きい。




「正直、こんだけ暗いのは予想外すぎた。レムりんはよく大丈夫だな」




「森の中、山の中なら加護が……それより、あまり大きい声を出さないでください。息遣いも抑えて、心臓の鼓動もうるさい」




「と・ま・る・か……」




　小声で一音ごとに区切りながら反論して、先行するレムの背中にゆっくり続く。

　彼女がいなければ、今頃は自分の位置すら見失って立ち往生していたことだろう。夜目が利くのか、進むレムの足取りは軽く、迷いがない。

　スバルにはぼんやりとすら見えない暗闇の森を、後続のスバルが歩きやすいように道を整えながら踏破してくれている。




　月光すら遠い闇の底にあって、頼れるのは前を行くレムの背中だけ。その目の前の小さな体が大きく見えて、思わず伸ばした手でそのメイド服の裾を摘まんでしまう。




「……なにをしているんですか」




「暗闇の心細さに思わず縋ってしまった――の図」




「はぐれないために掴まるのなら、もっとちゃんと肩とかにしてください」




「迷いなく進む背中の邪魔になりたくない。でも心細さを堪えられない。そんな切なく淡い乙女心が出ちゃったんだな……」




「どの口がそんな……さっきは少しだけ、かっこよかったのに」




　呆れて言葉もないといった様子のレム。彼女はその裾をスバルに摘まませたまま足を止め、周囲をぐるりと見回しながら、小さく鼻を鳴らしている。

　その警察犬めいた仕草を指差し、




「さっきからちょいちょいやってっけど、臭いで追いかけるなんて真似できんの？」




「一番誤魔化しのできないところですよ。姿かたちや声は偽れても、存在からにじみ出るそれだけは偽れないものですから」




　断言してみせるレムの言葉には自信が満ち溢れている。それだけに、彼女の嗅覚がスバルたちの目標に届くのを祈るばかりだ。

　ふと、そんな彼女を眺めながら、以前にも臭いを根拠にレムとなにがしかの会話をしたような気がする。あのときはそう、確か『魔女の臭い』が問題視されていたはずだ。スバルから、忌まわしい臭いがすると、レムはそう言っていた。

　思い返すと、ベアトリスもスバルに関して似たような感想を口にしていた覚えがある。今は状況が許さないが、もし事が片付いて覚えていれば――。




「――！　近い、生き物の臭いです」




　考え込むスバルの横で、レムが顔を右に向けて瞳を細める。同じ方向にスバルもつられて目を向けるが、広がるのは一向に変わらない闇だけだ。

　それにもどかしい思いを抱きつつもレムに振り返り、




「子どもたちの臭いか！？」




「わかりませんが、獣臭くはありません」




「それだけわかりゃ上等だ。行こう！」




「こっちです」




　身を低くして駆け出すレムに、服の裾を掴んだままスバルも追いすがる。

　心なしか、レムの声にも弾むような音色があった。暗闇の中に見えた、文字通りの光明に足取りは意識せずに逸っている。




　もっとも、期待と不安は表裏一体だ。

　捉えた臭いが子どもたちだと断言しなかったレムの無意識も、知らず知らずその不安を認めているからこそだろう。

　だからこそ、答えを一刻も早く見つけ出す必要が二人にはあった。




　前を行くレムは手にした鉄球を乱暴に振るい、道幅いっぱいに広がる樹木を抉り飛ばして道を作る。その煩雑なやりようには焦りが強く感じられ、後を追いかけるスバルも自然と地を踏む蹴りつけが強くなっていた。




　息が切れ、足が重くなる。しかし、意識は鮮明だ。次第に真っ暗闇にも目が慣れ始め、スバルの視界にもわずかばかりに森の光景が映り込み始める。

　と、ふいにスバルの視界が目の前で開けた。森の中、ぽっかりと木々が口を開けた空間があった。小高い丘が広がるそこは空が開けており、差し込む月光がいっそ幻想的な雰囲気すら醸し出している。




　そんな小高い緑の丘、月明かりの眩い恩恵を受けるその場所に――、




「子どもたちだ！」




　緑の床にぐったりと、四肢を投げ出して寝転がる子どもたちの姿があった。

　慌てて駆け寄り、レムと二人で子どもたちの安否を確かめる。

　倒れているのは全部で六人。見える限りの肌に外傷は見当たらず、全員の意識はないが呼吸は止まっていない。




「生きてる。――生きてるぞ！」




　間に合った、と拳を固めて喝采を上げるスバル。

　が、その傍らで眠る少女の容態を見ていたレムは「いえ」と前置きし、




「今はまだ息がありますが、衰弱が酷すぎます。このままじゃ……」




「衰弱……呪いか！」




　見れば子どもたちの顔色は蒼白で、荒い息は丘に上がった魚のように喘いでいる。額にはひどく冷たい汗が浮かび、悪夢に苛まれるように苦しげな寝顔をしていた。

　呪術――己の身にも幾度も襲いかかったそれを客観視し、スバルは唇を噛みしめ、




「なんとか、なんとかできないのか。レムは解呪できないか？」




「レムの腕ではとても……せめて、姉様がこの場を視ていてくれていれば」




　焦燥感に急かされるスバルと同じく、レムもまた己の力足らずを悔しげに認める。しかし、彼女はすぐにその弱気を振り払うように首を振り、




「とにかく、気休めでも癒しの魔法をかけます。少しでも体力を戻さないと」




「ああ、頼む。俺はどうしたらいい？」




「周囲の警戒を。それと、子どもたちを一ヶ所に集めてください」




　レムの指示に従い、子どもたちを彼女の前にずらりと並べる。苦しげに呼吸する子どもたちを痛ましげに見やり、レムは地面に鉄の柄を使って円を刻んだ。

　子どもたちをすっぽりと包み込む形の円、その縁にしゃがんで手を触れ、




「水の癒し、その祝福を与えたまえ――」




　詠唱に続き、淡く青い光が粗末な円の中に浮かび上がり、寝ている子どもたちの体を柔らかに覆うと、その光をゆっくりと体内に沁み込ませていく。

　その輝きが癒しの波動であるのだと、魔法の知識に乏しいスバルにすら感じられる、優しく柔和なきらめき。

　時間が経つにつれて光は子どもたちの体に浸透し、次第に苦しげだった呼吸がわずかではあるが穏やかなものへと変わり始めた。




「すげぇな、レム。これなら……」




「言ったはずです、気休めだと。こうして体内のマナに語りかけられる内は大丈夫かもしれませんが、それが枯渇してしまえば応急処置にもなりません。一刻も早く、根本的な原因を排除しないと」




「解呪、だな。それは屋敷に戻ってベア子とパックに頼るしかない。よし、戻ろう。子どもたちを担いで……」




「――スバル？」




　即時撤退の覚悟を固めた直後、ふいに名前を呼ばれてスバルは驚く。声の方へ視線を向ければ、そこには薄目を開く茶髪の少年の姿があった。

　意識が戻ったらしき少年はその瞳にスバルを映し、苦しげに喘ぎながら、




「スバル、スバ……」




「起きたのか、リュカ。よし、いい子だ強い子だ。でも無理すんな。すぐに連れ帰って、苦しい理由とはサヨナラさせてやる。任せてくれていいから、今は大人しく休んで……」




「ひとり、奥……まだ……奥に」




「……おい、なんてった？」




　途切れ途切れになにかを伝えようとするリュカ。

　その断片的な情報に聞き逃せないものを感じ、スバルは再度問いかける。が、再び瞼を閉じて意識をなくしたリュカにはその声は届かない。

　スバルは小さく「くそ」と悪態をつき、それから森の奥へと視線を向け、




「昼の、あの場所にいた面子が行方不明のガキ共なら……ああ、チクショウ、マジだ。あのお下げの子が見当たらねぇ」




　この場に眠るのは六人、全員が名前を見知った子どもたちだ。が、この場に欠けているのは昼間にスバルを子犬の場所へと導いた少女。引っ込み思案なのか、なかなかスバルたちの輪に入ってこれなかった内気な子だ。

　あの子の姿がどこにもない。そして、リュカはわずかに戻った意識で、「助けて」とも「苦しい」とも言わず、「その子が奥へ連れていかれた」と伝えたのだ。




　まだ十歳にも届かないような子どもが、今も命を脅かされる状態にありながら、自分ではなく他人の、友達の安否を気にしたのだ。




「クソったれ」




　もう一度悪態をついて、スバルはその場に立ち上がる。

　リュカとのやり取りがイマイチ聞こえていなかったのか、疑問符を浮かべるレムにスバルは振り返り、指を突きつけて問いかける。




「質問だ、レム。子どもたちに癒しの魔法をかけっ放しにすれば、制限時間を延ばすことはできるか？」




「……現状は、可能です。でも、本当にそれはただの時間稼ぎにしかなりません。レムもこの場にかかりっきりになってしまいます」




　スバルの意図が読み取れず、応じるレムの言葉の歯切れは悪い。

　それを聞きながら、スバルの脳はめまぐるしく回転する。どうすればいいのか。この場において役立たずの自分は、どう動くのが最善となるのか。




　思いつく手段はひとつしかない。かなり博打をすることになるが――、




「レム。子どものひとりがまだ奥に連れていかれてる。たぶん、そこに例の魔獣ってやつがいるんだと思う」




「奥……ですが、ひとりずつ連れていかれたならそれは」




　最悪の想像を口にしようとするレムを、差し出した掌で食い止める。言葉を封じられた彼女に、スバルは眉間に皺を寄せながら、




「状況が悪いのは俺もわかってる。でも、かなりヤバいって思ってた子どもたちの命はどうにか拾えた。なら、残りも拾い切る努力はするべきだろ？」




「欲張って、拾って戻れるはずだったものまでこぼれ落とすかもしれませんよ」




「だから、そうならないためのレムだろ？」




　食い下がるレムが鼻白む。彼女の前でスバルは両腕を広げ、




「レムの腕力なら、子どもたち六人担いで逃げるのも無理じゃねぇだろ？　逆に俺もそこそこ力自慢なつもりだったが、ガキ六人担ぐのは無理だ。せいぜい二人、無理して三人ってとこ。回復魔法も使えないし、今、ここで俺ができることはないに等しい。なら、手の空いてる駒は有効活用すべきだ」




「…………」




「俺が奥を見てくる。レムは子どもたちを連れて、一度村へ戻ってくれ。――なぁに、無理無茶無謀はしねぇし、できねぇよ。村の連中に子どもたちを預けたら、レムが飛んで戻ってきてくれればいい」




　スバルの無茶苦茶な論法を、レムは無言で聞いている。

　その彼女の視線が一向に和らがないのを受けながら、しかしスバルの唇は口八丁手八丁でまくし立て、




「奥の子どもが……なんだ、最悪の状況なら俺も引き返すさ。でも、もしもまだ望みがあるなら、時間稼ぎぐらいはできる」




「相手がどんな相手なのかもわからない上に、レムがどのぐらいで戻ってこれるかもわかりません。最悪、見失って合流できないことだって……」




　スバルの判断が受け入れ難いのか、レムはスバルの袖を掴んで言い募る。

　こちらの身を案じているのか、それとも純粋に無謀なスバルの案を飲み込むことができないのか。

　前者だと嬉しいなと思いながら、スバルは苦笑して彼女の指を袖から外す。それから外れた彼女の指を取り、




「なぁに、見失ったりしねぇさ」




「なにを根拠に……」




「根拠ならあるとも」




　笑い、スバルは自分の鼻に指で触れて、それから彼女の顔を指差し、




「鼻、自信あんだろ？　そんでもって、俺ってば実はかなり鼻につく臭いを発してるとか、ＬりんとかＶ子あたりに何度か指摘されてんだぜ」




　押し黙り、目を見開くレム。

　彼女のその驚愕にダブルで指を突きつけ、いつかのレムに、このレムが知らない彼女に意趣返しするように、




「他の誰も気付かなくても、お前だけは俺の臭いに気付く。俺の身にまとう悪臭に、咎人の残り香に――そうだろ？」




「スバルくんは……どこまで、知って……？」




「さぁて、わかんねぇことばっかりだぜ。わかんねぇことだらけで、昨日も今日も明日も、何度繰り返しても望む答えになかなか辿り着かない」




　急な話題の飛び方に、レムは煙に巻かれたような顔をする。そんな彼女の反応を仕方ないと思う反面、このことを笑い話にできる自分の心境にそこそこ驚嘆。

　なんともまぁ、図太い神経に仕上がったものだと自分で自分を褒めてやりたい。




「お前が俺に聞きたいこといっぱいあるみたいに、俺もお前に聞きたいことがいっぱいある。だから、全部片付いたらお話しようぜ。夜通しお互いの部屋で、寝間着で深夜のガールズトークだ。約束、な」




　そうして無理やり、手に取ったままだった彼女の指と己の指を絡める。

　小指と小指が絡んだ状態で、レムはスバルを戸惑いの瞳で見る。そんなレムの前でスバルは大きくその絡めた指を上下に振り、




「ゆーび切った、と」




「い、今のは……？」




「俺の故郷の約束の儀式だ。破ると針を千本飲まされる羽目になる。一のダメージが千発分くるから、ＨＰが三桁しかないＲＰＧなら即死技だわな」




　畳みかけられ、スバルの言動はもはやレムの理解を越えている。困惑に困惑を重ねて言葉もないレムに、スバルは「つまるところ」と前置きして、




「俺はレムりんを信じてるよ。だから、レムりんに信じてもらえるように俺も行動したい。そのための約束を、今しよう」




「――――」




「言ったろ？　俺は約束を守るし、守らせる性質だって。だから、心配されなくたってへっちゃらぷーだっての」




「ぷーって……」




　ついに堪え切れず、レムが呆れのため息をこぼしながら力なく笑う。

　そのまま笑いの衝動を殺し切れず、レムは小さく笑い続け、それにつられたようにスバルもまた声を殺したまま笑う。

　そうしてひとしきり笑い、笑い終えて、顔を上げたレムは、




「約束、しましたよ。――本当に、色々と聞かせてもらいますからね」




「初恋の子の名前でもなんでも話すよ。現在進行形で好きな子の名前以外はな」




「それはもう知ってます」




「本人には届かないのにね！」




　どこか、置き去りにしていたような彼女とのやり取り。

　それを再現して、スバルは己の満足を得る。レムもまた、真剣な面差しで、




「すぐに戻ります。決して、無茶はしないでください。エミリア様に怒られてしまいますから」




「俺もエミリアたんに怒られるのはごめんだ、気をつけよう。――ま、それに大丈夫だって。今日の俺、だいぶ鬼がかってっから」




「鬼、がかる……？」




「神がかるの鬼バージョン！　最近の俺のマイフェイバリット！」




　両腕を交差して足を開き、虚空を掴む新ポージング。

　そのスバルの軽薄な虚勢を、レムはどう思っただろうか。




　彼女はそのスバルの態度には言及せず、




「また、あとで」




　と、一言を残し、子どもたちをひとまとめに抱え上げる。小柄な少女がその小さな肩に、年少とはいえ人を六人も担ぐ姿は大道芸じみていて、こんな状況なのに遠ざかる背中を見送りながらスバルは笑ってしまう。




　森の中、小高い丘にひとりだけ取り残され、静寂が落ちる世界で深く息を吐き、スバルはゆっくりと件の方向へ振り向き、




「んじゃま、やるとしますか、スバルさんよ」




　震えそうになる自分を奮い立たせるように言い、約束を交わした小指を強く噛んでから走り出した。




　――行く先に待つのは絶望か、希望か、それとも。







　幾度も届いたはずの四日目の朝が、今は遠い。
第二章４０　『魔獣の牙』
　心は急ぎ、しかし足取りは慎重に。

　スバルは森の奥――朦朧とした意識の中、それでも懸命に絞り出したリュカの言葉に従って、暗い夜を踏破し続けていた。




　口の中が渇き、喉がひりつくような緊張感。息を殺し、足音を殺し、常闇の森を進む、進む。そこにはかすかな迷いこそがあるが、前へ出ることを恐れるような弱気は見当たらない。




　レムに叩いた大口のこともあるが、スバルは自分の行動に勝算がないなどとは思っていない。そも、勝ち目がゼロの場面に怖じずに飛び込めるほど、スバルは自分を高く評価していない。

　元の世界でも理由なく落ちぶれたように、こちらの世界でも自分につける評価は最下級――下にはおそらくトンチンカンぐらいしかいない程度。

　そんな判断をしているからこそ、勝算なき場に踏み込むような愚挙には出ない。絶対に引けない場面でも、言い訳を探す小人さと臆病さ。

　それを自覚しているからこそ、見落としてしまうようなか細い糸を辿り、答えに縋りつこうと足掻くことができるのだから。




「思い返せ、現状を。魔獣ってのがまんまと、あの犬っころってんなら……」




　その恐ろしげな字面と、実際に命を奪う呪術にばかり目がいきがちだが、もっと大きな視点から見れば勝算も浮かんでくる。

　どれだけ致死率の高い罠を張ろうと、それを為した存在はあくまでか弱いあの子犬なのだ。子どもの手の中にすっぽりと収まり、見た目の愛らしさ＝戦闘力といった風態のアレが目標ならば、




「さすがに負けねぇ、よな……？」




　相手の小ささに期待して、という情けない勝算の求め方。

　しかし、的を外した考えだとも思っていない。スバルはすでにベアトリスの手で術式を解呪された身だ。ならば、彼の存在がもう一度、スバルをその魔手にかけようとするのならば――先に一撃を放り込むことは可能なはずだ。




　もしも戦いになった場合に考えられる優位性、その細い糸が今のスバルの足取りを支える原動力だ。もちろん、それが最大限にスバル本位の条件が重なった場合であることは自覚している。

　当然、それと反する形で最悪の想像はできるが――、




「よせよせ、やめろ。最悪のパターンを描くと、喜んでそのラインをくぐってもっとひどい状況を持ってくるのがこの世界の神様のやり方だ」




　これまでの実績を鑑みて、手酷いしっぺ返しを食らう前に予防線を張る。その予防線を無慈悲に引き剥がし、下に隠した傷口を抉るのがこの世界なりの親愛の示し方だとわかっていても。




「――ッ！」




　ふいに生じた違和感に息を詰め、足を止める。

　空気が変わる、という感覚が如実に肌に伝わり、じっとりと疲労から流れていた額の汗の温度が急激に低下していくのがわかった。




　肌を針でつつくように刺激するのは、濃密な存在感が無意識に放つ威圧の余波だ。そこにある、というだけでこれほど本能が恐れを感じる。

　大気の温かさが変わり、空気の流れが乱れるとそれは異臭を運んでくる。先ほどまでは鬱蒼とした草と土の臭いだけが立ち込めていた森の中に、思わず顔をしかめてしまうほどの生臭さが漂ってきていた。




　人並み外れたレムの嗅覚と違い、常人同然のスバルの鼻でもはっきりとわかる。それは生き物特有の生臭さ――もっと有体に言えば、獣臭さというやつだ。




　嫌な予感を掻き立てられるのを止められないまま、スバルは息を殺して前へ。

　木々の隙間からそっと顔を覗かせ、漂ってくる臭いの原因の方を見やり――縋っていた細い糸が、ぷっつりと切り落とされたことを知った。




　――それは森の深い闇と同化する、漆黒の体毛をまとっていた。

　体躯は大型犬に匹敵するだろうか。長い四肢が大地をしっかりと踏みしめ、スバルにも劣らぬ重量のある体を支えている。

　発達した獣爪と、口の中に収まり切らない牙は、まさしく肉を穿ち切り裂くことに特化して進化した暴力の結集だ。




　枝葉に光を遮られる闇の中にあって、その爛々と光り輝く赤い双眸だけは見落としようがない。それは周囲をめまぐるしく睥睨し、その牙に獲物をかけることを今か今かと待ち構えているようにさえ見えた。




　こと、暗闇に浮かぶその姿を見て、はっきりとわかる。

　――あのただ純粋なまでに脅威だけが抽出された異貌、あれこそが魔獣だ。




「しかもあいつ……」




　その姿を子細に確認し、スバルは顎に触れながら記憶を探る。

　眼前に見える魔獣の姿――それに見覚えがあるのだ。

　前回のループの終点で、スバルと死闘を演じた角付きに酷似している。一見したところ、額に角の存在は確認できない。が、仮に同一だとすれば、




「前回、図らずもリベンジ成功してたのか……」




　それがなにかの慰めになるわけではないが、一矢報いていたのだと思うとわずかに溜飲が下がるような気持ちもある。

　もっとも、前回のループの出来事の全てがスバルの内側にしか残っていないように、その事実が目の前の状況になんらかの変化を持ち込むことはあり得ない。

　収穫があるとすれば、




「あの爪と牙が、こけおどしじゃないって知ってることぐらいか……」




　爪は付け爪で牙はオシャレ、なんて展開を期待するわけではないが、脅威がただ本物だと知れただけで気落ちするのがせいぜいだった。

　そして、大型の魔獣の姿を確認したことで、急速にスバルの覚悟もまたしぼみ始める。もとより薄かった勝算が完全に途絶えた形だ。

　先ほどまでの自己診断に則れば、無謀に出ないことこそがスバルの行動方針。




「とにかく、ゆっくりと……」




　この場から離れてレムとの合流を待とう、そう判断しかけたときだった。




「――――」




　魔獣の存在から意識をそらせず、その異貌を睨みつけたまま後ろへ下がる。そしてわずかに広がった視界の片隅に、スバルの注意を引きつけるそれはいた。

　魔獣が立ち尽くす森の深淵、倒木が折り重なる場所がある。おそらくはその倒れた木々の隙間に、魔獣の住処のようなものがあるのだろう。




　――その倒木の傍らに、ひとりの少女が打ち捨てられていた。

　ボロボロになった衣服。ほつれてしまった茶色のお下げ。白い肌にはあちこち血がにじみ、うつ伏せに倒れる体の負傷がどれほどのものかは遠目ではわからない。

　だが、しかし、その子は、




「――う」




　小さく、か細く、声がした。

　大気を伝い、森を通り抜け、それは強かにスバルの鼓膜を打った。




　届くはずのない距離だった。あるいは聞こえた、と錯覚しただけの幻聴だ。

　よく見れば倒れる少女はぴくりとも動いていないし、そんな少女の呻くような息遣いだけが届いたなど、奇跡にしては叶えてくれる願いがしょぼすぎる。




　ここにいるのは、スバルだけなのだ。ナツキ・スバルだけなのだ。

　奇跡を起こすというのなら、少女を助けようと天が望むのならば、この場にいるのはもっと頼れる、強く勇壮な英雄であるべきなのだ。




　たとえばロズワール。たとえばベアトリス。たとえばラインハルト。

　彼らならば、あるいは彼女ならば、こんな状況を易々と突破してみせたことだろう。スバルのように怖気づき、膝下を震わせて往生するなど考えもしまい。

　魔獣の脅威を軽々と打ち払い、少女の身を絶望から救い出し、物語を完全無欠のハッピーエンドへと導く。すごい、かっこいい、エレガント。




　だが、この場にいるのはナツキ・スバルなのだ。




　力はない。魔法もない。知恵もなければ、機転が利くような賢しさもない。奇跡に縋れるというのなら、群がる人々を掻き分けて誰よりも先にその権利に飛びつこう。そういう手合いの、救えない男なのだ。

　奇跡を欲するのがスバルだ。奇跡になることなど、できるはずがない。




　歯の根が鳴りそうになるのを、スバルはグッと奥歯を噛んで堪えた。

　息を呑み、心臓の鼓動を確かめるように胸に触れる。鳴っている。鳴っているのは確かだが、それが早いのか遅いのかわからない。

　時間の経過がひどく曖昧になっている。視界がぐにゃりと歪むように感じ、汗の伝う額を拭い、瞼をこすり、初志を貫徹――傍観に徹しようとする。

　なのに、




「おい、やめろ……」




　弱々しい呟き、視線の先では魔獣がその首をぐるりとめぐらせ、倒れる少女の方を見ていた。そのまま鋭い爪で地面を掻き、ゆるやかな動きで彼女へ向かう。一歩ずつ、一歩ずつ、スバルの心を削り取るように。




　魔獣の意図が読めない。彼女をここまで引きずり込んだのは奴のはずだ。いつだって、奴は彼女を殺せたはずだ。なのにまだ生かしていた。生かしていたあの子が動いたから、今度はそれを止めようとする。意味がわからない。理不尽だ。あとほんの数歩で辿り着く。待ってくれ、おかしい、意味がわからない。どうすればいい。勝ち目は、勝算は、見えない。縋る糸も、もう、なにも、ただ、




　――エミリアなら、きっと迷わないだろう。




「……おいおい、おいおいおいおいおいおい、バカなこと考えてんぞ、俺」




　深呼吸し、息を整え、震える膝に爪を突き立てて唇を噛みしめる。血が出るぐらい思い切り唇を噛み切り、痛みで意識を覚醒させた。




　ナツキ・スバルは奇跡など起こせない。できるのはどこまでも泥臭く、足掻き、もがき、迫る絶望を嫌だ嫌だと駄々をこねて困らせるぐらいが関の山だ。

　スバルは自分を過大評価しない。故に、自分にできる範囲のことが見えている。

　運命に対して、ほんの些細な引っかき傷を与えるのが限度。そして、その限度が、関の山が見えているのならば、その程度は、果たすべきだ。




　上着を脱ぎ、あちこちほつれた執事服をぐるりと左腕に巻く。外れないようにきつく締め上げ、血を拭って前を向き、




「おらああああああ！！」




　怒声を張り上げ、草木を蹴り飛ばし、魔獣が身構える一角へ飛び込む。

　突然の大声に魔獣は大きく身を震わせて飛びずさり、身を低くしてスバルの方を睨みつける。

　スバルもまた、叫び声で己を鼓舞しながら、地面を踏み鳴らし威嚇。




「あああ！　こっちだ！　おら、見ろ！　どうした、恐いのか！！」




　唾を飛ばし、がなり立てる。心臓が爆発しそうな痛みを全身に送り出している。

　眼前、こうして対峙した魔獣の体躯は想像以上に大きく感じられた。それは遠目で見ていたこともあるが、圧倒的な敵意に気圧されている影響も大きい。




　前回の魔獣との戦いで学んだことは、大仰に魔獣と呼ばれる存在であれ、その戦い方はあくまでスバルのよく知る獣の範疇から外れないという点だった。

　もちろん、元の世界でスバルが四足獣と矛を交えるような機会があったわけではないが、人と獣が戦う展開などは漫画やアニメで幾度も見ている。

　その中でも、噛みつくことを主力とする相手に対してもっとも有効なのが、今のスバルのように分厚い布地で腕を覆う作戦だろう。

　装備の貧弱さも合わせて、対応策をこれしか用意できないスバル。




　叫び、怒鳴り、威嚇しながら、左腕を前に突き出して牽制する。

　魔獣が臆病で、スバルの気迫に押されて逃げてくれるのがベスト。だが前回もそうだったように、こいつらは決して一度獲物と定めた相手を逃がすことはしない。




　森の静寂を叩き壊すスバルの怒声に反して、身を低く構える魔獣はうなり声ひとつ漏らさない。ただただ静かに四肢をたわめ、それを爆発させるタイミングを計るかのようにスバルを睨みつけているだけだ。

　どちらが獲物なのか、その態度からすらはっきりと示されているようでスバルのボルテージがさらに上昇、勢いに乗ってさらに一歩前へ、




「なにを余裕かましてやがる！　ほら！！　こい！　こ……」




　消えた。

　ふっと、目の前にいたはずの魔獣の姿が闇に溶けるように消えた。




　驚愕に喉が凍り、スバルは痙攣する瞼の震えに、瞬きの瞬間を盗まれたのだと失策を悟る。魔獣はほんの刹那でも、スバルが己を見失うタイミングを待っていたのだ。

　対峙する相手の一瞬を待つ、そんな高度な駆引きを野生が行ったことにスバルは戦慄。そのまま、姿を消した魔獣の行方に視線を走らせ、




　――脳裏にその光景が過った瞬間、スバルはその場で跳ねるように右足を引いていた。




「――――ッ！」




「ざまぁ！　みさらせぇぇっ！！」




　引いた右足があった空間を、魔獣の牙が甲高い音を上げて噛み砕く。ほんのわずか遅れれば神経まで抉られただろう一撃を回避し、スバルは真上からがら空きの魔獣の胴体を思い切り蹴りつける。

　崩れた体勢での前蹴りは渾身には程遠い。だが、まるで子犬のような悲鳴を上げて転がる魔獣にダメージは与えた。




　その弱々しい叫びに恥辱でも感じたのか、体勢を立て直した魔獣はスバルを睨みつけると、ついに牙を剥き出して獰猛に猛りを上げる。

　赤い双眸が赫怒に染まり、涎をこぼす口腔の中で何度も牙が打ち合わされた。




　――先刻の一撃はたまたまだ。前回、奴が最初の攻撃に足を選択していたから、今回もそれを信じて当たりを引いたに過ぎない。




「おら、こい、こいよ！　お前も相当ムカついてるだろうが、こっちゃお前のそれ以上だぞコラァ！！」




　――くる！




　なんの根拠もない確信、だがそれと同時に魔獣の姿が消えた。

　再び出現したときにはすでに眼前、スバルの左に回り込み、前に突き出すように伸ばされていた腕へとその長い牙が突き立てられる。




　厚い生地を鋭い牙が破り、内側の肉にまで深々と突き刺さる感覚。




「い――ッ！！」




　思わず半泣きになりそうな激痛、鋭い痛みが直接脳神経を殴りつけてくる。

　だが、




「――たくねぇッ！！」




　左腕に力を込めて筋肉を固める。自然、食い込んだ牙が抜けにくくなり、絡めた上着の効果と相まって魔獣の動きが完全に制止する。

　赤い双眸とスバルの視線が絡み合い、その圧倒的な敵意に呑まれそうになりながら、




「噛んだな、この、うすらバカがぁ――！！」




　左腕ごと魔獣の体を抱え込み、スバルは思い切り身を回す。遠心力に魔獣の体躯が浮き上がり、旋回の勢いで背中から背後の大木へ叩きつけた。

　ぎゃん、と苦鳴が聞こえたような気がしたが、そのままスバルの動きは止まらない。牙という凶器を押さえ込んだ状況を逃さないよう、体を振り回しに振り回し、無我夢中で腕の中の獲物を木に、地面に、叩きつけて叩きつけて叩きつける。

　そして最後に、




「しまいだぁ！！」




　真上から倒木へ振り下ろし、魔獣の顔面を砕きにかかる。

　壮絶な手ごたえが腕の中に戻り、それまで拘束を外そうともがいていた魔獣の体からふいにぐったりと力が抜けた。




　その呆気ない反応に荒い息をつき、スバルはその場に膝から崩れる。

　見れば、左腕に噛みついたままの魔獣の瞳には生気がない。ぐしゃぐしゃに割れた頭部からは大量に血がこぼれ、背中には幾度目かの叩きつけの際に突き刺さった木の枝が突き出している。

　ゆっくりと、その顎を広げて牙を抜く。だらりと舌がこぼれる。完全に生命活動が止まっているのがわかり、スバルは止まりかけていた息を大きく取り戻す。




「勝……ったか」




　呆然と、それだけ呟き、血と涎で汚れた上着を左腕から外す。上着の下の肌はひどい有様で、刺さった牙が肉を抉り、その下の白い骨がうっすら見えていた。

　興奮状態に忘れていた痛みが、傷口を直視したことで蘇ってくる。その火傷のような痛みに盛大に顔をしかめながら、




「とにかく、ああ、痛ぇ。クソ、あの子は……」




　這いずり、もどかしい速度でどうにか奥へ、倒木の傍らの少女の下へ。

　生死を賭けた戦いだったというのに、それに勝利したことへの達成感や実感といったものは微塵もない。あるのはドッと体を重くする疲労感と、たった今まで行われていた殺意の応酬をとっとと意識から消し去りたいという忌避感だけだ。

　高揚感も勝利の余韻も今は必要ない。ただただ、今の争いの果てに求めたものが取り戻せているか、それを確かめたい焦燥感の方がずっと勝っていた。




「――無駄に、ならなくてよかった」




　左腕を抱えたまま倒木に背中を投げ出し、スバルは深い安堵の息を吐く。

　すぐ傍らの少女――土と血でかすかに汚れた彼女の体に、確かに生命の息吹が残っているのを確認できたからだ。むしろ、その顔色は先ほどの子どもたちと比較しても血色がよく、ささやかな外傷を除けば被害は極々軽微。左腕が骨まで見えているスバルの方がよほど重症な有様だ。




「心配かけやがって……まぁ、いいってことよ。女の子の体に傷なんか残っちゃった日には、責任とってお嫁にもらってあげにゃいけねぇもんな。エミリアたん、一夫多妻には厳しそうだし」




　ドッと安堵が降り注げば、戻ってくるのは軽口による精神安定だ。

　レムには時間稼ぎなどと言ったものだが、蓋を開けてみれば見事に脅威自体を排除した形になる。少しは誇っても、罰は当たるまい。




「時間稼ぎはいいが、別にアレを倒してしまっても構わないのだろう的な」




　なかなか傑作、元ネタでは果たされなかった宿願を代わりに達成してしまった。

　傷の痛みを誤魔化すために、取りとめのない思考は繰り返し続く。どうにか少女を連れて村まで行きたいが、現状はそれをする体力が残っていない。

　大人しく、レムの合流を待つのが得策だろう。今度は時間制限がないのだ。最悪、ここで眠りこけてもどうにかなることだろう。




「なんて、堂々と居眠りこいてるわけにもいかねぇけど……」




　ほどいた上着を結び直し、止血帯としての役割を持たせて息をつく。

　と、スバルの耳はふいに茂みが揺れる音を遠くに聞いた。




　顔を上げる。風の音を誤認したか、と思った直後にもう一度、同じ音が真っ直ぐ正面――スバルが飛び出した方角から聞こえてくる。

　スバルが飛び出した方角、それは転じてレムと別れた方角にもなる。ともなれば、茂みを揺らしてくるのは青い髪のいなせなあの子か。




「待ちくたびれたぜ……あいにく、お前の相手は残ってねぇよ」




　一度は言ってみたい感じのそんな台詞を用意して、待ち合わせの少女が飛び込んでくるのを待ち構える。

　草木が揺れ、茂みの向こうで立ち止まる気配。こちらをうかがっている視線が感じられて、スバルは苦笑する。




　もう、警戒すべき相手はいないのだと、そう告げようと右手を上げて、

　――むわっと、むせ返るような獣気が再び漂ってくるのを全身が捉えた。




　茂みが揺れる、向こう側から踏み出してくる、背の低い四足の影。

　そして、




「おいおい、嘘だろ……」




　夜の森を煌々と切り裂く赤い双眸――その光点が数えきれないほど、正面の木々の群れの向こうから覗くのが見えた。

　数えるのも嫌になるそれは、おそらくは両手両足の指を足してもまだ足りない。




　左腕を押さえたまま立ち上がり、闇に浮かぶ光点を見渡して深い息を吐く。

　ふと、スバルは自分の頬に右手で触れ、それが引き歪んでいるのに気付いた。口の端がひきつり、笑みの形を作っている。

　ああ、なるほど、確かに、これは、思わず、笑ってしまう。




「――死んだな、これ」




　圧倒的な殺意がその一言に爆発し、静寂の森が狂乱に飲み込まれる。

　ただスバルにできたことは、いまだ意識のない少女を背後に庇い、両手を広げて立ちはだかることで、己の意地を示すことだけだった。










　――絶叫が、森の空に高く高く尾を引いていく。
第二章４１　『鬼』
　喉が震え、闇深い森に雄叫びが木霊する。




　「あ」とも「お」ともつかない、意味を為さないただ無意味な音の炸裂。

　自分自身の喉から発されるそれでありながら、スバルにすらその行為に理由や意味を見つけることはできなかった。




　赤い光点が一斉に飛びかかってくる。

　近づくにつれ、それが次第に輪郭を結び、漆黒を身にまとう猛獣が牙をむき出して襲いかかってきているのだと見てとれた。




　足の震えを、心の怖気を、魂の悲鳴を、それらを自覚する時間はない。

　ただこのときスバルの脳裏を支配したのは、目前に迫る圧倒的なまでの『死』の具現に対する感情ではなく、自分のすぐ背後に横たわる少女の安否のみだった。




　スタンスを広げ、両手を伸ばし、猛獣の爪が、牙が、後ろへ届かないように身を盾にする。意識してのことではない。ただ、体が勝手にそう動いただけの反応。

　その心意気に免じて、あっさりと身を引いてくれるような相手だったのなら救われたのかもしれない。しかし、眼前に迫る現実は無慈悲で、獣欲満ちる野生の前ではそんな感傷などなんの意味も持たない。




　――終わる、ここまできて、ようやく、全貌が見えたというのに。




　また力が足りない。また手が届かない。

　心がどれだけ屈すまいと足掻いても、純粋な力不足がスバルの選択肢を奪い去ってしまう。この状況もまた、そうでしかないというのだろうか。




「――――――――ッ！！」




　諦めを受け入れまいと咆哮する。

　それだけは、目の前の光点のいずれにも負けまいと、気迫だけは張り通す。文字通り、こけおどしでハリボテのハッタリ――牙が、その喉笛に喰らいつき、




　――眼前で、魔獣の頭部が果物のように爆ぜるのを見た。




　至近での撲殺に血飛沫がばらまかれ、真正面にいたスバルも頭からその鮮血を浴びる。直後、頭部を失った体がしかし勢いだけはそのままにスバルに激突。後ろに吹っ飛ばされて転がり、痛みと血の不快感にスバルは頭を振りながら立ち上がる。

　いったいなにが――と、




「遅くなりましたが――間に合ってよかったです」




　スカートの裾を優雅にひるがえし、白いエプロンドレスを片手で軽く摘まみ、それと反対の手に凶悪な鉄球を携えて、青い髪の少女が深淵に降り立つ。

　身を回し、ゆるやかなステップを踏み、鎖の音を響かせながら、




「時間稼ぎに徹するというお話だったはずですけど？」




「頑張ったよ！　超時間稼いだよ！　倒してしまっても構わんぐらいの感じでやったったよ！　その結果がこれです、本当にありがとうございましたぁ！」




　モーニングスターの鎖で甲高い音を連鎖させるレムに、スバルは文字通りに五体投地して感謝を捧げる。

　その反応を横目に、レムはゆっくりと己の正面――新たな獲物の参入に、舌舐めずりしてこちらをうかがう魔獣の群れを見やる。




　スバルひとりに対してはあれほど好戦的だった奴らが、小柄な少女がひとり加わっただけで慎重派へと鞍替えだ。群れの一匹が一瞬で屠られた事実を、決して軽んじて見てはいない。

　先ほどの一匹とのやり取りでもわかっていたことだが、ケダモノの見た目に反して連中は、かなり強かで小賢しい。




「レム……」




　仁王立ちするその背中に声をかけ、その警戒を促す。

　スバルの心持ちトーンを落とした声にレムは振り返らず、ただ吐息をこぼし、




「スバルくんのひどい体臭を追いかけて、さらに人目をはばからない奇声に急いで駆けつけてみればこの有様。碌な状態じゃありませんね」




「ひどい体臭とか軽く凹む。あと、自覚ないけど俺ってさっきなにを叫んでたのか詳しく聞きたい」




「レムの気が向けば。それと、向こうがそれを許してくれれば、事細かにお話してもいいんですけど」




　鉄の柄で正面を指し示し、レムはまるで挑発でもするように剣呑な光を瞳に宿す。スバルの肝が冷える反面、その敵意を向けられる魔獣たちの心中は穏やかではないらしい。黙してこちらを睥睨していた奴らの目に、はっきりとした交戦の構えと蹂躙の先走りが浮かび出していた。




「それは無理のようですので」




「――レム！」




　堪え切れず、スバルが思わず悲鳴のような高さでレムの名前を呼ぶ。

　彼女の正面でふいに生じたのは、左右に散る二匹の魔獣の猛攻だ。彼女までの距離を数歩まで詰めたところで、並走していた二匹が同時に左右に割れる。

　相対したのがスバルならば、そのままどちらに意識を傾ければいいのか追いつかず、その毒牙にあっさりと身を引き裂かれていたことだろう。

　だが、




「――――しっ！」




　鉄の柄を握る右腕が、ぞんざいに虫でも払うかのように振るわれる。旋回には柄に付属する鎖が伴い、鎖に連結する鉄球が突き従う。

　鈍重なはずの破壊兵器はすさまじい勢いで回転、腕の振りに従って軌道上の全てを薙ぎ払い、その軌道の途中にあった魔獣の胴体を直撃、そのまま胴体を真っ二つになるほど吹き飛ばす。骨と内臓がぶちまけられ、人知れず森の肥料に早変わりだ。




　そして、相方が一瞬で殺害された片割れはその怒りの全てを牙に込め、がら空きのレムの左半身へ鋭い一撃をもたらす――直前、左の拳が魔獣の鼻面を真上から撃墜。拳骨の威力が頭蓋を陥没させ、頭部が地面に埋まるほどの拳打に即死する。




　鮮やかなまでの手並みだった。が、その凄惨さは鮮やかなどという言葉とは程遠い。

　褒めたたえる言葉は遠く、スバルは目の前で行われた虐殺に目を見開き、呆然とする他に反応ができなかった。




　レムの破壊力は身を持って知っていたつもりだった。それがまさしく、『つもり』でしかなかったことが名実とともに明らかになる。




「つ、強ぇぇぇぇええええ！！」




「女性にその言葉はどうかと思いますよ、スバルくん」




「ボキャ貧の俺にはこんなんしか今の状況を表現する言葉が思い浮かばねぇよ。マジお前パネェな」




　想像を越えたレムの頼りがいっぷりに、スバルは体を跳ね起こして元の場所へ。

　這い戻るスバルは倒れる少女の安否を確認。絶体絶命の瞬間、そして現在進行形で命の危機にありながら、眠る少女はそれにも気付かず昏々と眠り続けている。




「まあ、なんて呑気で能天気。きっと元気で根気のある子に育つぞーっと！」




　その堂の入った眠りっぷりを賞賛し、痛む腕を駆使して小柄な体を抱き上げる。軽い重みを落とさぬよう抱え直し、




「レム、実はひとりで壊滅狙えたり！？」




「多勢に無勢、じり貧です」




「さすがにですよねー。しからば……」




　少女を抱いたままレムの隣へ。

　新たに群れの二匹を失った魔獣たちの動きは鈍い。こちらの出方をうかがうように身を低くし、威嚇の視線が光るものの行動に出る切っ掛けがないのだ。数に任せて浸透作戦にでも出られれば、戦力に劣るスバルたちはひとたまりもなかっただろう。

　しかし、奴らは慎重と臆病を履き違え、最優の選択肢を自ら誤った。




　故に、スバルとレムはほぼ同時に、同じ箇所に目をつけて、




「そこ！」




　スバルの叫びにレムの一撃が呼応する。

　大気を穿ち、殺戮を喝采する鉄球のうなり。それは狙い過たず、魔獣の群れが密集する地点のすぐ手前、その大地を爆砕――土塊と粉塵が舞い上がり、土砂の瀑布が飛び退く魔獣たちの視界を数秒間塞いだ。




「今――！」




　次なるレムの叫びに、スバルの体は蹴飛ばされるように走り出す。

　向かうは今の一発で包囲網がこじ開けられた、密集地帯の一点突破――。




　隙間に飛び込むスバルに、道を譲った魔獣が咆哮を上げる。猛獣は吠えながら再びスバルの進路を阻もうと跳躍するが、




「――うおおお、トラウマサウンド！！」




　駆ける耳元を、軽やかな鎖の音色が優しく撫でて通過する。

　いつかのリフレインに戦慄が背中を駆け上がるスバル。その真横で鉄球の歓迎が爆発し、ばっと血の華が夜の森に一輪咲き誇る。




　鮮血を置き去りに不確かな足場を踏みしめ、膨大な敵意にさらされながら森の中へ飛び込む。木の根を飛び越え、枝に頬を打たれながら、




「レム、道がわかんねぇ！」




「真っ直ぐ、正面です。結界を抜ければ勝負がつきます。それまで、方向を見失わないでください！」




　真っ直ぐ、と言われてもその正面がおぼつかない。

　ほんのわずか先しか見えぬ暗闇が、これほど方向感覚を狂わせるとは思っていなかった。手探りで前を進もうにも、両手は少女の重みで塞がっている。

　自然、前方の障害に注意しながら、スバルは己の体を丸めて、少女への被害を最小限に押さえながら走ることを余儀なくされていた。




　息が切れる。道を見失っていないだろうか。追いつかれはしないか。先回りは、囲まれてやいないだろうか。

　不安は尽きず、込み上げる恐怖はスバルの精神を確実に削ぎ落していく。




　左腕の感覚が鈍く、止まらない出血は上着の生地から滴り落ち、血に落ちる雫は追跡者に道しるべを残しているような錯覚さえ覚える。




　走る、駆ける、逃げ続ける。

　同じような景色が続き、自分がまるで一歩も進んでいないような感覚に陥る。そんなはずはないのに、焦燥感がその想像に拍車をかけるのだ。

　そうして弱音が胸中で膨らみ、膝が崩れそうになるたび、




　――背後で、鎖のうねる音がスバルに発破をかけるのだ。




　その音を聞くたびに、スバルは奥歯を噛んで前を見る。

　今、こうして走れているのはレムのおかげだ。彼女が外敵を排除し、スバルの背中を守り続けているからこそ、こうして生き恥をさらせている。

　どうせこれだけさらしたのだ。ついでに外聞も投げ捨てて、みっともなく生き足掻いてみせよう。




「ああ、クソ！　横っ腹が痛ぇ――！」




　八つ当たりの叫びで己を鼓舞して足を出す。

　前へ、前へ――！




　そしてふいに、スバルの眼前で闇が開かれる。

　視界が広がり、突然のことに思わず目を細める眼前、遠く、人工の明かりがともされているのが見えた。




「レム！　明かりだ！　人が……結界に辿り着くぞ！」




　文字通りの光明の出現に、スバルは首を後ろに向けて歓喜を伝える。

　が、スバルは直後に凝然とその目を見張ることになった。




　背後、スバルの背を守りながら戦っていたレムの姿が、あまりに壮絶だったからだ。




　糊の効いた仕立てのいいメイド服のあちこちに、爪や牙のいずれかによる裂傷がいくつも刻まれている。むき出しの白い肌には浅からぬ手傷がいくつも浮かび、目にも鮮やかだった青い髪は乱れに乱れ、頭からかぶった返り血が多すぎて元の色が判別できないほどだった。




「レム――！」




「走ってください！　……レムが、レムがまだレムでいられる内に！」




　身を案じるスバルの声が、後ろからの強い言葉に切り落とされる。

　納得はできない。だが、その叫びに迷いを振り切って結界を目指して走る。

　全ての感傷は後回しに、あとは結界さえ、そこさえ通り抜けてしまえば――、




「なんだ……？」




　そう決心したはずの出鼻を、予想外の光景に即座に挫かれる。

　呆気にとられたスバルの視線――それは結界を司る結晶の輝き、それが埋められた大樹のすぐ傍らに向いている。視線は低く、ほとんど地面と平行の位置。その場所に小さな、小さな小さな影が蹲っているのだ。




　近づくにつれ、その輪郭が明確になるにつれ、スバルの眼が開かれていく。

　それは小さな存在だ。体躯は両の腕ですっぽりと包み込めるほどのサイズで、その毛並みは綿毛のように柔らかで、大型のそれとは比較にならないことを知っている。




　――それは、スバルを村まで導いたあの子犬の魔獣の姿だ。




「見かけねぇと思えば……だけどな、お前ぐらい俺でも蹴散らせるってんだよ！」




　通せんぼのつもりならば、圧倒的にウエイトが足りない。

　この逃走劇の最後の障害として立ちはだかるつもりでいるならば、底の浅い考えであると断言せざるを得ない。

　そんなスバルの考えは、




「嘘だろ……」




　目の前に展開した、視界を覆い尽くすほどの土砂流の前に押し流された。

　浅はかな考えをしたのは誰であろう、自分だと思い知らされる光景。




　ゆっくりと、ゆるやかになる世界。スバルはこれが、命の危機に瀕したが故の猶予だと実体験から理解している。

　その全てが遅々として進む世界で、遅まきに失して気付いたことがある。

　森に入る前に、レムはスバルにこう話していたのだ。




　――魔獣とは、魔力を持つ人類の外敵だと。




　呪いが使える、ではない。魔力を持つといったのだ。それはつまり、こうした魔法を使えるという意味も含んでいたのではないのか。




「おおおおおお――！！」




　足を横向きに出し、疾走の勢いに急制動をかける。だが無意味。つんのめる体は体勢を崩し、そして土砂流はすでに眼前にまで迫っている。回避の手段はない。そして流れに呑まれれば、砂と石の狂宴は一瞬でその身を八つ裂きにするだろう。




　万事休す。

　その思考が走った瞬間、スバルはせめて腕の中の少女だけでも横へ放り出そうと身構え――真横からの衝撃に、木々を巻き込みながらぶっ飛ばされた。




「おごあああ！？」




　右の脇腹あたりを打撃され、内臓がはみ出しそうな威力に悲鳴を上げて吹き飛ぶ。上下左右が入り乱れる重力無視の感覚の中、ただ少女を守るために体を丸め、そのまま太い幹に背中から激突、息が詰まり、地に落ちる。




「がはっ、あふっ、ああ……痛ぇ……ッ！」




　痛みに呻き、打撃を受けた腹をさすりながら顔を上げる。

　そして、土砂流の直撃に木々の上まではね飛ばされる、レムの姿を直視した。




　土石の荒々しい歓迎を受け、レムの小さな体が木の葉のように軽々と舞う。血飛沫をまき散らすその姿は、先ほどの返り血を浴びていた姿と一線を画し、明らかにマズイダメージを負ったと素人目にもわかるほどだった。




　そのままレムの体は受け身も取れず、地面の上に派手に落下する。ゆいいつの幸いは土石流によって耕された大地が、落下した少女の頭を砕かなかったことだけ。




　事ここに至れば、察しの悪いスバルにでも状況が呑み込める。

　土砂流を前に硬直するスバルを、レムが己の回避する時間を犠牲にして突き飛ばしたのだ。そして、自分はまともにその衝撃を受ける羽目になった。




　もちろん、スバルが受けたところで耐え切れるはずのない威力。だが、それでレムが犠牲になってしまったのでは、意味がない。




「レム、バカ野郎！　お前、こんな……俺は、これじゃ……！」




　なんのために、とそう叫びかけた瞬間、スバルの背筋が凍った。

　おそらくは同じ感覚を味わったのだろう。土砂流を放った魔獣自身も、そして追いついてきた追跡者たる群れも、一斉にその動きを止めている。




　予感があった。確信があった。濃密な、『死』の気配だけが漂っていた。




　――ゆっくりと、倒れていたレムの体が起き上がっていた。




　あれだけ派手な攻撃を受けたというのに、立ち上がる彼女の素振りには負傷の気配が見当たらない。それどころか、受けたはずの傷口が見る間に塞がる。すさまじい回復力に高熱を発し、血が蒸発して赤い靄すら生み出すほどだ。




　そして見た、スバルは見た。




　ぐるりと、周囲を睥睨するレムの、その理性の消失した瞳を。

　返り血にまみれた形相を恍惚の笑みに歪め、なにより――その髪飾りが外れた頭部から、白い角を生やした彼女の姿を。




「あは、ははは――」




　笑い声。それはまるで童女のような、剥き出しの残酷さから溢れる笑声だった。




　身をひるがえし、風に乗るレムの体が群れへ突進。足を止めていた先頭の魔獣が反応するより先に、そのうなじがレムの踵に踏み潰される。真上から喉を潰されて絶命した魔獣、その体躯を思い切り蹴りつけ、後方に控える他の魔獣を牽制。動きの止まるものから順に、手にしたモーニングスター――鎖を鉄の柄に収納し、メイスと化したそれを叩きつけに叩きつけ、血の華と死骸を次々に量産していく。




「魔獣、魔獣、魔獣――魔女！！」




　なにより恐ろしいのは、理性を失った瞳のレムが正気をなくしていない。

　彼女はそのほとばしる獣性に身を委ねながらも、状況を見失っているわけではないのだ。その圧倒的な力で、己の内に燻るなにがしかの因縁を吐き出している。




　血が弾け、頭蓋が潰え、腸と脳漿がおびただしい勢いで森にばらまかれる。

　膝をつき、痛みも忘れて、スバルはその光景に見入っていた。




　今、声を出す勇気がない。それをしてしまえば、ああして暴れるレムの意識に入ってしまえば、そんなはずがないのに、殺されてしまいそうな気がしてならない。

　あるいは、それは勘違いではないかもしれない。それほど今のレムは常軌を逸しているように見えた。

　その姿は、返り血にまみれて狂笑を森に響かせるその異貌はまさしく、




「――鬼だ」




　どれだけの返り血を浴びようと、その白い角だけは決して汚れることはない。

　彼女の頭頂部で、その存在を声高に叫ぶように、鋭い先端を光らせている。




　状況に呑まれるスバル。

　だが、動けなくなったスバルとは違い、魔獣たちはただ座して屠られるのを待つはずがない。硬直から逃れた個体が次々とレムを取り囲み、一撃ごとに死骸の数を積み上げながらも、少しずつ彼女の体に爪を、牙を届かせていく。




　元より多勢に無勢。最初に群れに加わっていた数を、森の中の移動の途中でさらに増やした魔獣の数は計り知れない。すでに最初の群れの数ぐらいは潰されているはずだが、闇夜に浮かぶ赤い光点は途切れることなく次々にわき上がっていた。




「いくら最強モードでも、無限湧き相手にいつまでももつわけが……」




　めまぐるしい状況の変化、しかし底辺だけは変わらずスバルたちは不利にある。

　それを客観的に理解したスバルは、再び魔力の高まる気配に言葉を切った。




　マナが集中を始めているのは、またもやあの子犬のところだ。




　大気中のマナが根こそぎそこに集められ、視界が歪んだようにねじれていく。その魔力の渦を感じたのだろう。振り返るレムがその脅威に対処しようと、今しがた魔獣の内臓を抉った手刀を構えて子犬の方へ――しかし、




　――駆け出そうとするその機を見逃さず、魔獣の群れが一斉にその背中に飛びかかっていた。




「――――ッ！」




　動揺の気配。さしもの暴走状態のレムであっても、その自分の理解を越えた状況には度肝を抜かれたらしい。

　理性が消えていた瞳に感情が戻り、血にまみれた凶笑がふと崩れ、その下から悲嘆に暮れた女の子の顔が表れる。




　――ああ、そんな顔もできるんだな、などと意識の傍らで思い、




「――がああああああ！！！」




　噛み砕かれた左腕の激痛に、スバルの喉が張り裂けそうな絶叫を上げる。

　直後、右足が、左脇腹が、背中に、同時に牙の感触が埋まった。視界が真っ赤に染まる。痛みはもはや痛みとわからない。足首が砕かれた。ごっそりと、脇腹の肉が持っていかれる。血が、中身が、漏れ出す。こぼれ落ちる。もったいない。血肉が。




「スバルくん――！！」




　悲鳴のような声が聞こえる。

　聞こえた方に顔を上げようとしても、もう体が自由にならない。バランスが崩れた。砕かれたのと反対の足首も半分ほど千切れて、これで傷の具合はちょうどいい塩梅。地面に倒れ込んだ。すぐ目の前に、牙の並ぶ口腔が迫る。喉笛に迫る牙。それが目の前で鉄球と地面に挟まれて叩き潰れる。血が散る。自分の血か、それとも。




　意識が飛びかける。消えたとき、どうなるのかわからない。

　命がこぼれ落ちていく。バカなことをしたものだと、自分でもそう思う。やり直した意味がなくなると、それに拘りすぎてこれでは本末転倒だ。




　痛い、苦しい、遠い、見えない、聞こえない、命がすり減る。

　穴のあいた脇腹から、砂時計の砂のように命がこぼれ落ちていく。




　消える、終わる、なにもかも――俺は。




「死なないで、死なないで、死なないで――！」




　泣きそうな声。

　泣き声。




　俺は――。
第二章４２　『蒸かし芋』
　遠く、意識は波間を漂っている。

　揺らめく波紋、まどろみの中、夢と現の狭間で意識は浮き沈みを繰り返す。




「――る方法は、他には」




「――けかしら。あとはお前の好きにするがいいのよ」




　遠く、いや近く、彼方と此方の境目で、誰かの言い合う声が聞こえる。

　縋る声、突き離す声、涙声、感情を凍らせた声。声。




　ふと、柔らかな感触に掌を包まれる。

　それが誰かの手の感触なのだと、もう幾度か触れた記憶から思い出させられる。

　以前にもこうして、この温もりを感じたことがあったはずだ。




　しかし、その掌の感触がふいに遠ざかる。

　こちらの手を離れ、遠く、遠く、触れられないほど高く、高く。

　そして、




「――必ず、助けます」




　そんな強い決意だけが残り、置いていかれる。

　なにもかもが消えていく、置いていく、行ってしまう。遠く、遠く。




　そして――、







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　強制的に意識を遮断され、こうして目覚めるのはもう何度目の経験だろうか。




　見慣れない天井の模様を目にしながら、スバルはぼんやりとそう考える。

　シミの数を数えている間に終わるよ、なんて古いピロートークがあるが、異世界の文化レベルでのシミの数でいくと、だいぶ長丁場になるよなぁなんて益体もないことを思って苦笑――脇腹がひきつって、思わず苦鳴が漏れた。




「ぉぉう、いって……」




　痛んだ脇腹に触れようとして、回した左腕に違和感が爆発。感じた違和そのままに左手を顔の前に運び、その不細工さを目にして納得がいった。




　左腕の指先から手首に至るまでを、白く浮かび上がる傷跡がびっしり埋め尽くしている。さらにその傷は歪で不格好な糸状のもので繋ぎ止められており、裁縫が苦手な子どもがメチャクチャに縫合した、と言われれば信じてしまう出来だった。




　違和感があるのはそこだけではない。

　服の裾をまくると、ひきつった右の脇腹にも似たような縫合。さらには両の足首、右腕の二の腕あたりに右肩周辺、ついでに尻と枚挙にいとまがない。その全てに傷跡と縫合が施されており、ちょっとした改造人間の気分が味わえるほどだ。




　変わり果てた自分の体の各部を確かめるように撫でる内、かすかな痛みとともにゆるやかに記憶が戻り始める。

　そう、自分は確か、森の奥へ子どもたちを探しにいき、魔獣に遭遇して――、




「絶対死んだと、思ったけどな……」




　襲われるレムを庇い、全身に魔獣の牙を浴びた。

　猛獣の顎はスバルの肉体を容易く噛み砕き、引き千切り、ボロクズのように切り裂いていったはずだ。命がこぼれ落ちるのを実感し、終わったと半ば確信したはずだったのだが。




「ミイラ男……とは言わないわな。こんだけ針と糸で修繕されてるとこみると、キョンシー的なイメージの方が正しいか」




　あるいは頭にネジの一本でもブチ込んであれば、フランケンシュタインのイメージか。

　と、そこまで考えて、はたと己の能天気さに思い至る。




「――そうだ。バカ言ってる場合じゃねぇ。レムとか子どもたちは」




　簡素な寝台から体を跳ね上げて、スバルは状況を把握しようと周囲を見回す。

　見慣れない天井、粗末な寝床。狭い部屋にボロい家財と、とてもではないがロズワール邸とは思えない。

　そして、入口のすぐ側――木製の椅子に腰掛けて、顔を俯かせて眠っている銀髪の少女の存在に気付いた。




「エミリア、たん」




　呼びかけに応じる様子はない。

　うたた寝する彼女の眠りは深いらしく、寝息の深度はかなりのものだ。美しい銀髪は珍しく、整える暇もなかったのかわずかに乱れ、なにより着衣のあちこちには血や泥の跡がひどく残っているのがわかった。




　負傷した自分。寝台で朝を迎えた自分。すぐ傍らで椅子に座り、眠るエミリア。そして彼女の着衣は血などで汚れている。

　それらの点から考えれば、いかに頭の鈍いスバルでも状況は把握できる。

　つまるところ、




「俺はまた、エミリアたんに借りを作っちまったってことか……」




「どうかな。多少なりとはリアにも感謝すべきだとは思うけど、今回はもっと感謝すべき相手が他にいると思うよ、ボクは」




　スバルの自責の呟きに応じたのは、銀の髪の奥から姿を見せた灰色の猫だ。

　彼は眠るエミリアの頬を肉球で軽く撫で、それから浮遊してスバルの顔の前に浮かび、




「や、おはよう。目覚めはどんな気分だい？」




「絶好調、とは言いづらいな。知らない間に改造人間だ。脳みそいじられる前に脱出して、組織の連中に復讐するマスクドヒーローをやりたくなる」




「改造……ああ、スレッドのことか。仕方のない処置だよ。ただ回復させる分には、君の体内のマナじゃ足りなかった。繋ぎ合わせるだけでも道具に頼らなきゃならなかったのさ。それがなきゃ今頃、きっとバラバラだよ？」




「ゾッとしねぇ話だよ！　それにしたってもう少し裁縫うまい奴がやってもよかったんじゃねぇかな」




　縫合それ自体は気にしないとしても、その手際の悪さには物申したい。特に裁縫レベルＳの称号に与る身としては、基礎から叩き込みたいところだった。

　そんなスバルの言葉にパックは「いやいや」と手を振りながら、




「人の体に針を通すなんて久しぶりだったから。もうあっちこっちに力が入っちゃって大変だったよ」




「よりにもよってお前かよ！　むしろよくそのちっさい体で裁縫できたな！？」




「動かないから楽だったよ。出血がひどかったから傷口凍らせながらやったところが多いんだけど、それは我慢してね」




「傷跡が妙に白いのはそれが理由か……男の子だから、痕が残るとかでぴーぴー騒いだりしないけどさ」




　傷跡の各部を見回しながら、それからスバルは改めてパックに向き合う。

　パックはそのスバルの姿勢にきょとんとした顔をしたが、そんな黒い眼の彼にスバルは深々と頭を下げて、




「おかげで助かった、ありがとう。俺はまた命を拾った」




「うんうん、素直なのはいいことだ。それに今回は君もそれだけのことをした。それで君が倒れたとあってはあまりに浮かばれない。だからいいってことだよ」




　スバルの感謝の言葉に、パックは照れるでもなくそう応答する。彼のその言葉に胸のつかえを外されながら、スバルは「それじゃ」と前置きして、




「それだけのことをした、とは嬉しいお言葉だけど……実際、あのあとどうなった？　正直、俺は森で犬どもにガブガブされたところから記憶がねぇんだが」




「ガブガブとはまた可愛い表現だね。運び込まれてきたときの君の状態からすると、もっとこう『ムシャボリグシャブチッブチッミチバリブシャー』って感じだったと思ったけど」




「おいおい、その効果音だと間違いなく死んでるよ。腕の五、六本はないパターンだぜ、俺ひとりじゃ足んないよ」




「うん、だからまあ、青髪のメイドの子もかなりひどい有様だったよ」




　あっさりと気楽な様子で言われて、スバルの喉が思わず凍る。そんなスバルの反応にパックは「もっとも」と付け加えてから、




「あの子の場合は鬼化の影響でガンガン傷が治るからね。村までスバルを担いで戻った時点で、目立った外傷はなかったよ。治癒魔法の必要もないぐらいだね」




「無駄にビビらせんなよ。……ともかく、レムも村に戻ってんだな。あともうひとり、俺と一緒に担いでこられた子とかは」




「いたから安心していいよ。子どもたち六人にもうひとりを加えて七人。そしてスバルと、青髪の子が力持ちでよかったね。結果的に君の判断は大正解だよ」




　ぱちぱちと、口で言いながらならない掌を打ち合わせるパック。肉球の柔らかみが邪魔して拍手の音が出ないのだ。見ていると和む光景に口元が緩みかけるが、スバルはそれを首振りで追い払うと、




「パック、何個か聞きたいことがあるんだけど、大丈夫か？」




「リアが起きないように小さい声でならね。ボク自身の顕現は夜の内に溜め込んだマナでしてるけど、夜中の間に出てたときはリアのオドを使ってたから」




「オド？」




「外界から取り入れるのがマナ。対してオドは元々、その生物の体内に備わっている、文字通り魂の力だよ。マナと違って、オドは身を削ることになるからあんまり使ってほしくないんだけどね」




　言いながら、パックは困った娘を見るようにエミリアの方に視線を送る。

　つられて彼女の寝顔に見入りながら、スバルは今のパックの言葉にすんなりと納得がいっていた。エミリアならば、誰かを助けなければならないときに身を削る必要があるなら迷うまい。昨夜の段階でパックが必要になり、それで削るのが自分のことでいいのならば、決断に欠片の躊躇いもなかったと想像がつく。




「そうすると、俺はエミリアたんに身を削らせてまで助けてもらったってことになるのか？」




「それもあるね。でも、昨日の場合のボクの出番は主に子どもたち――スバルが森から連れ帰った子たちだね。その子たちの解呪が目的だったから」




「解呪……そうだ！　それもあった。子どもたちは大丈夫そうなのか？　呪いは？」




「それも安心」




　詰め寄りそうなスバルを手で制し、パックはその猫面を愛嬌のある笑みの形に歪めて、




「回復魔法で衰弱もだいぶ抑えられてたし、解呪もうまくいったから問題ない。子どもたちの呪いは確かに解呪したよ」




　太鼓判を押すように、己の胸を叩くパック。その姿にスバルは深い息を吐き、自分の行動が無意味に終わらなかった事実に安堵する。

　そして、安心すれば現金なのが人間の体というもので、




「お」




　安心感が胸中を支配した直後、スバルの腹の虫が大きな悲鳴を上げる。

　腹に触れて、その空っぽな感覚に痛みに似たものを覚えながら、そういえば昨晩は夕食を取り損ねていたなと思い出す。




「ちなみにボクはマナを摂取していればお腹が減らないんだ」




「別に聞いてないけど。しかし、マナってそこらじゅうにあるわけだから、空気吸ってるだけでお腹いっぱいとか植物みてぇだな」




「水と日光もいらないよ。必要なのは愛情だけ。精霊と付き合っていくには、決して忘れちゃいけない大切なことさ」




「へいへい。表とか、見にいってもいいか？」




　扉を指差して問いかけると、腕を組んだパックが何度か頷き、




「いいと思うよ。少し体を動かして、つぎはぎ状態な自分を確かめてみた方がいいからね。あ、スレッドは体に馴染めば勝手に体内に吸収されて消えるから」




「おー、よかった。さすがにこのミミズがのたくったみたいな縫い目でオシャレ気取るのは難易度高い。生まれるのが早すぎた二百光年ぐらい、みたいな」




　渾身のボケに対してパックは笑みのまま首を傾ける。

　伝わらなかったらしい。本当は「光年は距離だよ」的な突っ込みから、「それぐらい違う星のセンス」的なボケに繋げる黄金のパターンだったのだが。




　パックの許可を得て、スバルは部屋の外へ向かう。

　途中、扉のすぐ隣で眠るエミリアに小さく頭を下げる。下げた際に彼女の寝顔が目に入り、その安らかな寝顔に鼻息が荒くなって悪戯したい気持ちでいっぱいだったのだが、すぐ側にいる保護者の目が厳しくて断念。諦めて外に出た。

　と、




「ああ、まぁ、当たり前っちゃ当たり前か」




　部屋を出て、すぐ正面にあった玄関から建物の外に顔を出したところで、騒然となっている村の様子にスバルはそうこぼした。




　時刻はまだ朝日が昇り始めて間もないといったところだが、村の中央にある広場にはすでに多くの人影が集まっている。

　小さい村落だ。そこにいる人々の数で、村のほとんどの人員が勢ぞろいと言えよう。年寄りや女性、子どもたちが肩を寄せ合って不安そうにするのを、屈強な青年を中心とした一団が守るように周囲を囲っている。

　村人を守るように囲うのは、昨夜も子どもたちの捜索に尽力していた青年団だ。彼らの囲みの中に、スバルは目的の顔ぶれを見つけられずに首をひねり、それから人の出入りが多い別の建物の方へ足を向ける。

　とその前に、




「――バルス、起きたのね」




　後ろから声をかけられて、スバルは足を止めて振り返る。

　呼ばれ方ですぐに察しがついたものの、そうして本人の顔を見ると自然と安堵の気持ちが勝るのがわかった。




　背後に立つのは桃髪のメイド――ラムだ。

　彼女は見慣れた給仕服の袖をまくり、その手にザルのようなものに、大量の蒸かした芋のようなものを乗せて運んでいるところだった。




　わずかに湯気の立つ芋からは、ほのかに塩に近い香りが漂ってきていて、空腹のスバルの胃袋を期待と高揚感で喝采させる。

　先ほどパックが口にした擬音に近い音を腹から鳴らすスバルに、ラムは「ハッ」と鼻を鳴らしてから、




「あれだけ重傷で心配かけておいて、目が覚めたらすぐに食料を求めるなんて浅ましい。犬に噛まれて犬が伝染ったんじゃないの？」




「犬が伝染るってどんな状態だよ、という突っ込みもほどほどに、ふーんへーえ、そーぉ、心配してくれたんだぁ？」




　背を伸ばし、身をかがめ、体を左右に振りながらラムに歩み寄ってドヤ顔。

　そのスバルのからかいの態度にラムは目を細めて、




「食らうがいいわ」




「そふほず！」




　口の中に蒸かした芋が強引に突っ込まれて、文字通りに喉を潰される。

　おまけに灼熱が口の中を蹂躙し、スバルは上を向きながら「はふ！　はふ！」と動物のように荒っぽく呼吸。それから、




「死ぬかと思ったわ！　うまかったけど！」




「おいしかったでしょう。できたて……いえ、蒸かしたてよ」




「なんだそのキメ顔、腹立つわ！　うまかったけど！」




「はいはい、もう一個あげるから黙って貪っていなさい」




　芋を渡され、子どものようにはしゃいで受け取る。ラムはそんなスバルをしばし蔑むように見てから、




「まあ、昨夜の件に関しては素直にお礼を言っておくわ。ご苦労さま」




「ご苦労ってどこまでも上からだな、お前。いや、別にいいんだけど……お前がお礼を言うようなことか？」




「領民になにか不利益があれば、領主の責が問われる。あのままウルガルムの群れに子どもが脅かされていたら……と思うと、バルスの行動は正解だったわ」




「ウルガルム、ね……」




　それがあの黒い魔獣の名称なのだろう。

　たいそうな名前が付けられているものだ。聞けば一発で、遭遇しただけで命が脅かされる類の存在だとこちらに伝わる。

　スバルの頷きに、ラムは森の方へ視線を向けながら、




「昨晩、ほつれていたらしい結界は結び直したわ。そのあとも、一晩かけて結界に問題はないか見て回ったから、こちらへ抜けてくる魔獣はいないはず」




「こっちから抜けていかない限り、か？　ガキ共が結界越えて向こう側いって、赤ん坊連れて戻ってきたら意味ないぞ」




「耳が痛いわね。結界が張り巡らされて以来、魔獣とは小競り合いすら起こらないものだから気を抜いていたのよ。――言い聞かせておくわ」




　言い方がやや穏便でないのは、彼女も彼女なりに苛立つところがあるからだろう。スバル的には巻き込まれたことに関しての不愉快さだが、彼女にとってはおそらくはロズワールの指示をきちんと聞かない村人に対してだ。

　行き過ぎた彼女の忠義を思えば、説教される村人が哀れでならない。




　内心でその哀れな村人に手を合わせながら、スバルはふと立ち眩みを覚える。

　思わず体がふらつき、頭を押さえるスバルをラムは軽く手で支えて、




「無理はしないことよ。実際、大精霊様やベアトリス様がいなければ、死んでいるのが当然の傷だったんだから」




「ベア子の名前が出てくるってことは、あいつにも借り作ったのか……痛恨！」




「大精霊様のお願いとはいえ、ベアトリス様が禁書庫はおろか屋敷の外へ出てくれるなんて珍しいことよ。屋敷の外では十全には振舞えないお方だけど」




　ラムの手の支えで体勢を立て直し、スバルは軽く頭を振る。

　どうも、血が足りていないという感じがする。ロズワール邸初日の朝と似たような気だるさがあり、手足の先が重いのは深刻なマナの不足というやつだろうか。パックの話では相当な負傷を繋ぎ止めたという話だ。

　もともと貯蔵量の少ないスバルの保有マナでは、枯渇していても不思議ではない。




「もう少し、村の経過を見守ってから屋敷へ戻るわ。呪いを解呪した子どもたちの様子も気になるし……ウルガルムの対策についても」




「対策っつっても、結界張ってオッケーってわけにはいかねぇの？」




「これまでの小競り合いでならそれでもよかったかもしれないわね」




　スバルのささやかな疑問に、ラムはいつもの無感情な顔でそう応じる。

　が、感情のないはずの彼女の瞳に見つめ返され、スバルの背筋はまるで氷を差し込まれたように鳥肌が立つのを止められない。

　彼女はそんなスバルに一言ずつ、噛み含めるように、




「村に被害を、ましてやロズワール様のお屋敷の、関係者であるバルスに、これだけのことをしておいて、不干渉で済ませるなんて、あり得ない」




「ど、どうするおつもりで……？」




　思わず敬語になってしまうスバルに、ラムはふっとその威圧感を消し、己の桃髪を軽く指で梳きながら、




「掃討するわ。――もっとも、ロズワール様がお戻りになられてからの話。ロズワール様が戻られれば、それほど時間のかかる話ではないもの」




　全幅の信頼を寄せる言葉に、スバルの反論の余地もない。

　ロズワールの実力の程は知れずとも、そのラムからの彼への絶大な信頼の程は思い知ることができた。




　その後、スバルはラムからあと二個ほど蒸かし芋を強奪してから別れる。

　別れたあとで彼女が向かうのは、今も心細げに身を寄せ合う村人の一団。彼女なりに、思いやっての行動なのだろう。その意思表示が蒸かし芋というあたりが、なんともラムの淡泊な雰囲気が出ていてらしすぎるが。




「でも蒸かし芋うめぇ。マジ塩加減が絶妙すぎる」




　受け取った蒸かし芋をかじりながら、その後もスバルは村を散策。

　体の調子を確かめる傍ら、森から回収してきた子どもたちの安否の確認も同時進行だ。子どもたち当人は昨晩の疲労、解呪によるマナの消耗もあって眠りについたままだったが、子どもたちの親からは過剰なほどの感謝を受けた。

　正直、感謝されたくてやったわけでないスバルは死ぬほど焦り、これ以上ないほど狼狽した挙句、大したボケをかますこともできずに照れ臭さから逃走を選んだ。




　思わぬ歓迎ぶりに冷や汗を掻きつつ、スバルは主な目的を回収したなと判断。最初眠っていた部屋に戻り、エミリアの起床を待とうなどと思いつつ、まだ青髪の少女と顔を合わせていないことに思い至る。




　――ふと、返り血を浴び、哄笑を上げる鬼の姿が脳裏を過った。




　瞬間、スバルの身を震わせたのは、恐怖などという感情ではなかったと思う。

　もっと圧倒的な、生物として見上げるほど上位の存在を目前にしたような、言葉にし難い感情だ。あるいはそれを、人は畏怖と呼ぶのかもしれない。




　額から白い角を生やし、人ならざる力を用いて魔獣を葬るその姿は、まさしく伝承に残る鬼のイメージそのものだった。

　その彼女を前にして、今まで通りに振舞えるだろうか、そんな不安がある。




「いやいや、双子のラムにあんだけ大丈夫だったのにどんな心配だよ。レムが鬼ならラムだって鬼だろ……俺、すげぇ貴重な体験してねぇ！？」




　軽口で怖気づく自分を忘れさせつつ、スバルは頭を振って記憶を一新する。

　昨晩の、一番衝撃的なシーンばかりを思い返すからそんな気分になるのだ。もっと鮮やかで、そんなキツイ情景など忘れられるような爽快感に満ちた光景を――。




　鉄球が魔獣の頭を砕き、胴体を吹き飛ばし、群れをぶち抜く情景が浮かぶ。




「あれ、鬼になったとこ省いてもスプラッタしか思い浮かばねぇぞ。しかも、うぇ、思い出したら気持ち悪く……」




　血と内臓の饗宴がふいに思い出され、スバルは嘔吐感に口元を押さえる。

　そのままふらふらと建物の端へ向かい、草むらにしゃがみ込んで荒い呼吸。どうにかこうにか堪えられそうで、ホッと安心する。

　なにせ空腹だったところにようやく詰め込んだ蒸かし芋だ。しかも、ラムなりの思いやりの込められた大切な一品。無駄にしたとあっては男の名が廃る。




　なんとか嘔吐を堪え切って、スバルは自分で自分を褒めながら大きく頷く。

　それから、改めてレムと向き合おうと顔を上げて、




「――ちょうどいいところにいたのよ」




　草むらの向こうから、クリーム色の髪を縦ロールにした少女が姿を現していた。彼女はスバルの姿を認めると、こちらに手招きして、




「話があるかしら。ちょっと付き合う……「おろろろろろろろろ」」




　気取った感じのベアトリスの言葉尻にかぶさって、堪えたはずの奴が全部出た。




「きゃあああああああああああ！！」




　存外、可愛らしい悲鳴を上げるなこいつ、などと思いながら、スバルはもう一度出たからには止まらない芋を吐き出し続ける。

　白く、白く、蒸かした芋はとどまることなく、排出され続けた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　ひとしきりの騒ぎが収まり、スバルがベアトリスに連れてこられたのは、魔獣の森のすぐ側の建物の裏だった。




　以前はここは自営業の小さな店が軒を連ねていたはずだが、さすがに魔獣の騒ぎがあった翌朝とあっては、このあたりを意味もなくぶらつく村人は見当たらない。

　もぬけの殻となった家々が並ぶ今のこの場所は、なるほど村の中で内緒話をするのならもってこいのポジションといえるだろう。




「で、そんなとこに呼び出して、いったいなんのご用件だ？」




「さっきまで戻してた奴の態度じゃないのよ。反省するかしら」




「ああ、背中さすってくれてありがとな、少し楽になった。あ、そういえば俺の体を繋ぎ合わせるのも手伝ってくれたとか」




「前者と後者で同じような感謝のされ方をすると、ベティーも少しお前との接し方に悩むところなのよ」




　どちらにせよ、感謝しているのは事実なので素直に受け取ってもらいたいところだが。

　そんなスバルの思惑はさて置き、ベアトリスは彼女らしくもなく、しきりに視線をさまよわせ、戸惑うように自分のスカートの裾を指でいじり回している。




　なにか言い難い話がある、という態度だ。

　わりとスバルに対しては率直に、なんでも口にする彼女らしくない態度だと思う。あるいはその表情が年相応に、『親に怒られるのを恐がる子ども』のような雰囲気に思えなくもないことも影響しているだろう。




　そんな顔をされてしまえば、乱暴にその先を促すなんて真似はスバルにもできない。腕を組み、建物に背を預けて、スバルは彼女の言葉を待つことにする。

　が、その待つ姿勢はそれほど長くは必要なかった。




　スバルが先を求めなかったことが、逆に彼女の決断の後押しになったらしい。

　ベアトリスは瞑目し、それから覚悟を決めたようにその瞳を押し開く。

　そして、




「にーちゃにはにーちゃの考えがあってのことなのよ。でも、そのことを黙っているのはお前に対して公正とは言えないかしら」




　にーちゃ、と彼女が慕って呼ぶのはパックのことでしかあり得ない。

　先ほども会話を交わしたばかりの灰色の小猫の姿を思い浮かべ、スバルは彼女の口ぶりに首を傾けて疑問を表明する。




　ベアトリスはそんなスバルに対して、




「にーちゃはあの雑じり者の娘に肩入れしているから、あの娘を優先する。それは精霊として正しいことなのよ。でも、ベティーとしては不満があるかしら」




「お前、なにを……」




　言おうとしているんだ、というスバルの言葉は続けられなかった。

　それより先に、かぶせるようにベアトリスが口を開いていた。




　彼女は告げる。




「――あと半日もしない内に、お前は死ぬのよ」
第二章４３　『生き足掻く条件』
　告げられた言葉を飲み込み、噛み砕き、咀嚼する。

　喉を通し、胃袋に収め、血肉となって脳まで巡るのにほんの数秒。ゆっくりとその意味を噛み含めながら、目を閉じた。




「思ったより動じていないかしら。もっとピーピー泣き喚くものと思ったのよ」




　スバルの反応が思いのほか静かなものだったからか、ベアトリスが意外そうな声音でそう呟く。

　その彼女の言葉に対し、スバルは「ああ」と小さく頷いてから、




「可能性は三つぐらい考えられる」




　言いながら指を三本立て、目の前に立つベアトリスにそれを示す。

　押し黙る彼女に見せつけるように、その立てた指の中からまず一本を折り、




「まず、ブラックジョーク、悪い冗談の類。正直、笑えねぇ話だが……ドッキリ大成功ってプラカードが出てくるなら笑ってもいい。出てくるなら今だぜ？」




　片目をつむっての要求に、しかしベアトリスの表情は変わらない。

　スバルはもっとも穏便な可能性が潰えたのを受け入れて、ため息とともに二本目の指を折る。




「その二、傷が酷すぎた。実際、腹の中身がこぼれてるの見たしな。延命処置が効いてるだけって言われても、ピンとはこねぇけど……納得はできる」




「にーちゃとベティーの治療に不備なんかあるはずないのよ。傷跡は残るし、今はまだ完全に癒着し切っていなくても、時間をかければ元に戻るかしら。間に合った相手をむざむざ死なせたりしないのよ」




「だな。腹の中身が出てても助けてくれたのは実証済み……てか、それもまだ三、四日前の話、だよな？」




　イマイチ繰り返しの日々のせいで判然としないが、正しい時間軸でのスバルのエルザによる刀傷沙汰は四日前の出来事のはずだ。

　――それから四日で、また腹を食い破られるような事態に陥る。ここまで短期間で腸をポロポロ落としている人材は、ひょっとするとかなり希少かもしれない。




「まったく嬉しくないけどな……ともあれ、そうなると」




　残った三つ目の指を左右に振り、スバルは思い当たる最後の可能性を上げる。




「心当たりのある死因ってやつが、一個しかねぇんだ」




　ロズワール邸での繰り返しの日々で、スバルを死に至らしめたいくつもの可能性。その中で、現在の状況に符合できるものは、




「呪いのリベンジか」




「ウルガルムの群れにやられたときに、ごっそり植えつけられたようなのよ」




　スバルの推測を裏付けるように、ベアトリスが腕を組みながらそう応じる。

　体の各所に白く残る傷跡――複数のウルガルムから受けた牙や爪の痕、それらを忌々しげに確認してからスバルは、




「念のために聞いとくけど、解呪とかってできねぇの？　もったいぶってるとかじゃねぇよな？」




　下手を打つと、「求められなかったからやらなかったのよ」ぐらいのことを言い出しかねない危うさが彼女にはあるので、その懸念の部分を突いてみる。

　が、彼女はそんなスバルの希望的観測の入り混じる問いに首を横に振り、




「解呪できる代物なら、お前に返し切れない恩を着せてやったかしら」




「おい、勘弁してくれ。すでに返すのが大変なくらい積み上がってるっつの」




　もらってばかりで何ひとつ返せない。前回も、前々回も、今回も。

　スバルの述懐にベアトリスは物問いたげな顔をしたが、スバルは手振りでそれを誤魔化し、




「解けない呪いってのがどういう理由か聞いていいか？」




「……自分の死に方ぐらい知っておいてもいいのよ。簡単な話かしら。――かけられた呪いが重なりすぎて、複雑になりすぎてしまっているのよ」




「呪いが、重なってる……？」




　イメージが浮かばずに首をひねるスバルに、ベアトリスは両の手を広げる。

　そして、彼女は目を瞬かせるスバルに、




「呪いが糸だとするかしら」




　言いながら、ふいに彼女の両の掌の間に赤い糸が結ばれる。ぴんと張ったそれを目で示し、ベアトリスは糸に結び目を作る。




「この結び目が呪いの術式だとするのよ。解呪は単純な話をすれば、この結び目をほどいてやることになるかしら。でも」




　ベアトリスの指が器用に動き、彼女の掌を渡る糸の数が増える。青、黄色、緑、桃色、黒、白と次々に増えた糸。彼女はそれらにも同様に結び目を作り、なおかつそれぞれの糸を複雑に絡ませてゆき――、




「ひとつの呪いだけなら、手繰ればほどくこともできる。でも、こうして複数の糸が入り乱れてしまうと」




　手を伸ばし、ベアトリスは絡まり合った糸を受け取るように示してくる。差し出した手にその糸をかけられ、スバルは複雑怪奇な模様を見ながら、




「引いても手繰っても、ほどきようがないってわけか……ああ、クソ、確かにこれは難易度が高ぇ」




　ひとつひとつほどく、にしてもどこから手をつけていいのかわからない。

　もちろん、時間をかければこれをほどくことも無理ではないと思うが。




「半日以内って条件付けてたな。あれはどういう予想だ？」




「それこそ単純に、半日も経てばウルガルムが腹を空かすってだけなのよ」




　ベアトリスは指を立て、その立てた指をスバルに突きつけて続ける。




「ウルガルムの呪いは、『離れた対象からマナを奪う』といった点に突出してるかしら。そして魔獣の食事は主にマナ……ともなれば、呪いを行う理由も自ずと想像がつくはずなのよ」




「腹減ったから人を襲う、か。なるほど、さすがは野生動物、シンプルだ。あいつらの小腹が今まで空いてなかったことに感謝しなきゃだな」




　苛立たしさをどこかへぶつけたいが、生憎と手の中は糸で埋め尽くされている。言葉にし難い感情を糸の固い結び目に向け、えっちらおっちらとほどこうともがきながらのスバルに、ベアトリスは不思議そうな顔で、




「お前、恐くないのかしら？」




「は？」




「ベティーのこれは、お前にとっては余命宣告なのよ。そして、ベティーとにーちゃはお前を助ける手段があるのに、時間がないのを理由にそれをしない」




　スバルに残された時間はおよそ半日――獣の腹の空き具合によっては、今この瞬間にも発動してもおかしくない。

　そしてそんな時間の猶予がない状況で挑んで結果が得られるほど、スバルの体を蝕む呪いの術式は簡単ではないということなのだろう。




　だからベアトリスは賭けに挑んでくれないし、それはパックもまた同じ。

　そんな彼女らの判断の合理性に納得しつつ、それをわざわざこうして口にする彼女の意図が掴めない。

　スバルを真っ直ぐに見るベアトリス。手の中の糸を弄びながら、ふいにスバルは彼女がなにを求めているのかわかった気がした。それは、




「なんだよ、お前――俺に責めてほしいのか？」




「――――」




　押し黙るベアトリス。普段ならば口早に言い返してくるところを、沈黙を選ぶ彼女の心中はうかがい知れない。

　否定もしないが、肯定もしない。そんな彼女の態度にスバルは苦笑しつつ、




「お前やパックの判断はあれだ、人情的な観点からすると薄情って感じだが、合理的な面から見ると当然の判断だ。死ぬのがわかり切ってる相手に対して全力を尽くす――物語としては美しいかもしんないけど、上っ面だけだな」




　届かないとわかっている命に対して全力を傾ける。

　それは命に対する向き合い方としては美しいのかもしれない。だが、現実的な側面から見てしまえば徒労である事実を否定できない。もちろん、そこに情が絡んでくるからこそ、そういった行為に身を投じることもあるのだろうが。




「お前らを薄情とは思わないよ。お前らは、正しい。――聞きたいことがまた別にできちまったんだけど、聞いていい？」




「……なにかしら」




「エミリアたんも、俺にかかった呪いのことって知ってる？」




　今もスバルの寝ていた部屋で、看病疲れを抱えたまま眠る少女。

　パックやベアトリスが見切りをつけてしまった事態に、彼女がどう向き合っていたのか、それだけは気がかりでならなかった。

　そのスバルの問いかけにベアトリスは首を横に振り、




「あの雑じり者の娘は知らないのよ。にーちゃがお前の呪いに手を触れないのも、あの娘に呪いの存在がばれないようにするためなのよ」




「……ああ、なるほど。解呪してる最中もパックはエミリアたんから離れられねぇし、したら必然的に俺が呪われてることも、その呪いを解く手段が遠いってこともわかりそうなもんだしな」




　呪いの発動まで黙り通していれば、彼女に与えられる精神的な傷は一度だけで済む。パックがなによりエミリアを優先し、悲劇を避けられないと判断しているのならば理解できる考え方だ。

　見た目に反して強かなパックの思惑を読み取り、それからスバルは、




「で、だ」




　話の区切りを示すように言い、スバルは指をベアトリスに突きつける。その仕草に彼女がかすかに眉を寄せるのを見ながら、




「わざわざ死亡宣告だけしにきてくれるほど意地悪じゃない、と俺はお前を見てるんだが？」




「……お前がベティーのなにを知っているっていうのかしら」




「少なくとも、お前が思ってる四倍は長い付き合いぐらいの感覚だな」




　眉間の皺と疑念を深める少女を見ながら、スバルは長く短く駆け抜けた二週間あまりの日々を思う。

　ラムやレムとの関係は初回以来の良好。エミリアとの間柄も、膝枕されながらの大泣きがどこまで評価に影響しているかを除けば良し。スバルを苦しめ続けた呪術師の正体は掴んだし、村の子どもたちの命を救うこともできた。

　この繰り返し続けたループを振り返れば、今回の採点は満点に近い。

　そこに、肝心のスバル自身の命が勘定に入っていれば。




「犬共に全身ガブガブされたとき、俺は正直死んだと思ったぜ。情けねぇ」




　幾度となく味わった命のこぼれ落ちる感覚――それにスバルは屈したのだ。

　死に慣れしすぎた。諦め癖がついている。ここまできて、こうまでして。

　なにより、




「傷の治療はお前とレムとエミリアたんだろ？　呪い云々で見捨てるつもりだってんなら、こんなちゃんと処置したりしないもんだぞ」




　身勝手に命を諦めたスバルを、それでも必死で繋いでくれた彼女らへの侮辱だ。

　あの短い手足を駆使して、スバルの体を糸で繕った小猫を含めて。




「嘘が下手すぎだ、お前ら」




「……助かる可能性がずっと低いのは事実なのよ。にーちゃがあの娘を、その方法に関わらせないようにしようとしていることも」




「それで悪者ぶって俺の怒りの矛先を引き受けようとか、幼女が気ぃ回しすぎだ。――聞かせろよ、その極小の可能性ってやつを」




　親指と人差し指で小さな輪を作り、ベアトリスに見せて答えを誘う。

　彼女はしばしの躊躇いのあとで、諦めたように吐息すると、




「お前に呪いをかけたのがウルガルムな以上、その中身はマナを根こそぎ奪い取るものに違いないのよ」




　それはわかる。そしてその威力もスバルは実感済みだ。

　それ故に、呪いをかけたウルガルムが『食事』を始めようとした瞬間、スバルの命運が断たれるということも。なにせ、発動した呪いは防ぐ手段が――、




「待て。じゃあ、ガキ共の解呪はどういうわけだ？」




　森の奥で発見した子どもたちは衰弱していた。あの様子はスバルが受けた呪いとほぼ同等のものだったはずだ。あの時点では思考がそこまで至らなかったが、




「呪いが発動して子どもたちがマナを吸い取られてたってんなら、空っぽになるまで吸われるのがパターンのはずだ。なのに、あの子たちは無事――あれまで、俺を楽にしようとした嘘だってんじゃねぇだろうな？」




　だとすれば、そこまではさすがにスバルも許容できそうにない。

　だが、ベアトリスはそのスバルの早計を掌を差し出すことで止めると、




「気が早い。話は終わりまで聞くものなのよ。でも、核心に近いかしら。――村の子どもの呪いは解呪できた。その手段が、お前の命を繋ぐかもしれないわずかな可能性とも一致するのよ」




「ガキ共と、俺の違い……？」




　ベアトリスの説明にスバルは思考を走らせる。

　スバルと、子どもたちの呪いの違い。彼らの呪いはひとつずつ、スバルの場合は複数。発動した呪い。発動していない呪い。マナを奪う呪い。マナを奪われる衰弱。奪ったマナ。奪われたマナは魔獣の食事。――それならば、

　電撃的に脳裏にひとつの可能性が思い浮かび、スバルは顔を上げてベアトリスに向き直り、




「術者本体が死んだ場合、奪われたマナの行き場はどうなる？」




　問いかけにベアトリスは表情を変えず、ただ一度だけ頷き、




「行き場を失えば、呪いはそもそもの効力を失う。それもこの術式が、対象を殺すことでなくマナを奪うことを目的とした呪いだから、という条件だからなのよ」




　ベアトリスの肯定に、スバルは内心で納得を得た。

　子どもたちの呪い――その進行が止まったのは、呪いをかけた本体である魔獣が死亡したから。そして術者が死亡すれば、子どもたちの体に残るのは単なる術式ということになり、それを解呪することはパックやベアトリスには容易い。




　昨晩、あの森で命を潰えた魔獣の数はかなりの数に上るはずだ。

　最初の邂逅でスバルが仕留めた一匹を始めとして、逃走の最中にもレムの手で少なくない数が討伐されている。

　その中に子どもたちに呪いをかけた魔獣がいたとすれば、今の推測を否定する要素は今のところない。




　そしてその確信は同時に――、




「ああ、なるほど、そういうことか」




　推論が盤石なものとなったのを認めた上で、スバルは気付いてしまう。

　ベアトリスが今もなお、悲愴ともとれる姿勢のままスバルの前に立ち続ける意味が。




　通常の方法で呪いを解くのが不可能な以上、スバルにかけられた呪いを解くには術者を殺害するより他に手段がない。

　だが、




「俺の体に呪いをかけた奴は、数が多すぎて絞れねぇ」




　振り返り、スバルは魔獣が住まう森を見やる。

　結界を張り巡らされ、村と森とは物理的でないものによって隔絶されている。その深い森の奥底に、散り散りとなったであろう魔獣の群れ。

　それらを見つけ出し、半日以内に駆逐することなど、不可能だ。




「ああ、クソ……」




　思わず笑い出しそうになりながら、スバルは己の額に手を当てて俯く。

　納得がいってしまった。目を背けてはいられない現実を直視してしまった。




　ウルガルムを皆殺しにしない限り、スバルの命は救われない。

　半日以内にそれをすることの難易度。なにより、あの森に踏み入って、魔獣の群れと向かい合うことの危険性――それらがパックに二の足を踏ませ、彼の口からエミリアに事実を報せることを拒む理由となったのだ。




「にーちゃは……」




「言わなくてもわかってるよ。エミリアたんがそれを知ったら、あの子のことだからきっと無理するもんな。それはすっげぇ嬉しいけど……すげぇ恐ぇよ」




　躊躇わず、人のために損をしてしまうような彼女だから、スバルはそれができる可能性を見ながらも彼女にだけはそれを求められない。

　もしも、万が一にも彼女を目の前で失うようなことがあれば、スバルは己の身を百度引き裂かれても足りないような苦しみを味わうに決まっているのだから。




「難易度がマジ鬼がかってやがる。とてもじゃねぇけど、無理だ。諦め――」




『だから、諦めるんですか』




　言いかけたスバルの脳裏に、そんな声が蘇る。

　雑音に紛れたそれは遠く、まるで無意識の底に響いたような細い声だった。




　ハッと顔を上げて周囲を見回す。

　スバルとベアトリス以外はこの場所に誰もいない。にも関わらず、今の声は――、




『助ける方法は、他には』




　縋るような求める声。でもその声はどこか、悲愴な決意を秘めていて。




「頭でも痛くなったかしら。それも無理ないのよ」




『それだけかしら。あとはお前の好きにするがいいのよ』




　目の前のベアトリスの声に、同じベアトリスの違う言葉が重なる。

　どこでだかはわからない。でも、どこかで確実に聞いた会話がフラッシュバックする。

　目の前が点滅し、ガンガンと鳴り響く警鐘と頭痛に頭を抱えて、スバルは息を荒げながら膝を落としかけ、




『――必ず、助けます』




　響いた決心と覚悟の声に、屈しかけた膝を立て直す。

　そう告げた声を、そう告げる声に、スバルは聞き覚えがある。

　そして気付いた。聞かなくてはならないことに。




「――レムは、どこだ？」




　この朝になってまだ一度も、スバルは青髪の少女の姿を目にしていない。

　森から一緒に帰還したはずだ。全身を負傷したスバルと子どもたちを連れ帰ったのは彼女のはずなのだから。それはパックも明言していた。

　ただし、戻ってきた時点の内容までだ。




　負った傷の具合が重すぎて、今もどこかで休んでいる？

　――鬼化の影響だかなんだか知らないが、外傷はないって話だった。




　それならラムと一緒に村のあちこちを回って、村人の世話に精を出してる？

　――レムが厨房に入れるなら、蒸かし芋なんてラムの得意料理は出てこない。




　じゃあ、傷もないのに厨房にも入らない彼女は今、どこにいる？




「ベア子……ベアトリス、レムは、どこだ？」




　スバルのたどたどしい問いかけに、ベアトリスはその縦ロールをひと房撫で、




「お前が同じ立場なら、どうするかしら？」




「答えになってねぇ！」




　もったいぶった言い回しに、スバルは彼女に食ってかかろうと前に出る。が、急激に体を動かした反動か、血の足りない体は大きく傾いで前進を妨害。

　ふらつき、その場でたたらを踏んでしまうスバル。

　八つ当たりに過ぎないとわかっていた。そして、まさにそれを受けるためにベアトリスがこうしていることも理解している。

　その思いやりがわかっているにも関わらず、その優しさにまんまと寄りかかろうとする自分の浅ましさが腹立たしくてならなかった。

　そこへ、




「――ああ、二人ともこんなところに。悪いんだけど、レムを知らない？」




　今の怒声を聞きつけてだろうか。広場の方の一角から、桃髪の少女が姿を現してきてしまった。彼女は向かい合う二人を不思議そうに見てから、今の問いかけを思い出させるように首を傾けてみせる。




　そんな彼女の仕草に対して、ベアトリスは見慣れた無関心な表情を保つ。

　だが、スバルはそんな腹芸をすることはできない。脳裏に浮かぶ少女と瓜二つの姉の顔を見ていられず、とっさに顔をそらしてしまった。




　その露骨なスバルの反応と、二人が会話をしている場所。

　そこになんらかの符号を得たのか、ラムは「まさか」とその表情をふいに曇らせ、




「――千里眼、開眼」




　髪の中に手を差し込み、ラムは己の片目を塞ぐとそう呟く。

　直後、彼女に起きた変貌を目にしたスバルは驚愕にうめき声を漏らす。




　左目を塞ぎ、右目を見開く彼女の形相に、びっしりと血管が浮かび上がる。白い面に青緑の血管が浮かぶ光景はグロテスクで、さらに血走ったというより血溜まりと化したラムの右目の様子がさらにそのおぞましさに拍車をかけた。




　そのスバルの驚嘆を余所に、そうした変貌を得たラムは唇を震わせ、




「――見えない。そんな、まさかレム、結界の向こう！？」




　目を血走らせたまま振り返り、ラムの足は結界の張り直された森へ向かう。

　と、スバルは思わずその肩に手をかけて、




「待て、場所がわかるのか！？」




「結界の中にさえ入れば……止めないで、バルス！」




　肩にかかるスバルの手を猛然と振り払おうとするラム。が、スバルの方も引き剥がされまいと必死だ。彼女の動きを制したまま振り返り、




「ベアトリス！」




「――可能性の提示はした、それだけなのよ。雑じり者の娘を危険にさらしたくないにーちゃはもちろん、禁書庫とこれだけ離れてしまったベティーも戦力外かしら。お前自身が行っても、なんの役にも立たない。選択肢は限られていたのよ」




「そういうことじゃねぇだろ……じゃあ、やっぱりレムは」




　――魔獣の住まう森の中に、単身、群れを掃討するつもりで入ったのだ。




　この場面で戦力に数えられる人物を挙げれば、なるほどそれは正しい判断なのかもしれない。事実、レムの力は夜の森で魔獣たちを圧倒していた。

　だが、




「魔法が使える奴が何匹いる？　そもそも、俺の呪いが解呪できたってどうやって確かめるんだ。片っ端から殺して殺して、闇雲ってレベルじゃねぇんだぞ！」




「どういうこと？　バルスの呪いは解呪されたはずじゃ……」




　スバルの血を吐くような叫びに、ラムもまた血走った瞳を曇らせる。それからベアトリスに向き直ると、ラムは彼女の側に駆け寄り、




「どういう、ことなんですか、ベアトリス様。レムはなにを――！？」




「複雑に絡んだ魔獣の呪いを解くために、術者であるウルガルムの群れを殲滅しに森に入ったのよ。――そこのニンゲンもお前の妹も、どちらも助かる可能性がある方法かしら。ただし、目は限りなく小さい」




　端的なベアトリスの言葉に、ラムは一瞬言葉を失う。

　しかし、すぐにその表情を悲嘆から決意に切り替えると、妹のあとを追って迷わず森へ飛び込もうと駆け出し始める。




「――待て！」




　その正面に両手を広げて飛び出し、ラムの行く手を遮るスバル。桃髪の少女はそんなスバルの態度にキッと鋭い目を向け、




「どきなさい、バルス。今のラムは余裕がないから、優しくできないわよ」




「なにも考えなしに行くなっつってるわけじゃねぇ！　いくつか聞きたいことがあるからそれに答えろ、正直にな」




「そんなことをしてる時間は……」




「レムを助けたきゃ、ついでに少しは俺のことを仲間と思ってくれてるなら聞いてくれ。少しでも、可能性は上げておきたい」




　現在進行形で窮地にあるだろう妹、そのレムを助ける手段と聞かされて、ラムの頑なだった姿勢がわずかに揺れる。

　スバルは彼女の前進の態度がゆるんだのを見ると畳みかけるように、




「聞きたいことはほんの二個だ。まず、お前の千里眼って力があれば、森の中のレムの居場所がわかるのか？」




「……ええ、わかるわ。ラムの千里眼は範囲内の、『ラムと波長の合う存在』の視界を共有する目だから、見えた光景を順々に移動すれば必ず届く」




「見通す目っていうより、複数の視界から見渡す目ってことか。イマイチどういう見え方するのかピンとこねぇけど、レムと合流できるってんなら上等」




　第一条件のクリアに頷きながら、続いてスバルは二本目の指を立て、




「じゃ、二個目。――ラム、お前って戦えるタイプのメイドだったりする？」




「それはどういう意味での質問？」




　目を細めて問い返してくるラムに、スバルは「そりゃまぁ」と前置きして、




「レムと合流するまでの間、どこで魔獣と激突するかわからねぇんだ。自衛できなきゃ話にならねぇ。言っとくが、俺は戦いになったら超足引っ張るぞ」




「ま、待ちなさい。そもそもバルスはついてくるつもりなの？」




　自信満々に実力不足を語るスバルに、ラムは珍しく焦った口調だ。その彼女の焦燥感に頷きで理解を示しながら、




「動揺はわかるけど、必要条件だぜ？　いや正直、レムの生還だけが目的なら俺は必要ないっちゃないんだが……」




　台詞の後半が尻すぼみになり、聞き取れなかったらしきラムが疑惑の表情。

　その表情にスバルは慌てて両手を振り、




「こうなりゃ全員で五日目を突破してぇじゃねぇか。それができてこそ、こうまで何度も挑んだ甲斐がある。だからひとつ、頼まれてくれ」




　両手を合わせて拝むスバルに、ラムはなにを言うべきか迷うように唇を震わせる。

　しかし、けっきょくはそれら全てを封じ込めたままため息をこぼし、




「――鬼化したレムと同じくらい戦えるのを期待されているなら、無理よ」




「ってーと？」




「レムと違ってラムは『ツノナシ』だから、完全な鬼化はできない。レムと違って肉弾戦が得意でもないし、少しだけ過激に風の系統魔法が使えるだけよ」




　そう答えて、軽く指を振るラムに合わせて強い風がスバルの髪を揺らす。

　自然に干渉した今の術式がより凶悪になると、スバルの右足や首を抉ったような威力のものに変わるのだろう。それを思えば今のそよ風にも背筋が凍る思いだ。

　だが、味方の戦力として数えるのなら頼りになることこの上ない。




「ベアトリス！　俺は今からラムと一緒に森に入る。もし戻る前にエミリアたんが目覚めちまったら、適当に誤魔化しといてくれ」




「……あの青髪の娘を連れ戻すってことは、自分の命を諦めるってことなのよ。お前はそれが理解できているのかしら？」




「ちょっと違ぇな、訂正するぜ」




　低い声で覚悟を問い質すベアトリスに対し、スバルは「ちっちっち」と指を左右に振り、




「死に慣れ諦め癖なんてくだらねぇ。命は大事だ、一個しかない。お前らが必死こいて繋いでくれたからそれがわかった。だから、みっともなく足掻かせてもらう」




　一度、身勝手に諦めた命を繋いでもらったのだ。

　だからこうしてスバルが今も生命の鼓動を刻んでいられるのは、たくさんの人が手を伸ばしてくれた結果だ。

　そうまでして与えてもらった、延長戦の時間なのだから、




「逆転劇を起こそうぜ。あんだけひでぇ状態からここまで持ち直したんだ。欲張りな俺は俺らしく、俺含めた後日談が見たくてしょうがねぇんだよ」




　馬鹿げた理屈で真っ当でない説明。

　ベアトリスが意図したところにこれっぽっちも則していない答えを返し、しかしスバルはこれ以上ない程のドヤ顔で胸を張る。




「なにを考えているのかわからないのよ。でも、勝手にすればいいかしら。選択肢は提示した。そこからなにを選び取るかは、お前が勝手に決めればいいのよ」




「そうやってレムも送り出したわけだ。まぁ、感謝するぜ、ベア子」




　森を振り返り、その深い闇の中で今なお、戦っているだろう少女を思う。




　――あのお節介の早とちりめ。いつだって、他人の気持ちを勝手に想像して、勝手に早まった結論を出して、勝手にしやがる。ふざけやがって。




「お前が俺になにかをしてくれようと思ってくれてる程度には、俺だってお前になにかしてやりたいと思ってるっつーんだよ」




　拳を鳴らして決意を後押しし、魔獣の森へ向かって宣言する。

　その奥に住まう黒い獣の群れに、そしてスバルをこの運命へ引きずり込んだ超常的な存在に対し――かつて行い、忘れかけていた宣戦布告を。




「さあ、最後の大勝負といこうぜ。――運命様、上等だ！」







　ステージ２『ロズワール邸』四日目、五度目の挑戦が始まる――。
第二章４４　『絶望の利用法』
「――ずいぶんと格好いい啖呵を切っていたけど」




　魔獣の森を目前に宣戦布告を行って十五分、隣に並ぶスバルを横目にラムがそう前置きして、




「落ち着いて考えると、別にバルスが最前線で戦うみたいな条件じゃないわよね」




「おいおい、待てよ。確かにそれは事実だが、俺のこの溢れるやる気を見ろ。村の青年団から譲り受けた由緒正しい片手剣、俺は今まさにファンタジーしてる！」




「その剣だって丸腰で行こうとするバルスをベアトリス様が止めなかったら、入手できないままだったでしょう。徒手空拳でそれこそ、お荷物まっしぐらだわ」




「それは正直否定できません」




　手に馴染まない柄の感触を握り直しながら、スバルは肩を落として息をつく。

　黒い鞘に銅色の柄、刀身はおおよそスバルの腕の長さ程の片手剣。思いのほか軽い感触に戸惑いを隠せないそれは、無手で魔獣の森に挑もうとするスバルを慌てて止めたベアトリスの助言に従って手に入れた武装だった。




　事態の深刻さは時間経過とともに深まる。そんな焦燥感があったからこそ、即座の突入を選択しかけたが、冷静に振り返れば自殺行為だったなと素直に思える。

　取りつく島もないような態度に見せかけて、なんだかんだでいい仕事をするのがあの縦ロールの少女の気難しいところだった。




「ちなみにバルスは剣は使えるの？」




「どうだろ、微妙。一応、中学剣道で二段は持ってるが、実際の剣術と学校剣道じゃ同じ扱いはできねぇと思うしなぁ」




　腰に差した剣をぷらぷらと揺らし、重みを感じながらスバルはそう応じる。

　中学校の三年間と、その後は暇を見ては理由もない素振り。まったく触れたことのない素人に比べれば多少は使えるつもりだが、それも少し齧ったのレベルから先へいっているとは思えない。




　不釣り合いなその片手剣は、村の青年団の若者に譲り受けた一刀だ。

　『魔獣の森にこれから入るから』と馬鹿正直に伝えるわけにもいかず、かなり苦しい言い訳の末に引き渡してもらった経緯があるが、どれほど役に立ってくれるかは今のところ未知数。

　そして、村で託されたものはそれだけではない。




「ポケットの中に……菓子と、綺麗な石と、うおおおう！　虫入ってやがった！」




　色々と詰め込まれたポッケの中を探りながら、嫌な感触にスバルが悲鳴を上げる。窮屈な場所に閉じ込められていた羽虫はスバルの手を離れ、森の奥へとそのまま消えていった。それを見送り、スバルは額を拭うアクションを入れて、




「どさくさまぎれでとんでもねぇガキ共だ。あとで説教しちゃる」




「慕われている証拠でしょ。……どこがいいのかしら、こんな男」




「子どもの純真な瞳には、俺という男の本質がきらめいて見えるんだよ」




　白けた目で今にも鼻を鳴らしそうなラムに、スバルは「そ・れ・に」と首を左右に揺らしながら指を突きつけ、




「今回は俺だけじゃなく、レムへのお礼もまじってる。っつか、俺はむしろレムへのそれの配達人。わかったろ、見てて」




「……そうね」




　納得を躊躇うようなラムの声に、スバルは満足げな顔で何度も頷く。

　村を出る前のやり取りは、それなりにスバルの琴線にも触れるものがあった。同じくそれを見ていたラムにとっても、そうあればいいなと思っている。




　――村を出て、魔獣の森に入る。

　村人に隠して森に入ろうとしたスバルたちを察知したのは、いまだマナを搾り取られた影響の消えていない子どもたちだった。

　スバルとレムに直接礼を言おうとしていた彼らはスバルたちに気付くと、お礼と称して様々なものをスバルのポケットにブチ込んだ。




　お菓子も、綺麗な石も、あの羽虫ですら、彼らにとっては感謝の気持ちを形にあらわしたそのものだ。無碍に扱うことなどできるはずもない。羽虫は逃げたけど。




　そうしてわりと不要な感謝の形を押しつけられて動揺するスバルに、子どもたちは笑顔を浮かべて言ったのだ。




「レムりんにもお礼が言いたいから、あとで連れてきてね……か」




　彼女が今どれほど危険な場所で、なんのために命を賭けて戦っているのか。

　子どもたちはそれを知らない。そして、知る必要もない。

　なぜなら――、




「安心しろって、クソガキ共。夜中に暗い森の中に入るような悪ガキ共は、相談もしないで早まった真似するお姉ちゃんと一緒に説教してやっからな」




　ついでにそこに無鉄砲に森の中に入り、犬に全身噛みつかれて多大な迷惑を周囲に振りまくバカな男子を付け加えてもいい。

　一晩正座で、ムラオサの説教を受けるというのも痛快ではないか。




　自然、思い描いた未来予想図に口元がゆるむ。

　と、そうして微妙に頬をにやつかせるスバルに対して、




「それにしても、足が遅いわよ、バルス」




　はるか先からスバルを振り返り、呆れたようにこちらを見るラムがそう言った。

　ずんずんと、足場の悪いはずの森の中を楽々と踏破していくラム。その格好は普段と変わらぬメイド服にも関わらず、足取りは屋敷の庭を横切るのと変わらない。

　一方でスバルの方は、




「ち、ちったぁ手加減しろよ。こちとら血とか、あとガッツが足りない。そういえばエミリアたんにいってらっしゃいって言ってもらいそびれた！」




「まだただいまって言っていないから、昨晩のいってらっしゃいが有効よ」




「そ、そういうもんかな……？」




　ふらつく体と揺れる頭に苦心しながら、片手剣を杖のようにしてよたよた進む。

　行軍はお世辞にも早いとは言えず、先を行くラムの気持ちに焦りを与えるばかりな現状だ。




　昨晩と違い、日の高い時間になってからの森の捜索。日没後に比べれば視界ははるかにクリアだが、それでも覆い茂る枝葉の深さに見通しは悪い。

　昨夜と同じような場所を歩いているつもりだが、まったく見当違いの方向に進んでいる可能性も否めない。森の深さは入り込んだ人間の方向感覚すら狂わせるのか、自分ひとりならば出口すらわからず路頭に迷ったかもしれないとわりと本気で思う。




「バルス、また少し待って。――千里眼、開眼」




　こちらを手で制し、呟きを口にしたラムの右目が真っ赤に染まる。

　森に入って以降、定期的にラムは千里眼を使用し、森にいるはずのレムの姿を探し求めている。だが、残念ながらいまだに成果は上がっていない。

　ラムの眼の範囲に入っていないのか、あるいは――、




「悪い想像すんなっつの。運命様が大喜びで実現しにくるぜ……」




　自分の頭を小突いて、浮かんだ最悪の展開を葬り去る。

　レムが姉や村人を欺き、森に入り込んでからはすでに三、四時間が過ぎている。遅れて彼女を追う形のこちらに比べて、どれだけ森の深部に入り込んでいるのかは想像も追いつかない。ただ、彼女の目的の途方もなさを考えれば、森の隅から隅まで走り回ったとて足りないのだ。




　改めてレムの求めるところと、スバル自身の生存の難易度の高さが思いやられる。

それを理解してなお、なかなか踏ん切りがつかない自分の我が身可愛さにもほとほと呆れが出る思いだが。




「ああ、情けねぇ。集中、集中しろ、俺。千里眼使用中の無防備なラムの護衛に徹して、余計なことは考えんなよ」




　片手剣を鞘から抜き、軽く空気を切りながら感触を確かめる。

　大気を切る音は静かで、重みは木刀と比較してもやや軽い。刀身の長さの分だけこちらの方が扱いやすく、あとは純粋に真剣を扱う覚悟の有無だけだろう。




「実戦じゃ、まず真剣は刃筋を立てるのもしんどいって言うしな」




　素人が扱う刃は刀身が揺れ、そもそも真っ直ぐ物を切断することができない。

　正面、細い木の枝を目掛けて刃を振り上げ、真下からの切り上げで一閃――スバルの手首程の太さの枝が難なく切断され、回転して地に落ちた。

　思わず自分で「おお」とその手際を絶賛。想像以上の『手ごたえのなさ』に感嘆の息を漏らし、スバルはさらに剣舞を続ける。




　一刀、二刀、振られるたびに枝が、葉が飛び散り、斬撃の苛烈さを増してゆく。

　意外と中学校の三年間と、その後の素振り生活が生きていた事実を再確認しながら、調子に乗って大きく刃を横に薙ぎ、




「あ」




　かつん、と高い音を立てて、太い樹木の幹へと刃が半ばほど埋まる。

　侵入は容易く、脱出は難し。埋まった刃は滅多なことではびくともせず、スバルは内心で大量の冷や汗を掻きつつラムを振り返り、彼女がまだ千里眼での視界共有をしているのを確認してから、思い切り幹に足をかけて剣を抜こうと奮闘する。




「ヤバいヤバいヤバい、マジ格好悪い！　これで剣なくしてるとかクソダサい！　取れろ、抜けろ、最悪半分になってもいいから抜け……」




「――バルス、なにかがこっちを見てるわ」




　刺さった剣を抜こうと奮闘するスバルの背後、千里眼で直近の視界を失っているラムが叫んだ。

　――なにかがこちらを見ている、という彼女の警告にスバルは戦慄。他者の視界を共有できる彼女がそう告げるということは、その存在は、




「俺らを目視できる距離に……ッ！」




　抜けない柄から手を離し、スバルは慌てて周囲を見回す。と、スバルの左方――木々の枝を跳び渡り、こちらへ向かってすさまじい速度で迫る影。

　それがすでに見飽きた四足獣であるのを見取り、即座にスバルは剣を引き抜く作業を放棄。屈むと手頃な石をいくつか拾い、




「聖剣抜いてる暇がねぇから、これでも喰らえ！！」




　宙を跳躍する影目掛け、拳大の石を全力投球。回転する塊は直撃すれば即行動不能レベルの威力を備えているが、いかんせん素人の投球だ。ましてや相手が動く的ともなれば、当たるか否かは奇跡の領域。

　連続投球もむなしく、投げる石はことごとくが森の彼方へ消えていく。そのスバルの拙い反抗を嘲笑うかのように、枝をたわませ魔獣が一際鋭い滑空――地面に着地し、スバルまでの距離をあと数歩というところで身を低くする。が、




「はい、いらっさーーいっ！！」




　その行動を読んでいた、とばかりにアッパー気味のフルスイングが放たれる。

　着地した魔獣の顔面を狙う一発は、中身を失った鉄拵えの鞘を獲物に選んでいた。石での牽制が外れれば、こう出るだろうと予測したドンピシャのタイミング。鞘の太い柄側で、魔獣の鼻面を叩き潰す――予定だった。




「はぁん！？」




　すさまじい空振りの音が響き、枯れ草を踏んだスバルの足下が盛大に滑る。

　インパクトの瞬間、さらに身を低くした魔獣の突進により、交差の地点がわずかにそらされ、鞘は魔獣の背中の毛をわずかに巻き添えにする戦果しか上がらない。逆に大振りの中の大振りを放ったスバルのがら空きの背中が、身をひねる魔獣の牙にこれでもかとばかりに広げられる結果に。




　真後ろ、地を削って振り返る魔獣が牙をむき出す気配。うなじに怖気を感じながら首だけ傾け、その鋭い犬歯がスバルのふくらはぎを噛み千切る――直前、




「肝心なときに、なにを遊んでいるの」




　暴風が跳躍する魔獣を捉え、中空に浮く動きを大きく乱して狙いを外させる。

　想定外の介入に受け身を取り損ねる魔獣。地べたを転がり、即座に立ち上がろうと試みるが、四肢を大きく震わせる魔獣はその場に這いつくばり、身動きができない。

　そうして呼吸を荒げて動かない魔獣を、鞘を握り直したスバルは動揺しつつ見据える。いつでも打ち下ろせるよう鞘を振り上げ、横移動でラムの下へ。




　蹲る魔獣に掌を向けるラムは、隣に並ぶスバルを見るや「ハッ」と鼻を鳴らし、




「ほんの少しの間にずいぶんと武装が貧相になっているわね」




「がっつり攻撃力落ちたのも落ち度も認めるよ。で、あれどういう状態？」




　動かない魔獣を指差し、それをやっているだろうラムへの問いかけ。魔獣はすでにその瞳を閉じ、まるで眠ってしまったかのようにぴくりともしない。

　それを見届けると、ラムは魔獣へ向けていた掌をそっと下ろし、




「終わったわ」




「は？」




「息の根を止めた、と言ったのよ」




　あっさりとそう告げるラムに驚き、スバルは半信半疑で魔獣の側へ。眠っているようにしか見えない体を鞘の先端で突き、反応のなさに思い切って引っ繰り返す。だらりと四肢を広げ、口から舌をこぼす姿に生気はない。確かに、死んでいた。




「なにを、したらこうなるんだ？」




「言ったでしょう、風の魔法が少し使えると。風の刃で四肢の腱を切って、喉を塞いで絶息させただけよ。――長く苦しませるつもりはないもの」




　なんてことないようにラムは語る。見れば、確かに魔獣の死骸の四肢の先からはかすかに血が滴り、無呼吸に喘いだような苦悶が表情に見てとれる。

　それらを確認して、スバルは色々とラムに対して疑問がわくのを抑えられない。これのどこが『少し魔法が使える』だとか、魔法にしては爽快感が足りないだとか、これじゃ暗殺者と変わらないですけどー等だ。




　しかし、相方に突っ込みを入れたいのはスバルだけではないらしい。

　スバルが浮かび上がったいくつもの候補を選別するより先に、ラムはいまだに幹の中ほどに残ったままの片手剣を眺めて、




「役立たず」




「うぐぅ」




　端的な、それ以上を必要としない表現が一番突き刺さる。

　胸を押さえて膝を着くスバルに、ラムは小さく肩をすくめると剣の刺さる幹へ。そして掌を木に向けると、これまた風の刃で幹の表面を抉り、難なく剣の解放に成功する。憮然となるスバルだが、ラムが拾った片手剣を放るのを慌てて受け止めにいき、




「サンキュだけど、抜き身の剣を縦回転で放るのはやめようぜ！？」




　キャッチを諦めて地面に刺さった剣を回収する。土を拭い、鞘に納めてまさしく元鞘、などとスバルが内心で寒いことを考えていると、ふとラムが首を傾け、




「それにしても、今のウルガルムも無防備なラムでなくバルスの方へ行ったわ。昨晩もそうだけど、ずいぶんと奴らに人気があるらしいわね」




「あー、そうね。かなりフェロがモンモンしてるからね」




　魔獣の死骸に軽く手を合わせて、それからスバルは首を掻きながらラムの意見を曖昧に肯定。

　魔獣の優先目的にされている感は、やはり昨晩から続いている。そうした結果が積み重なるにつれ、スバルの予想は確信へと近づいていくのだった。

　ともあれ、




「で、さっきの千里眼でレムは見っかったか？」




「いいえ、残念だけど。ひょっとしたら、もっと森の奥かもしれないわ。急いだ方がいいわね。……加速度的にバルスの襲われる可能性も上がるけど」




　スバルを横目に、ラムはなにかしら考え込むように白い頬に触れる。

　彼女の視線はスバルと魔獣をいったりきたり、それからなんとなくではあるが結論を得たのか頷き、




「やっぱり、弱そうだから」




「悩んで出た結論がそれか、失敬な」




「じゃあ、ちょろそうだから」




「根本的な部分が変わってねぇよ、お姉様」




「話してばかりいても好転しないわ。レムを探しましょう」




「……そ、そうッスね」




　あくまでマイペースを崩さない相手が相方だと、スバルもいくらかやり難い。彼女はそんなこちらの胸中は知らん顔で森の奥へ。

　その背中を追いかけながらふと、スバルは気になっていたことを口にする。




「ツノナシってなにか聞いてもいいか？」




　森に入る前、ラムが自ら口にしていた単語だ。

　なんとなしではあるが想像のつく単語、それに対してラムは足を止めず、そして振り返らないまま、




「聞いたまま、鬼のくせに角を失くした愚物に与えられる蔑称よ」




　鬼、という単語の出現に、スバルの脳裏を昨夜の光景がよみがえる。

　森の中、返り血を浴びて哄笑を上げるレムの姿。その額から鋭く伸びた、白い角は忘れられない。まさしく、お伽噺で知る鬼の姿そのものだった。

　ただ、双子であるはずのラムの額にはその角の兆候は見当たりもしない。もちろん、メイドの装いに欠かせないホワイトプリムの下にはそれがあるのかもしれないが、その可能性は今さっき本人の口から否定されてしまった。

　無言の内に納得のいかないスバルの気持ちを酌んだのか、ラムは自分の桃色の髪に手を差し込んで、




「ちょっとしたいざこざで、一本しかなかった角を失くしたのよ。以来、何事もレムを頼ることにしているわ」




「……あ、ひょっとして悪いこと聞いた？」




「なぜ？」




　前を行くラムが振り返り、本当に不思議そうに首を傾ける。それに対してスバルは頬を掻くアクションで応じながら、




「いや、鬼って種族にとって角がどんだけのもんだか知らないけど、予想じゃかなり大きい問題だろ。それにけっこう不躾に触ったかなぁと思って」




「だとしたら掘り起こしておいて今さらな話だわ。――まあ、安心なさい」




　気持ち声を低くしてスバルを脅したあと、ラムはわずかに相好を崩し、




「当時はともかく、今は落ち着いているわ。角を失くしたことで、得たものも拾えた命もある。そのあたりのことは天命のひとつだわ」




　器の大きいことだ、とスバルは内心で応じる。

　が、そう告げたあとでラムは「でも」と前置きしながら表情に影を落とし、




「レムは、そうは思っていないでしょうね。――だからこそ、早く見つけてあげないといけないのだけど」




　前を向き直し、ラムがこちらに手振りで制止の合図。

　千里眼が入るタイミングだ。今度こそ抜かりなく、彼女の周囲を警戒する。




　右目が真っ赤に染まり、彼女の視界はここから彼方へと移動する。跳躍した視界の先で、また別の視界に乗り移り、目的の存在を探し出す。

　波長の合う相手の視界を借りる、というその行為が世界をどういう風に見せ、そしてどれだけの負担を術者にかけるのかスバルは知らないし聞かない。

　千里眼を使うたびに、血の涙がラムの白い頬を伝い、まるで丸一日歩いたかのように両の足が小刻みに震え、意地を張って前を行く体は何度も目眩を起こしたように揺れる。それでも、ラムは森を進むことをやめようとしない。




　辛いとも苦しいとも、口にしないラムに任せていてはいけないとスバルは思う。

　本質的な部分で、けっきょくのところ彼女とレムの双子は似た者同士だ。無理をするのが自分の方であるならば、それを躊躇せずにやる性質。

　エミリアも含めて、あの屋敷の女性陣は少しばかり他人優先が過ぎる。




「もっと俺みたいに足下ばっか見てわたわたしろよ。――自分がかっちょ悪すぎて嫌になるじゃねぇか」




　足下の草を蹴りつける。と、散らばる草が口に、跳ねた土が目に入って大誤算。慌てて「ぺっぺ」とやりながら、自分の決まらなさにすこぶるばつが悪い。

　だが、そんな間抜けが自分にはお似合いだと、スバルはどこか固くなっていた気持ちが少しだけ楽になったような錯覚を得た。

　だから、




「ラム、レムが大事で心配か？」




　千里眼を使用中、彼女の意識を乱すのは良くないとわかっていながらの質問。

　目を血走らせ、視界をここに置いていないラムは一拍遅れて、




「当たり前でしょう。確かにあの子の方がラムより強い。でも、それは心配しない理由にはならない」




「……うん」




「なにをやらせてもあの子の方がずっと上でも、ラムはあの子の姉様だもの。その立場だけは、絶対に揺るがない」




　確固とした決意の下、彼女の姉という立場は行使されていた。

　こうして改めてそれを知るまで、スバルは彼女がただ偉ぶるためだけにその立場を使っているなどと、大きく彼女を見くびっていた事実を認める。

　そして、それを認めてしまったからには、スバルもまた覚悟を決めるしかない。




「本当はレムと合流してからってのが理想だったんだがなぁ」




　頭を掻き、そう言って屈伸運動を始める。

　スバルの態度に腑に落ちないものでも感じたのか、成果を得られなかったラムが千里眼を終了して視界を取り戻す。

　血の溜まる右目を懐から出した布巾で拭き、彼女は怪訝そうに眉を寄せ、




「バルス、なにをする気なの？」




「現状だと足引っ張るためだけについてきたみたいなもんだろ、俺。森に入る前に言ったはずだぜ、俺。レムを助けるのに、ちゃんと役立つってな」




　半信半疑の可能性ではあったものの、現状では勝算は七対三ほどまで持ち直している。もちろん、残りの三を引いてしまうリアルラックの不安はあるが、




「七三なんて、勝率高い側に回るのが珍しい。捨てるわけにいくかよ。――ラム、ちっとばかし危ない橋を渡る気はあるか？」




「飢えた野獣に若い男と森の中――これより危ない状況は、乙女としてそうないでしょうね」




「言いやがるぜ、この姉」




　笑い、それからスバルは大きく息を吸い、目を見開いた。

　スバルの考えが正しければ、これで状況は変わるはずだ。それが必要なことだとわかっていても、心が怖気つくのを止められない。




　――ビビるのは今さらやめられない。小心小人はわかり切った話だ。ビビって芋引いていようが、実行に移せるのならば文句はないだろうが。




　弱いのか強いのかわからない叱咤を己に打ち、スバルはそれを口にする。

　スバルが正しければ、それはやってくるはずだ。




「ラム、俺は実は――」




　――『死に戻っている』と口にしかけた。




　告げることを禁じられたそれを告げようと、禁忌を破ろうとスバルは振舞う。スバルがなにを口にしようとしているのか、身構えていたラムの表情が凍った。




　否――時間が制止したのだ。




　世界が色を失い、音が消滅し、時間の概念が根こそぎ吹っ飛ぶ。

　そして、その全てに等しく停滞が科せられる世界で、ゆいいつその制約を逃れる存在がスバルの眼前に突如として出現した。




「――きたか」




　呟きは実際には音になっていない。

　だが、目前のそれに届けと願いとあらん限りの毒は込めてやった。少しは気持ちが通じてくれれば、溜飲が下がって非常によろしい。




　――時間が制止した世界で、ただひとつその影響を受けない黒い靄。




　どこからともなく現れたそれは、虚勢を張るスバルの前で腕の輪郭を作り始める。手指が生まれ、手首が生じ、肘が生えて二の腕が派生――そこまでは前回までも見届けた靄の変異だ。だが、三度目たる今回はさらに変化があった。




「肩まで……」




　二の腕を越えて肩と思しき形が象られる。

　手指の先から肩までを作り出したそれは、もはや立派な『一本の腕』と呼ぶにふさわしい。

　初見の時点から徐々にはっきりとした像を結び始めるそれ。回数を増すたびに靄による浸食が進むのを恐怖する一方、それを子細に噛みしめる時間はスバルには与えられない。




　黒い靄の成長を不気味に思うスバルの胸に、指は躊躇いなく滑り込む。

　胸の薄い肉を越え、肋骨を撫でて、その胸骨の内側に守られる心の臓へとまっしぐらだ。




　くるとわかっていても、痛みというものはある領域を越えれば耐えられるものではない。

　心臓を直接握られるその痛みは、絶叫と狂ったようにのた打ち回ることをなくして語ることなどできない領域にあった。




　長く苦しい、堪え難い苦痛の時間が続く。

　心臓のリズムが狂い、血流がメチャクチャに押し出されて全身が悲鳴を上げる。痛みに血涙が噴き出し、噛みしめた奥歯が思わず割れ砕ける。




　それほどのことが起こってもおかしくない痛みを受けながら、制止しているスバルは外への反応でそれを発散することもできず、受け止め続けるしかない。




　やがて苦痛の時間は遠くなり、視界が真っ白に染まり――、




「――バルス？」




　呼びかけられて、スバルは自分が膝を屈していたことに気付く。

　俯いた口元からは涎が伝っており、慌ててそれを袖で拭って立ち上がりながら、




「危ね危ね、白昼夢」




「病み上がりなのはバルスも同じよ。無理なことはしないで、ラムに任せなさい。それで、どうすればレムを……」




　言いかけて、ラムはハッと表情を変えると周囲を見回す。

　静寂の落ちた森の中、風に木の枝が揺れ、葉の擦れ合うかすかなざわめきだけが響いている。それらに耳を澄ませるラムはスバルを見て、




「なにをしたの、バルス」




「……ちょいとばかり、痛みを伴う賭けに出てみた」




　あれだけの苦痛、その名残も今は体のどこにも残っていない。

　徹底的に精神にだけ傷を残すそのやり口を醜悪に思いながらも、身動きを取れる体力を残しておいてくれていることにだけは一抹の感謝を。

　なにせ――、




「風が乱れて……獣臭が近づいてくる。それも、すごい数」




　ざわざわと静けさを失い始める深緑の中、ラムの顔がふいに右の方向へ固定。つられてそちらへ視線を送ると、複数の赤い光点が遠間から接近してくるのが見えた。

　まずは五匹。あと十数秒でエンカウントするだろうそれに向き直るラム。隣で片手剣を鞘から抜き、スバルもまた避けられない戦いへ備える。




「レムはまだ見つからないのに……！」




「まぁ、安心しろよ。たぶん、そう遠くない内に合流できっから」




「どうしてそう言い切れるの」




　鋭い視線で恫喝してくるラムに肩をすくめて、




「レムの目的は森の中の魔獣を狩り尽くすことだぞ。――俺がいる限り、奴らは俺って獲物目掛けて食いついてくる。だからその内、レムもここにこざるを得ない」




　ずっと考えていた。ずっと疑問に思っていたのだ。

　魔獣が、スバルを標的に選ぶその理由を。




　この繰り返しのループの中で、スバルは魔獣とエンカウントするたびに必ず呪いを受けていた。それは避けられない運命であるというより、魔獣と遭遇した際には必ずスバルが標的に選ばれるという、ある種の強制力が働いていたが故だ。

　魔獣はスバルの存在に過剰に反応する。その理由の答えは、同じように過剰反応していた人物の発言から割り出せた。ずばり、




「魔女の残り香、だ」




　魔獣とは、魔女が生み出したとされる人類の外敵。

　そして、奴らは魔女の臭いを漂わせるスバルに対して常に過剰反応を見せていた。森に入り、ことごとくスバルが襲われてきたのも同じ理由だろう。




　かすかに漂うそれに誘われて魔獣が姿を見せるなら、いっそ豪快に臭わせてやろう。




　森中の魔獣が、スバルの身に呪いをかけた全ての魔獣が集まり、それを追ったレムすらも合流してくれるぐらい、豪快に。




　それがスバルの考えた、レムと合流した上で自分も助かる上策。

　――名付けて、『ナツキ・スバル囮大作戦』だ。




　相変わらず、自分のポジションを最前線に置かない戦い方ではあるが、目論見はうまく運んだ。

　以前に一度、死に戻りをエミリアに告げようとした際に靄が現れたとき、ぽつりとベアトリスがこぼしていた言葉が引っかかっていたのが助けとなった。

　靄の出現とともに、スバルを取り巻く魔女の残り香は濃くなる。




　――おそらく、あの靄は魔女となにかの関係があるのだ。




　だからあの靄が出現するたびにスバルから漂う魔女の気配は濃くなり、結果的に魔獣を呼び寄せる生き餌としての効果を発揮するようになる。




　誰にも伝えられない苦悶と、誰にも訴えることのできない激痛。

　それらを用意した運命を、逆手にとってやった爽快感に、スバルは眼前に迫る脅威すら置き去りにして口の端を歪める。




　――ああ、俺はやっと、このループを仕組んだ運命に一矢報いてやった！




　心中で喝采し、片手剣を握り直すと、迫る魔獣に対して身構える。

　そして隣に並ぶラムに対して声高に告げた。




「じゃあ、戦いに関しては超お前頼りなんで、よろしく！」




「あとで客観的に、自分がなにを言ってるのか振り返ってみなさい」




　ため息まじりのラムの声に遅れて、風の刃が正面から迫る群れにぶち当たる。

　――魔獣との戦端が再び、キャストを変えて開かれようとしていた。
第二章４５　『残り香の効果』
　大地を蹴り、前へ跳ぶ。

　太い根が足下をうねりながら邪魔するが、足裏を叩きつけるように一気に踏みつけてもろともに踏破。




　森や山、舗装されていない道を行くとき、足下の不確かさに慎重になるのは実は間違いだ。自然の獣道を走るとき、正しくは足裏になにがあろうと躊躇わずにいく決断力こそが道を切り開く。




　丈夫な靴裏を信頼して、積み重なる枝葉や苔を踏みにじって再び跳躍。

　息が荒い。額を伝う汗が目に入りかけ、苦しい瞬きをしながら汗の逃げ道を作る。

　振り返る余裕も理由もない。そも、逃げ切れている可能性など皆無に等しい。いまだ追跡者の足音はすぐ側を並走し、逃げ惑うこちらを嘲笑うようにつきまとう。




　体を前に倒し、風を受ける面積を少しでも減らしながら全力疾走。

　肺が痛み、全身が軋むのを感じながら、喘ぐように酸素を求める。そして、まるで陸に揚げられた魚のように口を無様に開閉するスバルに、




「なんて卑しい顔……お里が知れるわ」




「――てめぇ、あとで覚えてろよ！？」




　余計な酸素を使ったことを後悔しながら、スバルは腕の中の少女――ラムに回した腕を動かし、しっかりとその小柄な体を抱え直した。




　おそらく魔女と関わりのある黒い靄、それを利用した『ナツキ・スバル囮大作戦』が始動し、それから約十分が経過したろうか。

　スバルの目論見通り、集まり出した魔獣たちとの戦闘は苛烈を極め、そしてついに――二人は為す術もなく敗走を選んで森を駆け抜けていた。




「戦えるっていうから信頼したらこれだよ！」




「戦えていたでしょう、実際。思ったよりラムの体力がもたなかっただけで」




「危ない橋とかかっこよく渡る的発言したよな！？」




「ラムの想像を越えて危なかったのよ。渡る前に落ちかけてたわ」




　がなるスバルに応じるラムはいちいちふてぶてしい。

　度重なる戦闘にマナを保つことができず、手足をまともに動かすこともできない状態とは信じられない態度だ。




　スバルの放つ『魔女の残り香』に誘われて、魔獣は順調に誘き出されている。

　その数たるやまさにスバルの想像をはるかに上回る数で、ぶっちゃけた話、手に負えないレベルでの出現率に後悔以外の言葉が浮かばないほどだった。




　風の魔法を駆使し、ラムが始末した魔獣の数は十七体にまで及んだ。

　そこまでをとんとん拍子で片付けた挙句、ふいにラムは力を失って倒れたのだ。すぐ側にいたスバルは度肝を抜かれ、慌てて彼女を担いで逃走を開始し――、




「今に至る――行き当たりばったりもいいところだわ」




「運ばれてる身でやかましいわ！　あとあんま喋らせんな！　舌噛みそうだし……そもそも、体力が、もた、ないから……っ」




　あらゆる運動能力で非凡な成績を収めるひきこもり学生だが、外に出ない体質故に体力不足だけは深刻だ。長距離走なら学内ブービーも夢でないレベル。

　そんな貧弱スタミナながらも、命がかかっているとなれば絞り出しもするというものだ。もっとも、体力の泉が涸れ果てるのも時間の問題といったところだが。




　追いすがる魔獣共も、逃げるスバルがもうすぐ力尽きるのがわかるのだろう。

　獲物が弱る工程を楽しむかのように、スバルの足の回転が鈍るたびに足下を削ってこちらを牽制、萎えかける逃走本能に火を入れてくる。




「バルス、すぐ左にいるわ。――剣を振れば当たるわよ」




　腕の中のラムが首を回し、移動する景色の中から手頃な間合いを助言してくる。ちらりとそちらに視線を向けると、なるほどスバルの脅威を完全に舐め切った位置で並走する魔獣の鼻面が見えた。

　そちらに向けて、腰から抜き放った片手剣を一閃。狙い過たず、斬撃は驕った魔獣の顔面を上下横一文字に割断し、森の肥やしに新たな一片を加える――とはならない。




　一向に剣を抜こうとしないスバルに業を煮やしたように、胸の内からこちらを見上げるラムの瞳に怒気が宿る。が、スバルはそれを同等の感情を込めて睨み返し、




「どうして剣を抜かないの」




「人ひとり！　両手に抱えた状態で、走りながら剣なんぞ振れるか！　よしんば振れても当たらねぇしお前は落とすし俺は転ぶしで三者凡退だバカ野郎！」




　鼻白むラムに荒い息をぶつけて、スバルは懸命に額に汗して足を動かす。




　小柄な体躯のラムといえど、それでも腕に感じる重量はおよそ四十キロは下るまい。それだけの重さを抱えたまま、必死こいて走っているだけでもかなり上等だ。この上でさらに剣を抜いて戦うなど、漫画でしかお目にかかれないような真似はスバルにはできない。

　なんの訓練もしていない一般学生が、女の子を抱えながらできることなど限られている。当然、だからスバルも抱えて逃げるぐらいの選択肢しかない。




「いい加減、秘められた俺の力が解放されてもいい頃合い――痛ぇっ！！」




　覚醒の瞬間を心待ちにする声が、唐突に肩に走った激痛を訴える叫びに切り替わる。身をよじって視線を向ければ、右の肩に深々と刺さるのは飛びかかってきた魔獣の牙だ。なぶるのに飽きた一匹の一撃、ざっくりと肩の肉が抉られ、鎖骨と牙の先端が触れ合う痛みに喉が震える。

　が、




「油断、大敵――だわ」




　抱かれたままのラムがスバルの腰に手を伸ばし、そこから片手剣を振り抜くと鋭い刺突を斜めに放つ。

　刃の先端は見事に魔獣の鼻の脇から侵入し、脳を破壊して後頭部から突き出す。突き刺さる牙の力がぐったり抜け、走るスバルの勢いに振り落とされて地面へ落下――転がる死骸を置き去りに、スバルはすぐ顔の横を走った刃を見て、




「超危ない真似するな、お前！」




「呪いがさらに重なるのを未然に防いだのよ、感謝なさい。――バルス、ウルガルムに噛まれたら、なにがなんでも殺しなさい。逃がせばそれだけ命が遠のく」




　器用に腕の中で刀身に付着した血を払い、ラムはスバルを睨むように見てそう警告してくる。その彼女の言葉に、スバルは走るのに集中する振りをして返答を拒んだ。




　閉じた口の中、歯の根がかすかに震えているのを自覚している。

　それが武者震いによるものか、それとも恐怖によるものなのかの判断はできない。嘘だ。きっと後者だろうと、諦めに近い気持ちで認めている。




　魔獣が恐い。魔獣の牙が爪が、おそろしくてたまらない。

　今さっき、肩口に突き刺さった牙の感触は浅いが、それでもスバルの根源的な恐怖を刺激するには十分な鋭さを持っていた。




　あれほど、全身をくまなく噛み千切られたのだ。

　その痛みを、喪失感を、絶望感を、どうして忘れられるというのか。




　剣を手にしていながら、スバルはラムとの共同戦線の中でも一度もその刃を魔獣の体に走らせていない。牽制に振り回し、近付けないよう遠ざけていただけだ。

　結果、ラムに負担を強いることになり、困憊した彼女を抱えての逃走を余儀なくされている。魔獣がこれほど寄ってくると想像が及ばなかった点も含めて、全てはスバル自身の落ち度でしかない。




　肩の傷が痛む。だくだくと、破れた服の隙間から血が伝い、右の袖が肘までじっとりと濡れている。右腕の力が抜けそうで、何度かラムの体を抱え直しながら、必死で前へ。とにかく、少しでも場所を変える。




「ラム！」




「やってるわ」




　呼びかけにぶっきらぼうに応じて、ラムの瞳が血の色に染まる。

　定期的に千里眼を発動し、周囲一帯からレムの反応が見当たらないかを探し求める。その間、完全に無防備になるラムを守るのはスバルの役目だ。

　周囲に視線を走らせ、魔獣の飛びかかってくる気配に強く警戒する。幸い、先ほどの一匹がやられたのが堪えているのか、露骨な挑発に出てくる個体は見当たらない。虎視眈々と、こちらの体力が尽きるのを待つように、つかず離れずの距離を保ったまま追い回してくるだけだ。




　いっそ不気味な静寂の気配に、スバルは嫌な予感を殺し切れずに息を呑む。

　時折、こちらを牽制するように右へ左へ身を回し、待ち伏せを避けるために進路を変更。それを繰り返すたびに、最初に向かっていた方向がわからなくなる。

　すでに村の方向、森の奥への道行を見失って久しい。千里眼を使用するラムが言及しないことから、少なくとも逆走しているという事態だけは避けられていると信じて走り抜けるばかりだ。




　その思考を放棄し、ただひたすらに無心で走り続けた結果は――、




「しまっ――！」




　ふいに森が開けて、足下の地面が消失したことで報いを受けた。

　足が宙を掻き、内臓が丸ごと上に持っていかれるような浮遊感が襲いかかる。直後に踵が斜面を削り、体勢を崩しながらも滑落の状態へ移行。




　肝を冷やしたが、崖に直面したというわけではない。

　もっとシンプルに、森の合間にある窪地に遭遇したのだ。少女を抱えたまま斜面を滑り、転びそうになりながらも無様に終点に到着。転倒しなかった幸運に感謝しながら辺りを見回し、その感謝が早回りすぎていたことに気付く。




　落ちた先は森の谷間、地面をＶの字に抉った窪地の出口は左右にわかれている。が、そのどちらの道からも複数の魔獣の足音が届く。同時に、スバルの落下してきた斜面の上からも、後続の魔獣が滑り下りてくる気配。




「はめられた……っ！」




　魔獣を単なるケダモノと、侮ってはいけなかった。

　度重なる接触でスバルは奴らに知恵と思しきものがあることを感じ取っていたにも関わらず、事態と相手の見た目からそれに拘泥することを良しとしなかった。

　それが良いように奴らに道を選択され、こうして逃げ場のない場所へと誘い込まれる切っ掛けとなってしまったのだ。




　腕の中、事態の深刻さを知らないラムはいまだ視界を彼方へ飛ばしている。

　現状を把握できていない彼女に、この場の打破を丸投げするのは不可能。故にこの場の窮地を乗り切るのは、スバルに課せられた彼女からの信頼の証。




「やるしか、ねぇ……！」




　即断傾向はスバルに存在する数少ない美点のひとつだ。

　左腕だけでどうにかラムを抱え込み、右腕で彼女が持つ片手剣を奪い取る。右肩の傷がじくじくと痛むが、握力に支障をきたすような傷ではない。




　左右と背後、三方から迫る気配に深く息を吐き、スバルは片手剣を振り上げ、




「行くぞ、オラァ！」




　眼前の斜面に突き立てて、下半身と右腕の筋肉を総動員――前方の斜面を攻略しにかかる。

　選んだ手段はまたしても逃走――三方いずれかの道を突破して、活路を切り開くなどという英雄的行動は判断に値しない。武力チートが認められていない以上、最初の一匹に刃が届くかどうかさえ未知数なのだから。




　刃を突き刺し、靴裏で苔の浮く斜面を噛み、全身を駆使して坂道を上る。転がり落ちれば一巻の終わりだが、どこで待っていても終端がくるのは自明の理。ならばせめて足掻いた先でなければ、あらゆるものが浮かばれない。




　身をひねり、刃を突き立てる右腕の肘から肩までも斜面にこすりつけ、少しでも摩擦係数を得ながら坂上を目指す。背後、窪地にてスバルたちを挟撃しようとしていた魔獣たちが鼻を突き合わせ、逃走を図るこちらの影を見上げて咆哮を上げる。




　だが、こちらの思惑に気付いたところで今さら遅い。

　都合十数度目に及ぶ刺突により、スバルたちの体は斜面の上に到達。身を坂上に乗り出して、上半身を引っかけながらどうにかよじ登り、




「よぉぉっし！　やった！　意外とやれた！　ナイス俺！　俺ナイス！　由緒正しき片手剣、刃こぼれしまくってバッキバキだけど……ぉぉあ！」




　自画自賛の言葉が尽きない最中、坂上に乗り出した身を即座に斜面へ引き戻す。直後、頭上をすさまじい暴風が土砂を引き連れて通過――回避の遅れたうなじが余波を受けて抉られ、灼熱と激痛が同時に訪れる。




「――てめぇ！」




　痛みに顔をしかめて再度坂上に身を乗り出せば、はるか視線の先に立ちはだかるのは小さな影――スバルにとっては通算で五度目の邂逅となる、あの子犬の魔獣の姿がそこにあった。




　四肢を伸ばし、地面に腹をつけて伏せるような姿勢。

　赤々と光る双眸をこちらへ向けるその姿は、仕留め切れなかった獲物に対して消えることのない敵意を膨れ上げさせている。

　つまるところ、二射目の準備が整い始めていた。




「冗談じゃねぇ、喰らってられるか！」




　マナの奔流が自然に干渉し始める中、スバルは慌てに慌てて坂上に飛び出す。そのまま剣をしまうことも、ラムを抱え直すことも後回しに魔獣の視界から逃れ――その逃げる背中を追いかけて、森が横殴りの土砂流によって蹂躙される。




　木々が薙ぎ倒され、大地がめくれ上がる規格外の威力をすぐ後ろに感じる。振り返る余裕はなく、逃走に遅れるふくらはぎが蹂躙の余波に裂かれて血が噴き出す。




「こなくそぉ！」




　叫び、跳躍。

　跳ねて落ちる方角は右手、先ほどとは別の斜面の方へと身を躍らせる。土砂流に追いつかれまいという判断、それを出迎える崖の洗礼に対し、スバルは逆手に構えていた剣を再度大地に突き立て、




「いだだだだだ痛い痛い痛い！」




　右半身で地面を削り、突き刺した剣をねじりながら食い込ませて滑落を制御。増えた擦り傷の痛みに半泣きになりながら、スバルは自分の落ちてきた崖上を見上げ、




「おおっと」




　勢いあまって立ち止まれず、斜面を転がり落ちる魔獣の体を打ち払う。

　まるで室内犬のような悲鳴を上げて、数匹の魔獣が真下へと落下。さっきの窪地と違い、待ち受ける坂下は岩肌の鋭さが目立つ谷底だ。転落した魔獣たちはその頑健な大地に容赦なく抱かれ、骨の砕ける音を立てて沈黙する。




「危うくこっちもご愁傷様するとこだったが――」




「バルス――！　レムがいたわ！」




　腕の中でラムが歓喜の声を上げて、血走った瞳が現実へと回帰する。

　それから彼女は喜びの表情を作ったあとで、自分たちの景色が斜めに傾いでいる事実に眉を寄せて、




「しばらく見ない間に、これはどういう状況？」




「やむにやまれぬ事情でクリフハンガー中だ！　それより、そっちの成果が聞きたいかなぁ、現実から目をそらす的な意味でも」




　腕の筋肉が震えるのを感じながら、スバルは吉報で気を紛らわせる方向にシフト。傷が増えたスバルの様子に言及せず、ラムは小さく頷き、




「ここからそう遠くない位置で、レムの影を別の視界が捉えたわ。タイミングが悪くてレム自身の視界は掴めなかったけど、こちらへ向かっていたはず」




「どうしてわかる？」




「ラムが奪った視界がウルガルムのもので、群れの複数と一緒にどこかへ移動している最中、レムと遭遇したからよ。叩き潰されて共有が解かれたの」




「さいですか……」




　視界を共有した相手が死亡した場合、ラムがどんな衝撃を受けるのかはわからない。が、決して愉快な光景ではないだろうなと思う。

　ともあれ、レムの無事が確認できたことは僥倖だ。こちらの予想通り、元気に森の中で狩人をしているようでそれも大いに結構。




「問題はよっぽどこっちの方が山積みだしな……レムが危ないと思って駆けつけてみたら、ミイラ取りがミイラってレベルじゃねーぞ」




「崖下に落ちたら、さすがに二人とも危ないわよ、バルス。登れるの？」




「根性でどうにか。それより問題は上まで追ってきてる魔獣共を……」




　どうするか、と相談を持ちかけながら、二人を支える右腕に力を入れ直す。斜めに突き刺さる剣に体重を預け、どうにか体勢を楽にしようとし、




「「――あ」」




　二人の声が重なり、同時に甲高い鋼のへし折れる音が鳴り響いた。




　崖に突き刺した片手剣の刀身が、先端の三分の一ほどを斜面に残したまま折れた。歪んだ刀身を慌てて地面に突き立てるが、先端が平らになってしまった分だけ刺さる勢いが甘く、単純な話――、




「――下に落ちてる魔獣の体がクッションになる可能性は」




「ラムたちがこのあとに落ちてくる魔獣のクッションになる可能性の方が高いわね」




　天の差配に祈るようなスバルの言葉に、ラムが諦観たっぷりにそう応じる。瞬間、突き刺さりの甘かった刃が斜面から解放され、落下が再開する。

　肉が削がれるの覚悟で斜面に右半身全てを押しつけるが、二人分の体重を支えるだけの摩擦は得られず、二人の体は為す術もなく崖下へと放り出された。




「だああああ、しまった――！！」




「――これは高くつくわよ、バルス！！」




　頭から真っ逆さまに落下する感覚に、スバルはいつかの身投げを思い出して全身が総毛立つ。それでもせめて落下の衝撃から守るために、腕の中にいるラムを無意識に抱きしめていたあたりは男の子をやめていなかったらしい。

　その力任せな抱擁の感触を受けながら、ラムは身じろぎして腕を地面に向けて伸ばし、




「――エル・フーラ！！」




　叫びと同時にマナが膨れ上がり、二人の着弾予想地点の地面が爆風を上げる。

　真下からの風圧は落下途中にあったスバルの体を上昇気流に乗せ、頭からの転落を反転させ、さらに落下速度を多少なりともゆるやかなものに。




　これならば、と視界が半回転する世界の中で判断、両の足に渾身の力を込め、訪れた衝撃を奥歯が割れる程の噛みしめによって堪える。




「んぐぉぉおぉぉおお、あああああ――耐えたぁぁぁ！！」




　――堪えた。

　すさまじい痺れを訴えかける両足をその場で跳ねながら労い、スバルは自分たちが落ちてきた崖を見上げてその高さに唖然。

　十メートル以上ある高さはおおよそ学校などの四階近い高さに相当する。そこから固い地面の上に投げ出されて、よくもまぁ命を拾ったものだ。




「マジでラム様仏様のタイミング。あの風の魔法がなけりゃ今頃……」




　命拾いした状況に感謝の言葉を述べようとして、スバルは腕の中のラムが身じろぎひとつしない事実に気付く。と、俯くラムの鼻孔からは一筋の血が伝っており、目を閉じる彼女は浅い息を繰り返し、苦しげに呻くばかりだ。




「あれ、おい、ラム？　やべ、これ、おい」




　軽く体をゆすって呼びかけるが、ラムからの返事は一向にない。

　もともと、魔獣との戦いで消耗していた体だ。そこに今の落下を和らげるための魔法が加わり、ダメ押しとなって彼女の精神をすり減らしてしまったのだろう。




「ああ、クソ、タイミングクソ悪ぃな俺」




　自分の迂闊さを呪いながら、スバルは腕の中のラムをより大事に抱え直す。半ばで折れた剣も鞘に収まり悪く収め、上を見上げる。

　崖上、追ってきていた魔獣たちは道を迂回し、ショートカットしたスバルたちを追跡する別のルートを模索し始めたようだ。

　今の内に、できる限り奴らとの距離を開けておきたいが、




「時間はかけられねぇってのに――！？」




　逃げることで時間のロスが生まれ、そのロスが命に直結する状況。それでも逃げるしか手段がない事実にスバルは舌打ちしたい気持ちを堪える。が、そんな感傷は崖上から届いてきた激音によって即座に切り替えさせられた。




「おいおい、嘘だろ」




　見上げた頭上、スバルがたった今、滑り落ちてきたばかりの斜面を、大量の土石流が流れてくる――その上に、子犬の魔獣を始め、十数匹に上る魔獣を乗せて。




　咄嗟に飛び退いて、せめてその土石流の巻き添えを食らうことだけは避ける。

　だが、土砂とともに魔獣たちが同じ地平に降り立ったとき、スバルとラムが命懸けで作ったはずのアドバンテージは即座に消滅した。

　その機を生み出したことでラムの意識は水底に沈み、スバルの頼りない武装はその頼りなさをいっそう増しているというおまけ付きでだ。




「魔女様恨むぜ……香水きつすぎんだよ」




　目論見通りにうまく状況が動いたときには感謝して、それが現在の失敗につながっていると気付けば即座に意見を引っ繰り返す。

　汚い、さすがスバル汚いと自分で自分の小人ぶりを評価しつつ、スバルは結果の先延ばしにしかならないとわかっていながら再度の逃走の準備に入る。




　ケツまくってここから脱出、奴らがいまだに二人のことを侮って、即仕掛けてこないことを祈りつつ――、




「って、あれ？」




　走り出そうとした直前で、スバルはその違和感を察して首をひねる。

　滑落してきた魔獣たちの様子がおかしいのだ。土砂流の上で身を屈め、着地と同時にこちらへ飛びかかってくる、とそう思い込んでいたのだが、




「あれ、おい、俺はこっちですよ？」




　呆気にとられたスバルの声が示す通り、着地した瞬間、魔獣たちが三々五々に散り散り崖下を駆け始めた。

　まるで蜘蛛の子を散らすようなその姿は、先ほどまでのスバル自身の逃走を思い出させるほどのみっともなさに満ちている。




「どうしたってんだよ、お前ら――」




　襲われるという緊張感がわずかにほどけ、そんな疑問が胸中を埋め尽くす。

　直後、その答えは崖上で爆発してスバルの身に降り注いだ。




「え」




　またしても見上げた頭上、崖上の変化にスバルは戸惑いを瞳に浮かべ――その眼前に、次々と赤黒い肉片が飛び散るのを視認して納得。




　――はるか頭上の崖上に、ひとりの人影が出現している。




　血に濡れた鉄球を振り乱し、正気をなくした瞳で崖下を睨みつける給仕服の少女を。

　その殺意に支配された視線と目が合った瞬間、スバルはこれ以上ない嫌な予感に背中がびっしょり冷や汗で濡れるのを感じた。




　直後の跳躍、高い高い崖から難なくこちらの大地へ、『鬼』が降り立ってくる。




　深い森で魔獣に囲まれ、『鬼』と対峙し、守らなければならない少女を抱いたまま、折れた剣を片手に、スバルは最終局面に到達したのだと息を呑んだ。




「それにしてはちょっと、俺の方が貧相すぎやしませんかね？」




　訴えは誰にも届かず、森を吹き抜ける風に黙殺された。

　さあ、ここがいわゆる、正念場――。




　抜いた片手剣の刀身に映る、歪な自分の横顔が、ひどく弱々しくスバルには見えた。
第二章４６　『鬼がかった一閃』
　向かい合った時間はほんの数秒だったが、無言のそれは何時間にも及んだようにスバルには感じられた。




　理性を失ったようなレムの瞳、それがふいの瞬きのあとに感情を取り戻し、




「――姉様と、スバルくん？」




　驚いたような声にスバルは安堵の吐息を漏らし、腕の中で身じろぎしたラムがぱちりと瞳を開けると、




「ああ、レム、心配したわよ。勝手に先走って、ダメじゃない」




「ごめんなさい、姉様。レムはどうにかしようと必死で……」




「そんなにレムが無理をしなくても、どうにかなる方法が見つかったの。ここにいるバルスを囮にすれば、万々歳よ」




「ああ！　なるほど！　その手があったんですね！　レム感涙です！」




　駆け寄り、手を取り合う双子。かつてないシンクロ率で意思を疎通し合い、期待に満ちた目で見つめられてスバルも胸を叩く。




「まぁ、俺に任せておけ。今世紀最高の囮っぷりで魅せてやるぜ！」




「「きゃー、素敵！　エミリア様に相応しい男っぷり！！」




　やんややんやと二人に喝采され、スバルも鼻高々でそれに応じる。

　長かった苦難のループもこれにて終了、見えた光明を見事に掴み取り、ナツキ・スバルは栄光の道を歩み出す――。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「って、なるのが理想だったんだけどなぁ」




　情けない声でそうこぼして、スバルはじりじりと後ずさりながらそんな妄想展開を切り捨てる。

　正面、こちらに視線を向けているレムの瞳には、妄想の中で舞い戻ったような感情の色は見当たらず、あるのはひたすらに漆黒の殺意それのみだ。

　とてもではないが、会話が成立する精神状態にあるようには見えない。




　汗の一粒一粒が鉛にでもなったかのように重い。瞼にかかる汗の重みで視界が塞がれそうになり、スバルは片目ずつの瞬きでどうにかそれを堪えようとする。

　両目を同時に瞬きして、隙を作って痛い目を見るのは魔獣との一戦でこりごりだ。




　――そんな発想が出る時点で、眼前のレムを敵扱いしている自分に気付いてスバルは苦笑する。いったい、自分はなにをしにこんなところまで飛び込んできたのか。




「レームーりん。お前のお友達の、スッバルくんですよー」




　知らず、警戒心を高めつつある自分を切り替えるために、ついでに静寂の状況を一新するために、スバルはあえて陽気に振舞ってそう声をかける。

　そんなスバルの友好的な呼びかけに対し、レムの反応は、




「そんな熱視線向けてくるなよ、火傷しちゃうから俺」




　音がしそうなほど鋭く、首をめぐらせてこちらをロックオン。

　それまでは一応、周囲にも睥睨するかのような視線をめぐらせていたのが、完全に対象をこちらに固定したのがわかった。失敗したかもしれない。




　そう思わせるほどに、今のレムの姿から放たれる鬼気はすさまじい。

　見慣れた給仕服の全身を返り血で、それも一度渇いた血の上からさらに渇き切っていない血を浴びたせいで、どす黒い赤と鮮烈な赤のツートンカラーが凄惨さをさらに際立てている。鬼化による変質があったのか、破れた袖から覗く白い肌には青緑の血管がのたくり、両手の爪は魔獣と遜色がないほど鋭く伸びている。

　右腕に下げた『護身用』の鉄球は肌身離さず健在で、彼女の活躍と等しく振るわれる機会に恵まれたのだろう。こびりついた血糊と様々な物体で、その凶悪さを一段と増しているようでさえあった。




　断言してもいい。

　ある程度、レムの様子に覚悟があったからこそ平常心のようなものを保てているが、夜道などで不意打ちで今のレムに遭遇したら、百パーセント失禁する。




　それだけの狂気に身をさらしてながら、彼女の額から伸びる白い角――それだけが惨状を知らぬ存ぜぬとでもいうように、純白の美しさを保っている。

　レムを凶悪な『鬼』たらしめているもっとも象徴的なパーツでありながら、その角だけはどこかひどくちぐはぐな印象をスバルにもたらすのだった。




　ただ、状況はそんなスバルの心情を慮ってくれていたりはしない。

　見れば、谷底へ落ちて散り散りとなった魔獣たちも、岩陰や森の木々の奥からこちらを観察できる距離を保っている。

　スバルたちの、そしてレムの動向を見定めているのだろう。与し易しと奴らが判断すれば、再び戦端に加わることは容易に想像できる。




　パワーバランス的にも底辺にいるスバルにとって、それらの参戦は文字通りの絶体絶命に等しい。それだけに、レムの次なる行動こそが生命線といっても過言ではない。




　息を呑み、一度だけ瞑目して、改めてレムの視線を真っ向から見つめ返す。

　彼女の瞳が、こちらを睨みつけるその双眸が、どんな感情の揺らぎを得るか。その一片でも見過ごさないよう、視線に全霊を込めて。

　そして、




「姉様……」




　かすれて、疲れ切った声ではあった。

　だが、それは確かな音となってスバルの鼓膜を震わせていた。




　唇を震わせ、戸惑うように、レムの瞳は一心不乱にラムの横顔を見つめている。そこには正しく、正の方向の感情があり、そのことにスバルは感嘆する。

　正気を失うほどの、闘争本能に身を委ねるほどの最中にありながらも、彼女の意識はしっかりと半身を、敬愛してやまない姉の姿を知覚した。




「まさにお前こそシスコンの鑑。合流できてなによりだ。これから……」

「ハナセ」




　言葉尻を遮られるのと、鉄球が豪風をまとって飛来するのは同時だった。




　とっさに体を右に傾けられたのは奇跡に近い。

　右のふくらはぎの裂傷が、踏み出そうとしたスバルの体勢をわずかに崩していたのが幸いした。

　通り過ぎる鉄球の棘が左肩を掠め、肉が削がれる激痛に脳が沸騰する。

　痛みに喉を震わせながら、しかしそれに意識を持っていかれる暇がない。

　斜め前に踏み込み、




「痛ぇっつのに！！」




　抉られて血を流す肩の側から身を回し、スバルは行き過ぎた鉄球の鎖の下をくぐるようにサイドステップ。直後、打ち払いの鎖がスバルのいた地点を激しく叩き、大地に鉄の蛇の模様をくっきりと刻みつけていく。

　もしも回避が遅れていれば、スバルの背中の肉が同じ形に爆ぜていただろうことは想像に難くない。




　肌を裂かれる痛みの想像にゾッとし、スバルは縋るようにレムを見る。

　が、こちらに視線を向ける彼女の姿勢に変化はない。敵意に濡れた瞳は相変わらず茫洋としていて、見たまま正気をなくしていると判断していいだろう。




「鬼化したはいいけど、制御できない設定か……」




　彼女の現状の振舞いから、スバルはそう当たりをつける。

　となれば、問題は昨晩との違いの検証だ。昨晩も同じく鬼化を行ったはずのレムだが、あの時点では即正気を取り戻していたように思える。

　問題は経過時間か、あるいは目も覚めるようなショッキングな光景が原因か。

　スバルが自分を庇い、目の前で重傷を負ったことがそれほど彼女の心に影響を与えたというのなら――、




「一発、鉄球食らってみるか？　即ミンチだが……」




　昨晩と同じ条件でいいなら、きっと我に返ってくれることだろうと思う。

　代わりにスバルは挽肉になっているが。




「次善策は……犬共に超ガブられる」




　五体投地して身を投げ出せば、岩肌に隠れている奴らも『据え膳食わずして野生のなんたることか！』と大歓迎で貪りついてくれることだろう。いけそうな気もするが、身を投げ出したスバルをレムが見逃してくれる保障がない上、呪いの上書きセールとなって本末大転倒となることが予想される。

　最悪、レムが最後まで見捨て切って捕食エンド――『犬死』の二文字が見えるほどだ。




　悲観的な思考に従うと、いよいよもって打つ手がない。

　事情がわかりそうなラムの意識はいまだ遠く、さっきから揺すってどうにか戻ってきてくれないか試しているのだが、効果が出るまでは時間がいりそうだ。

　そして、目の前のレムも、周囲のウルガルムも、それを待ってくれそうにない。




　スバルは頬を伝ってくる汗を舐め取り、唇を湿らせて口を滑らせる。

　打てる手が思い浮かばないのなら、正気を失った人物との接触においてありがちなパターンを網羅してみる。そもそも、選択肢総当たりしか突破口がないのだ。

　ならば、それをやるのがスバル流――。




「ヘイ、レム。俺が誰だかイマイチわかんない、そんな薄情なお前にリッスンミー。俺が誰だか嬉し恥ずかしトレジャータイム。そう、あれは思い起こせば三日前。変なテンションで洗濯に臨んだ俺は指示された洗濯籠の前で思わず昂ぶり……おおわぁ！！」




　情と記憶に訴えかける絆トークからの巻き返しを図ったが、それは気の短いレムの横やりで即中断。

　旋回して吹っ飛んでくる鉄球が途上の木々をへし折り、打ち砕き、木片をぶちまけながら迫るのを飛び前転でからくも避ける。その後の鎖の追撃は、ラムを落とさぬよう苦心しながらホップ・ステップ・ジャンプで華麗に回避。振り向き、




「人の話の途中で撲殺ターンとかマナーなってねぇぞ！？　ご家族の顔が見てみたい……あ、ここにあった！」




「姉様ヲ、返……！」




　腕の中のラムを見下ろして叫ぶスバルに、レムが体を前屈みに呟く。と思いきや、彼女はふいに腕の振りだけで投じた鉄球を引き戻し、その腕振りの反動で鋭く身を回すと、




「――！」




　背後から飛びかかろうとしていた魔獣の胴体に、レムの後ろ回し蹴りが直撃――爆発音じみた轟音が炸裂し、ぶっ飛ぶウルガルムの内側がぐしゃぐしゃになっているのが遠目からでもよくわかった。




　漁夫の利を得ようとすればあの様。

　先鋒の接近に合わせて波状攻撃を仕掛けようとしていた魔獣たちが、その凄惨な死に様を目にして思わず足を止めてしまう。




　それはつまり、狩人の前で仰向けになって腹をさらしたに等しい愚行だ。




　横殴りに放たれた一撃が、並ぶ二頭の腹と頭部を一緒くたに打ち砕く。飛び散る肉片も顧みず、レムはその一撃の勢いのままに一歩前へ。踏み込みで身をすくめた魔獣の前足を踏み砕き、動きの止まったその鼻面を反対の足が蹴り上げる――軽やかな音が鳴り、魔獣の頸骨があり得ない方向へねじ曲がって粉砕された。

　そのままレムは波状攻撃最後の一匹の眼前にまで飛び込むと、怖気ついたそいつの首根っこを引っ掴み、なにをするでもなくただただ上空へと思い切り放る。




　放物線を描き、剛速球と化した魔獣のか細い遠吠えが尾を引いて響く。それは遠くなり遠くなり、それから近くなり近くなり、最後には固い地面に果物でも叩きつけるような音を最後に唐突に途切れた。




　虐殺に次ぐ虐殺。惨殺のための惨殺。殺戮の中の殺戮。

　目の前で行われた行為に対し、それ以外の感想が思い浮かばない。




　まるで子どもの児戯に等しい、圧倒的なまでの力量の差。

　生物としての格が違うのだ。『鬼』と『魔獣』では、禍々しさで競えども絶対性では決して争えない。




　それでもなお、勝てない『鬼』に挑む魔獣たちの姿がスバルには到底理解できない。彼らは恐怖に四肢を震わせ、死を前に悲痛な遠吠えを上げ、打ち捨てられる仲間の死骸に悲憤すら感じるくせに――争いから逃げようとは、絶対にしないのだ。




　あるいはそれが、彼らを『魔獣』――魔女の手で生み出され、人類に害を為す外敵とまで呼ばれるに至らしめる根幹なのかもしれない。




　その無謀な吶喊――ある意味では積極的な自殺の光景を目の当たりにしながら、スバルはふと浮かぶ疑念に眉を寄せた。




　圧倒的なまでの暴虐で、魔獣の群れを平らに粉砕するレムの姿。

　傍から見る彼女のそのすさまじい戦闘力が、すでに二度ほどのこちらへの攻撃において十全に発揮されていないのではないか、という疑念だ。




　自慢ではないが、スバルは己の運動能力にそれなりの自信がある。

　器械体操などにおいてはバク転に宙返りなど、できない技はほとんどないし、俊敏さにおいても全国平均を大きく上回っていた記録の持ち主だ。

　が、そんなスバルの身体能力が野生を生きる魔獣たちと比較して優れているかというと、俊敏さも瞬発力も体力も勝っているとは到底思えない。せいぜいが力比べで勝てるかどうかといったところだが、これも一時的に膂力で引き倒された経験を思い出せば一概には頷けない。




　そんなある意味でがっかりな自己評価を下すスバルにとって、眼前で繰り広げられたレムの蹂躙は、とてもではないが回避できる領域にないのだ。

　魔獣がかわせず挽肉にされるような一撃、スバルも当然のように食らうはず。にも関わらず、すでに二度の生還に成功している矛盾――突き詰めて考え、スバルはそこにまたしても縋るには細すぎる糸を見出す。




「正気をなくしても、ラムの存在に気付いてるってことは」




　両腕の中で苦しげな寝息を漏らす少女を見下ろし、額にかかる前髪をそっと指で払う。

　飛来する鉄球はいずれも、スバルの首から上を狙う一発即死コース。が、それは見方を変えれば、スバル以外を仕留めまいとする意思の表れだ。




　スバルがラムを抱いているから、レムの一撃には手心が加えられている。

　故に、魔獣に対する容赦のなさと、スバルに向けられる攻撃はその苛烈さにおいて釣り合っていないのだ。




　そう推論を立てて、スバルは思わず息を呑む。

　もしもそれが正しい推測であるとするならば、乗り切れるかもしれない。

　――この、一見してかなり絶望的なシチュエーションを、落ちる寸前のボロい橋を渡るような危うげな方法ではあるが、渡り切ることができるかもしれない。




「そのためにも――」




　周囲を見回す。

　現在の谷底の位置関係は、中央にスバル。北側にレムが崖を背にして立ち、東と西に大きく点在する形でウルガルムたちが包囲網を作っている。

　魔獣たちからすればスバルとレムのどちらも等しく獲物のはずだが、現状は危険度の問題でレムを優先しているように見える。レムもまたスバルに一定の注意は払っているものの、襲いくる魔獣側への対処に追われて攻勢には出てこない。

　しかし、その行動を邪魔する魔獣の数が減れば、レムが姉を奪還するためにスバルの方へ獲物を向けてくることは想像に難くない。




　それらを踏まえてしまえば、スバルが起こす行動はただひとつ。

　覚悟を決めて、足を広げ、息を吸いながらレムを見据える。




　――踏み切れ、俺。男は度胸、女は愛嬌だ。




「だから恐い顔してねぇで、笑えレム。――俺は『死に……」




　本日二度目の世界の停止、そこから巻き起こる黒い靄による絶叫の宴。

　起こり得る激痛を覚悟していても、我慢できるものではない。ましてやそれが片方だけの手でなく、左手の出現を伴っているとなればなおさらだ。




　右腕の完成に味を占めたのか、動かない瞼を見開くスバルの前、こちらの胸骨をすり抜けて内腑を撫でる感触は、掌二つ分へと変質していた。

　片方が心臓を、そしてもう片方の掌がまるで愛おしいとでもいうようにスバルの頬にそっと触れる。――怖気がわき立ち、直後に痛みが神経を犯し尽した。




　激痛、激痛、激痛――！

　世界がひっくり返り、同時に腹の中身も全てがこねくり回されるような壮絶な不快感。自分が自分でなくなる。頭からつま先まで、全てのパーツが総とっかえされるような違和感。神経が神経を神経だと思えない無神経さが脳を沸騰させ、次第に混濁していく意識。なのに頬に触れる柔らかな掌の感触だけが温かで、そこを中心に心も体も溶かされてしまいそうな安堵感があって、でもスバルはそれに頼らずともそれを越える感覚を知っていたから――。




「戻って……きたぁ」




　視界がぶれる。魂がすり減る。痛みも苦しみも、現実にはなにも持ち帰っていない。

　時間の経過もない。眼前では魔獣とレムが相変わらず一進一退の睨み合いを続けている修羅場のまま――だが、スバルがこちらへ戻ってきた途端に、その対峙に大きな変化が生じた。




　まるでこの場に見過ごすことのできない巨大なものでも出現したかのように、レムとウルガルムの群れの注意がこちらを向いたのだ。

　狙い通り、一段と、スバルを押し包む魔女の気配が高まったことが原因だろう。




　――レムが咆哮する。

　すさまじい魔女の残り香を放つ敵性存在から、敬愛する姉を奪い返そうと。




　――ウルガルムが一斉に遠吠えを始める。

　森の中にいる群れを全てかき集めんと、懐かしい香りに本能が誘われるままに。




　――スバルもまた吠える。

　飛びかかってくる魔獣の爪を、ぶち込まれる鉄球を紙一重のタイミングで回避し、己の命に、魂に火をつけることを求めるがごとく。







　　　　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　乱戦が始まる。

　鬼と魔獣と、一般人と、落ち着いて考えなくても場違いな一角を担いながら、スバルは乱戦の中央で細心の注意を払いながら踊り続ける。




　スバルの行動は一貫してシンプル。

　戦いの激化する位置からつかず離れずの距離を保ち、身に降りかかる火の粉に関してのみ全力で回避――以上である。




　また眼前で、一匹の魔獣が鉄球で殴られて岩壁のシミに早変わり。が、同胞の死をものともせず、魔獣は三匹で一組の連携を作り、レムへ深手を負わせんと攻め立てる。その浅知恵もむなしく、振り払うような手の動きで跳躍が迎撃され、動きの止まったものから順に振り下ろされる凶器の餌食にされていく。




　それを横目にしながら、スバルはずり落ちそうなラムを抱え直して後ろへ跳躍。飛び込んでくる魔獣からからくも逃れ、レムの攻撃範囲へ身を躍らせる。

　と、こちらの接近に目敏く気付いたレムの迎撃。鉄の柄が突き出されるのを急停止でかわし、遅れて飛んでくる鎖をしゃがみ込んでくぐり、頭上を通過した鉄球が後ろから迫ってきていた魔獣の頭部に真っ赤な花を咲かせた。

　それだけ確かめればあとは恥も外聞も投げ捨てて、地面を這うようなゴキブリスタイルで一気に離脱。追い縋ろうとするレムを魔獣が阻み、離脱に成功。

　一定の距離を保ち、命を拾った己の判断力を安堵の吐息で賞賛しつつ、




「――はぁ！　案外、やれんじゃねぇか、俺」




　犬に噛まれないよう必死で跳ねて、追っかけてきた犬をメイドの少女に押し付けて、怒る少女の癇癪をゴキブリみたいに這って逃げた。




　単純に文章化するとそれだけの内容なので軽く死にたくなるが、死なないためにやってるんだと割り切って醜態は頭の中でむしろ美化。

　現状、スバルの思い描いた作戦はうまくいっている。時間稼ぎの意味合いでも、ウルガルムの総数を減らすという意味でも、悪くない展開になっている。




　ちらと見上げた先、谷底へ通じる複数の方角から、こちら目掛けて集まってきている魔獣の群れの気配を感じる。

　森の相当範囲にまで広がったスバルの体臭が、ウルガルムたちの本能に働きかけてやまないのだ。罪深い話である。




　だから、生きる目が出てきたと。

　そんな風に、状況が改まったわけでもないのに、先走った喜びを得てしまった。




「――う？」




　ふいにそれは訪れた。

　新たなウルガルムの群れが谷底に参入し、レムとの死闘にその身を投げ出す。その光景を目にしながら、軽く身を振って回避行動に備えようとした瞬間、目眩に似た感覚がスバルの体勢を大きく崩した。

　膝が落ち、前のめりに倒れそうになる。とっさに、抱えていたラムの身を庇うように反転して、傷付いた左肩から地面へ転倒。激痛に喉が塞がったようなうめき声、だがそれ以上にスバルの意識を支配したのは、




「この、寒気は――」




　覚えがある、体の芯から凍えてくるような尋常でない寒気。

　これだけ命を盾に体を動かし、魂を燃やして鉄火場に挑んでおきながら、その熱情に冷や水を浴びせかけるような横やり。




　それを受けて、スバルは己の失策をまたしても後悔する。

　こうして数を集めれば集めるほどに、危険性は増す。目の前の存在があまりに強大で、少しでも力を得たいと判断すれば、保留していた呪いを再開するなんてことは取るべき手段としていの一番に上がってきそうなものだったのに。




　視界をめぐらせる。

　この場に参画したウルガルムのいずれかが、スバルに施した呪いを発動してマナを接収している。だが、見回してもそれらしい魔獣の姿はない。それ以前に、呪い発動中の魔獣がどんな状態になるのか、その想像さえつかない身の上だ。




　そして、すでに指一本動かすことさえ億劫となった身では、仮に呪いの大元が特定できたところで、刺し違えてでも呪術を止めることなどできそうもない。




「……万事休すか」




　ここまできて、全てが徒労と消えるのか。

　ますます強くなる寒気にスバルの意識が遠のき始める。どうにかそれを繋ぎ止めようと手を伸ばすが、伸ばしても伸ばしても、それは空しく宙を掻き――、




　唐突に、寒気が消失して掌に血が通った。




　――轟音、スバルの状態が戻るのと、それは同時に鳴り響いていた。




　霞みかけていた視界を押し開き、スバルは音の原因を探ろうと視線をさまよわせる。そして森の奥、地面を大きく踏み鳴らし、鉄球を岩盤に叩きつけたレムの姿を見た。その鉄球の下敷きに、一匹の魔獣が破裂したような死骸をさらしているのも。




　体調が著しく回復したことと、その状況の因果関係を察して、スバルは立ち上がる。

　レムが叩き潰した今の魔獣が、スバルに呪いを実行していた一匹だったのだ。その息の根が止められたため、呪いの実行が中断されたのだろう。

　なんと恐るべき偶然か、自分の悪運の高さに惚れ惚れする思いだ――。




「な、わけねぇだろ」




　レムが先ほどまで立っていた位置から、今の位置は大きく距離を置いている。

　そこに到達するまでに点在する魔獣を無視して、その一匹だけを狙い撃つ理由などひとつしかない。




　なにもかもを振り切り、駆け抜ける最中に爪による裂傷を負いながらも、レムは呪いを発動した一匹を見定めてそれを討った。

　それがどういうことなのか、わからないスバルではない。




　正気をなくしていたとしても、スバルが誰だかわからない精神状態でも。

　レムは敬愛する姉を見間違えないし、自分がなんのために森に飛び込んできたのか、その最初の目的を忘れたりもしていないのだ。




　ならば、と思う。

　スバルは己のしなくてはならないことを、それを意識して瞼をこする。

　こんな騙し打ちのような形で彼女を利用するのではなく、当初の目的に従うべきだと思ったのだ。つまるところ、




「最初の理想像。ラムとレムのメイド姉妹と、ドキドキ共同呪い駆除作業」




　それができてこそ、スバルはこの呪い塗れの状況から生還できる目があると踏んでいる。

　故に、レムの正気を取り戻さなくてはならない。スバルが用があるのは『鬼』ではなく、慇懃無礼で、早とちりで、即断傾向で迷惑ばかりかける、彼女なのだから。




「――角よ」




　ふいに、その声はすぐ傍からスバルの鼓膜を震わせた。

　見下ろせば、腕の中に抱かれるがままのラムが薄目を開け、その朦朧とした意識の合間にありながら唇を動かしていた。




「目、覚めたのか」




「今が一番おいしいタイミングだと思ったの、よ……」




「ああ、いい勘してるぜ、お姉様。――角、ってったか？」




　小さく笑ってみせるラムに、スバルも半ば虚勢半ば開き直りの笑みを浮かべて問い返す。彼女はそれに億劫そうに顎を引き、




「レムを鬼たらしめているのは、あの角だから……一発、強烈なのを叩き込めば……それで、戻ってくる……」




「確かか？」




「はず。きっと。だといいと思うわ」




「そこらへん曖昧なのな！？　でも、信じたかんな」




　言い切り、スバルはレムの姿を見る。

　彼女の額から伸びる白い角は、おおよそ長さは十センチ程度。額にパックが突っ立っていると思えば、その大きさで大体近しい。




　――あそこに、一発。




「無理くさくねぇ？」




「知恵と勇気を振り絞って、どうにかしなさい」




「知恵と勇気を振り絞れば届きそうな方法は、実は思い浮かんでんだけど」




　スバルの返答に意外そうにラムが眉を上げる。

　そんな彼女にスバルは苦笑いし、言い難そうに唇を歪めて、




「でも、きっとお前は怒るし」




「それで妹が正気に戻るならラムは怒ったりしないわ」




「本当に？」




「本当の本当に」




「ロズっちに誓って？」




「……そこを選ぶとは命知らずね。ええ、ロズワール様に誓って」




　ラムが心底男らしく言い切るものだから、スバルもその意見を尊重しようと思う。




　正面、レムがゆったりとした動きでこちらに向き直る。

　意識の中核は依然こちらに向き、広げる警戒網は周囲のウルガルムへ。

　その全方位警戒態勢のレムに対し、スバルは角を打つための行動に出る。

　それは、




「おおぉぉ、えすっ！」




「――は？」




　体をひねり、腰だめに構えて、反動で全身を回しながら腕を振り――両腕に抱え込んでいたラムの体を、レムの方へと向かって大きく投じた。




　まさか投げられるとは思っていなかったのだろう。

　宙を舞うラムの呆気にとられた顔が遠ざかり、レムの方へと吸い込まれる。さすがの鬼状態のレムもこれには唖然としていたようだが、飛んでくるのが無防備な姉だと気付くや否や、即座に鉄球を手放してその体の確保に腕を伸ばす。




　爪の伸びた指を小器用に動かし、レムはその血まみれの腕に姉を抱きとめる。刹那、その殺意だけに濡れていた表情にさっと穏やかな色が浮かぶ。




　――その瞬間に立ち会うのに遅れないよう、スバルの体は射出されていた。




　ラムの体を投じるのと同時に、スバルの体は同じ方へ一気に前進。レムの視線が上を行くラムを見ている中、身を屈めながら死角を駆け抜け接近。

　踏み込み、右手は腰から剣を引き抜き、その勢いのままに彼女の頭上の角を目指す。風を切り、完全に虚を突いたタイミング。




　さしものレムも、この奇策に対しては反応すら叶わない――が、




「――あふ」




　振り切られた刃が欠けた先端分、力強い踏み込みがビビった一歩分、ギリッギリの状況下で角を捉えるのにわずかに失敗した。




　千載一遇のチャンスが、手の中からすっぽ抜ける事態にスバルは愕然とし、




「ビビっちまったぁ！　あと一歩、勇気が足りんかったぁ！！」




　空振りして勢いで身が回る。

　背中を向ける寸前、視界の端を貫手に構えられるレムの左手が見えた。それが真っ直ぐ突き出されるだけで、スバルの胴体に綺麗な風穴が開通する。

　またしてもレムの手で――それだけは嫌だ、と唇を噛み切った直後、




　足下の地面が爆発し、発生した土砂流がスバルの体を大きく吹っ飛ばしていた。




「おおおおお――！？」




　石の散弾に体を打たれ、皮膚が裂ける痛みと流血を果たしながら、吹っ飛ぶスバルは眼下に今の惨状の理由を見た。




　地面の炸裂はスバルの位置から南側、そこに体を伏せる子犬の魔獣が原因だ。谷底に落ちて以来見えないと思っていた奴は、スバルとレムが射線上で重なる瞬間を見計らっていたのだろう。

　両者をいっぺんに始末できると踏んだ瞬間、奇襲のように魔力を展開、土砂流によってド派手な横やりを入れてきた。




　しかしその目論見は、




「――――ッ！！」




　レムが咆哮し、爆裂する地面に対して踏み込みを一発。

　発生しかけた土砂流がその威力に相殺され、彼女の青い前髪を少し激しく揺らすだけの効果にとどまる。

　魔力に対して暴力をぶつけて相殺――そんな簡単な状況ではなかろうが、それに近い魔法潰しの方法だ。




　レムは受け止めた姉を大事そうに抱え、魔力の余波から逃れるように横へステップ。――頭上から舞い落ちてくる、スバルの存在を失念している。




　くるくると、縦回転する世界はとてもではないが平常には捉えられない。

　しかし、右手はしっかりと今も片手剣を握りしめているし、落下地点は幸いなことに岩壁を外して、ただ固いだけの土の上だ。

　そして、こちらに気付かず、頭部をさらしているレムが真下にきている。




　これ以上はない、これ以降はない、これより先は望めない。

　振りかぶり、片手剣を両手で構えて、渾身のタメを用意する。




　たまたまの、たまたまに、たまたまを重ねて、それでようやく届くかどうか。

　ご都合主義万歳。奇跡最高。神様の気まぐれも、たまには仕事をする。




　――どうせなら、さっきの一閃のときに働いてくれれば格好もついたものを。




　苦笑。時間がない。すぐ間近、ゆっくりと緩慢になる世界、レムがいる。

　角が見える。振りかぶった剣で峰を返し、溜めた力を解放する。




「笑え、レム。――今日の俺は、鬼より鬼がかってるぜ」




　放たれる刃、真っ直ぐに、剣閃は白い角を目掛けてほとばしり――。







　甲高い鋼を打つ音が、魔獣の森に鋭く響き渡った。

　直後、着地失敗による、無様なスバルの悲鳴も伴って。
第二章４７　『レム』
※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――そのときに得た感情のことは、今でも深く覚えている。




　振るわれる剣、飛び散る鮮血。

　見慣れた景色が炎であぶられ、見知った人々が物言わぬ骸へと変わっていく。




　終わっていく世界。閉じていた世界。報われない世界。

　ただただ厳しくて、ただただ理不尽で、ただただ傷付けられるだけの、そんな世界。




　手を伸ばし、指を動かし、唇を震わせて、それでも懇願する。




　そんな救いのない世界であったとしても、自分にはそれしかなかったのだから。

　ずっとずっと、目の前を塞いでくれる背中の後ろから、覗くだけだった世界。




　その壁がふいに取り払われて、広がった世界の眩しさに目を細めて、肌を焼く炎の熱さと色を、焦げつく肉の臭いと色を、宙を舞う『角』の美しさとその色を、全てをその眼に、開き切っていなかった視界に刻みつけて――、




　もう、終わってしまうかもしれない世界の中で、自分がなにを思っていたのか。

　そのときに得てしまった感情――そのことを今も覚えているから。







　それからの彼女の日々は全て、その感情への罪滅ぼしだけでできていた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――レムという少女にとって、姉と比べられることは非常に辛い日常だった。




　亜人族の中にあって、鬼族が持つ膂力とマナは飛び抜けて高い部類に入る。

　比類ない戦闘力、『森の王』とされる種族特性は自然の中においてその優位性をさらに強め、彼の存在を亜人族有数の強者と認めさせるに足る力を見せつけてきた。




　肉体の強靭さ、扱えるマナの質、戦闘においてこれほど頼りになる種族はない。

　ゆいいつ、鬼族が持つ弱点があるとすれば、それは種としての絶対数の少なさだ。




　強大な個を生み出すことに特化した種は、多数の芽を息吹かせるには至らず、鬼族はその力と相反して、細々と山奥に集落を構えるような暮らしを余儀なくされた。

　もっとも、その強靭さと違って気性は穏やかなものが多く、その生活に対して不満を抱いているものなど多くはなかったが。




　そうして人里離れた土地で暮らす種族であったからこそ、厳格な掟というものがいくつも存在した。

　掟を破れば罰則が下され、最悪追放すら免れない。個体数の少なさから身を寄せ合う彼らにとって、追放は生涯の孤独を意味する。

　故に、掟は何事があったとしても守られなくてはならない。




　――鬼族にとって、双子は『忌子』である。

　それも、数少ない鬼族たちの中で定められた、厳格な掟のひとつであった。




　元来、鬼族のものはその頭部に二本の角を有して生を受ける。

　平時には角は頭蓋の中に隠されているが、事態が鬼としての本能を揺さぶる状況へと変われば、角はその頭部より姿を現し、周囲のマナを食らい尽くす。

　大気中のマナをねじ伏せて従わせ、自らの戦闘力を大きく高める。角はそのための器官であり、鬼族にとっては種としての誇りそのものといえる。




　そして双子はあろうことか、その二本の角を分け合って生を受けるのである。




　鬼族において、角を失ったものは『ツノナシ』と呼ばれ、種族としての立場を失う。一本の角の損失でさえその誹りを免れない。にも関わらず、双子はその大事な角を最初から欠損して生まれてくる。これが忌むべきことでなくてなんといえよう。




　故に双子は忌子とされ、生誕直後に処分されるのが習わしだ。

　彼女らの命運も、本来ならばそのときに尽きていたはずであった。




　苦渋の決断を下した族長の手で、その処断が行われる瞬間、双子の片割れが発した絶大な魔力――その天賦の才が見出されていなかったのならば。







　双子は姉をラム、妹をレムと名付けられ、鬼族の末席に名を残す運びとなった。




　その彼女らの生活は、決して順風満帆だったとはいえない。

　命を救われたとはいえ、双子であるという事実は拭い去れない。

　最初から『ツノナシ』のレッテルを張られた彼女たちは、両親含めた一族のあらゆるものから冷遇されて育った。

　自分たちと血が繋がっているにも関わらず、余所余所しい態度を崩さない両親。忌子である二人に嫌悪と侮蔑を隠さない同族。いまだ歩けず、言葉も悪意も理解できない彼女らにとって、それは最低の生育環境であったといえる。




　もっとも、そんな悪環境での生活がどれほど続いたかといえば、それは彼女らが物心つくまで――正確には、双子の姉が自意識を確立するまでであった。




　幼児期のラムを表現する上で、もっとも簡単なものは『神童』であろう。

　歴代の鬼族の中でも比肩するもののいない才覚。年少にして彼女の扱うマナの保有量は飛び抜けていて、なによりその角の美しさが鬼族全てを魅せた。




　己の才能に、実力に溺れず、額に宿した一本の純白の角そのもののように、真っ直ぐに自身を示すその姿に、同族の誰もが自然と頭を垂れた。

　まだ十に満たない少女に対して、それはまさに別格の扱いであった。




　余所余所しかった両親も、嘲弄を隠さなかった同族も、生誕直後の彼女らを殺めようとした族長ですら、彼女の威光の前には言葉もない。

　列強の亜人族の中でも選ばれし鬼族、その鬼族の頂点となるべく生まれた存在。




　強大な個を尊ぶが故に、強大である存在に対して礼を尽くすことを欠かさない。そんな鬼族であったればこそ、ラムへの献身に一切の打算は存在しない。




　そんな姉の栄光の道を、ただただ拙い足取りでついていくのがレムの日常だった。




　飛び抜けた才能はなにもない。扱えるマナの量は平凡。鬼としての力も角一本の身としての平均。姉と違って自信の欠片もなく、彼女の背に隠れて小さくなり、決して人目につかぬよう、話題に上らぬよう影として振舞う。

　それこそが幼い彼女の処世術であり、未発達の心を守る防衛手段だった。




　姉が嫉ましかったわけではない。

　両親が憎かったわけではない。

　同族が疎ましかったわけではない。




　常に先を歩く姉はいつでも優しく、歩くスピードの遅い妹を何度も振り返って手を差し伸べてくれた。

　余所余所しかった両親も姉の天分を知るにつれ、妹であるレムに対しても同様の愛情を注ぐようになってくれた。

　村の同族たちも飛び抜けて優秀な姉の後ろを、懸命についていく彼女に期待と羨望を寄せた瞳を向けるものも少なくなかった。




　誰よりも優しい姉。期待をかけてくれる両親。姉のように立派になれと応援してくれる同族の皆――その全てが、レムにとっては身を切り刻まれるような苦行だった。




　なまじ、見た目が姉と瓜二つだったことも少なからず影響したのだろう。

　身長や顔立ちにいたる容姿全てが似通っているのに、その身に宿す『鬼』としての資質だけが大きく食い違う。




　無論、レムもその状況を変えようと努力をした。

　幼い子どもの浅はかで稚拙な試行錯誤に過ぎなかったが、レムはあらゆる手段を試して姉に一歩でも近づこうと、なにかひとつでも姉に勝ろうと努力したのだ。




　しかし、全てにおいて姉は彼女の上をいっていた。

　なにをしても届かない領域があることを、それが誰よりも身近で、誰よりも愛おしい存在であることを、レムは幼児期の時点で悟らされてしまった。




　姉に並ぶことはできない。

　いつでも前に立ち、世界を照らす光を先に浴びる姉。その姉の背中からおっかなびっくりと顔を覗かせ、眩い輝きに体を小さくするのが自分の立ち位置。

　そんな風に諦めてしまえば、日々の苦難も全てを草木が風を受け流すように認めてしまうことができた。




　――そんな諦めを甘受した日々が、どれほど続いたことだろうか。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　ある夜、レムは暑さによる寝苦しさを感じて目を覚ました。




　木造りの寝台に横たわり、汗だくの体から掛け布団を引き剥がす。あたりを見回して彼女はふと、隣の寝台で寝ているはずの姉の姿がないことに気付く。




　すぐに、姉を探しにいかなくてはならないと思った。

　彼女が目覚めているのなら、威風堂々と歩くその後ろに付き従わなくてはならない。たとえそれが単なる小用による一時の目覚めであっても、それを欠かしてはならないという強迫観念がこの頃のレムを支配していた。




　部屋の外に出て――そう考えたとき、彼女は遅まきに失してようやく気付く。




　暑さの原因、それが住み慣れた我が家が炎に包まれているからだと。

　触れたドアノブの熱さに手を離し、レムはその事実に思い至る。眠っていた嗅覚が目覚めて焦げ臭さを感じ取り、額をむず痒さが走ると角が表へ顔を出す。




　即時、強化された肉体を振るって戸を破り、業火に覆われる家屋を駆け抜ける。理由はわからない。しかし、本能の命ずるままに外へ、外へ。




　脆くなった壁を蹴りひとつで破壊し、レムは家の外へ飛び出した。

　この瞬間においても彼女の脳裏を支配していたのは、『家の外へ出て、姉の指示を仰がなくては』という一種の狂信めいた思考だった。

　その思考が、家の外で目の当たりにした光景を前に一瞬で塗り替えられる。




　集落の中央、そこにうず高く積まれた黒焦げの死体の山。

　燃え盛る家々、焼き払われる木々、見慣れた世界が一晩で赤い地獄へ変わっている。




　炎にあぶられ、ねじくれた死体の中に親しんだ顔が並んでいるのが見えて、レムは即座に思考を放棄し、その場に崩れ落ちた。

　そんな彼女をゆっくりと取り囲む、黒いローブを羽織った人影。深々とフードをかぶった影の顔は間近にくるまで見えず、見えた顔にも見覚えがない。しかし、そこに友好的な光は一切感じ取れず、レムの頬は似合わない微笑みを浮かべていた。




　それは幼い少女が作るには達観しすぎた、諦めを何度も噛み殺した顔だった。




　その痛ましささえ伴う表情に、影は微塵も取り合わない。

　手を振り上げ、その掌の中に輝く銀色の刃を少女へ向けて振り下ろし――直後、影の首が一斉に吹き飛ぶ。




　鮮血、同時に四つの命が奪われ、飛ばされた首は自らの絶命にすら気付かないほど鮮やかな手並み、悲鳴すら上がらない。

　感じ慣れたマナの波動、それを肌に直接得て、姉の仕業だとレムは確信する。




　それを見取った瞬間、レムはその場に立ち上がる。

　姉がどこかにいるのならば、その背中に従わなくてはならない。




　視線をめぐらせる必要もなく、すぐに彼女の姿は見つかった。

　自分と瓜二つの顔を今は悲愴に歪めて、彼女は妹に駆け寄ると抱きしめる。腕の中のレムの体に傷がないのを確かめ、安堵したように弛緩する体。

　その体を抱きしめ返しながら、レムはこれ以上ない幸福と哀切を噛みしめていた。




　――その後のことは、よく覚えていない。




　全てを姉に任せていたのだとは思う。

　それが最善で、なにより正しい。姉のすることはいつだって、全ての可能性の中でもっとも尊ばれるものであるのだから。




　なのに、気付いたときには周囲を取り囲まれていた。

　人影の数は視界を覆い尽くすほどで、それらをぼんやりと眺めながら、レムはそれでも姉が何とかしてくれると信じ切っていた。




　目の前の背中が、懸命になにかを叫んでいる。

　涙を流し、身を縮めて、必死でなにかを訴えかけている。




　地に伏せられると、レムが困る。姉を見下ろすことなど、彼女の生き方においてあってはならない事態だからだ。

　姉の後ろで、姉より身を小さくして、そうすることが存在意義。




　姉が叫ぶ。立ち上がり、自分の前に両手を広げている。

　マナがほとばしる。姉の常軌を逸した力が展開され、周囲ことごとくを切り刻む見えない刃が世界を蹂躙する。




　だが、それが走る前に、姉は振り返ってレムを抱きしめて――衝撃。




　そして、レムは見た。

　姉の頭部を横殴りにした鋼によって、その白い輝きが赤い空を舞うのを。




　くるくるくるくると、折られた角が回転する。

　根本から折れた角、噴き出す鮮血、そして甲高い誰かの絶叫。




　それを目にしてなにを思ったのか、今でも鮮明に覚えている。




　自分を庇って、暴行を受けて、角を折られた敬愛する姉の悲鳴を聞きながら、羨望し続けた美しい白い角が宙を舞うのを見ながら、




　――ああ、やっと折れてくれた。




　と、そう思ったのだ。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――レムが意識を取り戻したとき、彼女の足は地に着いていなかった。




　腹のあたりにがっしりとした腕が回り、誰かに抱え上げられている。乱暴でがさつな扱いは、とても女性に触れることを意識しているとは思えない。

　それもそのはずで、その腕の持ち主は今は駆け抜けることに必死で、それ以上のことに気を回している余裕など欠片もなさそうなのだった。




「――バルス、正面の折れた木を右へ！　足が遅い！」




「無茶、言うな……っ。はぁ、全力、疾走だ……っつんだよ！」




　聞き慣れた声と、聞き慣れてきた声が間近で怒鳴り合っている。

　激しく上下に揺さぶられながら、レムは茫洋とした意識を頭を振って揺り戻す。そして、その唇を震わせて、




「……スバル、くん。なにを」




「――！　目ぇ、覚めたか、レム！」




　走りながら歓喜の声を上げて、スバルの顔がこちらを見下ろす。

　虚ろな瞳でそれを見上げて、レムは彼のその状態の酷さに思わず喉をひきつらせる。




　額が割れたのか、滴る血が顔を朱で縦に割っている。体中のあちこちには昨晩の傷跡が白く残り、その上から新たに生じたいくつもの傷が積み重なって血をにじませている。満身創痍の上に、さらに無茶を重ねた結果がそれだ。




「……よかった、レム。本当に、手間のかかる子だわ」




　桃色の髪を揺らし、並走しながらかすかに微笑むのはラムだ。

　彼女はその唇をほんのわずかだけ、見知った相手にだけわかる程度に笑みの形に崩し、伸ばした手でレムの青い髪をそっと撫でる。

　その直後、




「フーラ！」




　風の刃の詠唱が行われ、巻き起こる風刃が森を裁断――途上にあった魔獣の肉体を輪切りに切断し、飛びかかろうとしていたその身を肥やしへ変える。

　途端、目眩を起こしたように足取りを狂わせ、ラムはスバルの体に軽く衝突。




「――いっってええええ！！　ラム、お前、おい……俺が右肩、外れてるってのわかって……！」




「……うるさい。ラムが無理しなきゃ呪いの上塗りだったわ。少しぐらい、寄りかかる壁になるのを享受しなさい」




「せめて反対の肩に……いっだぁぁぁぁああ！！」




　激痛に半泣きになりながら絶叫するスバル。

　彼の体に体重を預けながら、『なくした角の痕跡』から血を流すラムの姿。




　それらを見つめていて、レムは唐突に今の事態に思い至った。

　自分がなんのためにこんな場所にいて、どうして二人によって抱きかかえられているのか。それは――、




「どう、して……」




「ああ？」




「どうして、放っておいてくれなかったんですか？」




　揺られながら、そんな疑問が口をついて出ていた。

　胡乱げな顔つきでこちらを見下ろすスバルに、レムは立て続けに唇を震わせ、




「姉様と、スバルくんがきてしまっては意味がない。レムが……レムがひとりでやらなきゃ……傷付くのは、レムだけで十分で……」




「じゃあもう遅ぇよ、俺もラムもズタボロだよ！　下手したらお前よりひでぇよ！」




　誇張でもなんでもなく、事実としてそうだろうことをがなるスバル。ラムはなにか思うところがあるのか、その会話には参加してこない。

　レムはそんな姉の態度に突き放されたようなものを感じ、必死でそれに縋りつくように途切れ途切れの言葉を作る。




「レムの、レムのせいなんです。レムが昨晩、躊躇したから……だから責任はレムがとらなくちゃ……そうでなきゃ、レムは姉様に、スバルくんに……」




「今だいぶキツイんだけど、うまく話まとめてくれっかな！？　気が散ってるとマジ昨日の夜のリフレインで全身がガブガブ……」




「スバルくんは本当なら、噛まれずに済んでいたんです――」




　こちらの言葉を聞く体勢にないスバルにも、その声ははっきり届いたらしい。

　顔を強張らせ、こちらを見る彼に、レムは自らの罪を告白する。




　昨晩の森での攻防の中で、己の中の『鬼』を解放し、魔獣の群れと向き合ったレム。彼女の意識はそのとき、『鬼』としての本能に身を委ねた部分と、自分自身を保った意識の半分が共存していた。

　負った傷の具合はひどいが、本能に全てを委ねてしまえば離脱が困難になる。

　そういった判断をした上での限定的な『鬼化』の行使。しかしそれは彼女の未熟な戦闘技能を露呈し、あまつさえ守るはずのスバルに身を投げ出させる選択肢を取らせてしまった。




　だが、本当にレムが謝罪しなければならないのは、その状況を作ったことではない。




　スバルがレムを庇い、魔獣の牙にその全身を食らい尽くされた瞬間――本当ならばレムは、スバルを守ることができたはずなのだ。




　突き飛ばされたといっても、『鬼化』したレムの膂力とスバルのそれでは比較対象にすらならない。軽く身をつんのめさせられただけの衝撃など、振り返って腕を伸ばせば届く位置からずらされてすらいなかった。

　なのに、レムは手を伸ばすことを躊躇して、スバルに瀕死の重傷を負わせた。

　全ては彼の身から濃厚に漂う、全てが燃え尽くされた日の臭いが原因で。




「レムがスバルくんに手を差し伸べるのを躊躇ったから、スバルくんは死にかけたんです。そして、あまりに多くの呪いを一身に浴びてしまった。だから――」




「その罪滅ぼしに、てめぇひとりで片をつけようって腹だったのか」




　レムの告解に、荒い息ながらもスバルは納得したように頷いた。

　その彼の納得を肯定するように、レムもまた自分の罪を見つめながら顎を引く。




　罵倒され、軽蔑される、その覚悟が彼女にはあった。本来ならば森に入るより前に、彼の口から浴びせられなければならなかったはずの言葉。

　それを先延ばしにしたのは、一刻も早く彼を救わなくてはと思っていたからか、それとも己の弱さと向き合う覚悟がなかったからか――きっと後者なのだろうな、と弱い自分の心を自嘲してレムは思う。




「レム」




「はい」




　名前を呼ばれて、覚悟を決めながら上を向く。

　どんな厳しい言葉をぶつけられても、甘んじてそれを受けなくてはならない。

　それが自分が犯してしまった罪であり、与えられるべき罰なのだから。







　そんな彼女に、




「ちょーぱん」




「――！？」




　がつん、と骨と骨がぶつかり合う固い音がして、レムの視界を火花が散った。

　鋭い痛みに一瞬だけ視界が点滅し、レムは意味がわからずに額を押さえる。『鬼化』していない今の肉体は、人間の強度とさほど変わらない。

　打撃を受けた額はかすかに腫れ、外から見れば赤くなっているだろう。

　そんな意味不明の事態に目を白黒させるレムを見下ろして、




「とりあえず、バカかお前は。いや、バカだお前は」




「バルス。割れた額がまた割れて再出血してるわよ」




「俺もバカだよ、知ってるよ！　でも、お前の妹はもっとバカな！」




　口を挟むラムにそう言ってから、スバルは流血する頭を振る。それを見て、レムは自分がスバルに頭突きされたのだと気付いた。

　意味がわからない。




「色々とお前はバカだけど、特にバカなことが三つある。わかるか？」




「なにを、言って……」




「まず一つ目のバーカ！　俺を助けられなかったとか言ってることー！」




　唾を飛ばしながらレムを遮り、スバルは抱えるレムを持ち上げると目の前に顔を突き合わせ、息がかかるほどの距離で黒瞳を見開き、




「目ぇかっぽじって超見ろ。俺の元気な益荒男っぷりが見えるか？　ちょびっと体のあちこちに白い傷跡が残っちゃいるけど、傷は男の勲章だから問題なし。よってお前の負い目はそもそも間違いだ、バーカ！」




「でも、だから、そもそもレムが躊躇しなかったら、手を伸ばすことをすぐにしていれば、そんな傷を負うことだって……」




「はい、『たられば』で物事を語んな！　そして二つ目のバーカ！　全部自分で抱え込んでたったひとりでやろうとしたことー！」




　強制的に黙らされ、スバルの罵倒を甘んじて受けるしかない。

　助けを求めに姉を見るが、ラムは事態を静観するつもりなのか動きがない。

　スバルはそんなレムの顔の方向に顔を動かし、舌を出しながら、




「いいか、俺の故郷には『女三人寄らば姦しい』って言葉がある。それは関係ないんだけど、『三人寄らば文殊の知恵』って言葉もあってな」




　言いながら、スバルは「文殊ってなんだ……」と小さく呟き、首をひねってから「ああ、いいや！」と投げやりに言って、




「とにかく、ひとりで考えるより三人集まった方が矢が折れ難いみたいな話だ」




「想像ですけど、本来の使用法と違ってるような……」




「と・に・か・く！　ひとりで考えるんじゃなく、色々と周りを頼れよ！　口がきけないわけじゃねぇだろ。俺みたいに心臓握ら――」




　そこまで言いかけて、ふいにスバルの表情が苦いものに変わる。

　自然と身を前屈みにして、苦しげに息を整えながらスバルは、




「今のでダメとか……は、判定厳しくねぇ？」




「なんの話を……いえ、スバルくん。急に、魔女の、臭いが濃く……」




　鼻を摘まみ、レムは自分の嗅覚が嗅ぎ取るおぞましい感覚に身をよじる。

　すぐ間近、すぐ隣に、唾棄すべき悪臭が、彼女に手を伸ばすことを躊躇わせた原因たる残り香が濃密に漂っている。

　それがどうして、急に発生したのか――、




「まぁ、それについては気持ち切り替えろ。俺も切り替える」




　が、レムの疑問はあっけらかんとしたスバルの物言いに取り下げられた。

　唖然となり、レムは口をぽかんと開けてスバルを見る。その横顔には言葉以上の感情はなにも見えず、本気で問題を先送りにしたのが伝わってきた。




「それで三つ目のバカだが……クソ、時間がねぇな」




　走りながら前方を見るスバル、その視線が強い緊張に細められる。

　同時、隣を走るラムもまた、痛む頭に手を当てながらマナを展開し始め、




「ラム、村の方向……いや、この際、結界の方でいいや。どっちに走れば抜けられる？」




「前の群れさえ抜けば、あとは左に向かって全力疾走だけど、どうする気？」




　ラムの問いにスバルは「うーむ」と長いうなり声をこぼし、




「レムをラムに突き飛ばし、俺はひとりで結界の彼方まで無情にも逃げ去る――というシナリオはどうだ？」




「魔女の臭いでウルガルムを引きつける囮になるから、その間にレムを連れてラムたちに逃げろと。わかったわ」




「俺のツンデレをあっさりと暴くのやめてね！？」




　走る速度を緩めないまま、そんなやり取りを交換するスバルとラム。

　その二人の会話を耳にしながら、レムは「そんな……」と絶望を口にし、




「助かるわけが、ないじゃないですか。……やめ、やめてください。それじゃ、レムはなんのために……」




「一個追加でバーカだ、レムりん。これが全員が助かる最善の策だぜ？　結界抜けてどうにか合流できりゃ、あとはレムりんが知らない方法で、ウルガルムを狩り尽くす名案があんだよ。そのアプローチで大団円、楽勝だろ？」




　スバルが用意している名案とやらがなんなのかはわからない。正直、実在すら疑わしいその場しのぎなのではないのかとさえ思う。

　なぜならそれ以前に、スバルが単身で包囲網を抜けるということがレムには達成不可能な事柄に思えてならないのだから。




「そんなことしなくても……レムが魔獣なんて、蹴散らして……」




　そんな無謀をさせてはいけないと、レムは己の全身に力を入れる。

　だが、だらりと下がる四肢は何ひとつ彼女の意思に従わない。闘志は伝わらず、彼女の言うことを聞いてくれるパーツは体のどこにも見当たらなかった。




　指先が震えている。顔の筋肉がどうにか動かせる程度。使い慣れた獲物も、その手の中のどこにも見当たらず、




「レムの、武器は……」




「あんな重いもん落っことしてきたよ！　片腕脱臼してる学生に、お前とアレ担げって言われても無理だぜ、実際！」




　そして武器もない、と明言されて、今度こそレムは絶望を知る。

　そのままレムは為す術もなく、その体を姉の方へとゆっくり渡され、




「落とすなよ」




「片腕のバルスより、まだ力はあるつもりよ」




「じゃあなんで俺がレム担いでたの！？」




「バルスが自分が担ぐ、と言って聞かなかったからでしょう」




「まさかのマジ返し！」




　顔を掌で覆って、自分の発言をなかったことにしようとするスバル。

　そんなスバルを見上げ、レムは信じられないものを見るように彼を見る。自分がこれだけ彼を蔑にしたと口にしているのに、どうしてそうまでして、




「スバルくんは、なんでそこまで……」




「――そうだな」




　問いかけにスバルは一瞬だけ瞑目し、それから指を一本立てて笑い、




「俺の人生初デートの相手だ。見捨てるような薄情はできねぇな」




　言って、その指を立てていた手でレムの髪をそっと撫で、




「んじゃま、ちょっくらやってくるとするわ。――レムを頼んだぜ、お姉様」




「バルスも、無事に合流できるのを祈っているわ」




　そんな短いやり取りを置き去りに、スバルとラムの走る方向が急速に別れる。

　ラムは右へ、スバルは左へ。正面にいた群れが散らばる獲物のどちらを追うか刹那の間だけ迷い――即座に、左のスバルを追い立てる。




「――姉様！」




「バルスが命懸けで作った時間よ。有効利用しましょう」




　鬼の力を失った姉にとって、レムの体を支える膂力はその肉体が本来持っているだけの力でしかあり得ない。故に、彼女の走る速度は決して速くない。




　それを感じながら、レムは自分の不甲斐なさに唇を噛みしめる。




　『鬼化』さえできれば、スバルを守ることも、姉を代わりに担いで走ることだって、簡単にできる。全部できる。

　なのに肝心なところで、自分の中の『鬼』は表に顔を出すことさえしようとしない。




　ラムのこの場の優先順位は『レム＞スバル』で確定している。だからスバルが自らを囮にする方法を提示したとき、それが欠片でも自分たちの生存率を高めると判断すれば、躊躇なくそれを決断することができる。




　そんな姉の決断力を尊敬する一方で、レムは涙ながらに訴えずにはいられない。

　どうして、もっと果敢に挑んでくれないのかと。

　どうして、もっとすごいところを見せてくれないのかと。




　そんな理不尽を、幼かった頃の全幅の信頼を預けるように、レムは泣きじゃくりながら、




「スバルくんが……スバルくんが……！」




「振り返ってはダメよ、レム。傷になる」




　尊敬する姉の言葉だ。いつだって正しかった姉の言葉だ。

　それに従っていれば、きっと心は守られる。なぜならいつだって、彼女は正しいのだから。




　――ならば、正しいことなんてなんの価値もない。




「――お姉ちゃんっ！！」




「――ッ！！」




　心が訴えかけるままの叫び声に、ラムの表情を激震が走った。

　唇を引き結び、目を押し開くラムの足が止まる。とっさに身をよじって姉の腕から逃れ、地面に落ちたレムは体を転がし、後ろを見た。




　遠く、駆けるというにはあまりに遅すぎる疾走。

　黒い髪、傷だらけの格好、力の入っていない脱力した右腕を揺らし、色んな感情をひっくるめて噛み殺すような形相を浮かべるスバル。




　そんな彼の正面に立ちはだかる、強大な肉体で壁を作るウルガルム。

　他の同種に比べて一際大きなその体は、あるいは群れの頭なのかもしれない。




　そんな存在を正面に、そして背後と横を無数の魔獣に囲まれて、スバルは猛然と走り続けている。

　その背中に手が届かない。指を伸ばしても、心を震わせても、届かない。




　ただただ、それでもレムは届かせるように叫ぶ。

　あの夜に届かなかった指先を、あの夜に届かなかった想いを、今度こそ届いてほしいと願いに願って。




「――スバルくん！！」




　その声が届いたのかどうかはわからない。




　ただ、まるでその声に応じるかのように――走るスバルが左手で、鈍い輝きの剣を抜き放ったのだけがかろうじて見えた。




　魔獣の雄叫びが森を震わせる。

　そして、それに覆いかぶさるように、スバルの喉も雄叫びを張り上げていた。
第二章４８　『オールイン』
　啖呵を切って互いに道を分かった瞬間、スバルの虚勢は剥がれ落ちていた。




　自分で自分がわからない。

　常日頃、暇な時間を費やして行っていた自己分析の積み重ね。それらの診断結果を振り返れば、こんな状況で自分がどんな選択に出る小者なのかぐらいわかっていた。

　なのに今、こうして走っている自分がいるのが理解できない。




　いつからこんなバカなことを、こんな意地を張るような男になったのだろうか。

　あの姉妹に負い目を感じさせないために、泣きそうな痛みを堪えて顔を上げるなど、完全にまったくもって自分らしくない。




　背を向け合い、距離が開いたのが足音でわかる――途端、スバルの表情は決壊。

　鋭いのと鈍いのと、両極端の痛みがひっきりなしにやってくる。盛大に顔をしかめて、歯を剥いて舌を出しながら、




「いってぇ、いてぇよぉ。いてぇ、母ちゃん、父ちゃん、エミリアたん……！」




　人生三大依存対象の名を呼び、ぶらつく右腕をちらと横目にする。

　さっきから断続的に響く痛み。力が入らないくせに、揺れるたび脳みそに電極を刺したような痺れが走る。おそらくは脱臼、だと思いたい。

　レムの角への一撃――それを食らわしたあと、着地失敗によって生じた負傷だ。落下地点が土の上だった幸運と、とっさに右半身から落ちることができた幸運、それらが重なったおかげでこれだけで済んだ、というべきだろう。

　下手を打てば頭から落ちて、かち割られてもおかしくない状況だった。




　縦回転しているのに、落ちるときは必ず頭側――自分のステータスのラックがどんな表記になっているのか非常に気になる。




「高所からの転落時、必ず頭から落下するこの現象。マーフィーの法則をリスペクトして『真・マーフィーの法則』と名付けよう」




　つまりスバルが頭部から落下するのはまだ見ぬマーフィーさんのせいだ。

　おのれマーフィー、とバカなことを考えていると、痛みから気が紛らわせるような気がする。ついでに、目の前の障害への恐怖心も消えてくれると万々歳なのだが。




　眼前、走るスバルに立ちはだかるのは、すでに何度目の邂逅になるのか、数えるのもわずらわしい子犬の魔獣だ。

　性懲りもないのを通り越して、スバルに恨みでもあるのか疑いたくなるレベルの執念深さである。




「そろそろお前とも最後にしたいもんだな……」




　走りながら、スバルは魔獣が放つだろう土石流に備えて身構える。

　今度こそ無防備にアレを食らえば、右肩の脱臼だけで済むはずもない。失神ＫＯの後に捕食エンドが一番苦しまないルート――それ以外は想像したくもなかった。




　嫌な想像を頭を振って振り切り、獣道の足場と横にそれる動作をシミュレーションする。土砂流の発動と同時に形振り構わず横道ダッシュ。

　くるならこい、と半ばヤケクソ気味に改めてウルガルムに向き直り、




「ふぁい？」




　思わず、空気の漏れる間抜けな声が出る。

　それもそのはずで、そこにはスバルの目を疑うような光景が広がっていた。




　子犬の魔獣が小さくうなり、その小さな体をさらにギュッと縮める。全身の力をたわめるよな仕草。そのままなにをするのか、と目を細めるスバルの視界を、




「――ッ！」




　爆発的な勢いで毛玉が肥大化する。

　手の中に収まるサイズだった室内犬が、まばたきの間に大型犬の頭に超ド級とつけていいぐらいのサイズへ変貌――ぽかんと口が開き、




「漫画とかでよくあるパターンだけど、その余分な質量ってどっからきてんの？」




　問いかけへの答えは森を震わせる咆哮だ。

　地を叩く勢いで弾み、後ろ足二本で浮き上がる体を支える。そしてウルガルムは空いた二本の前足の爪を打ち合わせ、一撫でで骨まで削ぎそうな爪を見せつける。




　ことごとく魔法による致命打を回避されてきたのが癇に障ったのか、スバルに対して奴が選んだ最後の相対は直接こちらの首を抉ることらしい。

　だが、




「俺がそれに付き合う理由がねぇよ！」




　記憶が確かならば、スバルの体にあの子犬――元子犬の牙が届いたはずがない。つまり、危険を冒して呪いの解呪を狙う理由が奴にはない。

　ともなれば、即座に道を変えて奴との接触を避ける方向へシフト。が、




「――うぇ」




　横手にそれて戦線離脱を狙うスバル。その逃げ道を塞ぐように、追い上げながら並走してくるのは牙を剥き出す魔獣の影だ。

　とっさに反対の方に目を向けるが、そちらにも同じく複数の影。そして背後から届いてくるのは、ひっきりなしに聞こえてくる数え切れない草を踏む足音――。




「あんもう、俺のフェロモンにメロメロかてめぇら――クソったれ！」




　囮としての役目は完璧だ。異世界召喚されて初めて、スバルは自分にしかできない天職に巡り合った。唾を吐き、即座に返上したい名誉職だが。




　一度気付いてしまえば、思わず足が鈍りそうなほどの気配が周囲を取り囲んでいる。おそらく、この森中にいるウルガルムがこうして一挙に集まっているのだ。

　それも全ての魔獣の目的が、スバルの喉笛を噛み砕くことだなんて心が震える。




　ああ、まったく、本当に。




「美少女姉妹より俺狙いとか、趣味の悪さが鬼がかってんぜ、お前ら」




　ビビって震えて、小便を漏らす暇もない。

　逃げ道を塞がれ、取り囲む魔獣の群れはスバルに真っ直ぐ走ることを無言で強制している。それはつまり、あの巨大魔獣と一騎打ちということだ。




　正面、凶相をまるで禍々しい笑みのような形に歪めるウルガルム。

　袋叩き前提の一騎打ちは避けられない、スバルは諦め気味にそう判断する。




　――その結論を得た瞬間、スバルは己の切り札を切る決断を下す。




　懐に手を入れてポケットをまさぐる。石の感触。砕けたお菓子の手触り。なんかベトベトする布の不快感。そして、




「あとは、パックを信じる……！」




　取り出したそれを口の中に放り込み、灰色の小猫に全霊の祈りを捧げる。

　口の中を転がる丸いそれを奥歯で固定し、目を見開いて前を見た。




　スバルと魔獣、その間の距離はもうほとんど残されていない。

　あと十秒もかからずに、お互いの手がお互いに届く位置までいく。

　そのときだ。




「――スバルくん！！」




　聞こえた。

　今、スバルの名前を呼ぶ声が聞こえた。




　その声がひどく悲痛な響きで、避け難い絶望感に満ちていて、まるでこの世の終わりを目撃しているかのように弱々しくて、スバルの生死にそれだけ心を砕いてくれているのがわかって――不覚にも、嬉しいとスバルは思ってしまった。




　我ながら酷すぎる。変態だ。変節漢だ。

　スバルの名前を叫んだ彼女がどんな気持ちで今いるのか、想像ができないわけじゃないくせに、それでも笑えてしまう自分は完全に頭がおかしい。




　その異常な思考を自覚して笑い、それを最後に笑みが消える。




　動く左手で腰の剣――折れた片手剣を腰溜めに構えた。




　魔獣の咆哮が正面からくる。

　それを追い払うように、負けじとスバルも怒声を張り上げた。

　声が裏返り、聞き苦しい叫びが上がる。しかし、裂帛の気合い。互いに互いを睨みつけながら、魂と魂をぶつけ合う。




　接触まであとほんのわずか、その直前、スバルは息を深く吸う。




　イメージするのは、己の体のど真ん中。

　胸と腰の間、丹田的な部分に内と外を繋ぐ『門』を意識し、叫ぶ。




「――シャマク！！」




　直後、黒雲がスバルを中心に爆発したかのように発生。

　それは発生源であるスバルを真ん中に、彼の周囲にいた全ての魔獣を飲み込んで、森の決戦を闇の中へと閉ざしていった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――黒い靄の中には無理解の世界が広がっていた。




　世界の形も、色も臭いも、一切がその中にあっては把握できない。

　ゆいいつ、足の裏――地面と接するそこだけが、固く確かな感触を伝えてきてくれている。それがなければきっと、この暗闇の中で上下の感覚すら見失っていただろう。




　なにも見えないということ。なにも聞こえないということ。なにもわからないということ。

　それは世界が終わっているということだ。




　自分の中で確かなものが靴裏から伝わるそれしかないことを理解しながら、スバルの脳は懸命にひとつの事柄に従事していた。




　それは思い出すということ。

　黒い靄にごっそりと持っていかれてしまった頭の中身、それをどうにかして取り戻し、自分がしなくてはならなかったなにかを実行に移す。




　足が前に出るために地面から離れ、一瞬で全てを喪失する。

　が、代わりに反対の足が地面を踏んだことで再び理解が戻ってくる。靴裏だけに真実がある。ただし、本当に前に進んでいるのかはもうわからない。




　無理解の中で、ゆいいつ実感のあるそれに縋りそうになりながら、スバルの脳は安楽を求める意識に反発して戦うことを求めている。

　失われたなにかを取り戻さなくてはならない。それをしなくては、きっと取り返しのつかないことになる。




　またも足が離れ無理解が到来、反対の足が地面を噛んで理解が帰還する。だが、今度のそれはどこか頼りなく、ゆるんでいるのがわかる。

　なにが、なにが、なにが、なにかが足りない。




　思い出せ、無理解の世界の前を、理解ある世界を。




　なにがどうしてこうなった。誰がどうやってそうした。

　なんのために、誰のために、打開するにはどうすればいい。その条件を用意してはいなかっただろうか。

　思い出せ、思い出せ、思い出せ――。




　脳が命じるがままに思考に火花が散り始める。

　しかし、届かない。どうしても掴み切れない。あと一歩、なにかが足りない。




　一歩、踏み出す足の次がこない。足が止まっている。止まった理由はなにか、ひどく、力ない力しか足にこもっていないのがわかる。

　なぜか、どうしてか、それを予想していなかったのか。




　だとすれば、手段は用意したはずだ。思い出せ、実行しろ。

　体の外がダメなら、中に問いかけろ。無理解に包まれた外側は無理でも、常に無意識と行動している内臓全てに呼びかけろ。




　役割を果たせ、動けるパーツは動け、それを果たして、やっと――。




「――――！！」




　ふいに、燃え上がるような感覚が体の中にわき上がる。

　いてもたってもいられないような熱情が体内を荒れ狂い、スバルの喉は言葉にならない獣じみた雄叫びを上げる。いや、上げたと思う。それもわからない。




　わからない。わからないのだが、足が動き出した。

　足が再び動き出す力を得た。前に出る。前だと思う方向へ足を出す。




　理解、無理解、理解、無理解、理解、無理解、繰り返しそれが訪れ、消えては戻り、消えては戻り――やがて、







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　黒い靄をぶち破り、外に飛び出した瞬間、スバルはすさまじい手ごたえを得た。




　腕の中、片手に握りしめていた剣がもぎ取られるほどの衝撃。

　とっさに視界をめぐらせて、その衝撃の結果を見やってスバルは驚愕を噛み殺す。




　黒い靄の中、いまだ頭を突っ込んだままの巨躯の魔獣――その胴体に、スバルの掴んでいた片手剣が深々と突き立てられていたのだ。




　思いがけずの一撃は、スバルの手の中に感じたことのない感触を返していた。

　切れ味の鈍い刃で、生きている動物の体内に刃を潜り込ませる感覚。それは想像以上の精神的な衝撃をスバルにもたらしていた。




　これまで、スバルが魔獣と向き合い、その結果として命を奪ったのは二回。一度は偶然で、二度目は故意。しかし、その感触が明白に手の中に残るような手段を取ったのは今回が初めてのことだ。




　そしてそれは、この場において場違いなほどの不快感をスバルに与えるものだった。

　温かい生き物を今、殺しているという感覚。




　いまだ無理解の世界にある魔獣は、自らの身に訪れる死を意識できない。

　見れば、スバルの駆け抜けてきた黒雲は膨大な範囲に及んでおり、そこから飛び出してくる魔獣の影はひとつとしてない。




　スバルと違い、一切の心の準備がなかった状態でのこれだ。

　無理解の世界に一度沈んでしまえば、その頼りなさに立ち止まることをどうして臆病だなどと笑えるだろうか。




　ふらつきながら、スバルは今の内に距離を取るべく、のろのろと走り出す。

　頭が重く、全身がだるい。それはパックにも指摘された、ゲートの開放が不完全なスバルの魔力行使による、過大なマナ放出による負債の影響だ。




　本来ならば体の中のマナを全て吐き出し、その場に倒れて立ち上がれなくなるはずだった魔法の実行――それをスバルは、切り札によって打破して抜けた。




「……感謝しといてやるぜ、ガキ共」




　口の中にわずかに残った果実の皮を吐き捨てて、スバルは小さくそう呟く。

　吐き出した果実――それはスバルにとって、味わうのが三度目に当たる果物のものだ。




　ボッコの実。体内のマナを活性化し、枯渇した肉体にわずかに力を取り戻させるドーピングアイテム。

　どこから拾い集めてきたのか、レム救出に向かうスバルに子どもたちが持たせた役立たずの中にそれはあった。




　その存在を確認した瞬間から、このプランだけは頭の中にぼんやりとあった。

　魔法を行使した瞬間、実をかじれば動くことは可能かもしれない。

　命を賭け金に挑んだギャンブルだったが、天秤がどちらへ傾いたか――それは、この状況でスバルの命が残っていることが証明している。




　結界がある、とラムの明言があった方角へ足を向ける。




　未熟でマナも不足したスバルのシャマクが、どれだけもつのかわからない。

　これ以上の時間稼ぎはできない。とにかく、少しでも結界に――。




「――あ？」




　だが、そのスバルの目論見は、




「て、めぇ……」




　突如として右の脇を掠めた爪の一撃によって、即座にとん挫した。




　鋭い痛みが出血を報せ、スバルは苦痛の呻きを上げて膝を屈する。しかし、それを為した敵はスバルに跪くことを許さない。

　太い腕を伸ばし、その刃物のような爪の伸びる腕を器用に動かすと、スバルの体を軽々と抱え上げて、




「クソったれ」




　目の前にくわっと口腔が広がり、血に濡れた牙と生臭い息が顔面にくる。

　巨躯の魔獣の妄念にスバルは天晴れとヤケクソ気味に笑い、




「お前がくたばれ――！」




　突き刺さっていた胴の剣を力ずくで引き抜き、その開いた口の中に思い切り叩き込んでいた。




「――――！！」




　口内に発生した致命の一撃に、魔獣はスバルの体を放り出す。

　その際、剣を手放さなかったスバルはさらにその口の中を刃で蹂躙。ズタズタに切り裂いた上で地べたに投げ出されて転がり、前のめりに構える。




「ああ！　どうした、オラァ！　こいや、クソがぁ！！」




「――！！　――ッ！！」




　顔を振り乱し、狂乱の形相をこちらに向けてくる魔獣。

　向き合い、スバルもまた血まみれの全身をゆすり、さらに刃の砕けた剣を正面に構えて口汚く挑発の声を上げる。




　頭に血が上り、互いに互いしか見えていない。

　目論見が何度も叩き潰され、スバルの方もすでに冷静さはどこかへいってしまっている。もはや、目の前の害獣を始末しないことには前へ進めない。

　そしてそれは向こうも同じこと。奴もまた、スバルを殺さなければ体の中に吹き溜まった醜悪な感情を処理できないのだ。




　互いに臨戦態勢に入り、切っ掛けひとつで火蓋は切られる。

　そんな爆発寸前のひとりと一匹――いや、二匹の獣の対峙は、




「――ウルゴーア」




　空から降り注いだ炎弾の直撃によって、永遠に中断されることとなった。







「ううぉああ！？」




　顔を覆い、衝撃に呑まれながらスバルの体は後ろへ吹き飛ばされていた。

　突如、目の前の地面が爆ぜたのだ。衝撃は高熱を伴い、すでに傷だらけで痛みを訴えかけていた全身にさらに火傷のダメージを追加する。




　切り傷、噛み傷、擦過傷に打撲傷、火傷に心の傷ともうボロボロの状態だ。




「いったい、なにが……」




　転がされた地面の上で頭を振り、スバルは痛みに呻きながら顔を上げる。

　そして、眼前の光景を見て、もはや今日何度目になるのかわからない驚愕。




　スバルの目の前で、魔獣の巨躯が燃え上がっている――。




　その黒い体毛を丸ごと炎に包まれて、ウルガルムは全身を振り乱しながら苦痛を露わにしている。だが、もがけばもがくほど、絶叫すれば絶叫するほどに炎の勢いは増していき、やがて巨体は重々しい音を立てて大地に落ちる。

　それでもしばらくは身悶えして苦しみを訴えていたが、それも次第に収まり、最後には黒ずんだ肉の塊が転がっているばかりとなっていた。




　思いがけない魔獣の最後、そしてスバルを驚かせたのはそれだけではない。

　ウルガルムを焼き殺した炎弾――空から降り注ぐそれは一度きりで終わらず、次々と飛来しては黒い靄の中に撃ち込まれていくのだ。




　広がる闇、そこに着弾した炎がどんな威力を発揮したのかは外からは見えない。

　だが、結果を想像することだけはできる。




　あの晴れない闇の中には、いまだ無理解に沈む魔獣の群れが取り込まれていた。

　彼らは降り注ぐ炎の存在を知覚することすらできず、自らの体が焼かれていくことにすら気付けず、命が失われたことすらわからないまま死ぬだろう。




　それは慈悲であるのか、無慈悲であるのか、もはやスバルにはわからない。

　わからないが――、




「いやいやぁ、しぃかし考えたものだねぇ。本来は目くらましとして使うシャマクを、敢えて目印として利用するとは」




　その喜劇とも悲劇ともつかない事態を生み出した人物が、へらへらと笑いながら姿を現したことだけは確かだった。




　藍色の長髪を風になびかせ、青と黄色の色違いのオッドアイ。痩せぎすの長身を見慣れた奇抜な衣服に押し包み、彼は悠然と魔獣の森に降り立った。

　屋敷の主。宮廷魔術師。肝心なときにいない役立たず――ロズワールの到着だ。




　彼は着地した足の裾を払い、それから長い髪を背に流すとスバルを見下ろし、




「あはぁ。ずぅいぶんと、ひぃどい有様だ」




「くんの超絶遅ぇよ、ロズっち。俺がなんべん死を覚悟したと思ってやがる」




　たぶん片手じゃ足りないだろうと思う。

　思い返しながらちょっと気分が沈むのを自覚し、しかしスバルは安堵感から思わずその場に腰を落とした。




「それにしても、よくアレが俺だってわかったな」




「村でエミリア様にさぁんざん釘を刺されたかぁらねぇ。『無茶でも無謀でも、追い詰められたらきっと魔法を使うから、空を飛んでたら見落とさないで』ってぇね」




「ベア子め……あっさりエミリアたんにばれてんじゃねぇか」




　エミリアにばれないよう、うまく誤魔化す係は彼女では力不足だったらしい。

　こうしてロズワールの奇跡的な介入があったことを思えば、まぁ結果オーライと言うべきなのかもしれないが。




　そんな風にスバルが状況を振り返っていると、




「ロズワール様――っ」




　黒い靄を迂回して、茂みを揺らしながら姿を見せたのはラムだ。レムに肩を貸す彼女はロズワールの姿に気付くと、それまでの冷静な面を一瞬で氷解させ、




「お手をお煩わせして、申し訳ありません」




「いんやぁ、いいとも。そぉもそも、これは私の領地で起きた出来事だ。収める義務は私にある。むしろ、よくやってくれていたとも」




　労いの言葉に頬を赤くして、ラムは胸を押さえながら厳かに頷く。

　その二人のやり取りを横目にしながら、スバルは深くため息をこぼし、




「――スバルくん！」




　唐突に、飛び付いてきたレムの抱擁を受けて「ぐぇ！」と悲鳴を上げる羽目になった。

　目の前、すぐ顔の横に青い髪が揺れている。つまりは超接近状態からの抱擁であると判断、通常時ならば役得と喜ぶべき場面だが、




「レム、今は、体の、あちこちが……あ、意識とか」




　感情の制御が利いていないのか、抱擁は力の限りが込められていた。

　負傷した全身が余さず苦痛の悲鳴を上げ出し、スバルは自由になる左手で必死にレムの背中を叩いて苦しみをアピール。

　が、




「生きてる。生きててくれてる。スバルくん、スバルくん」




　感極まっているレムはそのスバルの反応に気付かない。

　こちらの胸に顔を押し付け、じんわりと温かい滴が胸を濡らす感覚。こそばゆさと色々な感情がごちゃまぜになって到来し、もはやスバルの脳の処理能力を越えた。

　つまるところ、




「また、この、パターン……」




　言いながら、スバルは自分で自分の首を支えていられず、こくりと頭を垂れる。

　遠ざかる意識。聞こえなくなる声。最後に、




「今は眠るといい。目が覚めたとき、君がしてくれたことへの御礼は尽くそうじゃぁないか。――少なくとも、君を脅かすものの排除は約束する」




　そんな、道化臭さの消えた真剣な誰かの声が鼓膜を震わせた。




　それに確かな安心感を覚えて、スバルはゆっくりと意識を手放す。

　眠りに落ちる寸前まで、自分の体を抱擁している温かな感触を感じながら、やっとのことで拾い切ったそれを味わいながら、




　スバルの意識は、無意識の泉へと沈み込んでいった。
第二章４９　『未来の話』
　――黒い靄が漂う世界に、スバルの意識は再び招かれていた。




　なにもない、漆黒の『無』だけに支配された世界。

　意識だけが宙を漂い、スバルはぼんやりと己の存在を自覚する。




　誰もいない。なにもない。何事も起きない。

　始まりがない。終わりがない。無為しか存在しない世界。




　夜の海に投げ出されたような、茫洋とした感覚にだけ身を任せ、スバルの意識は思考すら放棄して無為の波間に沈みゆく。




　と、ふいにその暗闇の世界に変化が生じた。




　正面、意識だけのスバルの眼前に誰かが立ったのだ。

　地面――と思われる位置から影が垂直に伸び、人形を為して存在を浮かび上がらせる。




　顔は見えない。姿はおぼろげだ。ただ、ぼんやりと女性の影だろう、と思う。




　影は揺らめき、ゆったりとこちらに手を伸ばしてきた。

　つと、指を伸ばせば触れられるだろう距離。と、それまで意識だけだったスバルの存在は、その伸ばされる指に応える指を得たことに気付く。




　なにもなかったはずの世界、意識だけが漂っていた世界に、その意識を反映する肉体が生じた。もっとも、こちらに生じたのは右腕と、作りかけの左手だけだったが。




　意識は戸惑い、目の前に伸びてくる指を見る。

　指はまるでこちらを慈しむように優しげな仕草で迫り、どうしてか無性に泣き出したくなるような気持ちになる。




　そうされることを、ずっと待ち望んでいたような不可思議な感傷。

　影がさらにうごめき、衝動的にその手にこちらも指を重ねようとして――止まった。否、止められたのだ。




　伸ばそうとしたスバルの手を、後ろから伸びる白い手が包み込んでいた。

　柔らかく、熱いぐらいの感触。




　振り向いて、その掌の持ち主を見たいと思う。しかし、腕と違って視界はこちらの意思に従わず、振り向く動作はどうしてもできない。




　まるで禁じられたように動きを制止され、そして次第に触れる掌の力は強くなり、スバルの意識は後方へと引き寄せられていく。




　それはつまり、目の前にいた影との別離を意味する。




　伸ばされる指が懇願するように、縋るように、悩ましく動いてスバルを誘う。

　握られた右手に反し、空いた左手でその指に触れようとして、しかし半ばまでしか存在しない左手は空しく闇を掻き、届くことはない。




　心が震える。激情を叫ぶ。――だが、それを音にする口が存在しない。




　遠ざかる、遠ざかる、消えていく、影。

　それは泣きそうなスバルの方へ、最後に指を伸ばして、




『――いしてる』




　聞き取れなかった最後の言葉、それすらもおぼろげになり、世界は消失した。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　目覚めたスバルの視界に最初に入ったのは、見慣れた豪奢な天井だった。




　貴族趣味がふんだんに発揮された屋敷にあっては、使用人の個室すらも装飾過多の領域にある。それが客人をもてなす客間ともなれば、館の主の権威とその他もろもろを示す意味でも、過剰な意匠にならざるを得ないのが実情だ。




　そんな事実はどうあれ、小市民のスバルにとっての居心地の悪さは明白だ。

　平均より短い、覚醒までにかかる思考時間を利用して、スバルはそんなことをぼんやりと考える。

　と、




「――起きて、くれましたか」




　目を開けてきっちり五秒、意識を完全に覚醒したスバルにそう声がかけられる。

　声の届いた先は寝台の真横、それも至近距離だ。スバルは異常に柔らかい枕の上で首を傾けてそちらに目をやり、




「……ぐーてるもーげん、レム」




「ぐぅ……？　スバルくんの故郷のご挨拶ですか？」




「いや、こっち基準だと一地方の訛りみたいなもん。あとはダンケしかわからん。ボーノは違ったよな」




　ふと、こっちの世界だと国の違いによる使用言語の違いとかあるのだろうかと不安になる。現状、スバルの言語疎通がどのような形式で行われているのか検証不備であるため、そのあたりの問題はかなり慎重に取り扱う必要があるだろう。

　ともあれ、




「目覚めてすぐ側にメイドとか、ある意味じゃ男児の本懐だよな」




「……この度のレムの不始末を思えば、こんなことで罪滅ぼしなんて」




「あー、なんかネガりそうだからいいよ、そういうの。そ・れ・よ・り」




　体を起こして一音ごとに首を振りながら、スバルはつと布団の中から右手を持ち上げる。その手はしっかりと、青髪の少女の手と絡んでおり、




「これって俺がやったの？　掴んで離さなかった的な……だとしたら、だいぶ恥ずかしいな。子どものとき、お気に入りのタオル手放さなかったみたいな」




「いえ、あの、これはその……」




　スバルの問いかけにレムはわたわたと握ったままの手を動かし、それからほんのわずかに頬を染めながら俯いて、




「レムの方から、です」




「どったのよ。言っとくけど、俺ってばこう見えて寝汗すげーぜ？　特に手と股関節のあたりとかが。夏場の汗疹とかマジ死活問題な」




「スバルくんが……」




「うん？」




　握ったままの手をちらちらと見て、レムはもごもごと口ごもる。スバルは穏やかな気持ちで、急かすこともなく答えを待つ。

　そんな姿勢のスバルにレムは何度か呼吸して、それから上目にこちらを見ると、




「眠っているスバルくんが、苦しんでいたように見えたから……手を」




「握ってくれてたの？」




「レムは無知で、無才で、欠点だらけです。ですから、こういうときになにをしてあげたらいいのかがわかりません。わからなかったから、レムがされて一番嬉しかったことを、したいと、思ったんです」




　それが恥ずかしい記憶に繋がるのか、途切れ途切れの言葉は拙い。

　それでも気持ちを明らかにしてくれたレムに、スバルは握られたままの手を見下ろしてかすかに唇をほころばせる。




　まるで子どものように、悪い夢でも見て怯えていたようなスバル。そんなスバルを前にして、彼女が選んだのがこの柔らかな方法。

　彼女もまた泣き出しそうな夜に、誰かにこうして手を握ってもらったことがあったのだろう。それをスバルにしてくれたということが、どうにもこそばゆくて嬉しかった。




「それはそれとして、ずいぶんとまた自分を卑下しやがんな、レムりん。そういうのってよくねぇぜ。負のスパイラル、はまるのは楽だが出るのは大変なんだから」




「そう、かもしれませんね。レムの場合、もう出口もわからなくなってしまいました」




　弱々しい微笑み。それは微妙に気に入らない。

　スバルは内心でふつふつと感じ入るものがありながらも、




「……とりあえず、後日談じゃねぇや、事の顛末が聞きたいかな」




「はい。スバルくんは、どこまで覚えていますか？」




「ロズっちが火の雨降らしながらテンション振り切って降臨して、興奮したレムりんのベアハッグで意識落とされたところまでかな」




「……では、そのあとのことですね」




　訥々と、レムは事務的にその後の顛末を口にする。




　スバルが意識を消失したあと、ロズワールによる森の中のウルガルムの掃討が行われた。無意識下でも魔女の残り香を放つスバルは、森に潜む魔獣たちにとっては身を隠しておく選択肢を消すほどの生餌として機能したらしい。

　シャマクの闇に紛れていた群れが炎で一掃され、森の中に散り散りになっていた残党ももろともに焼却処分されたとのことだ。




「んじゃ、とりあえず俺の呪いに関しては」




「術者の死亡により、発動の心配はありません。すでに呪いの効力が失われたことはロズワール様も、ベアトリス様も大精霊様もご確認済みです」




「まぁ、サードオピニオンまでかかれば安泰か……」




　具体的に呪いがかかっていた部分が思い当たらないので、とりあえず胸のあたりをさすりながらスバルは安堵の吐息を漏らす。

　とりあえず、体に直接仕掛けられた時限爆弾は解除されたということだ。そのために何度死にかけたのか、思い出すのも息苦しい。




「村の混乱もロズワール様が直接収めました。子どもたちの経過も良好で、今はほとんど村の様子も平常に戻っています」




「そっかそっか。でもアレだろ？　大好きなスバル兄ちゃんがもう血まみれのボロカス状態で戻ったもんだから、さぞやガキ共は悲しんだろ。泣いちゃったりした奴もいたんじゃねぇの？　あーもう、仕方ねぇなぁ」




「――ええ、そうですね」




　言いながら、レムがゆっくりと意味ありげにスバルの掛け布団を剥がす。思わず「いやん」と体を丸めようとするスバルだが、その仕草は即座に中断。

　原因は布団に隠れていた、スバルの服にある。それはロズワール邸の初日、負傷によって運び込まれた際にも着せられていた作務衣のような格好だった。のだが、その作務衣の下履きに異変があるのだ。それは、




「びっしりと落書き……骨折した奴のギプスかよ！」




「ロズワール様のご厚意で、屋敷に招かれた子どもたちが書き置いていきました」




「ったく、あのガキ共が……」




　舌打ちしたい気持ちを堪えながら、スバルは書き込まれた落書きの数々を見る。スバル側からだと逆さまだし、そもそも字が汚いのもあって非常に読み難い。

　でも、スバルでも読めるイ文字ばかりだったから、時間をかけて全てを読むことができた。




「ったく、あのガキ共が」




　さっきと同じ内容。しかし、そこに込められた感情は微妙に違う。

　寝台の枕を背もたれにしたまま、スバルは窓の方へ視線を送り、一刻も早く村へ行ける時間がくればいいと思う。




　『レムりんをつれかえってくれてありがとう』『ありがとうござーます』『かっこ悪いけど、かっこいい』『やくそく、らじーおたいそうしようね』『だいすき』




「はん、バカめ。俺の方がお前らのこと好きに決まってんだろーが」




　簡単に好きなんて言いやがって、言葉が軽いんだよ、とスバルは思う。

　それが自分にブーメランしてくる内容だとは気付かないままだ。




　そんな生温かな視線を浴びそうな悪態をつくスバル。そんなスバルに、ふとレムは表情を正してから唇を震わせ、




「経過のことに関して、今度はスバルくんの体のお話があります」




「ん、ああ、そうだよな。呪いはともかくとして、それ以外のことでも俺の体ってわりとエマージェンシーしてたし」




　言いながら今さら、レムに握られる右手の肩が入っていることに気付いた。

　微妙に力を入れてみても違和感はなく、痛みを感じることもない。治療が行われたということなのだろうが、本当にこの世界の治癒魔法は万能なものだ。

　と、スバルはそんな風に考えていたのだが、




「ごめんなさい、スバルくん」




　楽観的な判断を下すスバルの前で、レムが腰を折って頭を下げていた。

　謝られる理由が思い当たらず、スバルはそんな彼女に「おいおい」と手を振り、




「頭上げろよ、レムりん。体の調子とか別に悪くねぇぜ？　外れてた肩は入ってるし、体の各所も別に痛むところもねぇ。完調だよ、完調」




「そんなことは、ありません。確かに目立つ傷は治療が終わっていますし、日常生活に支障をきたす後遺症が残る心配も幸いありません。でも――」




　言葉を切り、レムはその顔に悲痛の影を落として、




「傷跡は残ります。体はもちろん、心にだって。それに、幾度も治療を重ねたことが原因で、スバルくんの体の中のマナは枯渇寸前です」




「ああ、どうりで。確かにちょっぴだるいかなぁとは思ったけど。……でも別にそれも大した影響じゃねぇよ。男の傷は背中以外は勲章だし、心の傷に関しちゃ俺は相当のタフガイよ？」




　親指で自分を示しながら、スバルは彼女の罪悪感を消そうと笑ってみせる。

　嘘でもなんでもない。もしもスバルの心が弱々のナイーブ一直線ならば、こうして彼女と手を握り合っての朝など迎えることはできなかった。

　心の傷の話をするのなら、スバルはレムの顔を直視することなど、できなくなってもおかしくないだけの体験をしてきたのだから。




　そこまで考えて、スバルはじーっとレムを見る。

　青い短い髪。整った顔立ちは、綺麗というよりは可愛い系統。当初は感情変化の少ないと思っていた表情も、今はくるくると変わる。恐くない。全然恐くない。スバルを何度もループさせた彼女もいれば、こうしてスバルの生還を心から喜んでくれて言う彼女もいる。全ては巡り合わせ次第なのだ、とそう感じる。




　ロズワールのことを思って暴走するレムがいれば、スバルのことを思って早まった結論に至るレムもいて、味方に誤爆する心配がないと割り切れば理性飛ばした狂戦士モードに突入するレムもいるのも事実であり――、




「落ち着いてるように見えて、レムりんって実は全然冷静沈着じゃないよね」




　普段の屋敷での態度や、スバルを指導する先輩メイドとしての仕事ぶり。それらを基準として考えたとき、レムは非常に優秀で冷静な判断力を持つ人物に思える。

　が、事態がその領分を外れると、途端にトンチンカンな方向に走り始める性質を持っているようにも思われてならない。

　即断傾向はスバルも人のことは言えないが、彼女の場合はそれに実力行使と実力行使できるだけの実力が伴うから厄介なのだ。




　スバルの指摘にレムは一瞬だけ動きを止めて、それから力なく俯く。

　彼女はそうして顔を伏せたまま、




「わかっては、いるんです」




　呟き、ぽつぽつと胸中の想いをこぼすように続ける。




「レムは非力で、非才で、鬼族の落ちこぼれです。だからどうしても、走り出しても届かないことが多い。だから、レムが姉様に追いつくためには、早く走り出しているより他に方法が思いつかないんです」




　顔を開いている手で覆い、レムは絞り出すように、告解を続ける。




「姉様ならもっとうまくやれた。姉様ならこんなところで躓かない。姉様ならきっと迷わない。姉様なら簡単にこなすに決まってる。姉様なら絶対に間違わないに違いない。姉様なら、姉様なら、姉様なら――」




　言葉を切り、レムは弱々しい光を瞳に宿してスバルを見る。

　瞳に浮かぶのは涙ではない。ただただ空虚で、諦観に満ちた絶望だ。




「レムは、姉様の代替品、です。それもずっとずっと劣った、本当の姉様にはいつまでたっても追いつけない、出来損ないなんです」




　――ふいに、うっすらと瞳に滴が浮かぶ。




「どうして、レムの方に角が残ってしまったんですか？　どうして、姉様の方の角が残らなかったんですか？　どうして、姉様は生まれながらに角を一本しか持っていなかったんですか？　どうして――姉様とレムは、双子だったんですか？」




　自分の存在意義を求めるように、レムは唇を震わせた。

　瞳に溜まる滴が頬を伝い、彼女の白い肌に悲痛なきらめきを残していく。




　黙り込むスバル。レムはその沈黙に耐え切れなかったように慌てて涙を拭い、表情を崩しながら下手糞な微笑を浮かべて、




「ご、ごめんなさい。おかしなことを言ってしまいました。忘れてください。こんなこと、人に話したのなんて初めてで、変なことに……」




「なぁ、レム」




　早口で今の発言を帳消しにしようとするレム。

　そんな彼女の言葉を遮り、スバルは彼女の名前を呼ぶ。沈黙を破り、スバルがどんな言葉を作るのか。レムは答えを恐がるように、でも顔を上げる。

　そんな彼女に、スバルは言った。




「オチは？」




「――え？」




「だぁかぁらぁ、オチだよ、オチ。ドッとお茶の間を爆笑の渦に巻き込む肝の部分。なんかあんだろ、あれだけ話したんだから」




　スバルがなにを言い出したのかがわからないのか、レムは戸惑いに目を白黒させ、




「いったいなにを……」




「そんぐらい笑いどころのない話だったっつってんだよ。――レム、中断してた話の続きだ。覚えてっか？」




　問いかけにレムは瞳を曇らせる。その彼女の反応にスバルは「仕方ねぇなぁ」と笑いながら左手を持ち上げ、レムの目の前で指をひとつ立てる。




「んじゃ、おさらいからだ。まず一つ目のバーカ。俺を助けられなかったとか言ってること。目の前でぴんしゃんしてる俺が見えるか？　ちゃんと足もついてるよ」




　ゆらゆらと足を揺らしてアクション。レムはスバルが持ち出した話の内容に思い至ったようだが、それでもなお首を弱々しく横に振り、




「そんなの、結果論です……」




「終わりよければオールオーケーって昔の人は言いました。途中の採点とかしてたら正直、お前より俺の方が目も当てられねぇよ。それはそれとして二つ目のバーカ。全部自分で抱え込んでひとりでやろうとしたこと、な」




　ウィンクして、スバルは二本目の指を立てながら、




「ま、俺のための暴走ってのは嬉しいっちゃ嬉しいが、それも時と場合によりけりだわな。なにより、相談してりゃいい方法ってのは出てくるもんだろ？」




　魔獣狩りに関しては、スバルの言に一理あることは自明の理だ。レムは自分の短慮を恥じるように唇を震わせ、反論の言葉を喉に押し込める。

　もっとも、これこそ結果を見た上だからいえる後出し理論――いっぱいいっぱいのレムはそれに気付かず、こっそりスバルは舌を出して意地悪を詫びる。




　それから、スバルは俯く彼女の顔の下に己の顔を差し入れる。

　ぎょっと驚いた彼女に笑い、左手の指の三本目を立てて、




「んでもって、言えなかった三つ目のバーカだ。いや、三つ目はあんときにこっそり出てたから、正しくは四つ目のバーカだな。バカだらけだ」




「そう言われても仕方ないだけのことを、レムはしましたから」




「はい、それ。それが四つ目のバーカだ」




　自分を卑下する展開から抜け出せないレムに、スバルは指を突きつけて指摘。それから立てた四本の指をひらひらと揺らしながら、




「過ぎたこといつまでも気にして後ろばっか見てることー、だ」




「――――」




「レムさぁ、姉様だったら姉様だったらって死ぬほどラムを持ち上げて自分こき下ろしてっけど……別にレムりんのポジにラムちーがいても状況プラスしてたと思えねぇぜ？　レムりんより体力ねぇし、料理は下手だし、仕事もサボるし、口は悪いし……ちょっぴりだけ思慮深い、かな？」




　ラムのスペックを思い出し、レムの語るその理想像との乖離っぷりをスバルは思う。あらゆる能力で妹に劣る姉。彼女ら自身も自覚していたとおり、ラムはあらゆる能力値でレムに劣る。それこそ、レムが己を卑下する必要などまるでないほどに。




　そんなスバルの感想に、しかしレムは拒絶するように首を横に振って、




「ちが、違うんです。姉様は、本当の姉様はもっと違うんです。角があれば、姉様の角があったらこんな……」




「でも、ラムにその『あったら』の角はねぇよ。だから、その角のあるハイスペックなラムなんぞ俺は知らん」




　決まりきった答えで己を否定しようとするレムを遮り、スバルは左手で顎に触れながら、




「俺の知ってるラムはさっき言ったとおりだ。レムより料理も裁縫も掃除も礼儀作法も口もなっちゃいない。――ま、そこがいいとこだとは思うけど」




　あまりに物言いが尊大すぎて、たまにぶつかるのも悪くない。

　彼女との付き合いの距離感は、そんなものがスバルにとっては心地いいのだ。そして、角のあるなしに問題を向ければ、




「たぶん、そんなこと気にしてんの、レムの方だけだぜ？」




　森でのラムとの短い会話を思い出す。

　鬼族であることへの拘りは、ラムの方にはそれほど残っていないように思えた。それどころか、ラムはレムのその拘りをどうにかしたいと思っていそうなほどで。




　それをどうにかしてやろう、などと思い上がったことなんてスバルは考えない。

　所詮は自分は人生経験が浅いにも程がある若造にして、同年代よりも密度においても薄いひきこもり。

　そんな奴の口先だけの説教が、どうして心に響くものか。




　気負いはしない。響かせようとも思わない。

　自分の中で折り合いをつけなくてはならないことは、けっきょくは誰かに縋るのではなく自分でどうにかするしかないのだから。

　だからスバルがレムに告げるのは、ひどく単純なスバルの気持ちの押し付けだ。




「お前がいなきゃ、俺は今頃はきっと犬にガブられてお陀仏だ。お前がいたおかげで助かりました。今もこうして生きてます。姉様だけじゃなくて、お前のおかげだ」




「……本当の、姉様なら、もっとうまく」




「かもしれなかったな。――でも、いてくれたのはお前だ」




　弱い反論の上からかぶせて、スバルは握られたままの右手に左手を重ねる。

　ハッと顔を上げるレムに、スバルは苦笑を浮かべながら、




「レムがいてくれてよかったよ。ありがとう」




「――ッ」




　スバルの口にした言葉に、レムは喉をひきつらせるような呻きを漏らす。

　それから彼女は顔を背けて、スバルにその表情を見せないまま、




「レムは……レムは、姉様の代替品だってずっと……」




「そんな寂しい自己定義やめとけよ。そもそも、ジャンル分けからして違うぜ、ラムとレムじゃ。なにせ、姉属性と妹属性――事によっちゃ戦争が起きる」




　決して相容れない嗜好の違い。どちらにもどちらのいいところがある、なんてスバルが内心で思う中、レムはギュッと目をつむる。




「まぁ、アレだ。今後はもうちょい双子の利点を活かせよ。頭の回るラムの体がおっつかないってんだから、そのおっつかない部分をレムが担当すりゃいいじゃん。麗しの姉妹愛で欠点補い合って、それで最強だよ」




「やっぱりレムの短慮は欠点ですよね……」




「いい感じの流れなんだからそういうとこ拾わない。っと、そうだ。思いついた」




　手を叩き、スバルは名案とばかりに顔を輝かせる。

　それからいまだに顔を背けているレムの方に身を寄せて、




「さっき、レムりん聞いたよな。なんでラムに角がなくて、自分にあるのかみたいなこと」




「……はい」




「ま、角なくした理由に関しちゃ深く聞いてないし、聞かないからわからねぇよ。わからねぇからわかったような口を利かせてもらうと、だ」




　スバルは左手で自分の額の上――ちょうどレムの角が生えていたあたりを叩き、




「角がないラムの角の代わりを、レムがやればいいんだよ。二人で仲良く、『鬼』ってやつをやったらいいじゃん。ハートフルな感じがする」




「――ぁぅ」




「それになぁ、代替品とか言ってっけどそれこそラムにはレムの代わりなんていないぜ？　仮にレムがいなくなると、ラムがどんな状態になるか想像できるか？」




　絶句するレムは知らないが、スバルはそうなった未来を知っている。

　妹の死に絶叫し、この世の終わりを思わせるほどの悲痛な嘆きをこぼし、持てる力の限りでその仇を討とうと狂乱する彼女の姿を。




「……でも」




　それでもなお、レムはスバルの言葉にすんなりとは頷いてくれない。

　とかく、人を納得させるのは難しい。彼女の場合、それこそ長年にわたってその感情を持て余し続けてきたのだろうから、心のしこりの固さも筋金入りだ。

　そんな頑なな彼女に「あー、もう」とスバルは頭を掻きながら、




「わかった、じゃあこうしようぜ。レムはレムの中の理想のラムってやつと自分を比べて、どう足掻いてもにっちもさっちもいかねぇと。だったら、その比べちまう理想のラムって偶像は消しちまえ」




「そんなこと、簡単にはできません。レムはずっと、姉様と……」




「だから評価ほしけりゃ俺に聞けよ。レムの頭の中のラムよりずっと、俺が現実に即した評価を下してやらぁ。言っとくが、俺は空気読む能力がないから率直にいくぞ。お世辞も容赦も一切合財抜きだ。ざまぁみやがれ」




　笑いかけ、スバルは左手でくしゃりとレムの青い髪を撫でる。

　くすぐったげに目を細める彼女に、スバルは小さく吐息をこぼして、




「俺の故郷じゃ、『来年の話をすると鬼が笑う』っつーんだよ。だからさ」




　なにも言えずにされるがままのレムに、スバルは首を傾けて言葉を続ける。




「笑えよ、レム。しけた面してないで、笑え。笑いながら、未来の話をしよう。お前がこれまで後ろ向いてたもったいない分を、今後は前向いてお話しようぜ。とりあえずは、明日のことからでも」




「……明日の、こと」




「そう、明日のこと。なんでもいいぜ？　たとえば、明日の朝食のメニューは和食にするか洋食にするか、靴下は右足から履くか左足から履くかなんてくだらないんでもいい。どんなつまらねぇ話でも、明日があるからできる明日の話だよ」




　手を広げて、スバルはそうやって話を締めくくり、「どうだ？」と肩をすくめてレムに答えを求める。

　彼女はしばし返答を躊躇い、それから困ったように眉を下げて、




「レムは、とても弱いです。ですからきっと、寄りかかってしまいますよ」




「いいんじゃん？　俺も弱くて頭悪くて目つき悪くて空気読めなくて自分で言ってて我ながら凹むけど、そこらへんは周りにフォロー期待しながら他力本願で生きてっからさぁ。お互いに寄りかかって進めばいいよ」




　なんでもかんでも自分で抱え込んでしまうから、その重荷にばかり目がいって、自分の歩いている道の先が見えなくなるのだ。

　スバルぐらい、両手空っぽにするつもりで歩いていれば気楽なものだ。それでもいつの間にか荷物は積もるものだが――ひとりで持って前が見えないなら、誰かと分け合って進めばいい。そんな感じでひとつ、どうだろうか。




「笑いながら肩組んで、明日って未来の話をしよう。俺、鬼と笑いながら来年の話すんの、夢だったんだよ」




「……鬼がかってますね」




「だろ？」




　片目をつむって口の端を歪めてやると、レムもつられたように小さく笑った。

　笑い出し、笑い出したその瞳の端からふいに涙がこぼれ出す。ぼろぼろと、止まることを知らない涙が溢れるままに流れ流れて、それでもレムは笑い続ける。




　泣き笑いして、泣き笑いして、レムは嗚咽と笑い声を押さえるように布団に顔を押しつけて、それでも彼女の泣き笑い声は部屋の中に静かに落ちて。




　スバルはずっと、そんな彼女の髪を優しく撫で続けていた。

　右手はしっかりと、最後まで握り続けられたまま。




　いつまでも優しく、優しく、撫で続けていた。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　ロズワール邸での日々を思い返す。

　最初のループが始まり、四日目の夜に死亡――死因衰弱死。

　二度目のループに突入、四日目の夜に死亡――死因レムによる撲殺。

　三度目のループで絶望、三日目の夕方に死亡――死因ラムによる惨殺。

　四度目のループで奮起、五日目の夕方に死亡――死因身投げによる転落死。




　そして五度目のループ。あちこちを犬に噛まれまくり、あちこちを爪でがりごりやられ、血も精神力的なものもごっそりと失って、体中の至るところに目を背けたくなるような傷跡が残ったが――全てを拾い切った、と思う。

　レムやラムとの関係、屋敷におけるスバルの立場。村の子どもたちは救えたし、森にいた魔獣も掃討されて危険もない。都合二十日間あまりの冒険は万々歳だ。

　そう、万々歳のはずだった。




「――別に怒ってるわけじゃないわよ。ええ、そう、怒ったりしてない。一生懸命看病してた相手が目が覚めたらいなくて、探しにいこうかと思ったら椅子にがんじがらめに縛りつけられたりしてて、完全に置いてけぼりにされたからって、そんなことで怒るような狭量な心の持ち主じゃないもの、私」




　寝台の横の椅子に腰掛け、己の銀髪を指で弄りながら、そうやってご機嫌斜めにスバルを追い詰める少女の存在がなければ。




　滂沱と冷や汗を掻きながら、スバルは彼女の恨み節を黙って傾聴する。

　彼女が部屋に来訪してからすでに十分が経過しているが、その時間の大半がこうしてお説教っぽい皮を被った恨み言で占められていた。

　もっとも、部屋に入ってきた当初は存分にスバルの体の具合を心配し、体の不具合がないかを確かめた上で安堵の吐息を漏らし、それから気を取り直したように椅子に座ってから気持ちを切り替えて始めるあたり、彼女の生真面目さが伝わってくるが。




　ともあれ、




「別に、怒って、ないから、私」




「はい、エミリアたんのお怒りはごもっともです。はい、すみません」




「だから怒ってないってば、もう。でも、スバルが悪いと思ってるなら仕方ない。その謝罪を受けましょう。――ホントに、心配させないでね」




　エミリアの勢いに呑まれて謝るスバル。そんなスバルにエミリアは我が意を得たりと微笑み、それから最後に慈愛の彩りを微笑みに差し込んでそう付け加える。

　超卑怯である。そんなことそんな顔で言われて、どうして無碍にできようか。




　泣くだけ泣いたレムが部屋を辞し（その際、泣いてたことは絶対に秘密です。と強く念を押されたので、彼女にばれないようにどう言い触らすか考慮中）て、うつらうつらとしていたスバルの下を訪れたのがエミリアだった。

　来訪してからの彼女の行動に関しては先述の通り。ただし、それが一通り済んでしまったあと、彼女の瞳に浮かぶのはひたすらにスバルの身を案じる慈しみの光で、それがどうにもこうにもこそばゆい。




「それにしても、スバルってケガの絶えない子よね。このお屋敷にきたのだってケガが原因だったのに……あれから四日しか経ってないんだから」




「俺だって別に好きでケガしてるわけじゃないんだよ？　ただ純粋に世の中が俺にちょっと厳しめにできてるというか……だからせめて、エミリアたんだけでも俺をダダ甘やかしてバランスとってくれてもいいよ！」




「甘い顔してあげようとしたら逃げたくせに。もう知らない」




「ぬあぁ！　自ら機会をふいにしたぁ！　くそ、ベア子お前もうちょっとうまくやれよ！　がんじがらめってなんだよ！」




　目覚めてからまだ顔を見ていない縦ロールの名前を叫び、スバルは訪れた理不尽への八つ当たりを行う。

　エミリアはスバルの口にしたがんじがらめ、という単語に遠い目をして、




「椅子に座ったまま寝ちゃって、目が覚めたら背もたれに固定されてたの。もうびっくり仰天しちゃった」




「びっくり仰天ってきょうび聞かねぇな」




「茶化さないの。……パックもパックで私にスバルたちを追いかけさせないようにしようとするし、ロズワールが戻ってこなかったらどうなってたか。わかってる？」




　唇を尖らせて少し怒った風なエミリア。

　彼女の言いようにスバルはひたすらに恐縮して応じるしかない。




　パックはパックの思惑通り、エミリアを危険にさらさないように立ち回り、ベアトリスはうまく説得するという手段を早々に諦めて強制的に行動を封じる方向へシフトしたらしい。

　二人がかりで道を阻まれ、にっちもさっちもいかなくなった彼女の心境はかなり悲惨なものだったろうと思う。




　もしも置いていかれたのが自分ならば、そう思わずにはいられない。

　もっとも、同じことがもう一度あったとしても、やはりスバルは彼女を連れていったりはしないだろうと確信していえるが。




「でも、また助けられちゃったわね」




「へ？」




「だから、また助けられちゃったって言ったの。私の命、助けてくれたお礼をするために屋敷に呼んだのに、またこうして。すごーく、ありがと」




　両手を重ねて、エミリアは仕方なさげに相好を崩しながら微笑み告げる。

　それを受けてスバルはやっと、「ああ」と返答しながら、




「んや、いいっていいって。別に俺がやりたくてやっただけの話だし、俺に無関係ってわけじゃねぇんだから。そうだよ。俺、やったんだな」




　口にしながらようやく、実感を得ることができた。

　すとん、と胸の内に固まっていたものが落ちたような気がする。




　振り返った二十日間あまりの繰り返しの日々――その終点を、スバルは見たのだ。

　あれだけ心を削られて、折られて、挫かれて、それでもなお求めたものが、こうしてようやっと、手の届く場所にまできてくれた。

　やり遂げたのだ、とようやく自分でそれを感じることができた。




「スバルはそう言うだろうと思ったけど、それじゃこっちの気が済まないんだから。ロズワールだって、ラムやレムだってきっと、スバルにお礼をしたがるわよ」




「そうか……じゃあ、お言葉に甘えよう。ロズっちには雇用条件をさらにいい感じに見直してもらって、ラムレムはしばらく俺の専属メイドだな、むふふ。そ・し・て！」




　口元に手を当てて好色に笑ってから、スバルは体を左右に揺らしてエミリアに迫り、少しだけ身を引く彼女に指を突きつけ、




「エミリアたんもご褒美とかくれちゃう系？」




「……現金なんだから。言っておくけど、私にできることだけよ。……そう言ったら前は名前聞いたのよね」




「ふふん、欲深な俺を舐めちゃいけねぇ。今度の俺はそんな甘さとは無縁さ。貪欲、強欲、渦巻くリビドーが俺を突き動かす！」




　ベッドから立ち上がれないまでも、両手を斜めに掲げて荒ぶるスバルのポーズ。

　さすがにここまで意気軒昂の状態のスバルを見て、肩透かしな要求がくるとは思えなかったのか、居住まいを正してエミリアがスバルに向き直る。




　要求を聞こう、と言わんばかりなエミリアの態度にスバルは頷き、それからざっと求める『エミリアご褒美リスト』を脳内で検索。

　ちょっとした冒険や派手に階段を飛ばし飛ばし昇るような選択肢が広がる中、スバルは取捨選択に熟考した上でひとつを選ぶ。

　そして、




「じゃあ、俺とデートしようぜ、エミリアたん」




　と、二十日前に交わした約束を、再び彼女と交わすことにした。




「でえと？」




「一緒に二人でお出かけして、同じもの見て、同じもの食べて、同じことして、同じ思い出を共有するってこと」




「……そんなことでいいの？」




「そんなことが、いいのさ」




　最初の一歩はそこから始まったのだ。

　スバルがその念願のデートを彼女とするために、どれほどの苦労を重ねてきたか。

　途中で色々な想いが積み重なり、スバルがループして求めるハードルは常に上がり続けていったが、最後に飛び越えようと願ったハードルは常にそこにあった。

　だから、この繰り返しの日々の締めくくりには、その約束がふさわしい。




「村のガキ共にエミリアたん自慢してぇし、花畑とかスゲーのあんだよ。ただぼんやりと、歩いてるだけでも俺にとっちゃ特別だし」




「スバルの中で強欲って意味、普通と違うかもしれないわよ？」




「言ってなよ。その内、俺の図々しさにその微笑みも凍りつくぜ。イエス！」




　両手を交差させて謎のポージング。

　そうして感情の昂ぶりを隠せないスバルを見ながら、エミリアは力が抜けたような笑みを浮かべて、




「はーい、わかりました。スバルとでーと、してあげる」




「っしゃぁ！　それでこそ！　Ｅ・Ｍ・Ｂ！（エミリアたん・マジ・菩薩）」




　約束が交わされ、スバルはガッツポーズで高らかにそう謳う。

　エミリアの小さな吐息、それを耳にしながら、スバルは体の復調を待ち望む浮かれた気持ちで窓の外を見る。




　村の方角、約束されたデートの目的地。

　それに思いを馳せながら、ふとスバルは魔獣の森のことを思う。




　スバルの身に宿る呪い、それは全てが効力を失ったとのことだ。

　それはつまり、あの森にいたウルガルムの掃討を意味する。破れた結界の隙間を縫って、こちらへ入り込んだ一匹から始まった今回の顛末。

　けっきょく、片方の殲滅という形で全ての片がついてしまったことになる。




　わけのわからない後味の悪さがあった。

　単純に、害獣がいなくなったことを手放しで喜べるような気分ではない。




　ふと、思い出す。

　森の中で、無我夢中で、あの魔獣の体に剣を突き立てたその感触を。




　肉に鋼を打ち込む感触は独特で、掌に残るそれは記憶にずっと新しい。

　命を奪う、その感触。




　そんな感触も、いつかは忘れてしまうのだろうと思う。

　時間の経過とともにきっと、今こうして胸に去来するわけのわからないものは消えていくのだろうと思う。

　異世界にくるまで知らなかったそんな感覚。

　それを忘れてしまう日がくるまで、なにができるのか――。




「スバル」




「うん？」




　呼びかけられて振り返る。

　遠く、ぼんやりとしていたスバルの視線、その意味を彼女はどう捉えたのだろうか。




　エミリアはその銀色の髪をかき上げ、窓に歩み寄るとカーテンを開いた。

　遮られていた日差しが部屋の中に一気に広がり、彼女のその銀の髪が光の乱舞に呑み込まれ、スバルの目をそっとその情景に引き込んだ。

　そして、押し黙るスバルに、エミリアはふっと微笑み、




「でーとの日は、花束を持っていきましょう」




「――うん」




　その微笑みを受けて、敵わないな、とスバルは顔を掌で覆った。




　いつか忘れてしまうその日がくるまで、忘れないで胸に刻んでおこうと思う。

　偽善だし、押しつけがましい感傷だけれど、間違いではないと思うから。




　エミリアの微笑が、それを正しいと言ってくれたような気がしたから。







　エミリアと二人、互いに笑い合いながら時間が過ぎる。

　――ようやく届いた五日目の朝日が、優しく二人を照らし続けていた。
第二章幕間　『月下の密談』
　スバルとエミリアの約束が交わされた朝――時間はそこから半日ほど進む。




　場所はロズワール邸最上階、中央の主の部屋である。

　そこで夜の密談が行われるとき、参加者はいつも決まって同じ二人だ。




「まずは不在中の労をねぎらうことにしよぉかね。よくぞ、事態の収拾に努めてくれた。おかげで最小限の被害で済んだといえるとも」




　やわらかな声には男性独特の艶があるが、その口調はどこまでも軽々しく、聞いているものに当惑の感情をもたらす類のものだった。

　部屋の主であるロズワールのその言葉に、しかし相対するメイドは慣れているのか気にした様子もなく腰を折り、




「もったいないお言葉です。それに、最後にはロズワール様のお手を煩わせてしまい……」




「あぁ、いーぃからそういうことは。森の害獣を焼却処分するのぐらい、大した手間でも労力でもなぁいんだから」




　手を振り、なんでもないことのようにそう語るロズワール。

　その言葉が誇張でも見栄でも謙遜でもなく、ただただ歴然たる事実であることを少女――ラムは知っている。故に、なにも口を挟むことはしなかった。




「責任の追及はしても滅入るだけだぁよ。もっと建設的な話をしようじゃないの。――たとえば、スバルくんのその後の経過はどーぅだい？」




　押し黙るラムにロズワールが問いを投げかける。

　ラムはその問いに小さく首を横に振り、




「体の方はほとんど治っています。ベアトリス様が文句を言いながら、治療に全力を傾けてくださいましたので」




「ホントどうしたことだろね、珍しい。付き合い長いけど、あの子がそこまで誰かに肩入れするなんて初めて見たよ。一目ぼれとかかね？」




「ラムの見たところ、そういった感情には見えませんでしたが……」




　ベアトリスの治療風景を思い浮かべながら答え、それから気を取り直すようにラムは「ですが」と手を前に出し、




「ベアトリス様の治療のおかげで助かりました。あの方がいらっしゃらなければ、バルスの命は今もあったものかどうか」




「そのあたりはスバルくんの強運とでもいっておこうかぁね。実際、ベアトリスほどの治癒魔法の使い手なんてそういない。私もラムも、そっち方面はとんと疎いからさぁ。――傷付けることばかり得意で、まったく嫌になる」




　首を振りながらわずかに表情を俯かせるロズワール。

　言葉の内容は自己嫌悪に近く、伏せる顔もそれに準じたものになっているだろうと誰もが思うだろう。

　実際には彼はその表情を悲痛なものにも、自身への嫌悪に満ちたものに歪めるでもなく、ただただ透明な微笑を浮かべているだけなのだが。

　そのままロズワールは「だけど」と前置きしてから上目にラムを見上げ、




「首を振る否定から入ったということは、命が助かったことを単純に喜べる状況ではないってことなんだろうねぇ」




「はい。いくつか問題が」




　問いかけに首肯し、ラムはその後を続けるのに一拍の間を置いた。一度、自分の中で伝えるべき内容を整理してから改めて、




「バルスは短期間で二度、枯渇状態からゲートを無理やり活性化させていました。その上で命に関わる負傷を治癒魔法で癒しましたから……ゲートをこじ開けて酷使しすぎた影響で、まともに機能するまでどれほどかかるか」




「大精霊様とベアトリスの見立てなのかな？」




「はい」




　己の手を組み、ロズワールは瞑目してその情報を噛み含める。

　ゲートの損傷、それはマナとの生活を切り離すことができないこの世界を生きる上で、非常に厄介な障害を抱えたということに等しい。

　宮廷魔術師という立場にあり、人より身近にマナを扱うロズワールだからこそ、今のスバルの状況の不便さが一際痛感できた。

　せめて一日でも早い回復を望むが――、




「ゲートの修復は個人差があるとはいえ、それも何年がかりのことになるか。彼には酷な選択を強いてしまったことになるね」




　重々しいロズワールの言葉にラムは頷きで肯定を示し、さらに続ける。




「そして問題は、呪いのこともあります」




「――発動の危機は去ったはずだね？」




「術者――この場合はウルガルムになりますが、それらの一掃によって術者は不在。よって呪いが発動することはありませんが……術式はいまだにバルスの体の中に残されたままです」




「解除に関しては専門家の意見が聞きたいところだぁけどね」




　この場合、専門家というのは呪術の類にも精通したベアトリスのことを指す。彼女の意見を、と求められてラムは首を横に振り、




「複雑に絡んだ糸を外すのは、ベアトリス様でも困難とのことです」




　スバルの体を蝕む呪いの魔手は、想像以上に根深く息づいてしまっている。

　術式は解体が困難なほど彼の肉体を縛り付けており、あのベアトリスをして挑ませることを躊躇わせるほどだ。




　とはいえ、術者を失った術式自体には脅威というほどの問題は存在しない。

　通常、組まれた術式の発動は術者本人の認識なくして発動は不可能であり、特に今回の呪いは対象から術者へマナを移譲する類の術式だ。その移譲先が存在しないために、呪いの発動は前提条件からして整うことがない。

　故に、スバルの肉体に残る術式は放置していて問題になるものではない。

　ただし、




「そこを問題にする以上、頼んでいたことの確認は取れちゃったわけだ」




　ロズワールの主語のない問いかけに、しかしラムは迷いなく頷く。そうして返答を待つ彼に、ラムは己の額に触れながら、




「死骸の確認ができた個体に限りますが、発見されたウルガルムは全個体が『ツノナシ』にされていました」




　と、ヘッドドレスの下の傷跡に触れながら、ラムはかすかに疼く古傷を無視して、淡々とロズワールにそう報告する。

　ロズワールは彼女のその態度に吐息、それから背もたれを軋ませ、




「私が見た限りでもそぉだった。おそらくは群れ全てがそうだったんだろう」




「でも、可能でしょうか。あれだけ多数の魔獣の角を折るなんて……」




「なぁに、幼体のときに折っておくか、あるいは先に十匹ほど折っておいて、その十匹に命じて少ない数の相手を襲わせて折ればいい。同じことを繰り返せば、あとは勝手に群れ全体の角がなくなってるってぇありさまじゃぁないの」




　ロズワールの説明にラムが納得を示し、それを目にしながらロズワールは片目をつむって彼女を見る。オッドアイの黄色が閉じ、透き通る青い目がラムを見据え、




「しぃかし、だとすると事情が変わってきちゃう。ましてや、スバルくんは二度にわたる我々の恩人だというのに」




　物憂げなロズワールの声にラムは「ええ」と同意を示し、




「角を折られた魔獣は折った相手に従う。――屋敷を、あるいはロズワール様の領地を意図して荒らした愚か者がいることになります」




「まーぁた王選絡みになっちゃうかなぁ。ガーフィールのところへの誘い出しといい、よほど私たちが邪魔だとみえる」




「ガーフィール……彼はなんと？」




　既知の名前が出たことに眉を上げ、ラムはおずおずと問いかける。それに対してロズワールは苦笑しながら肩をすくめて、




「もち、呼び出しをかけた覚えはないってつっぱねられちゃったとも。符丁は新しいものに変えて、連絡の取り方もざっと変えよう。まーぁ、元々、彼らの手を借りれるかどうかはかなぁり微妙なところでもあったしねぇ」




　顎に触れながらそう思案するロズワール。

　飄々とそのことに触れるが、簡単に流せる内容でないことはラムも重々承知している。もとより、勝算が薄いことは明白な戦いなのだ。ならば勝算を高めるために、持てるカードは一枚でも多い方がいいに決まっている。




　自らもカードの一枚である自覚があるラムは、そのロズワールの懊悩を見ているだけしかできないことが歯がゆくて仕方がない。

　が、彼女のその思考は「違う違う」と手を振ったロズワールによって中断され、




「話を戻そう。その魔獣の『親』になるかな。目星はついてるのかな？」




「一応。ただ、足取りは完全に途絶えてしまいました」




「逃げられたか……あるいは消されちゃった？」




「どちらとも言えません。わかっていることは、バルスとレムが森から連れ帰ったはずの子どもが、翌日からひとり姿が見えないということだけです」




　レムとスバルが森から連れ帰ったという、『お下げ髪の少女』について、村民は口を揃えて見知らぬ少女であったと答えた。彼女と行動を共にした子どもたちも、ふらっと輪に加わった人物であると証言している。

　大人たちはスバルと同様の余所者であったと判断し、子どもたちはそもそも相手の素姓を疑わしいと思わなかった。二つの心理に潜り込まれてしまい、遅れてその存在に気付いたこちらは後手に回る形になってしまった。




　よって、一番の容疑者は姿を消したという少女になる。

　この場合、見た目が幼いということはなんと反証にもならない。それこそ、そんな世界でしか育つことができなかった存在など、掃いて捨てるほどいる。




　ラムの報告を一通り聞き、ロズワールは「参ったね」と髪の毛を弄りながら、




「王都では腸狩り、領地では魔獣使い。変なレパートリーに絡まれたもんだよ」




「イロモノがどれほど集められたところで、それで挫けるロズワール様ではないのでしょう？」




「あらま、ナマイキ言うようになっちゃって。嬉しいもんだね」




　笑うロズワールがラムを手招き。それに従い、ラムは部屋の中央から奥へ――黒檀の机を横切り、ロズワールのすぐ傍らへ向かう。

　と、腕を伸ばしたロズワールが彼女の小柄な体を抱き寄せ、膝の上に乗せる。

　そして、




「一晩、こちらの都合でかまってあげられなかったかぁらね。ずいぶんと辛い思いをさせただろう？」




「ロズワール様がご多忙なのは承知しています。ラムのことなど、最後まで後回しにしていただいて結構ですから……」




「ラム、いつも言っているじゃぁないの」




　目を伏せるラムの顎に指を這わせ、気持ち上を向かせてロズワールは微笑み、




「君とレムは私の中で、指折りの大切な存在なんだよ？　そう、仮に今回の件で君たちにもしものことがあれば、私は自分を押さえられたか自信がないほどに」




　空いている方の手を天井に伸ばし、芝居がかった仕草でロズワールは語る。ラムはそのロズワールに熱に浮かされたように陶然とした顔をして、




「ラムとレムは、ロズワール様にとって大切――」




「そう、君とレムは私にとって大切で、大事で、なにより重要な」




　言葉を重ね、気持ちを積み、一拍を置いてロズワールは輝くように笑いかけ、










「――欠かすことのできない駒だとも」










　堂々と、ロズワールはラムに対してそう言葉を投げかける。

　そこには一切の罪悪感などの負感情は込められておらず、ひたすら純粋に己の中の事実を羅列しているに過ぎない響きだけがあった。




　そうして、己の存在をはっきりと駒だと言い切られたラムはそれを受けて、




「――はい」




　と、頬を染めてうっとりと頷いて返した。




　従順とも心酔ともいえる彼女の態度に、ロズワールは満足げに頷く。

　膝の上のラムをさらに引き寄せ、小さな体をすっぽりと腕の中に抱き入れると、




「さぁて、じゃーぁ始めようか。ラムもだいぶ無理をしてしまったろう？　控えるように言っていたのに、かなりマナを流出させたね？」




「申し訳ありません……お願いします」




　ロズワールの言葉を受けながら、ラムは桃色の髪を彩る白いヘッドドレスを外す。

　その装飾の下、桃色の髪を掻き分けてロズワールの指が入ると、額の少し上のあたりにかすかな白い傷跡が存在している。

　――かつて、彼女を鬼族にして、神童と言わしめた時代の名残だ。




　傷跡にはマナの行使による損傷があり、血がかすかに今もにじんでいる。ロズワールはその傷を痛ましげに指でなぞると、




「――星々の加護あれ」




　四色の輝きがロズワールの腕を伝い、彼の指先に集中した途端に白い光へと変貌――そのまま指先を渡り、触れるラムの傷跡へと光が注がれる。




　――直接、他者へマナを移譲するのは、非常に高度な扱いが要求される術である。




　各属性のマナの配分が完全に均一でない限り、マナは力へと変換されて対象の肉体を傷付けてしまう。四色のいずれのマナにも適合し、それらを高い領域で使いこなせるロズワールだからこそ可能な『治療行為』である。




　鬼族にとって、額の角はマナを内外に通すためのラインを意味する。

　ゲートの役割に近しいそれは、しかし実体のある分、ゲートよりより濃密にそれを行う機関であり、肉体もまたそれに準じたものとなっている。

　だが、ラムは外的要因によってその角を失い、マナを取り込む量も、排出する量も肉体を満足させられていない。

　放置しておけば衰えていくだけの肉体――それを維持するために、こうしてロズワールとの夜の密会は日課として行われているのだ。




　角の傷跡を通してマナを注がれ、ラムは小さく肩を震わせると、




「あっ、んっ」




「いつ聞いても、目にも耳にも毒な光景だぁね」




　息を弾ませ、艶っぽく頬を染めるラムにロズワールは微苦笑。

　ラムはそんなロズワールに流し目を送り、




「毒とお思いなら、いっそ片付けていただいてもかまいませんのに」




「娘も同然の相手をかい？　それはそれは、変態悪徳貴族の面目躍如といったところじゃーぁないの。わくわくするねぇ？」




　ラムの誘惑をさらりとかわし、ロズワールはマナを注ぐ行為を続ける。

　肉体に活力が満ち、ゲートが温もりに膨らまされるのを感じながら、甘美な感覚に身を委ねるラムはふと、




「そうだ。ロズワール様にご報告しなくてはならないことが……」




「なんだい？」




「レムのことですが」




「お咎めとかは特にないよ？　もぉちろん、ちょぉっとしたお小言はあるけど、それ以外は罰するつもりはないとも」




　遮り、話を先回りしてくるロズワール。が、ラムは「いえ」と小さく否定を入れ、どう伝えるべきか迷うように唇を悩ませてから、




「レムが、バルスになつきました」




「んん？」




「バルスのなにかが、レムの弱いところに触れてしまったようです」




　双子の妹のことだ。

　彼女がどんな心理状態にあるのか、姉のラムにはよくわかってしまう。その逆が、思慮の浅い妹には絶対にできないということも。




　最初は戸惑いを覗かせたロズワールだったが、ラムの説明に次第に納得の表情を見せ、「うーむ」と難しげにうなると、




「レムが、か。まーぁ、不思議なことでもないのかな。あの子はラムと違って、忠誠心から私に仕えているわけじゃぁ、ないしね」




　主のあんまりといえばあんまりな妹への評価、それに対してラムはしかし反論など一切せずに沈黙で応じる。それはつまり、無言の肯定だ。

　無償の忠誠心でロズワールに身を捧げるラムと違い、レムのそれは自己防衛の感覚が大きく勝っている。




　レムにとってロズワールは、『姉であるラムを庇護してくれる存在』という側面が強い。姉の存在が自身の存在意義、とまで凝り固まったレムの依存心からくる考え方であり、そのコミュニティを守るためのレムの行動は、浅慮で早計なものになりがちだ。目を離してしまえば、害になりそうな存在の勝手な始末などやりかねない。

　そういう意味では、襲われるより先に信頼を立てたスバルは命拾いしたと言えるのではないか、というのがラムの正直な見立てだった。




　もちろん、そんな評価を下していながらも、ラムにとってのレムは世界一可愛い妹であり、その存在の優先順位は己自身と比較してもなお高い場所にある。

　――ただし、一番であるかと問われれば、今は素直には頷けない。




「レムの心情がどうあれ、ラムは私の手の中に残り続ける。なぁらば、必然的に彼女もそうせざるを得ない。ほーぉら、これまでと同じ、なーぁにも変わらないとも」




「そう、ですね。レムの大切なものが増えた結果、あの子が早とちりする可能性が広がっただけともいえますし」




「前もって釘は刺しておこう。これ、明日の重要な仕事だぁーからね」




　冗談めかして言うのと同時に、ロズワールの掌から光が失われる。

　治療の終了だ。己の内に活力が満たされているのがわかり、ラムは名残惜しげにロズワールの膝から地面の上へ降りる。

　身を回し、振り向く彼女の前でロズワールはその長身を椅子から立たせ、




「なーぁんにせよ、これからまーぁた忙しくなる。苦労をかけるけど、ラムもレムもよろしく頼むよぉ？」




「仰せのままに。この身はあの炎の夜からずっと、ロズワール様のものです」




　スカートの裾を摘まみ、その場で膝を折って小さなお辞儀。

　彼女の忠義を受けながら、ロズワールは後ろ手に手を組んで窓際へ歩み寄る。隣にラムが控えるのを受け、カーテンを開く。




　空――丸々と肥え太った月影が浮かぶ空を見上げ、ロズワールはその色違いの瞳をわずかに細めると、




「此度の王選、なんとしてでも勝たないといけない。私の、目的のために」




　呟き、そして伸ばされる腕がラムの肩を抱き寄せる。

　再びその長身の温もりを身近に感じて、ラムは静かに目をつむって俯く。




　傍らの男の、自らの主の、魂を預ける相手の声を聞きながら、







「――龍を殺す、その日のために」







　――夜は静かに更ける。

　激動の日々も押し流し、なにもかもを洗い清め、新たな世界を歓迎するように。
番外編１上　『中毒症状』
　――それは魔獣の森での一件が落着し、スバルとエミリアの約束が交わされた日から三日ほど経過した朝のことだった。




「――もうダメだ。限界だ。耐えられない。実家に帰らせていただきます！」




　叫び、食卓を叩いて立ち上がる。

　突然に大声を出されて静かな朝食が中断し、その場にいた全員がスバルを見上げた。

　その全員からの注視を受けた上でスバルは両手を広げ、




「ああ、もう、ダメだ」




　弱々しく呟き、額に手を当てて力なく椅子に崩れ落ちる。

　とっさに座り込むスバルをうまく受け止めるのは、彼の左隣に控えていたレムだ。椅子をタイミングよく引いてスバルをキャッチし、




「危ないですよ、スバルくん。病み上がりなんですから、あまり無茶して心配をかけないでください」




　がっくりとうなだれる肩を優しく叩き、背後からスバルの顎のラインに指を這わせながら献身を口にした。

　ややスキンシップ過剰な態度だが、ここ数日のレムのスバルへの接し方はこれが平常だ。『いまだに微妙に調子が悪いスバルの身の回りの世話をしてあげちゃう係』を自称する彼女にとって、この程度など序の口でしかない。




　美少女メイドからの好意的な接触に、しかしスバルは顎を伝う指をすげなくほどき、「違う違う」と首を横に振りながら、




「そんなんじゃねぇよ……もっと、事態は深刻なんだ」




　重々しい口調で告げて、スバルはぐったりと食卓に身をもたれかかる。もっとも、配膳された皿などをどけて、場所を確保してからのぐったりっぷりだ。緊急性がないものと、すっかりスバルが隣にくるのに慣れてしまったエミリアが判断したのも仕方のないところである。




「大丈夫？　なにかあるなら話して。なんでもしてあげる――的なこと言ってくんねぇの、エミリアたん」




「スバルの行動にイチイチそうやって反応してあげると疲れちゃうもの。あんまりそんなことやってると、今に誰からも相手にされなくなっちゃうんだから」




「ぐふぅ、手厳しい。でもその横顔も可愛い……くそぅ」




　テーブルに顔を乗せてちらちら上目づかいのスバルに、エミリアはサラダ的なものを口に運びながらばっさりと両断。

　唇を尖らせて不満を露わにするスバルに対し、元気よくレムが手を上げ、




「はい、はい！　レムはなんでも聞きます。やります。申しつけてください。そしてうまくやった暁には頭を撫でてくださっても構いませんよ」




　溌剌と、尻尾を振る子犬のようなデフォルメが見えそうなレム。褒めて褒めてと過剰に訴えかけてくるメイドに、スバルは震える指をテーブルへ伸ばす。

　と、




「でも、なんだか本当に今は苦しそうね」




　顔を青ざめさせ、額に汗を浮かべるスバルの様子に、さしもの――というより、なんだかんだでお人好しなエミリアは反応してしまう。

　卓の上の指もはっきりと震えており、尋常な様子でないのは明白だ。




「まさか、呪いの後遺症とか……」




　最悪の想像を口にして、エミリアとレムが顔を見合わせる。それからエミリアは憂いを瞳に宿して己の銀髪に手を入れ、その中から灰色の小猫を摘まみ出した。

　惰眠を貪っていたらしかった小猫が二本の指で摘ままれて食卓の上へ。目をこするパックはスバルの顔の前に座らされ、すんすんとピンク色の鼻を鳴らし、




「うーん、リアが心配するような感じはしないよ？　マナが空っぽだから生気は相変わらず弱々しいけど、それ除いたらいつもと一緒だよー」




　テーブルに突っ伏すスバルの頬を肉球で叩きながら、パックは長閑な声でそう報告する。そんなパックにスバルの震える指が伸び、小さな体が掌の中に包まれてモフリングがスタートする。

　「あうあうあー」とモフられるパックの状態を余所に、その衰えぬモフリストぶりと報告だけを聞いてエミリアは安堵の吐息。

　が、そうなると今度はスバルの現状に説明がつかないのだが――。




「指先の震えに浅い呼吸。まーぁるで依存度の高い薬物への禁断症状のようじゃない」




　困惑に眉を寄せるエミリアの右斜め前、テーブルの上座に座るロズワールが顎に手を当てながらそうこぼす。

　スバルの症状をちらと見ながら、ロズワールは小さく顎を引き、




「依存症に陥りやすい類の薬物を使用すると、その薬物の効用が切れたときにそういった症状が出る。王都でも、使用は強く禁じられてるけーぇどね」




「氏素性の知れない輩だとは思っていたけど、禁制薬品に手を出していたとは見損なったわ、バルス。レム、どいて、そいつ殺せない」




「お前即俺を見限ったな。それでこそラムって感じだが」




　ロズワールの推論に便乗するラムの悪乗り。

　スバルはそれに苦笑しつつ、こちらの世界でも麻薬的なものは存在するもんなんだなと感心。忌避される扱いなのも、どこででも一緒のようだが。

　もちろん、スバルは元の世界でそんなものに手を出すようなアンダーグラウンドな生活は送っていない。あくまでスバルの生活は孤独のアンダードッグであっただけ。




　故に、スバルの肉体の変調にそういった薬物は関係ない。

　関係ない――が、禁断症状というロズワールの指摘は、非常にいい線をついていた。

　事実、これは禁断症状といっていい部類の症状だ。




　スバルの肉体が、魂が、それを求めてやまないのだから。




「……ーズが、足りない」




　食堂の全員の視線を一身に浴びながら、スバルはテーブルに突っ伏したまま、右手の中のパックのモフっ子ぶりを堪能したまま、かき消えるような声で囁く。




「――え？」




　わずかにでも聞き取れたのは、すぐ側に身を寄せていたエミリアだけだ。反対側のレムには首の角度の問題で届かず、不満そうに唇を尖らせている。

　そのレムの態度に気付かず、エミリアはこぼれ落ちそうなスバルの言葉を聞き逃さないよう、さらに口元に耳を近づけ、そのか細い息を取りこぼさないよう努める。

　そんな彼女の献身を裏切るように、カッとスバルの瞳が見開かれ、唐突に跳ねるように体が持ち上がる。




　驚く周囲、見上げる数多の瞳の色。それらの中、スバルは声高に叫んだ。




「――マヨネーズが、足りない！！」




　聞いたことのない単語の出現に、全員が困惑に首を大いにひねった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――ナツキ・スバルは生粋のマヨラーである。




　マヨラーとは調味料であるマヨネーズをこよなく愛する人々の名称であり、あらゆる食品にマヨネーズをトッピングすることを是とした異端者の軍勢だ。

　マヨネーズをかける――俗に言う『マヨる』という動詞が『マヨラー』という名称をこの世にもたらした、かどうかは定かではないが、その認識に従うならばナツキ・スバルは正しくマヨラーである。




　彼のマヨネーズとの関わりは、それこそ授乳期にまでさかのぼることとなる。

　そも、スバルが所属する菜月家は一家総出でマヨネーズの魅力に魅入られた一族であり、食卓にマヨネーズが並ばないことなど考えられない一家であった。




　冷蔵庫には常に予備のマヨネーズが常備されているのはもちろん、家族それぞれが名前の書かれたマイマヨネーズを所持し、チューブに直接口をつけての『マヨチュッチュ』は風呂上りの恒例行事であるほど。




　カラアゲにマヨネーズ。サラダにももちろんマヨネーズ。餃子にもフライにもデザートにもマヨネーズ。困ったことがあればマヨネーズ。暇さえあればマヨネーズ。




　――それが生粋のマヨラーにして、マヨラーであることに誇りさえ抱くナツキ・スバルの生活習慣であった。




　その生活必需品、いわば魂の伴侶であるマヨネーズを、スバルはこの異世界に突入して以来、現実時間で約一週間――スバル自身の体感時間としては、すでに一ヶ月近い期間摂取していない。

　魂が摩耗し、指先が震え、舌が油分とカロリーを求めてさまよい、目の焦点が合わなくなり始める――マヨラーにとっての禁断症状、それが起こる条件は当たり前のように彼の肉体を蝕み始め、その身を苦痛の海へと引きずり込んでいた。




「それが、白い恋人――マヨネーズなんだ」




　長い長い『恋人』との馴れ初めを語り終えるスバル。

　静聴してくれた全員に一度ずつ腰を折り、それから改めて椅子に崩れ落ちる。

　あまりの熱意に気圧されながらも、どうにか今の内容を噛み砕く各々方。そして、もっとも早く現実に戻ったエミリアが腕を組み、




「つまり、食べ慣れた調味料がないからダダこねてるってこと？」




「エミリアたんはわかってねぇよ！！」




　呆れたような彼女の物言いに、スバルは激昂して食卓を叩く。その際、手の中に握られたままだったパックが「むにゃぁ」と悲鳴を上げたが、感情が沸騰してしまっているスバルはそれに気付かず、




「マヨラーにとって、マヨネーズを感じられない日が続くことがどれだけ苦痛か。それがもう二十……いや、一週間も続いてんだ。常人なら発狂しててもおかしくない。俺の強靭的な精神力だからまだもってるが……もう限界だ」




「お、大げさな話じゃないの？　発狂だなんて……」




「伊達や酔狂でここまで手足に震えがくるか……？　信じてくれ、エミリアたん。俺の体は、マヨネーズなしじゃ生きられないんだ」




　俗説では、マヨネーズに含まれる油分がエンドルフィン――快楽物質を脳内に発生させ、それがマヨラーを生む要因になるとされることもある。

　つまり、先ほどのロズワールの発言は当たらずとも遠からず。スバルにとってはマヨネーズが切れること、それは中毒症状に陥ることと同義なのだ。




　これまでにないスバルの剣幕に押されて、さしものエミリアも言葉を切る。常にエミリアの前で軽薄な態度を崩さないスバルだ。そんな彼が決死の形相でここまで訴えかけてくる。その熱意に、拘りに、スバルのことを大げさだと笑い捨てようとしたことをエミリアは恥じた。完全にスバルの掌の上である。




「マヨネーズなしでも食事はうまい、確かにうまいさ。このパンみたいな奴も、スープ的な液体も、サラダチックな盛り合わせにしたって、水かどうかも怪しいような飲み物と相まって最高にうまいさ、うまいとも――だが、これはマヨネーズじゃない」




　食卓に並ぶ豪奢なメニューの数々を手で示し、それからスバルは頭を抱える。いまだに右手の中にいたパックが、スバルの短い髪の毛に刺さって「チクチクするよー」と騒いでいるが、それすら耳に入らないほどの悲哀。




　人の欲望には限りがない。

　スバルがこの世界において望んだのは、ただひたすらに平穏な日々。

　エミリアの傍で、エミリアを取り囲む人々の笑顔とともに、平凡で退屈な毎日が送れればそれでいいんじゃないかと、根っからのニート体質のままにそう願い、苦しい時間すらも乗り越える活力としてきた。

　だが、その苦境を乗り切って求めていた日々に辿り着いてみれば、スバルを襲ったのは『これでは足りない』という飽くなき飢餓感のみであった。




　救えない。あまりにも、人の強欲さというものは救えない。

　この日々だけに満足するのではなかったのか。求めていたものを、欲していたものを手に入れて、あとは与えられたものに満たされながら怠惰の中に沈んでゆくことだけが望みだったのではないのか。




　――否、断じて否。




　高らかに、倦怠の海に沈もうとするスバルを引き止める声がする。

　誰であろう、それは自分の声だった。胸の中で熱く、強く、激しく、求める声が反響し、立ち止まるスバルの背を『是』という単語のままに押し続ける。




　進め、進め、進め――飽くなき欲望の道を。

　前へ、前へ、前へ――いずれ求めたものに辿り着く日がくるのなら、さらにその先にあるであろう頂を目指すがいい。




　故にナツキ・スバルは求めることをやめようとしない。

　死のループから抜け出し、双子とついでにロズワールたちも無事に窮地を乗り越えさせ、エミリアとのデートの約束にもこぎつけた。

　ならばそろそろ、次の夢を見る頃合いだ。




「目的もなく、生き甲斐もない俺が、次に見る夢だ。……それが、この異世界にマヨネーズをもたらすこと。それで、なにが、悪い」




　食卓に白い妖精を、それが次なるスバルの目的。

　そんな彼の静かな意気込みを清聴し、胸を叩いたのは、




「わかりました。スバルくんのその要望、レムにお任せください」




　青髪を揺らし、目をキラキラと輝かせるレムだった。

　最近はもっぱらスバルの要請を全肯定の彼女だ。恩義のためであるとか色々と理由はあるのだろうが、困難にぶち当たるスバルを見捨てる選択肢が今の彼女にはない。




「そもそも、お屋敷の厨房を与るのはレムの担当です。そのレムの料理で舌が満足していただけないなら、相応の手段を講じるのが務め。――そうですよね」




「わかってくれる……いや、やってくれるのか、レム！」




　感動に瞳を潤ませて自分を見上げるスバルに、レムは再び胸を叩いてやる気をアピール。それから彼女は手を広げ、




「やってみせましょう。ではスバルくん、その調味料のレシピを……」




「――え？」




「――え？」




　向かい合ったまま、レムとスバルは固まって動けない。

　ぽかんと口を開けて、阿呆のようにただただお互いを見つめ合うだけだ。




　スバルが食卓に着いた手の下で、押し潰される形になっているパックが、




「重いよー」




　と、そうぼやく声だけが静かな食卓に落ちていた。




※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







「それがなくちゃ生きられない、なんて大言を口にしておいて、その作り方もわからないなんて呆れた話だわ」




「そうは仰いますけどね、お前はお前で死ぬほど好きなもんのレシピとかばっちし把握してんのかって話だよ。吐いた唾は飲めねぇぞ」




「ラムの好きなものはレムの作る食事全て。レシピはレムが知っていればラムが知っている必要なし。誰も知らないマヨなんちゃらを要求するバルスとは違うわ」




　時間は朝食後、場面は人数を減らして食堂のまま。

　食事の終わった食卓の片づけを行いながら、スバルとラムは口論に満たない言い争いを訥々と繰り返していた。




　スバルは食卓に並んだ食器を回収し、後ろで台車を押すラムに手渡す。手慣れた仕草で台車に皿を移すラムは、のろのろと遅いスバルの作業にそれ自体への文句は言わずに付き添っている形だ。

　客観的に見れば非常に効率の悪いやり取りだが、これもスバルのリハビリの一環であり、スバルの仕事の補佐はラムが自ら申し出た内容でもある。




　体の回復に伴い、いずれはロズワール邸の使用人として復職する予定のスバルだ。こうして日々の雑用の簡単なものに参加し、仕事の内容の反復と体の復調を確認する作業がここ数日で課せられた課題だった。




　なお、本来ラムの立場にはレムが盛大に名乗りを上げたのだが、屋敷全体の作業が大幅に滞る、というのを理由にそれは却下されている。

　ラムひとりをスバルに付ける分のマイナスと比較して、レムひとりをスバルに付けてしまうマイナスの比率が違いすぎるのだ。屋敷の九割が彼女でもっている現状、彼女の戦力減はそのまま屋敷の作業が一割しか完遂できないことと同義。

　立候補が即座に却下されるのも当然の話だった。




「そのへん、自覚がうまく回ればもっと自信になんだろーけどな」




　皿を回収し、食卓の上を布巾で拭きながら、軽く息をつきながらスバルは思う。

　屋敷の大半の作業はレムに依存している。ラムも手を抜いているわけではないだろうが、能力面で大きく差が生じているのは否めない。

　にも関わらず、レムの自分を卑下する性質は大きく変化を見せてはいない。多少なりとも、自身の成果を内側ではなく外側――もっぱらスバルに対してであるが、求めるようになったことは成長といえるのかもしれないが。




「それでも、四六時中、『どうですか？』『うまくやれてますか？』『おかしくないですか？』『おいしいですか？』『よかったら褒めてください』『褒めて、褒めて、褒めて！』とやられるのは精神的にも辛いもんがあるしなぁ」




　スバル自身が口にしたことなので撤回もできないが、寄りかかろうと決めたレムの体重の預け方が半端でないのだ。

　これまで溜め込んでいたものが炸裂している分、最初にちょっと出過ぎてしまっているだけだと信じたいが、このままの調子でこられると病み上がりのスバルの体調では太刀打ちできそうにない。

　とはいえ、それをすげなく振り払うことができないぐらいには、完全に彼女に対して情がわいてしまっているスバルなのだが。




「……あの子の頑固な過小評価は筋金入りだもの。幼い頃、ラムが少し優秀すぎたことが原因ね」




「自分で自分が天才だった、とか過去形で語っちゃうのって痛くない？　どんだけいい空気吸ってるとそんな発言出るの？」




「かつてのラムが相手なら、今のでバルスの首から上はないわよ。……ホントに、どうしてバルスみたいな男に期待をかけなくちゃならないのかしら」




　疲れたようなラムの吐息。その言葉にスバルは首をひねり、その先の内容を求める。ラムはことさらに呆れたような流し目でこちらを見ると、




「今まで、レムの世界はラムとロズワール様とお屋敷しかなかった。エミリア様やベアトリス様は、範囲に含まれてこそいたでしょうけど、そこまで重要視されていたとも思えない。それ以外の他人なら、なおのこと」




「あー、まぁ、確かにそんな感じの視野狭窄なイメージあるわな、レムには」




　早合点して短慮に出るのも、その傾向が強いからだろう。

　内側に閉じこもってしまうタイプだけに、結論が自分の中で完結してしまうのだ。その結論の犠牲になった経験者としては、身にしみる分析内容だった。

　もっとも、その理解があるならもうちょっとうまいこと立ち回っていてほしかったなぁと思わないでもないのだけれど。




「その目はどういう意味？」




「じとーっとした俺の視線、好きに解釈しろよ、姉様」




「いやらしい目で見るのはやめなさい。見た目だけなら同じなんだから、レムの方を好きにしたらいいわ」




「麗しいようで全然麗しくねぇな、お前の姉妹愛！」




「ま、それはいいとしておいて」




　怒鳴るスバルをあっさりとかわし、ラムはテーブルを拭いているスバルの手から布巾を奪い、滑らかに拭き掃除の役割を簒奪する。

　疲労感に腕が止まり、会話で休憩時間を誤魔化そうとしていたスバルに気付いていたらしい。ばつが悪いものを感じながら、スバルは働くラムから顔を背け、




「で、さっきの気になる続きを話せよ」




「内容がわかっていて聞くの、意地が悪いとラムは思うわ」




「直接聞かねぇで食い違ってたら嫌だろ？　とかく俺は人の気持ちがわからないことに定評のある男だぜ。円卓崩壊クラスだ」




　たとえ話の意味は伝わらなかっただろうに、ラムはスバルの言葉に吐息で応じ、続きを囁きに乗せてこちらへ届ける。




「――レムの狭かったその世界に、新しく入り込んだ異物がバルスよ。その異物がしっちゃかめっちゃか暴れて、あの子の狭い壁を少しでも広げてくれるかもしれない。そんな風に、儚い希望を抱いてしまう美少女がラムよ」




「芸風が俺と被り気味になってきてっから要注意な。――あと、広げるだのなんだのあんまし期待かけんなよ。俺は俺のできることしかやらねぇし、そもそも自分にできることでもあんましやらねぇタイプなんだぞ」




　スバルの座右の銘は『やるかやらないか迷ったらやらない』である。

　そんなことを信条に掲げてきたのが原因で、やれたのにやらなかったイベントをどれほど取りこぼしてきたことか。

　自身のダメさ加減にドヤ顔のスバル。が、それに対してラムは「ハッ」と鼻を鳴らして嘲弄を露わにすると、




「村の子どもも見捨てられず、ましてやレムを放置することもできず、挙句にラムとレムを逃がすために囮まで買って出ておいて、今さら悪ぶるとか鳥肌が立つわ」




「俺の功績を羅列すんなよ！　振り返ると恥ずかしくて顔から火が出るわ！　うわ、マジどうしたんだよ、俺。テンション振り切ってたとしか思えねぇ、キャラじゃねぇよ、こんなの……」




　赤面する顔を押さえてしゃがみ込み、スバルは自分の行いを振り返って羞恥に頭を振る。二回目のループの突破に全力を傾けた結果とはいえ、その場面場面での自分の行動の数々はなんだ。どこの熱血男なのかと、サブイボ必死である。




「クールでいなせなやれやれ系男子、ナツキ・スバルにあるまじき行動。これで颯爽と全部片付けたのが俺ってんならともかく、俺がやったことなんて全身から黒い煙吹いてあとはロズっちのおこぼれに与っただけじゃねぇ？」




「まぁ、極論するとそうなるかもしれないわね」




「やっぱり超しょぼい！　なんかやり切った気になっててしょっぱいよ、俺！」




　繰り返しの果てに辿り着いた結末だ。

　そこに至るまでの道のりで、スバルが足掻いていなかったとは断じて言わない。言わないが、過程を知らない人々の目から見れば、スバルの行いは『たまたまタイミングよく、事態の渦中に関わり続けた』という感じなのかもしれない。

　その上で決定打と呼べるほどの活躍はしていないのだから、スバルの配役は『たまたまその場に居合わせた野次馬Ａ』である。

　もっとも――、




「その場面にいてくれた。それだけで救われることがあることを、あなたもまた知るべきだと思うけどね」




　やんわりと、柔らかで穏やかな言葉がラムの唇から紡がれる。そこには彼女が常日頃から言霊に込める皮肉も、投げやりな感情もなにもなく、純粋な好意のみによって作られた温かみがあった。

　ただし、




「思い返すと、ラインハルトと一緒だったときも俺ってなにもしてねぇな！？　最後にエミリアたんの前に立ったのだけが俺の功績じゃね？　しかもそれも別に俺じゃなくてもロム爺でもできた肉壁要因だしさぁ、凹んだー！」




　自分のこれまでの功績の詳細を振り返り、打ちひしがれるスバルの耳には残念ながらそれは届かなかった。

　頭を抱えてこの世の終わりのように嘆くスバルに、不快げに眉を寄せたラムのローキックが炸裂し、膝を折られて食堂の地面にスバルが崩れる。

　それを見下ろし、ラムは唾でも吐きかけそうなほど態度を悪くして、




「やっぱりバルスみたいな落後者に期待をかけるだけ無駄のようね」




「急に辛辣な！　でも、実際、それで間違ってねぇと思うぜ？　期待まったくすんなとまでは言わないけどさ」




　蔑む視線に対して指を鳴らし、両手をピストルの形にしてラムを撃つ。両手の指先から漂うエア硝煙を息で吹き消し、




「世界を広げるだのなんだの、そんなもん赤の他人に頼ってやんなくてもお前で動けよ。狭い屋敷にこもってんのはお前も一緒だろ。屋敷のすぐ近くの村の、ガキ共の名前も知らないくせに千里眼とかプギャーと笑うぜ」




「……なにを」




「お前もレムも、どっちも視界が狭ぇよ。どっちも向かい合ってじろじろお互いの顔色ばっかうかがいやがって。どうせ一緒にいるなら、向かい合うより隣り合って色んなもん見とけよ。そっちのがよっぽど建設的で有意義だぞ」




　黙り込むラムに、スバルは指を鳴らして歯を光らせる。

　それから角度を調整して、一番の決め顔を維持すると、




「どうよ。今の俺の台詞、なかなか決まってたんでない？」




「調味料が切れたとか騒いでたのと同一人物とは思えない程度にはね」




　手厳しい、とスバルはラムの反論に苦笑いで応じる。

　それからぐるりと食堂を見渡し、




「まぁ、長い目で見ておいおいやってこうぜ。その内にレムにも見えてくるもんがあんだろ。色々と比較して悩んだこともあったけど……落ち着いて考えてみたら、姉様なんて自分に比べたら全然大したことない人材だわ、と気付く日が」




「……そうね。早く、そうなる日がきてほしいわ」




　からかい半分のはずが憧憬すら込めて返され、スバルは思わず口ごもる。

　言葉には強がりや偽証の雰囲気はない。事実、そう思っていることが伝わってくる言い方だ。




「実際、妹がそうやってお姉様離れする日がきたらどうしますかよ」




「それでも、偉いのは先に生まれたラム。――その事実だけは変わらないわ」




　清々しいほどの断言に、スバルはそれ以上の言及の野暮さを悟る。

　もっと以前から野暮な状況に首を突っ込んでいた気もするが、それはそれとして思考の彼方へ。




　見れば、スバルの仕事を引き継いだラムの作業も終了している。

　けっきょく、終盤はほとんど彼女に任せきりにしてしまったところは自省の至りだ。体力面の回復もまだ甘い。それを隠し切れない未熟さも。




「エミリアたんとかレムには見せられねぇしな」




　前者には弱いところを見せたくない。後者には負い目を感じさせたくない。

　どちらも男の子の意地であり、『やるかやらないか迷うまでもないこと』である。




「それにしても、マヨなんちゃらのためにレムの仕事量が増すのは姉としていい気分ではないけど？」




「今のレムは方向性が曖昧だからな。全方位に頑張りすぎてその内にオーバーワークで吹っ飛ぶぞ。一個だけ明確な目標与えてやれば、とりあえずそれだけに集中してくれるだろ。視野狭いんだから」




　冷静沈着そうに見えて、思い込んだら一直線を地で行くレムだ。

　今頃はスバルの口にした未知なる調味料を完成させること、そこにしか意識が向いていまい。それ以外の仕事への没入度は下がり、多少なりとも無理のハードルは下がっていることと思う。




　そのスバルの返答にラムは感心したように眉を上げ、




「驚いたわ。そこまで考えてあんな戯言を」




「どうせ褒めるならおざなりでなくて、心から褒め称えたいのが俺の心情。そして今の俺が心より欲するのは白い恋人――俺もレムもｗｉｎｗｉｎな関係だろ？」




「うぃんうぃん？」




　腰と腕をひねってウィンウィンとやるスバルに、ラムは珍しく困惑顔。

　負い目も弱いところを見せることも、特段警戒する必要のないラムとの会話は疲れなくていい。

　心地よい疲労感と、会話を楽しんでスバルは体重を預けていた卓から手を離し、




「さて、それじゃ次の仕事すっか。あとは――」




　食堂の片付けも終了し、とりあえずレムの仕事の手伝いにでも――食堂の扉が乱暴に開かれたのは、ちょうどそんなタイミングだった。




「スバルくん！　姉様！」




　開かれた扉の向こうで息を切らし、顔を明るく輝かせるレムの笑顔。

　息を弾ませ、肩を揺らすレムは食堂が片付いているのを見ると満足げに頷き、




「食堂のお片付けも終わっていますね。――では、午前中のお仕事は終わりです」




　本来、午前中の仕事が片付くまでの予定時間まで二時間近くある。それらを全て省略する働きぶりを行ったと言外に告げるレム。

　その疾風迅雷ぶりを想像し、内心で戦慄を隠せないスバルとラム。そんな二人にレムは変わらない笑顔のまま大きく手を広げ、




「それではさっそく、『まよねーず』作りのお時間にしましょう！　頑張りましたから、お昼まで何度でも挑戦できますよ！」




　嬉しそうに、張り切って手を叩く青髪の少女。

　その彼女の満面の微笑みの上、白いヘッドドレスの向こう側から、美しい光沢の純白の角が覗いていたりなんかして、




「鬼化までさせて……オーバーワークさせないための手段が聞いて呆れるわ」




「いや、これはお前の育て方にも問題あっただろ」




　顔を向かい合わせ、互いの落ち度を意地汚く指摘し合うスバルとラム。

　そんな二人のやり取りを前にして、手を合わせたレムは不思議そうに首を傾ける。




　傾いだ彼女の頭頂部で、白い角が光を反射して眩く輝いていた。
番外編１下　『第一次マヨネーズ騒動』
「マヨネーズを作る上で必要なもの！　まず第一に愛情！」




「はい、お任せください」

「そういうのはいいから」




　妹と姉の両極端な反応に挟まれて、スバルは拳を固めて力説していた。

　現在は場所を厨房に移し、執事服の上から簡易のエプロンを装着。やる気に満ち溢れた顔のレム（角はさすがに引っ込んでいる）と、退屈そうな眼差しを隠しもしないラム（皿洗い中）と協力し、いざマヨネーズ作りを、というところである。




「うろ覚え知識全開だが、それほど材料は多くなかったと思う」




「既存のものを混ぜ合わせるだけで作れるなら、難易度は高くはないわね。これがもし熟成させたり、発酵させたりしなきゃいけないならとても追いつかなかったわ」




「そんなややこしい手段でもなかったはず。母ちゃんが自家製のマヨネーズ作ったとき、もうちょいちゃんと興味持っとけばなぁ」




　今さら思い返しても後の祭りというやつだ。

　『マヨネーズ作りにさらなる発展を！』とスバルの母が発奮したとき、集めていた材料は特殊なものはなかったように思う。結果としては自家製マヨネーズは失敗し、飽き症の母親は即座に見限って市販のマヨネーズをマヨチュッチュしていたが。




「むしろ家の場合は親父の方が凝り性だかんな。けっきょく、自家製マヨネーズ完成させたの親父だし、市販には劣るって理由で食卓にも上らなかったけど」




　完成作は父親が責任を持って処理していた記憶。

　今になって思えば、一マヨラーとして家庭用と市販の違いを積極的に舌で確かめておくべきだったと思うが、それもアフターフェスティバルである。

　しかし、こうして時間を経てスバルもまた自家製マヨネーズに挑む機会が訪れるとは――血は争えない、ということだろうか。




「さて、過去回想はいいとして、そろそろ愛情以外の材料に入ります。えー、まずはやっぱり欠かせないタマゴ」




　マヨネーズといえばタマゴ。タマゴ料理大好き人間であるところのスバルにとって、切っても切り離せない王道材料である。もっとも、




「スバルくんの話だと鳥類のタマゴがいいとのことでしたので、そちらを用意させていただきました。普段の調理に使っているものと同じものです」




「それでいいさ。奇抜な方向にいくのはメシマズの第一歩だからな。特にこっちと俺の故郷とじゃ若干の差異があるから、そこには細心の注意を払わにゃならん」




　生態系の違いがあるから、完全に元の世界と材料が一揃えというわけにもいかない。料理関係はかなり似通っているとはいえ、同一でないことは忘れてはいけない要素だ。ちょっとの冒険のつもりが、予想外の大冒険に繋がることもあるだろう。




「なにせ料理の理は理科の理でもあるからな。科学系の実験と似たような心持ちで、冒険なんてもってのほかだぜ」




「スバルくんがお望みなら、材料ももっと高価なもので揃えたりしたんですけど」




「成功するか失敗するかわからないものに大金なんてかけてたら破産すんよ？　ちなみに高級なタマゴってどんな感じの？　銘柄鶏的な？」




「飛竜のタマゴなどが極稀に、市場に流れる可能性がある最高級品ですね」




「竜のタマゴ使ってマヨネーズとか恐れ多いな！？　そんでもって確かここって親竜王国とかってお国じゃなかったかしら！？」




　竜を崇めるはずの国で、竜のタマゴを食べる風習があるのはどうだろうか。

　そんなスバルの疑問にラムが呆れたような吐息を漏らし、




「竜と龍を一緒に考えてるからそんな誤解をするのよ。貴きドラゴン様と、種族としての竜種の間には越えられない壁がある。わかるかしら？」




「口で言われるとニュアンスの違いがイマイチ伝わんないんだけど……つまり、竜とドラゴンは扱いが違うってこと？」




　当たり前じゃない、とばかりに肩をすくめられてスバルは不満顔。と、そんなスバルの袖を引くレムが上目にこちらを見て、




「ですから心配しなくても大丈夫です。なんなら、今からでも飛竜のタマゴを調達してきますけど……」




「調達って言い方だと、買ってくるじゃなくて狩ってくるに聞こえる不思議！　まぁ、別に最初はニワトリスタートでいいよ。舌が満足できなくなったら頼む」




　自他共に認める安物好き舌なので、高級感溢れる方向へ走る可能性は低いが、提案を無碍にされたと思えばレムの凹む姿が目に浮かぶ。保留という形で提案を受け入れ、レムの顔も立てたところで、




「はい、そんでもって材料第二弾、アブタカタブラ油！」




「もともとお屋敷で使用しているものは一級品ですので、こちらは問題ありませんね。壺で備蓄していますから、どれだけ使われても大丈夫です」




「しかし改めて考えると、屋敷のもんを完全に私用状態なんだけどそのへんって怒られたりしないのかな？」




　朝食の席に同席していたロズワールはこれといって言及していなかったが、目的がかなり私心に傾いた内容であることは間違いない。

　あまり調子に乗って、主との不和の原因に――とかは避けたいところなのだが、




「安心してください。私事に使った分はちゃんと、あとで実費で補填しておきます。スバルくんはなにも心配しなくていいんですよ」




「優しげな言葉に騙されそうになるけど、それ頼ると俺クズ過ぎねぇ！？」




　自分の貯蓄を切り崩すことを躊躇わないレムの言葉に、スバルは自分の給金が出たら折半することを約束して折り合いをつける。全額負担はレムによって固辞されてしまったため、そこで妥協するのが精いっぱいだった。




　身を削る献身を生き甲斐としてしまっている現状、やっぱりあまりよくないとスバルは思う。そんなスバルと妹のやり取りを横目にするラムの視線も、絶対零度の状態から温度を上げる予兆も見えない。

　先行き不安な依存状態のレムを相方にしたまま、スバルはため息を胸中で噛み殺してマヨネーズ作りの続きへ。




「んで、主な材料は以上。残りはえーっと、まず塩」




「ソルテですね」




「あとは胡椒？」




「ペッパもこちらに」




「砂糖……はいらなかったような気がするけど、一応」




「シュガーも用意してあります」




「砂糖だけなんのひねりもないのはなんだろな……」




　並べられた香辛料の数々を前に、スバルは「さて」と顎に手を当てる。

　タマゴに油、そしていくつかの調味料――主な材料はこんなところだったと記憶している。問題は、これらをどんな順番で、どんな配合量で合わせるかだが。




「まずは千里の道も一歩から。失敗するのは織り込んで着実にいこう」




「はい、そうですね。だから、失敗、しても、レムを、見捨てたり……」




「うおおい！　なにが琴線に触れたの！？」




　スバルの袖を摘まみ、カタカタと小さく震えるレム。

　評価に対して異常に敏感な状態の彼女にとって、失敗前提の作戦はかなり精神的に辛かったらしい。つまり、トライアンドエラーの作業は相性が悪すぎる。

　小刻みに震えるレムをどうにかなだめて、スバルは安心させるように頷き、




「だよな、そうだよな。最初から失敗覚悟とかアンダードッグ丸出しな根性はよくねぇよ。何事もスパッと、一撃必殺で決めちゃう意気込みでいかなきゃな！　そう、俺はもともとわりと空気読まずに一発正解を引く性質だったじゃねぇか。ちょろいちょろい」




　気負わない風を装って胸を叩き、スバルは内心冷や汗塗れで材料に向き直る。

　隣のレムが心配げにこちらを見ている以上、失敗覚悟で適当な組み合わせを試すという作戦はすでに取れない。

　ほんの数日前までの緊張感――それが早くも蘇り、スバルの心臓は痛いくらいの速度で血液を送り出し始めていた。




「マジ厨房は戦場だぜ……よし、やってみよう。レム、タマゴくれ」




「はい。二百個くらいで大丈夫ですか？」




「泳げるぐらいマヨネーズ作らせる気か！？　一個でいいよ！」




　レムの持ち上げる籠にはタマゴが山ほど入っていて、彼女の意気込みが伝わってくる。その勢いに逆に尻込みしつつ、スバルはタマゴを一個だけ回収し、とりあえず手近な器の中に中身を割って作業開始。




　器の中に落ちた黄身とにらめっこしながら、そこにかなり適当な感覚で塩と胡椒をぶんまく。迷いを見せてはいけない。隣に立つレムの信頼に満ちた眼差しを思えば、ここで戸惑って彼女の瞳を曇らせることなど言語道断。

　変な使命感に背中を押されたまま、スバルは自分と頭の中の両親を信じる。泡立て器でタマゴと調味料を掻き混ぜ、混ざってきたと思ったら油を投入する。思い出した。そう、なにはなくとも混ぜ混ぜが重要だと、両親は言っていた気がする。

　油を、もっと油を。情熱で器の中のマヨネーズが燃え上がるほど、一心不乱に油を注ぎ込み、親の仇にでも巡り合ったかのように泡立て器を走らせるのだ。




　息が切れ、額の汗が顎を伝い、次第に視界すら白濁とし始める。それでもなお、届かぬ領域へ届かせるように、想いを込めて混ぜに混ぜる。

　音が遠くなり、世界から色が消えていく。しかし、代わりに感覚は鋭敏になる。肌に触れる空気の動きさえわかるような超感覚の世界で、スバルは器の中のマヨネーズを見つめ続ける。そして、確信した。




「分離しちゃった」




　やっぱり勢いだけじゃ無理だった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――その後、マヨネーズ作りは熾烈を極めた。




　一進一退の攻防、といえば聞こえはいいが、勝敗ははっきり言って全敗。

　いくつものタマゴを犠牲にして、積み上がるのは累々とした失敗作の山。否、山ではなく、なんだか黄色っぽかったり白濁としていたりで、目にするのも嫌になるような訳のわからない液体の海だ。




　山ほどあったタマゴも数十個を犠牲にしたあたりで、スバルは命の浪費に耐え切れなくなって、




「クソ！　また届かない！　どうしてだ！　やり方は間違っていないはず……なにが足りない！？　どうすればいい。異世界にマヨネーズを持ち込むことに、まさか世界が干渉して阻もうとしているとでも言うのか――！？」




　異世界召喚もので、現代から文明を持ち込んで文化爆発させるのは一種の様式美。これといった知識のないスバルには遠い夢に思えたが、まさかこんな落とし穴が存在するとは思ってもみなかった。




「チクショウ、恐るべし、世界観の揺らぎ。マヨネーズでこんだけつまずくってことは、もっと大規模な知識は持ち込むことすら不可能か……」




　落胆で心が折れそうだ。

　かつてここまでスバルの心が、ここまで絶望感に打ちのめされたことがあったろうか。伸ばしても伸ばしても、手の届かない領域。

　それをこんな日常の一幕で思い知らされて――、




「いや、思い返すとけっこう絶望してるな、俺」




　わりと心が折れる的経験値は溜まってきている自覚。

　残念なことにこの手の経験値はいくら溜めても耐性には影響しないし、成長してレベルアップするということとも無縁の捨てパロメーターだが。

　ともあれ、そんな感傷が思い浮かぶ程度には失敗に失敗を重ねたわけで、さぞやラムとレムの落胆を招いたことだろうと肩を落として隣を見る。と、




「だいぶ形はできてきた気がしますけど、味が全然です。姉様はいかがですか？」




「油を少しずつ足して、ソルテとペッパで味を調節。掻き混ぜるのは根気がいりそうだから、ラムには向かない仕事だわ」




　器に泡立て器を差し入れて掻き混ぜながら、歓談ついでに作業をしていた。

　おまけにちらりと覗き見ると、




「あれあれあれれ？　俺より予備知識ないはずなのに、マヨネーズっぽい原型とかできてる気がするのはなぜにホワイ！？」




　ラムとレムの器、そのどちらにも微量ながら粘度の高い物体が生まれ始めている。若干、ラムの手製のものの方が理想形に近いようだが、




「な、何故に？」




「これが料理をするものとしないものとの違いよ。些細な知識の有無なんて問題にもならない。付け焼刃がなんの足しにもならないことを知るがいいわ」




「料理っつったって、お前の料理なんて蒸かし芋ぐらいしか見たことねぇけど！？」




　とっさの反論も負け惜しみオブ負け惜しみでしかなく、「ハッ」と見慣れた仕草で鼻を鳴らすラムに対してぐうの音も出ない。

　一方、差をつけられて落ち込むスバルを慰めるようにレムは微笑み、




「大丈夫です。スバルくんはスバルくんの思った通りのやり方をやってください。料理をするレムからすれば不合理で、理屈に合わない上に、正直タマゴに対して申し訳ないなぁと思わなくもないですけど、それもスバルくんの生き方ですから」




「久々にきたな、遠回しな毒が！　俺の生き方にまで言及するのやめてくれる！？　マヨネーズ作りでそこまで判断されたくねぇよ！」




　フォローしている風で全然していないレムの言葉に叫び返し、スバルは二人の手元をうかがって違いを見比べる。

　と、スバルが目を皿のようにして眺める中、彼女らはその粘性のあるマヨネーズ未満の物体に少しずつ油を継ぎ足し、




「あー、なるほど。一気に入れないのか」




「たくさんの量を注いでしまうと分離が早まってしまいますから。あとは根気よく掻き混ぜることです。短慮さと根気――身につまされますね」




「わぁ！　すごい！　レムってば最高！　よく気付いた！　よくぞ見抜いた！　偉い偉い、ワンダホー！」




　自分の発言で勝手に沈んでいきそうなレムを、軽い賛辞の言葉で引き止める。言われたレムはパッと表情を明るくして、「そ、そうですか」と照れ笑い。

　若干、面倒くさい上にちょろい性格になってきている。




「そのあたり、うまいこと自覚させるためのマヨネーズだったんだけどなぁ」




　いちいち自己評価を求めるのは、自身への過小評価の強さが原因だ。

　故に、自信さえ持てれば今の『子犬的かまってちゃん』状態から抜け出せるに違いない。というのが、数多の漫画やゲームに触れてきたスバルの考えである。

　実際、屋敷の大半の仕事はレム抜きでは回らないというのに、それが当たり前になりすぎていて、その功績をたたえられることが少なすぎる。それすらも、彼女にとっては『まだまだ足りていないに違いない』と考える要因になっているのだろう。




　だからこそ、未知なるものに挑ませる意味でのマヨネーズ作り。

　彼女抜きでは完成し得ないだろう内容を達成することで、少しばかりでもレムの自信につながることを願う。

　そんな思いからの提案だ。よって、断じて私利私欲が全てなのではない。




「なのに、お前の方が調子よくてどうすんだよ。ホント空気読めねぇな、お前」




「風を読むのが得意なラムになんたる暴言。ラムの手元が見えないのかしら」




　じと目で小声の文句をつけると、ラムは鼻を鳴らして目で己の手元を示す。彼女の手の中の器、そこに生まれているのは小規模の風の渦だ。それが泡立て器の先端を掴み、人力では為し得ない超速での撹拌を可能としている。

　すさまじい速度の螺旋の中、着々とマヨネーズ未満がマヨネーズへとフォルムチェンジしていくのを見届け、スバルは「うんうん」と笑みで頷き、




「お前のその要領の良さが今は憎い」




「身体的なものは別として、頭が冴えてしまうのは仕方のないことじゃない？　それにバルスの思惑はどうあれ……」




　こちらを流し目で見たあと、思うところがあるような視線をレムに向ける。レムはその視線に気付かず、自分の手元の泡立て器を回転させるのに一生懸命だ。

　そんな妹の横顔に、姉はわずかに口元をゆるめて、




「頼られれば、いいところを見せたいと思ってしまう。ラムの姉としてのちっぽけなプライド――それをどうこうする権利がバルスにあるとでも？」




　能力で妹に劣ると認めてはいても、それでも姉であることを自認するラム。

　スバルの思惑は彼女にとってもマイナスではないはずだが、ラムにもラムなりの、レムとの接し方への信念がある。となれば、そこへの言及は野暮でしかない。

　そうはいっても、




「けっきょく、お前が先に完成させちまったら、レムの自信にならねぇだろ。『やっぱり姉様はすごい。それに比べてレムなんて……』って負の螺旋に陥ったらどうする。これ以上、俺べったりになって面白くねぇのはお前も一緒だろ」




　ますますスバルへの依存度が上がるのは避けたいところである。これ以上にご褒美要求が過剰になると、下手すればトイレにまでついてきて、尻を拭く作業まで申し出てきかねない。恐怖である。

　そんなスバルの戦慄を余所に、ラムは吐息をこぼして「そんなことにはならないわ」と呟くと、




「そろそろ、ラムもマナの使用を控えないといけないから完成しない。道さえ示してあげれば、あとはレムが勝手に歩くでしょう。最初に道をつけたという事実があるから、ラムのプライドも傷付かない。落とし所はそれで満足？　バルス」




「マジ可愛げねぇよ、姉様。――ひょっとして、無理させたか？」




　魔獣の森で、風の魔法を使いすぎて動けなくなった彼女のことを思う。

　もしも今回のことで負担をかけてしまったとしたら、それはスバルの落ち度でもあるのだ。が、彼女はそのスバルの問いには首を横に振り、




「純粋にラムの益がないからやめるだけよ。これを完成させても、喜ぶのはバルスだけでしょう。ああ、なんて心踊らない。もうやめるわ」




　言い切り、ラムはポイっとあっさり器を流し場へ投げ出してしまう。

　いっそ清々しいくらいの潔い見切りっぷりであり、今のがたとえ真実であっても、事実を隠すための方便であったとしても、スバルをいらつかせるには十分なほどの破壊力を秘めていた。




「姉様？」




「レム。ラムは疲れたから抜けるわ。食堂の方でお茶でも飲んでるから、お昼までは適当にバルスに付き合ってあげなさい」




　掻き混ぜるのに夢中で話に参加していなかったレム。その彼女の呼びかけに口早に応じて、ラムは憮然とするスバルの肩を小突くと厨房を出ていった。

　傍若無人な振る舞いに言葉もないまま、スバルはやれやれとラムが投げ出した器を回収し、




「んだよ、だいぶいい感じになってるってのに投げやがって。俺がここに到達することもできず、何匹のヒヨコの命を犠牲にしたか……」




　自分の連敗ぶりがいよいよ情けない。そんなぼやきを口にしながら、スバルは器の中に指を差し入れると、やや黄色がかったマヨネーズ未満を口に運ぶ。が、




「だいぶ、食感は近い気がするけど……うぇ、やっぱなんか違う」




　濃厚な油っぽさといい、見た目といい、だいぶ求めたマヨネーズに近い。のだが、肝心の味がそれとは完全に別物だ。

　なにかが足りない気がするのだが、塩や胡椒の多寡が原因ではない気がする。

　あくまで味付けの一環である塩や胡椒、それらとの違いはなにか――もっと肝心のなにかが抜けている。




「材料、なんか足らねぇんだよなぁ。なんだろ、わっかんねぇ……甘さとも、辛さとも、しょっぱさとも違う気がするんだが……」




　何度も器の中身を舐めて、首をひねるスバル。

　純粋に味として未完成なマヨネーズ未満、それをいくら舐めても油っぽさが先立つばかりであり、繰り返す都度に気持ち悪さが募っていく。




　そんなスバルの隣で同じように器の中身を口にするレム。彼女は瞑目し、口の中に広がる油っぽさを吟味しながら、何事か迷うように「ううん」と呟く。

　見た目だけなら完成形に近い。問題はあと一歩、なにかが足りないところにある。そんなスバルの思惑は、ふいに目を開いた彼女の一言に遮られた。




「――酸味」




「ほえ？」




「この味の雰囲気だと、少し酸っぱさが加わればおいしく感じる気がします」




　レムの提言に目を瞬き、スバルは確かめるようにマヨネーズ未満を口へ。

　濃厚な油っぽさの中に純粋な気持ち悪さが広がる。が、そこに舌が痺れるような酸味が加わればどうだ。――想像の中の形に羽が加わり、マヨネーズ未満が高らかに青い空へと浮かび上がる。今、答えが見えた。




「酸味！　そうだ、酸味だ！　酸っぱさが足りないんだ！　なんだ、なにを足したらいい！？　酸っぱいもの酸っぱいもの……ミカンとか！？」




「レモムの実か、ビネギーを足すのが一番いいと思います」




「レモン汁かお酢か！　俺も同意見だ！　これで正解なら、夢広がるな！」




　レムの意見に従って、スバルは厨房の奥から調味料を引っ張り出す。レモン的な果物を潰して果汁を搾ると、喉の奥まで悲鳴を上げたくなるほど濃密な酸味の臭いがほとばしるお酢っぽい液体を流し場へ。

　二つの酸味が用意され、スバルはレムへ頷きかけると、ラムが投げ出した方へレモン汁を。レムが抱える器の方へお酢を注ぎ、




「あとは一心不乱に掻き混ぜる！　魂が、擦り切れるほどに……！」




　先ほどの反省点から、口調の勢いのわりには注ぎ足す量は少なめに。

　少しずつ少しずつマヨネーズ未満に加えて、逸る気持ちを押さえながらも撹拌して形を整えていく。

　時間をかけ、愛情を込め、気付けばスバルの目の前で、マヨネーズ未満はひとつのマヨネーズの形への進化を遂げていた。




　息を呑み、からっからに渇いた喉に痛みすら感じる。

　そんな状態でありながらも、心は水ではなく、眼前の粘性の高い物体を求めてやまない。




　振り返る。レムがいる。彼女は頷き、スバルの意思を後押ししてくれる。

　彼女に頷き返し、スバルは器に向き直った。漂ってくる油っぽい香りと、そしてわずかに鼻をくすぐる酸味――間違いない、とスバルの中のマヨラー精神が声を上げる。

　今、異世界において、スバルは新たな道を切り開いた――。




　指を突っ込み、すくってみせる。

　指先をまったりと白く染めるそれを愛おしげに眺め、スバルはそれを口に入れる。艶めかしく、どこかエロティックに指をしゃぶるスバル。隅々まで舐めつくし、音を立てて指が唇から引き抜かれる。

　陶然とした面持ち。そして、スバルはレムへ振り返り、




「――まっず！！　失敗してた！！　これじゃなかったっ！　おえっ！！」




「だ、大丈夫ですか！？　量が違ってたとかじゃなくて？」




「違う違うもう根本から間違ってる！　ワサビとカラシとハバネロとが全部辛さの味が違うみたいに、これも酸っぱさのカテゴリーエラーだよ！」




　レモン汁での酸味付けは見事に失敗。

　口の中のマヨネーズ未満改めマヨネーズ外に変貌したそれを泣く泣く流し、スバルは濁り切った瞳をレムの方へ向ける。




　希望が先立っただけに、現状の不安の要素はあまりに大きい。

　レムの方まで失敗していたら、と思うととてもではないが立ち上がれない。だが、それでも確かめずにいられないのもまた事実。

　スバルの期待と負感情で混ざり合った視線を向けられ、レムは自分の手の中に、彼の抱く希望の全てがかかっていると理解したのだろう。




　自然、彼女の中にもその事実への覚悟が生まれてきたようだ。

　息を呑み、顔を上げた彼女の表情からは迷いが消えていた。そして、そこには自らの評価を求める、というような弱い感情も失われ、ただただ純粋な、目的のために挑む求道者のような佇まいだけが残されている。




「――レム」




　スバルの懇願に、レムは小さく頷く。

　もはや二人の間には言葉は不要だった。




　スバルの信頼に応えるべく、レムは器の中にそっと指を差し入れる。

　指先に付着する白濁した液体を、ジッと見つめて、ほんの数秒だけ制止。その数秒の停滞の間に彼女がなにを思っていたのか――それは誰にもわからない。




　ただその停滞が解けた瞬間、レムは躊躇わずにそれを口の中に入れていた。

　確かめるように舌が動き、白い指先を赤い舌が艶めかしく横断する。桃色の吐息が指先に残され、口の中に滑り込んだそれを目をつむるレムが味わい尽くす。

　短い時間、それだけの邂逅――だが、永遠にも似た停滞がそこにあった気がしていた。そして、彼女の目が開かれたとき、スバルはただ空白を口にして彼女に問う。




　それへの答えは――、




「今日、ここで生まれたこの味を――マヨネーズと名付けましょう」




　異世界にマヨラーを波及する、最初の一歩となる言葉であった。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　マヨネーズ作りが見事に完成へ到達したのは、普段ならば昼食を作り始めていなくては間に合わない時間のことだった。




　喜びも束の間、決まったルーチンワークをこなせないかもしれない現実に冷や水を浴びせられかけた二人だったが、そんな二人を救ったのは他でもない。




「そんなことだろうと思ったから、準備はしておいたわ」




　と、自らの得意料理であるところの『蒸かし芋』の準備を終えていたラムだった。

　正直、彼女の蒸かし芋の味は保障されているものの、貴族邸の昼食メニューとして出すには些か問題があるように感じられる。

　が、その問題の解決に役立ったのは、それこそ問題の切っ掛けとなったマヨネーズであった。




「――そんなわけで、これが俺の故郷に伝わる究極の調味料マヨネーズである。素の蒸かし芋に付けることでより味がわかるテイスト。さあ、実食あれ！」




　さも、ちゃんとした昼食メニューを用意しなかったことには理由があるんですよ、とばかりのスバルの振舞い。

　豪奢なテーブルの上、きらびやかな食器の上に乗っているのは、温かな湯気の立つ蒸かし芋と、それにトッピングされたマヨネーズのみのシンプルなものだ。




「これはまーぁた、思い切った食事だね？」




「マヨネーズのすばらしさをみんなにもわかってほしくてな。ラムやレムには無理を言って、余計なものは一切合財取り払ってもらった。なにか文句があるなら全部俺に責任があっから言ってくれ。そしたら」




「そうしたら？」




「魔獣騒ぎの件での功績で、この昼飯の無礼をチャラにする……！」




「エミリア様の命を救ったときの件でもそうだけど、スバルくんってばかなーぁりご褒美の使い方が下手糞だよねぇ」




　ロズワールは苦笑してスバルの無礼を許容。

　彼からすれば、スバルの拙い言い訳などあっさりと見抜いていたことだろう。特にスバルの後ろで、申し訳なさそうに佇むレムの姿があるのだからなおさらだ。

　もっとも、蒸かし芋を出すことになんの躊躇いもなかったラムは、瓜二つの妹の隣で堂々と胸を張っている。大した胆力である。




　そうしたやり取りの傍ら、目の前のメニューに抵抗感があるのはロズワールだけではない。見れば、スバルにとってはもっとも反応が気にかかる相手であるエミリアも、マヨネーズのかかる蒸かし芋をしげしげと見回しており、




「どうよ、エミリアたん。食べられそう？」




「初めて見るから、ちょっと恐いっていうのが本音。レムが保障してるんだし、スバルがあれだけ言うくらいだから、おいしいって信じたいんだけどね」




　さすがに初見で躊躇なく口にできるほど、穏当な見た目はしていない。

　ここはひとつ、食べさせても罪悪感の働かない相手に食べさせよう、とスバルが決心して食卓を見回すが、




「あれ、ベア子は？」




「ベアトリス様なら、食堂に入った途端、メニューを目にして回れ右したわ」




「あのロリ、あとで覚えてろよ……」




　お残しは許しません、とスバルはあとで書庫にマヨじゃがを持っていくことをこっそりと決意。

　けっきょく、先陣を切らせる相手が見つからないままスバルはため息をつき、




「わかった、仕方ない。じゃあ、次点でパック頼む」




「ええ、ボク？」




　苦渋の決断とばかりに首を振り、スバルは先陣の栄誉を小猫に譲った。

　エミリアの隣の位置、皿に小ぶりの蒸かし芋が置かれ、その正面にちんまりと座る形でいたパックだ。

　手で顔を洗ったり、尻尾の毛づくろいをしたりと話の蚊帳の外にいる感を演出していたようだが、そうは問屋が下ろさない。




　スバルの熱視線にパックは困った顔でエミリアを見上げる。が、当のエミリアもそのパックにすまなそうに顔を曇らせると、




「パック、お願い」




「……リアに言われると弱いなぁ。もう、仕方がない」




　パックは不本意そうに頭を叩くと、ゆっくりと蒸かし芋に向き直る。

　それから黒い眼でスバルを見上げ、ピンク色の鼻を震わせてぽつりと、




「ちなみにもしもボクが死んじゃうと、周囲一帯をリアを除いて氷漬けにする道連れ式の術式を組んでいるんだけど……どうかそのことを忘れないで」




「さらっと恐いことを告白するな。そんな心配しなくても大丈夫だよ！」




　パックの今生の別れみたいな発言に突っ込みを入れると、彼はその小さな体を揺らして蒸かし芋に取りつく。そして、小さな口を開けるとその塊にかぶりつき、




「ほむほむ、おいしいよ」




「芋部分だけじゃなく、マヨネーズにもちゃんと取り組め」




「ばれたか。じゃ、あーん」




　芋だけで誤魔化そうとする姑息さを指摘され、パックは照れ笑いしてマヨネーズを舐める。芋とマヨネーズを口の中で咀嚼し、全員の注視を受けるパック。

　スバルもまた、完成品を自分の舌で確かめていたとはいえ、それが未確認の相手からどう評価されるかは未知の部分だ。自然、緊張感をみなぎらせてパックの反応を待つ。と、灰色の小猫はゆっくりとその場の全員を振り仰ぎ、




「――うん、おいしいんじゃないかな」




　と、肉球で蒸かし芋を軽く叩き、太鼓判を押してくれたのだった。







　パックのお墨付きがついたところで、昼食の席は正しく開始される。

　最初は警戒の色が消えないエミリアだったが、一度、観念したように蒸かし芋を口の中に放り込むと、そのマヨネーズの深みのある味に舌鼓を打ち、




「あ、おいし。やだ、止まらなくなっちゃう」




　と、不本意そうに蒸かし芋をいくつも口にして、ご満悦の様子だった。

　ロズワールも「これはおいしいねぇ」と貴族級の舌も満足させられたようで、マヨネーズ伝道者としてスバルも胸を撫で下ろす結果になってくれた。




「よっし、大成功と。レム、よくやってくれたな」




　思いがけず高評価の状態に満面の笑みを浮かべ、スバルは後ろでいまだに固まっていたレムの肩を叩く。

　レムはその呼びかけに恐れ多いように俯き、




「いえいえ、レムのしたことなんてそれほどでもないですから。これも全て、スバルくんの行動の賜物ですよ。レムは没頭しすぎて、昼食の準備も忘れてしまうくらいで……姉様とスバルくんがいなかったら、ロズワール様にどんな叱責を受けたか」




「なんでそうマイナス解釈すっかなぁ。俺とかラムの悪知恵を評価できんなら、自分のことももっとちゃんとプラスに見れねぇ？」




　レムの過小評価を受けて、スバルは肩をすくめるしかない。

　実際、ラムとスバルの行動は悪知恵の塊であり、その片棒を担がされる羽目になったレムが評価するようなことはなにもない。

　むしろ、仕事外のことをさせた結果、レムに後ろめたい気持ちを抱かせてしまったスバルの方こそ申し訳ないぐらいだ。




「レムのおかげでマヨネーズは完成した。これで俺も、こっちでも食卓という場所に花を咲かせられるわけよ。感謝してるぜぃ」




　が、ここでそれを蒸し返しても謝罪合戦に突入するだけだろう。

　ので、スバルは勢いで押し流してしまうことを選択する。




「――レムの、おかげですか？」




　そんなスバルの思惑に見事に乗っかり、パッとレムは顔を明るくする。

　彼女のお手軽感に内心苦笑しつつも、そこも可愛いところかと納得してスバルは頷き返し、




「おお、もちろん。レムがいなきゃ、今日の成功はあり得なかった。誇っていいぜ」




「お役に立てましたか？」




「もう、バリバリ。おかげでマヨネーズ依存症の俺の命は救われた。そりゃもうホントに危険域だったんだから」




「危険域……」




「危うくマヨネーズにどっぷり浸からなきゃ死ぬかもレベル。おかげさまで命拾いだ。神様、仏様、レム様、エミリアたんって具合だな」




　いよいよもって適当さが留まるところを知らないスバル。

　レムはそんなスバルの言葉に生真面目な顔でうんうんと頷き、




「わかりました。任せてください」




「――うん？　わかった。超任せるぜ！」




　よくわからないが、レムの自信につながるのならばそれもありだ。

　サムズアップしてそれに応じて、スバルもまた大絶賛の昼食へありつくためにエミリアの隣へ向かう。




　その後ろで、レムが静かに決意を固めるように、ガッツポーズしているのに気付かず。







※※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※　※







　――マヨネーズ作りから一晩明けて、翌日の早朝。




　使用人としての朝は早く、スバルもまた早々にベッドを抜け出すと、欠伸を噛み殺しながら屋敷の廊下を歩いていた。




　昨日は色々と大変ではあったが、マヨネーズがこちらの世界で食べられるようになったのは得難い幸運だった。

　今後、食生活の違いに大きく悩むことも減るだろう。レム様様だ。

　と、




「そんなこと考えてたらまさに。おはよう、レムりん」




「――あ、スバルくん。おはようございます！」




　スバルより先に目覚めていたらしきレムが、廊下の向こうからこちらへと息を弾ませながら駆け寄ってくる。

　パッと顔を明るくして、スバルの反応を待っているような彼女に苦笑。それからスバルは「あー」と前置きして、




「昨日は色々とありがとな。おかげで故郷の味を思い出せて嬉しかったし」




「いいえ、とんでもないです。レムのしたことがスバルくんのためになってくれたなら、それより嬉しいことはありません。――褒めてくれてもいいですよ？」




　見えない尻尾をばたつかせるレム。彼女の青髪に掌を乗せて、その頭をゆったりと撫でてやる。鼻を鳴らし、気持ち良さそうに目をつむっているレム。

　なんだかいけないことをしているような気持ちになり、朝っぱらからなにをしているんだろうと自問自答しかける。と、




「そうだ、スバルくん。ちょっと、寝ている間に汗をかきましたか？」




「え、嘘、臭う？　確かに昨日とかちょい蒸し暑かったからなぁ」




　わずかに寝苦しさを覚えたのは事実であり、それを指摘されたことにスバルは驚いて腕を持ち上げる。自分で鼻を鳴らして嗅いでみるが、慣れ切った自身の臭いというものはどうにもわかりにくいものだ。

　首を傾げるスバル。が、レムが指摘するぐらいだからけっこうなことなのかもしれない。




「エミリアたんに気付かれるのも恥ずかしいしな。ちょっと水で体拭いてくるか」




「それでしたら、浴場へどうぞ。小さい浴槽の方なら、朝から使っても問題ありませんから。――なんでしたら、お背中を」




「流してくれなくても大丈夫。女の子、もっと恥じらい持つのがいーぜ？」




「残念です」




　冗談めかした態度で手を引くレム。そんな彼女の言い分に、しかしスバルはお言葉に甘えようと判断する。なにせ、わざわざ湯船を勧めてくるくらいだから、今のスバルの肉体から放たれるスメルは尋常でないのかもしれない。

　これがスバルに好意的なレムだからこの程度で済んだが、遭遇したのがラムやらベアトリスだったとしたら、想像するだけで心を折られそうな勢いだ。




「んじゃ、ちょっとお言葉に甘えるわ」




「はい。――ごゆっくり」




　どこか含むところのありそうなレムの言葉。が、一刻も早く汗を流すべしと判断していたスバルは気付かない。

　手を上げてレムと別れると、少し急ぎ足で浴場の方へ足を向けた。







　朝から風呂に入るという経験は、シャワーの存在しない異世界においては新鮮な感覚であった。

　ひきこもり時代はそれこそ昼夜逆転生活なので、気が向いた時間に風呂場に向かっては、シャワーだけで入浴を済ませていたことも多かった。

　こちらの世界ではそんな速成の入浴はできないし、そもそも意中の女の子のすぐ近くで、身だしなみに手を抜くなど言語道断である。

　よって、自然と入浴にも時間をかける傾向が深まりつつあるスバルだったが、




「こうして浴場をひとりで貸し切れるとなると、変に気持ちも高まるよな」




　広い浴場を見渡し、スバルは全裸で無意味に胸を張りながら呟く。

　銭湯の浴槽にも匹敵する、大浴場の方は今は水を抜かれており、大理石っぽい素材の浴槽が清掃されるのを待ち構えている。が、今のスバルの目的はそちらではなく、浴場の隅っこに設置された小型の浴槽の方だ。




　主であるロズワールが不在の際、無駄に湯を焚く必要を省くための浴槽だ。ひとりで入るには十分な大きさな上に、魔鉱石による湯沸かし機能も完備で実に使いやすい。

　そして、ふと浴槽に目をやると、




「ゆったりと昇る湯気……さては、レムが気を利かせたか」




　着替えを取りに部屋に戻ってから浴場へやってきたスバルだ。

　そのロスした時間の合間に、レムがこっそりと湯沸かししていったとしても、今の彼女の気の利かせすぎな部分を思えばあり得なくもない。

　なんにせよ、湯沸かし済みならなおのこと問題なしである。




　早朝の浴場で、全裸で、ひとりでいることの相乗効果――それらが思いのほか、スバルの精神に大きく作用した。

　その結果、




「一番、ナツキ・スバル――お風呂いただきまーす！」




　変なテンションで浴場を駆け抜け、スバルはホップステップジャンプを実行。濡れた床で滑る大惨事に直面することもなく、股間のイチモツを揺らしながらの飛び込みを敢行――宙で身が回り、湯船の中へと体が一直線。

　そして、




「――うぶぇ！？」




　どっぷりと、聞いたこともないような粘性の音を立てて体が沈んだ。

　予想外の感触と温かさにビビらされ、スバルはぬめる質感の液体の中で体を浮上させ、どうにかこうにか顔を水面へ――目が開かない。




「なになに！？　どういう感触、どういう状況！？　すごい、体がぬめる！　ヤバい！　しかも傷口になにかが沁みる！　ヤバい、ホワイ！　死ぬかもしんない！」




　湯船から飛び出し、浴場の地面を派手に転がりながらスバルは絶叫。

　体中が粘性の液体に覆われ、立ち上がろうと試みる端から滑る、滑る。手を地面に着こうとしても、掌が滑る、滑る、滑る。




　意味がわからない。予想外の事態。

　いまだ目が開かず、暗闇に覆われた世界でスバルの脳内に警鐘が鳴り響く。命を脅かされる感覚、数日前に味わったばかりのそれを再び間近にして、スバルは自分の迂闊さに声もなく恥じ入っていた。




　馬鹿すぎる。なにを甘くみていたのか。

　異世界の運命を司る神様、その意地の悪さをどうして忘れていたのか。助かったと思った？　残念、ＢＡＤＥＮＤでした！　みたいな裏切りにどうして備えていない。




　呼吸困難の苦しみの中、喘ぐようにスバルは天井を仰ぐ。

　浴場の地面に大の字になって、体中を粘性の液体にまみれさせ、どうにも自由の利かない五感を必死で働かせ、スバルは思考を走らせる。




　声は出る。助けが呼べる。だが、これも罠だったら？　助けを呼んだとしても、呼ばれた相手を巻き込んでしまうんじゃないのか。しかし、助けを呼ばずにこうしていても、これを目論んだ相手の手でスバルの命運は断たれてしまう。ならば声を出さずしてなんとする――一瞬の間にめまぐるしく走る思考。

　それがふいに、口の中に生じた違和感によって中断される。




「俺が死んだら俺の死を三日隠せ……その間に根回しを……ん？」




　混乱の最中、遺言じみた言葉が漏れていたスバルは顔をしかめ、その口の中に生まれた感覚をじっくりと舌で味わう。

　粘性、油っぽさ、そして嗜好の酸味――その結論は、




「――レム！　レム！　こい！」




「はい！　お呼びですか、スバルくん！」




　呼び出しに、まるで浴場の外で待ち構えていたかのようなレムの声が応じた。

　彼女は素早い動きでスバルの方へ駆け寄ると、持っていた手拭でマヨネーズだらけのスバルの顔をそっと拭い、




「どうですか、浴びるほどのマヨネーズ。スバルくんのご要望にお応えして、レムも頑張ってみました。――褒めてくれてもかまいませんよ？」




　褒めて褒めて、と言外に主張する彼女の微笑み。

　体を起こし、マヨネーズ塗れの全身を手拭で拭きながら、スバルは邪気のないレムの顔に微笑みを返して、




「バッカじゃねぇの、お前！？」




　早朝の浴場に、スバルのこれまでにない怒声が炸裂していた。




　魂の伴侶、マヨネーズを無駄にされたことも相まって、スバルの怒りの程はそれはそれはすさまじく、寝坊したラムが浴場へやってくるまで、正座させられたレムへのお説教は長く強く激しく、続いていたという。







　――余談ではあるが、ロズワール邸においてマヨネーズは、「おいしいから、ずっとあると嬉しいかな」というエミリアの意見でその地位を確固たるものにして、『適量』の二文字を厳守して備蓄され続けることとなる。




　なお、レムに自信をつけさせるために始まったマヨネーズ作りではあったが、結果的にレムはこの一件でマヨネーズに強い恐怖心を抱いてしまい、能力的にマヨネーズ作りにも向いているという点が加味され、これがラムの仕事になったことも付け加えておこう。










　第一次マヨネーズ騒動終結――第二次マヨネーズ騒動へ続く。
